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も東洋の地理たる®域苑大、關係綜鉛、薄門の學漭と雖も之が沿革を詳にするに苦む。是れ從來此 
種の良書更に無き所以也。著者此缺を補はんとし、其博览と卓識と^以て、多年の硏究索搜を重 
ね、以て本害を大成す◦其詳を魂し明を極め、讀史家 m 一の參考たるは嗷々を要せす0 
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鮮は柬洋禍 SI の淵源を社*するのみなら す、 李王家は离世の鎿榮を全 
うし、 その人民は文明の惠澤を被 b て、長へに前古宋竹打の幸鲳を莩く 
べきな-00 
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■0裨併合條約 


1 


朝鮮嫌督府な 

S く 


國全部に關.する|切の統治權を，完全且永久に n 本に讓與し.又鬼帝•太 
皇帝、空太子、並にその后妃及び枭族等を優遇することを S し、總理大臣 
李完用と統監寺内正毅との問(:調印を T し、日韓兩阈 a 帝は之を哉可 
せられたり。因て n 本皇帝は更に詔 V 」下して、普く抑衆1:暁論し IL 之 
を iil 係列國に通知せ b’fff に隆熙四年、即ち明治四十 H 年 八月 二十 九日 
なり C 太祖李成桂の初めて王位に即きしょり足(:至るまで*凡そ五^ 
十九年にして、李籾玫府は玆にその終局を吿げたり〇 

併介條約の結果として、 n 本は前婢國 cIii 帝を册して ?1-: と爲 し、 之を I 11 , 
德宮李王と稱し‘後この隆鉍を世 M して.その.；：: , :肥を奉也しめ、 , ; I 太子 
(鮮)及び將來の世鲷を：土1»:子とし、太枭帝$:太:-1 : .となして徳毒.>::氺太；土 
ふ稱し、谷、その儷匹を：土 ill , 太：: K 妃，；土世子妃とし、ホ W (神 g u S 愁枣鸯 
(& S 軒奶跋¥公-こし、その配 K を公411とし#(:待つに a 族の禮を以て 
し，殿下の敬稱を用ひしめ、 W : 固を改めて朝鮮と稱し，朝鮮總料府を 'V>IN: き、 
總督をして陣海軍を統率し諸般の政務を統轉せしむ〇又朝鮮に於け 


正紀李钠晬代 m 十五牮 n > v 術突 0 影^及びの併合 
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01 


あ b 。 されども高 II 驗、鄭應鹿等が組織せる國是遊說 WI は、#に排介邦 
論を鼓吹し、尹本^權東钹等は、大榦協 fr にあ b て、時期尙11 -1* を唱へて一 
進會を駁擊するが如き/ i 對諭济も亦少からざりき。 

是時.旣に軍部を廢し、又法部をも廢したれば•内開は内#、度支部^郁、 
農商工部の四部となり、間 A には小更迭あリと雖も、李完用は说然とし 
て總理大 ni た b しが、京 M 佛蘭西敎科党前に於て•牛在明なる^に刺さ 
れたりしも、幸にして死を免れたり〇此の如く政界は頗る促亂を槻 め 
たれども、大勢は次第に推移して，翌年五月、陸眾大 111 寺内正毅が曾 18 荒 
助に代り統監となるに及びて、：：；韓合邦の問 S は愈-進，打せり。 

思ふに：：：本は、韓國が常に東洋禍 ftL の淵源たるに顧み、保逖條約を締 
結し、銳益施炊の改善を一一り、その成綾亦見るべきものあり i 雖も，何米 
だ治安を保持するに足らす、疑懼の念每に國内に充溢し、民その堵に安 
んせざるあみ。是に於て， I 大革新 i : 加へて、相互の幸福 i : 增進し、東洋 
の平和を永久に禳保せざるベからざるを念ひ»阚を H 本に併合し‘ 
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文が禅國に不利なる協商を露國と締約するものな b と誤解し、安15:根 
なる もの ^ 爾寶停- 1 *:場に於て、之を腊殺せ40この報の京城に il する 
や、 韓廷火に愕き、爲す所を知らす、韓皇は3:に統監贫邸に 幸して之を 弔 
し FTS 内府大 K ! 尹丙^を特使として、親寄を»らし U 本に赴きて*その 
葬儀に會せしむ0 

是ょ b 先、韓國觀光 W の n 本に至るや•柬洋協會の歡迎會場(:於て 、 If 
文は H 2 韓一家の說を述べたるこふあり、乂#皇の詔劾には、兩國利^共 
通の語あり、朝野の 間、 或は：：：禅合邦を唱ふるものもあ h . て、 兩 國の關 係 
は，次访に接近せしが、十二月に至 >，一進行反李落九は、總務員長宋采峻 
等と謀り、:: H 萬の會員を代表して、書を婶皇及び統監及び總理大 [11 に 
上りて、： n ?# 合邦の利を唱道せり。その要は*朝東亞の：哗和、列國の均 
勢破れて、禅國の位. , S を媚頓せしむるに〒：らば、君^流亡し、社稷墟とな 
らん、是を以て 51 -く合邦を組成し、 H 妹一家となり，: , a 室を して、 水く腐世 
の II: 榮を享けしめ、人民をして北(に一等の班列に躋らしめんとするに 

BT 1 紀李朝時代第十五#日祺衝突の杉響及び H 禅の併合 六 r ) 五 
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編 制し、 淸國. KK の ^ 横を仰へて M る 活動せしか ば， 淸阈は李範允の 撤 
退を要求せしが、時忪も uis の開戦1:際したる^以て、李範允は私硇隊 
を 率ゐ、 %軍を助けて撤退^ 1 i んせざりしが、 II 本は II 竑の軍務方1:緊 
急なれば、境界の事 ii 他3 (: 期す V きこと を忠吿せし が ^ めに、 問 ft 問 
題は一時中止せられたり0 

その後、 淸阚 官民は、 韓民を凌虐する こと’ 年を 逐ぅて益-某 だしく^:窮 
狀實に憐ひべき もの ぁり◦因て統監 府は， 滹國政府の依賴 にょり、 陸熙 
元年(韻歸却竹 S . I ) 聪時間島 M ii 1 . 所を設蔽し、陸軍中佐齋藤季治郞をし 
て、 憲兵及び ? f 察官を率ゐて韓民 を 保護せしむ。 足ょ り |;;]岛問題は， H 
淸兩國の 懸案と なりて、二年办餘の歲月を綷過せしが，隆熙三年 ( S ) 
I そ^;の 九月に至り•日本は躅們江を斡淌兩國の疆界とし•間 to を淸國の領土と 
認めて、 協約を締結し、尋で間 A 派出所を m 餓し 、更に 總 M 氓館を , , &*: きて、 
この案を結了せり0 

この年十月、伊藤博文は滿洲に漫遊せし V 浦 M 斯德在留の韓人は、博 
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千 A その他は淸人な bo 是より先、谢宗三十八年滟3雙方より人 
を派して境界を査定し、白頭山分水嶺 k に定界碑を立て\西を鴨綠と 
し、東を土門 i することを記せ bo されども當時は，間曠の地な i を以 
て•その後もさまでの紛捶あらざりしが、數十年以前よ b 、 韓 K の移住し 
て開墾に從事するもの漸く多か6しかば、往に埴界問題を生じ^太王 
廿年(鴨触刊以卿)西北終略使魚允巾は、その境界を探査し、廿こ年( 24 | 
AM I 十 ) 勘界使 ^Jrt il を ia し、沾の派員徳玉、賀元社等と相會して、地界を 
協定せんとせし vs は阃們は - Ilpq の轉 - It なれば、岡們江以北 U ， 淸阈の 
si : h な b と主張し，韓阈は H : 門は岡們江 I :あらす、:1:岸對立 I ' 1 ]の如くに 
して、その 水流れて松花江(:入るものなれば 、それより 以|« は »國に旭 
すべしといひてが*1:相下ら t その後また交涉ありしも*何等の決定を 
見るに至らす、兩國芥•自由の行動を爲したり〇然るに光武六尔 - R 沆1、 
5飾杉)李範允を遣して間島の情形を視察せしめ、尋で之を問岛管理使 
となし、より、 李 箱允は務めて韓 K を綏撫 し、 壯丁を 招 ^して， 私砲隊$: 

正 Id 李朗時代第十五辈日霈衝突の影響及び日稗の併合 六0三 
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助か， 

之辭藤 

にし博 
代曾文 

芘監 


間岛 P 1 M 


取を馬山に派遣せられたれば、禅皇は之に臨御して，その歡待を受けた 
ゥ〇旣にして又西北に巡幸し、平埭新戒州を經て袭州に 到り、 更に定州、 
平壤 、黄州、 開城を經て還幸せ 50 而して統監は、 IH 北到る 挺(:於て，熟減 
なる演說を爲 し、 ょく內外上下の情を通じた れば、その 風化に裨，益せし 
こと择めて大なりき〇 

その後、統软の指導にょりて、諸學校令を改正し、敎育制度の刷新を圖 
b しが、數 il にして伊藤博文は統監を辭し、副統監曾根荒助之に代る、總 
理大 R 1 李完用は、笛新統監送迎の爲めに、盛宴を激餳宮に IIH き、：は送 
別の爲め、特に統監官邸に睃御せり。統監交迭の胶に於て、司法權を= 
本に委任 r るの覺畨は成立し•軍部の廢止は決定して、親衞府は^ K せ 
られたり〇 

その後に至> て、稂年の紛糾を解決せしものは、間岛岡越なり。間岛 
I は阏們江の北にして，白頭山以東、揮海附近に至る，廣袤數十里に Af : る 
地方の雄稱な >、近時に於ては、， -C の人口約十一离にして •» 民は八萬三 
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し，尋で太子をして日本に.留學せし_む。をの後、或は政府顧問米人スチ 
1•ウンス•か•平素 n 本[:好意を^せるを以て、その賜暇!^國の際、桑港に 
て韓人に殺笛せられ、英人ゲエッセ 〆 •か新聞を刊行して、韓人?:敎竣せる 
•か如き、不穩のことなきにぁらす0されども統監は、»-雅筵を問きて、元 
老を招請し•詩酒徵逐の間に，相互£:思の疏通を圖り、又政治上に於ては、 
森林法を定め、道書記官又は觀察使會讅を開きて、地方行政の刷新を努 
め、地段法を公布し、地方苌官官制を改正し、土地家屈所布權證明規則を 
發布し、大審院以下三控訴院、八地方裁判所、十六鹿哉判所を開設し、 M 徒 
に對しては、嚴峻なる討伐5:行 ふと [»] 時に、韓 CS は W 順勸獎の ||?{ 勅^,發 
して、之が鈸撫を努めたれば ^: U 悉くその忠5:絕つこと能はすと雖も、 
次笛に平靜に赴きた bo . 

是に於て、韓皇は南北巡幸の#ぁり、隆熙三年(州^)一|]，打司諸111を 
率ゐ•統監之に扈從し て、 京城を發し大邱に向 ひ、 釜山を經て坞山に至>、 
數 H にして S 幸せり。時に日本皇帝は、特に旗艦 fv 姿を爷•山に、旗艦杳 

李籾 S 代第十玉箪日餌衝突の彤響及ひ BW - の併合 六〇 







六〇〇 


監を. , 5:き •て、 曾极荒助之に任也られた，9。 

先皇讓位の前後に於て•政治上に志を得 ? るの {42 ® I : K 心 5:•: g 動し 
て、 京城は頗る騷後せし が， 軍隊解散の命下る(:及びて、侍衞隊の一部は、 
之に反抗せしが爲め1:*小戦闕ぁ b しも、統監に依賴し，；；： 本駐箚 第の力 
を藉〇て之を鈸壓せり〇されどもその餘波仝阈に及びて,. V 恭徙は芥地 
に鲦起せしが、说中、京畿、江旅、忠沾，令羅の方面5 , <:も莊だしく.地方鈸衞隊 
の解散せられたるもの X .蘇徒の辟に投じて、畑動^の不足とな b •或は 
一部隊を指揮して、その勢甚だ猖镢を極めたり〇 n 本の祺隊及び遨兵 
警察官、力を協せて之を討伐せ しか ば，大集 [II は次浓 に 摧破せられしも、 
小集團に至 b ては la つて滅すれば隨つて起り、容易に掃^の 功を奏す 
ること能は'さ* CV き。 

この時 i 本の皇太子殿下は、棘®に行啓せらる、妹泉は親ら之を仁川 
に迎へ，兩國皇室の躕係は，益-親漭となれり、因て統監伊藤 W 文を太子大 
師とな し、 特に親王の禮を以て之 i : 待し•委ぬるに太子輔遘の任を以て 
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や0 

海牙密使事件の起 b しょり、禅阈の富强を圖 b ’ 禅國： H の幸福を增進 
せんには、更に協約を締結するの必要ぁ b 、 因て統監伊藤博文と總理大 
KI 李完用との間に協約を定む。をの要、法令の制定、及び Irl 要なるれ政 
上につき、豫め統監，の承認を得ること、司法事務と行政事務とを跖別す 
ること、統監の推鹉する日本人|:、韓國政府に任用すること等の數條に 
して•日本の保謎關係は、益、緊密なるものとなれ卜〇 

協約成立の後、幾何もなくして宮中侍衞に必要なる近衞步兵隊を編 
制し、その他の軍隊は悉く解散せ b 、而 して 年號を隆熙と改め.太: 1 ; t 帝笛 
七の王子英親王圾を立て、皇太子と す、 皇太子は間妃の薨 後、 王妃の位 
に陞りたる敝妃の出なり。この時•宮内府内部度支部の新宫制は發布 
せられて、丸山重俊は®:視總監に® M 定吉は宮内次官に、木内 ffi 四郎 U 
內部次官に、俵孫一は學部次宵に任せられ、又統監府及び现率廳苜制に 
も改正ぁりしは，转新協約成立の紡见な而して統監府は新に副統 

疋耘李 朝 UV-I 代第十五萆 B 旅 術 突の 影響 及び H 韓の併合 五九九 
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和科議に於て、何等の反饗をも與へざりしが、その報の傅はるや、統監は 
直ちに轉皇に謁して之を fn fc . 問し、 E 木ょ6は外務大 KI 林莆、特命を*[び 
て京城に至れ bo 是に於て韓廷大に懼れて、茜後の策を^ L 、 總 Jl ^- l ;*: 
李完用、農工商部大 Kl 宋秉峻等は«:皇の讓位を奏請し•七：：：韓皂は詔を 
下し、皇太子をして軍國の大事を代理せしめ、尋で統監に勅して•位を:^ 
太子に讓ることを街げ、代理の稱を廢せ b 、 因て:%: i : 子坧は>•帝の位に 
即き、先皇を奪んで太皇帝とす。この時％>:内府大1:*朴泳岸は、讓位に反 
對せしも V ての說 1 r はれざりしょ.0、抑位式を打ふに當6て-侍衞隊を S 
中に入れ、一寒にして内開員を鏖殺せんと謀りし•か V ての事發极して、濟 
州に竄せらる0 

抑 I 太 皇帝は、在位四十 三年の 久しきに灰れ b と雖も、阔家多難の際に 
當ヶ、內は圃政を治め、外は强鄰に交る 1: .皆誠實 5: 以てする ことを 知ら 
す、徒ら1:術策を弄して*時を倦倖せんとす、 この 故に、阈勢は益-*繼し 
て振はす、終に德*宮に退恝するの已むを得ざるに至る、亦悲しからす 
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第三節 韓空の 讓位 及び U ?# の併合 
• K 中の肅淸は，統監の M る注意せし所なれども、多年の祈弊 U 、 容易に 
根絕 すること能は t 終 U 海牙密使事件を發生するに至れり。初め；：： 
韓協約の締結せられ，統監玫治の施行せらる、や、英人ゲ疒セ 〆 が京城 
にて刊行せる新聞に、韓:*;1の親誉なるもの、發表せられしことあ b 。 
その大意、：！：韓協約は、韓皇の認許 k 經たるものにあらす、：：：本は强制的 
U 綽國の外交，權を其手に收めたり^皇は列國の共同保 i * を 1 1むとい 
ふにありしが、政府は ir £ ちに I の街：：小を發して、之を取悄したり C 然る 
U 十一年(蘭 old - b - 肝九)六 n 和 閲 海牙に於て！51一间萬國•牛和^^の開催 
せらる、や、韓國 A 李相^李 俄、 (能衫贼進)李球鐘の 三 A は、 ¢5: 空の密 S I-J を 
奉せりと稱して海牙に至り.韓國が平和會議參列の通 fr を受けざりし 
を抗議し、且韓國獨立の承認と得て、保謹條約1:廢棄せんと忒みた〇。 
この謀略の；裘面 U は*米人、 v 少バート、英人てツセルの徒ありしが、•»>•; 
中 {: 出入せる雜輩に ょりて iif 迸せられ たる ものな bo この 運動は、平 

正紀李朝 叫 代 第十五 苹 Bus 衝突 0 I 影響及び G 韓の併合 五九七 
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朝鮮通史 


五五六 


又當時の内 Mtife に依 b て議政府と稱し、その職制には、遜政、參政、外 
部、內部、度支部、取部.學部*農工商部の九大 ITI を以て紺織せられしも^政 
大臣は久しく之を闕きたるを以て、參政大 E その fl 班た bx 外交郴は 
旣に日本に讓與したれば，外部の！員を減せり。而して H 純協約以來 
參政大15たりしは朴齊純にして、その他は小異同ありしのみにて、一年 
相半を雠賴せし•か、學部大 E 李完用之に代 b て參政 I なり、尋で潘政府 
を內開 i 改稱し、參政大臣を總珊-大 ほとし、 その他大體 に 於て、 H 本の現 
制度に倣へ b 之と同時に、+樞院官制を改定し•從來の定 it の外，顧問六 
人を置き、內 開ょり 諮詢せる軍國重要事項、その他を審査遴定すること 
i し、前大臣朴齊純 以下は、 皆その顧問に任せられ、その中一人は、副議 -K 
(: 任せらる〇新內間の成るや、統監は谷大 r t l を « 邸に 招集して， 施政改 
善の急務を說き、敎育の裨 及、 國 力の涵養を計るべき ことを 注意し、禅民 
の輕皋無謀を戒め、 =韓兩國協同一致して、力を £ すべきこと 5:訓途し 
たり 〇 
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官吏を率ゐて^小の? ¥ 衞に任せしょり中と内外谷地に散花せる险 
a « を事とする策-.1;と { i •自ら截秘するに至れり。 

從來の地方れ政は、 ig 城府の 外、 全國を十 ills’sal 4 I IVAI.11.1 _ 
細*4.けバ^)一牧.三府三百四十-郡に分ち.逍に觀察使、牧に牧使、府に府 
尹*郡に郡守を^きて*之を治めた bo されども、地方/-. ••']•. 吏は、人 K の：. •. VI 血 
を搾り、自己の财銮 k 肥すを以て能 水と し、典政務| として 见るべきも 
のなく、栽判と f : 察 i は*吏が人 I \ L を迫^する機械の 如くなれば.速に 
之が刷新を脚らざるベからすコ足に 於て、 統監は地方制/ 5: 調赍委 U を 
設け、地方贫宵制、及び附隨の汰令を發布し、^ •• 政 Kjs に多少の幣 JTlir 加 
へて，宵府の. rv 務、權限，監督•任用、給與等を说定せり C 乂衞生機關の一：：： 
も綏ぅすべからざるを以て- A 韓锊院を設け、その校範を示せ bo 

統監政治は*の加く次^(:進行せり、因て wia は内部大[:1氺址鎔を 
U 本に ii して之を謝し、十一年 (S 5針5 (:);: は.^.太 T* の id 尹氏を 
納れたるを以て，：：！本は.X内大 C1 田中光顯を m して之を K せり。 

iKfc 李期時代第十五京 HSS 術突の髟1 1 及ひ日棘の併合 五九五 
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接近せしめしよ纥終にこの協約の成立を見る1:至りしなり。 

C： 韓協約 S 締結 せらる、 や、 在外躲國公使館は、全部之を撤廢 して、 そ 
の駐在せる官吏は、宵之を召還し、外部を廢し、在京城の各闕公使は、矜そ 
の本國に還れり。十年(州| ¥3)二月、 統監府の1一始せ らる、や、 施政の改 
莕を阖 りて、 まづ敎有制度の 改革， 金融機關の後 M?f 格の 刷新， 及び迈路 
修築•水道供張等1:若手せ b。 然るに n 裨の關係、次第1:變更するを} i 
て、 地方の®生兩班等は之 i : 悦ばす、漸次 H *#^ o^ »^ ivl £、^* l: 

0 ^^ 於ける政治的险謀と晴に氣脈を通じ、阅宗桢は忠沾裥逍に於て、热與を 
嘯聚して洪州城を陷れ、老锚 m 益鉉は，林炳 m 等と^ k 全羅北逍に於て 
舐を起し、その勢 M る猖镢な b しが、簞司令穴公谷川好 mu . fT -: ハを迫して 
之を剿滅せ be 又從來宮照の規律甚だしく坡廢して、内外の雜浓奸細 
は，妄〇に宵中に出入し•棟々のほ謀 i : 企て'竦％の WI 1 を«蔽し，之•か 
爲めに秩序を紊 « L して，安寧を妨ぐること少から卞£を以て統镫は {W 
中南 fs の 必要を戚じ •宮 禁令を* 布し、 n 育：>|« の 飼を定め¥務顧网は，察 
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B 铧靳硌約 


統監府/>尻. 


邊文統監 


迫せられたる場合には、その利益を擁謀する爲め、必要缺くべからざる 
措 ^ を執 b 得べきこと' 5: も承認せしものに て、 その獨立は、所 ^ 條件附 
の承認なれば、 n 本の禅國に對する處 K は、日韓 9 g 定害以來 、皆 この趣旨 
に本づきたるものな bo されば裨國は、獨立國なりと雖も、 U 本保護の 
下に立ちたること、旣に 一 nu あらざれば、今また變更すること能はす、 
是を以て、この關係を一層明白にすべき=韓新協約け、締結せられたり0 
=韓新協約は、光武九年(刊|^十一月.外部大氓朴齊純と、：：：本公使林 
榴助との間に調印せられて、外交權の讓與、統監の駐前，韓國皇室の安寧 
及び1$嚴維持の保證等を約せり〇是に於て H 本は、京城公使館を撤廢 
し、統監府を置きて、統監を駐箚せしめ、： g 國政務の指導啓發に任するこ 
と、なり、統監; fj '- 及び理事靡官制を發布せり、 IrB してその M 監の任に就 
きたるものは、樞密院議長伊藤傅文なり〇是より先、 if 文は特派®妹大 
使として京城|:至り、膜-韓桌に謁し、或は諸大以5:會して、昨局の^遷.大 
勢の推移、及び#國將來の利害得喪等を說き、 Izw 兩國の關係をして愈- 


正紀李柄時代第十五雄術突の影*及ぴ： n 铽の併合 


五九三 
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日 IK 講和成ろ 全權委貝ク；テ及びローゼンと會見して‘條約を締結せしが*その第二 
條に於て、露國は n 本•か嫜國に於て、政事上，軍事上、及び緙濟上の卓絕な 
る利益を有することを承認し，：：：本が韓國に於て、必要と^むる指«保 
護、及び監理の措遛を執る {: 方り、之を阻^し•又は之；:千渉せざるべき 
ことを約せ bo 是ょ b 先，：：：本は英國とも前文同様なる. ti : 味の協約を 
爲したれば、：：：英同盟の効力は、愈，*張せられてば本の铋國に於け6關 
係は、旣に世界强大國 の 承認を終たる ものと なれ bo 

初め •ホ ーッマス會遴の開始せらる/' や、 淸國 は ，* C の代炎赉 Irfr lsl : 
參列せしめんとし、韓國 U 尹炳球なるもの5:米國に逍して•其談判を傍 
鹅せしめ、韓國獨立の確保を得んと欲せし が、 宵； 5 はれざり％0.乂 =英 
協約は、 n 露講和條約ょ〇數十=以前に發炎せられた6し»*、外務大臣 
朴齊 純は、 反對の意見を表した 60 されども光武六年に繙結せる II 英 
同盟は、 II 淸條約と [ P 1 じく、妹阈の»立を承認せ b と雖 も、又その臣民の 
生命及び財產を侏讓す るため、 干涉を要すべき一**の*生に 因りて， S 
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み全滅マ 


も、 盛にその•間に活動せしが、形勢日に非なるょり、遂に海外に逃れた b 。 
而して顧問の 傭聘， 及び軍制の改革、財政の整理も、看々實行せられ、 B 本 
の耍求せる通信機關の委託、河川沿;-?:の航行自由等の問題も、次^(:決 
定せらる、に至る。 

是時に當り、 n 露の硪爭は、愈-その局を進め，：：：本は旣に逯陽を取り、旅 
順ヒ陷れ，破竹の勢を以て、奉天の捷を奏したれば•義陽哲載®を特派大 
使とし、 H 本に遣し 1 T 戰捷を贺せしむ、：：：本(:ては、伏見宮博恭王を迫し 
■て之に答禮せしめしが、この時博恭王は、京釜鐵道開通式に臨場せられ 
た b 。 旣にして日本は、又對馬沖海戰に於て、波羅的艦隊を全滅したれ 
ば、さしも强大なる露 國 も、意 ffl し勢 M して、遂に講和談判を開くに至り、 
韓國の地位は又 I 變せり〇 

第一一節日禅協約及び統監 府の設跤 
日露兩國の講和は、北米合衆國大統領 ル ー •スゲストの斡旋により，米 
國•ホーッマスに於て、日本全權委員小村壽±郞及び高平小五郎と^國 


JF . fc 李籾時代第十五箄衝突の彩糠及び日禕の併合 
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籾鮮通■史 _五九〇_ 

し、外國人一名を外部顧問として、外國に關することは.豫め！：：本政府と 
協議すること、な b て、II本との闕係は愈-密卷せ60 

是に於て、：：：韓兩國宵说の輯睦を關るが爲めに、火東供樂部は設立せ 
られ、その他一進#、進步會、共進 fr 等の政治的阁體起りしが、共進食は颇 
る暴行を爲したるを以て、その領袖は獄 (: 投せられて、忽ち趑； g せり。 
されども I 進會は、尹始炳、宋秉峻、李容九等にょ6て M 織せられ、進步會 
も之に合同して•三十餘茁の會員を^し、皇室の笱榮、施政の改善.生命財 
產の安全、 M 傭の整理の四條を以て綱領と し、：：： 本の ir 勤に對しては， g 
る援助を與へた bo 

共進會の暴行 2 り韓 !;•- ( も 亦 暴行を爲し たる V 」以て、：：： 本粘箚取司令 
官姣谷川好道は m 事^察を京城及びその附近に施 fi し、又九山 IK 俊を 
譽務顧問と し、 發務補佐宜 を 谷道に配股して、人 IV : の保訛を腐れ bo こ 
の內外多事の秋 {: 當りて、大 S の更迭允も頻繁を栎め、趙秉式*沈相潘，中 
筇 善、 閔泳換 、趙 秉鎬 te 圭患芩更るく參玫 となり、 李容翊の如き SS 派 
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本公使館に遣して贶意を农せしめ、駐滿公使の召還を命じ、禅露國交の 
斷絕に關する勅宣害5:後衣せり◦されとも或は通文を發して、 M 本皇 
帝が 我疆土を保全し、我獨立の權1^鞏阐にせんと欲する は、 誠に韓人の 
欽幸する所なれども，使臣 その 人を得す、賣國の奸熬 と•締結し、 我皇上を 
威脅し^國權を攘#せんとすることを憤慨するものあり。或本 
人長淼 sfM 郞が要求せる荒蕪地開墾^件 I :關 して、 k 抗速動は硗 {: 起 
り二 時京城の天地は、紛々播々、恰も ] ill の沸く •か 如くな b しもぽ本: vgJr -. ハ 
隊の錤撫にょ b て、鍵に安靜に歸せり。 

是ょり韓國上 下は*::: 本に信賴する の外、 途なきを知る1:至りたれば. 
公使林權助 は、 禅:^に謁して施政改革案を#す，韓皇乃ち參政沈相*1: 
命じて、李址斜、朴齊純、權 K 顯、李®榮の諸 1;1 と 之 1: 邁せ しひ C その 問題 
の主要なる ものは、 財政監竹の傭聘、軍備の縮少 ，及び 外部顧問等の哨に 
して*着々歩武を進めた れば、林褓助は更に協約を稀 結せんことを求む、 
因て新協約三條 VI 定め、：：！ 木政府の推薦する：：：本人 一 名を財務顧 |«3 と 
紀李靱阽代第十"-£1箄日谋術突の 彩背 及び H 钵の併合 ；太八九 
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五八八 


1善 




ると 同時 (:£ 大隊の兵を京城に入れしめたれば、. 叛阈 公使パクロフは 
倉臬として 京城を退去せ bo 

是に 於て、 外部大臣 署理李址鎔 とゴ本公使 林權 助との間 (:於て、= 幃 
遴定書^成立し、事實上¢¢國は H 本の保謹國たると同畤に m 带上に於 
て、その同盟國とな b、H 嫜の關係は全く一變せ bo 其後， U 本ょりは樞 
密院遴長 伊藤博文を慰問 大使として韓國に遺し、 韓國は亦李址鎔を報 
聘大使として、之に答禮せしめ、漸く接近せんとするの勢あ 

當時韓廷は、•遂軍•か何時捲土重来するやも W られざるを憂ふるもの 
多く、殊に李容翊、玄尙健の徒は•局外中立を主張し，その他^定書案に K 
對せるものも尠炉らざ6しが，その愈-決定せし後に於ても•似裂狎を李 
址鎔及び參書宫具完喜の邸に役せし者あ be 且.露軍が嫜國の埴域に 
出沒する間は、陽に1!本に從ふも、陰に露國の- ffi を^せんことを慮り、其 
態度は、鬼角暧昧な b しが=本軍が鴨緣江岸の露 , -1 C を破 b 、 九逆風凰の 
諸成を占妬するに及びて、 H 本の勢力侮るべからざる ir 悟 b 、 特使を II 
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是に於て英米の諸國は、淸廷に? I 街し，： 2 本は露國に對 LJF; 式の交 
涉を爲し、も、露國は言 を 左右 [: 託して、遷延決せざる のみならす-:方 
には戰藺の準備を S すこと益..急な b しかば-光武 A 年 (I 1- T -3^ Tftg-l 
年)二月本は斷然落國との談判を.! h め. 旅順口を攻撃し S 艦二1£を f : 
川海上に* 沈し、 S 戰の詔勑を發せり C 文中に韓國の存亡は、 實に帝 國 
安否の繫る所なり、然るに若し滿洲にして露國の領有に歸せん乎、婵國 
の保全は支持する {: 由なく、極柬の平和、亦索ょり^むべからすとあ.^ 
これ n 露の戰は國の保全を以て、最大目的とせし こと明かな り。 

是ょり先，：：！露の交涉、方に危機 t : 近づきつ、ありし時(:常 b て、練國 
は露國に事へんか、 M 本に從はんか M るその方針に述ひた b しが、度支 
大 R 1 李容翊は、露國派にして颇る勢力ありしを以て、 K 佛の關係上•佛國 
公使の周旋に賴りて、日露米だ開戰せざるに先だち、芳し兩阈開戦する 
ことあらば、韓阈は局外中立を猫守すべきことを14:-洲諸國に通知せ卜，〇 
されどもこれ何等の價値なきものなる•か故に、日本 ( i 仁川の海職始ま 

aiIE 李栩時代第十五箄日籯衝突の釤響及び日禕の併合 五八七 
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五八六 


滿韓交換論 


を有すろ H 淸シシジヶートの癣膂を庇謎し^州市開放の聲明を迫 b 
T '® 事を義州に駐在せしめ 、：：： is の競爭は實に激甚な b き0 

是時に當 b て.所鎅滿緯交換論なるもの或部分に起れ b 、 滿韓交換論 
L 」 は、滿洲に於ける S 國の優越權を承認する代卜に、韓國に於ける：：：本 
の優越榴を承認する妥協な bo 元來.韓帝は列國の共同保護の下1:立 
んこ〜を冀51<するものなれば、滿韓交換論の如きは％ての最も憂嫌する 
所なれども、復た奈何ともすろこと能はす、た>傍觀的態度を執る«:過 
ぎざるな bo 

滿韓交換は、日本の輿論に あら ざれば、：：：本政府は潞阈に货 して 旗-滿 
洲の撤兵を促し、も.露國は第二®の撤兵期に至 b て、^も實行の跡な 
きのみなら t 吉林奉 天の駐兵は、悉く南下して遼陽附近に集中し、禅國 
の境界に於て は •盛 1:一： 小威 ai 勸 V 」 爲し 、旅 M {: 東亞郴 借 府を設 股 しね り〇 
淸廷之を聞て大に 懼れ ， S 國の提出せ る 撤兵附帯條件に货 して、 密約を 
嫌 結せりと 傅へらる〇 
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•是ょ b 先，淑國は滿洲の經锊に全力を 注ぎ、 锇道沿線の保護と、匪徒 討 
ハ占 伐とを名として、多數の軍隊を駐屯し、永久的占«を爲?んことヒ計\ 
淸國に對して露淸協商に調印せんことを.要求せしも、：：：本 U 之に抗譏 
せしを以て^國は一時その要求 5: 撤网せ bo されども率 實 上に於て 
:は，何等の變更なかりしかば.：：：英同盟以後に 於て，" 英及び米國は國 
に迫 b て、 淸阈と滿洲還付の條約を締結せしめ、且、三： il の 撤兵期を定め 
しめて*國はその第一回を實行せり。その後、露國は佛國と提携し*韓 
國に對して稀々の利權に干與し、鴨綠江森林の採伐に着手し，その綷煢 
に必要なる龍^浦の租借權を耍求し^公位パク&プは、内藏院卿李容 
翊と淼林會社代表表グンスブルクとの問(:於て•非公式契約を成立せ 
しむ。 而 して lli 綠江森林の採伐を保謐すと稱して.九速 城、 鳳凰城 及び 
齙 岩 浦に殆ど一旅團の兵を駐屯せしむるに 至る、これ 滿洲を永久的に 
占領し.併せて韓國をも呑滅せんとするの計査準備なること明かな bo 
鎵國の韓阈北境に於ける蓮動に對して， II 本は又平安北道淼林採伐權 

併合 五八五 
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五 IA 四 _ 

の共同保護の下1:立ち若しくは永 ffi : 局外巾立國とならんこと $: 货へ 
bo されども韓國の獨 J /: は.特に外形上のみのことにし TII に獨立自 
主の力ある(:あらざれば、固より緙國皇帝の总思によりて、列國の關係 
を奈何ともするこ i 能はす、列 B 勢力の m 長(:よりて、その地位を定め 
ざるべからざるは、亦實に巳を得ざるな.^ 

第十五章. H I 路衝突の影響及び n 韓の併合 

第 I 筋 II 露の街突と韓國の内治外交 
=本は北淸事件以來»:1英國 I 接近し•極東(:於て現狀及び令 • W の：牛 
和を維持せんには、兩國 In ! 盟す S の必要を感じ、光武六年(一1一一一 付 
g 一一)一月ゴ英同盟は成立し、消裨兩帝國の®立と®土保全とを維持す 
ることを明記せ之に次で露佛兩國も亦•その歐洲に於ける同盟の 
效力範圍を@東に及ぼすことを發表し^れば、日英と*佛とは*杭し 
てその勢力を爭ふこと、なれり〇 
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.是ょり先%國は滿洲の經營に全力を注ぎ、班道沿線の保譙と•匪徒討 
伐と を 名と して、多數の軍隊を駐屯し，永久的占領を爲さん こと tll - b 、 
淸國に對して蒸淸協商に調印せんことを要求せしも、=木は之に抗遴 
せしを以て - S 國は一時その要求を撤冋せ6。されども事實上に於て 
は、何等の變更なかれしかばゴ英同盟以後に於て，：：：英及び米阚は 、•淑 國 
に迫 b て、淸國と滿洲還付の條約を締結せしめ、丑1二：一:の撤兵期を定め 
しめて、露國はその第一回を實行せり。その後、尜國は佛國と提携し’禅 
國に對して穐々の利權に干與し、鴫綠江森林の採伐に若手し、その經煢 
に 必要なる 褪崧浦の租借權を要求し^公使パクロブは.内藏院卿李容 
翊と淼 林會社代表^グンスブルクとの間に於て、非公式契約を成立せ 
しむ 〇而して鴨綠江淼林の採伐を保謎すと稱して*九迚城、風 MM 及び 
蝕岩浦に殆ど一旅 [19 の兵を駐屯せしむるに至る*これ滿洲を永久的に 
占領し、併せて韓國をも呑 M せんとするの計査职備なること明かな bo 
踩國の韓國北境に於ける運動に勘して* n 本は又卒安北道淼林採伐權 

正 ikl 李翎 時代第十五 草 HSS 衝突の 釤籌 及び Btt の併合 五八五 
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の共同保護の下に立ち若しくは永世届外中立國とならんことを « へ 
6。 され ども 韓圃の獨立 U •特に外形上の みのこと {: し T ， 奥に獨立自 
主の力 あるにあらざれば、 固より妹國皇帝の意思 {: よ 〇 て、 列國の關係 
を 奈何と もすること 能はす、列@勢力の消長によ G て V ての地位を定め 
ざるべからざるは.亦實に巳を得ざるなり」 

第十五章 • H 露衝突の影響及び n 韓の併合 

第 I節 H 露の街突と榦國の内治外交 
=本は北淸事件以 來、 4 r 英國と 接近し、 極東に於て现狀及び令 / » J の平 
和を維持せんには mH fii ) 盟するの必要を成 じ、 光武六年 (_ |一ーー计 M 胖 
g 二)一月ゴ英同盟は成立し«韓兩帝國の獨立と，® 土保全とを維持す 
ることを明記せ之1:次で蕗佛兩國も亦•その歐洲に於ける同盟の 
效力範圍を極東に及ぼすことを發表し拕 れば 、 n 英と*鏢とは對抗し 
てその勢力を爭ふこと、なれり0 
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に當りては、日露協商 6 る にも拘らず、 C ： 本に協議せ すして、士官 及び財 
政顧問を傭聘せしめしかばゴ本は之に抗議せしも、因循決せざりしが、 
光武 一 一年 ( f 預 AH 針*.--1)(: 至りて、 突然^國は交渉5:開始し®び" 
露議定書は成立せり〇これ恰も露國•か淸國と旅順大迚粗借の條約^ 
烯結 せんとす る時なれば 、： a 本を粢制する が 爲めの策略な りしな 
その後淸國 に举 匪の亂 ，即ち 北淸事件の起るに及びて^阈の滿洲經煢 
tf 益-その步を進めたれば、旅順大迚と浦鹽斯德との迚絡を通せんが爲 
めに、 露公使 パクロフは、 禅國に對 して®山 浦の租借を要求し、提伢 スク 
ルドフは - JC 平洋艏隊を率ゐて仁川港に來火之に聲援を與へたりしが、 
外務大 KI 朴齊 純は、 口本の援護に 依りて、 その要求を拒絕せり。 

この時、韓國は I 方には、返國•か滿洲に於ける勢力の增長するに從つ 
て、侵略八幵吞を爲さんことを怖れ、一方には、日本の勢力益-發展する(:至 
れば， - U 命者が如何 ri る變亂を惹起すやも知るべからざるを®ひ、或は 
一商工的優越權を n 本に與へて、亡命漭を處分せんことを謀り、或は列國 

正紀李朝時代 ® 十四苹 5 « 外 №0 湖係 五八 三 
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0 ^ 

香年味^次む 


國協逯の 上， 之 V 」定むべきことを約せ bos に於て.：：： ^ 兩國は、 ^ れも 
朝鮮に於て獨占的勢力を振ふものなく X 米人は：！：沾戰役の末頃•所 P 1 
貞洞俱樂部なる政社的 MIS 起 b し 時には、， V の政 m 速勸の屮堅と な b 
しことあゎ、露國勢力の暴«なる(:及び、王审を補けて之が排斥に務め、 
或は急激なる政治論を なし ゞ もの あれ ども、 固ょ5 その 國家の擁謎を 
受けた&にあらざれば、甚だしき勢力はあらざ b き。 

されば朝鮮 tf こ. の時に當 b. て、 全く强大阈の辑絆を脫 し . R 正の獨立 
國とな れ b と 思惟し，國鱿を大雠 と 日 ひ、 *;1帝の 位に 即き 、年 號 V 光武と 
改め、 祖宗 i: 追嫜し? E 妃閔氏を追冊して皂后 とし、 前古衣曾有の大典を 
«げて、一時殆ど中典の隆運に際會したるが如き禁象となれり0され 
ども* こは 決して朝鮮の國力發遠しれるが爲めにあらす•内政の整頓し 
たるが爲めに •あらす、 將た 外交 上に 於て 巧に列國を操縱したるが爲め 
にもあらず、列國は他1:1!1:大なる樂伴あ0しが爲め|:、朝鮮1:対して、聊 
かその 手を 馁ぅせしまでの ことな b、 されば，溪國はその爲さん とする 
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H 王塞阈公使 
館1: 行幸す 


日！！8咏商成ろ 


里なる春川の M 徒蜂起して、京城を襲はんとするの風說踫な〇しより、 
露公使ゥ f ベルは、餌 K の暴動に備ふるを名として 7 X 兵を入京せしめ、 
王は露國公使館に行幸し•館内より詔を下して、金宏集、鄭秉 S 魚允中等 
を殺し、桃榮餚、與範奔等も皆殺戮せらる。 

是時•朝鮮は叛國の力を借りて、 II 本勢力の發展を制せんとし^阚は 
また三國共同の權力を利 ra して•滿洲の經锌を務めたれば、 一 棟•の®制 
外交として、露公使ク广べ A は、 朝鮮の財政軍事に干涉し#斷暴描の行 
動多 か b しが 故に、朝鮮は漸く之を厭惡し•王は一年餘 にして 公使館よ 
り麽蓮宮に還れ b 。 而して尹致^尹始炳、李；商在等によりて、獨立協# 
なる玫社は创立せられ•王世子 5 : 以て總裁 とし ^ に S 國の暴横を非難 
するに至れ bo 

露國はその朝鮮(:於ける形勢、旣に此の 如く、 且1滿洲の關係上•朝鮮に 
於て遽に=本と^ふこと^欲せざるを以て、 II •祝の協商は成立し、朝鮮 
に對して、 H 蕗兩國北ハに對等の地位に立ち、朝鮮に刷する®要? H - 件は•兩 


正紀李朝時代第十四尊節外 M の期係 
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王* rti 間氏^ t < 


0i 


_ 五八0 


Iri 署理 とし、 魚允中を度支部大 1:1 とし， 張 W を ii ;- 部大 1 ; 1 署理 i し， 徐光範 
を 學部大 ほとし. 鄭秉 S を農工部大 KH とし*播蓰铱 V 一 «務使 とし、 外部大 
.1.1金允植は故の如くに して、 金宏集之を總理す。 

この«亂 1 :當 or .:- K 妃阳氏はその踪跡明かならざりしが、變軋の 1 ¢ 
内は>:妃が1&治に蹦與するにぁるを以て：-!-:は廢して庶人となし、次で 
:土太子の寒 M と侦理と顧念し、特に娥魷を賜へ，〇。然るに - l - ill は、旣 
に殺街せられ、：：：木人も之に參與したるょ b 、= 本政府は、直ちに三 i 梧 
樓以下二十餘人を召還して、廣 a の獄に役じ、更に小紂毒太郎を辨理公 
使として、京城に；^箚せしむ。大院パはその最も嫌总せる；土妃の殺赉 
せられ*多年の Irits を^したるを以て、勇氣も殆ど消沈し、復た W 嗔に關 
するの;£ なく *邸に退！®して、その孫 ^ 垵鎔を H 本 i : 亡命せしめた〇〇 
>£に於て•嚮にその峨を罷められたる李範晋、安朗*等は、族國公使館に 
入 b •李道撤等を他嗾して W を犯さしめ•金宏集内開を傾掩せん I せし 
も、， V の士?'で速せざ-0しが、建^元年(|關|5神パ|»¥|れ^£氏の故 
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に活動せ bo 

大院君は、宴岘 f ; よ b 孔德钽に徙た W 事1:蒯せざりしも.：土. >-{: 
ては之に巡檢三十名を附し-幽闪同様の境遇に ぁりしが KJ 泳駿に支那 
より還 b て、 露公使と宮中との間に斡旋し、王妃は頻 (: 術策を 弄して， 政 
椹を宮中*;收めん w する k 見て、 tft 悶の佾堪 ふること能はす、三? [ B 格* 
は H 本に親交ぁるもの悉く排斥せちれ、且軍部大臣安酬壽は n 本人の 
敎輿せし PI * 隊を解散せ んことを 照會せしかば、亦 その 悔辱の^ たし 
きを 怒り、本國政府の訓令を待たすして•大院丑が入朝して 宮中を廓淸 
せんとするを援助するの約を結べり是に於て、 十月八11 、大蛇 1 よ 1111 
練隊及び H 本守備隊に擁せられて王 &(: 入 〇、 王に謁して 群邪を逐斥 
し、維新の大業を成就せんことを凑せ しが '二浦 梧樓も相次で參内し、國 
太公の入闕.及び革新の已む ベからざることを陳す〇王乃ち詔を發し 
て， 宮中 i 政府との 別を明か(: すべきことを譫し ^ ®壽，平完用、李範晋 
を罷め、李載冕を宮內大 ni とし、趙莪抑 を 軍部大 til とし. 命吉娇を内部火 

正 fc 李朝時代 .® 十四萆祐外 W の H 係 五 b 九 
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明 


鮮■通史 __ 

锵策を弄すること怠らす、內部の紛々摄々は、 Jfi 年の. M 弊にして、容易 t : 
之を除くこと能はざれば、改革の實効を收めんことは、殆ど促風捕影の 
感なくんばぁらす。 

されども U 淸兩國の全權大 m は、 旣に馬關に^し、 PS 和倐約を定め、そ 
の第一條に於て^は朝鮮の獨立を確認することを記したれば、 H 本の 
力に賴 b 、 全く淸の覊束を離れて、獨立國となる[:至れり。 

是時、井上«は屢'王|:謁して，國政の改革を慫忍せしも、その後^獨佛 
の三國 は、 日本•か遼東半 a の永久®有を抛棄すべきことを忠^し W 謂 
三國干涉の起 b しょり、 漸く日本排斥の傾向を 生じ、 公®井上9?の歸國 
に際し*盛大なる送別會を景蹁宮に開きて‘獨立記念^ ■ と稱し、•防に U 本 
•か獨 力を 以て干涉せざ らんこと を諷刺せ bo 旣 にして II 本は三浦梧 
樓を公使として駐前せしめしが、梧樓は沈默冷靜を守りて T 1 事に干渉 
せざりしかば、日本の勢力は愈-失墜し#て忠吿せし改革案は殆ど中止 
せられて•露國公使クユ！ベルは屢ノ H 中に出入し•王妃の信任を得て、内外 
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朴泳孝、徐光範は，旣 {: 大 E 1 Q 位に上りし i 雖も•是時大炬中に於て勢 
盥の最も盛なるは金宏集，又最も强硬な るは 魚允中にして •この 兩人の 
並立する時は"朴泳考、徐光範等は、素より政權を專らに する こと 能はす 0 
是を以て、朴泳孝は竊に王妃と結託し•一時閣臣の總辭職をなして、 金宏 
集、魚允中等を除き、更に王妃の黨金嘉鎭•李載純•安躧蠹、沈相蒸等と 共に 
新政府を紐織せんこと1:計り、三十こ年 (I |忖;_)朴泳考 の 發3 によ 
\勃命を奉じて弊政の改革に從事せ しと雖 も ...'せ も實効の 舉らざるは、 
その責、一に我等 i : ぁりといひて、開 11* 一同辭表を M せしが、 rK は 直ち1: 
井上馨 1: 召して その 意見 1: 聞き，辭衣を却下せり、丽して井上繫 の® ^ 
によ b 、 間 e は：冉び舊 の 如く事を視る こと、 な b たれば， 朴泳# 等の計 
畫 は全く失敗せり。又嚮に金鶴羽の暗殺せられしより，李埭鎔が非!1 
を覬親して、陰謀を連らし、 こと 發露せしかば、李埃銘は 遂に喬衬に ^ 
せらる。其後政府には、朴泳序 と金 宏集 との兩派 ぁりて.新 の总 見は、 
常に 衝突1: 生じ* :- t 妃は勤 も すれば阳族の勢力を回復せ 

ん - V して、その 
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られたる韓耆東、李建=1.1.李容植は、皆間氏の黨なれば、王妃の容喙に出で 
たる こと、 復た掩ふべからざるな b 。 足 1: 於て、 井上綮は勸佐の：2用せ. 
られす、 廟遘の恃む ベからすして、 改革は殆ど成功の溪な きを以て、 王に 
謁して、 庇ち U 改革案の撤回を 要求せ り〇王及び諸大!:!は大に■き、之 
を謝して 苒考を 求め、 且、 今ょ b 後、 H -: 妃を して政に 與 らしめざるべき こ 
とを 誓 ひたれども， m 聽か すして 退出せ し v 典後金宏集•辛 m 冕•金允植、 
魚允中，趙義湄 の諸大13は數回公使館に至 b 、 その慮を 回さんことを 求 
むる 甚 rr 切 1 : して、 金宏集以下五大 III の ^ 約谗を も 出す に 至 b たれば、 
井上馨は終に之を承諮せり。足に於て井上^は、- W び王及び王妃に謁 
し、 肝膽を 披瀝して 忠 a を進めしかば、 王及び王 ie も深く之を a じ、 百般 
の准悉く其指導に從ひ、是ょ b 後、朴泳ネを用 ひて 内務大 nl とし # 光範 
を法務大 E 1 とし、 淸商保 li 規則を發布し:- E を大荇主と稱 し、 發布の法令 
を勅令と 稱し、更に 冬至の n を 以て、 自主獨立の基礎を固く し、 内政を改 
革し， fs 弊を矯るが爲めに 、十四 條の要項を揭げて^斓脊吿式を 1r へり。 
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n 本 兵を逐斥せんことを圃 り、 朝臣は朋黨比周して、 各-私利を铵み、獨卜 
平壤 兵の 淸軍中に あるのみならす、到る處として欵を淸軍に通するも 
の少なからす。 されば官制改革 も、攻守同盟も、徒ら {". その名の美なる 
のみにして、 一た び踪跡を潜めし 東 學黨は、また各地に蜂起して、 n 本軍 
に妨害を試み、 平埭陷 落の後と雖も、朝鮮の內治は. 容易1:整理の緖に就 
くべきに 非ざる な bo 

朝鮮改革の困難なる こ 旣に此の如 くな れ ば、：：： 本は更に 内務大 R 
井上馨を全權公使として、大鳥圭介に 代らし めしが、 その至るや，まづ改 
革の策二十條を王に勸吿し、王は盡く之を容れた bo 井上* は、革新の 
實綾擧らざるは、主として大院君の政權を掌握するに あることを察し、 
第一着に其政に與るこ i を罷 めしめ たれ ども•官吏の M 歩は の 姐 
織粗整ふに至るまでは、妄りに行ふべからざる ことを 忠吿せ bo 然る 
に是時、法務協辨金鶴羽は暗殺せられし後なるも、他は缺員ゎらざる|:、 
突然內務法務工務農商務の協辨四人を任免せ b 、 而 してその 新に任せ 
—正紀李 S 袞弟十四章 JSS の M 係 3 LI - bl 玉， 
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務の八衙門を設け、議政府には總理大 R 、 左右資成、參逯•司率主事を股き、 
その他の衙門には、大臣、協辨、金讅、主事を置き.その下に又幾多の局を設 
けて、事務を分掌し、親-2:本の宵制に模倣して、少しく斟酌を加へた卜0 
而して金宏集は總理大臣 i な5•李載冕は宮内大 nli な b 、 阌泳達，金允 
植、魚允中、 尹 用 求、 徐正^朴定 陽、 李奎逮 •嚴世永 U 各衙 門の 大 1:1 とな b て、 
改革實行の任に當り、又： n 本とは淸に對して攻守相助くるの盟約を結 
びたり。かく朝鮮にては、日本の勸吿を容れ、政府の組織を一變し，大に 
面目1:改めんとするに至りしかば* n 本ょ bu 特に西阑寺公^を勅使 
として差遣し、 王及び大院君を 慰問せ bo 因て王は報聘使を遺し 之 VJ 
謝せんとせしも、遜延決せ ざり しが、遂に王子義和矜を道した bo 
fr « 我 51 されども 內部の情狀 a * 必ずしも外形と|致するものに あらす して、 
內外一切の政務を委任せられ て， 大に 革新の 政をなさんとせし 大院君 
も、 日淸兩國平埭の胨敗を見て•向背を定めんとし％ v の孫李坺鎔は•大院 
君を して*を淸人に送らし め -:面には東學熬を敎唆し、 内外 相合して， 
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據纪*5:築き案を修めて、防锢の備をなさしめ、牙山の敗將葉志趙も，亦 
之に加は b て、衞左以下の諸將を統轄し、朝鮮の平埭兵は、淸軍の中にぁ 
k 平安黄海二 E の人民は、皆心を淸軍に寄せ，その微發 {: 應じ、糧貪を供 
し、牛馬を備へて、之•か按助を與へたり。 

H 本は山縣有朋を征淸第一軍の司令：3宫とし f ? 渖道 K 大岛莪 U II 、 立 
見尙文、佐藤正等をして平埭を攻めしめ、激戰數 n 、 遂に之を pfl れ、又その 
艦隊は淸の艦隊を海洋烏附近に破りしかば、海陸相應じて益‘進み、笛 I 
軍は鴨綠江を渡り、九速、鳳凰の諸城を拔き、大山•磁は更に访二軍^韦ゐ 
て、遼東花阑河口に上陸し旅順 U を陷れ、兩軍力を協せ•進みて牛 a -、 田 If : 
臺を取り、又別に海陸兩面ょり威海衞を攻めて，之を陷れ，北洋艦隊を雉 
滅し、全軍將に直隸を衝かんとする勢なるを以て.沾は大に惟れ、十鴻章 
を：：：本に遣して*和を遴せしむるに至れり。 

H 淸兩國の戰闘此の如くなるの際に當 b て、軍||£1機務處 {: 於ては，新 
に ft 制を定め、議政府、宮內府，及び 内務， 外務度支、軍務、 法務、煙商務、 中 務 、エ 

李 柄時代 第十四 傘 ^ I 外 W の W 係 
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て•之を宮中 t : 迎へ 、内外 一切の 政務を 委ねたり。 大院打は 乃ち大に革 
新の政を行はん とし' まづ軍國機 務诞を设 け、領涡政令安^を鈀栽と 
一し， 朴定 陽， 金允植以下の議員十數人を^ き、 0ら之に吆みてその京我を 
|定め、 凡そ 立法行政’皆此に於て 評議し.その 淡 / 1£ せられし 施政の方針 二 
十滞條は、王の栽 nr を 經て々之を實施せんとす◦又獨立の實を明 か 
にせんとして、牙山の SI 兵を驅逐せん ことを：：： 本に^ せしかば、 大岛莪 
t lJ , は 直ち(:兵を 出し、 數=!にして之を掃貉 せり。 

是よ b 先 、 m も亦 [J 本及び朝鮮 (: 對する方略を決し、一方に U •牙山等 
の要地に 據 り、®*を 築き， 海軍との策應を揲り、又一方には北方よ〇進 
みて，平»を 根據 とし、南北 夾擊 して=本取を劫制し、朝鮮潘®の實を 取 
げん i せり0#<淸艦は® M 附近に於て、：；：本の偵察艦と避逅し、突然戰 
0 ^ 端を開きしよ兩固共に宜诹を公布せしが、消は ffia の役に於て、敗沒 
の，禍を招き、牙山地方の聯絡を絕たれしも、北方よりは提竹衞汝 - H 左寶 
S 、 馬玉昆等をして，兵一萬六千節人を率ゐて•平壤を占領しざの耍莕 U 
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に之を容れ、校正廳を宮中に 設け、 領遴政沈舜澤、左， « 政趙乗世，右通政鄭 
範翎、 判府事金宏 集、 領敦寧金炳始を總裁とし、金永 毒、 朴定陽以下，十五人 
を委員と して •その調査に着手し、 U 本の勸吿に應じ、弊政を改革せんこ 
とを承諾せ bo 然るに局面は俄然一變 し、 U 本に對 して、 その兵•を撤 し、 
併せて改萆案をも撤回せんことを求めたり、これ他なし李鴻 章、- JS 世凱 
等の恐喝使嗾に出でたるなり。 され ども U 本は、 是に因て遽に方針を 
改むべ きに 非 ざれば、 淸 U 又居中調停を歐米諸國 (: 求めたるを以て ^ 
英米の三國は ，各‘ 斡旋を試みたれども、日本はその好意を谢して應せざ 
b、0 

かくて：：：本は 溫和 手段の到底その目的を这すること能はざるを察 
し、急{:兵を進めて王宮を占領し、大鳥圭介は王に謁して，具さ(::::本政 
府の本意を述べた b 。 この時袁世凱は形勢の益-非なるを 知り、 旣に逃 
れて本國に還 b 、 閲泳駿以下の餛與は、皆逃 C : せ〇。因て久しく閔氏の 
爲めに遮られて、父子相見ることを得ざりし大院君を鋈岘宫ょり起し 

正祀李钢時代第十四章諮外两の两係 五七 



五七。_ 

淸に謀 bf しも，^は：亦.之4:2:拒絕せ b 。 

朝鮮にては，間泳駿*>袁世凱と結託して^の拨兵を借 b しょ b 、 遂に 
H : 本の派兵を：促•か-して，如何なる事變の生せんやも知るべからざる形 
勢とな b しか Ir . K ] 泳駿の失策を*むるもの甚だ多く， K1 泳駿は巳むを 
得す袁世凱に就て兵を撤せんことを求めしも、袁世飢は之を聽かざる 
のみなら中、聞泳駿を罵辱するに至りしといふ。されば聞泳駿は S 5 困 
の餘、策の施すべきなく、更に多年の簪敵たる大院君に就て、その助力を 
借らんとせしも、大院对は大聲一喝之を斤く、是に至，： S て一時勢架赫奕 
た b し閔泳駿も、四方攻擊の燒點とな b て、その職を免せらる〇 

=本は旣に朝鮮に對して、獨力扶待の策を決し、大烏圭介は其第一若 
手として、朝鮮は獨立國たる乎將た否らざる乎との間を發せ朝鮮の 
獨立國たる ことは、 旣に明白なれ ども、 廷臣の 中， その方向(:速ふもの も 
尠からざれば•衆論一ならざ b しが、終に®立國な b と答へたり〇是を 
以て圭介 は、 3*に改革方案五條を具して、朝鮮に勸吿せしかば•王は直ち 
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嚅抜 S 求 


?!1 


日本の出兵 


•か、 袁世凱の勸誘に 因りて ^の援兵を要求し•又 一方には、 益，兵を 招集し、 
巡邊使李元會に 命じて、 忠浈道に赴き «1 民の北上に備 へしむ。 

淸は其權力を镇張し、®國の實を舉げんとするに 於て、 援兵の請求あ 
b しは尤も好機會なれば，李鴻章は虎ちに提竹葉志超、通士成に命じて、 
三營 ( Tr - M 五)の兵を率ゐて、之を St せしむ。その牙山 (I I )に上陸するや、 
葉志趙はまづ淼吿を發して、民心を綏んす、その文中1:我が中朝祐邦を 
愛恤 し、 坐 親して救 a ざるに忍びずといへる言あり。又淸國政府は！：： 
本に知照して日く、中國の踏邦朝鮮に內81あ b 、 朝-鮮政府の力、之を錤壓 
すること能はす、今その請求に應じ*兵を發して之を®)定し、挺邦を保讓 
するの舊例に依6と〇 U 本は Itt ちに之に復答して日く、 - W 國、兵を朝鮮 
に出すことは之を領せり*朝鮮を以て庙邦とすることは、我の承認する 
能はざる所な b L 亦在留官民保護の爲めに、兵を籾鮮に出し、混成、旅 m 
長大岛義 fi は、 仁川に上陸し、進みて京城に入る。 

是ょ b 先、 東學黨は 益， 猖镢を極め•全州ょり進みて石城(祕抓)に至りし 
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黧祖 は忠淸道の 人崔軀述 といへ る ものにて，哲宗の末年、その治安を妨 
害するを以て刑せられしも、餘黛はな ii 慶何全羅忠淸の間に潜伏せし 
が、近時に至れて、王妃はその 櫬威 1 快樂 ふを恣にし. 新 0 卜筮 巫呪の仙 
は宮中に出入し、閔氏の一族は、その#橫を極め、貪官汚吏は、之が顆使に 
任じて、爲さぃる所なく、 且外國 勢力の侵入は、歲ごとに益'甚だしきが故 
に、 慨然 奮起して、犬に革新を行はんとす、而して之*>首領た る ものは全 
璋準な bo 

其初全羅北道の古阜に起-〇、尋で慶尙忠淸の諸道にも起 b し} 6>、 ftl 民 
之1: 附 和して、集るもの雲の 如く、 その最も猶镢なるは全 M 道にして、 縣 
官を捕へ，米穀を掠め、武庫を破 b 、 官舍を毀ちたれば、廷臣皆色を失ふ0 
乃ち洪啓薰を 兩湖招 討使として之を討せしめしが、克つこと 能は t 全 
州 終に 陷り， 洪啓薰及び® 司 金文 鉉等皆 敗走す〇是を以て、洪啓薰はそ 
の力討するこ i 能はざる1:料り、普を上 b て外國の援兵を借らんこと 
を請ひしかば，朝廷益*狼狽す。時に閲泳駿は宣惠堂上兼統衞使たりし 

正紀李朝踌代第十四# sfil 外 S の№1係 五六七 
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k 日本に 遣して、 之を 殺さしめんと す 〇李逸植は乃ち東京に於て、 自ら 
權在毒，權在衡等を指揮して、朴泳孝を殺さんとせしも、事遂に成らざり 
11 しが、 是と同時に、また 洪鍾 宇なる ものを指嗾 して、 金玉均を誘 ひ、 上海に 
至らし めて之を殺せり〇時に朝鮮の使 rll 徐相雨は天汴にありし が、 ？ S 
の 軍艦威逮號に乘 じて 上海1: 至り、 金玉均の屍と洪鍾宇とを載せて、朝 
鮮に還れ卜。朝廷大に葛びて之を迎ひ、直ちに洪鈍字を兵曹判書に除 
し、金玉均の屍を支解して、頭と胴とは漢江揚花浓頭|:*し、その傍に榜 
示し^大逆無道金玉均之屍 L 」 書し、 四肢は各道に分^ せり、 これ即ち英 
祖の尹光哲、李 a 徵等を誅せしと同一の方法にて、その慘酷も亦甚だし。 
當時 朝鮮と 淸 i の舉 勤は、實 に =木を侮蔑せしもの な b .、 これ 安んぞ H 
本の琏愤を起さ V るを得ん や。 

是時に當りて•全羅道に東學熬の81起れ b •東學黛はもと西敎5:排斥 
東毒营 し、東學を興陡せんとする一派の ffl 結にして•その徒自ら稱 t ® 佛仙の 
三道を折衷し•その華を取\その粹を拔き'大成したるものなりと。 
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後 之を 悔ゆ るに 及び ^に術策を運らして®國の實を舉げんとし、' n 方 
苦心せ しことは、その事 實洵 に掩ふべからざるものあ bv - れ他日 ，n 木 
と大銜突を起して，干戈を交ふるに至りたる所以なり。 

. 第五節 nsE の戰缵及び朝鮮の獨立 
UW 兩國•か兵を朝鮮に出して相^ふに至りしは、東學热の內«1に某 
す、東學黧の初めて亂を起したるは，三十年にして、王は綸昔を下し之を 
官：諭 せしによ \ 一たび錤轿に歸せし•か、三十一年 ( I 咖1三四,：； の 
頃 1: 至りて•また大に起れ〇、而して金玉杓の殺されたるも，亦粗その H.V 
を同じ C せり〇金.玉均と東學黨とは，固よ^直接の關係あるに非ざれ 
ども、金玉均は阌氏の忌嫉によりて殺され•東學熬は閲氏の：#横を愤慨 
して起る、その由來する所、亦偶然(:非ざるな*〇〇 

初め朴泳#、金玉均等和謀り：革新の業を成さんとして、一敗跋跌、身を 
H 本に託せしこと、玆に十年，その間間氏の一族は、之を除かんと_りし 
こと一ならざりし•か、遂に果さ > りしを以て'二十|年、竊に刺客李逸植 
正把李耕時代第十四韋沾外 W の明係 五六五 . 
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« 鮮の ® Jxl: 
H-f る ^ Kr 


Ini じからざるものぁり。十九年 (l -htt M I 、明)定めし所の巾國朝鮮水陸 
H 易章程は八條ぁりて、その初に朝鮮久列，藩封；典.)«所齣*切杓有•定制； 
毋 k •更議了い ひ、 又此次所 IT 水陸 H 姑章 S 中國 優： 待•版邦，之总：少在各 
與鼷一髓妁霑之列(といひて、固ょり對等國の通商條約|:非す。且、税關 
長たる外國人は、淸の任命せるものにして、税關の報* は、 之を淸國1:出 
し、淸國各港の«易册(1は、朝鮮品の楡出入を内國«易の中に说けゥ，こ 
れ豈消の朝鮮を®國視するものに非すや。されども米國の朝鮮と條 
約を綠結せんとするや、满にその斡旋を求めたるに ifc ちに之を諮して、 
その事を成さしめたるを見れば、淸は钢鮮の獨立を^めたる•か如くな 
れども*その後、朝鮮ょ b •公使を米國及び歐洲に駐笳せしむるに當りて 
は•淸の牵束妨害を受けたること^ T な b き〇英滋諸國も亦 fi 文島の爪 
件に就て ffi と交涉を爲したるは、朝鮮を淌の te 國と認めたるもの、如 
し•由來朝鮮の獨立に鬮しては、前後矛^のこからす。要する(:淸 
は列國に#して，初は朝鮮の JBH に非ざるこ i を明言せしと雎も•その 
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要求せしに•是に至りて 庚 興のみに止め、且.特に 露國人 のみに 要求せ し 
ことをも削除したるは•淸の干涉、その功を奏せしなるべし0 

廿 A 年 (代⑽針 A-t rf 桃一)に至5 て、 淸の李鴻 章は、 書を 王に 送 k 位を 
世子に® らしめんとす。王之を大 E 1 に間ひしに、領遴政 沈舜澤 、左|&政 
鄭範朝等、淸の意に背かんこふを恐れ、王と世子と並びに南面して、政を 
聽 かんことを請ひしが、膾判李裕翊 深く 之を 非と せしを 以て、沈舜澤 等 
出でて邪1:門外に待つ〇旣にして廷逯又變じ、 itt : 子の代理は前例な き 
に非ざるが 故<: •其制を定め、李裕翊は却て ® せらる〇淸 の干涉此の 如 
くにして實に堪ふべからざるもの ぁりし かば、閲應植•閲 泳駿 等は、 露國 
に對して、また保謎密約を求めた りと いふ說ぁれ ども，その信 否は、未だ 
詳かなら す。 要するに 當時淸 •露に於ける關係は、陰雲慘游、 殆ど測り故 
るべからざるものあるな.り〇 

抑，朝鮮は 自主獨 立の邦として ? i 國と條約を 猫 結せしと雖も ^,.5: に於 
ける は、 獨り其干 抑の甚だしきのみならす、條約に於ても、亦 自ら他國と 

正 Iti . 李朝 s 代第十四单 >R 外 碑の 2® i ハ三 


Digitized by Google 


Original from 

UNIVERSITY OF MICHIGAN 



ぁり〇且 、李鴻章が穆鳞德に欺かれし ことを 悔いて•之を淸國に召還せ 
ん とせし に， ク べグは王に對 して， 大にその不可を乎へ り。 是に於て 
王はゥ *1 ベルと 穐麟德 との 關係を 察し、 益'追加條約案の危禍を包蒇す 
ることを 悟りて、その事一時中止せられたり。 

李鴻章は遂に稷_稳を召還し、更に米人 デ-ーーを 王に典めて顧問た 
らしむ、蓋し糂麟德 のなし、 所に 反して、 淸の爲 めに 盜力せしめん こと 
を 圖 りしな bo 然るに デ-一丨 も亦稂麟德の如くに して、 その京城に至 
る や、 首と して 淸韓論を著し、淸廷の行爲と袁 世 凱の施設 i を痛斥し，朝 
鮮の淸の瓰國に非す して、 獨立の寅を表すべき所以を切論す、その3公 
平なるが如しと雖も、實は露國に倚りて•其志す所を成さんと欲する1: 
ぁ bo ク r ベルの 慧黯なる、 爭でかこの 機を逸すべ けんや、 再び追加條 
約草案を提出せ しか ば.朝鮮は また 之を謝絶する こと 能はすして，廿五 
年 (Awf 4料 it - A 7私干)陸路通商條約九條を-冗め，明年、遂に慶興茲鄉 V 開 
1きたり〇されども初の草案には，阖們江岸百里の地を開くべきことを 
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されども 此時恰も英國が巨文 島を占領して、朝鮮の 人 a を失 ひたる 
際なれば，露國は勉めて朝鮮の歡心を求めんとし、王妃は間氏の 一族と 
共1:王を擁して、 露 國の保護に 賴 らんと t るの 形迸 あ' JIJF ; 妃の所爲 
は、往々淸の意向に反すること もな きに非す、之に反して大院 - lr は久し 
く溃に拘留せられて、その 厚遇 1:威じ、且、外與排斥は、 その 最も S ぶ 所な 
れば，清は大院芥を放還して，王妃の激を抑へ、且、露國を疎隔せ しめんこ 
とを圔れ b 〇 か C て廿四年 ( |髓 h-hHJ ) に 至り*世凱は大院 君と相 謀 
谓大院 沿 4. 邇 5、王を廢し て、 王の兄載冕の子を立て、世子と なし， 大院打 をして 政を 
1 §f 狀⑽竹 攝せしめんとせし が、 闼泳翊は初めその^ に與 b て、 ^情を 知悉し、窃に 
之を 王に 告げし に 因て、 逆謀遂に敗れたり〇 

露國はこの間にありて、益％ - C の勢力を伸張せんと欲し、條約豨 fe の後、 
追加條約•草案を提出し、特に露阈人のみの爲めに、陸路 K 易を開かん こ 
とを要求し、稷麟银は亦内にあ5て、百方力を^したりし•か、 ffi の李鴻章 
は書を王に送 b * 七條の問答を設け，反?6その利省を論じて、忠吿 する 所 
正紀李朝時代第十四傘沭外 S の KI 係 . 
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五六〇_ 

るとい A 尋でゥょー ベ少は 、代理公使 兼 總領事と し， 來 b て京 城に 駐箚せ 

bo 

露國 ふ •條約5:棰結せしは、即ち金玉.均の % ありし年な b しが、 この ftL 
ょ b 後 •政播は事大黨に^せりと雖も、當時，別入恃 l3MM ^ Litew^v^m 
01 : 純 t 炉 t ) の徒、或は王に說きて日く•情は旣に恃むに足らす、：：：本は怨 
を朝鮮に構へ、且つ淸 i 是非1:干戈に訴へんとす，今に及びて早く S 國 
の保謹を仰ぐに如かすと。而して別入侍金鏞元は，王命1稱して浦鹽 
斯德に柱き’黑龍江總 ® n ルフに就き、 H 消兩國朝鮮に於て事ある時は， 
救拨せられんことを請ひたりし に、 •露® は 之を承諾し、廿二年(ザ他奸 -A 
竹が抑/\)日本駐箚公使館省記竹スビ I〆 を遣して、之が條約を結ぶベ 
きことを迫 b たるも、これ固ょ b 外衙門の輿り知れる所に非す、又 n 沾 
Q . 交涉も、平和に局を結びたればノビー,は强硬なる談判をも S さす 
して止み、その後金鳙元せ王命を矯るを以て*竄せられ、この漢は終に 
消滅せ 


Digitized by Google 


Original from 

UNIVERSITY OF MICHIGAN 




もすること能はざりき C 然るに辑國は淸に對して、この占®を許すや 
不：：やを問ひしかば、淸は麻ちに水師提料丁汝22 U 命じ、軍艦三隻を率ゐ 
て，寅 地 5: 踏丧せしめ、且、長崎に至り ^ の艦隊司令尨官に會して、 =1¢ 不法 
を詰らしひ〇是に 於て、 英國はこの地 1: 還さんことを沾に約し、；- £ は更 
に露國ょ6他 B 巨文島を占領せざるべきことの誓約を取りて、之を英 

H に示せり、 因て二十四 年(1枝^計心|;、姻|)に至り、英國は終に巨文島 
の占領を罷めて、之を朝鮮に還したリ〇 

露國は哲宗の末に當りて.滿洲數?|里の地を沾に取り、始めて境土を 
朝鮮に接せしょり以來、_領及び亞領の中部に多事にして、東顧の暇ぁ 
らざ b しが •その後廿餘年を歷て、餘力の生す るに 及びて、漸く手を朝鮮 
に下さんとす。淸の李鴻章が痗_徳を放 め、 朝鮮の顧問となすに當 
b て、 粮麟德竊 に. 叛國の力 5: 借わ、己が志錤を達せん 1 す〇是 に 於て ^ 
H は 北京駐箚公使 ウ ベルを全權委員とし、來 b て通商を議せしめ、遂 
に條約十三條及び《易規則三條を定 む、 蓋し梭麟德斡旋の力多き に： S 3 


正祀李朝時代第十四章？5外脚の明係 


五五九 
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鵪 II 通史 


五五八 


諸外团との條約は、李太王十三年 ( IIM 本と辅盟以來，六年を隔て V 十 
九年(刊|針/\$作一¥|«1-)には米國<廿年|:は英獨一一國1 < -,廿一年(:は® 
伊こ國と、廿三年 (I |針：^ 喊一)には佛國と、相繼で之を®結せしよ 
b 、 漸 C 世界列國の伍伴に就くことを得た沁而してその刚係の尤も紛 
鍩せるは、 n 淸の外にあ b ては露國にして、苏國は之に次げり0 

英國は二十年條約締結以後、中央亞細亞坻界の紛議により、英露兩國 
の 間、 將 1: 干戈を交 へんと する に至彡しか ば、廿こ年 SM 叫 - t 針 - hA AW ^A 十) 
露國に澍する攻守上の必要1:より、突然艦隊を派遺し、巨文島を占領し 
て，砲臺を-築きたり◦巨文島は即ち；三山岛 にして、 三山 相 抱きて、 その 間 
に 一港と爲す 、英人 之を •ホ ートハミルトンといふ•全 M 南道興陽郡に® 
して、 南海の要地なり〇その巨文 ft と稱する は、 順天郡 M 麻岛を地阈に 
M 广&と書せ しより、 麻の略字 r !: 文と^り、又三 llla を この S なりと 
思 ひしより 起れ りと いふ〇英國は占®の*北京駐箚公俠をして、その 
事を朝鮮に報告せしむ、時に金允植は外衙一:«辨た b しが、之 i : 奈何と 
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事大 X の S に歸せしよ卜、閲應植は闋泳翊と軋礫し、関：泳煥は閔泳駿 I 互に世道を 
覲ひ、その他韓圭尚朴定陽、趙秉稷、金宏集，沈相薰等の如きも、陰に栩爭閲 
して、國政は益，紊 «1 に趙け b 。 丑 、 H 本の朝鮮に對する政翼の冷淡とな 
b しよ b 、 袁世凱は益-閲族を籠絡して、其横暴を 肆 にし、廿六年(棚、 I 獻ね 
防殺令 1 )咸■鏡道監司趙秉式•か、その豊穣なるにも拘らず、突然防穀令を布き、避 
物を2:本に輸出することを禁じて、=本商人に报*を與へたるが如き 
も、亦袁世凱の使嗾に出でたりといふ、而して趙秉式は實に阳應植の信 
任を受けたるものなれば、その關係も亦推察せらるべし〇北後、：：：本公 
使よ b 損卞2賠偾の要求をなし、こと數回に及びしと雖も、作.-/4決せざ 
<0しが、三十年お|廿}大石正己の公使となるに及び、胳沿金十一萬圓を 
出して、纔に國交を全ぅするこ15:得た60 
第四》|:英宓淸の關係 

大院君及び金玉均の«>ぁりし頃は、實に內外多翊の秋にして、獨り= 
淸兩國のみならす、 他の 諸外國1:於ても、亦外交 上の關係 1:生じたヶ。 

正紀李籾時代第十四箄沾外 W の期係 五：立- t : 
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_ 朝鮮 III 通史 _ 五五丄 

この瓤に乘じて、 fp 1 !- 兵はまづ"本軍 1 : 向つて發銃し、且京城の人 
民を殘*し、婦女を凌辱せしを以て、 P 本は伊藤博文を全褓大使とし.两 
鄕從道を副使として淸に遣し、その罪を問はしむ〇淸は辛鴻章及び吳 
天津條約 大激を全權大亞 とし、 天? li に於て討議を開き.終に兩阈の朝鮮に屯 
在する兵を撤すること、將來事ありて兩國の一方よ b 兵を朝鮮に出さ 
んとする時は、互 {: 行文知照すべきこ i 等を約し，その殘卞 r 凌！®等の^ 
は、證左なきを以て、姑く 之を 措く こと、 せり、是を灭津 條約 とい ふ“に 
明治 十八 年: e 般托 t 忙3 四» な be これ 近時に於て•朝鮮の 事件よ b 
U 淸兩國の銜突を起して•交涉を開きし始な bo 

是よ b 後、淸は條約によりて、兵を撤せりと雖も、常 W 沾兵に將たりし 
^•1 城.レ S 世凱は、朝鮮通商事務全權委員として京城に留り、陰に內治外交に干 
渉することは、前日1:異ならす〇又當時は•兩度内«1の後を承けしのみ 
ならす、凶歌疾疫相繼ぎ て、 疲弊殊に甚だしく、盜賊白杏に横行し、亂民四 
方に蜂起せり。而して金玉均、朴泳孝等•日本に逃れ'政權は專ら閔氏 





公玉均朴汝孝 
〇:本に洱ろ 


H 本と和陆か 
修む 


は淸兵に役 じて， その兵營に移され、尋で王宮に還れ bo 而して官職の 
主要なるものは•率ね事大黛を以て組織せられ、闳應桢、 ft ) 泳煥、間泳駿等 
は 世道と なり、 命玉 均， 朴泳孝等は、皆：：：本に逃れたり、是を金玉均の«1、又 
甲申の變といふ。これ實(:新進^爲の士が、：：：本(:賴\その國の锔立 
VJ 圖らん として •全く失收に畢 b しものなり 0 

是に於て、金朴諸人の 8 L をなし、はゴ本公使の敎唆に出でたりとな 
し、19曹參判徐栩雨を全權大臣 i して^を：：：本 {: 問はんとせしが、その 
宋 rr 發せざるに、：：：本は旣に外務卿并上餺を仝榈大怏として，朝鮮に is 
し、 その罪を詰資せし む、 淸も亦欽尨吳大澂を 遣し、 兵艦を率ゐ て、 海路ょ 
〇來り、 n 本に先だちて京城に A れり。王乃 t 左議政金宏集を仝權大 
以として、井上繁と遘せしめ、：：：本人の is 杏に對する) Isfs 金十一鸹_、公 
使館建築!5二萬圓を出す等の ^ V 」約して、和 ^ V 」修め、修惜他徐相 雨、 副 
使梅麟德を II 本に遣し、その罪を謝せしめて、この舉を結 r せり〇この 
時金朴諸人の殘黨は ，慘 殺せられしもの尠からざりしといふ Q 


T 1-; 紀李籾時代第十四单 aff 外阔の閬係 
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栩鮮通史 


五五四 




捕將漢城判尹と なり、 徐光範は左右兩營使兼右捕將とな办、朴泳敎1;|雜) 
は承旨とな\徐故弼は前衢正® Yf となれ bo 洪英植.乃ち改革案を王 
に奏 ■す， その大耍 U 内治を修整し，國榷を擴張して、獨立國の lie 面を全ぅ 
せんとするにあり、^で四锊の ivc をして，行宮を道谢せしめ、革新の玫、机 
その端緒を開きたむ〇 

然れども新政府の基礎は，未だ苯固ならす，形勢甚だ不 ts なりしかば、 
朴泳#は:+:を擁して g : く江苹に退き、援を=:本に求めんとし、余玉，均等 
は、 王の速に宮闕 U 還らんことを欲して，議論一ならざりしが H -: は終に 
S 幸せり。是時，事大黛は、消の吳長慶、*世凱に就き、兵力を以て、君側の 
奸 n ! を除かんことを請 ふ、 吳長慶、袁世凱乃ち兵を率ゐて宮中に81入し、 
門内の朝鮮兵之に應じて、共に：：：本兵を攻 * せり〇是を以て：：：本公使 
は， 事の爲すベからざるを知り、 W i 別れて公使館に還〜辱で仁川(:退 
き、 朴泳考，金玉均等も之に従へ り。 U 本兵の退く や、 朴泳敎 、洪 英植等、王 
を擁して稱に北門ょ b 逃れたりしが、泳耖、英植等は、皆淸兵に殺され、王 
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露3 


顆王— 


朴泳孝等、皆年少氣銳にして、 ar 時政を痛論し、革新の實を畢げんとせし 
も乂 vlv l : 事大黨に妨げられて、自由の ffi 動を なすこと 能は •されば、 奪然起 
つて非常手段を%し，其目的を達せんと欲し，同志の士徐光範、洪英植•及 
び徐載弼、李«鍾、申 II 模等と相謀 b •廿一年( I 顏卄糾年)郵程總辨洪英植 
•か開局の祝宴を爲すに際して事を* げ、 悉く事大戴の颁釉を殺さんと 
す。この 日、 統理軍國衙門！：！辨、六曹判書 、四 鰲營將、及び各國の公使領事、 
皆一堂1:會 す， «1の起るや’刺客はまづ右煢大將阌泳翊を殺さんとして 
果さ> b ，しが、金玉均、朴泳#は、直ちに王宮に入 b 、 奏して日く、淸兵 il を 
爲 し、 閔氏を殺せ b と•因て使を遺して•救を£2本公使に求めしに、公使竹 
添進一郎、兵 I 中隊を率ゐて至る-.:土乃ち景祐宮に遷本兵之を謎衞 
せ b 。 旣にして王命を以て、統理衙 門！：：； 辨阌泳粮 »11 罃使韓圭稷#祭使 
尹泰駿 、左 營使李邇 淵， 吏曹判書趙褀夏を召して之を殺す、皆事大黨の領 
袖なり。而して李載元、洪英植は左右讅政となん沈舜澤は吏曹判書と 
な b 、 金玉均は戶曹判書となりて承旨を兼ね、朴泳孝は前後兩營使兼左 


正紀李軔時代第十四箄？ S 外國の H 係 


五五三 
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二百餘年來變らざりし•か、嚮に大院君•か王宮の建築と兵備 i の爲めに、 
錢幣を淸1:借り.淸の年號と國字とを書したる通貨を國内に流布する 
に及び、始めて淸國の尊崇すべきを知れり、又 U 本に於て 征稗 論の起り 
し時、淸國にては日本が師を朝鮮に 用 ふるの £: あれば， 宜しく 邊海の 防 
備を嚴にすべきことを忠告して•成るべく H 本より遠けて，淸國に親ま 
しめん i するの謀を爲し，其後稀々の干涉を爲して、®邦の實を*げん 
とせしより、國民の成情は遂に一變して*この m 派を生するに至りしな 
獨立 * b 。 s 立®は、：：：本と條約を締結せしよ.^•その越を湖き、朴泳孝、金玉均、 
徐光範 、洪 英植 等、 H 本に至り，その文物の進步を見、世界の大勢を察して、 
大に成發する所 あり、 採つ.て®との關係を見れば、干渉その度に遇ぎ，殆 
ど憤悶に堪へざるものあ b しを以て、：：：本の力に頼りて、其國の®立1: 
固くせんと欲するものな bo 

二 十年 (H 十) 朴泳考•金玉均の日本よ hs る や、 竹添進一郞は、辨理公 
K として、 京城に往饰 し、 兵一中隊を以て之が®街となしたり〇金玉均， 
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泳鎬等之に當 b しと 雖も •實 際に勢力あるは、閔台銘、閔泳 翊 父子にして、 
趙寧夏•魚允中•金宏奥等の如きも、皆淸に奉事する ものに 非ざる はなし0 
而 して 淸の北洋大 Is 李鴻章の推孤にょり、 M 理衙門には獨逸人齡⑹亂 

で) を、 軍®機務銜門には淸人王 篇、 馬建 
猫を、 各 t その顧問と し、 遊く李鴻章の命 1: 聽て•其政を®理し，統領吳長慶、 
司 ^ 袁世凱は兵三千を率ゐて ，京 城の內外に駐屯し，或は威力を 以て ft 
民を艇 服し、 或は恩澤を施して人心を收攬せ bo その後顧問は皆その 
職を去〜內政は稍 81 束を f 脫せりと雖も*兵榷及び外交の事に至りては、 
依然として命を淸に聽きたれぱ ，自主 獨立は、名 ありて 實なく、全く淸と 
本屬の關係を呈せり〇 

國惝は此の如く次第に熒遷し來\廷臣は！? S 然分裂して、外戚王族若 
取大箱 しくは閥閱 i に論なく、率ね事大萬獨立熬の二となるに至れり。取大 
黨は、即ち淸に隸 JS せんとするものにて，滿朝の士、過半は之に®せり、 irjf 
の滿洲ょ b 起 bH ; 朝鮮1:侮辱を加へしを以て、深く之 5: 怨みしこ i は， 

汜耘李稱時代第十四韋鑲外 ifi I の M 係 五 




像の召■呪大 



( る據 | こ傅 K 院人 ) 



沾闺保 a 府 
滞在中 i X 
^ L X ^ ? 

しめたろ L 

otx り。 


胡 IP 通史__ 五五 I 〇 

S はその内治の漸く格頓するに及びて、概に钠鮮を放棄せしことの誤 
れるを悔い、之を lili 很せんと欲して、 <^ 内治外交 !: 干涉し、 W 鮮も亦淸に 
倚賴して、一時の^安を岡らんとせしなり〇 


この 時洪泠稞は領議政 とな b . 金炳_は左汲 政とな b 、 趙寧 5£ は兵 W 
判 畨とな b 、 李 秉文は禮 w tll 宵とな b ， 岡台铽は穴®堂上となち、朴冰ネ 
は漢城判尹となりて，淸の制度 1 :傚ひ、統现交涉通商衙門 5 ir : 闽機務銜門 
を新設し、各1¢辨、14淋、參逯ぁりて、 lit'rz 探、令•■柄^ mfi 巧趙卑 M 金宏 B、E 
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を檀にせ^'〇 

王妃は國踅山下より密使を王宮に送 〇 て•その 無事なることを報じ、 
且 支那の救援を要請す V きこと を吿げたり、 因て 王は 校理魚允中を北 
京に 追し、 內舐を靖んせん ことを 請ふ〇是よ b 先、淸は 深く 朝鮮の事情 
に 注目し、 乘す べきの機會を待ちしが％ j の at の起 b しは•全く 大院 祥 の 
煽動に出で たるを 見、かつ救援の請ありしに闶り ifc ちに陸®:提料吳長 
庚、 水師 提督 丁汝〇 ，侯 選^ 建忠等 をして. 軍艦 三隻に 乗じ、 兵を 率ゐて朝 
鮮に至らし め、 大院苕を拉して淸國に押送し、直隸保定府に幽囚せしむ0 
是•か爲めに、逡巡躊躇せし：：：本との條約は、忽ち決/ IL せられた り〇 是時、 
沽の 吳長慶 等、 通衝 に揭示して日く、铟鮮は 中 國藩服の邦たり、比年以 來、 
權臣柄を 窃み、 政私門より出で、遂 [: 今年 六：！： の變あり、 國太公 (故^ 實に 
其事 S : 知る lr 以て•まづ國太公をして中國に朝せしむ、爾出民 妄りに疑 
W を生じ、 自ら 誅夷 k 招く こと勿れと、 王も亦农 I :淸に 上りしが、 その 文 
中に.&が生父海に航して 入朝し ば蘂に席して邠を俟つの a あ り， 蓋し 
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明鮮 通史_ m 四八_ 

旣にして花房莪質は.軍艦数隻を以て 護衞 となし、再び來卜て王に 謁 
し，數條の要求を提出せ しも、 依逮逡巡して決せざ b しが、 大院君の淸國 
に柙送せられしょ-、 廷議 忽ち»じ、 李裕元 を全權 大 £とし•金宏 集を副 
として、袭锊と商議せ しめ、 規約六條 、修好 續約 二條を定め、 m 黑を誅 し， 金 
五 萬圓を以 て 日本人の 死傷者に 酬い、 金五十 萬 II を以て 損 ^ の賠偁に 
充て 、 n 本の軍隊を京城に駐在せしむること、し、尋で修信使朴泳孝 、副 
使金晚 « 金玉均を n 本に 58し、 その罪を謝せしめて"事嫌に治れり、足を 
大院 君の«1といふ。 

この<1は、雄を兵卒の暴動に開くと雖も，大院君^>足に乘じて U 本を 
排斥し、閲氏を芟除して、自己の勢力を B 0 很せんと欲せしょ b 、 その勢•火 
の原を燎くが如く、益1里延するに至 b しな bo されば«1の初に當て 
大院君はその子栽冕 I 共に宮中に入 b 、 兵卒を指*して、金判閱昌植を 
殺し*又貪官汚吏の家5:毀ち、王に請ぅて軍國大小の機務、悉く己に B 決 
せしめ，十徐日の中にして、その flrL * 所のもの三百餘人を殺し、復た威 li 
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君の邸に赴きて、その事を吿ぐ、大院荇は好機失ふべからす i して，陽に 
之が鋲撫をなし > も、陰には益-之を保動せしかば、兵卒齊しく武銜锊 U 
宵し.都城大に擾 ftl す、王，李景夏をして之を安撫せしむれども聽かす、兵 
卒は夜に乘じて日本公使館を||ひ*火を四方に放つ、公使花房蓊質圍を 
壤して出で•京一裝觀察縈に至 b て、保謹を求ん i せしに、營中浓しくして 
人なし，遂に計 i : 決して*王宮に赴きしも*南大門固く鎖して入るベから 
す•因て舐を仁川に避けた boltL 兵は又匍^政李最應の 邸に赴きて，最 
應を殺し、遂に宮鼷を犯し，閲鎌鎬及び京畿觀察使•金輔絃を殺し、更に王 
妃を弑せんとせしが、王妃は巳に服を變じて宮 5: 出で、尹泰駭の家に m 
れ I 時は旣に襄去せ， CS と傳へられ.哀を擧げ喪を服するに 至りし も、幸 
にその禍を免れ、忠州の北なる國留；山下の僻村に逃れて、その身を 全ぅ 
せり、而して掘本禮造 は、此時終に 8 L 兵に殺害せらる。 花房袭質等の仁 
川にぁるや、又«1兵の襄漀に遇ひ、濟物浦ょり小舟に乘じて逃れしが、會、 
月尾岛 にて英國測 S 船に邂逅し、之に乘じて K 崎に還れり0 
n ; fc 李朝時代第十四尊 ^ 外 »の W 係 
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獼鮮 通 U ‘： _ _ 3sm _ 

豊來な&もの®を吿げしに因て、事覺^李載先，安嗛泳，蔡東述等皆殺さ 
れた60是時に當 b て A 皆 王妃の 驕奢 淫浃を梅め、®族の政を 爲すこ 
と貪虐なるを惡み、復た大院君の政を涡缒す、故に安蔡等の死せるを見 
て、 慷慨悲憤の情に 勝へ ざるものあり•人心益‘ 動搖 して、亊變は方に旦夕 
に迫れるもの、如し0 

この危機一髮の際に當5て、恰も一條の導火線となる省あ\嚮に新 
罃を® くにょり て罷めれたる®軍門の兵卒は、往々糊口に窮するに 至 
火又兵曹判害閔锇鎬は、陸箪の財政ヒ掌りしが、貪01:して宫財5:掠め 
収り ，兵卒に 里食を給せざる こと败 月に及ぶ"， v の始めて給するに及び 
て、倉米は腐敗せしのみなら tM 吏は又その米を扣除して•升斗の不足 
k 致したれば、不平の兵卒は益，怒 b 、 十九年 (_ 錢1 AS . I :) 六月 « L を作して 
閲氏を典ふ。^に謙鎬は宮中にあ 吏 及び家人は， 皆 後門ょり 逃れ 
たれば、其目的を達すること能はす。是に於て、兵卒 U 徒らに死せんょ 
bti / 全づ圈氏の諸族を殺し、而して後死せんには荇かすとし、遂に大院 
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if 代.理公使として•京城に駐箚せしめ、交際漸く親密に趨 けり。王は 新 
に二營を S き、李景夏を武衡大將とし、申 jH 熙を壯獺大將とし、日本より 
陸軍中尉掘本® fs し，銜兵を」て新式の SS けしめ、又金玉均 
(8 战の)徐光範を H 本に遣して、その學藝施政を觀察せしめ、大1:文物制 
度の改革を行はんとせり。久しく排外保守^,以て國是となしたる朝 
鮮が、此の如き風潮に趨きたるは、全く日本排斥の頭領大院矜が、阌氏と 
の軋 ti によ b 、 その勢力5:失墜せしを以てな60 

第=飭大院君及び金玉均の% 

H 本の修•好條約 t 結びしより後，新進有 is の士は、颇る心を H 本に傾 
け、 益-開明に進まん こ i 欲せし も、在朝の士、之を 嫌忌す る もの亦少か 
らず、李萬孫、崔益絃.黃在®、白樂宽の徒は、時政を痛論して，掊*餘力を浪 
さす人心«々たり0且大院君は、久し<閑地に居り、常に王及び王«閔 
泳翊等が開國を S ベるを見て、愤懣を懐き V 遂に王の庶兄別軍職 李 載 先、 
承旨安骥泳、蔡東述、及び李鍾學、李鍾海等をして、廢立を謀らし めしが •李 

JEI 耙李2代第十四萆諸外_の明係 I 
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五四四 


贫邪は明鮮〇 
屬 SI : 非ざる 
こ i ^ r 列 W 1: 
吿ぐ 


t 兀山仁川 4 -M 


を殺し、時、北京駐箚の佛國公使べ U ネー は、 支那政府1:對して之を K 
めし •か、 時に支那は韁«相維ぎ、國步頗る雔難 な b しが故に，朝鮮の內治 
外交に干涉するの權なき，^以て之に答へ た 6.0 其後.朔鮮の米阈軍艦 
を砲擊せし^北京驻笳の米國公他ローは、罪を支那に問ひしに，支那は 
亦之に答ふるに、朝鮮は我 •か 正朔を奉す と雖も、 ft 峨講和の權は 、その 關 
知する所に非 Vv るを以てせ b * これ支那の欧米諸國1:對して，朝鮮の® 
國に非 ざろ ことを公言せしものな boJt 後、明治六 年、 口本全權公使副 
島種臣 •か 北京にありし 時、 支那政府は，朝鮮に就て は， 前年 米 國に明答せ 
し所の主義を確執する乎と問ひしに.支那政府は、斷然として然 b と答 
へたり。是 1:以て今回の條約第一條に 於て、 朝鮮は自主の邦れること 
を特書し、 支那の jss 國に 非すして、網立 • :!*: ■國 たること V / 世界 列國に紹介 
したるは* 實に此 時を 始とす。 

是ょり後、條約に因りて签山の外.元山仁川の 二 港を 開き， 通曹參判金 
宏集を修信使として，日本に遣し、 R 交の誼5:修めしめ本は花房族質 
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て之と商議せしむ，大院君は申植•尹滋承に囑し . mr 書を當路の大 [ S に致 
し、力めて修好の說を斥けたれば、領議政李最應、左通政金 炳國 、知 中樞洪 
沱稂以下、皆之に附和雷同せり。獨り右逯政朴 H #- x び 譯官 吳慶錫は、 
群議を排して、通交の利を說きしも，議久しく決せ ざり しが、朴珪壽-吳慶 
錯は、艰の諧 U ざらんことを恐れ、奄鎬及び李最應に說きて、 H 本修好の 
利害5:王及び王妃に奏せしひ〇是ょ b 先、王妃は一子を 舉 げたれば、李 
裕一兀を奏請使として支那(:遘し•東宮を冊立せんことを請ひしに、李鴻 
章は之1:滸し、且日本と好を修むべきことを勸吿せり〇内外の形勢旣 
{: 此の如くなれば、廟讅兹に一決し、日本の要求(:從ひ、修好條规十二條 
を締結するに至れヶ しその 大要、朝鮮は B 主の 邦として ゴ 本と 平等の 
播を有し、兩國互 (: 平等の #5^,以て交を通すべし* 一十简月の後、朝鮮國 
內に 於て、 新に通商港二筒處を開くべし’：；；本航海者は、朝鮮 沿海を測: y : 
することを得べしとの諸伴な b き、 

朝鮮は從來支那に對 し ®國の轅を執りた るを 以て、 嚮に佛國宣敎師 


正 fc 李®時代第十四草 -5fi 外國の鬮係 


五四三 
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の®生、鬮門に伏し、上疏して: -K の大院君に對して不孝なることを論せ 
しに、王大に怒り、推鞠して之を殺さんとす、大院君乃ち京城に入り，王(: 
言て日く.儒生等我父子の爲めに疏を上る、もし 1 H :. 蜚を殺さんと欲せば、 
まづ我1:殺せと、王も亦奈何ともすること能はす、たい首謀者を览配し、 
復た大院 B - に請ぅて京城に還り居らしむ〇是ょり大院君は.再び國政 
を左右せんと欲せしが、前 n の如く縱橫 B 在の手№1:窬ふこと能 U •さ 
りしも，是が爲めに•對外の方針に、多少の影響を及ぼし，日本との條約は 
成らんとして未だ成らす•依違の間に彷徨して、络しく時 n を經遇せ bo 
十二年^|)八月、日本の軍艦#揚號、支那牛莊に赴かんとし、來りて漢 
江口に泊し、艦！： a 井上 a « 嬝艇に乘じて漢江を溯らんとせしに、 IL 萌 fi 
の守兵•突然之を砲擊す、=本の兵收ちに之に應戰し、11.、永^«の砲«:>」 
拔きポ城 V 」焚きて還る〇是に於て、；；：本は十三年 (I I )黒田 W 隆を全 
權大使とし、井上馨を副として糊鮮に遺し •«* 害を拒絕し、且、雲揚 !£■ を® 
* せしことを M む。王乃ち判中樞府率巾磁、都趙府副總管尹溢承をし 
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て、 大院君は旣 u 佛米二®の軍艦 $: 攘斥し w 洋諸國畏る、に足らす と 
して、得意滿志の時なればざの H 本を侮蔑すること此の如き も、 怪しむ 
U 足らざるな ^ 'Q 

是に於て、 H 本にては憤慨殊に甚だしく •征禅 l -' ll 部の通論、盛に朝野の 
間に起り^議殆ど決せしに、岩倉具視、木 P #允、大久保利通等の欧洲ょ 
b . 還るに及び、非征韓論者遽に勝を制して、西鄕隆盛以下の征嫜論者は、 
袂を聯ねて.宵その職を去りたれば，終に兵を出すに及ばざ b き。これ 
畢竟，日本の朝鮮を視ること'强國の如くなるょ b して、此に至りしも 
のにて、大院君の內外を震動せしことも.亦铒りて力ぁりといはざるべ 
からす Q 

大院君旣に權を失ひし後1:於て、閔升鎬は兵曹判書 i なりし が、 供(: 
煺裂彈 を 贈りしもの ぁりて、 升鎬は之に 死し， 閲奎鎖 、閔 泳翊 、相 繼で阈政 
を執るに及び、對外の方針稍變じ、東莱府使朴齊宽をして•修好締盟の意 
を签山駐在の：：：本官吏に通せしめたり。旣 にして 庚尙忠淸全羅三道 

ル記李朝時代第十四章^ I 外11€>1蘭係 五四 



« 険 & な s 鮮*島と定め代60是に於て，紛紜はその局ヒ結びて、また渴好に伖せし 
♦か e 宗の時 、 H 本の歐米諸國と和親を結び，通商を開くに及びて、頗る之 
を疑 ひ、 始めて交聰の儀1:止めたり。 

明治維新の初に至りて、宗重正は朝命を舉じ、使を®して:- K 政极古の 
事を報じ、且菘好を修めんことを求む、是 W 大院君は、政柄を執 b しが、そ 
の 害辭 印章、前例1:逮へるを以て受けす。其後=本は 外務 大丞花房* 
質を釜山に遣し、東萊府使に會商し、對馬 B 易船の先例を廢して、：：：韓通 
商を開かんとするの希^を示し，官吏を签!|1 の 倭 館に駐箚せし む。 然 
るに東萊府吏は•花房以下諸人の 服裝 、宵 W 洋に則るを見て、今や=本は 
袞弱して、制を夷狄に受るものなりとして、益‘之を 輕侮 し、一宵を 倭館 1: 
榜示して 日く、：：： 本人は西洋人と 交り、 禽獸と杓しきを以て.之と交際す 
ベからす，此禁 5: 犯すものは、斷頭の刑に處すべし と、 これ即ち大院君の 
旨意を奉じたるものにて、大院君は又之と同じ％』論文を八道に 頒布し、 
探 日本との交際を fr : 絶するの決心を示せ bo これ李太王九年 (I I )にし 


Digitized by Google 


Original from 

UNIVERSITY OF MICHIGAN 




Digitized by 


Google 


Original from 

UNIVERSITY OF MICHIGAN 


示し， w く靑山 白雲の 間を徘徊し，他：：：の機會 1: 俟 つの 外•策なきに至 b , 
政權は巳に王妃及び闼族に歸して，全く その 勢力を失へ bo 而し て：：： 
本に對 しては、 大院君の勢力$:失へ る(:よ 始めて條約を綠結 するこ 
と ゞ なれ〇〇 

H 本とは、德川氏の初より、使聘を通じて、隣交の賴を修めた b しが，た 
«険§來歷 >粛宗の時、堪陵島の事に就て小紛提あり。鬱陵 S は、我が神代卷に宇 
佐 a といひ、公任集にぅるまの a といひ、後に礒竹島、又は竹島といへる 
もの {: て、太古に於ては、：！：本に庙せしものなるベけれども、新羅の時、于 
山囲といひ、高麗の時には、®陵岛といひて，朝鮮の有となり•人^も住 W 
せ卜。其後朝鮮の政事も及ばす、人民も住居せざ b しかば、壬 M の«1 よ 
り以後、八九十年間は、全く日本人の漁 it 地として、池田氏553の領冇す 
る所とな6、竹島と稱したりし*>、肅宗十九年(1ハ^に至6て、朝鮮人民の 
藕に漁採を行ひしよ卜、紛紜を生じて，往復交涉七年 1: 亙り、 * 宗二 十五 
年 ( I 17 C 料 i ) 終にその地の糊鮮に近くして f ] 本に遠％』を以て、之を朝鮮の 
IF. I 时李籾時代第十 W 孝 affl 外蠲 の Ifll 係 






君に對する宵中及び親族間の或情は、甚だ快からざる もの あ bo 

是に 於て 王妃は張氏及び趙妃の從姪趙寧 S 、 閲升鎬等をして•最應 、载 
冕を誘 ひ、 nr 王に親政を勸めたれとも、王未だ決すること能はざりし v 
大院君之を 察し、 閔升鎬を水原留守と し、 趙寧®を訓鍊大將 として、 之 VJ 
慰撫せんと欲せしも、容易に その 運動を停めす、十年( II )九月に至 b て 
は、 王の意 金， 決せしもの、如し。因て大院君は王の意のある所を確め 
んと欲し•疾 と稱 して城北なる石坡山莊に退 K - し、 門を社ぎ容を謝せし 
かば T ; 妃及び閔升鎬 等、 こ (?> 機1:乘じて 、凍 官崔益鉉•洪 ri : 學等をし'大 
院君の政を 執る， 國家に忠ならすして、生® 1: 残虏せしことを痛論せ し 
む〇大院君大に怒 卜、 右繽政朴珪壽に站 ぅて、 之を殺さし めんと せし も. 
珪#は當呤重嚷の大 K にして、大院打 U 用ひられし •か、 亦 その 專恣を惡 
みたれば之に應せざ りき 〇大院苻 は 祭何ともす ること 能はす 91 然去 
b て 楊州鹿洞の別莊に睇臥せし が， 王は.之を迎へんとせざれば、其哀旣 
に 變せ しを 知\又別莊 を 出で、先人墳墓の地德山に 赴きて， 憤怒の意を 
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il -:> d 李朝時代第十四章？ S 外 S の n 係 


祿女あり杳史に通じ、頗る閨秀の#あゎ、府大夫人之1:立て、王妃とな 
さんとし、趙妃1:薦め J 1: 大院君(:謀 b しに、大院哲も亦其戚族よ b 王妃 
a 紀閤氏を立 を立てば、己に利あらんことを思ひ、遂に閔氏を迎へ入れて王妃ふす'因 
て其父致祿を追封して]«典府院符とし、兄升鎬の宫を陞す。然るに大 
院君は、王妃の英叨なるを見て、心竊に之を忌む、趙妃は初め大院 fr に m 
格せられしが、後に至りてその專橫甚だしき1:因て、之を惡みたれば，大 
1城 I 駐15 院君は遂に趙抛王妃と共に漸ぐ隙あり。且、趙妃よ b して；土妃に賜ひ 
R し宮人張氏は、辯慧にして智謀あ b し•か、徐氏と共に趙妃に仕へし時に 
赏 b て、 大院符は潜に之と通^しか ば、 その後二人は、侍妾とならん こと 
を請ひしが、大院君は徐氏を許して、張氏を却けたるが 故に， 張氏は深く 
之を怨め bo 又大院君は その 兄•典 a 君最應 VA とな b 懦弱なる •か 故 
に、意氣相合はす、長子載冕は王の兄にして、封苕たるべきものなれども、 
之を封せす、大將たらんことを請へども、亦許さざ b しを以て m 冕は•そ 
の 父の己を愛せざることを恨め be 此の 如き禅々 の 事情によ〇、大院 



あるによ〇、偶然この勝利を贏ち得たる1:もせよ、 f 2:年箱弱の後を承け、 
毅然として外難の衡に當り、再戦して 411: 勝す.登剛果猛斷、元氣を振作す 
るの致す所に非すや> の東洋猛虎の稱を得たるも、亦由る所なきに非 
V 」る^ bo £(: 於て、その驕傲は益-甚だしく、歐米諸國の與し易きを知 
b ， 益，.排外主義を鼓吹し、邪學を斥するの論を著して、國内 U 頒布し、逼く 
W 敎信徙を索めて之を殺せり〇蓋し本太王の初よ b 十年1:至るまで， 
大院君が權を搜にせし時に於て、西敎を奉するに因りて誅戮せしもの 
前後凡そ二十餘萬人(:及べ〇といふご 

第 II 節大院”の失權及び：：：本の修好 
大院矜はその威權を内外 i : 奢 ひ、 生殺奥奪、をの意の如くなりしが、盈 
6もの必す虧け'®なるもの必す袞ふるは、歡の免れざる所にして十年 
の後に至 b 、 悉くその勢力を失轚せし は， 亦その故なきにあらざるなり。 

初め王は三年の喪巳に終り、年又長せしを以て、王妃を立んとす、府大 
央人間氏(秋喊§ %、J の弟閲升？ T 出でて其族閲致祿の家を雄ぎしが•致 
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五三四_ 

み、其禁令を雎にして•之を殺すこと愈-多か b き。 

初め 佛國 の來遥ぁりし年は、 外阈 との 關係 尤も 繁多 1:して， 米國 船の 
浞岸に來りしもの、前後三隻ぁ b 、 その二隻は相當の保護を與へ しも、 シャ 
丨マン號が大同江に至 b し時には、船員頗る暴行をなし、を以て•土人 
蠢な焚く 典ぅてその船を焚％/悉くその船員を殺し ti : りき0 

是時、米國は旣に：！：本に說きて、條約を結びし後な れば、 S 易の關係 上， 
朝鮮をも開港せしむべきの汲論漸く盛にして、 I 千八百七十年 J 3] ち李 
太 王七年 (I I )には、- v の ^ 旣に決 し、 消國駐笳公使” 1、 及.び亞細亞艦隊 
司令長官& ッジ r スに 訓令を 下し •朝鮮1:赴きて•海上 ifiil の海員1:救護 
し、 II 貿易を 開く の條約 を 結ばし む〇是に 於て •ロ ー及び' •チ f スは， 4 b 
京に相會して、準備を整へ、：：：本益崎を艦隊の根»地となし、八年^ハ1 
阶針1|)五;-].軍艦五隻を率ゐ、舳艫相銜み、轻崎を狻して 1|:作に向ひ、ま 
づ砲艦 一 一隻及び小蒸汽船四隻を 以て、 測量艦隊を組槭 し、 ブレーク之が 
司令と なり、 01江を湖る。大院荇命を 下して、 之を碥擊せし かば、 «艦も 
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て*墨面に必す右の十二字を印記せしめ、もし之に從はざる時は、 ] t く 之 
を罸せ卜〇尋で梁憲洙1:御锊大將 とし、 李景 S を水原窗守蒹總理綮使 
i し ff に三取府を骰て兵事を議せしめ、城郭兵器$:修め、取額を增添し 
て別抄軍と號 し、 國中の銅鐵 VJ 收めて、怫國の大鲍を模造し、令を八道に 
下して.兵備を嚴にし.抱臺を沿; fe: 各媒 {: 築き、砲眾を設けて之を守らし 
む。思ふに鉛國の城壁は、數十年以来、嚴乎 i して之を守りし と雖も、 斷 
然攘夷の旗幟を M し*砲火 VJ 交へて*益-閉鎖を屈くしたるは、實 (: 此 {; 始 
まれり0 

.四年、(謂讓1柯|)又獨人ォーベルト之が主宰となり#人米人之 VJ 助 
けて相•謀り、牙山ょり上陸して徳山(I職) {: 至り、大院矜の父、南延秸球の 
墓を發掘せり。これ西敎徙が大院芥の殺戮を恣にせし|: 惡み、その父 
の蓽中に金寶多きことを、佛人に吿げしが故に、之を焚はんと欲せしも 
のにて、全く盜賊の所爲に 外なら す、され ども 石棺攒 く鎖して開く こと 
能はず、空しく手を收めて還 b 去 b しが、大院君は、 rsr より益.、两敎徒を惡 
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戰利品、錠銀十九禺九千 フランク、 書籍數千冊を本國1:送達せ り。 元來 
史車 朝鮮にては、朝廷 史官の記錄 する 所の もの、 内は麻秋館に藏 し、 外は忠州 
摩； 州、全州等の史庫に藏せし•か、壬辰の兵 SL に遭て、 唯全州のみ全きを得 
たり ㈣ て江華 S 1: 移® し、 寅祖三十六 年、 局を設けて印 出し、 更に江难 a 
及び妙香山、太白山、五焱山等に分藏せり、常時佛國1:送 b し畲籍は£し 
この 記錄な るべし0 

1 S 抑-佛人のこの舉は，全く 代理公使べ ロネ ーの專斷に出で たる ものに 
て、本國 政府の 與 b 知る 所に非 ざれば、 兵数甚だ 少なく、 难備亦十分なら 
ざるに も拘ら す、 一琪 して 半岛王國を覆さん と 欲す、代理公使の輕卒な 
る、 水師提昝の 無謀なる、 旣 に 此の 如し、 その II 的を遠せ ざるも、 亦.^ なら 
す や。 

是に於て、大院君 UM る 得意の色を見は し、 嚮に設けし巡撫祭を龍め 
S な錶路•し兵 V 撤し•一碑石を 鐮路に 立て， 之に文を别 して □ く， 洋夷侵犯、.^戰則 和、 
主^ 声困と* 蓋し永く详人と和せざるの意を示すな り。 又墨エに命じ 
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佛軍敗北 - r 


二百を串ゐ通雄江を渡ぅて、文珠山城 el - a ⑽3に陣し、魚 在淵は 兵 一一百 

を率2浦江 H 廣城 (51? 陳 し.—根、李 S は兵三.び— 

ゐ草芝 Ifilr 陣して，之を IR がしむ〇佛軍まづ廣域を攻めて之を破り、勝 

に乘じ進みて江華城を攻め、終に之を陷れ、留守李 W 鏤城を棄て i 走る、 

其後、文珠山城を攻るに及び*道路險隘にして、進む こ i 能は t 兩軍相持 

すること十餘 no 是時大院君は伴 b て和を佛軍に求め'方に<4;害を 

H 本の德川慕府に致して救援 S : 乞ひ、楊花浓に多數の 船を 沈め、 漢江の 

水道を閉塞して、益，防備を固くし、且通虎銃手八び人—ゝて一隊とな 

し•防澳軍1:援けしむ。銃手小船に乘じて、江雜 a に 渡り、党 塔に 據りし 

が佛軍之を攻めて、一戰大に敗北す、ローズこの敗狀を見^ 然として 自 

失し、 事の爲す V からざるを知.^、翌2：火を廷城に放ち、支那に向ひて 
逃れた. 

ローズ： r この時虛髂の報苦寄を爲し、敗を 以て勝となし、- n- * 威 ^ 1: 
凛烈にして、鹽河將に氷合すべきを慮 b 師を班す とい ひて rf 華訏 城の 
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ルは«にこの事變を省し•英國商船に託して北京に送り、又、己は西敎に 
入 b し漁夫と共に、内浦 (g I )ょ b 一葉の扁舟に乘 じ、 芝罘 V 經て天汴に 
達し•佛 H 水師提昝ローズに其狀を報せ b 。 

是時、北京駐箚の佛國代理公使べロネーは*この報吿を聞き、淸國政府 
に對して、之1:詰貴せしに、淸は朝鮮の內治外交に干涉するの權なきを 
以て 之に答へたり。 ベ ロネー乃ち書を消の恭親王に送 b て！！！ く •朝鮮 
は西敎言徒を虐殺せしにょ b 、 師を出してその罪を問はんとす、今や朝 
鮮の王位を*分するものは、獨 b 我佛國盘帝のみ、決して他國の容塚5: 
許さすと、傲然として 眼屮旣 に朝鮮なきもの、如くに て、 令を水師提 ff 
ti 1ズに傳へ•まづ軍艦三隻を派して.漢江を探檢せしめ，その3るに及 
びて+ 及更に軍艦七隻に六百人の陸峨隊を乘せしめ’來りて宣敎師を 
栽すの罪を問へ bo 大院君之を聞き、 ifi : ちに檄 を 八道に傅へ て、 兵を欲 
し， 巡撫费を設け•李景夏を巡撫使とし*梁憲沫•魚在淵を左右先鋒と し、 韓 
_既 ，李 逋豪を游繫將軍 i t 而して李景 SL は京城に留陣 し， 梁憲洙は兵 
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國に結び、露國を防ぐの策を陳す，大院君之を納^乃ち南鍾三を a して、 
當時北京にぁりし敎 IEV ルノー：タブルィ等を招還せしめしが、鍾三等 
の歸るや，復た召して事を議せす。足時 t : 至.〇て、朝廷は西敎排斥の* 
論甚だ碰なりし|:、北京ょり還りしものぁりて、淸國政府は.その或内に 
ぁる西敎¢3徒を麋殺せりとの事を報せり、然のみならす、嚮に脅喝の3 
をなし、露艦は，巳に去りて隻影なく、又佛國は憲洁五年の殺戮に對し 
て，復仇の舉をも爲さざれば•西洋諸國恐る、に足らす、©敎 frt 徒悉く洙 
すべしとは、殆ど當時の輿論なり〇是に於て，大院酋は左捕®1:命じて、 
鍾三. M 周，身違、及び佛人べダノ—、•タブ火'張敬一等を捕へて、悉く之を 
虐殺し、又令5:下して、國内を搜索し frf 徒數千人を捕へて、或は流 M し、 或 
は洙戮‘せしかば、佛國人の二十餘年間、辛苦經營せし a 敎事業は、一時 そ 
©. 迹を絕つに至れ bo 

'この事®に當少て、佛國の敎正以下十餘人の中、纔に游伏して、その死 
を免れたるものは 〆 デ v 及びこロン、カレィの三人のみ^,りし&>、 • 
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两歎 t , T 徒益衆 


留學せし金某 rr、i !：:か)は、敎正フジォルの命に依 b / 海路黄海道に來 t 
て捕 r ら A 西夷に a するを以て斬に虏せられ裰某^ i-l トス，)は宣敎師 
メースト 〆 と共に路を滿洲に取 b . 琿逯に至りて、媒逐せられしが、谢之 
に 屈せす、十四年 (I 舰 | M g ) m は竊に義 州ょ b 人 b て、京 M に遠し、又全 
羅に行き、傳道の^業は、大に便宜を得て、諺文に翻譯せし數棟の魂耆を 
印刷して、 S く之を頒布せしかば fi 徒益 T 增加して、哲 ;s の*1:は'茁八 
千人に上れりといふ〇 

李太：土位に即き夫院君政を MI : する時に至り、權要の地に«り.西敎 
を信する著益-衆く，；- K の乳^朴氏3 R ' 一承旨南 M 三^ A - V ン •} 洪鳳周 (” W 
>*) 李身逵の徒は、その尤なるものな bo 殊に m 鋳三は、平問淹博にして 
才略あり•佛 國官： 敎師張敬一と稱する劣を延きて、潜 1: その家に宿せし 
め、聖書の刊行に務めたり〇三年(相 AttL 以1わ)正;]、满31の軍艦一隻， 
元山1:來 b て通商を求め、®る脅喝の一一 r » をなし，栩廷其だ恐怖す〇南鍾 
三等この機に乘じて、愈-西敎の极據を祭くせんと欲し•上書して英*二 
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a されば憲宗の初(却伐 S- 2:狀 §)1: は、佛國天主敎 v シュィト派の m 侶、モ 
1パン、シャスタン、ァンべルの徒、相繼で義州地方よ b 邊禁を犯して聞人 
し、竊に京城に到りて、宣敎に從事し II 朝鮮の少年三人を、懊 m に留嘐せ 
しめ^徒漸く盛にして、九千人の多きに至れりといふ。王の初(:は、 a 
徒を m 遇すること甚だしからざりしが、趙货永等が^を捎にする1:及 
歡^敢 f びて深く之を Ifr み、五年(商挪1奸^七月•新に嚴令を下し、モ—パン等三 
人，及び信徒百三十餘人を捕へて、之1:虐殺せり、この時の斥邪綸音の中 
に、虺蜮影を匿し•稂莠穐を易へ、逆 S 姓を變じて出沒し、妖譯貨を W して 
交通し、®氣異域1:接り•脈裕同«に逋しとい ひ、 又 ft 夜密淹の中に講授 
し、 深山窮谷の間に嘯聚し•互に敎友と稱し 、各， 邪號を設け y ; i を藏し尺を 
隱し打て一面を成すといへるを見れば、當時祕 密 l :{ n : 敎 i : 爲 し/'情狀 
を知るべし0 

其後邊禁は益-脎に して、 容易に內地！:入ること能にすと雖も 、千 製萬 
苦1:犯して•或は海路よりし•或は陸路よりして、 №1 入^试み 、嚮 U 澳 H に 
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り人を敎誘せしを以て，誅せられたり。是時、慶尙黄海の二逍、邪^に染 
むものなきは、先正の m 化な b とて，李彥迪の後裔李 ill ! 揆，伞班の後孫^ 
恒林，及び李漭の « e 孫を播用せしを見れば、他の地方には、多くれはれし 
なるべし〇 |一十年(料城賊以作1糾一)修撰枨献笊は、上疏して邪學を斥 
けしが、純駔元年(-»找放れ0¥-^|)に至\其敎次站に滋茲せしを以て、大 
U 锄治を行 ひ、 其沈溺の甚だしきものを誅し、改悔せしものを ^ せ り、 因 
て諸道 U 命じて、常に糾禁を加へ、^ B 報告せし l ^ cII . Vt : 货嗣永 ( ^r :.rl 
パノ)なるものは，深くその敎を信仰し祕國藓州の人周文謨 V 潜(:怏饰 
U 隨ひ來りしを遨へ入れて、男女を敎誘せし•か...'乂謨が誅せらる、(:及 
び、顯永は機を知 b て C 命し、害を歟洲天主敢 S 政府(:寄せて J : ハ七 7 i !; z の 
兵を發遣して、朝鮮を占略せん ことを ^ひしかば•大逆の律を用 ひて、 之 
を誅せ り。 當時その敎は钉 力 ^の問(:行 U ^ IL 初に支那との關係な 
りしが， 漸く瞅洲 人と氣 脉を通じて•遂に is 接關係に移らん I するの« 
睹を開きた.^ 





(•Tjcl 抑 fihriHmi) に殺されしものなれば•當時は來だ傅來せ 


なる 




燕京1:抒4.摒 
ふこと 4*禁 T 


正祖の時 T 若鳙 (t S: ぬ I ぬ 1 -s s-s s、f = 3 及び 

李康衰、李惠袞兄弟等、當 lit の名儒を以て、.火±敎の进を蹟み、深く之を笃 
: a し、密にその書を- F : に上 b しことあ bcJt 後この三人は、贫に紲 ft!: 
m せられしも、な (i 人 V )敎誘して倦まざりしかば.之を信するもの多く- 
後 lit に至りて，全雄 m の南邊にれはれし は、 この徒の傯ふる所な b とい 
ふ。當時に於ける；大卞敎の書籍は、赀支那ょり傅來したれば、 .r]-: 祖十年 
(f 抓 w ISA-hl 炸、賴祀)火 r p 1 m 金履^の言にょり'燕京に使するもの、 
書を K ひ歸ることを嚴禁し•十五年 (f ™ 2針^ r 制^)又その禁を_嚴 
し nil 末淸初の文你；，及び稗官雜記よ b, 緙書史記に 至る まで，燕京より持 
ち來ることなからしめ .0:、天-(-: 敎の畨龉を藏するものは、官(:,:::-«-せし 
め•聚めて之を焚き、凡そ邪術を爲すものは、或は刑し或は^して威化せ 
んことを期せり、而して朴承薰の如きは 2E 函及び K 函の二書を鱗ひ來 
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超凡傑出の 才幹腌略 あるに非ずん ば、 安んぞょく此の如くな らん、 或は 
之を稱して姦雄となすも吋なり.或は之を稱して、英泶 となす も亦 -Mr な 
り、晦呼 、これ 大院若の大院 S たる所以な〇。 

笫十四章 M 外阈の關係 


天主軟»來の 
起«訏^£らす 


第 I 節天主敎徒の洙戮及び佛米の浓斥 
朝鮮の歐米諸國と1]係を生じたるは：火主敎の傅來に始まりて、その 


敎を禁じ、その書を焚き，その敎徒を殺載せし 


1«に止ま.りざ 


が、大院君の剛斷にょ b て、 遂に歐米人と戰を交 ふる (:至れ b -.、 

天主敎の傳來は、その初を詳にせす、蓋し a 祖の末ょ卜、光海、仁祖の顷 
に至るまでは、日本及び支那に於て、歐洲人の餱に{3:敎をなしたる時な 
れば.その接近せる朝鮮にも*亦必す宣敎すべき筅なる(:、一も考ふる所 
なし。柳夢 K の於于野淡 に，：：： 本に伎利但の敎入 b て、释氏を擯せしこ 
1を記したれどもざの轫鮮に傅はりしことは見え中*郴夢寅は、仁祖元 
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の吏の親戚故舊は、皆器財を賣りて官に橡し，その死を緩ぅせんこ A を 
請ひし かば， 必すその未納の額に滿るに至りてその死を免 令、 是 U 於て 
租税怠慢の弊^悉く除きたり0足等の處跤は、固ょり嚴酷(:過ぐと雖 
も.辕年頹廢せる紀辆を振肅せんと欲せば、この非常不段も、亦成は巳む 
VJ 得ざる こと あるべし0 

装 Ml 蓋し大院君の政を爲すや 、利 ぁり ^ ぁり、 W ぁり失ぁり、未； u 一槪に之 
マを論すベからすと雖も、朋黛門岡の弊を打破して、衆 1 VC の困苦 k 除 ％、、 S 
武の氣象を作興して、邊疆の防備を固く し、 勸儉の風を獎勵 して、 紀網を 
振肅せし•か如きは、その當時に効益 ぁりし こと、 ^ 1:掩ふべからざる な 
り。されどもその殺戮を肆にし、审：斂を難からす、或は鄕會及び邑會の 
如き、民衆相謀り緩急相救ふの良風美俗をも，皆之を然 lh したるが如き 
は、 亦暴政といはざるベからす。要するに、その剛斷猛 M にして、少しも 
逡巡顧慮せ す、 令して行はれざ るなく、 禁じて11:まざるなし•これ獨 b そ 
の内治に於けるのみならす、その外國に對する も、 亦皆然らざるは なし、 
irl ' fc 李籾時代第十三幸外戚及び王族の W - I 恣 




身布な m 牧マ 


祕1 


五一三 


を淡江の外に驅逐せしむ。■郡縣なほ«生の SC 燄を怖れ、逸巡して敢て 
書院廢毀の命を奉せ t 大院君之を 聞き、ま づ一縣官を ！ »けて， 嚴罰を施 
し、かば•諸道傅聞して大に诹傈し、一時に嘗院一千餘所を毀ちた bo 
大院君更に密使を八道に發して 、兩 班の舉動を按察せしめ•もし平民を 
侵虐するものあれば、その身を罪し、その家產を Is 沒して、? g も寬假する 
所なし•是に於て兩班镒生の跋扈するもの、悉く M 尨し、庶 R 大に悦びた 
りといふ。これ寅に二百餘年來_結した6嵇弊を二«の下1:粉碎し 
たるものといふべきなり〇 

大院君は、又從來忠動の子孫の身布^ WTV 免除せしょ b •兩班は转身 
布を出さすして、その補充は之を人民ょり取リしが故(:、改めて|般兩 
班ょりも•悉く之を徵收すること、せ bo 又八道の監司に命じて、租税 
の m 收を嚴にし、末納の税额•千石以上(:趄ゅるものは、その片を斬 b 、 千 
石以下なる^ は、 海島に竄配せし む、 その ij ;- を行ふは、寧ろ®きに從ひ，千 
石を W すること一二石な りと 雖 も* 亦之を斬- ft に處す、諸 RIS 大に騖 き 、， *c 
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に通せしが故(:、書院の弊害多く，懦生の跋扈强梁にして，人民を饺虐す 
る こと甚： U しきを察し*其 弊害を 一掃せんと 欲す〇されども書院は實 
I: 當時勢力の集點なれば 、之 1: 手を下す は， 極めて困難に して、 尋常一様 
の 手段を以て、 爲し得べき 1:兆ざれば- it か敢て妄 -OU 之を試むる こと 
あらんや。 然る <■ 大院 君の剛厲武斷なる、如 H な 6 盤极錯節に遇 ふと 
雖も ，踪 躇逡巡すべきに非 ざれば、 令を 下し、 各道の書院に して、 特殊の琳 
由ある ものを除くの 外、 悉く之を毀ち*院镒を逐 ぅて 郷里 (: 歸 らしめ !II 
みて従はざれば必中之を殺さしむ。兩班®生大 (:驚き， 怨憤激！： g して， 
闕門に詣り # 院の復活を請 M する もの 數萬 人、 形勢甚だ不稔 なか、 廷臣 
をの 變あ らんことを恐れ、 諫めて 日く* 先賢の 1!を ^ ぶは， 士氣を培養す 
6 所以な bM くは書院廢 毀の 令を止めよふ、 大院君大に 怒りて日く、 ^ 
も民に 害 ある ものは、 孔子復 た 生ると雖も、 吾 之を恕せす、況 んや齊院は 
本邦の先儒を*る所にして、盗賊の淵 藪と なれる を や、 何ぞ蒐溶す るこ 
と あらんと，遂に刑曹及 び浅 城府の兵卒を 出して、 盛く闕門に集るもの 
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491 鮮通史 


五二0 


を執るに W はざるを以て•公私の出入.寶•ぬに乘らしめ、-®に滿洲ょ b 馬 
匹を膦求し.富民をして家ごとにーニ匹を奋はしめ*之と同時に塢丁を 
付與せしが、馬丁1:は、無頼の徒多きを以て、 ti 府の威勢1:假 b て、其芦主 
を脅迫し，富民大に苦しみたりといふ。是等の中には、多少の弊迸なき 
能 U すと雖も•その意は寅に政耦を正 L 、 ijc 備を整ふる(:あり。 

又領譏政趙斗 ^制 中樞府事李裕 元、 左迸政金炳學 をして、 經國大典、績 
大典•大典通編にょ b 、 大典#通六卷を 修めて、 正祖十年以後•及び純 ® 憲 
i > A 哲宗、 三 朝の敎式を補輯せしめ*南綾? , . • 洪銪序を して、 六官諸司の事例 
を彙 集して， 六典條例十卷 を|& 纂せ しむ X 士民衣服の制 1:改め， その笠 
を小に し、 その袖を狭く し、 從來朝苜の用 ひたる白 革鞋及 び 紺製靴を禁 
じ •悉く黑革靴を用 ひしめ•長 珠瓔を澌 ちて 之を短縮し±比の笠櫻は、漆 
髹竹、或は 木實を以てする を許し、 帛を用 ふることを許さす、 宫妓娲女の 
風俗を雉 正せり•これ 皆法度を 修め •奢侈を禁するものな り。 

且大院君は.もと南人の家 U 生れし が、 貧困の中に生長し、 E 巷の事情 
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くならすと雖も、亦令•く其心を 勘 かさ > るにも非す、乂或は之を假りて、 
他人を籠絡することをもなしたれば•畢碑圔識窩中の人たるを免れざ 
るな.〇〇 

大院哲の改革は、獨 b 諏言を JR 服するが爲めのみならす、當時の頌風 
敗俗は、 © 々として日に下流に趨くの勢なれば，有爲の士 、一た び政 Mk 
掌捤する時は、奢然趙つて之が矯•圖らんとするは、固ょり當然 の^ 
なり»んや大院君の剛献なる、安んぞ手を袖にして、坐視するこ i あら 
んや。されば改革の第一着手として，まづ述政府の權を復し、備邊司 
廢して、三軍府を設 け、 現任の將相を以て、 al - 職を兼ねし む、 思 ふに 備邊司 
を廢することは JT * 祖の {M て爲さんと欲して.果さ > b し 所のもの、今や 
一朝にして之を斷行せり。又江華府を隍せて錤撫煢とし、江梅の5 H 守 
を鈸撫使とし、別1:壯勇を募りて、鎭撫胬に肺せしめ，之を別驍士といひ、 
澳江の楊花錤 { :砲麥を築き、北邊に於て•茂山 (s ¥ 州( I 碰 ¥の 郡を, , S 
き、內地の民を移して開拓せしむ〇又西班の宰相以下•文弱に して 鞭 W 

正紀李 期阽代第十三辈外戚 及び王族の 苒恣 



大— M 蘆を に獻じ^びて大院位と稱す.是ょり權力益と嫌な bo これ蒼し大院パが、 

系用 -f 

密に灑言を地中に埋めて、趙妃を籠絡するの, fl - をなしたるものなりと 
ぃふ 〇是時•民間 lt 々0 lc ;? あ b 、 日く、李氏に代るものは鄺氏にして，公 
州(姐§)の鷄褪山は、鄭氏の都となるべし I •大院 / r 之を忌み、都を移して 
M 勝 せんと 欲し、役央を發遺し•基を開き地を掘らしめたるに•石礎を得 
ること甚だ多し。民間訛3あ^'、日く、この地郎氏千年の宅な\之を犯 
すものは必す大禍あらんと、大院れ心にその a の取るに足らざるを知 
ると雖も、一方には又財政窮乏して、都を移すこと能はざるを以て、遂に 
•その事を中11:せり。旣 U して又識 a に、大院 n 捤人の爲め {: 收るべし 
といへることあ b 、 或人大院おに11 ri て日く、萬人を殺さば，この災を除く 
べしと、大院冇之を U じ、 大に 殺戮 を行ひて’洱入の數に充つ〇又識言に 
李氏 IdTl p l : して 革命あるべ しといふこと あ b て. S - 地に馎播す"大院 
君乃ち 國政を 一新して*其兆に應せんと欲し，大に制度の改革を行へ bo 
S し大院荇は、朵邁磊落にして、固ょり 庸俗の 妄 bu 課 言を It 中る •か 如 
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闓■に應すとなすもの、如し')火院打之を趙妃に獻せし(:，趙妃甚だ 
之を奇とし、大院 打を If する こと 益-深し、 王は遂に 安を 設け'贺 I :大院打 

正 te 李 朝 時代 第 十三軍 外戚 及び王族の离恣 
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旣に 之を操縱 して、 己が用に供したれば ▲ 政六曹は徒ら1:手を 拱して、 
署押する のみ。 八 逍の監司留守も*亦之に 同じく、 全羅道監齊の臼樂 瑞、 
及びその弟白樂弼 、庚 尚道監煢の徐般老の如き*監司も稍その念に作へ 
X 、立ろ;: 譴黜 せらる、1"- 至る。右の諸人の 中に於て，禅ら‘ 賊納设の激 
收を擔當せし は、 内;: ありて は張淳奎 、外 U ありて は白氏兄弟徐殷老の 
如き ものにて、 獨 り その 徵收の嚴酷 なる の A なら t 賄賂を貪る こ i も 
亦甚 tr しく、 人民皆その肉を啗はんと欲す 〇 
* 雲成ろ されども景福宮の營建は、幾多の困難を排斥して*終にその功を竣へ 
たれば、 大院苻は更に六 W の各衙 門， 及び諸宫舍を修め ra 年 si fu 至り 
て、 王は ft 德宮ょ b 新. >一じ 移れ bo 大院君 •>|'|闕に入るごと{:、.2:佐だ0 
得し* 新 宵の輪奐莊嚴 なる を 指して、 廷 U.I に 諮揚せ b といふ。 

一 初め工事に着手するや•某判害玉泉と躭するもの、其役 i : 董し、偽嫌政 
府石 瓊樓の 故址に 於て、 一鋦器を得た b 、 その文に日く、華山道士袖中寶、 
獻 3 K 方國太公•青牛十遇白蛇節、開 S 人是玉 M 翁と、蓋し大院进を以て 



探査せしめ、荷も典家に於て捜粥を食する ことを 得る以上の ものは、 悉 
くその戶中；を捕81(:召集し，威を以て之を竹かし、その産の幾分を 納め 
しむ、而して往々人の課吿にょ b 、； A 金の產ぁる界(:して、千金の願納鉍 
を强迫せられ、その産を竭すと雖も*之に充るに足らざるが爲めに，或は 
獄 (: 投せられ、或は自殺するものぁるに〒；る0 

是時に 當 り、大院君の®犬となりて、之が驅使{:仟せし もの， 家令(:て 
は千喜然，何靖一、張淖奎.安弼周、世(: |之を千何張安といふ、-での四人は荇 
その 妹尙宮 となり、王の左右に侍する を 以て•大院 稃 (:瓿せられ^： 他 ^ 
承業 ® TI : 韶等も、 皆權威 甚だ® な bo 笹济李敏化は公事廳の内侍と な 
\內命を出納すること1:掌る•か故に、大院君は之と結納して、宮中の動 
靜を知る。諸司の執吏は m 明にして 才藝 ぁる ^ を il び ^ - ia 榮 ( I ) 金 5 t * 
遍 、金- » 準 e 朴鳳來@ 李 繼煥 wi ¥ fa - 永 (2) 尹. 光展 g 政¥ を仟用せ b 、 執吏 
は各司世襲の 小吏. にして、 典 例事務に熟練せる ものなり、 而して，光錫 
の如きは、尤も傑出の人物 1: て、！ g 略才幹、俱に勝れた b tj いふ 〇大院 パ 
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雄築材料の m 更に令を下して*木石を冤集せしめ，凡そ國内の 1»圾喬木にして^間に 
崇祀せられしものと 雖 も， 亦皆伐採を免れす〇是を 以て， 妖.：. 11 益 t 起 b し 
*>、 大院君之を斥けて 日く、 木石の 神， 银を爲 さば、 吾 n ら之 1: ®らんのみ 
何爲れぞ他人を傾さん と、 衆之 k 奈何ともすること能はす〇又古來の 
風習として、袋 族 大家 •皆 その 墓地を愛 謎し，占むる 所の 山林、 甚だ廣 く、 子 
系敢て伐採せ ざるもの數 ?|年*瓣密として天に參するもの^々之|)0、 
大院君之に溆 して日く，今、 王宮を綮妞せんとして^が家の慕木を以て 
その 用に供 せんと 欲す.君の組先粱ぁら ば、 必 t rf fr すべし と、 rti ち 1 : 命 
じて之を斬 伐せ しめ、もし箏ひ訴ふるも (/) ぁれば ^ ち之 (: 北を 加ふ. • «* 
族 大家も* 亦之に 抗する こ i 能は个。 

此の如き强硬の手段を以て、垅築材料を蒐集せしも、新當のエ${1，宋 
だ成るに 及ばすして、財力 a 旣に竭乏 t 吿げた be *!: 於て更 U 1 U 
顢納技 を設け、人民の錢財 k 徴收し、之を願納錢と稱す"勘$の名は类なりと雖 
も、 その*は# 迫の « 金な IX ば，人を八方 • じ遺して* 細かに K 產の實沉 VJ 


Digitized by Google 


Original from 

UNIVERSITY OF MICHIGAN 



き〇是に 至りて、 大院君は先王の志を成さん と欲して， 重飪の令を下し 
たれども*其事の容易ならざるは*衆人の锜認めし所なれば 、臺諫 U 之 t 
諫めしも聽か す、圭づ 八道の K に命じて、田 一 結 ごと (:錢一百文を出さ 
しめ、之を結頭錢 といひて、 其费用 {: 充て X 役に若手し，營建局を白岳山 
麓なる萑宫址に設け、李最夏を煢钹鄱監堂上と して W の 事， v 黃さしめ、 
京城及び附近の住 K、 役に赴くもの數萬人1: して、 エ垠は®々步成を進 
めた- 

然るに意外の災尼、忽然と して 躲ひ來れる あり、 一夕偶 t 光化門外ょり 
火を失せし に、 風力甚だ烈しく、驻て四方ょり運搬して山の如くに堆 M 
ぜし美材£1木は、終(:1場の焦土と化したり0是に於て世人往々妖を 
談 じ、 怪を說 き* これ天の發戒を垂る、所以な り、もし 之を犯さば更に大 
炎を被らんとて、工事の中廢を切望：するもの尠からす〇苦し尋你 の 人 
にしてこの頓挫1:遇は しめば、 或は更に好機を待つの心を生するやも 
計られざれども、大院君の剛毅不撓.なる、是等の雄を 以て、 遽に沮喪せ t 

芘紀李朗 .時代 第 十三 車外戚及び 王族の 輿恣 五一三 
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禀けしめ、 三軍锌の兵勇を選びて謹衞に 充て、 藍輿に乘 り№1 門 (: 出入す 
ることを許し、 朝參には、別に座位を大^の上に設けしひ。大院矜旣 (: 
太 l : 351s lTr 政權を掌握して、大に黜陟を行ひ•趙斗： S を領譏政とし，企炳學を右通政 
とし、 李宜翼、鄭基世、金世均を吏兵戶 Q 判省とし、^升補を宣惠堂上 ふし， 
李景夏を訓練大將 とし、 李： rl ; t « l : 禁衞大將 とし ^«字を御铎大將 とし、 
李邦玄を總戎使と し. 申命純を右捕盜大將とせ be この十餘人は大抵 
李氏の一派に して、 金氏も亦 その 中に あり、 思ふにこはその職に就くの 
初^卒任用せしものにて•求だ必中しも遊くその選を掬めしものに非 
ざるなり Q 

大院君は、務めて異讯の事をなして*视を立んと欲し、その笛 一(;々手 
最|の1 せしものは、潑覦宮重修の土功とす、蛩福宮は、- i : 祖の時の铃建にして、壬 
M の*;兵燹に罹りて^燼となりしものなり。; «:]•;# て之を建んふせ 
しが、その 工費を•計る 1: 、甚だ鈕額にして、多年 * 弊の ^ 嵌ち <: 着手する 
を.辱す、因て私(:內帑を莕ふること、數 '15 萬兩に及びし•か.終 U 果さ > り 
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權力は長久にして srr ; の_は永く絕えん、もし 31 .: 1 が子を立て ゞ 、翼宗の 
統を繼がしめば、意の如くならざることなからんと•趙妃之を聞て大に 
喜び、深く相結託して規査する所ありし V 哲宗の薨する(:及び、この計 
は趙妃の手を假りて着々實行せられたるものなり。されば趙妃が諸 
大 m をして、大院君の待遇を議せし9;る時 U は、大院稃は旣 (: その簾中 
にあり、計査準備の整ひしこと此の如し、趙妃の手段の敏活にして、ょく 
その目的を達することを得たるも、決して偶然に非ざるなり0 

李朝 {: ては、從來、王族の科舉に.赴くを禁じ、又朝政に干渉することを 
許さす、時に或は世 M が未 rr 位を怒はざりし時•領逾政となり、其後、世宗 
の孫、龜城君浚が將相を統べしことありしも、後が誅せられし後には、防 
禁益'密にして、其收入は、三族を fK す(:足ら t 近時1:至り'科舉 (: 赴く 

のみは許されしも•大院荇にして大政を協赀するは、. m (: 開國以來の新 
例な * CS とす0 

趙纪はまづ敎を下し、百官^司をして.大院矜の^;に到り、その指揮を 
正紀李籾時代第十三#外戚及 CA 王族の專恣 
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大院君の索行 


結託す 


大院君は•家もと甚だ貧に して、 放茁焱俠、好みて無頼の射間と遊び人 
皆之と齒せす0金氏南氏權を擅にしバ:;:土殺戮せらる ゞ の際(:當りて， 
諸金に諂事し JI その子載冕 ( IM 李 Y 一して 科に登らしめんと 欲し、 金钠 
基. 南秉哲を迎へて 、之を® せん i す、 炳基 、采哲等之を， ilv せしも、期に及び 
て俱 (:至らざりしを 以て、 大院荇深く之を恨む、 され ども*冕は終に及 
第することを得たり。金氏南氏は viv に大院れを輕んじ、大院对も亦侮 
蔑を受て耻とせ t これ蓋しその禍を免る、所以な b し李夏全の殺さ 
れし時•南秉哲•大院君に謂て B く、爾必す H 全の^を知らんと.大院打大 
に«き•面色土の如くなりしといふ。これ豈南秉哲の忽眼、巳に大院对 
の遠志 ぁるを 看破して之を 試み、 大院矜の喫筋せ しも， 亦劉備の* Ji を聞 
き箸を墜すが如くなる(:非 ざ る ことなからん や。 

是ょり先、趙氏と金氏とは軋鑠して、遂に金氏に權力を麻はれ、趙妃は 
之を怨みしかば、大院荇は密に趙妃の侍女に結び、計を獻じて日く、今 :- t 
もし不諱6 b て、諸金他の王族を立て'苗宗の後を承けしめば、諸金の 



を恐れ、陽 1:1$: びて陰に之 I 抑へんと欲するな bo 趙斗 » 之を駁して 
日く、金左极の說は、前後^©せり、國 (: 二君あらしひべからすとは足な 
然るにその til 注は、二尊に免れす、宜しく王子大 ir の例の如く {: して、 
趨拜 せす、名を稱せざらしめんと、鄭元容は斗^の m (: 從はんと請ふ。 
大王 大妃 又敎を下して日く、未 JJA 氓體を知らざるに非す、 1 M 嗣王年幼 
(: して，國事方に多難なり’大院れ宜しく大政を協铰すべし、， <■ の谘た> 
大 K と等を同じくして、上の前1: 趨拜 せ t 名を稱せざれば y なりと、諸 
大亞皆大に笟く、 金 左根、金 興 根等、之を^ふこと®三なリしも行れざり 
しかば、諸大臣巳むを得すして退出す、是ょ b 政權 a 全く大院れの手(: 
歸し，久しく^横な.〇し金氏は、その權を火へり〇思ふに蒋宗の薨後に 
於ける趙妃 の 取 動は、 敏捷 果決、奄も逡巡躊躇の色あらす、趙妃いかに機 
智膽略あ卜と雖も，これ豈一»人の方寸ょり出でしものならんや、^々 
の間 必中 之を指導す る ものなくん ば あらす、之を指導するものは誰ぞ 
や、典宫！大院君罡應、實にその人なり。 

一紀李朝時代第十三窣外戚及び王族の輿恣 
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五〇八 


李太干：立つ 


か媒 r 


是1:於て，新王は S 宗を以て兄とし、芻^を考として•波統を承け、 H -: 位に 
即く、妨に年十二、是即ち李太：土にし'その明年を以て 71 :年とす，實(:我 

1 rslsm )？。 

:+:乃ち王妃趙氏を«:びて大王大妃とし? K 妃洪 K を:- K 大妃とし：土妃 
金氏を大妃とし、興 It 君を封じて大院 IT とし、生 rlr 阅氏を府大夫人とし、 
祖父南延れを追贈して南延大院舒とし*典宣邱を號して$岘宵といふ。 
是時に於て必然起るべき問題は、古來宋仁你て北例ぁらざる，生存大院 
若待遇の方法なり、大王大妃趙氏、乃ち敎を下し諸大!:1を旅前に召して， 
之を諮せしむ。金左根日く、大院パは嗣.土の生父な b と雖も•國に二釘 
あらしむベからす、宜しく待するに不岛の禮 V 」以てし A 籾する(:趨ら 
す、上の前1:名いはす、その出入する時 U .. T -; ハを以て Mar し、その服は大君 
の制の如 c U して、稍その依を^くし、朝廷馎を炸ぶの袭を•小し、主上は 
乃の初に、必中雲蜆宮に奴し、一切政事を以て勞することなからしめん 
i ， 金興根も亦この^1:同じ£し金氏は大院君の政: 1 V 1: 干與せんこと 
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淳穆は、洪氏の族長たるを以て、新王をして憲:;1の統を承けしめ，洪氏の 
權威を固くせんとす。然るに王妃金氏は、方に悲哀の中にあ b ， その:^ 
族の 强盛な るを 恃み 、新 王は必ず 哲^の鼷を承くべしと思ひて、趙妃の 
意に從ひ、敎を下して日く、興宣君の第二子喫、天姿夙成にして A 主の S 
あり、入 b て大統を承けしめょと，前® I 議政鄭•兀^を院相として，雲岘の 
私 第に 迎へ しむ、これ蓋し 金 氏が趙氏の欺きを pa ひて、この英斷を下し 
、なるべし〇钥旣に宮に入りたれば、趙妃は廷；臣の喫が左右 1:あるを 
も 願みす"突然外 殿に 出御し、 その- T - を 執 b て吾子と呼ぶ sIJl * jt 懼して 
皆伏せしが、谢り鄭元容は、趙姐に勸めて內殿に入らしめんとせしに ® i 
妃聽炉す、固くその手を執りて、親ら之を携へ歸り、玉座を內殿に設けて、 
自ら簾を玉座の背後に垂れ，旨を傅へ大臣を召し、敎 V 」下して日く、嗣王 
翼宗大王の統を承く、亜に中外に布告すべし.未亡人已に簾を垂る、立し 
く之が儀注を定めて奏すべしと、諸大臣皆趙妃の舉動の总外なる[:笟 
きしも、事巳1:此に至る•また^何ともすること能はす，謹みて命を承く 0 
李《時代第十三箪外戚及び王族の典恣 




五〇六 


V 1 L む 


趙氏洪氏權氏 
各芄力な振 a 
ん i-f 


の地位にあ5、因て趙妃は諸大臣を會して.繼統を邁せしめ*興宣君免應 
の第二子^を立ん I す。典宣荇はその父を南延君球といふ、球は進士 
李秉源の子にして、莊祖の子、恩信君？！の養子となりしものなれば、李氏 
の疎族なるべし。領府事金左根、領敦寧金興根、之を難じて日く、 我 邦古 
來生存の大院君あ卜しことなし、而して李熙はその生父 S 應の#す 
るあ\今之を立つれば、何を以て其父を處せん il :. ri 應は性®凶險なり， 
もし太上の奪を恃み、朝政を攪 tL することあらば、必ず國家の患をなさ 
んと、是時に當卜て，金氏の勢力を維持せんと欲せば、これ固よ b - 當然の 
憂盧なりと謂はざるべから t されば炳基，炳國等も，亦その言に威じて、 
悲働號哭 せり 0 

時に戚族は各：異志を 懐き、 宮中に出入して謀る所あり、超妃の姪趙成 
夏、 從姪趙寧 夏は， 皆幼な りと雖も，§ 淡政趙斗符は、趙氏の族長たるを以 
て、 新王を S 立して翼 ^ の統を繼 •かしめ、 趙氏の榷力を振 はんとし， 洪妃 
の父益豊府院君洪在龍は巳に 卒し， その子渖馨亦幼なりと雖も ^ 書洪 


Digitized by Google 


Original from 

UNIVERSITY OF MICHIGAN 



むに足らざるなり◦然るに又. f 變報の來るあり、 & 國は淸の國難に乘 
じて、滿洲來部敕百 m の地を淸ょり讅與せらる ゞ ことの條約を結びし 
こと是な办 . 是に•於て耕鮮は阃們江を隔でて露國と墙土を接すること 
となりたれば、更に一層の恐怖を加へたり。當時京城1:ては、强宗贵戚 
は、 相率ゐて山野に 通れ、 その通る、 こと 能はざるものは、- II 子を地方に 
遷し ，或は 十字を胸に 掛け、 西敎 1. T 徒となりて•危難を免れん とする もの、 
往々之ある 1 :至る◦され Jr 外戚騾橫の徒も'時は大に畏縮せしが 、 ifL 
ちに外兵の侵入あるにも非ざれば、聊か愁眉を開きて、また權勢の^辉 
に汲々たり0 

第…節李太王の即位及び大院竹の新政 
哲宗贅す 哲宗花位十四年の間は*實に佥氏 S 權の時代な b し*か ••!-; の肝码を以 
て猝に薨するに及び、嗣子未 fr 定まらす、この場合に於ては.古代ょ b の 
慣例上•之を足むるの樅あるものは王妃な bo 時に：丄妃甚だ衆く®:{••小 
の王妃趙-氏、®宗の：土妃洪氏•哲宗の王妃令•氏の三人ありて、趙妃は最饵 

正紀李籾時代 餌 十三尊 外戚 及び王族の惠恣 五0五 
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仁が立んと欲せしものなるが故に、機に乘 じて 之を除きし なり， 當時皆 
S 全 V) 以て寃とせざるものなしといふ〇是ょり先，灌软仁は旣|:禮論 
を以て斥けら•れ 、その後、 完平 S 李 VI - 應も 、亦 貪横を 以て、 濟州 (: 位せら る、 
これ皆金氏评橫 の 致す所に非ざるはなし。 

是時に 當り、 淸は英佛兩 gl ffi 藤を ^じ、«^ 十！年 (f n 扣 Awrl-h 如 
-?t 英佛兩阈の聯合箪は河■天沱の砲壘を拔き、北 MI : 侵入し、文.：：小 U 熟 
河に逃れ|:り。此報の朝鮮に述するや、滿朔转膽を赛はれ、物惝洶々た 
彡、或は上疏して、隣國の兵»西敎は徒の界闕，佛兵の來典等は，=下婼眉 
の爱患なれば，速に之に應するの*を ns せざるベからす JL 出奔せる淸 
帝は、我’か國内に入らしむべからす、もし之^入る、時は.禍 :» r . ろに我阈 
に及ばん、事大の禮は，社稷の m きに換へ難 しと 論するもの あり.〕 蓋し 
沾は世界の大國にして£に敵するものなしと思ひし(:，今や大子は朵 
塵の難に遭 ひ、 又朝鮮に ては、 #て佛國宣敎師を涞«せ しことあ > しを 
以て(;«:|:0抑が2?«社^”一)其恐怖すること此の如く甚だしきも怦し 
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判官を拷間すること ありし に.秉哲、吏辛に命じて之を 劫かさしめたれ 
ば、 御史垣を蹌えて逸る，事朝廷に聞え、秉哲は その 職5: 罷められしが、忽 
ちに して また 直提學 となり、 金氏と南氏.と相雩 すること 益-深し。 され 
ども汶根上に あり、 世道の主人となりて•之を調和せしが 故に、 苒宗の世 
を終る まで、 金氏は笊に政權 を 執り、秉哲も亦榮位を失は ざり き。 

哲宗は優柔不斷にして酒色に耽り、その身病多く、五男六女を擧げし 
も.生育せしものは、錦陵尉补泳孝1:嫁せし I 人の女子あるのみにて、他 
は皆早世して、位を嗣ぐべきものなし•因て王族中の賢^を擇びて 1 H : 子 
となさんと欲せしも•金氏の諸族•互に權を帮ひ、議論紛然として定£ら 
す H : 陰に^室の子の名春あるものを除かんとす〇會-人の^叛を吿ぐ 
るものあ b て、其辭李夏全に迚 b しかば- fi : 謀者を5»1裂して、； a 令に死を 
賜へ bo ps に夏今•は稍氣槪あるものな b しが、联に赴き、令-氏の子弟と 
栩爭ひて大1;.收れ、己が。{主を以て.戚族に折か.れしを愤 b •天を仰ぎて 
寃を訴へたれば，金氏之を以て怨譆とし、：*だ悅ばす、丑 H 全は嚮に權 敦 
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令氏の鯈内外 

な！8 く 


金左椹女色 

溺る 


0 ? 


り、炳基は稍袋爽なり、南秉哲は聰明博學にして文を能くし、尤も算術推 
步に 精し， 故* ■•;* 根皆之を愛して，要職に布列せり〇尋で純元王后の弟 
金左根を左議政と し， 金炳國を領述政と して、 金氏の搠內外を傾 け、 南氏 
も亦 頗る 事を 用 ひたり、た V 炳翊は柔弱 (:して 病多き V 」以て、要職を授 
けざ.^きといふ〇 

當時朝炬の內情は、腐敗霣に共だしきものぁ\分左根は反厚|:して 
智な く、% 州の妓梁氏を妾とし，甚だ之 k 寵せ しが、 梁氏便怒に して， 國政 
1:參輿し、官を資り賂を納れしかば•時人之 VJM 閤といふ、羅閤の權 、栎め 
て盛にして.敢て その 意に忤ふ ものな し。 一：：： •純元：土后之を召し V ての 
罪を 責めて， 鄕に還らし めしに、 梁氏左根と相持して涕泣す•左根遂に病 
と稱して 梁氏と共に別莊に往 き、：：： 夜愁苦すと いふ、これ 特に一端な b 
と雖も、其他も大槪推察せらるべし〇且、 * 妬排擠も•亦戚族の間に行は 
れて、 金柄基は南秉哲を 忌み、出して 全羅の監司とす•是を以て乗哲は心 
に憂憤を懷き しも、 敢て發せざり しが、 適-暗れ御史の全羅道に至り•府の 
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哲宗立っ 


金汶根火政4* 
協®す 


家驚き愐れ、敢て途 (: 上らす--*兀弈懇に王后の意を論し、迎へ入れて位に 
即かしむ、是を哲宗 とす。この 時鄭元容は、江 華ょり圭づ 使を馳せて朝 
に 告げ、 m 衞兵を漢江の SS I: 遣して待たれん ことを 請 ひし•か、もしその 
兵の至らざる ことあら ば、 自ら 其身を殺す の 覺悟な りしといふ 0 

哲宗位に即き，父瑭 V 」迫封して大院君とし*金汶根の女を以て：土妃と 
し、汶根を封じて永恩府院稃として*大政を協^せしめ，純元王后は•簾 VJ 
垂れて政を聽き、葙機锊汶根の裁.決1:出づ〇この時哲宗は年旣に十九. 
必すしも垂簾の政を俟つもの {: 兆す、然るになほ先朝の例に從ふは、當 
時母后の勢力ある•か爲めな〇、母; tf の勢力あるは、外戚^人の之を補く 


るを以てな 


王后垂簾の政は、間もなく之を還した b . と雖も、金 ii : 根の勢力は從だ 
盛にして、姪金炳國を訓鍊大將 とし‘ 炳學を大提學とし、金炳某を左 if 
成と し、その子炳翊を待敎とし.外姪. 南 秉哲を承 旨とす〇蓋しは极は人 
となり宽原にして、下を御す るに 恩 あり •柄學、柄國は、转仁裕 にして 度あ 
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-r 


五0〇 


に簾を撤せ h 。 憲宗は托忤庸劣にして、足 vivi : 深宮を出です、金氏 a 氏 
yL に勢力を淨ひしも、©氏は殊に^横な4し*か.遂宗の珑する(:说びて、 
1 H : 115また一變せり。 

憲宗は在位十五 年、その 51する^年僅 {: ••一十三5:して嗣子な し、 純元 
王后金 氏、 諸大 m を宵して繼統を通せしむ。如^政鄭元容は、全溪君瑭 
(赖1齡1 - T - S : ) の 第三 子 S を迎へ立ん とし， 左^政權敦仁は郴正今 31 全を 
立んとす、是を以て數=を歷て•議未' fr 決せ t 人心掏々たりしが、！=元 
容王 后に 謁して、早く大計を定めん ことを -; -1-:lin ふ、 王后乃ち内 ? f を 下し、 元 
容をして# を 江苹島に迎へしむ〇元容 、内旨を 懐1: し、 尙瑞院に至りて 
御«を押さしめ*遂 (: 朝1:寅せすして、直ち1:闕門ょり 出で， 疾く馳せて 
江華に至り、去づ留守に吿げ' iu 輿を具へしめ•共に令溪がの第に戈る。 
時1:全溪君は已に卒し、家甚だ贫にして，坍ら耕し越を織る、蓋し朝鮮に 
ては、王族を忌みて職に任せす*之を遇する甚だ祕きが故(:，往々この窮 
狀に陷れることあるな bo 鄭元好が tf を奉じて來り迎ふるを見て¥ 
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然のみなら t 惡疫は ar 行はれて、その證 ® sl の急劇なるものに類し* 
之に罹る 時は、 死す 6もの 十に八九な 5といふ、 蓋し 虎 列刺病なるべし、 
されども 徒ら 1:厲 祭を 4 f ひ、僵屍を藉る等の取を爲すのみ 1:て、救療豫 
防の道備らざれば、病勢は益 t 猖镢して、人命を报 するもの 甚だ衆し〇而 
して政網は愈 I 弛廢し 、王 權は愈-衰徵して、復た振作する能はす ^なる か 
な •國 運の次第に萎靡沈淪して、支持すべからざる に 至れる こと、これ 豈 
衰世の最象に非すや。 

第一一節趙氏金氏の郭横 

純祖は花位三十四年 {: して蘿也しかばゾ、の子焚をして位 v.r.: 一がし 
む、是を憲宗とす、因てをの 父. 兄を 追筇 して salM ^ 仨5メ5蜘 MH け yT 
し•母趙氏一を王大妃とす。時に憲宗は年僅 {: 八歲•趙货永は W を上りて、 
純祖の妃，純元王.后金氏の簾を垂れて先例に依らんこと V 4 I ふ、^永 a 
領敦寧趙萬永の弟な bo 是ょり金氏は政を聽き しが、 五年^ g-?3Mw 
永が領議政となるに及びて、政權專ら趙氏に歸し、六年に王后金氏は遂 
正紀李朝時代第十 H 隼外戚及び王族の W 恣 四奕 
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四九八_ 

君な b し•か、その 職に ぁる こと僅に四 年にして薨じた〇〇世子の 妃趙 
氏は、萬永の女なりし1:以て，趙氏の！族は威籟を报にし、金氏の族と JL 
(: 權を爭へ b 。 純 MUiH : 子の II せし•か爲め1:、巳むを得 t •復た政5:聪 
きしか、この時に當りて、臺間の間、懲討の論.極めて盛なリしかば.純通は* 
相！ IH の聯名にて箚を上るに-因 b 、 敎を下して：：； く、 朝廷の 上、 日々紛々た 
る ものは A を彈じ人を殺すの論に兆ざれば 聞くことなし、 今=廷!;1*敎 
化を以て予を 導く ものを見すして、た >予.か ^ 紂に果すことを ^む、 予 
もと否德なるが故|:，仁を語るに足らすと？1つて然るか，茌だ柔弱{:失 
するが故に，その威を立るを欲して然る か、 予をして威を立つるに果さ 
しむることは •亦 あに 今=廷以の福な らんやと、 この文^讀む時は、 いか 
に當時朝臣の間•紛 々掻々 として、殺氣の充滿せるかを察すべし、これ传 
外戚朋*の軋襍抵排の致す所1:非ざるはなし。英 M 正祖の英明 k 以 
てするも、なほ壶 くこの 宿弊を 一洗するこ i 能はす、況んや緘祖の柔懦 
なるに於て k や0 
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べきなしといへり0この疏を以て，前1:舉げたる金啓河の疎と併せ觀 
るときは、當時君臣の情狀、瞭として掌を指すが如し : 1:賊の跋扈 1 : 致す 
も•決して怪しひに足ら r るなり〇朴孝成は•實に黛派の分裂をを以て、 
この«1の最大原因となし、’か、その所謂黨派なるものは.外戚の關係と、 
互に糾結鉛綜して、時に隨ひ處に因'軋鑠排濟の蓮動をなすこ-./終始 
絕©ることなきな bo されば金龜柱、金潢祿等の餘黛は稀々の方法を 
案出し、十六年1:は、淡祿の孫なる八歲の幼兒をして、踩路に金を嗚らし、 
寃を訴ふるの狀をなさしめて之を試みた bo 是に於て、左通政$用® 
は上疏し'敎唆の徒を檢出し、その採與5:誅し、嚴に金：：：柱を鞫して、亂 
本を絕たんことを a?r ひたれども、? F - は JT . 祖が龜柱等を寬容せし趣 ff を 
守りて許さ > りき。 

純組は二十七年(付1 ){: 至ゎ，その久しく靜卷を IV とし、機務滥滯する 
こと多きを以て、世子兄 (« をして政事 k 代理せしむ。世子は仁 明に し 
て^を好み、賢才を求め，刑獄を愼み、尤も心を民^1:留めて，將來耵绻の 

正 紀 李 朝 時代 第 十一 11 草外戚 及び王族の BI 恋 四 九七 丨 
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郡©通 T 劫して、郡守鄭 W を殺し、叫年，/ E 州城 ars 兵を分ちて四方 
k 侵掠し、淸川以北の諸邑諸城は、皆之1:應せり。王乃ち大臣を召して， 
賊 k 討するの策詾ひ、右通玫金栽璜の言にょりて、李堯憲を兩西巡撫 
使とし、徐能輔、金啓溫を從事官として、之を討せしむ。賊は博川(§紋)に 
屯聚し m んで安州(妍|)を犯さんとせし•か、牧使趙鍾永死を誓つて之ヒ 
守 b しを以て果さ t 時に咸從府使尹郇烈、邪山邵守李砧概等、兵を®し 
て賊を擊ち、郭山、官：川を收復し、赛州府尹趙興铋は、義兵將金兄!1»:、領軍將 
許沆を逍して•能川、班山等を收復せしも•猫ヶ定州 M は、官軍之を攻れど 
も拔 くこと 能はざ b しが、四月に 至り、 巡撫中朮柳# 源、 諸將を指揮して 

洪最來>殺す 之を攻め、洪景來を殺し、，ての餘 mVJ 擒して終1:之5:平げたり。 

純嚀成亂ミ この時. 副修撰朴彝成は、疏を 上りてこの81の起りし® S を論じ、 朝廷 
の上、朋を 分ち*を樹て、私を锊む ことは 公に本す るょり 货 く、®を 憂ふ 
ることは 身を謀るに及ばす•守宰は民 を： S ふること 1:知らす、轮曹は末 
だ S -* て人を«ばす•倉麋咨虚して販恤すべきな く、 器械朽鈍して攻守す 
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M 九四 


代の英主なれば、をの在世中は、なほ乾網を總攬して、名辞を墜さ 


虹1 


金氏|な| 
故^抵く 


外|(|«.の轧_ 


正組は在位廿四年にして薨 じ、 第二子松 立つ、 £- を純祖とい ふ， 時に年 
十一、知事金*淳.正祖の逍託を受け、幼卞：を輔け，英駔の妃貞純王后金氏、 
簾を垂れて政を鹅 く、 正組を奪び て 世室と し、 洪國榮の官爵を追奪す。 

旣 {: して祖淳の女1:立て、王妃となさんとす、金 11 S 柱の®/榷裕は、上疏 
'して反對せしが，判敦箏朴準源，同知中樞朴 S 輔等、之を斤けしかば、金氏 
は遂に冊立せられた卜。朴準源は、純祖の生取、殺續朴氏の父にして、_:-1; 
輔はその兄な6、]]:祖の時ょ b して、朴氏父子は、元-' f 保謎の货に任せし 
もの1:て、前後忠動の功鮮からすといふ。その後，櫬裕は糊問せられて 
死せしを以て，逆律を追施し、六年，乂金漢祿，金 lie 柱に逆徉を 33 施し、金時 
架に-吏曹判書を 贈りて、 その^社を衞るの功を貧し.又金鍾秀の官筲を 
追奪せ卜，これ亦外戚間の軋櫟なり〇當時垂簾の政は、三年1:して還し 
、と雖も、繭組の時建立せし行吏 W 判害許傅•か撰する所の駕洛國大組 
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戚專橫の端緒は、旣 (: この時に開けた bo 蓋し 外戚の患番 をなし、 こ 
と，古來その例に 乏しから ざれば、 太宗は深く之を 窳 b て豫 防せられし 
も•明 宗の 幼弱なる に當 りて，一たび 母后外戚專橫の 事 あ 0 C されども， 
その後は鉅害 をな すことあら ざりしが、 英祖の末年に 至りて、 洪麟淡’金 
龜 柱、 金漢祿 等は、 皆外戚を以て專橫の取 勤を爲し 、弊害 尠からざりしか 
ば、 副提學金時粲は箚 を上り， 朝廷の 上、 太半姻戚1: して、 緋貂の班は率ね 
親攉多 く A みな^緣の心、僥倖の^を懷くこと を 論せ り•されば 特に外 
戚のみ ならす、 寂著の害 も. 亦 * に行は れしなり C 英祖 は Tf * て 中宵を待 
する こと 甚だ嚴 (; して、少しも假贷せざ りしこと*^ 史 (:)i えたれども、 
旣に外戚專横の ことありとすれば、宦者の寄の之に伴ぅて起るは、亦怿 
しひに 足らざるなり、これ 豈晚年勤(:倦むの致す所(: あらざる か。 m 
祖の位に即くに及びて、洪麟漢 は 誅 せられしも、 金龜柱 、金* 祿等 は、! 5¢罰 
せられざるのみならす、 領中樞金相 福は、 却つて金 SB 柱を嚴斥 せし を以 
て配せられ® 柱、漢祿 等は， 榮位を保ちたり。されども英祖正祖はみ な 

心粑李 胡 時代 第 十三萆 外戚 及び王族の專恣 四九三 
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太宗 iwJF . ai 

1:至ろ戶口の 
統針 


時に至 b ては.一段の增加 k なしたる*か如し o-ics 四年の調査にては、 
戶 十五萬三千四?1零 三、 □ 三十 二 ffi 二 千七百四十六な りしらの、 IR •祖十 
年には戶一 R 七十三萬七千六百七十、 n 七. Y - f 三十五思六千七百八十三 
とな卜、更に純祖七年 1:至 b ては 〆 lTr 七十六萬四千五 FI 零四、口七 w 
五十六萬一千四 r 3 零三となれ bo これ蓋し時勢の然らしむる所な b 
と雖 も、 英 m 正祖二朝の休狻生聚も、亦與 b て力あ b といは •さるべ から 
す〇勿論朝鮮政府の統計なるものは、®めて不完全にして、精確なるこ 
とは、固ょり 知る能は すと 雖に因りて亦火勢推移の迸を卜鈿すべ 
し Q 

第十三 童外戚 及.ひ王族の¥恣 

第一節王3{の袞微 

英邇正組の二朝は、文化復興の®時にして、巩 ;y; を政治に用ふること 
甚だ勤めたりと雖も、稂年の熬爭は未 rr その极V】絶つに至らすして、外 
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理南鶴聞は疏を上り、殿下天姿卓越(:して、或は過品の病なきにあらす、 
趣學貫透して多く U 太察の失あゥ 、今よ 彳後、凡そ珑を後し令を if ! す.必 
す愼思詳度し、^遇ぎて悔生するを致す ことな かるべしといひ•十年に 
も、提學吳载純筏は聯前を上りて、乾耦を摁攬するは、人打の踫節な U ど 
も，その遇ぐるに及びて は、 弊も亦之(:隨ふ、殿下獨り聰明 r . 任じて M 細 
を遺さす、 ii 人才眇然として璀心に常るべきものなきを以て、講學に就 
ては敎誨を煩はすに至り•事. «{: 就ては徙ら (: 据導に循ひ、荇道は H に 
亢り朝象は日(:下り、上はもと下を低視し、下は自ら輕んじ、凡そ ■& 執事 
の人、皆敢て淇職を以て自ら W - ら卞といひし•か IE 祖は悉く之を優納せ 
bo 此の如き虛懐宏量は、皆尋常庸打の及ぶ能はざる所に して、 よ くそ 
の短處を補ふの心あるものとい.ふべし。その治3 g 或は缺點なき能は 
すと雖も、兎に角一時の隆典を致し、 ことは、 決して偶然に非ざるなり。 

抑•朝鮮開國より、正祖の時に至るまで、凡そ四百年間は、時に治«1あ办、 
世に盛衰あ b と雖 も、 睡力次第に發展 し、 戶 P は益' 繁殖して， 英祖正*の 
正 紐 李 籾時代第 十二章文化の 復利 
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らすと雖 も，もし稍政府の故事を復して*專ら六曹を管せしめば、甚だ美 
制な b との敎を下して， 備局の權を政府に復せん ことを 圃れり。備局 


の權の重き {: 遇ぎて害あることは*獨 b ^ li 鳴-, , /のみならす、識者の^^ 
めし所なれども、;- K は終に*ぐの志を遂ること能はすして止みたるは 、 ffij 
に惜しむべきな h.c 

英祖正觝は、俱に聰明(:して、學問才譎迥に群卩の上に出でたれば、從 
つて衆人を*視するの#なきこと能はざれども•亦ょく鮮 III の Ifi :;!: を 
納る、の*あり〇英祖锊て講官に岡て ： n く、陸宣公泰遘中の打上の六 
弊(押 § KAgrl «* l 油 il ) 予が衍る所のもの幾何なるか、各 io 所を. i へ 
と*金賛&!洪景輔日く、聰明を術ひ、人に勝つことを好み，遇を聞くことを 
甩ぢ、辫焓を騁す、この四つのものは、殿下锊免る、こと能はす、侍讀官吳 
瑗1!： くポ以爲らく，强愎を恣1:するの外锜之ありと.英祖は之を怒らざ 
るのみならす、その譏寡く して や淺く，志大にして才疎に>-3を#し事を 
行ふの間、果して許多の病痛あり i て、皆之1:納れた bo 正組二年•副校 
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完成せり〇其書箱阈大典は原の字を標し、給大典は辕の字を標し、級大 
典以後(:增補せしものは增の字を標して之を分ち、その煩瑣なるもの 
を省略し、謬誤せるものを簸改せ bo されども宮職の革廢せしものを 
削らざるは、舊典は不刊の畨として之を重んするを以てな bo 
奥律通補 正祖は又大典通編成るの年を以て、綾息苕具允明に命じて、典#通補 
六卷•別« i 卷を修めしめ十年に成る、その書經國大典.績大典、大典通編、 
及び 大 IIJ! 律を合せて 一 編となし、典律. の 外に於て 考据を資 くべきもの 
を補ひ X 名物度數の必すしも六典に入らすして、六典の旁考となすベ 
きものを取りて別編とす、大要革廢の外.緊要ならざるものと，語意の# 
祓するものとを省略して、葬ら常時現行のものを錄する(:あり.その實 
用を 主と する點 に 於ては、續典通編の 二 害に勝れ b といふべ し0 

王の政治に葸を用ひたること此の如く|1、二十二年に、大岱を備况に 
^ 0 ^ 引見して、朝廷の«からす*堂陛の嚴ならざる は、 勘ら政府の輕きに由る， 
故相崔鳴古の疏中、 a に備局を罷めんと請ふの論あり、今猝に行ふべか 

正 祀李朝時代 第十二 牮文化の 饱鲅 、 四 八九 
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_ 鞘 w 通 史 _m 八 IA_ 

基の言に ょりて、 典錄通考を給成せしめ•十九尔兩館提學に命じて、受敎 
輯錄を給签せしめたり。されども洱患と新條とは’繁簡同じから t 輕 
重適はざるもの あり， 且おの-^一書となり*考据に便ならざるを以て、 
凝輯廳を 設け、 刑 W 判書徐宗玉 X W 判書金芯极 IP 8 曹判書李:;1 城、 前參判 
李 U 躋、 金尙屋•前承旨具宅奎笠六人 (: 命じて六典を分掌し ® 遴政金在 
得.等に命じてその亊を摁領 し、 綾大典六卷を撰せしめしが、二十年をの 
書成を告げた b ◦その法大抵宽3:を主とし、全家邊 I :徙すの律を除き 
たるが如き、實にこの時の修 IH に係るものなり〇 

英祖の續大典は、谷條文の分離せしものを湊合整规せしことに於て、 
確に一步を進めたりと雖も、なほ瓜典辕典の編帙阑じ沪らす11’綾典以 
後の敎令も尠からざれば、悉く之を & 分 « 聚して 、その 條 K を明かに し、 
牴牾を除くに非ざれば、逍慽なしといふべ炉らす。足に於て，正»八年， 
更に副司莳金将鍈«6城府判尹鄭昌费、行江華府留守《璋等を»輯官と 
大典 看 I し、® 中樞念致仁を雲として.大典 i 六卷を 8 S せしめ，明年に f て 
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む。た > 舊史に京外に命じて骼を掩はしむるもの1二十七萬九百七十 
九處とあるは、或は諮張の報吿をなしたるかの疑なきに非ざれども、王 
の刑獄を愼み救恤を務めて d 慈の政を施したることは njl かなり。そ 
の小學訓義に就て之を SC 證し、三綱二偷行®を合せて五偷行實とし、鄉 
飲儀式、鄉約條例，鄉鼴合編等を作 b ,、 悉く之を刊布して、風を移し俗を易 
んことを務めたるが如き、皆先世の遺意に本づきたるものにて、亦善政 
と謂はざるべからす〇且廣 C 賢才を求め、多く忠臣の子孫を錄用し、そ 
の治を爲すに、名實を綜核し、民の疾苦を間ふを以て國を打つの急務と 
し、常(:人1:選び、暗行して地方の情狀を按廉せしめ、鄭晚鍚の如きは、命 
を 奉じて出で しこと、 前後十數回、ょくその職に稱へ b とい ふ。 

且，英祖 IF . 祖の時に至ゥて世態の推移、政治の變遷は 、c :ら制度の更改 
を促し來りて、官に坩減あり、式に沿革ある こと も 一なら ざれば•大典修 
正の必要を生じたり。蓋し大典の制定以後、旣に败回の補續ありて、肅 
宗の時には、受敎輯錄、典錄通考の親著あ-りし•か、英祖十六年、右逯政兪拓 

正 耙李柄時代 第 十二章 文化の 徇拥 四 八し 


四八六_ 

羅州に 懸け、 兩&:は湖南に分送し、兩脚は嶺南左右 1: 分送せし•か 如き、 そ 
の慘酷も亦甚だし、然るに敢て之を爲して憚らざる ものは，^ 俗の囿す 
る 所、 亦巳むを得ざるなり。されば其他の事に於ても、®來の方法に比 
すれば、幾分か S 減したるは疑な しと 雖も、なほ慘酷の ^ 風の存せしこ 
とは勿論なるべし。 

若し それ 雷異によ ゎて LL を^め、虹^ 1:よ b て ifL 言を求め r . - r - 炎 U よ 
b て雨を新るが如き、今 II より之を R れば、頗る*界の成なきに非すと 
it も、 當時にあ b ては、 固より闽 V - 思ひ民 V 思ふの M ;£ よ b 出でたるも 
のな bo 

.§$ 正 M も 亦英龃の後 1: 承け、 is 政を _ め、飢荒V」賑 し、 欽愴典則を作 > て 
杖•«»、&、箱、根等の刑具の制を nn かにし、厚大なるものを用ふることなか 
らしめ、字憧典則を頒ちて\バ：，乙兒、迸棄兒、«靑の说程を定め、疹疫れはる 
れば、諸道に命じ®方の通用すべきもの 5 : 進めしめて、その最良なるも 
のを選び、 »!• 外に頰示せしめ、又兩 ». 司(類 S 餅)に命じて、^ K を救療せし 
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課服せ ざることあらすといへるにより、 麻ち (: 命じて之を革罷し. il )] 年 
又銥刑 を除き、 十四年 « 穴を八道に頒ちて、地方刑を用ふるの濫酷を戒 
め、 又士大夫の 家、 私に刑を施す ことを 禁じ•十六 年、 法 W 及び諸逍に命じ 
て黥刺の刑具を焚かしむ、藎し黥刺の法は'之を行はすと雖もジ、の刑具 
はな ほ#するを以てな h / 二十年*刑 W 判書徐 • :?; 玉の言に よ b 、 全家 邊に 
徙すの# を 刑典中より 削除して、 杖徒を以て之に ^へ、 四十六 年、% 杖 *I 
問の刑を 除き、 四十七年、中聞鼓を雄明門外に 設けて、 國初の制を復し ^ 
の寃を抱く者を して、 之を槃て登聞せしむ。 

是等の事を見れば、その刑を恤ふるの道に於て殆ど至らざる ことな 
きもの、如し〇されども從來刑を用ふる典だ慘酷にして、凡そ逆賊を 
誅寸 ，る 時には*まづ頭を嘶 b 、 次に臂を斬 り、 次に脚を斬る は、 祖 { ;/; 以來の 
例なりし*>•仁祖の時，金 自點相 位 1: 居り•沈器遠を誅するに、まづ臂を斬 
り>次に脚を斬り*次に頭を斬りて、！ 靥慘 酷を極めれゎ、 英祖 M 尹志の m 
を誅する時に 於ても、 尹光哲は首級肢脚を谷地に馎示 L 、 李 H 微は矜を 

正紀李朝時代第十二萆文化の饵典 四八五 
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柄鮮通史_ _ . Si パ四 

に下して勸塍をィ筋め世宗の時刊布せし所の農家集成を刊印して遛く 
之を頒たしめ 王 親ら藉田を耕し、箱を刈 b 麥を刈るを' ia 、 王妃は親ら S 
し •及び繭を受るの藉を行ふが 如き、 式上の^に W すと 雖も、 勸奬に助 
,4 しといふべからす。且 、田租^減じ、 银逋を！ 5 き M 傩を M し、均役 M を 
設け、 節 n を ;^ 究 'L L V-C の法を行 ひ， 奴の貫を 減じ、 婢の贷を罷めしが如 
き、皆 AK を愛撫す るのこと 1:非ざる U なしり布帛尺を中外に頒ぢ 、大 
斗小斗を濫用す 6 . こと钇嚴禁せしが如きは*ょく法说を正すものなり0 
巫靦淫 «を嚴禁 して、 世を惑はし民を^ふるの弊を去ヴ、勸學の文を下 
して、中外に布吿 し、 親ら释■菜を行 ひ. 敎を諸道1:下して、鄉飮洒の禮を申 
明.4、節義を獎め，忠1:1科を設けしが如き、その風敎を勵す|: 於て、捭益す 
る所、 決して 鮮少ならざるな り〇 

M 獄|:於ても、深く意を留めて，その殘酷なるものを除きしこと»か 
ら t 即位元年旣 UM 膝は律になきの律なるを以て之を除き A 年經筵 
講宫の剪刀 ffi 牢の刑は甚 tr 酷にして、之を用ふる時は、寃枉の者と雖も 
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febo これ一には、滿洲の朝鮮に加へたる侮辱は， Hii 年”本の朝鲜に與 
へたるょり二層甚だしきものあり*又一には、上に#宗の英明なるあ\ 
下に宋時烈、李浣等の忠勇なるありしにょれりと雖も、當時一般の人心 
| に 活動的氣象 ありしことは'是に由りて 推察 せらるべし。この 活勤的 
氣象 は、 實に進んで他固 6 鉍 を 取り >内 部 の 改善を 阔る 所の JS 動力に し 
て、英恿、 正組の精を勵 まし 治を 求め、 率先唱導を務めた る も、亦 この ^象 
の*揚に外ならざるなり。 

第 11 In 英組正祖の 治績 及び大典の ^正 
英旭正 M の二打は李朝歷代の中に於て、寅にその類を!!;でその萃を 
拔 くものと いふ.べし。不幸に して 積年黧带の後を 承け、 その餘弊は容 
易に掃蕩するこふ能はざれば、その苦心の割合|:は、効果を收ること尠 
き •か 如くなれども， 一段の進步を なした る ことは 疑な きな bo 
兩駔の播嫌 英祖は常に節儉を尙び奢侈を禁せ し^;徒ら- 1 : 法令を恃ますして•身 
を以て之を率ゐ 、又 深く怠を農桑 U 用 ひ、 歲首に於て、 M ‘綸音を八逍兩都 

正 lei 李期時代第十二聿文化の 111 典 四八 3 
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者と いふべきものな 

その他 % 黄を*る ことは# i ホ 十年 ($ I ) 洪公男 H 本に他し、， V の法 
を學びて歸りし lb 始 i b 、 焰硝を教る ことは 7 C ; 來其方な きに 非ざれ 
ども、 功を用ふること 多くして、 得る所少な か b し •か’肅宗十八年(?| 把) 
金指南燕京に赴きし時•その方を求めて歸り、之を試るに頗る効驗あ-^ 
因て I 耆を著し‘名づけて新傅#硝方といふ、是より其 ri 遂に行はる，こ 
れ亦長を他國に取るものなり。或は又朝鮮人の尤も嗜好せる煙草も、 
光海十年 S ) 日本より傅は \ 張維は * として之を嗜みし ♦か、 その後、 人 
皆 之を 用 ひて 廣 く 世に行はる、に至れ bo 眼鏡も亦壬 M の «L に明人 
及び 日本人の使用せしを 見 ^ るよ 1 漸く 之を用ふるに至りし とい ふ0 
これ皆玻々たることに通ぎすと雖も、亦以て一世好^の漸次變遜した 
るを卜すべし〇 

仁*孝宗以後に於ける一般の形勢1:觐 るに、 滿洲の侮 ® を蒙りし宿 
怨深恨は* CI 勃として 抑 ふること 能はす、 北伐の計进は 、若々 步武を進め 
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i に充てたれば^不足ならんことを恐れて、人家 H 用に切なるものを除 
くの外，銅器を用ふるを禁せしこともあ b しが、渐然之を行ふに及びて 
は*不，足を吿ぐることなく•却て質易に制限あ b しによ b て•錢货濫造の 
患を免れたり。抑-朝鮮には m ' llj なき {: 非ざれども、世^の W 分銀は本 
國の產する所に非すといひて、明に貢せし金銀を止めんことを--»-.|ひし 
よ\內國に於て金銀の採掘を禁せし•か、 Jt (後、光海の頃よ b 銀を採るこ 
とありしも、甚だ盛ならす、*を採ることは、英 ffi の®より行はれしも、英 
一祖は之を禁せし程なれば、吹練の法も精ならすして、遂に之を廢せ5、正 
j 祖以後には、安邊より锅1:採りて、鍺錢に用ひしことあれども、その後亦 
|之を廢せ bo 蓋し纊山を開けば、他國に覬親せられんことを恐れて、政 
1 Till の採 S |府は常に'«制の方釺を採りしが故に，鍺錢の原料は、固よ5之を他_に 
资らざるを得 t: これ亦當時の事情より察すれば、已む V 」 得ざることな 
* るべし？思ふに仁組の時に當卜、金 is の如きは、柿•々の方' I & J に於て他阈 
の長を取 b て、內部の改善を圖りしこと鮮からすどれ實に文明の先導 

JT.I 祀李期時代第十二隼 文化の 後興 四 AI 一 
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辆鮮通 也— I ra 八〇 

b し•か、仁駔十一年( I 触 f ハ J ) 戶曹判書金起^の言に從ひ viv 平通®を鍺 
たりし は、 後世に於ける常平通寶の起源なれども、當時民間な ( i その用 
に慣れす、異論乂起りて之を罷め f 2 b 。 その後、金堉燕京1:使し15幣使 
用の情況を見て還\錢を用ひんことを請ひしを以て、孝^二年 as _3 
訓锞都監をして錢を鍺せしめ、之を西路及び其他の地方に行はしむる 
こと、なれり、されども数年にして之を罷め、た >渊城近傍にのみ行は 
れしが、肅宗四年(_|打”猶)に至卜、領潘政許積、左遂政權大迚等の通に 
より、年安監兵祭に命じて il を雄せしめ、又嚴1:私鍺を镔せ\是より後、 
エ曹、開城府、常平廳、訓練都啟、德戎廳等に命じて、續々鍺造せしめたり、開 
城は高麗の舊都にして、當時商*の中心なりしかば、是より使用の端を 
開き•終に全國に流通して、人皆その利便 5 : 稱せり〇是に於て、久しく粟 
布を以て通貨となし、もの、始めて貨幣を用ふるに至6、これ盘一進步 
といはざるを得んや C 

銘錢の原料は.®*を用ふ.而して 銅は=本 に、鍚は 燕 京に H 易して、 之 
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鳴火砲一部を 進獻せ 

仁祖廿 1一年 (卿 1^針科年.) 觀象 監提調金堵.使命を舉じて燕京(:入 b . 
しに’ 西洋人沿 若蠤の時憲曆 は、 崇禎の初よ b 旣に行はれて、その法前代 
に卓出せるを聞き、その諸書を_ひ歸 b 、 上疏して 其 法を行 はんこと を 
請ひ II 象 監官金尙范等をして•力を極めて講究せしむ、それより 十 年を 
經て、孝 i iK 四 年 (I 練| 針3 W 光)金堉の請によ-、始めて之を行へ-、足に 
於て歐洲の曆術始めて傅はり，舊法漸く變じた b 。 これ實に我邦に て、 
寶暦四 年 e 關行計料)始めて崇賴暦書及び時憲曆に因て作りし寶时3- 
戌元曆を行ひしより先だつこと 一]?零一年なり〇淇後.粛及び英祖 
の時にも、又膊法に多少の改修を加へたり。 

貨幣の鍺造は 、その 端を開きし こ •と久しと雖も•その通行は、序{ホの驳 
より始まれ XV 。 朝鮮の 初め、 朝鮮通 K ぁ' 又太宗の 時、 楮货を 作り、 世 m 
の時箭幣 を 作 〇しことぁりし も多く行は れ す、その後.宣組，光海の 時， 鍺 
錢の戡興りしも果さ す、 耍す るに 通货の主要なるものは、粟布に過ぎざ 

正 IGI 李 朝時代第十二 幸文化の 很典 四七九 
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て、その體裁稍前編と同じからざるものなり。又東史愆要(錄)東史钎網、 
(琳染)東史網目 (I J ? の如きも，皆赏時の編慕に係れり。その他、詩文集及 
び雜書の如き(:至 b ては JR I : 汗牛充楝も#ならす、亦•隆盛なりといふ 
ベし。 

第一 I 節 文物の輸入 

仁祖#宗前接ょ bM ; 氣の變遜と共に、文物の輸入するものあり、又他 
固の影蜜を受ることもあ b て、社會 H 般の事、異勘を生せ しもの 鮮から 
す，今その二三を寒げて之を示さん) 

朝鮮にて始めて 西洋文物に 接し、 且 JK - 法を改：止せしことは f :. M . 考{..小 
1洋文物の傳 の 時にあ b 。 初め陳 奏使鄭 斗 M の燕京にあるや、 西 ff -人陸芯*1诫 i 5 
I 邂逅して、 幾多の書籍器械を贈らる、仁祖九年 a f J ? 斗源の還るや、そ 
の贈られし治 M 躲起、天問路、利瑪資天文省、 遠 銥說、千里鏡說，職方 外 記.西 
洋國風俗 記、 西洋國貢 獻# 威大«疏 、各 二卷 、天文 阃南北樾兩 幅、：火 文度數 
兩幅、萬里全 H 五幅、紅夷«題本！、千里銪I部、 n» 觀一坐、自»鐘 f 部，自 
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粞野會 M 

«蒹室記浅 


海來琛史 


字號鄕貫官位等を略拏せしは、亦一棟の便法なり。朝野曾通は、金裁久 
の撰する所、編年 V 」以て事を記せり。燃藜室記述は•紀事本末鵂にして、 
次に各人の略傳を附し、別編には、制度文物に就き®を分ち'1之ヒ述べ， 
齿别用の*名を標記せり、その撰洛は誰なるか詳ならざれども、從來支 
那の史書に於て、此の如き體裁を用ひたるものなし*思•ふにこれ朝鮮人 
の獨創に出でたるにて•頗る進步せしものといふべし CX 海東释史 - R : 
2 t は，韓致？ i の著す所 、 It 紀及び星歷、禮、樂、兵 •刑、 食辑物產、風俗、宮室ぜ氏、1 T 
交聘、迤文の諸志、人物、：：：本、肅愼の諸考ぁりて、世紀は，三國の初めょり高 
醺の末に止まれ ども、 志考には 、李 朝までの事 V 」載せた\其材料は支那 
の書四西八十六部ゴ本の書二十二部|:據り、自圃の宵は、その考按の中 
|:於て稀(:切用せしのみ|:て，本文に載錄せす，恰も我邦の界稱：：：本傅 
VJ 分類整理せしが如きものな\是亦一柿-の體锃なれども.もし自他 兩 
國の材料を並べ列して-. , V の異同得失を W 究せば、今一 M の光輝を發慯 
すべし、その後韓钹書が撰せし賴編@丑 r 至りて は、 薄ら地理を考證し 
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々字を本として，大字十六 s， 小字十四 海を ^ 追せしめ、 二十年1: 成る、 s: 
を整理字と いふ， 又監印 所を改めて 鍺字 所と 稱せ しは、 國初の识號 (: 從 
ふなり。これ皆その編 35 の 書、 及び，での他の印刷 (: 供するものに て、 王 
の普籍弘布に -S: を注ぎたることを見るべし。その後鍺字所は火災 {: 
罹りた.れば，哲宗九年、左遴政趙斗淬の啓 U ょ〇、金炳赞等を鍺字主管と 
し、大小宇禅構字合せて十六萬四 ft 四十八字 1:作り、 逾餘の完字十七筠 
五千六百九十六字とを併せて，31字所 U 藏せしめたり。 

英駔、正*組の二朝に於て*その精を學問に勵 i し、文治を務めたろこと 
此の如し。されば上の好む所 T 皆之に傚ひ、«生學士の編箕に從小す 
るもの、亦甚だ多く、殆ど數ふるに勝ふべからす。今姑く其^史 (: 關す 
るものに就て•之を琪れば.胡野輯要 (y 針¥&會通(針*五)燃藜: 4C 記述01枚 
期誓 y =城5 S 如き， W し李朝史の尤なるものな'朝野 S は、2演 
の著す所、各朝に就き，槪略その年代を逐ラて m 蹟を叙し，問-伸記を挿入 
し，又各朝の末に於て，相臣錄，文衡»湖堂錄，淸白錄等の目を以て、其姓名 




ものを節 略して、 親ら批點を 加へ、 採輯 し - I 大學類義を作り、又三|7玆の 
後.思、邪なきの旨を得たるものは•たぐ朱子の詩な6とて、親ら之を選集 
して、 雅誦を作れり。又奎窣間は•王が東宮(:ありし時ょり廿三年に至 
るまでの御製辖寫本を進めしが、 41 :赉分ちて四粢とし、凡そ百九十一辐 
あり， 題して弘齋全 ^ と：！！ ふ、 弘齋は王の號 な\その後、 純祖十四年 (:至 
ヶて，内間は弘齋全書一 71 册を印進す。王の著述(: 當むこと此の如く、 
又その尊崇する所は•朱子學 にゐ b しこと も，是に!11りて明かなるべし* 
豈亦篤學敏求の人主といはざる ベ けんや0 

先籾1:於て，活字印刷 {: 力を用ひたる ことは， 旣に第五章1:述べたる 
が如くな りしが JF ; 祖も亦東宮にありし時，世 rr : の甲资字を木として、五 
萬字を鋳造せ しめ、 是を壬；3字といふ、元年に：牛安道验司(:命じ、甲进字 
を本として十五萬字を鍺造せしめ^年{:^構の谋を本として、八鹆餘 
宇を鍺造せしめ、十八年に、淸の四庫全書聚珍板式に fls ひ，字典の字を取 
りて*木刻の活字大小三十二莴餘字を作らしめ、是を生々字とぃふ，又生 

JT: 祀李朝時代第十二牮文化の復利 W 七五 
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めしむ、 H 省錐は.王が東一宮にありし時の H 記に 就て，毎：：： の課請*讁の 
亊を辊錄せしものなり。國朝«鑑は、世祖の時、太祖以後四朝の« 鐙を 
作りしも％ v の後 aR 肅^の時に•宜廟寶鑑あ b 、 英祖の時に•肅廟«鑑あ 
b しのみ にて、 その他十二朝は皆闕 け、 且英 M 五十年間の德業は、尤も記 
述せざる V からざる を 以て•金 fir 喆 、李 顧 源、 徐命膺等に 命じて、 定-, 1 鴆宗 
以後十二朝•及び英祖の*超を撰せしめしが、翌年に至りて成る，その書 
凡そ六十八卷.是ょり後續»あ b と雖も•圃朝寶鑑 Q 大體は、是に於て粗 
備れ bo 蓋し國朝寶鑑は、編年を以て 李 氏歷朝の 水を 記す と雖も、 7 C 來 
惠言善政の模範とすべきも.のを载するの趣.旨に て、 治舐興廢の事蹟を 
述べたるものに非ざれば，資治通 S とは、大にその趣を異にし、尙害を編 
年にしたる•か如きものな bo されば燕 山， 光海の如き廢4;の時代は、全 
く之を -« c 錄せす、その他に於ても、或る一面の-^を記せしのみなれば、歷 
史として之を觀ること能はざれ ども、 こはその香の性質上、かくあるべ 
きものなれば、決して咎むべきに非ざるなり.」七年、直提學»志佾は、王 
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五鶫儀 補、 喪禮補 縝、 列欺誌狀•國朝樂 章 ， »l 翁 昭鑑、 m 蒸昭篮諺 解、 a ? 朝赉墙 
錄、皇華 集、 綾光國志慶 Affln-lM Lll ほ f g 巧、¥の如きは、宵英祖の命じて箱 
輯せしものなり〇 

且英 m は獨り諸臣に命せ しの A なら中、その 自ち馔せし ものも 亦 多 
し.十七 年親ら大訓を 製して、 大廝に吿げ、二十二 年、 自洛編 ^撰し、王 親ら 
內外二篇を 製し、 李喆輔 、元 景 H 趙明履等を して 辐次せ しめしが、， V の 內 
篇.は身心を以て主と し、 外篇は監戒を以て+ とす、! fn して敎 を 下して日 
く、今ょり 後、 政令 言動、 0省編に 違ふものぁらば、 之，^以て陳戒せょ Ly そ 
の 益を求る の切なる こと*想 ひ 見るべし。三十 年、 爲將必钗 を 製して、之 
を 武臣 1:頒ち、 三十！九年 # 1 H : 問答を 製し、 四十年.祖訓を製して、世孫 1: 授 
け， 四十二 年、 小學指南を 製して、 諸^ [: 賜 ふ、 是等の中 (: は、 勿論諸 S の 手 
k 假 b しことなきに非すと雖も•多くは- E の親 all 出でしな b 、 その意 
を文事 U 用ふること.的に勒めた b といふべし。 

JH 祖も，亦ほ >英祖と軌轍を同じくし i 年、間 r . l に命じて， H 竹錄を修 

祀李籾時代第十二韋文化0後 W 四七 






籾鮮通史_ _ m 七 IQ 

なるものな從來典章文物の事を la せしものなき1:非す i 雖も、門戶 
科1:分ち，詳略互に興にして、一部锊通の杳あらざりしかば..-.' , 上は«輯靡 
を諛 け、 舉朝贺洪鳳澳，領中樞金相鶫、領遘政金致仁等に命じて、坶端臨の 
文獻通考に倣ひて、稍その M 模を改め、分ちて象棘、輿地、禮 、樂、 兵•刑、田賦、財 
用、戶口、市 箱、 選 * 學校、職官の十三門と す、 そ s 先後次笫を改めたるは、皆 
英祖の赛斷に出でたるもの1: て、 今•部凡そ W 卷，四十六年に完成せ b 、 こ 
れ實に當時官撰書 Is の K 堺にして、後 1 H : を裨益すること、亦鮮少ならざ 
るな り。 その後正祖の昤李萬速に命じ、十三門の外、物界. .K 审：土 系， 藝文、 
氏族、諡號、朝聘の七円を加へ、英祖四十六年以前に於ける氓寅の足らざ 
るものを追 lln し、又同年以後の > p . 實を給害せ bln しこの苫は枣太•王 I : 
至り、朴容大等に命じて， II に部門を改め、物異を象絳に、穴室を•輿地に附 
し，王系を帝系として氏族を之に附し、朝聘を交聘と改め、諡號を職宫に 
附し、正祖ょり以後光武八年に至るまでの>|5.1:給害し，十六門二百五十 
卷となすに至 b て•益1完備なるものとなれり。その他、 勘81 錄、春官志 ，續 
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編纂は益’.行 li れ、英祖正 M は、又之を鼓舞獎勵せしかば二層®況を呈す 
る 1 ;至れり。英組の初政 {: 當りては、裁論の軋様、甚 rr 撖なるが爲めに、 
十分その力を文事に用ふること能はざりしが，後來稍餘裕の生する {: 
及びては.專ら精神を此に傾注せしもの、如し。さればその初(:於て 
は、四年に、文學趙顯命に命じて、祖鑑を撰して、東宮に進めしめ、六年に、大 
司成李徳壽に命じて、肅廟寶鑑を撰せしめしょり，その後久しく足等の 
事見えざりしが，二十年に至りて、小學の畜は、その平生嫜信せし所なる 
を以て、世宗の思政殿訓義に倣ひて■、儒に命じ*解の下に分釋して、小 
學訓義を作らし め、 又五禮焫 は、 成宗以来之を遵用せし が、 その後因革損 
益ありしも，た >禮曹の記錄に载せたるのみ(:て，整现せしものあらざ 
るを以て、大提學李徳毒、藝文提舉李宗城等に命じ，續五臃依を作らしむ、 
三十年<:は#齟の時撰せし兵將閩說は、中葉以後、五取門を設,?.:する(: 
及びて，全く實用あらざる k 以て•五軍門の將 eu 命じ、今の營制(:據り 
て、籀兵將圖說を撰せしひ。東國文献備考の編纂に至りては，更に博大 

正祀李 朝 時代 第 十二年文化の 馑典 四；九 
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四六八 


なきに非すと雖も•大抵趙黄永が、近來燕京ょり來るの書，その緙術は、箋 
注を剡裂,し考訂と號して、理と袭とに於て- U て 晦し•とい ひて評せし. か 
如き風潮1:て、之(:耳を傾くるもの甚だ尠し Q 

技 114. 抑ふ 又技趣の上に就て之を見れば，その壓抑 k 加ふるこ i , t も甚だしき 
ものあり。正祖二十年我|¥搂院は，分司を廒州 eJa Tr 設けて、雙器を 
番造せし|:，其巧なるものは、空潔胞玉の如く{:して、之を甲播といひし 
が、？ E 其財を.糜すが爲めに，科條を設けて之を禁斷せ bc Jl - 後開臣に接 
するに及びて，適.御膳を進めし|:、皆苦窳の器を用ひ-;:れば:+:之を捎し 
て日く、〗 V ?を以て敎ふるは、身を以て敎ふるに如かすと。嗚呼*これ一斑 
に過ぎすと雖も.その意向旣に此の如し、特に發達の道1議せざるのみ 
ならす、務めて之を汚下に導かんとす、宜なるかな、 H 越^術の=に迓頹 
に趨きしこと、これ蓋し節儉の徳1守らんと欲し：し，その法を汊りしも 
のなるべし C 

i されども大勢上ょ b 之を見れば，文化0進歩は，日に後1:して、書躇の 
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正 fc 李朝時代第十二箄文化の後典 


四六七 


旨の中に於て、縝傳を觝排し.章句を移易すといへること VJ 以て、其昴案 
とせし程なれば®等の說は、終に學界の風潮を變するに至らざりき 

英祖 1 EM の頃に至りては、學問の旺胳なること•前代に估?£し、殊に正 
通は深く朱子の學を#奉せりと雖も、その流行せしもの、多くは詩文歷 
史等の學にして、理氣性命の說の如きは、稍衰頹せしもの、如し。され 
ども禮學に至 b ては、なほ|般に重要視せられて、續五禮儀、输五禮依補、 
喪禮補 編、 鄕〖飮 儀式、 鄕約條例、鄕躇合編等 0 官撰ぁり。又純祖の 時、 護軍 
李祉永が•五禮通編を進めしは、亦正祖.の命を受けて撰輯せしものなり〇 
その他朴聖源が李彥迪 、金麟 厚、 李浞等•以下三十餘家の禮說を聚めて、禮 
疑類輯 (I smT 作り、四禮便農 e 四硝輯•要 S 钱)四 Is 撮要 (13 四禮纂 
說 ® 文)の如きもの^々世 {: 行は れ、 又純祖の 時、 惠嬪洪氏及び世子の服 
制諭に於て粉々たる•か如きを見ても、臁論流行の賒焰は、容易(:滅必せ 
ざる ことを 察すべし。 

淸儒考證の學に至りては，その後金正®の如きもの、之を講せしこと 


學流行す 


禮寄大1:世1: 
行 ( t る 


考®串行はれ 



款、近日不靖の一大關捩たり±は孝廟に關し X 先朝®に涉りて^非促 
じ 易き は 9 S 說 U 如くはなし.故に必すこの一款を取 ぐれば^ 上を钱動 
し、 前後禮を讅するの KI を 一網の中に打茧すべし とある (: て明かな り 0 
かく醴論が 、黨派 問題 1: 利用せ られた る (: よりて 、 Is 學の流行は"益 t その 
度を高めたるが如し。元來恭敬辭讓より出でたる鱧 ♦か、 爭論 (: 利用せ 
ら る、1: 至りて は、 その 本を失へる こと も亦甚だし、 これ a 朱學碰 h よ 
り生じたる流弊1:非す や。 

11味子の我 是時に當 りて、 獨り朱子の說を_せしものは尹舐な字は希 伸、 白 
湖と 號 K 聰明にして文を能くし、裳て理氣の說を著して，李況•李班を斥 
け •中庸章句を改定し、又孔子を饑謗するの語を以て ± を大欺殿下 (: 試 
みしが二時之に風靡して、尹宣«尹 括、 及び朴世免等の如き少論の徙 は， 
鎬の說を S 崇し，殊に世堂は、思辨錄を作りて、朱子經苔の注說を攻擊せ 
•しことありしも、その重き 1:禮論に R くことは、 他の at 家と II なること 
なき.なり。その後 箱派の關係より して， a 宗は尹鎬に死を賜ひ•その傅 
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$ A ) 腌記 . le 疑 等ぁ b て •廣く 公私の間に行はれ、 東方禮 家の大成と稱せら 
れ、遂1:文№1:從 * せらる、に至る"蓋し朱子は諸經の注を作りしと 
錐も Is 書に於ては、晚年に至りて力を用ひ、未 rr 成る r - 及ばざる を恨と 
せ$0是を以て、當時程朱學の耸崇せられしょり、朱子の逍志 k 継ぎて、 
深く)|@學を講究するは、朝鮮人の古.來ょり形式を^尙する^惯に，尤も 
適合したることなれば、一般學者の間に於て、路學頗る流行し、金 li 生の 
如きは S に之が代表 ^として 現は n たるものなり 0 

是ょ b 後、顯^1肅宗の頃に至りては、黨派の紛牮極めて#なりしが、老 
論の領袖宋時烈は、即ち金長生の門人にして、亦® I る禮論を唱道せしも 
のな bo 而して當時黨論の題目として ^ ふものは，大抵禮論 なること 
は、第十一章1:於て、旣に之を述べたり。これ固より谷-その U する所を 
是として爭ふこともあるべしと雖も*には又鱧論が採論の題!1とし 
て、他の*派を排枬するの用に供するに於て、尤も便利ないへるこ 
とも、亦事實なり。そは肅宗の時，持年李秀彥の上疏に、禮を遂するの一 


正*1李籾時代第十二韋文化の fsw 
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bo 是に於て、 朝廷の議論は •二派に分れて之を爭へり、追崇 1: 主と する 
も S 、 李？之基せしょ i 3.5之を主張し、也嗚吉從て之を 
扶植し、をの 反對せし ものは， 李 廷龜、 鄭經 世、 李元 S 、 金尙憲等に して、 張維 
は初め追崇を主，とせし も •後に至りて之 5 : 非ふせり。この 時、朝 SS は多 
く追崇の說を賛成せざ b しかば、仁®も初は少しく猶豫せし•か、後には 
榛 めて 强硬の 手段を 轶 b 、 その) X 對の ものを g け、 遂に迫 耸 して 王と な 
し、 元宗 と號し， 大麻に 入れ、 殆ど歷代繼統の酋主と同桡なる待遇をなせ 
bo この間に於て，或は この 問題に ょ bTx 主の； ffi を迎合し、 そ 0身の 
榮達を 求め、 或は名譽を要めん•か爲めに K 對の述論を主張せしものも 
ぁ b て、必中しも純然たる學術上の遴論には非すと雖も «[ 論•かいかに 
當時に重要視せられしかは、是にょ br 明かなるべし0 
金 &牛：の M 學 當時禮學に精通せ る 1:以て聞えたるものは金長生な \-£ 生 字は 希 
元、 沙溪と猇 し、 仁組九年 卒す、 * ft * て李珥に學 び、 玩索践雁、交 •その 力を 致し • 
晚年意を 16 害に麻らにしざの著す 所、 実躔備要 (i) 家禮輯 s si ) 疑艚岡解 • 
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をいひ、#設とは、同一の人を數馆處に*るものな bo その後、英祖も亦 
その禁令を行はざるものは•道 C 1 守令を罪し、十七年(抑 fJJu は、飼院三 
百餘所を 毀撤 して、益，制限の方針を 取6 しも•當時の風潮、 全く 之を 抑 ふ 
ること能は t 遂に橫暴なな院懦の巢窟となるに至れ bo 

學問.は、大抵程朱を宗とするものにて，成宗以後に至5、次第に精 微 に 
趨きしことは、第 七 章第西節に於て、旣に之を述べたり〇その後にあり 
ても、程朱を宗とすることは異ならすと雖 も、 その學風に於て は、 多少の 
變勤 V 生じ、 禮學. の流行尤も盛な b 。 

禮儀上に於ては•古來ょ b 頗る意を用ひ'李況.李餌等も、皆之を講究 
せしものなれども、之に就て議論の盛に起りしは•蓋し仁祖の頃ょりな 
るべし。仁祖が•その生父定逮君浮を待遇するの顔を讅する昨、金•位生、 
朴知誠等、皆徵されて京に入りしが、金畏生は叔姪の關係なるべきこと 
を論じ、朴知誠は父母の is を以てすべきことを論じ，李袭吉は又疏を上 
\之を，追崇し，て廟に入るべきことを論せ b / 李義吉は朴知誡の門人な 

正紀李朝時代第十二韋文化の愎利 四六三 
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て、紙典を硏究し.道義を講罚する所なりしが、その後、遂に朝政を謎する 
に至り•凡そ朝廷に一人の叙拜ある時に常り at 人衆槊に適はざれば、遴 
淪沸騰して、叙拜することを得ざる 1: 至る、是を淸遴といふ。され lr 大 
R 若しくは王族外戚と雖も、亦淸猫を畏れて節操を廒勵せし•か、後には 
私怨を以■て、互に相攻擊し*派をなして^ふこと、なれり。 

害院の起原は、士宗、中宗の頃|:ありと雖も、明宗の時、:?!:基(§|)の臼雲 
sgi j 洞書院に.紹修書院の涅を賜はり、書籍を頒降せられしょり、賜額書院 
なるもの起りて，世に®街せられ、足ょ b 漸く.害1%陸典の越を開きて、考 
宗，顯宗，#宗の頃には、次第に各道に®建せられ、一道1:凡そ八九十の設 
ありて、南方慶尙道の如きは殊に多く、全國を通すれば、その幾 II なるを 
知らざるに至る〕かくて書院の碰なりしより，鄕校の懦生转之 U 歸し， 
良民の役を避るもの•皆院俣と稱し•その他稀々の弊雄も多かりしかば • 
考宗•願宗，黹{ VI ;は、杳院の私建*設を禁じ•地方官の私雄を禁せざるも 
のは罪を論することとせケ、私建とは官の許可なくして私に建るもの 


#院の堰加 
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第十二章文化の復興 

第|« 學校學風の變遷及び書籍の®修 
黛派の軋鑠尤も盛に して、 弊害も亦尠 からざり しと雖も 、これ 舉竞、風 
r-fc ul & gm 氣開發の致す所な れば、社 曾の 大勢は、自ら進步の 傾向を 耵し ^ M # 宗 
以後に至りて は、 一般に活動的氣象を帯びた り。この 活動的氣象は、各 
種の方面に見 はれて、 或は*派の吡鑠 となり、 或は舉問の* 達と な b , 或 
は政治の開展 となり， 種々變遷の形迸を呈し來りて' 旦袞頹 (: 向 ひし 
文化は•遂 I :英組 、正 組の頃1:至りて、再び隆硌の速に^ ひにり〇 

學校は、從來成 均 館、四學，及び鄕校 等の設ぁ.りて ±人、 學を修 むるの所 
となし、其 他は 直ちに師門に就き敎を受 ることなりし •か、後世書院の隆 
興するに及びて，有爲 の ± 之に 趨 くもの衆く.人材は 俜この中ょり出づ 
㈣ ||性 1 る こと、なれ り0書院は、もと先'依の逍迸に就き，廟を建て、之を祀\ 
其徒の 名 ！^あるものを選びて、その事を主らしめ、暇：：：に a 此に會然し 

正紀李朝時代第十二孝文化の播興 



四六〇 




を叙せんと欲せば、必す四黨の屮ょり.平杓に候補求を出し，て、之ヒ採用 
すること、なしたれば.四 m の裔族たるものは、口1:一丁字なしと雖 も， 
自ら士族と稱して 、間 里に横行し.坐ながら仕官を取 b ...' u 顯に締結し，そ 
の人民に對 t る、剝莾凌虐を攢にするも•法»その身に及ばす、無限の權 
利を布して，之に抵抗するものなし。'而してこの熬人の根搡とする所 
は書院にして'たび書院ょ b 墨印を捺せし命令宵を發して，祭^錢を 
徴收する時は、如何なる者と雖も、必す囊を傾け*を竭して•之を出さ> 
るべかす、これ登堪ふる所ならんや。 

大院君の權を 執る 時に及び、老論最も®にして少論 ，南 人之に 次ぎ、 小 
北は尤も 微弱な り〇大院哲は ，もと 南人の家1:生れし ものな b し •か、 深 
く m 論の弊を 察し、 嘗院を毀ち院儒を 逐ひ， A を用 ふること * 派に拘ら 
ざり しかば、始めて舊來*派の名目を一掃す ることを 得たり 〇されど 
もその I 掃せしものは*特に*派の名目のみに して， その 軋鑠傾排 の實 
に至 b ては、 決して®滅せざ るな bo 
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供！ Riai v 1: して， ^逆を以て廢黐せられたり0 

正組の時も、 大略、 英祖の時の如く、その勢力を得たるものは、老論なり 
しが、他の諸黨も，多くは沈默を守りて、一則朝の嚣々たるが如くならす、こ 
れ蓋し正祖の英明を憚りて、一時屏息せしものなるべし。されども八 
九年の頃ょ b して、 i た分带の兆候あ b しかば，知中樞沈戥之は、深く之 
• を爱ひて正祖に吿ぐ、正祖乃ち鱟之をして.密に調停の K に任せしめ，又 
奉朝贺令致仁を領 m 政として、力を38停に致さしむ 0 その後|:も] 11 齟 
は堅くこの方針を守り、その寢室に題して^々：牛々^といひ、た V 人才 
一を用ひて、同 K 協蒗の實を_んことを務めたれば、英祖以來調妗の政策 
I は、正 祖の時に 至りて、 幾分かその効を收めたる•か如し。 
i されども英祖の末年ょ b 端を開きし外戚の¥恣は、純祖以後に：卞；り 
:て^，甚だしく 、 S 派の蹦 係と， 互 (: 糾結錯綜して•無窮の 弊^ をな し、 如何 
なる 調妗策 も、 根本的 (:« 派 (/:) 陋 W を 一 M する こと 能 は t 老淪 、少論、南 
四 K 7 K く？ 人、 小北の四蕉は 、其 後永く存立せ り〇 當時調停の方法として•凡そ一官 

•11:紀李明時代 m 十一章浼谣の钆鑠 四 JI 九 
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洪 sf 大將 百方力 V 」 竭して、王躬を保謹せしものは、宮僚洪 圃榮なれば、國榮 は 世孫 
代理の時ょ bM る事を 用 ひたりしが、その王位1:即くに及び，益-之 s : ^' 
任し、 - K * として之を擢んでて承旨とし、又別に衍衞所を設け、5一榮を大將 
1 の w とし、禁旅を率ゐて宿庇せしめ，遂に政權を舉て之に付す、これ 世 道の 始 
な b 、 世逍とは俗語にて、政灌を掌捤するものをいふ〇蓋し111僚及び K 
間の情狀を聽かんが爲め、人 i *: 直ちに庶司に接せば^權の陵灭せんと 
する恐あ故に世道を E きて、その申违を掌らしめしなり。されども 
かく實權を與へたれば•をの人卑官 散 職にぁ雖も、領遴政以下、皆命 
をこの人に聽き、軍國の機務•百官の狀泰 •、皆 圭づ世道に咨て、後に王に奏 
し、 王も亦世逍に詾て之を決す，是故に威鹂與你、意の如くならざるなく， 
一國を舉て、世道に奉事すること神明の如し〇國滎世逍となりしょり. 
利を嗜み功を貪るの 徒、 風を祟みて趨附し、勢焰天を菜 じ •その妹を宮中 
に納れて元嬪とし，王妃金氏を傾けて之に代らしめんとす*その專橫系 
戾なること•鄭厚謙 U も膝りたれば、世人之を大厚謙と稱せし•か •四 五年 
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籾鮮通，史 西五六 

孫に上りて•宮僚を指斥せしむ。蓋し徐命善は，上珐の後•王に對して世 
孫が 洪鱗漢 の三不必知の 說 にょり 陳疏 せんとするこ ilr 宮僚1:聞き 
しといへる5:以て、宮僚•か内言を漏洩するの罪を文致して、世孫の羽焚 
を一網打耋せん A 欲せしな b 。 沈翔雲は、その先世、益；22が、金一鏡、尹就 
商等と 交通し、罪を蒙 b て死し、且妄りに其父の養家の關係を改めたる 
ょ卜、世の擯斥を受けたるものなれば、只* 鄭 厚謙に 諂 W して、この 蓮動 
をなし ゞ が、遂に絕島に M せられ、尹養厚も亦®せられたり〇尋で執義 
申應顯 は、 上畨して 洪鱗漢 を誅せんこ i を請ひしも-從はれ•さ b しが、形 
勢旣に此の如くにして、洪麟漢の黨は、率ね勢力を失ひたれば、五十二年 
fitf ■« 英祖の農ずるに及びて•世孫赫は•恙な'、王位を践むことを得 
た\是を正胤とす0正祖は)もと正宗と號せしが、光武三年;15追改 
して正 M と稱せり0 

正旭の位に卽くや、直ち|:鄭厚謙、洪鱗漢5:竄し、尋でその黨尹若沏、洪 
相簡 、李 敬 彬•李善海 •閲 恒烈、李 商 格、洪趾海等を鞠して、或は誅し、或は货し 
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洪麟潢は、洪鳳漢の弟にして、世孫の生母、惠嬪洪氏の叔父なれば，意望 
淺からざ b しが、 その 人となり貪暴無譎な b しが故に、世孫は 素ょ〇 之 
を鄙しみしを以て、頗る怨望を懷け bo 時に鄭厚謙は妖邪傾險にして， 
宮中にぁ b 、 其養母和緩翁主(賊|第 T 共に、王の語默を伺ひ、威福を擅に 
するを以て•洪瞵漢は之と結託して、聲勢をなし、が®孫の英明にして、 
他日己が罪を被らんことを恐れ、洪趾 海、 尹養厚等と結びて、 H 夜に飛語 
を造り、世孫を傾けんこと1謀 b し時に當りて，この代•歌の敎ぁ.〇しか 
ば、大に驚惶して、百方妨害 V 」 試み M 議政韓翼罾も、亦之 S : 赘成せり。 

是に於て、代聽の事も、上下相持すること十有餘 n にして、 未だ發表す 
るに至らず、人心掏々た b し•か、前參判徐命善は•上疏して洪麟漢、禅翼- ¥• 
を論駁せ-^因て王は徐命蕃•か衆人依違の間に於て 1 $ 慨身を挺して 
忠誠を 竭 すを嘉み し、 特に都總管を 授け、 韓黧蕃 、洪 麟漢の職を罷めた bo 
かくて妨«運動も、終にその効を奏せす、世孫は代 b て庶政を聽くこと 
、な b . たれば、洪鄭原謙等は又尹養厚と謀6、沈翔雲を募り*を世 


紀李期時代笫十一韋黧派の II 嫌 
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英砠世决〜し 代 b て® C を 聦き、國 事を明 fl せしむべ し、 老論少論の 如きは、 沖子の當に 
めん i - r 知るべき所なり、 吏 判 兵判の 如きも、 亦 知るべき所な b と* 左邊政洪麟潢 
は、身を挺して之に對へて 日く、 東宮は必すしも吏判兵判を 知る に及ば 
す， 必中しも老論少論を 知る に及ばす、又必すし も 籾事を 知る に及ばす 
と， これ首として 之が反對の湓見を表せし なり 〇又金& 柱は， 戚1?.を以 
1 柱て 威福を擅に し、 廣く潘與を 布き， その從叔金漢祿 は、 m 柱•か爲めに防に 
死黨を慕 りて、東宵を危ぅ せんことを 圖 り •余 鈍 秀も亦 大以 を以て， その 
謀を同じ C し、 之に趨附 する もの甚だ多し lit 孫の弟恩彥君铟、恩 13 君禎 
等の共に濟州(:謫せられしも、蓋し之♦か爲めなり〇是時、副提學命時粲 
は、深く金漢祿等の所|爲を M みて、これ畢党、戚里相軋り，權を失はんこと 
VJ 患ひ，後の禍を慮るの心ょりして、この凶闽をなすものなり、早く之を 
辨せざれ •は、 ^ 社を 如何せんと いひしかば、漢祿は之を聞て甚だ怒りし 
も、 金時粲を锄かす こと 能はざるのみならす、をの邪謀を逞しくするこ 
と能はざりき0 
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bs 咽して之に吿げて日く、予三十餘年の苦心は•唯朝廷を調相するに 
あり、今日の世、當に熙璺の蓀の隙を伺ふものあるべし、汝囿く之を守り 
て、變する ことな かるべしと、 これ 豈英祖が典情^吐兹して、世孫を赘戒 
せしものに非すや C 

抑*黛审の激烈を極めたる後に於て傷平論の起る ことは、 自然の順序 
1:して、英祖は正 U この時機に遭遇せしものなり〇されども英祖が蒗 
平を襟榜せしは、當時比較的勢力ある老論ょ5之を觀れば、即ち少淪を 
保護す る こと、なるものなれば 、老論 は之を以て忠逆分れす、賢邪浞 m 
するものな りとして、 奉敎李 S !! 輔 、說書 兪最 基、 Ji 善申嗉等の 如き、 疏を上 
り3:牛の不可なるを論するもの尠からすして、調停は容易に効を奏す 
る こと 能は•さるのみならす、 老論、 少論の外 1:も、 南人*小北 ありて、 71: (: 爭 
ひしが、この四黨は益，潰裂して、終に八九神となれ b とい ふ。 

五十一年に至 b て、 英祖は年旣に八十を 過ぎ、 氣力漸く袞へ 、花 機に酬 
應すること能はざるを以て、諸大以を召し、敎を下して：3 く、沖子$:して 

正紀李朝時代笫十一隼黨》の軋眯 四五一11 
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蕩平の敢文 


缝王 i 


されば即位元年 a 補正)まづ敎ヒ卞して，朋«の弊は人を逆戢(:琪る 
こと多ければ，その流窺せられたるもの、中には、寃を抱くものもある 
ベければ、轮曹は潘平1:之を收用し、群踣•は皆薄 W を祛け公平を務むべ 
きことを吿示し、十七年、朝廷の朋黨は、みな is 選を^ • ふ 1 :起 s VI 以て、吏 
曹郎官が.通淸を主張するの弊を 革め、 弘文館の回 ag を罷めて圈點とな 
し、召試の 後、職5: 付すること、 し、 十八年王親ら周而不 ib 、 乃 « 子之 心、 比 
而不 JT 裳小人之意、 Q 句を 宵し、 碑を刻して泮水橋上に建て，二十三年、左 
讅政趙顯命と調翔を論じたる•か如きことありて•その黨帑を戒めしこ 
と*にして足らざるな 50 殊に三十九年に於て、世孫に*げし. S の如 
きは*にその苦心の容易ならざるを見るべきな bo 

初め英組は 、# 章 世子早く薨せ しを 以て， 笫二子恒 を立て、 1 H ; 子と す， 
却ち 莊獻世子 BH ++-A 5 SII 於、はが 一 ft - yi W 3 なり、三十五年、又椬の第一一子私 
を冊して 王 世孫とす〇世孫は聰明に して 學を好みし かば， 英 « は甚だ 
之を饈愛し.屢-召對して¥を講じ遊を論皆しが，その宋鑑|:講する|:因 
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り、 嗚咽して 之に 告げて 日く、 予 三十餘年の苦心は、 唯 朝廷を調#する に 
あり、 今 U の 世、當に 熙豊の黨の隙を 伺 ふものあるべし、 汝固く 之を守り 
て，變 することなかるべしと、これ 豈英祖 が 典情 ?:吐露して、 世 孫を赞戒 
せしものに非すや〇 

抑*黛审の激烈を極めたる後に於て薄平論の起ることは.自然の順序 
にして、英祖は正にこの時機に遺遇せしものな.〇〇されども英祖が蕩 
平 1 :襟榜せしは、當時比較的勢力ある老論ょり之を瓶れ irJm ち少論を 
保護すること、なるものなれば，老論は之を以て忠逆分れす、 , B 邪浪沿 
するものな b として、奉敎李 lifl 輔、說書兪最基、 K 善申嗉等の如き、疏を上 
り蒗平の不可なるを論するもの尠からずして、調停は容易に効を奏す 
ること能はざるのみならす、老論、少論の外にも、南人/ h 北あ b て5:に爭 
ひしが、この四黑は益 I 潰裂して、終に八九秭となれ b といふ。 

五十一年に至英祖は年旣に八十を過ぎ、氣力漸く袞へ、孢機に酬 
應すること能はざるを以て、諸大臣を召し*敎を下して日く*沖子をして 


正 i » d 李期時代第十一韋黨®の ILli 
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蕩平の敢文 


找1 


されば即位元年^娜正)まづ敎ヒ^して、朋黧の弊は人を逆煞に琪る 
こと多ければ，その流 m せられたるもの、中には、寃を抱くものもある 
ベければ、轮曹は貉平に之を收用し、群 G 1 は皆葙習を祛け公平 V 」務1/ベ 
きことを吿示し、十七年、朝廷の朋黧は、みな淸選を卞ふに起る V 以て、吏 
曹郎官が通淸を主張するの弊5:革め、弘文館の回 3 S を罷めて圈點とな 
し、召试の 後、 職を付すること、 し， 十八年王親ら燜而不 ib 、 乃社子之心、比 
而不 I 周、宴小人之意、の句を*し、碑を刻して泮水橋上に建て-1十三年、左 
謎政趙顯命と讕和を論じねる•か如きことありて•その黨皙を戒めしこ 
と 'にして足らざるな bo 殊に三十九年に於て、世孫に ft げし . 1の如 
きは*にその苦心の容易ならざるを見るべきな bo 

初め英祖 は、 孝章世子早く薨せし を以て， 第二子恒を立て、 iH ; 子と す， 
邱ち莊獻世子 ( s - Assll&.s % viW 3な\コ不五年，又椬の第二子祐 
を冊して王世孫とす。世孫は聰明にして學を好みしかば、英麗は甚だ 
之を鍾爱し•屢-召對して•學1:講じ道を論也し が， その宋鑑を講するに因 
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隨ひ處に 因て， 萠芽の發生せし U 遇ぎ •さるな bo されば英*は、®くま 
で之を芟除 せんこ LJ を務めたり し •か、是に至りて、粗 その 功を 畢りたれ 
ば. 儒 臣に命じて ^ ftl の始末を® せしめ， 名づけて阐義.昭鑑 とい ひて、 そ 
の方向を明に せり 

されども少： a 麄く邪なるにも非す•老論遨く正なるにも非ざれば，か 
く少論の叛黨を誅戮する時に當 b て、英祖は老論少論並び用ひて•李光 
佐の如きは、十^餘年間•相位に居れり〇苏後三司の啓にょりて、趙泰 #• 
柳風輝、 m 錫恒 tr 皆官爵を追梵せしも李光佐.趙泰億は律を施すは過多 
な bi て.從はざりしが、尹志を誅す るに 及びて、趙尜#,柳風呷李師尙、ヂ 
就尙等は•諸賊の根抵なる?:以て.逆律を追施し、李光佐、趙泰僚等の官を 
追邾せ bo 英祖の處故は、大體ょ b 之を觀れば、結局，少論を抑へて老論 
を揚るが如くな b しも、當時兩黨の情狀 vj 熟察すれば S 實に已むを得 
ざるの - r とにして、その 本 ; g の#する所は^平の政を布きて、兩黨を調 
停す るにあり〇 

ir ifel 李两 B # 代笫十一 隼黨通 の 軋鑠 四五一 


Digitized by Google 


Original from 

UNIVERSITY OF MICHIGAN 



I 朝鮮■通■史 ■ _ 四五。 _ 

あるもの、如し-〇初め金一鏡の誅せらる、，尹就商は、その熬を以て 
拷掠せられて死し、そ.の子志は！ I 州に京せられ、日夜朝廷を怨みしが p:/tr 
に 至り、 會を羅州の容館に掛けて、人心を勸搖せんことを圖れ り 〇監司 
趙：宴逵之を伺ひ知り、尹志等の疑ふべきことを啓す、因て王は尹志等を 
拿して.之を鞠問せしに、をの謀に與りしもの、志の子光®李 H 徵、李孝植、 
林國薫等の.徒頗る多し、乃ち尹志は大逋の律を施し•光哲及び李夏微等 
は•皆之を洙せ bo 因て%文を中外に頒ち、討逆の慶科を設けしに、沈 ) ill 
衍の呈する所の文字、領る%恃の言あ bffli 衍は•李麟佐の黨、沈成衍の弟 
なり， 乃ち之を鞫問せしに•尹志の族•尹惠•金一銳の孫•道 成、 及び妾夢 協、 柳 
明斗等、皆 その 謀を同じくすといふ。その他金寅濟 、李梭、李 位、申致雲•朴 
師緝、 柳壽垣等の 如き、謀 逆の罪を以て誅戮せられしもの、 亦甚だ 多し0 
要するに、企一錄一派の勢力は、その根柢頗る深く，內外に盤結して、容 
易に拔_去るべか^>-ざるものあ bo 是を以 て、景宗以 來 三十餘 年間1* 
於て•幾回 i なく起 b し遒謀の！# も， その豚格は*<1貫して、たけ時に 
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別に兵を庚尙逍に起し•居晨練 I ) ょ b 進みて、熊輔は知禮 s I ) に向ひ、希 
亮は茂朱 ® Mir 向 U んとせし v 善山府使朴弼健、見陽郡守禹 S 亨等、兵 
1:發して之を討じ*亮•熊辅 t 斬る。是に於て、吳命恒は兵を收めて凱 
旋し、熊 轜、 希亮等の首級を獻す、王親ら之，を慰勞し、 李麟 佐、權瑞服、李思战、 
南泰微等を斬に處し•奮武功 KH 十五人を錄して•吳命恒を一等とし、海恩 
府院君に封じ、朴镋新，朴文秀等を二等とし、报奎瑞には、王親ら一絲扶鼎 
の四宇を耆して之を.賜へ bo 

李鳞佐の M は•旣に平ぎしと雖も、 その 餘黨の潜伏せ しもの、 尙未だ滅 
息せず、六年、羅弘彥は、廢宗两若しくは垓を推戴せんこと5:謀れり、折垓 
は，糖に誅せられし福 14 呑楨、福善苻枏の從孫な り， 事覺れて皆誅 せらる0 
廿四年、又權嫌、權嵇等は、妖書を驪川君增の家に役じて、その非分の心を 
勤かさしめんとして、杖 « せし こと2)り0 

かく不穩の暴動は、#-起りしと雖も，皆微 々たる もの(:して、何等の大 
事をもなすこと能はざ b しが、三十一年^ j 尹志の變に至りては、稍根柢 
正耙李期時代？ 一箄黨 派01軋 嫌 
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_ 籾鮮通史_ _四四八 

は.內に應 じ、 四年三月を以て•京城を犯1ぺ小室密璺哲坦を推戴せんとす。 
時に舉朝贺机奎瑞は 、退て 能仁 ( g « l : あ b し•か、 之を聞て大に笟 >、急 に 
馳せて京城に到 b 變を吿 ぐ、 英組乃も兵曹判書吳命恒を四路郤巡撫使 
とし，朴文秀.趙顯命を 從事官 とし、李汝埤朴東樞を後援と して， 之 V 」 討せ 
し if 。 

是時'李麟佐は、旣に揹瑞風と兵を合せ，喪ポを以て兵器 tijc せ，潜に淸 
州«|0城中に入 b 、 兵使李風祥.軍官洪霖を殺し、又钹營に入 b ,« 將南 
延年を執へて之を降さんとせし•か、延年は毅然 i して M せざ b しかば、 
遂1:之を殺し、李鱗佐は自ら大元帥 I 稱して、權風瑞 V 」牧使としボ天永 
を兵使と し、 朴宗元を罃將とし、傲を列邑に傅へて•兵馬を召聚す•而して 
李蹐佐は進みて镇川 alr 至り、兵を分ちて 一 I なし*隊は竹山(鼓* 
に向ひ，一隊は安城3)に向へ6。時に吳命恒は振威13)に至\稷山(:向 
ふと锞言して、密に安城に至り、一戰して之を破 bx 竹11]を攻て、斬獲甚 
だ多く、 麟 佐、 瑞風 等を生擒して•之を京師に送る ® 希亮、李«| 轜 (f 
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變し、斑齡、閔錤遠等 ?: M け、李光佐を蒴讅政とし、趙泰億 V 」左議政とし、吳 
命恒 を 吏 判とし、李台佐を戶判として、頗る少論を用ひたれ、赴を丁未の 
換局といふ〇是に於て、持•半趙顯命は珐を上 b 、 l 時の喜怒を以て人を 
進退する時は、人心世道•日に陷敗して必中舐 C に至らん i いひて之を 
論難せ bo 是時に當り、王は決して一時の喜怒を以て事を處せし(:非 
す、千 思萬 慮、その心を苦しめたることは，實に察する1:餘ぁりと雄も、間 
錤逮等の如きは•必中しも擯斥すべき罪ぁるに非ざれば、英祖の 31 !陟は、 
盡く公平な6といふべからざるが如し。 

丁 未の 換局 は、少論を 用 ひた 雖 も、英 M は&1ょりその赴非 t 問は 
ず、悉く少論を以て、老論に代へんとするに非ざれば、金一鏡の殘®の如 
き、 沈淪せる 不平の徒は、 更 るく叛逆を企てたり、〕初め金一鏡.睦虎褪 
0遺族、その他多くの志を失ひ國を怨むもの相聚 '鉍々の間，稱に計迸 
する所ぁ，'嶺 南の人、 李鳞 佐、鄭希 良 1:推して元帥 i し‘ 有 ^ 李 河を謀 
主と し， 平安兵使李思诚 は«1 を西 !:侶へ、 總戎使 金 31 器 ^ 軍別將南泰徴 

正紀李期時代第十一萆戴被の軋鑠 四四 七 
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し、 睦虎龍の動籍を削卜、趙泰 者、 柳風 輝、 李 光佐、 趙泰偾等を削黜して，少論 
の勢力を減殺し、金 B 集、 李頤 命、 李健命趟泰采は、宫を復 し^ を賜 ひ、 趙聖 
老 論^用ふ 復•李晚成等はその職睐を 還し、 爵秩を贈り.鄭游.閲錤泣 、李觀 命を相と し 
て、老論を用ひたり。 

それ•老論と少論 とは、 各 I 功罪 ありと 雖も、壬 iii の獄 は 、 K に少論が虛僞 
.誣罔を以て、老論を陷擠せしこ A 、 尤も明白なるものなれば、英祖は斷然 
その首謀を誅し*寃枉を伸 S し、少論を斥けて、之1:代ふる(:老論を以て 
したる は、 誠に適當の典 K ふ',; 11 はざるベからざるな40 
第四 IE 叛黨の誅戮及び «( 論の調停 
英祖は旣に少論を斥け、老論を用ひた b と雖 も， .V の 心は |. ! .1 ょり公平 
を主とするにあれば、必ずしも一»1派に偏するもの|: あらす、 11、咎人 
に就きてこれを觐れば、老論と少論 i U * して»れが赀にして，%れ•か 
邪なるや K 容易に知るべからざるものあるな bo されば英祖 も， 初は 
鄭51、聞縝逢を栩 i して，老論を用ひし •か， 三年(一?)に至 k て、 i 拕局面を一 
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發するに至る、®かにその壅蔽の罪を正し、先大王の本意に非ざること 
を明かにすべきを論せり、これ實に少論の無狀を抉摘-して，之を芟除せ 
んとするものなり〇是に於て、少論は競ひ起り之を反駁して、その勢力 
を維持せんとし、老論は又企一鏡等の罪 M を痛' ifir して•邦刑を正さんこ 
とを請ひ、朝廷は哎々嚣々として、恰も鼎の沸く*か如く、殆ど底止する所 
を知らざるな.〇〇 

英祖は深く嵇年黨茚の弊害を察し、老論と少諭と(:拘ら t 李義湄、金 
1 M の如き、黨派心の最も甚だしきものを囚へて、之を鞫間せしに、李義 
淵は間もなく物故せり。而して金一鏡*>趙型復及び四凶を論せし疏 
睦愿龍•か變を上りし書とは、同情の跡ある5:以て、遂に虎龍を拿し來 
b て鞫問せしに、虎前は色變じ語窮して、勘 ふること 能はざりしが、その 
翌日に至卜て•遽に斃れた '蓋し少迨の徒、之を殺してその誣獄の跡を 
掩はん 2 欲せしなり。是に於て、英祖は李義淵，睦虎能を ia 刑し、金一鏡 
を戮し、又一銳の * 李天海、尹就尙、李師尙を殺し、權益宽 、南 泰徵等を遠 m 

紀：李籾時代第十一車嫌派の軋儒 四四 五 
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1 


李典薄の上疏 


睦虎龍 は， 初め其謀に與 b しも、 a を上 b しを以て、 錄 して 扶社の功 R 1 
となし^盟祭を行 ひ、 血を歃 > 眢文を讀み、上天を铱 b て、 山河箱 « R の盟 
をな し、 尹宣皋 ，尹拯 の祭を 致し， 宋時烈の院享 を 9! け、 討逆の庭試を 設け、 
盡く老論の施設を改めて、粛宗哦年の方針を 一 變せり。 

この*々の際に當り、景宗 U 嵐弱の身 1 :以て，永く禺機の勒 U 堪ふる 
こと能はす、在位僅に四年 r . して薨じ，王世弟吟位 1 :即く、是を英組とす。 
£ I f ; T 却 K SU 妊 IftnU 、) 英祖の®は、 S 以來の S 5 け- 
李光佐，柳 M . 輝、趙泰億等を相として、少論は要路に盤據せり。されども 
老少論の軋糠は、其由来する所甚だ久しく IL 前年の誣獄にょりて、老論 
はその勢力を失墜せし後 {: て、苟も機 W の乘すべきあれば，之を挽回せ 
んと欲するの念*は，磨寐忘る、こと能はざるの時に當 b て、王位の更 
迭に際會す、安んぞ默して止むベけんや。されば幼學李義沏は、首とし 
て疏を上 b 、 羣小奇禍を鳆 成し、 世 K 大家を洙戮 し、 禁庭血を蹀むの. ; f を 
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正 IK 李 w 辟代第十一鞏铕湛の軋株 


四四三 


壬寅の琪 


一格す 


るものは、或は殺戮し、或は a 配し，その!) p :5: 被るもの«に數百人の多き 
に至れり、是を壬货の獄’又は辛壬の士禍といふ、效宗元年辛丑ょり二年 
壬寅に瓦るを以てなり〇この時、金一鏡は討逆の敎文を撰せしが、その 
中に、倘或遂，宮城之陳，兵、殆不贫，禁庭之蹀 51 の句 あ： り、これ他：：：金 一 鏡の 
罪案として•劇烈なる攻擊を被りし所のものなり。 

鉴しこの獄は、極めて虛僞誣罔のものにて、其口供の辭は，或は罪人を 
して知らしめす•强て名を署せしめしものあり、或は承服せしといへる 
も、庇ち1:物故せるものあ-〇、 或は 十餘 间 の刑杖を受け、氣息奄々、全く知 
覺なくして、詳悉なる罪案の構成せらる、ものもあ b といふ。されば 
前に述べたる 逆 謀の 目的 及び方法といへることも，その 實際 に於ては、 
果して如何なるものなるや審ならす。要するに少論の徒が、稀々の計 
策を運らし、老論の勢力を一掃せしものにて、景宗は必中しも之を信せ 
しには 非 ざれどもざの 溫菜篤 厚なる 性質は、 これ等諸 Iri の嚣々を制す 
ること能はす、遂にこの誣獄を構成するに至りしは、誠に悲しむべきな 




是時、宦者朴 S 儉，文^道、. K 婢石烈，必貞等は、金 一 鏡等と表^糾結して、 
世弟を除かんことを謀りボ覺れて誅せられしが、二年(55*三月に至 b て、 
睦戌 ISLf ふ上 睦虎褪は又變を上れ彡。是に於て同謀のもの白^、鄭麟 m ， 金拙 m 、 李天 
紀 、李喜之等を 鞫間 せしに、大急手、小急手、平地手の三種の方法にょりて、 
逆謀を逞しくし、李頤命を推戴せんとするにぁることを白狀せ bo 大 
急手とは、匕首 V 」 挾み、宵中 (: 入りて、之1:刼すものなり、小 S 手と U •藥 を 
宮人に奥へ、飲食に和して進めしむるものなり¥地手とは、多くの金5: 
以て，內竪に締結して、罪目1:構成し、放黜 Q 計をなさんとするものなり。 
この謀に關係せしもの、尙甚だ多く*殊に李頤命*金=2集は、久しく異 H V 
菩へ、威福を擅にし、子姪姻親門客は、逆謀に與り、李頤命は更に身推戴を 
K スくるの實ぁり、李健命は，奏請使として fsllffe きし時、王躬を迚吿せし 
ことぁ b 、 趙泰采は聯名の前^上りし晳唱 *•!: して、他の三人と迭に相 
和應せしものなれば、この四凶は，實に同心一體な b といへるにょりて、 
皆死を II ひ、 白5 r 都麟宽以下«:下に死せしものは•その屍を a し，然らざ 
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樞趙泰采等と謎し•王大妃金氏の敎を 奉じ、 元年 ®) 八 A 弟延辦秸 m を建 
て、王世弟ふす C . 尋で執議趙欺復は疏を上り、 Is 僚引极の際、政令裁決 
の時に當り、世弟をして、側に侍し參鹅して，庶務を練習せ しめられん こ 
.之を請ひたれば：+:は直ち (: 之を納れ•大小の國事、並に世弟を して 裁斷 
せしむるの敎を下せり〇然るに承旨李萁翊、左參赞崔錨恒、戶參趙泰億. 
司 ift : 李光佐、副司 IK 朴泰恒等の如き•之を學ふもの甚 rr 衆く、世弟は ®-¢1 

を上りて之を辭し，金！：： n 集、李頤命、趙泰采，李健命等は，又聯名の箾を上り. 
茲斷の敎を改めて、丁酉 ( fHS ? l ) 代理の例(:依らんこと Vi ひし^、右逯 
政趙泰卷 は、 極力之に反對し W 鉍恒‘光佐等 も、 皆之と同一の1;見を陳 
せし1:以て、王言は汗の如くな6こと能は t 終に其敎を還收せ 承 
旨金一鏡等、又上疏して趙聖復を論じ a 命•吕集、李頤命、趙泰采、李健命等 
を目するに四凶を以てし、 その 不忠無狀 i : 紙斥す る こと尤も甚だしく、 
三司も亦合 啓して、 之を絕岛に圍臃安置せんこと を ^ ひしかば •趙泰 -S 
を領議政と し， m 奎瑞 - iu 錫恒を左右 m 政とせり。 

李朝時代第十一隼球 M の礼嫌 四四 




の爲めに忙殺せられ、紛々擾々、 H も惟足らざる有榇に て、 ^しく歲月を 
經過せり。その餘毒は，歎^の初に及びて大に»裂し、肅^晩年の方針 
確定も、何等の效力を W せざるのみなら す， 却て 一屏慘烈なる禍害を惹 
起せり〇 

扭志述 景宗の位(:即くや 、幼 學趙重遇は、疏を上り « 嬪の名號を /£ めんこ i 
を誚ぅて三水(|'^?に竄せられ、掌逯尹志述は，李頤命が選せし肅:;1の誌 
文 «: •死を張氏に賜ひしことは•沒して畜せ す、 斯文の處分は ’ 其辭を微婉 
にせしは•利 ^ を 顧み、 禍覼に怵れしもの な b とて、 之を攻擊 し、 承 it 李具 
儉は、又疏 VJ 上り®遇は恩::託して蒸に作 b •志述は義を服 b て恩を絶 
つ、 皆®下の罪人な りとて、 兩つながら之を駁難し、籾論掙めて紛然たり、 
鉴し ili: 遇•志述は、老論中の興分子 (: て、少論 (: は非ざるなれ。 

時に景{ポは，三十四歲にして、王子未だ誕生せす11:、痫にょりて、久し： 
朝を親ざることもぁ6しかば、正3李廷蟪は.嫌を上り、0!-く儲1|を定め 
て，兆民の2を係んこと|:坫ふ、王乃ち谢遴玫李=::*左*玫李健命，利中 
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を斥くるを以てな bo 

四十 三年、左 m 政李頤命、獨 b 王に對 す， 相臣の獨 b 王に對するは，當時 
U 於て普通の例に非ざることなれば、献納朴斟輅は*其非を諭せしかば • 
願命は前を上り職を辭せしも•王許さず。尋で王は B 疾にょり•酬應漸 
く _きを以て、世子をして政率を代理せしむ 、世 子辭すれども iE 許さす、 
且譫 して 日く、近 n の處分、是非明白なり、事斯の文に關す，予 •か 志に遵ひ、 
堅く持して徺むこと勿れ蓋し老少論 U 於ける方針の確乎 i して動 
かすべからざるとを示せるな り。 是に於て、少論の徙は*大に驚惶 し、 陳 
菝上前、跡を接して 起り， 領府事尹趾完は、鄕 (: ぁ 〇て之を 聞き、 櫬を舁き 
て京1: 入り、 上疏して代理及び獨對の砟を極論せしも、王納れ t 闪て疏 
を留めて鄕に歸る0是ょ々後、金«集は領淡政となむ、李健命は右淡玫 
となりて、老論常に玫權を掌りし•か、肅宗は程なく薨じて、 lit 子昀立つ、足 
を景宗とす〇 

粛宗は在位四十六 年、 長からざるに非ざれども: jl : 間は全く黨派問題 

jF . Ifc 李朝時代第十一聿黨灌の軋技 四三 ; LI 
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_ 明鮮通史 I _ 四三八 ■ I I 

らざ るな りと、撖宗は實に丁時翰の言の 如く、 十七年以後に於ても幾回 
となく、この 情椹を繰回せ be これ 畢党 、王が 喜怒愛慣の變り易き ょな、 

% 

常に私情の奴隸とな b て， 政 / 3を玩弄せしものなれば、黨派の軋鑠は 、益， 
® ならざるを得す、晚年に至り、如る«諭の流弊を怙りて、之を矯正せし 
も、滔々たる頹波は、容易にその汎濫を J !: むること能はざるな bo 

第三 ts 辛壬の士禍 

老諭と少論との軋鑠は、粛宗の末(:及びて益1熾なりしが、王は#後、心 
を老論に傾くる {: 至れ蓋し老少論の分れしは、种々の理出ありと 
雖も、宋時烈♦か撰せし尹宣眾の菓文、及び尹拯が太時烈1:與ふる1:擬せ 
し書は，^ M 因の主なるものな bo * を以て：:- H はその二^を把れて之 
を讓み、慕文中には、 X 來尹宣珙を醜辱せしことあらす，少論の唱ふる所 
は、その實に違へ b とて、 尹拯を斥し•て讁を被りしものを沿し^時烈を 
辱めし者を罪し，尹拯父子の官爵を追辉し.敎を下して老論の正當なる 
斯文2分 ことを揭揚せり，是を斯文の*分といふ，その帥生の^を明かにし、異說 
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せり0 

肅宗以 後は•黨派の軋櫟尤も盛なる時代にして*政局の變轉尤も速な 
b 、 これ M 年の弊習然らしめし所な b と雖も*王も亦幾分か其勢を助長 
せしことなしといふべからす〇君主墀制の哔王室と政府との陆別明 
かならざる時にあ b ては、人主の|喜一怒に よりて、 政原の忽ち耘轉す 
ることは、敢て怪しむに足らざれども、肅宗の如き 愛佾の感情 尤も烈し 
きものにあ b ては，黨人 vr ; に之に乘 じて、 その情を激動せしむるを以て、 
進退»涉、殆ど 畫夜の 更迭する ♦か 如きなり◦されば王の十七年に於て， 
進善丁時翰は上疏して日く、殿下邱位以來、元年より五年に至るまで，賢 
として之を尊親せしもの、六年(:至れば，誅せざれば K し、苡せざれば斥 
す賢といふべきか、邪といふべきか、六年より十四年に至るまで*^とし 
て 之を耸寵せしもの、十五年に至れば.誅せざれば K し’ m せざれば斥す、 
賢1いふべきか、邪 i いふべきか、然れば則ち•十五年より以來鉍として 
之^曾親するもの、臣未だ他日の果して資たるか、果して邪たるかを知 
正|[!|李朝時代第十一戴麻珉の轧饑 




虛罔を葙にする1:非ざれば、吾衆跡を容る、の地なしとて^問を要求 
林— f 殺 し、林辦、金春澤は、皆絕岛に配せられたり〇罅で幼箏李潜も、亦上疏して、 
粗 I 林純と 同 裰の言を述べし & ば: F : は林滩を.治ること嚴ならざ b しに 
因 b 、 议たこの疏ゐ b とて，李潜を親鞫し，又林沔を傘し來りて构問せし 
が、宵杖下に Is れたり〇是 1 :於 T - 老論は罪を被る r - 至らざりしも、 m 錫 
、 . 鼎“復た用ひられて領議政とな卜へ金|-1::集、李顾命は、左右|||玫となりて、 
1?レ 老論少論共に政を執りたれば M 著の間、互に陳疏論辯するこ i ありて， 
兎角圓滑ならざりし V 三十六年に至り、肅宗は颂痛頻に加はり•食慾ま 
た減じて、身體の調和を缺きしも、藥院の臣，深く憂 i なさすとて、都提調 
崔錫鼎等•か、保謹の任を帯ぶるにも拘ら t 君父の/ rt を枝親するを怒り 
て、 その職を罷めたり〇是 1: 於て、»1錫鼎は、又 ai を恃み自ら用ひて、國政 
i : 破壤し、威權 V 弄し、栽與を樹つるを以て，弾劾せられ，風波大に起り、李 
畲は代 b て 領謎政 1 な b 、 老論は悉く要地に占 a して•政局一變せり。 

_- r »3? 地1:占是ょ b 後は，專ら老諭と少論との紛爭となれて南人は殆ど 一 PR に屛息 
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張氏を立ん乂せし形迸あるを以て，東平苕に死； W 賜ひ、張希®及び巫# 
U 關係せし宮人巫女を誅し、張氏の族黨を浚苡せ50蓋し宮閲に關す 
ること、一たびその處遛を誤る時は、怨恨忌嫉、更るく起りて、恩を傷り 
義を害し，無限の馍禍を釀成するに至ろは，古來の通弊にして、肅宗も亦 
この窠臼に陷ることを免れざるな b 。 張氏旣に殺されし後に於て、 in 
鍚鼎 は、 箱に箚を上 b て諫めしに因 bK 逐せられ 、如 他張氏を宽溶する 
の議を主とせしものは，次第に罪を被\南九萬.柳尙運も攻繫せる、こ 
と益-甚だしくして終に斑*せられ、®府-1¢-尹趾完は、之を伸救せしも、從 
はれす、少論は頗るその勢力を減殺せり〇 

其 後、 忠淸道幼 學林沌等、嫌を卜；' 嚮に 金弈澤•か張^-*の蒌と奸通し 
て東宮を害せんと謀りしことは 3n 人 尹 順 命の口供 1: 出で しも、 獄を按 
するもの、其言を M みて文案に铖せざ b しこ.とを街げた boJJ ; o . v 、 局に 
當りしものは•左 |£ 政李世 白、 右讅政申琬•判義禁李 #. 知 ^ 禁金 ,4 集等の 
諸人な りしが 故に、 老論の徒は S 3 然として起\林祕 等を究亵 して，その 

正 fc 李朝時代笫十一窣靝裉の軋礫 四三五 
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四三四 


a 氏/ i - 殺す 


こと あるを以て、 是に至 b て 鞠問せられ•時論皆之を殺さんとせし が、 南 
九萬，尹趾完は、之を誅せば事張氏に速 b 、 張氏危ければ世子安からすと 
いひて，之を 濟州 に竄せ bo 淇後希戴の奴葉同は.巫#の事をなし、も、 
南九萬、柳尙運は、亦窮治することを欲せす，た >之を速配せしが、萆遂之 
を 攻ること甚だしく、九 ffi は 城を‘出で て 罪を待ち、葉同等は誅せられた 
り。然るに二十七年、王妃開氏の薨令るに 及び、 張氏が宮人巫女と： 土 妃 
を咀呪せしこと又覺れしを 以て、 肅^1は親ら罪人を 鞠 問して、張氏を殺 
さんとす〇領遴政崔 « 鼎辑*箚を上卜て之を諫め、判中樞徐文 15 : 、右讅政 
申^吏判李齑 等は、 面對に 於て、 世子の爲めに法を屈し恩を全ぅせんこ 
とを請ひし も、 王 118 かす、宮女をして槳を張氏に賜ぅて n 遊せしめんと 
せ , Lusg 氏手づから藥椀を*つて從はざ5しかば•王怒5て親ら張氏 
の室に至ん門板を取り來り て、 張氏の上 1: 斑はしめ、數十の宮人 1: して， 
其上を®せしめて之を殺せ 6、 王の所 tf も此に至りて は、 燕山君の暴戾 
1: も勝れ b といふべ し。且•東平君 杭は、 張希戴と 交通して、 阅氏を廢し、 
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i ボは大に怒り、出でて仁政門に御し、斗 w 世#、泰輔等數人を召して親鞫 
せし に、 その疏を ^ せし ^ は泰輔な b しが、抑問を受るに及びて•泰輔は 
悲憤慷愤、益-その不可を陳せしかば、*;は愈-怒りて、滕膝煆烙の酷刑を 
施せ旦その鞫問は、怒に乘じて倦むことを 知らす' 一更ょり始まり 
卒明に至る まで、 徹夜に之を行ひ 11)1 口 、 lllugm せんとせしが、 m 大述の 
請に因卜、纔に死を滅じて速®[せしも，斗 W 泰輔は，赀逍に死せり。權大 
蓮、睦來奔等は•初め廢妃の事に就て^ひしも、吳斗货等の親鞠せられん 
とするに及びて•王の意を迎合し、その上疏を F 1 して無狀なりとし•必す 
廢妃の舉を停めんとする意氣もぁ らざ りし かば、 肅:^は遂にその我意 
を貫徹し、 K 1 氏を廢して庶人となし、飲^の供給をも絶ち、而して箱嬪張 
氏を陞せて正妃とせ bo 

是より後.五六年は、南人？ f ら國政を掌りし •か、^ か ; 1 -: 妃を廒せし は， 
一時憤怒の情 1: 驅られ て®したることなれば、 歲月を經 る U 從ひ て、 次 


第1:悔悟の念を 生じ、 之を坊成せし m 人(:對して、不快の成情を懐きた 
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私情に役合して、そ0讒構を逞しくし、遂}:之を傾けたるものなり〇 
宋時烈字は英甫 、尤菴と號し •文正と ぶす、 全羅道恩沭の人なり^•技生 
に從つて學び•道率文章世の懦宗たて著す所、朱文抄，朱子大全箚疑、程誉 
分類、 問 義通玫、經躔說、節酌通 « 宋子大全等あり、初め #:;;を 輔冀 して 大 
族を倡 明し、 その後.老論の領袖として尤も iLr ^ あ0しが、十五年六れ終 
にこの慘禍に罹れり，時に年八十三〇 

f 糧？2 I は乂張氏を補し.：.几子 VJ 封せしょ4益氏が•个滿 Q f りと 
て、之を廢せんとせしが， 18 人は.：几來元子を封中ることに就て、西人の放 
逐せられし後を承けたる^^れども、肅；： W 一時愛 tfi - の私情ょりして、 
無罪の王妃を廢せんとするは、流石!:忍びざることなれば、權大速， S 來 
善、金徳遨以下二十除人は之を^ひし•か、その中刑判十字|!||->|||■献納李用：•儿， 
校理荽銳 M 敎李浞等は皆 m 測せられたり。 

この 時、两人は散地に ありし が、廢妃 の舉あらんとするを閲 き， 前判書 
吳斗货、前參判李世華、前應敎朴泰輔等八十除. A 上疏して之を冰む。肅 

"•紀李朝時代 ml 十 一 萆嫌拫の軋礫 
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.四三〇 


南人大1:用ひ 
ら i 


鉍1 


て篛姨 とせ bo 

其後宋時烈は X 疏を上 b て元子を封せしことを論せしが、肅^1はそ 
の名號巳1:定まれし後に於て、な li 不滿の意あ S を怒りしかば、*八は 
好機乘すべしと なし， 右副承!?李玄紀、校理南致索 •同 副承旨尹彬等、益-之 
を塌揚したれば•朱時烈は，遂に官爵を削稃して濟州1:竄せられ、 金壽興 
は其職を罷められ、權大運は領譎政となり•睦來善.金徳逮は左右議政と 
なれ b 。 是 lb 南人は大に用ひられ、金赛恒、吳道一、洪致鮮李師命、李翊 
金益動，李順命、金萬電、南韶翼、閲鼎逭等は，或は削»せられ、或は遠苡せら 
れしが、吏判沈梓、禮判等二十^人は、上疏して宋時烈、金壽恒を殺さ 
んことを請 ひ、 金番恒は遂に死を珍 tt の讁所に賜は b しも. 宋時烈を殺 
す ことは 允され ざ b しが、 其罪恧を列舉して、之を請 ふこと 巳まざりし 
VJ 以て、1¢烈は遂に拿致せられ、井：巴 sgu 到りて死を賜はり、而して金 
»捋、金葆货、金益勸等は.皆保社の動を削られたり。是に於て、西人はそ 
の領袖を実 ひ、 庚中以来十年間の勢力を失墜せしは，寅に南人が»宗の 
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に過ぎ*出入頻數な b 、 然のみならす、右淡政趙師錫は、張氏の■母家と親密 
なるょり，その位地を得た b との說もありて、穴液の事を論じ、その怒に 
觸れし漭も、往々ありしかば、吏判朴世采、領*政南九萬.左簸政呂聖齊等 
之を諫めしに、肅宗の怒は愈-甚だしく、世采は城を li ] でて罪5:待ち、九萬 • 
戡齊は、皆遠竄せられたれども、金毒興代りて領議政となり，如權はなほ 
王子的生る 西人にありき。十四年十月、張氏.は王子昀を生みたれば、明年正月、肅宗 
は王子の名號を定めんとして、諸大臣を引見し、之を諮詢せしが、吏判南 
蘸 ST 戶判柳尙連、兵判尹趾完、大諫 m 奎瑞、領相金毒興等、尙早しとして、皆 
之を諫めたり。この時、肃宗は寶算正に廿九歲、王妃阌氏は廿三歲なれ 
ば、 南 前 翼等の3 ふ所、 誠 (: 當れりと いふべし、」 されどもこの諮詢は、名 
は諮詢なれど も， その實は命令にして、もし遲回觀盟 して、 敢て異浓をな 
すものあらば.官を納れて退去すべしといへる恐喝的方法を用ひたる 
ものにて•素ょ b 可否の意見を聽き、事を決せんとする の 意 1: 非ざ 1 գ ば、 
0 肅宗はその諫を納れすして、直ちに之を元子に封|:、且，昭儀張氏ヒ進め 

正紀李朝時代第十 I 窣满珉の軋礫 四二九 
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か躊躇せり。然るに果川に於て.朴世采に面會して、その意を述べ、世采 
の间;!;を得るに及びて，直ち1:退き歸り 、その#* て作りし時烈1:與ふる 
尹1に に擬せし書を發表し、朱子の陳邡川ヒ駁せし:1-;谢幷用、袭利雙行の語 VJ 
引て，峙烈を譏り、斷然反對の旗幟を飜せり0 

宋時烈は、蘅1:召を承けて朝に人りし1雖も.所 :'|11 ‘|國家の.*.几老(:して、 
固よ > 要路に當る漭 U 非ざれば、初は m 府事 i なり、尋で致仕して奉朝 
KSHI 抑 L-ts 4 lK - fci - t - ffir - バ)となりし•か、形勢此の如くにして、時論益 I 潰 
•裂し，到底融和を謀るの道なきに至 bf : れば、上疏して.京城を出で、商陽 
は時 S * UKe * より金剛山に入り W じて 華陽洞 ( g ⑽ g 心^に歸れり〇か く 稀々 
lili の? P - 情は綜合し、两人は愈 I 分裂して、朱時烈を a とするものを老論とし、 
尹缉朴世采等を^とするものを少論とし、足より以後、この雨派の钆鑠 
は百數十餘年に'々； b て，無數の弊^を釀成せり C 

西人既に要地 1:居て、 南人は常に其 KI を伺 ひしが、) fi :/; は宮掖 Q 內•甚 
だ整齊ならす、昭儀張氏は、%後肖を傾け，柬平君杭(社？ iaoor -3 は、春遇分 
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を尊びて、世室となさんことを請ひ、又太祖に諡號を加 r 昭義正倫の四 
字を追上して、威化島回軍の怠を衣せんことを Is ひしかば’吏曹*讅朴 
世釆•首として之に反對し，回軍の事は，大義を假借して•王 m を成し、も 
のなれば ，今 HKi 子敢て指斥せすと雖 も， 亦必すしも表章するに及ばす 
となす〇世釆 は、 初め時烈と共に召されて朝に入〇しものにて*時烈は 
世釆を以て己•か後援と し， 世釆も亦時烈に對して、弟子の禮を執ること 
甚だ恭しかりしが、世采•か王1:白して、尹拯を招くに及び'尹拯は果川 (I 
道 (r 至り， 辭して京城に入らす.世采往て之を訪ひしに，尹拯は時烈に從 
は V 、大禍の將 {: 至らんとすることを ft げたれば、世采是より乳志を 變 
じ，諡號の議に於て、 反 對の意見を述べ、遂に坡山に S れり。 尹 極は菜文 
の事よりして、豫て時烈に快から ざ b しが*時烈の互濟より還るや、金鍚 
冑の事を聞かば、必す之と異を立るなるべしと思ひしに、時烈は却つて 
錫 肖が衞社の功を 稱せ しと聞て、大に驚き，もじ時烈に從 は、 坑慙の中 
|:陷らんことを恐れて，反對せんとせしも、其聲拨を得ざるが爲めに、聊 
jHIldl 李朝時代第十一箄葙谈の軋嫌 
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の變を ft げんと せしも. 翊戴從 u す•因て益 si に f / げて 、翊 戴を ㈧ 禁 せし 
め、 金煥は庖ちに許爾、許瑛の羧を小 |1 げ、裙瑛は姜邓(:服して誅せられ、金 
煥は功 F 11 となる。 翊裁 之を見て、 己 も亦 恩 ft に輿らんとして、 柳命 堅の 
變を * げしも、 命 堅を 拿問す るに、一も說 驗な し n ' 3 を以て、 翊戴は 遂に 殺 
された bo それ金煥の事 件は、 金益動が金錫 Vi の恋を 受けて 爲 さしめ 
たるものなれども#誘 M ^* l ^ 險の尤も驻だしき事なるのみならす益 
動等•か、嚮に保社の® J に追錄せられし は ® i る人心(:滿たざ b しか ば. 是 
(: 至りて、 持平朴泰維、愈得一、大司成趙持 * 校理綠泰東等 、相 雄で疏を上 
り、益勤を削»逮苡せんことを IB ひたれば MC 時烈 U 、 益 iij がその師、金長 
生の 孫なる を以て ®を上り之を 伸救せ bofi に於て、 少年の輩火(:憤 
ん趙持謙、韓泰東 等、 始めて 角立の勢をなし ® 撰金芘垛 は， 疏を上りて其 
父益動の寃 VJm r 持謙、泰朿等 3 C 之を辯じ•金益動の一身は、實1:當時議 
論の燒點となれり0 

かく遴諭の紛後せる時 {: 當 りて、 領府事朱 ! I.V 烈は tt を上 b の廉 
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れば年譜にも深く 鴒 •か學を推撑せ時烈之 V 見て大に駭き、墓文を 
作らざらんとせしが、之を朴世釆に謀りしに Ifr 采は務めて之を調停せ 
しに因 b、M 烈はその墓文を il せしも•资揚の語は専ら之を世采に託せ 
n 疋を以て、尹拯は其父を疎外せしもの；^りとて心甚だ平ならす*座- 
書 V 」時烈に送り、丑位 S の；適所に訪問して，之を改めんことを請ひ、數回 
往復の 後、 時烈は之を許し、も、他の字句を改めたるのみなれば•尹拯は 
その 意に滿たすして、頗る不快の威情を懐きた卜〇 

肅宗は、又科場に於て•書を投じ變を告げしものありしを以て，右述政 
金猓 W に命じて’之を密察せしめしが、錫 fi は前兵使金煥を脅して、許甩 
許瑛1:叛逆を勸めしめ、又金煥 f <: して柳命堅の戚族今：翊戴と交結して、 
命堅の動靜を探らしむ。然るに錫肖は已むを得ざるの事を以て、燕京 
1:往くこととな0しかば，金煥の事件を舉て、御營大將金益動|:付託せ 
bo 時(:金煥の形速疑ふべきものありしを以て，物谜稍起りたれば、益 
動急に金煥をして變を街げしむ。企煥乃ち翊钺を脅して、與 {: 柳命槩 

•Jill 紀李朝時代第十一卑筘派の軋嫌 





朝■鮮■通史_ . _ S 二 四_ 

尾よく西人を放逐し肅 { VJ ; の初より、全く南人勢力の時代となりしが、淸 
南濁南の分裂は、その勢力を減殺せしのみならす、その騙恣の甚だ技せ 
しよ遂に敗滅の膦を 招き、 俺々五六年の間にして•またその勢力を西 
人に？！るに至れ be 

第二節老論少論及び衔人の軋礫 
庚申の大黜陟あ b しより、西人は南人に代りて、政描を{孕提せしかば， 
その儐斥せられしものも•次笫に任用せられた h 。 朱時烈は.嚮に長^ 
よ b 巨濟に移されしが、是に至 b て放 ia せられ、召を承けて朝に入5、名 
g 一世を傾け、人皆稱する1:大老を以てせり。されどもその論通多く 
衆心に厭かす、年少の衆、漸く乖離するものあ0しが故(:、西人の中(:於 
て更 I :老論少淪の分裂*1:見る r - 至れ oe 

初め尹拯は、宋時烈の門に遊びしが，， v の父尹宣舉が卒せしに因'そ 
の撰述せし父の年 Si を以て、墓文を宋時烈に講へ5。尹宜联は.街に尹 
* が朱子を駁難せし時に於て、その說を贷成して、時烈 {: 反對せし^な 
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是より先， 麟坪 大君(或刊第)の子福 HKJ 君构 、福 善 fr 格 li 平君禋は . r ; lll に禁 
中に出入し、漸く躺淫となり、宮女を奸するに坐して St 配せられ*幾ばく 
もなくして释されしに、福#君は、密に許積の庶子許堅と交通して•不軌 
を囫ゥ、楝々計 S することありしか ir . 兵判金鍚 H は，その機を知卜密に 
之を審察せり〇適‘油幄問題に よりて、 許 M は王の怒に 觸 n しより 、 m 人 
は勢力を失ふこと、なりたれば、許堅等の謀に與りし鄭元老、妾■萬鐵は， 
金錫！！： U 因れ變を上りしを以て、其事璇く暴露せり。是に於て、肅 {;!; は 
まづ許堅及び騙善君等を誅し、福»钉及び許嵇.尹鐫等に死を賜ひ、其他 
の淸南濁南の徒も、或は遠苡し、或は其職を罷め、金錤《,鄭元老等五人を 
錄して、保社功 R とす。その後、又^元成の»を上ろ1:因て，鄭元老、柳轱 
然等を殺し、更に金益動•李元成等を保社功. 1 . 1 の中に ia 铖し、阳 31 !!®;^ 何 
真を左右遴政と して、 西人は大 (: 採用せられたり^を庾申 (f I )の大黜 
陟 W いふ. 0 

右の如く顯宗の頃 よりして、 南人は西人と軋 櫟し， 禮論を利用して•首 

正紀李朝時代第十一箄黨搌 ¢ 0.1 軋糠 四！一三 


Digitized by Google 


Original from 

UNIVERSITY OF MICHIGAN 





Digitized by Google 


Original from 

UNIVERSITY OF MICHIGAN 



と等を吿げたるを以て•九萬は趣罔の言をなし/ 2 b とて、速鎂せら^た 
れども、西人は動もすれば、南人の隙に乘せんとするの勢あ bo 

時に許穆は、巳[:右相を辭して田 , 41に歸 b しが、江華島の變あるに因 
れ，召されて京城に至り^定まりて歸らんとするに臨み、上疏して許 fs 
が上意を迎合し、 K 戚に締結し、私を行ひ民を卞：するの罪を論せしが故 
に、許積は前を上りて罪を請ひ、出でて忠州に到 bv 許稷も亦待罪の疏を 
上 b て•漣川 e 数)に向ふ。肅宗は許穆が元老なるを以て罪$:加へざり 
しも•右 is 政閔熙の言にょ5、權大載、權瑢、来 R 、 李 E 徴等が許 pi と往來し、 
峻激の論を唱ふるを以て、之を遠 m し、禮判間郜を忠州に it して、許稂 
を召還せしかば、幼學李后平は又上疏して許®を救ひ，許 M を斥けし•か 
爲めに亦逮®せられ，淸南 tj 濁 |«との^(:於て、 淸诣 は大に擯斥せられ 
た bo 

，ての後、許積は祖父の货めに諡を迎ふるの宴を開き、遜く朝紳，で招請 
す。この U 、 適，大雨なりしが、王は之を iK り•侍 Ki に命じて、内儲の油幄を 
正紀李籾坫代第十一牮抹湛0軋« 四二一 
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南人分 n て淸 積、權大運は之を非として•齊袞莽年を主張せ b 。 南人の中に於て、かく 
. 議輸の 分れしよ b 、 或は許殺、尹鐫等を目して沾南とし、許 ffi 等 V 」 目して 
诨南とす、淸南と U 論議の峻激；なるものをいひ、濁南とは持說の溫和な 
るものをいふ。その後、吏議柳命灭(細)は、持平李沃( IV #て宋時烈に諮 
事せしを論劾して，之 1 :邋泣せしよ\消南®南は、角立して益4へ bo 
f 认と®人と 是時に當りて、南人と西人との問に於ても亦紛搔ぁり"*^五年，訪道 
の ft 軍を發して m 祭-を江華 ar - 築かしめ*前水俠李葆は、其役を掌5し 
が、害を李稱に投じ BS 顯世子の孫を立て^統の ; r : を失へる 7 r 正さんと 
するものぁり。是(:於て李葆は鞠問せられて死し、土孫侃(&5愰(1)の二 
人は"»州に m せらる。 是 よりして^ 桃の rf : を失へ るとは、 宋昨烈の言 
なりとして，淌商濁南の徒 A な宋時烈を殺さんと？ PI ' J ふこと甚だ切なり 
しも、 王は允さ > りき。左尹两九萬^ X 疏を上りて*許 K の 子 許堅が、 淸 
風府院君金佑明の妾(现_|舰_*を歐打せしこと、又許麼が人の妻を 
除めしこと、大司憲尹鎬が禁令を犯し、松榭を伐採して*家厣を造 b しこ 
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来時烈企薄 M 
* t £ らる 


南人大1:用ひ 
らる 


ざること ir 極論せり。是ょ > 宋時烈に對する攻擊は、益*甚 rr しく、時烈 
は官爵を削释せられて、遂に長鬣(城1 )に竄せられ、金壽恒は城外に出で 
て命を待ち、遂に靈巖 ( lg ) に S せらる。大司憲尹锥等、又啓を上り、時烈 
等、數十年朝權を執りしは•洪水猛獸の害ょ b 甚だしといひて、時烈の洗 • 
丰惟泰、李翊等を速 m し、而して權大運、許穐は左右議政 I 」なり、南人大に 
志を得たり〇 

西人旣に斤けられて、南人之に代卜たれば、その爭 は、 乂南人の中に起 
6•正言李壽慶は、今の領相許積.左相椭大運•かその人に非ざることを啓 
せしを以て X 判洪宇遠及び司恵府は•その職を罷めんこと1:請ひ，李瑞 
雨は又壽慶の直言なること i :- 極論し•右遜政許穆は、壽慶、瑞南の兩人•皆 
己が推薦せしものなる*か故に之を保■せしかば、王は壽慶を叙用せリ〇 
されども、許程は遂に笳を上りて、骸骨を乞ひし•か£ 

を®むるもの多か 

b しを以て、王は許穆の請を許さ き〇又顯宗の喪 に於け る慈懿大 
妃の服制に就て、大司憲尹鐫は斬衰三年を唱へしに、許稅は之を赞し、許 
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籠 p 


§1i 


妃' s s ) の魂せし時、慈懿大妃の服制を定むるに當りて、初め禮曹は、苏 
平、ふるべきことを啓せしが、忽ち之を改めて大功九月とせり C 其後，大 
丘懦生邡 m 徽は、上疏して之を雕せしかば.顔^は大 P : 備 ;..} 諸 P 1 を召し 
て、その ^ 否を漉せしむ。領濃政金# 興， 刺樞金 3 恒 、吏 判洪處亮、兵 * N 金 
禺基、戶判閔維 m 等赀大功の制を&とせし i ::- li 甚 fr 之を S - ばす、遂に當 
時の 禮« を拿鞫し、金壽興を® 川 (gKfrE し，金壽恒以下，诉命ヒ待つ•大 
諫南二晃之を論救して、亦 m せらる。而して大功九月の^:は、^時烈に 
本づきたるを以て、時烈は水19;(§*に出でて罪を待つ0旣にし.て泪人 
許'®は、取逮政-とな'是と[.1]畤に、西人.金*恒もまた左邊政となれりと 
t も、南人は將に两人に代らんとするの端を開きたり0 

ffi 宗薨じて子焯立つ、是 V 」肅^;とす。時1:宋時烈は、なほ外にぁ^'し 
が、肅{ポ命じて先王の誌文を選進せしめんとせしに，舒州幼學郭世楗は 
疏を上 〇、 邪論に附するの金*典も钠竄配せられ る、 邪論を唱ふるの宋 
寺^獨 b 志章に漏る、 U 何ぞやといひて、時烈が誌文を選するに適せ 
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そ障： E 跨 ^ 令 3 钱錄 

111 .' - 
i§0 ^. : i^I 



湖 

紂 

氏 


虎戌は M 宗十 
一年； 




正妃李籾 t 代第十一草熟派の軋铊 


四一七 


Digitized by Google 


Original from 

UNIVERSITY OF MICHIGAN 

















bo 岑•:1*;は径子に非すと雖も、適老の生める所(:して、第二の径子なれ 
ば、 眞の •£ 子に異ならすとする ^ • のは'一一 年 ^: の根逋な bo 根本の昆解 
に於て、旣に同じから?*る所ぁれば、是ょり後，幾 [ PI となく、同一問題に逍 
サ嫌の異說 遇する も v < の逯論 は、 終に決定に至らざるな b 。 !!. 尹锇は铧て理氣 の 
說 V - 著して，退溪，菜谷を斥け，又朱+の經注を斥けて、屮庸章切を改定せ 
一しかば.宋時烈は斯文の||1賊なり1」し、力を極めて之^排せしが如きむ* 
I 亦成情の益-乖離せし所以なるべし G 

李*？宋時 顯宗十年:- £ が溫陽(？|⑽)の Tfi. , 被に幸せし ' , *tiill 府箏辛读也、前を上る^ 

|中に平背朝端納 k 之色相継、今==帳殿、米聞％與問之奇；蓋并之、而未-之聞， 
|耶“父 " 疾、遠臨•革次：如非%.:事故，老病浚在者：- JI : が分笼：當如.此、の, r ぁ 
り。判府事宋時烈之を問己を指して後せしものな b として，侍 5 P の 
疏を上る、李 - a 啪も亦箚を上 b て^を待つ.是ょ b 兩人の間，頗る相携 * 
せ.〇〇 

一 此の如く U して 南 人と 两人 i は、軋 II 漸く雀な b しが、十五年 r :! a 大 
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11制 


3譴 


の分れ 


勿論にして、南人の持平許穆が、北伐の計*^諫めしが如き•固ょり採用 
せらるべくもあらざるなり。其後，孝宗の薨せし時，慈懿大妃( I 齡料3 
|叫)の喪服の制を讅するに當り、その五禮儀に載せざるを以て，大臣® 
臣をして議せしめしに•領議政鄭太和、左議政沈之源，領敦寧李景南等は、 
莽年の服をなすべしとし、吏判宋時烈、右參賛宋浚吉等も、皆之を然りと 
して施行すること、なれ bo 是時未だ*派の關係あらざりしが，進善 
尹*が三年1:服すべきの說を唱へしょり、掌令許穣は、又上疏して • 一一 年 
說を主張し、宋時烈、宋浚吉等は、之に反對せり。是に於て初は黨派と何 
等の關係なき服制論が、直ちに西人と南人との紛爭間題とな\前參議 
尹善道は、許穆の說を赞成して遠 m せられ、右尹權認は•善道を伸救し，是 
より以來數年間、服制の議論、紛然として巳まざりき。 

要するに、其議論の分る、所以は、孝宗は、その兄 MM 世子涅の薨せし 
に因り、第二子を以て統を承け介れば、昭顯世子の配姜氏，即ち慈懿大妃 
の#宗に對する關係は、輕きに從ふべしとするものは、莽年說の根據な 
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一 i 班 


紛爭 a 久しきに及び•枝より枝を生じて"名目愈 I 多岐となれり〇その初 
は、東人西 A 互に進退をなし、も、宣祖十七 年、 李珥の卒せしより，東人は 
永く權勢を占めし.かば、分れて南人、北人とな卜，北人よ b 又分れて大 北、 
小北となり、大北、小北より又分れて數派となりしも.光海の末に至るま 
で、凡そ四十年間は、槪して東人勢力の時代な bo さればこの間に於て 
は、時に西人の用ひられしことありと雖も•忽ち黜斥せられしが、光海の 
亂玫に乘じて、西人は仁祖を举じ、反正の功1:なし n るを以て、再び勢力 
を挽回して、朝廷1:立ちたれども、南人小牝をも全く屛斥せしには非す。 
されども西人勢力の時代なれば、その初は分れて ffi 西，功西となり、次で 
老西少西となれり、淸西とは反正に與らざるものを いひ、 功西とは、反正 
の功を^ したる ものをいふ〇而して功西よ b 分れし老西少西は•即ち 
老年派と少年派とに於ける意見の衝突に基す，これ寅に古今の免れざ 
る 所にして、他日の老諭少論も、亦この理に外ならざるなり〇 

孝宗は«:ら宋時烈 、宋 浚吉等に任じたれば西人の勢力を得たること 
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祖鼠 S 十 


m 人. 


〇東人 


.北人“ 


光 ®f--hM 


UMIT ネ ^ JMSJi 肅 ^ ^ 


.iy 人- m 人“ 


'中北 


、大北个—肉北 


-淸南， 
，濁南- 


南入 


it 北 


小北へ®小北ノ小北 
/濁小北、' 


0西人〃 


'尹西. 


.中两 


淸西ゝ老两. 


功西< 


西人 


,少 M 


老論 


少論 


宣祖の蚱、黨派分裂の初は、東人と西人との二大派に過ぎざ6しが、说 


紀李明時代第十一牮麄珉の軋镅 
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を得ば、それにて滿足するものな bos し一の黑派が勢力を得たる時 

*蘼4-供護す. に於て、他の黨派の末蒙の之 r - 附隨するもの、出づるは免れざること 

* の心 •** 

I なれども，大«6ょ-^之5:見れば、その黨派を保謎するの心は頗る梁くし 
て、 鄭汝立が初め李珥に -1 V へて西人となり、李饥の卒するに及びて、更に 
東人に歸せし•か如き，南以恭が初めは北人(:して、小北、淸小北とな6、後 
に两 A に入 b て老西とな b しが如き、全く東西二大派の K 別を紊りし 
ものは.甚だ多からざるが如し。今订祖以來の事に就ては*再び之を絮 
說せざるも 、 M i'TJC 以後紛卞の狀態を述べんとする(:先 rr ちて、一應その 
以前ょ卜變遷し來りし S 派分裂の系統を•：小せば、大略左の如し。 
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是より 先、 麟坪大君 (弘 ^ a 第) の 子福：： 2 君 柏、 福善 ? r 格、 福平君禋 は. r ;: lr > {: 接 
中に出入し，渐く麟涅とな b •宮女を奸するに坐して S 配せられ、幾ばく 
もな {して釋されしに、 福善 君は、密に許積の庶子許堅と交通して •不橄 
を y り、稀々 計 S することありしかば. 兵！：金 錨2：は•その 機を 知り密に 
之を 審察せ り〇適‘ 油梶 問題によりて、許 M は王の怒に 觸れ しより、南 人 
は勢力を 失 ふこと、なりたれば •許堅等の謀 (: 與 りし 鄭元老 、娄 萬锇 U ， 
金 錫 B に因り變を上りしを以て、其事遊く暴說せ卜。足に於て，肅:;1は 
まづ許堅及び福善君等を 誅し、 觔 Bf ? 及び許 ^ 尹鐫等 (: 死を賜ひ、其 他 
の淸南濁南の徙も、或は遠 K し、或は其職を罷め、金錫れ、鄭：兀老等五人を 
錁して、保社功 ft とす〇その 後、 又李元成の變 VJ 上る r - 因て、 鄭-兀老 、柳 柿 
然等を 殺し、 更に金益動.李元成等を保社功 r . l の中(:迫錄 し、 rajiii ® 李何 
其を左右遴政として、西人11大に採用せられた\是を庚申 ( fs の大黜 
陟といふ。 

右の•如く顯宗の頃よ りして、 南人は丙人と軋櫟し酷論を利用して、首 

正 fc 李籾時代第十一章黨湛 の’ 軋1*四 二 H 
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•許格晒か聃す 


南人斥 tr られ 
两人-\-に代る 


賜はらんとせしに•侍 ni は許稂が旣に持ち去りしことを吿げしかば>: 
は 驚き 且怒卜、小官をして其情狀を探らしむ。時に樅宰畢く集 b. 訓铁 
大將柳蔣然、福善君 W 等皆在り， in ] して西 A の.- R - i : 與るものは欺人のみ 
にて、金萬某はその請の切なる1:より，潘菸 (: 始て至りしことを報せり。 
足(:於て、王はその黨與の甚だ蛾なるを知意を決して之を除かんと 
し、 K ちに金萬基、柳赫然、申汝哲を宴席より召して、柳轉然の職を罷め、金 
萬基を訓錬大將とし、申汝哲を總戎使とす。許 M は柳命天の勸により 
て、 王に m し- =>ti ふことあらんとして、闕下 1: 到れば、諸將皆符を易へ、形勢 
一變せしを 以て、 倉皇として退き歸 り， 曉に漢江の上に出で•遂 (: その職 
を辭せ bo 是より南人は漸く擯斥せられ，吏判率元^參判柳命天、參淡 
眸昌明 、大 rfi 閲黯等は*その職を ill められ ，右 資成尹 鍋， 前副學閔宗 道、 副 m 
箪吳挺緯等遨く遠 M せられ、 西人は次第に勢力を挽回して，嚮 U 罪を S 
6し 金* 恒は放释せ られ，尋 で®液政 (: 拜せ られ、李 何異.南九 萬、 李仁夏 
等も皆叙用せられた b 。 
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と等を吿げたる5:以て•九萬は M 罔の a をなした b とて、遠 K せられた 
れども、西人は勤もすれば、南人の隙に乘せんとするの勢あり。 

時に許穣は 、巳1: 右相を辭 して III 甩に歸りしが、 江 華島の 變ある1:因 
'召されて京城 1 : 至り、變 定まりて歸らんとするに 臨み，上疏 して許 Is 
が上意を迎合し、 - a 戚に締結し、私を行ひ民を^ する の罪を論せ しが 故 
に、 許積は前を上りて罪を請ひ、出でて忠州に到り、許稂も亦待罪の疏を 
上りて、漣川 e « に向ふ〇肅宗は許穆が元老なるを以て^を加へざり 
しも，右遴政閔熙の言にょり、權大 載、 權琯 、夺 K 、 李 M 徴等が許梅と往來し、 
峻激の論を唱ふるを 以て* 之を 递 m し ^判閔郜 を忠 州に 遣して冰嵇 
を召還せしかば、幼學李后平は又上疏 して 許 稷 を救ひ、許賴^ 痄けしが 
爲めに亦逮竄せられ、淸 IStJ 濁 m との^に於て、淸 Is は火に擯斥せられ 

^ KVO 

， v の後、許積は祖父の爲めに諡を迎ふるの荽を開き、遍く朝紳，ど招講 
す。この日、適，大雨なりし•か、王は之を isbft ^: に命じて、内儲の 油 梅を 
IKIfc 李柄時代第十一牮•痛 r & l の钆礫 四二一 
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朝鮮通史 


四二〇 


南薄南とむる 


南人 ils 人と 
の爭 


稹權大運は之を非として、齊袞莽年を主張せり〇南人の中に於て、かく 
譏論の 分れし より、 或は許梭、尹 m 等を0して淸南とし，許賴等を U して 
獨南 とす， 淸南とは論議の峻激 V るものをいひ、濁 Ifi とは持說の温利な 
るものをいふ。その後、吏 Is 柳命天(細 ir 、 持平李沃(碗)-か ff て宋時烈に|8 
事せしを論劾して、之を逾竄せしよ\淸南濁南は、角立して益1爭へり。 

是時 {: 當りて、南人と西人との間に於ても亦紛掻ぁり、肅^五年•訊道 
の僧軍を發してぼ芟を江華岛に築かしめ、前水使李«は、其役を3:りし 
•か、書を李®に役じ-昭顯世子の孫を立て^統の序を失へる V 」正さんと 
するものぁり。是に於て李葆は鞠卯せられて死し、王孫姐®煲祕)の二 
V よ*濟 n ： に m せらる〇是よりして{ポ統の序を失へるとは宋^衮の言 
なりとして、淌南濁南の徒、みな宋時烈を殺さんと^ふこと甚だ切なり 
しも•王は允さ V りき。左尹南九萬(ぽ)又疎を上 b て•許描の子許堅が，溃 
風府踩君金佑明の妾 31 ||| 8 |塞)を^打せしこと、又許空 6 >人の妻を 
掠めしこと、大司憲尹鎬が禁令を犯し、松榭を伐採して•家屋 i : 造 b しこ 
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ざることを掻論せ bo 是ょヶ宋時烈に對する攻擊は、益-甚だしく、時烈 
は官爵を削鹙せられて、遂に長齧(||)に竄せられ、金*恒は城外に出で 
て命を待ち、遂 I : 靈巖 (I 細) に竄せらる〇大司 憲尹鎘 等•又啓を上 b ' 時烈 
等•数十年朝權 を執りし は， 洪水 猛獸の 害ょり甚だしといひて、時烈の薄、 
李惟泰、李翊等を速竄し，而して權大運、許穐は左右議政となり•南人大に 
志を得たり〇 

西人旣に斥けられて、南人之に代りたれば、その爭は、又南 A の中に起 
り，正言李壽慶は、今の領相許踔左相權大運がその人に非ざることを啓 
せし ir 以て X 判洪宇逮及び司®府は 、その 職を 罷めんことを II ひ、李瑞 
雨は又毒度 (?> 直言なることを M 論し，右遴政許程は、壽慶、 瑞雨の 兩人•皆 
己が推璁せしものなるが故に之を保謎せしかば、王は蠢座を 叙/1]せり0 
されども，許穆は遂に箚を上.〇て、散骨を乞ひしが、之を留むるもの多か 
りしを以て、王は許穆の請を許さ き〇又顯宗の喪に 於ける 慈懿大 
妃の服制に就て、大司憲尹鐫は斬衰三年を唱へしに、許稞は之を赞し、許 

JT.I 紀李朝時代第十一箄熏潘の 411 糠 四 I 九 
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*s 踪 g ) の 薨せし時、 慈懿大妃の肌制^定む るに 當り て、 初め腌曹は 、养 
怒粧大 g 年なる べき ことを 啓せ しが、 忽ち之を改めて大功 九月とせり C 艽 後， 大 
丘懦生 郡 侬徽は K 疏 して 之を難也しかば•頭 S は大は備 ;..} 諸 r . I を召し 
て％ V の可不1:1 を 通せし む 〇诹 漉 政金壽 興， 刺樞金壽恒 、吏 判洪處亮 、兵 判金 
萬 基 x 判 間 維 Jrl 等恃大功の制を S : とせしに、 : K 甚だ之を^ばす、遂1:當 
時の 禮 . U を傘鞠し、 令壽興 を淄 川(§ ;4( )に從 し •令念 m 以下、 皆命を 待つ、大 
課 南 二屋之 を 論 救して、 亦] a せらる 〇而 して 大功九^の說は 、火 時烈に 
本づきたるを以て、時烈は水 Ke 逸) {; •出でて罪を待つ〇旣にして l r flA 
許程は，酊潘政•となり .-Sr と [ li ] 時に、•西人命壽恒もま^左議政となれりと 
雖も、南人は將に西人に R らんとするの越を開きたり。 

頭宗薨じて子饽立つ、是を肅 s とす。時に朱時烈は、な II 外にありし 
が、肅宗命じて先王の誌文を選進せしめんとせしに、^州幼學郭世 II は 
疏を上り、邪論に附するの金壽典も猶 ® 配せられる，邪論を®ふるの宋 
時 SS 獨ゎ密章に漏る、は何ぞやといひて、^烈•か坊文を選す SU 適せ 
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籾 Si 通史__ 四-ナ I ■ I 

bo 涔(••小 ( iK - T に非すと雖 も、 適 # の生める所1:して、第二の K 子なれ 
ば、 奠の •£ 子に異ならすとする ^- のは、三年説の根逋な bo 根本の見解 
に於て、旣に同じ炉らざる所ぁれば、是ょり後、幾1«>!となく，同一問題1:逍 
井嫌の異說 遇するも，その逯論は、終に決定に至らざるな b 。!!. 尹鐫は伴て M 氣の 
說 1著して， 退溪，栗谷を斥け，又朱 r の經注を 斥けて、 中庸章 ^ を改定せ 
しかば.宋時烈は斯文の»賊なりとし，力を極めて之を排せしが如きむ， 
亦威情の益 I 乖離せし所以なるべし。 

李蚤？宋時一 顯宗十年、 王が溫陽 (I の诅缺 |: 幸せし時、他府事卒垛^ 、箚を上る、其 
一中に平昔朝端納， K 之色相！ |、今 =帳殿、声聞セ# m 之奇：蓋方之、而朱•之 P 
一耶， 哲父"疾 、遠臨 章次：如非 ^# 故-老病速在 ^- Ji : 在-分袭「十當如‘此、の, r ぁ 
一り。判府事宋時烈之を間き•己を指して狻せしものな b として、 待罪の 
疏を上る，李潑啪も亦箚を上-^て北を待つ、是ょり兩人の問、頗る相携貳 
せ，〇〇 

| 此の如く (: して南人と两人軋«漸く进な b しが、 十五年 r : 寅大 


Digitized by Google 


Original from 

UNIVERSITY OF MICHIGAN 




Digitized by Google 


Original from 

UNIVERSITY OF MICHIGAN 





紛爭 H 久しきに及び、枝より枝を生じて、名目愈-多岐となれり〇その初 
1 g 派は、東人西人、互に進退をなし、も、宣祖十七年、李琪の卒せしより，東人は 
永く權勢を占めしかば、分れて南 A 北人となり，北人より又分れて大北、 
小北となり、大北，小北より又分れて數派とな b しも•光海の末に至るま 
で，凡そ四十年間は、槪して東人勢力の時代な b 。 さればこの間に於て 
は、 時に西人の用ひられしことありと雖も.忽ち黜斥せられし • か、 光海の 
SL 政に乘じて、西人は仁祖を奉じ、反正の功をなし n るを以て、再び勢力 
を挽回して、朝廷に立ちたれ ども、 南人小北をも全く屛斥せしには非す0 
され ども 西人勢力の時代なれば、その初は分れて淸西，功西となり、次で 
老西少西と なれり、 淸西とは反正に與らざるものを いひ、 功西とは、反正 
の功をなしたるものをいふ。而して功西よ b 分れし老西少西は，即ち 
老年 派と少年派とに於ける意見の 街 突に基す、これ實に古今の免れざ 
る所にして、他日の老諭少論も、亦この理に外ならざるなり0 

孝宗は、專ら宋時烈•宋浚吉等に 任じ^ れば西 人の 勢力を得たる こと 
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を得ば、それにて满足するものな bo 蓋し一の黨派が勢力を得たる時 
麄 H 護 s - f に於て、他の黨派の末輩の之に附隨するもの、出づるは免れざること 
し なれども，大體ょ b 之を見れば、その*派を保謹するの心は頗る槩くし 
て、鄭汝立が初め李琪に '- Iv へて西人となり、李 xlr の卒するに及びて、更に 
東人に歸せしが如き、|«以恭が初のは北入にして、小北、淸小北とな後 
に丙人に入れて老西ふなりしが如き、全く東两二大派の K 別1:紊りし 
ものは•甚だ多からざるが如し。今 {2: 祖以來の事に就ては*再び之を* 
說せざるも MS ; 以後紛叩の狀態を述べんとする(:先だちて、一應その 
以前ょ b 變遷 し來 りし黛 M 分裂の系統 V .:,小せば、大略左の如し。 
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1 


までの 事は、 槪 略、 前數章(:於て*旣にこれを述べたり。 され ども黛派紛 
爭の尤も激烈に して、 害毒の及ぶ所尤も廣博な るは、それより 以後にあ 
り。 顯宗粛宗以後に至りて は、 黛派の紛爭は 、實に 世局の全面を 包 蓋す 
るの有樣 にて、 如何なる問題 も、 この範圍の外に出 づること 能は ざるな 


爭論の raffi 


當時の所謂 S 派なる ものは、 固ょ卜確乎たる主義耦領のあるに非 t 
唯種々 の 行懸り 上ょり •東西南北、夫々分 M せられた る ものに て、兄弟師 
生の間に 於ても、その 黨派を異にする ことあり。その 問題として，兩熬 
互1:縞を削りて相 乎ひ、 志成れば君瓶を貪 k 權勢を揸 にし、 率敗 るれば、 
竄逐誅截之に隨ふ もの、 多くは喪服の制の 如き， 王妃の册立の 如き^ 々 
たる禮儀上の遴論 にして、 當時 にありては、 至大至要の ことと なし、 と 
雖も、真に國家の安危、民生の休戚に關する ものは 甚だ稀な 要する 
に 政權爭較 は、 最後の E 的なれば ，その 問題の 如何は、 固よ b 問 ふ 所に非 
す、た >その 問題を借 b て 他の黨派1:排擠し、自己の目的を達すること 


正* a 李朝時代第十一鞏麄*の軋煽 
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己未 (I S I f K ) などと書し，或は上之四年庚 子、 又は當宁(測找 | 
匕五年戊：辰な どと 嘗するが如き新例 S : 開きて， 淸の年甓を用ふるを避 
けし ことは， 近時の獨立以前 U 至る まで 變る ことなかりき 〇是 if 以て， 
淸に降服せし以後に刊行せし書籍を繙く 時は、その 耙年*大抵前記の如 
き*法を用 ひて、 淸の年號を記せざるが 故に、 之を年表と對照 する に非 
•されば、その 何れの時代なる か、 一見其 rr 明瞭ならざるもの 多し、 これ誠 
に不便なる. ことなれども 朝鮮人•かこの不便を 忍びつ' なほ 二 百餘年 
間、 之を變せ ざりしものは、 亦 その 意の ある 所を察すべき な bo 

第十 I 章黨派の軋櫟 

第 I 節東西南北の紛爭 

霖派の名目を分ちて互に相带ふことは、宣®の時より始まりざれよ 
b 以來•內政及び外交上に於て、隱密の間、種々の賙係あり，併せて之を述 
ベざれば、當時の狀沉を悉さ > るを以て.宣 M より光海、仁祖の時に至る 
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•. il -: 祀孪神時代第十牮滿洲の入寇及び糊鮮の降服 


四 C 九 


國內頗る困弊せしを以て.沽ょ b は米數萬石を送 b て救済せられしこ 
とありしも .-JI- 米は陳腐にして、殆ど食ふに堪へす、之を食へば病を發す 
るに至り、且疵疫も大に行れて A 道命を K 1 す者數十®に及び，^も如恩 
惠に威することあらざりしが、朝廷(:は朋 m の軋鑠 n (: 甚だしく、紛々 
搂々其■他を顧みるの暇あらざる狀況なれば、北伐の淡は、自然に m 滅せ 
b ◦されば三十 A 年(料 f 娜玉)淸ょ b は K 明總管捣克 K をして*闽們江 
地方の疆界を審赍せしめ、朝鮮ょりは軍官李義復、趙台相等を遣し•俱に 
白；3山に登り、分水嶺に於て，石を刻し:1:を築き棚を樹て.鉞界を確定せ 
しことあ卜へ定例の外(:も，使節の tl -: 來ありて、常に平和の交際を保ちし 
V 巩後，英 M は大報浓に明の ± M 及び毅^を附祭して*:土親ら盛にその 
禮を行ひ、正祖は尊周彙編を»輯せしめて、耸«の意を明かにしたるが 
如き Vv の精神に於ては、進も鹆時に贺ならざるを) i るべし。 

又消の11-;朔を奉することは、降服の第一條件なれども*そは唯炎面の 
依式のみに て、國内 1: ては、 或は明の > l !. s 禎の年魷を用ひて.嵚艄紀元後四 


1消诚 


r— 定 


紀年の舍法 






WC 八 


萬- 5:- ||疏を上りて、孝廟薪膽の志を ia ひ II 旅 5: 驅 b 三挂に合して、壬 M の 
恩に報い、 Z 子の班を S •かんことを講ひたれ ども， 答へざ b き、もし# 
/'.- •小をして此畤にあらしめば.必す幾分の運動をなし、こと明かな 
顯宗の子肅宗即位の初にも、承旨尹鐫は、北伐の a を唱へて、人心一 W 
動搖せしが、傾泷政許阽は>:者の師を用ふる捣全に出づべし、今日微弱 
の兵力を以て、妄〇に大事を興す il 尨險な〇 とて、 之に k 對せしかば JI : 
fi 終に行はれすして止みたた其後 H 十年 3.申 i ^ ■鴨 J ? は n/i の社稷 
滅 CSI + ょり六十一年 E に當るを以て、大報玢を宮殿後苑の西に設 
け，- i : 牢を以て神^を祀卜、壬 M 再 ii!i の恩に報じ•王親ら詩を作、て：！！ く • 
大報 M 成槳11 新、 時維狨;1«.和诳：衣冠濟々班行 造、 鐘管撕々 W 數陳 、昔 被 • 
降恩：銘在»-、今&神沌淚沾市、追惟跫1||撤誠饵、3顾蜞陵雅忐遒と«陵は 
即ち寿:;-;なり〇又甞て明の成化中賜は b し印跡を樓刻して後世子孫 
位を®ぐ時の寶とな し、 淸の« を 用ひざらしむるが 如き、 明 V 」慕ひ沾を 
惡むの精神は依然として存在せり0盈王の時には、嫌«早魅茁ね虫' 
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11な征す 


顯宗立つ 


羅碩佐の上疎 


於て，快節の往來は、舊時に異ならす•事大の ) VS は決して怠ることなか b 
き〇されば、五年3扣帥£5."1酬|)(:は虡候邊疾をして、兵五.十人を率ゐ、 
淸の明安達 II に從って、羅箱を黑铺江邊/に征せしめ、九年(酿‘1 ご治千千六#^ 
_八}(:も，亦北庚候申澍 V 」して、兵二百六十人1:率ゐ ft の沙爾瑚達に從 
ひ、松花江口に於て羅禪と戰へ b 。 羅禪は即ち露西亞にして、十數年前 
よ\黑龍江地方 {: 出沒せし•か、前後兩役共に之を敗り、露將ステパノフ 
は戰死して、一軍殆ど殲滅せ、是より後、黑龍江邊は一時露人の跡1:絕 
つに至れりといふ。この役は朝鮮人の鳥銃に巧な b といへるよ\淸 
に徵發せられ、巳む$:得 t 兵を出し、ものなれども、-#^(:於ては，亦幾 
分か淸の軍情偵察の資となゎしことあるべし C 

孝宗薨 じて 子楣立 つ、是を 顯宗 とす、 顯宗 は、孝宗の 拘留 中に於て、 瀋陽 
の旅館に生れ’屈辱の問に 人 i なりし も、天性 仁恕 溫 厚にして •英 偉の氣 
に乏しく、其父の遺謀を繼紹發揚するの器1:非ざるなり〇されば吳三 
桂が淸に背きて、兵を 雲 南に起し、 中原 騒擾せし時に 當り、士人羅碩 佐は 
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す 


て、 從軍の準備をなし•其他兵丁軍卒に至るまで•出征の覺悟を定めしも 
のも斟から V 」 りき 0 

孝宗 U 久しく淸 (: 拘留せられて、深く其内情を知り、畏怖すべきもの 
は、漸く凋落せしを 見て、 この計盡をなし ゞ と雖も、固ょり 衆寡歒 せす、妄 
りに長驅深入すべからざる を 以て、兵を養 ひ 財を蓄 へ、 十分の準備をな 
して •敵 國の®を待んとす。されども朔鮮は、壬 M 以來 •數十 年疲弊の 後 
を 承け て、 國 力の 充實 は、 急遽に期す nr らざるのみならす、淸に於て は、 世 
祖幼弱を以て位1:即きしと雖も、審親王之 k 補佐し、八旗兵は之が槊使 
に任じて、次第に各地を平定し •國連 は 陸々 として， U の ^ る•か 如く， 今や 
支那統一の業を成さんとする時なれば、柄鮮の微力を以て•之に乘すべ 
き機會に遭遇することは、容易に^むべきに非す〇是を以て、孝宗は花 
苒歲月を経過せ しが、 在位僅(:十年にして、病に罹り薨せしは•誠に痛惜 
すべきなり〇 

淸に對 して復簪をな さんとせしことは. 右の 如くなりしも •表面上に 
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たる英氣は，容易に初志を ii t るものに非す。 且、 朱時 烈， 朱浚 -, L i 等、 方に 
事を用 ひて、 亦北伐を勸めしか ば、-#^ は益：葸を之に 注ぎ、 訓練大將具 f : 
堂が年老て弗に供へざるを 以て、 争沈を舉げて之に代らしむ。蓋し# 

•:,-:の股肱心汽となす所のもの、文[^(:於ては宋時烈^宫に於ては李泣 
にして•朱時烈 (: は貂裘 を 賜 ひ、 半 ^ 1:は金銀を以て飾〇し御屮 H 、 及び 
白羽 ST 角4等を賜 ひて、 之を寵異せ〇 。 且觼-大閱を行 ひ、 陣法を 试 み、戎 
服衣袖の太だ長濶にして便ならざるを以て•大刚會典の制に傚ひて*之 
を狭小 {: し、鞠躬紙迎の軍鱧に適せざるものを改めて拱手長跪となし， 
調嫌院の武騎砲兵の額 i : 加へ、 禁軍の數を增し、儇徙には米三石を納れ 
しめ、 上は公卿ょり下は庶孽の役なきものに至る まで、 皆布一匹を出さ 
しめて * 兵の資となす、又内厩に a 馬を養 ひ， 名 づけて 伐大驄といふ 、， v 
の大國を伐つの用に供せんが爲めな be かくの 如く、 その針迸は着々 
步を進めしかば、世人も苒 その BS のある 所を知り*鄭好 m の如きは、 庄 
土を賣 b て、潜に戰 M を瞵ひ、戎服V具へ、その子(:も亦鳥銃 ir-^u しめ 
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韧 &¥ 通史 


wow 


U 頗る之を疑へり。時に金， n 點は•如 nfi 政として W 柄を%弄し.政 VJ 
.@亂せしが#宗の初に及び.大諫金裹你、執義米浚吉等は•自點の罪を論 
劾して，之を逮竄せんことを-? l > lirl ひ、遂|:其職を免せられたり〇金自點は 
深く之 i : 怨み、 評人李 * -£をして、王•か ^ R を退け•山林の士を進用し、兵 
VJ 舉げて北伐せんと欲することを沾に街げ，且長陵の^文を送らしめ 
しかば，淸は益*朝鮮の*動を疑ひ、使を遺して其虛實を詰問す、朝野之を 
間て* I 々たり〇 »り領遘政李景奭は、身^以て之に當 b 、 自ら葙州 J : 往 
て其使を迎へ•京城に至る (; 及びても、百^抟己がなし、所な，〇として、 
少しも畏避せす〇是を以て、淸使は景奭に掙刑 Vi 加ふべしといひしが* 
王は密に千金ヒ沾の 1 tinu 興へ、且 親ら 使鮪に 到りて ri 覆救解せしに 
ょ >、 ;§:*5 r 白瑪11!城に安1:し、嚴に荇棘を加ふること、して、 その 局を 
收めたり。 Iru して金 Q 點は、遂に光陽 e ^ tfillrm せられしが、その後逆を 
謀りて課せら る C 

孝宗牝伐の計*は、是<:於て少しく«»せ 

しが如くな-^ しも^勃々 
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前左議政沈器遠は、謀反を以て誅せられ、柳灌は M を作んことを謀りて 
殺され、 皆 未だ大事に及ばざりしも，幾多® 紛擾は 免れざりし•か、仁租は 
孝宗立つ 在位 廿七 年1:して薨じたれば、世子溟 嗣ぐ 之を孝宗とす。 

孝宗は，天資聰明にして、英偉の氣あり、之に加ふるに、國家の否運に遭 
遇し.靑年の時ょ b •質子とな b て瀋陽にあ b しこと、殆ど八年、その間に 
於て、幾多の辛酸を甞め、その心身を鍛練し•その志氣を激發し•久しく淸 
の爲めに屈辱せられし遺恨は*實に骨髄に徹せり〇是を以て位に即く 
1や、慨然としてその恥を雪•かんとするの志あり、首として金尙憲、金集、宋 
浚吉、宋時烈等を召して、陰に北伐の計盡をなし、且宋時烈をして長陵 S 
€5の誌文5:製するに、淸の年號を用ふることなからしむ、これ實に淸 (: 
服從することを欲せざるの意を表明せしものなり C . 

是ょ彡 先、 仁祖の末年に，東萊府使盧協 、慶 尙監司李發の狀啓一 T 倭情測 
b 難きの語ある U 因て、右 li 政鄭太和は、 g に使せし時、城池甲兵を修辏 
せんことを請へり、これ明かに前：：：降服の時、約條の禁せし所なれば、消 

Hfc 李 籾 時代 第 十 韋滿洲 の入寇及び朝鮮の 降服 四〇三 
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し炉ば、互に其心を信じたりといふ0蓋し金尙憲と祀捣吉とは、硬軟の 
清>5明か 別ありて、言論行動は同じからすと雖も 、その 淸を惡み、明を思ふに至り 
ては， 決して異なることなし，これ實に當時朝鮮人士通有の觀念なり0 
淸の太宗 は、 仁祖廿一年 Cl f 徳)に薨じて、世 M 位に即きたり。時に明 
は流賊益 t 猎撅にして、廿二年 (I _指妨神、明)李自成は燕京を FS れ、毅宗は 
煤 山に上りて 縊死し •継兵吳三桂は fffl : 降りしを以て # 親王は吳三桂 
淸世姐都^痛 と力を合せ•李自成を破りて燕京に入り，世祖を潘陽ょり迎へ，都を燕京 

京1-定む 

に 定めて，大赦1:行 ひ， 廿三年、世子涅 、風 林大君汊及び金尙憲 、袒 鳴吉等を 
放還せ り。 是を以 て、 仁 M は麟坪大酋を遣して、定鼎を貧し 1: 前後の恩 
命を謝した bo 

世子 M は.燕京ょり還 b て程なく卒せり J & を昭顯世子とす，1]して元 
孫は幼少に して， その母姜氏は 、又 罪遇の聞え あ^'し •か故に、仁祖は領讅 
政 金弯左？ S 政 洪瑞風 等と議し て、 第二子 B . 林 大君滉を立て、世子とす。 
その後姜氏は•遂に死を 賜 ひし •か、 或は寃罪なるべしともいふ。その他 
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くし、^を託すべキ rtr 以て*之を鳴 -,*? に報じたれば呶吉は奏文?: II : して- 
獨步を明(:遣せゎこ而して*步は、海路より明に!1-: 來すること三回、明 
よ b も答書を送 b て、之を褒賞せ 〇〇 其後宣川府使李炫は、?«に囚 へら 
れて.具さに朝鮮の明に書を通せし こと Sr 吿げ•且其關係ボとして ， mro 
吉及び名流十餘人の名 V 」 示した b 、 因，て溃は朝鮮に命じ•鳴吉 、慶菜 等を 
執へて送らしむ〇嗚吉は裔つて瀋陽 (: 入り幽せられし^:慶龙は途中 
よ b 逃亡し、海に浮びて明 {: 入れり、その後北京陷り、®業は潢に科 へら 
れしも、屈せざ b しかば、消は檻車を以て朝鮮に押送せ b 、£ し慶菜 が 明 
の爲め [: 盗すの心は、始終渝らざるなり。 

前判*金尙憲 は、 淸に降服せしよ b 以來•職を fl めて 家« し v;v に 慷慨 
激昂の謎論を唱へしを以て、嚮に瀋陽に幽せられしが、嗚 V / の 至る i : 及 
び、 同じく一室 I 1 W へられたり。初め鳴, , f は、尙;^*»名を好；3の心 ある 
を疑 ひ、 尙笼は 、又 鳴*七以て秦梢なりとして之を惡みしが、是 {: 至りて、 
兩人共に I 室にあり、死生前に迫るも確乎として その 心を動かさ > り 
;. T -: I 紀李 W 時代第十萆供洲の入寇及び明鮮の降№1四 OI 一 
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朝鮮通史 _ • _四〇〇_ 

して崔鳴吉は相位を去$しが、十八年(挪|雒)淸の錦州衡を攻るゃ、又戰 
船播米.を欲せらる。仁祖は平安兵使林慶業を舟師上將とし、黃海兵使 
李浣を副將として、戰船百廿隻、兵六千を以て陬を助けし め、 且贯米一葆 
包を漕運せしむ。然るに慶業は、中途に於て、潜に船エに命じて，船三十 
餘隻を破らし め、 その石 M 島に至る や、 颶風に遇て漂流するに託し、 密に 
三船を登州に送 b て、淸の情狀を明に 通す、 逸東»に入り、签州衞外に至 
るに及び'明の兵船に遇 ふ、 慶業.勢戰はざるを得ざるを以て、矢は镞を 
去り砲は九を 去卜农 れば、兩軍死傷甚だ尠しとい ふ。 此の 如く， 陽に師 
を出して淸を助けし も， 陰に明1:通じて百方之1:沮害せしことは、當時 
慶業等の 用 ひし憤手段な6。 

是ょり先•南漢出城の後に於て、 m 鳴吉は、その已むを得すして淸に降 
服せしこと Iriln に吿げん i して.書を登萊總兵陳洪範に致し、*'、その 
害の果して達せしや否や審かならざりし•か故に•更1:一信使を遺して， 
その情事を表&せんとせしが、林慶*.は僧獨步の慷«にして、辭令5:蕃 
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is 


明は中華文明の邦として奪敬する 所， 且壬辰救援以來•深くその恩誼に 
戚せ しものなる U も拘ら す、今の場合は、 淸を 助けて 明を 伐たざる可ら 
ざること/•なれ bo これ最も朝鮮の忍ぶ能はざる所(:して、この間に 
於け る 當路漭 の 苦衷は•亦實<:憐 むべきものあり〇 

初め淸の太宗•か軍を朝鮮ょり班すや、その一部を分ちて只子碩託及 
び明の降將孔有德、联仲明等に命じ M 山に於て船を造らしめ•之に乘じ 
て下り、朝鮮の兵船を徵して、共に皮&を攻めしひ。これ實に降服の時 
に於て、承諾せし條件なれば C 祖は巳む!:得す、平安兵使柳琳を首將と 
し•義州府尹林庚業を副とし•兵船を帥ゐて之を助けしむ〇是時毛文飩 
は、巳に袁崇煥に殺されしを以て、沈世魁は都督として島中にあゎしが、 
慶業は密に斥候將金礪器を遣して、豫め之を報じ Vv の難を逃れしめた 
れば、世魁は屈せすして之に死せしも^他は W を免れたるもの多し'」 
其^淸は又兵を徵せし^:領議政崔嗚吉甚だ之を不可となし、再び骼陽 
U 至り、國內空虚、人民疑懼する等の情狀を陳して、之を拒絕せ b 。 旣に 
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籾鮮通史__ S 为八 

ははと稱し、新:+:;の立つ時には*王及び王妃も，皆淸帝の承認を經て，その 
冊 封 fg 命を受けざるベからす。凡を使を淸に遣すこと'年に 四 行あ 
り、冬至 JE 朝、 1? 節 •歲幣 (: して、各、表箋方物の規定あり、 歲幣 の數は’即ち 前 
節に畢げたるが如くにして•その ft 擔の最も重きものなり。その他、臨 
時に謝恩、奏請：進贺、陳慰、進香，吿 lh 、 問 安等の使を ig すことは、その 幾 回な 
るや知るベからす、弱小國の事大の81を執ること•亦決して容易の事に 
非ざるなり。その後，或は•貢米の下劣なるを以て、退けられしことなど 
ありしも*意恭順、その命を奉せしかば、廿三年3|治)三節及び歲幣を 
幷せて一行とし、之を冬至使 i •いひ、一年に一度之を送ることとし、その 
歲鞒の數も•漸次に之を減じたれども、冬至使を追すことは*迚綿として 
H 淸戰宰以前まで繼續せ b 。 

右の如く、朝鮮の淸に於ける、乳力旣に敵すること能はざれば、巳むを 
得す、 M 國の鶫を執 b て之に事へしと雖も、淸を以て•仇讎とするのみな 
らす、胡|»として之を 輕蔑 することは、前□に異ならざるなり。然るに 
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正紀李朝時代第十韋滿洲の入寇及び朝鮮の降® 


三九七 


の斥和諸人の代表者として奢つて虎口に役じ、遂に瀋勝の市に*せら 

so 

をの後、又淸の命にょりて、大淸 皇帝 功锒碑1:建つること、な b 、 大提 
學李景奭をして、其文を撰せしめし•か、瑪顧塔は來 b てこの役を監督し， 
其交を改撰せしめ、咆哮益•甚だしく、遂に三田渡の南、淸帝駐蹕の所に於 
て M 然たる豊碑を立て•朝鲜と淸とに於ける從來の關係を列舉し、淸帝 
功德の洪大なるを頌して、其恩を謝するの意を述べた^^これ實に朝 
鮮の屈辱を受けたる記念として、永く後世(:垂れたるものな bo 是ょ 
b 以來、朝鮮は淸に對して、再び頭を檯ぐること能はざりし•か、李太王三 
十二年、日淸戰#の結果、淸の孩絆を脫するに及びて、この碑を毀ちた bQ 
第四節 朝鮮降服以後の狀態 

仁*は、旣 U 城下の盟をなし、無前の屈辱を忍びて、 ® に降服せ卜。是 
より 後 •從前兄弟の交際は、 變 じて君臣の關係となり、消の正朔を奉じ、淸 
帝の畜は詔といひ勅といひ、其使は勅使といひ、朝鮮の淸帝に上る書に 


龍 i 


車大の f 9 





京城? I 殘マ 


斥和の臣か淸 
!:迸ろ 


階を升る、太宗は南面して塊の上層に坐し、仁祖は西向し諸王子の上に 
坐して.蒙古王と相對し、酒を行ひ、禮畢りて漢江を渡り，初更、京城に還る0 
而して太宗は、世子及び風林大君を留めて®となし、江菊俘獲のものを 
還し•趣く諸道の兵を收めて、師を瀋陽に還せり。 

仁邇は旣に京城に還 b しも、間間蒗殘 して、 人 K 旣に盡き，死屍路に横 
はり 鷄豚鵝鸭 は一も見るこ i なく R 吠犬の唁々として A 肉(:飽き狂 
走す るぁるの み。士大夫及び將士の山城ょり來るもの，皆其父 fg : 妻子 
の生死を知ら t 破屋中に入-^聲を放つて痛哭す。初め淸兵の城に入 
りし時には•府庫を封阳し、殺戮をもなさ >りしが，蒙古兵の入るに及び 
て、 殘畨侵掠、殊に甚だしく'物をも逍さ > る に至るとい ふ、 其慘狀想ひ 
見るべきなり〇王は哀痛の敎を下し南漢扈從百官の秩を增し、宰臣恃 
從の落後せしもの、職を削り、張紳、金庚徵を誅し^和 - t 謀の臣吳達濟， 
尹集は、出城以前に於て、旣に敵陣に送りしが、是に至 b て又瓶山縣監邊 
大中に命じて，平壤庶尹洪翼漢を執へて送らしむ、 この 三人は、實に幾多 
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賽 I ii して、 歲貢は黃金 一 S 雨， 白金一千兩•水牛角弓面二百 副、 丹木二百 斤、 環 
刀二十 把、 財皮 一 百 張、 鹿皮一百 張， 茶一千 包、 水獺皮四百 張、 靑黍皮三百 張、 
胡椒十 斤、 好腰刀二十六 把、 好大紙一千 卷、 好小紙一千 五 百卷 、五 爪龍文席 
四領、各榇花席四十領、白苧布二百匹，各色細轴二千匹•細麻布四百匹、各色 
細綿布一萬匹、布一千四百匹、米一萬包とせし も、 己卯の年(チ1針11 、 T 
b 始ひることを許したり〇而して首謀^二三人を送ることは、從前ょ 
りの 問題なれば ，今、 城を出で て 降服する 以上は、別に通す るを待たすし 
て， 旣に決定せられたるものなり。 

淸の朝鮮に對して指定せし條件は' 大略 右の如くに して、 朝鮮は M る 
苦痛を威する ことあ b 、 負擔も亦輕 からざれ ども、撤頭徹尾、唯その命令 
の依に從はざるべからす C 是に於 て、 仁祖は世子と共1:藍色の戎服 VJ 
着し、滿場の士民號哭の藓に送られて、西門ょり出で、漢江の東岸三田渡 
に於て•淸の太宗が 九 層の塊を 築き、 黄慕を張り黄傘を立て、盛に兵中旗 
« を陳ねし前に進み 4 t 面して三拜九叩頭の禮を地上に 4 f ひ、 又進みて 

正紀李柄時代笫十箄滿洲の入寇及び钢鮮の降® 三九五 
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城の！ SS を決す。金尙憲、都斑等は之を憤りて自殺せしも、皆死に至らす、 
降服な嫌- T 吏 通李 敬輿は•死守の義を陳 せし も、大勢旣に 定まりた れば、洪瑞風、^1鳴 
吉 、金 藎國等は、敵陣に往復して降服|:遴せし|:、淸は國王及び世子は、蓝 
色の服を 着し、 西門ょ b 出でて禮を行 ひ、 世子、大^及び公卿の子弟を浦 
陽に* 去し、 江華島俘獲のものを 還し， 國迕は追て鍺造給輿すべきこと 
降服0條件 等を指示せり〇尋で英俄爾 @、 瑪鼷 塔は、 太。の宵を持して來り、更に條 
伸を提出して日く•明ょり受けたる誥命冊印を献納し、其往來を 絶ち、 其 
年號を去ること、淸の正期を奉すること，世子大君及び諸大臣の子弟を 
質と する こ-〇•淸が明を征し朝鮮の躲步舟師を欲する時には、期會を誤 
らざるべきこと、今，兵を回し皮島を征する (: 就て は、 兵船五十1£を發す 
Vきこと、大軍の還るに就ては、稿軍の鱧を行ふべきこと、聖節、正朔、冬至、 
及び 慶弔 等の 事は、 明の舊禮の如くなるべき こと， 通逃を容隱すべから 
ざること、內外諸臣と婚姻を綣結して•和好を固くすること，新 S の城垣 
は修繕を許さVること、 U 本の貿易は、偽の如きを許すこと等の十餘條 
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て決せざりき0 

是ょり先，江華島には、嫌宮王子の外5臣の妻子も、«1|:避くるもの® 
る多く•金庚徵、李敏求、張紳等は，之が防守の貴に任じたりし^;太宗は八 
旗をして、小船八十隻を造らしめ.容親王多爾袞<:命じて之を攻めしむ0 
時に金慶镦等、江華は金城湯地なれば、敵軍飛び渡ること能はすとして、 
防備'5:務めす，た > 日に沈酗を事とす。是1:以て淸兵の一たび海を渡 
るや、水陸の軍、皆瞰はすして潰走し、慶徵、敏求及び紳等は、小船 U 乘じて 
通れ、府城忽ち陷落し、續宮王子、及び華臣の妻子俘獲せられしもの二百 
朌人、皆南漢山城の陣中に謎送せられた彡〇而して金尙容等は火を放 
つて自殺し、婦女子の節に殮するものも亦鮮からす。この時敵軍は、尤 
も殺戮淫虐を肆にせしが、多くは蒙古 兵の 所爲なりといふ0 

江華島の陷落する や、 南漢山城の包圍軍は、王子の手書及び尹昉等の 
狀啓を示して、出降1:促す、城中之を聞て•大に驚駭し、痛哭せざる ものな 
し。この時 C 祖は宗社巳に陷り、事の爲すベからざるを知り、直ちに出 
紀 正李 朝時代第十韋滿洲 〇入寇及び 籾鮮の降取 三九三 
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轍食の玦艺 


和好ん消1:求 
む 


を收るに及びて、全軍一時に潰散せり。その他平安監司洪命#は.金化 
(§3に戰死し，副元帥«最瑗は、嫌复&喊輔道)に生擒せらる0諸道の技 
軍は、串ね此の如く1:して、 一 も敗軍を攘斥して、南漢山城の圍を解く i : 
足るものなし〇然のみならす、倉卒の入城にて、) B 食其他の準備をなす 
の暇なく ， SI 萬甲1:管餉使1:拜せしも、倉®は一月を支ふるに遇ぎざれ 
ば、次第に給奧の額を狨じて、僅に之を維持し、又寒氣尤も*烈の時に當 
b 、 王は寢具なく衣を解かすして寢ね，諸將士は外に露處して、旖を裂き 
指 t 堕すに 至 b 、 その慘 狀言 ふに忍びざるもの あ\ 而して重圍の中に 
@ る こと 四十 餘日 、復た 奈何と もする こと 能はざるに及べ. 

是に於て、仁®は左議政洪瑞風、戸判金藎國等を遺して、和好を請はし 
む、 tf : 嗚吉は國書を 草し、 且その間1:周旋して、務めて和好1:成さん i 欲 

せしかば Mt 判金尙憲•吏金鄭理 等は、 深く之を論駁せしも、大勢は既に和 
好に傾きた bo されども 王は太宗 •か •王 親ら MI : 出で て 軍門に降り、 S 
を敗りし首謀の臣二三人 1:縛 送すべし とい ひ 12るによ 卜、頗る猶豫し 
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煢大將元斗杓等をして M 中の兵一萬三千餘人を分ちて，诚垅を守らし 
め、都副元帥及び諸道の監司兵使に li して，勤王の兵を募 b 、 又急を明に 
吿げ、固く守りて外援を待んとす。然るに瑪驩塔等は、旣に南漢山城に 
迫 卜、 太宗は少しく後れて進み、大臣譚泰に命じて京城に入らしむる に、 
城兵敢て抵抗するものなか b しを以て、遂に漢江を渡り、十五年55|、_ 
1 gf 漢泛 城嫌)正月、南漢山城を圍みたり。 

この時、 明は方に流賊に苦しみ、朝鮮を救ふに暇あらす、僅に登萊の總 
兵陳弘範をして、舟師を出さし めし も、風を候ひて敢て發せず。諸道の 
採1 監司兵 使は、 率ね躊躇して進ま t 其進みて戰ふ ものは， 敗れざる なく、 忠 
淸監司鄭世規は、衿川^|3に峨ひて全軍敗沒し、尼城縣監金弘翼、藍浦 
縣監李庚徵等皆之に死す Q 庚尙左兵使許完、右兵使閔梂 は、 雙嶺 K _ l-ia 
れ ) に至 b •許完の軍は诹はす して 潰え、閲秣の軍も亦火を失して潰散し、 
許完及び閔橄は俱に陣中に沒す。全羅兵使金俊 龍は、 進て光敎山 (II 
w g l:r 揲りて硪 ひ、 敵將額 M 揚古利を 殺し、 頗る勝捷あ b しも、：：： #軍 

正 fcl 李朝時代第十鞏滿洲の入寇及び朝鮮の降取 




かば、朝廷大に狼狽し、判尹金慶徵を都檢察使とし•副提學李敏求を副と 
し、江華留守張紳をして、舟師大將を兼ね、江華岛ヒ守らしめ、原任大15尹 
1 ^ §、金 S 容をして、廟社の主1:奉じ、嬪宮 (_ s $2 元孫(讀0一一 王子、風林大技 
il ( w 一一)麟坪大打^-' f » 一-一 V 護して、江^ S に逃れしむ〇仁祖はその翌日 
南門1:出で，江催 S に向はんとせし1:、瑪福搭は數百騎を率ゐて、已に弘 
濟院に到り、而して一隊の兵を以て•陽川江を遽斷して•江苹島の通路を 
絕ちたり〇是に於て、仁祖はまた城內に還 b し*か、上下 a 々奈何ともす 
ベから t 吏判-«1嗚吉が同中樞李康稷と共に敵陣に赴き、出兵の理由を 
, 問 ひ， 且牛酒を持して之を犒ひ、故らに時刻を漲延せし間に於て，仁祖は 
-. tlAW . 南漢山城 世子^及び百官を率ゐて、南漢山城( I 職进 )1: 人れり。然る1:領議政金 
堕等は、晴に乘じて潜に江蒂 S 5 に入らんことを請ひ、翌 H 雞鳴に城を出 
でしが、雪後坂路氷凍して，一^忽ち躓きたり、王因て坶を下り步行せしに， 
又*-顚朴して進むこと能はざ b しかば、遂に再び南滇山城に引還せ bo 
伫 M 乃ち都監大將申 a 磷總戎使具宏•御煢提讕李守*使李時白，御 
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然るに 羅德憲等•か携へ還りし書に皇帝と稱せしを 以て、 朝鮮に ては 
徳憲等•か僭號の嘗 t 受けしを咎めて、之を鳥示せんことを請ふものあ 
りしが、遂に德憲を白馬山城(I)に、 SP を劍山山城(料I棚通)に M 配せ bo 
是時1:當乂滿洲徘斥の氣燄は、甚だ熾にして吏判 ffi 鳴吉獨り平和の 說 
を 唱へた るを以て、 副校理吳達濟，校理尹集は、 上 疎して其非を痛論し、鳴 
吉を斬らんと請 ふ。されども 亦戰守の準備を なすに も非す、唯一時の 
感情 {: 驅られて，大言壯語、口舌の空論 $: 以て、敵を待つ に過ぎざる のみ 0 

淸の太宗 は、 愈，朝鮮親征の計を決し) P & 親王代善、容親王多爾考豫親王 
多釋貝勒岳託 ，袋格、 杜度等を率ゐ、滿洲蒙古漢軍凡を十萬を統べて、來 b 
侵す O i づ豫親王多鐸に命じ，前錄瑪顧塔をして度ち に 京诚を銜炉し 
む、 義州府尹林慶業は、白馬山城を築きて之を守 b しが、瑪顧塔は その 備 
あるを知 b 、 之を顧みすして星夜急行し. ii 陽を骏せしょり十餘；：；にし 
て、 已に京诚に逵 したり。 

初め滿洲眾の進行甚だ急に して、 殆ど疾風の來襲 するが 如くな りし 

JF . ld 李朝時代篥十孝滿洲の入寇及ぴ軔鮮の降服 三八九 
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籾鮮通电 


三八八 


必聞 k 激發#死间仇、逮近货賤而夯間哉、自前承逢變故〖則必先有-吿逾 
之文：今以：：此意-7論諸道：使，忠義之士 、各 効” 5 C 略 M 敢之 人、 自願•從征〔期-於 
共*艱難； . 

英俄爾岱は中途に 於て、 その平安遠監司に下したる書を •# ひ 還る、 太 
宗之を諸貝勒大臣に示し、 に， 衆み な 朝鮮の決总を 知り、 師を輿して之 
を*減せん i 欲す。 

時に太宗 は、 5 E 溫仁聖皇帝の«:號を受け，國を淸と鱿し、諸只勒大 1-11 は、 
三拜九叩頭の禮を行ふ。會，羅德憲、李廓等瀋陽にあ b しかば，その式に 
金列して、禮を行はしめん I せし•か^3£等は段捽せられて、衣冠盡く破 
れ，或は顛ルすれども•終に腰を屈せす。されども太宗は•锶憲等を赦し 
て之を還し S を致して朝鮮の不當 IrM め、且罪を悔ゆるを知らば、子弟 
を送りて質とせょ，然らざれば大軍1:鼙げ *225: 刻して境に臨 i んとす 
ることを知げて.をの反省を促したり〇これ太宗急に師を朝鮮に用 
ふるの意なき i : 以てなり0 
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臣事せんことを請ふの書を致さしむ。是に於て、朝鮮は激品殊に甚だ 
しく•掌令洪絜漢及び館學傜生は±疏してその使を斬6その耆を焚炉 
んと諝 ふ、 仁祖遂に其使を接見せ す、 又只勒の書 1: 納れす、從來の例を變 
じて 弔使を殿上に上らしめ t 別 1:空 帷 I : 禁川橋に設けて、祭 1: 行はし 
め， その慕後に兵を置きて之に備へたり。英俄爾岱等之を 見て、 形勢の 
甚だ危險なるを知\急に民家の踔を辉ぅて遁れ去る.仁祖人をして追 
ぅて之を留めしむれ ども、 還り來らす〇備邊司は乃ち諭文を八道に下 
して， 滿洲を斥絶するの意を 論す、 其文に 日く、 

國家猝値 T 卯之變：不#包權許«麼：而十年之間、貉整無觖、恐喝且甚、此 
誠我國家前所未%之羞耻、上自，：聖明：下至，臣庶：含，垢麥痛，思欹一有辦赛 
以 W 此辱為 ，登 有 JS 哉， 今赉此谢 、益 ？猖镢：敢以 fe 號之說；託以•通邊：此豈 
我國臣 Kw ^ 聞考不 S :: 强弱存 C 之勢二以>:義-決斷，却/書不^ T 嚴斥，其 
言； 胡差® M $2 等要請終不； ©_辭、 至：： 於發無不齡遁去：此都人士 女、 咸共聞 
覩、 雖鈿，兵革之膦、迫在„朝夕：而反以爲^、四方苦聞如廷冇，此^袭之聚；則 


JT . 紐李朝時代第十孝滿洲の入寇及び朝鮮の降服 


三八七 
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と、して，春 信 使申得淵を滿洲に遺し、も•その黜けられて還るに及び、 
更 1:金大乾を 遣して、 歲幣の從ひ雞きを 陳し、 絶和の怠を示さしむ〇時 
に都元帥金時讓は•義州ょり疏を上り，强弱同じからす、その歡心を失ふ 
ベからすといひしかば.之を竄迷し，王は親征の爲めに、開城 U 向はんと 
せしが、金大乾が®綠江を渡りし も、 滿洲1:入る能はすして還るに及び、 
また 歲幣を送ること、せり〇その後.滿洲ょりは恐喝欲索すること甚 
だ多く、英俄爾岱等、義州に到りて•牛す >tf 米殺を掠海せしことありしも、亦 
斯然たる絕和の決心をなすに も 非す、十四年 (n ? 7 c ) i : は、 食樞 _® 憲 
を春 信 使と し* 同知 李 廓を回啓使 i して、瀋陽に 遣し、 依違の間に彷徨せ 
bo 

是時、滿洲にては、傳國租を得た^に因卜て、滿洲蜚古の諸貝勒は、太宗 
に®號を稱せんことを勸るの？*あ50朝鮮|:て仁烈王后韓氏(攸11)の 
喪あるに因り 〆 部承政瑪籟塔 ( * * 夫}承政英俄爾岱 ( -Att # r 遣して、轉氏の 
夷を根せしめ*且*滿洲八和碩貝»蒙古四十九貝勒の#«を上卜て、上に 
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基の鼴灞 

す約4•洲 
4羊は 
結め兄 
ば: ff 弟 
ん臣の 


難 -utt け^•それ滿洲は、朝鲜•か甞て北虜奴賊として*斥せ しもの なれ 
ば、之と* ■ 等の 香 約を立るも、旣に快しとせざる所なり、泥んやそれ以上 
の屈辱を被らんとす、これ 豈忍 ぶべき所ならんや。‘ 

苐=«滿洲第二回の入寇及び朝鮮の降服 
朝鮮は一たび滿洲と和を約して之に服從せし•か、滿洲ょりは明を伐 
つの兵船を欲求せしのみならす、その將は頓綠江を渡り、平壤に來 りて 
糧食 i : 請求し，その兵は郭山の官庫を破り、民家に入ぅて剽掠を肆にせ 
り〇是に於て、朝廷には滿洲の故なくして我邊民を掠め•我倉穀を奪ふ 
は、盟を敗る者なりとして、兵を興し賊を擊つて、君臣の大義を明かにせ 
ん i するもの鲜からす〇然のみならず、十年(咖 f 枝)には滿洲ょ b 使を 
遺して、兄弟の盟を革めて、更に君臣の約を結ばしめんとし、且歲幣を索 
ること殊に多くして.黄金一萬兩、五色布十萬同、(贴け^」“1)白金一离兩， 
白苧布一萬同、精兵三萬、戰馬三千匹を出さしめんとす。朝鮮は兵船同 
盟等の事は 謝絕 せし も. 歲幣は虎皮を黄金に代へ^他は半額を 送るこ 

正祀李朝時代第十犟滿洲の入寇及び籾鮮の阵服 
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三八西_ 

にして、 堤川(||)に_ せられ、 李仁居とも往來 せし が、 大牝の殘*と共に. 
密に光海を迎 へて 上王と し •位を仁 城 君洪茲视第)に 傅へ しめんとする 
に及び、 事蕹れ て 孝立は誅せられ 、西 人は仁城苕を殺さん とし、 南人は殺 
すべから すとして 爭ひ しが， 仁城君は遂に殺された り〇 

是時に當りて，朋黨の弊害は頗る多かりしかば、仁通は即位の初ょり， 
朋熏を破るを以て第一の先務となせり。元來廢立の事は、西人の力に 
依りて成りたるものなれば，その跋扈は日に甚だしく、西人の中に於て， 
又棟々の名目を分ちて爭ひしが、仁祖はその%同伐異の甚だしきもの 
に S して、外官に補するの罰を施しねりしも、之1:止ること能はざりき0 
其他宋匡裕は變を吿げしが M 吿を以て殺され、任慶思及び楊天植、鄭搏 
等は、皆逆氰を課るを以て誅せられ、內部1:は穐々の紛擾あ b て、反正の 
政治も，亦缺點あり、されば掌令姜鶴年は上疏して、伯夷あれば必す暴を 
以て暴に易ふるの*あらんといふに至る〇 
.然るに滿洲の勢力膨 K するに隨ひ、その M 迫は益 I 甚だしく、■步益、« 
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« 後〇成弊 


李仁居の狸 


W 拳立の叛 


が， 獨ぅ金蓋 困は，滿洲もし道を朝鮮に假 b て、诚を日本に逞しくせば•朝 
鮮はその間 1:介 居し，不測の禍を裒らんと て、 固く之を 諫めし に 因て 果 
さ> b 含〇 

滿洲の入寇 •は、 數十日にして師を班せ b と雖 も、 侵掠尤も甚だしく、淸 
川以北は•荒廢の地となりたるを以て、副元帥挪忠信は、之れを棄て、退 
守の計を爲さんとせし•か¥安監司鬩聖徽は*宗の疆土棄つべからす 
として•義州城を西邊の巨钹 I し、又白馬山城、慈母山城を築かんこ i l : 
請へ .bo されども la 用琪毚して、奈何ともすベからす {i 邊司は、京外に 
通告して、監司兵使#令邊將ょり倕生胥吏に至るまで、力の厚薄に因て 
布 i : 出さしめ ^ bo 

.且叛逆は屢，起 b •江原道*城の人、李仁居は、隱漭を以て自ら居り•靖社 
動臣の固に當 b * 爲す所人心に厭かざる 1 見て、 81 (:徒黨數百人を聚め、 
縣钹李攉男を縛し、悉^軍器兵仗^發して、京を犯すの計を爲し、自ら倡 
義中典大 將と稱せしが，遂に 誅戮 せらる 〇又梆孝 立は、 柳 希奪の兄の子 


正耙李朝時代第十孝滿洲の入寇及び朝鮮の降服 
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令 U 阿敏に隨ひ，.滿洲に往て « となれ b 。 是に於て d 祖は江華岛を發 
11載京城に a して京城に還る、之を丁卯の虜亂といふ。其後仁«は，副將沈正笏等を 
滿洲に遺して、義州の錤兵を撤せんことを m ひしに*滿洲は明人をして 
,朝鮮の境に入らしめす•朝鮮の兵をして II 州を守らしむべきことを約 
して•義州を還せり。 

この«1の起りし時に當りて、使臣金尙憲 は、 北京にあり、本國の難を聞 
明の 教法 き，害を兵部に呈 して、 救援 1: 乞 ひ、 又毛文 tii も急難を吿げた b しか ば， 明 
は逸東巡撫袁崇煥 に命じて、 兵を狡せしむ。崇煥乃ち水師を鴨綠江に 
遺して，文 SB を孩 けしめ， 又 左辅， 趙率敎等をして，精兵を率ゐ，三岔河 ㉟ g 
«?に逼 りて、 牽制の迷動をなさしめし •か、 滿洲は急に和 m を定めて、そ.の 
5投£ 出 局を收めたれば •左#、 趙率敎等の諸將 も、 皆軍を還せ り。 又德川家光は • 
對 r > の宗袭成をして、鳥銃 ft 劍各11一 ' ff 柄、始荫三百斤5:送りて'救拨せん 
とする ことを 吿 げしめ， 六年 (S 秋 tt £ 又償玄方 t 遣して•朝鮮の爲め 
I :滿洲を伐ち、耻を雪•かん1言ひたれば，朝*之を滿洲に洩さんとせし 
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外に 築き、 李廷 象、 吳允謙 、金塗、 李 貴、 申景煥等•王に代 b て 埴に 錤 み、典舴等 
と白馬黑牛を栽し天を 祭 b て誓をなせり、その 誓文 左の如し0 
I SS 洲誓文 朝鮮餐文 

朝鮮國王奥 5 C 金國二王?^誓、我朝鮮國以•今丁卯年甲 M 月庚申日： 
兩國已媾和，今後同; fr 合 k 、 朝鮮若與•金國，立 JT 我兩國已講•定和好；今 
奥■金國，計 仇、 整•理兵馬；新建•城堡；ダ後兩國，各遵趵誓『各全，封疆『若我圃 
心不 JE 、 皇天降^,若二王子因起-不典，金國，計 ft •逢•背和好：典侵伐、則 
良之心：亦皇天降^、若兩國二王•同-皇天降^、若金國因起„不良之心：違 ■ 
心间 鉍、 公道偕處、 « 天保 佑、 獲 le 萬背和好；興 ^ 侵伐、則亦皇天降 ^ 、兩 
萬 T 邦 三月 初 三 ： n 立 誓 • 國君臣、各守，善心；共享±平^:天后 

土、斑溃神舐£::聽此賛 

濟爾喰朗等は、劉興祚を a し盟誓を爲さしめたるも，阿敏は之に與らざ 
りしを以て、部兵をして縦に剽掠せしめし•か、還 b て平埭に至\更に原 
昌令と盟をなし、遂に兵を義州及び錤江(_湖丸)に留めて、師を班し、原吕 

正耙李勒時代第十幸澹洲の入寇及び朝鮮の降 ) R 





三八 0 


i 


;&和の約條か 


和の已むべからざるを主張せしか ば、 遂にその條件を譲する こと ゞ な 
りしに、劉興祚は明の天啓の年*を去 b、 且つ王弟を®とせんことを要 
求せ50朝鮮は瓶る之を難かりし d> ‘典齚は掌中に假の字を嘗して示 
したれば、宗室原昌令義信を王弟封君と稱し、典齚に隨ひて平山に至り、 
木線 虎 豹皮等の方物 V 」 進めて和を請は しめたり。 興祚は義信が It の 
王弟に非ざるを知ると雖も之を默容せし は、 その和を求むるに急なる 
を以てなり〇 

阿敏は 、なほ 講和を欲せ ざ卜しが、* W 哈朗 、岳 託等は和を 許し， 朝鮮王 
をして 翌誓 せしむべしとて •再び劉興祐、委弘立等を江 華 島に遣した bo 
是に於て兵判李廷® 、戶判 金藎 @、 吏 判 張維 等は、 興 #. 等と約條を讅 し、 平 
山の地 I 步を蹌えす して、 盟畢るの 翌日、 兵を撤する こと、 兄弟の 國と稱 
する こと，撤兵の後、再び W 綠江を蹌 えて 來ら ざる こと•滿洲と和する も， 
明には背かざること等の數條を定め•典祚は.多くの歲幣を求めしも之 
を拒絕し、た > 犒眾の資若干 i : 送ること、なし H 月、 泔 ?: 江華府9 i の門 
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意あるにあらす〇姜弘立も亦朝鮮ょ 5 弘立の叔父晋昌君姜絪及び弘 
立の*子を陣中に遣し、にょりて、その宗族の生存するを知ち ffi る躲 
稠に欺かれたるを悔いた bo されども一たびその境に入れば、殆ど疾 
風の枯葉を播ふが如く，向ふ所潰肷せざるこ i なかりしかば、遂に破竹 
の勢を以て，內地に深入する！4至 b しな b 。 

されば阿敏等は、平埭を通ぎ、中和に至 b •畜を送 b て七條の罪案を擧 
げ 、開颁の理由を述べた b •その 要、朝鮮の滿洲に甜して、禮を盡さ ^ ，且毛 
文龍を助くるこ i を貴るにあ bo 時に京城は、人 K 旣に潰散し、留郤大 
將金尙容は、火を御庫及び兵戶曹、諸倉庾に放'江華島(:通れて•殆ど空 
虛とな b たれば、阿敏 U 朝鮮國王の城郭宮殿を見んと欲して、京城に入 
らんとせし•か、濟爾哈朗、岳託等は、之に従はす、遂に軍を•牛山に駐 め、 副將 
劉興祚を江華島に遺して、和を簸せしむ。 

江華 島に ては、守備薄弱にして、人々危懼の念を抱き、心 W に2*和を希 
留せしも、 他 を傅 b て 之を明言するものなかりしが、 獨 り螢判也鳴吉，講 

正耙李鵪時代第十鞏滿洲の入寇及び鹌鮮〇降服 三七九 
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_ 朝鮮 IM 吏_三七八_ 

州牧使金指 5: 擒 にし、 宣川府使奇協を斬 b 、 到る處に於て前王 ^ V 爲め 
に 仇を復 すと*言し， 長驅して 進み、 淸川江を波 ち、 安州を ■ みて之を陷 
れ tz れば•兵使南以典、牧使金浚及び處候朴命铺•江界府使李尙安等以下、 
死するもの甚だ多し。 

仁 里は、 兵判張晚を都元帥と し、 金起宗、郎 忠信、 申景瑗等を率ゐて 、之を 
獺がしめ、 又諸道に命じて、 兵を募 b 王に勘めしむ〇張晚一平 山 eJf に至 
る、 平安道監司尹暄 は、 安州の格るを M き、 平壤を棄て 、黄海 道兵使丁好恕 
は、黄州を棄て 、逃れ、 張晚も亦通走せ是に於て朝廷大に震駭し、仁 
胤は金尙容を留都大將 i して•京城を守らしめ•都體 察 使 李 元？ r 左議政 
申欽、 西平府院君韓 浚 謙等に 命じて、 世子浬を 奉じて， 全州に 向はしめ、 王 
は 親ら 麻社の主5: 奉じて it 華島に 通れ、 領遴玫尹昉 * 遴玫吳允 謙、 赞成 
李 貴、*判金鎏 〆 判金藎■ 、 »判李廷«等•皆 之に 從へ b 。 

£5に慂 .初め滿洲は、妾弘立等の勸誘に因らて.站を典し、と羅も、をの目的は、 
毛交龍を驅逐し、朝鮮を*期する(:あ b て•必中しも内地に深入するの 
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iK 洲太宗立つ 


姜弘立等*荣 
4«さしむ 


祖三年茲攸 3 L + IT た S 陽に 遷 b しが、四 年 (.f $+) 太祖 弩爾哈 赤驀 じ' 
子，皇太極立つ、是を太宗とす。初め®潤等の滿洲に奔るや、萎弘立等に 
謂て日く、本國の ft 、 盡く爾等の妻子を*せり、 g くは、滿洲の兵 5: 借りて、 
輿に«を復せんと、弘立等之を信じ、太宗に勸めて‘朝鮮を侵さんとす0 
この時、明の總兵毛文龍、旗を皮島 (I g | g 湖)に設け、義州、班山及び身彌 
島(I 峽触？谴 5 )に 往來 し*朝鮮ょり糧食を欲發して•滿洲牽制の 運 勘 ^ 
なしたれば•滿洲の經略上に於ては、妨害をなし、こと®からす〇是を 
以て、太宗は妾弘立、韓潤等の言を納れ、貝勒阿*濟爾哈朗をして朝鮮及 
び毛文龍を圖らしむ•その意實に南方の邊境を攆淸 して* 牽制の患を除 
かん1欲するなり〇 

HIT 五年 (■獅枝钟、 TTts 正月、 阿敏は濟爾哈朗 、阿 濟格 •社 度、 岳託•碩託と共 
に妾弘立，禅潤を*導 i し、 兵 三 萬餘 A を率ゐ て、® 綠江を渡 b 袭州を攻 
め、 府尹李莞を 殺し、又进山を衝け bo 此時 毛文铺 は、旣に避けて皮島に 
ありしが、之を身彌島に*逐 し、 更に郭山、定州を攻め、郭山郡 守 朴有健、定 
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化祖公州に奔 策を決して、京城5:出で、公州 ( S ) に奔る、适等入りて京城に 據 王子典 
安君瑗 (5 视第 V 立て5王とし、都民に通：*して、各-本業を守らしむ。張 
晩は初め賊路を哳つこと能はざれしと雖も，是に至 b て、安州防*使郎 
忠信•及び李 曙 等と力を 協せ •大に适が兵を 鞍*1战 *)© 北)に破りしかば. 
李适姦マ 适、明漣等逃れて利川 e » に至りしに. 部將奇益獻 、适及び明璉等數人1: 

殺し、走 b て行在所に獻す。是に於て、仁 M は公州を發し T 、 京诫に還 b 、 
張晚、鄭忠信等三十二人の®を錄して振武といふ。 

李适の ft は， 廢立事件の餘響にして•僅々數十日の間に於て、その事は平 
r たりと雖も•一時、王は出奔するの巳むを得ざるに至る、亦細事といふ 
嶂 S 滿洲に ベからす。且この « L の結果として、維明璉の子潤等が、逃れて滿洲に奔 
りしょ b , 遂に姜弘立等と共に愛親«羅氏を慫忠 して* その入寇を促す 
こ i 、なれ bo 

第二節 滿洲第 | 回の入寇 

滿洲は益-疆土を拓きて*%十三年(_雜賊球料¥)都を逢»|:定め、仁 
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りて、嫌に事なきを得たりしも"同僚の間.鬼角 | 8 | 滑ならざること|) ゎ0 
時に滿洲 ，との 鬮係は、頌る憂慮すべきことあ b •因て張晚を都元帥と 
して，府を平壤に開かし め、 李适を平安兵使兼副元帥 i して，寧邊に屯せ 
しむ。李适益*怒\快々として任に赴き、陰に異謀を莕へ、仁祖 二 年、( I 郎 
年)遂に部兵一萬二千餘人、降倭百三十人を以て兵を寒ぐ、龜城府使韓明 
練 等、 亦之に從ふ。.乃ち書を張晩に送りて 日く、 聖明上にあり鮮兇朝に 
滿つ、君側の惡を淸 む、 烏んぞ巳むべけんやと、時に張晚は都元帥た b i 
雖も ，部 兵は數千に滿たすして、其 力 之を扼制する こと— はざりしか ば， 
賊軍は長驅して南向す〇李适の反害至る、朝廷震駭し、王は直ちに李守 
一. を 平安兵使 衆 副元帥とし•李元翼を. 都體察 使と し、 京 畿監司 李曙をし 
て開城に錤して、賊路を防がし む。 金鎏は又奇自獻 、金 元亮等數十人の 
内應を爲すを以て，之を誅せんことを請ひたれば’王之に.從ふ 、これ 實に 
狼狽の餘、訊問をも待たす、妄りに殺戮を加へしもの なうとい ふ0•旣に 
して賊軍は.益，進みて、開城を陷れ 、臨津 を 渡り、 遂に碧蹄に至る、仁通乃ち 
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光海は、壬辰«1離の後 V 」承け、位を繼ぎたるものなれば、銳意勵精百度 
W 立の? f . 由 を整頓し、頹速を挽回せんとするも、決して容易の事に非ざるに、その杵 
« L 無道、 n に甚だし•廢立の起るも、亦 B むを得ざるなり。されども一方 
ょり之を觀れば、この擧は*に數十年間沈淪せし西人•か、北人の隙に乘 
じて、その勢力 k 回復せしものにて，靖社功^の中に於て It に國家を思 
ふの誠心ょり出でたるものは ffi 鳴吉、張維等の如き、僅々數人に過ぎざ 
るなり。李 - a 等は初め^社を安んじ*民生を救ふを以て^をなし、も， 
功菜旣に成るに及びては、人の家財器服を籍沒して、之を分つ*>如き、貪 
鄙の邪ぁりしが故|:，李澥は、初めこの舉に與りしも.深く之を愧ぢ，第宅 
田民を S 納し、終身自廢して、其志を m せ b とい•ふ。 

嚮に李 ■&• 等が兼兵を起し、時に於て、その部分規袭は ，皆 李适よ b 出 
でて、そ0功最も多かりしが•靖瓧の功を*するに及びて、金自 K 沈器逮 
等は一等となりしも、李适は後に加 b しを以て，二等となりしかば M る 
不平を泡きたり〇且、金鎏との軋 鑠よ b して席を爭 ひ、 李食の 慰 解によ 


李适の不平 
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將をして各*その裉を率ゐしめ、進で彰義門に薄 b て之を摧破し、庇ちに 
昌稳宮に到る。この：！！金自點は.® U ® 饌を備へて*金介屎に邋りしを 
以て、光海は方に官人と宴樂せしかば li 報の至るも*之を顧みざ b しが、 
兼箪の火を宮中 1: 放つ U 及び、光海大に 鷲き、 垣を蹌えて走り出で•朝官 
衞士も皆逃散せり。時に綾 陽君惊は ■寶嚣を收.めて西宮に詣 b 、 大妃に 
謁して之を納る、光海も亦擁せられて至りしに、大紀その三十六邪を數 
へて、之を殺さんと欲せしが、綾陽君の之を諫めしにょりて果さす*遂に 
寶租を綾陽君に授けて位に即かしむ S を仁祖とす。 

仁組の位 {: 即くや、永：一口大君、臨海君、綾：： n 君、及び金俤劣等の溥を復 し、 
光 M 及び妃柳 氏、 その子祥等を江雜に安既せし •か、 1 S は墦內ょ b 穴を穿 
ちて 逃れし かば、 之に死を賜 ひ、 その後光海を喬桐及び濟州に 遜し、 李爾 
瞻 、鄭 仁弘 ，尹 ^鄭 .'rt-. jtl 、金介屎等 、數十 人を誅戮 し、 その他^逐削黜するもの 
放百人の多き1-至る。又李元 S を忠州の譎所ょり起して領議政とし， 
金 壁 等五十人の功を錄 して 靖社 と：！！ ひ、 朝廷悉く面目を一新せ bo 

正祀李朝時代第十聿滿洲の入寇及び朝鮮の降服 三七三 
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貴等典兵な 


平山 e 海)府使となり，申景_は曉星嶺別將となりしが、時に平山地方•虎 
の人を害するもの多きを以て李贵は軍を集め、虎を捉へんが爲めには， 
境界を限らざらんことを請ふ、王之を許す、因て獗虎を名として、*邑の 
兵を發し、その機に乘じて、事を擧んとす。然るにその謀蕗れて、之を吿 
ぐるものあ.^臺諫は李 ■£• •か異心あるを論じて、之!:鞠せんことを請ひ 
しが、金自點は、賄賂を以て陰に金介屎に結びて、その寃を訴へしかば、王 
は介屎の言を13じて、臺論に從はず、た)李 -a が職を罷めてその ！ JB を鞠 
せざりき〇 

かくて密謀は次第1:傅播 して、 势猶豫すべから t 乃ち計鮝布 S を定 
め、 十五年 ( HW 枝啓)三月、李貨、金自點 等， 弘濟院に倉し'即夜に闕を犯さん 
とせしが、金望未だ至らざ b しが故に、衆心恂懼して、皆潰散せんとす、李 
货、李适を拜して大將とするに及び、軍情始めて定 iso 旣にして金鎏 
等來り、他處に會して适を 招く、 适大に怒りて、往かざらん と 欲せし も •李 
货勸めて往き會せしむ•，因て适は大將を箜に讓る•壟乃ち部伍を整へ% 
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ありし炉ば、明は朝鮮の•滿洲 U 通する S : 疑ひ、將に使を遺して S 謹せん 
とす，光海大に之を憂へ、辩誣使李廷龜を明に遺して之を辫せ bo その 
後滿洲ょ b は，更に降將文希壅、李民^李•一元等を送還して、和好を求め 
しが、朝鮮は之に從ひて、直ちに和を講するにも非す、唯その怒 U 觸れざ 
らんことを務む、明 (': 對しては•逸陽、瀋陽の攻陷せらる、1:及び、兵を比 
して之を助くることをなさ > れども、降路の交通旣に絕えたるを以て、 
更 U 非常の危險を犯して，海路ょ b 使を遺せり。かく暧眛の態度を執 
りて、形勢を観望せしも.是ょ b 後、明と滿洲“とに對する關係は、愈-困難に 
格らんとするの勢あ bo 

光海の時に於ける內外の形勢は此の如 C にしてざの# ftl 無道は 
.に甚だしかりしかば、密に廢立を謀るものあり。李貴甞て咸典判官た 
6し 時， 申景縝は北處候た0し•か、深く相結納し、又沈器 浚， 金自點等と約 
し、 金 ST か重盟あるを 以て， 推して大將 とし， 義兵を舉げ、光海の弟定遠君 
殍の子，綾陽君係を立て、王となさんとす。十四年、李 * は 

正祀李期時代弟十寧澥洲の入寇及び朝鮮の降服 三七一 
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籾鱒■通史— 1 ミ七 I 〇 _ 

死す、而して金應河の死、最も壯烈な b といふ。然るに弘立.景瑞等は密 
に通事を敵陣に遺し•朝鮮の已むを得すして兵を送るの意を傅へ、その- 
系を以て滿洲に降れ レ、 これ光海が弘立に勢を觀て向背を定むべしと 
.の密旨を典へたるに由れ b といふ。固家再造の恩誼を負べる明朝に 
背き•常に奴^奴賊といひて擯斥せし*洲に通せしとは、頗る怪しむベ 
き•か如くなれども，當時役降の情態、又は光海の廢せられし後•西北邊報 
の急なるが爲めに，光海 S : 番桐ょ b 更に濟州に遢し55:觀れば、密旨ぁ 
りと い•.へる ことは、 必すしも誣罔に非ざる•か如し•思ふに當時滿洲の勢 
力甚だ®なるにょら，その侯掠1:被らんことを a れて、この家に出でし 
なるべし〇 

その後， 滿洲ょ b は降將鄭應井、及び最瑞の 子 得振等を 遺し、 書を逍 > 
て 和好を求めし に、 平安監司朴烽 、軍 官黄諫を 遣し， 之に答べて 日く ， MH 
各—封甎を守、て、舊好を疹めん と、 滿洲は更に使を遣し來 b て、 天地を祭 
>，血を歃 b て 盟をな さんことを求む。 此の 如く« 方ょ b 使®の往來 
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1 


の II 州にあるに當り て、 使を朝鮮に遺し ± 馬を率ゐて救援せ んと する 
の意を吿げたりし •か、 宣祖は之を群臣に； sb しに、神成龍•か名は 救« と 
いふと雖も，その意實に測り«|し、唐の回乾、吐蕃の兵を乞て M 世その禍 
を被るが如くなるベから す、 といへるにょり、邊將をして婉辭を以て之 
を謝せしめしかば ^ 爾哈赤も亦再び使を 遺さき Q 

其後、鸯爾哈亦の勢は、益-®にして•光海八年 i ^ | f ) 自立して後金國汗 
と稱し、，天命 i 建元せしが、尋で明の邊疆を犯し.撫瓶、淸河等を陷る〇明 
は之を聞て大に騖き、十一年^ - fc » I )遼東經略楊縞をして、兵廿四萬を瀋 
陽( I 天)に集め•路を分ちて滿洲を伐たしめ、兵を朝鮮に欲す〇是に於て、 
光海は#判姜弘立 V 」 六道(|如.髓 ^ |)郡一兀帥とし、平安兵；使金應瑞を副 
i し.兵二萬餘人を率ゐて明を助けしむ〇時に明の北路の軍は皆敗績 
し、南路の將劉維•喬一琦等は、兵四萬を率ゐて宽甸より進み、弘立、景瑞等 
も之に從ひて•富察の野 ( I 1 WU I 南)に至 b しに、亦大に滿洲の軍に破られ、 
劉铤、喬一琦及び弘立に從ひし宣川郡守金應河、雲山郡守李繼宗等、之に 


疋耙：李朝時代铒十萆满洲の入寇及び«鮮の牌服 


三六九 


Digitized by Google 


Original from 

UNIVERSITY OF MICHIGAN 



I 鮮通 


三六 A 


金介尿事^用 

ふ 

李 w Bft w 柄か 

»弄 T 


纈 S 規 S 


授けら る、 ものあるなく、獄に入る* は、 賂を行ふに非ざれば免る、を 
得す m 謫のものは、銀を納れて自ら瞭はしめ、申欽、徐 * 朴東亮，禅浚謙等 
の 如き、 谷-數 R 金を行 ふて、 始めて释さる、ヒ得た りと いふ。 

是時 U 於て，內にありては、- R 宵金介^瓶 V 掼にして事を用ひ•筆を執 
りて專斷し:+:も亦自由なるを得す。外にありては^爾瞻.大‘北の巨魁 
を以て*國柄を稱弄せしも、務めて掩飾をなし、? ivl : 鶊判兼大提學の職を 
S びて.自ら吏曹に入らす、權柄を避る•か如く1:して、その* U 己•か應犬 
を要地1:布列し、趙挺、李挺元の徒は、常に指揮を本すること奴隸の如く、 
生殺廒逋、意の如くならざるな く、 その勢力は^玖以上にありて ' +:!:補 
け邪毒を擅にせり〇されば尹善道、李 洞， 龜川君啤、錦川君誠澈等の如き 
は、®-上疏して論劾せしも、王は漩く之を®;逐せり。 

內政の紊%せること•此の如くなる時に當りて更に一大 P 事の起る 
あ卜北方滿洲との關係是なり〇是ょり先、滿撕には愛親*羅氏•長白山 
の西に興り、太)1弩^?哈,渐く强くして，諸部落を併吞し、壬辰の«1，宣祖 
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大妃 4 - A せん 
4 L て成らす 


終 an ./ 1 , な殺す 


光馆の秕政 


>西宮と稱し、供奉を減じ朝謁を停めしむ。 

然る1:爾瞻の徒は.なほ之に滿足せす•十四年十二 IJi ]: 原監司臼大珩 
は、李偉卿と共(:儺戯と稱し、庚運宮に亂入して、大妃を SII せんとせしが • 
大妃は竊に逃れて、その禍を免れたり◦時1:領_政朴承宗は^の念な 
るを聞き、馳せて西宮に到り.呼唱追逐せしかば、大珩も窮探するを得ざ 
りしといふ〇其他進士蘇鳴阈の上疏|:、塞門洞茁(:;:1--氣ぁ0といへる 
{: ょりて S 門洞宵は、王の弟定遠芥浮の私第なるを以て^迫れの子、綾 
IJIJ 若侩を捕へ て， 喬桐に禁锏し、尋で之を殺したれば、定设料は悲慟の神、 
遂に薨逝せ bo 

光海の近親に於ける、その兄弟を殺し.その - nt を廢し.その姪を殺し、人 
倫を戕^せしこと匙： U 多し。然のみならす、 g - 寃獄を興して無^1:殺 
し11:風水の說を m じて、:1:木を典し、仁慶，慈毒、 S 德の諶常を作り iij 度沿 
繁にして， K 窮し財竭く〇足に於て、官を S り就を fs ぎ、 ]111 胳槪 {: 打れ、凡 
そ内外の釕# 7 : 0 : 除拜する(:、銀兩の多少を視て.：： 1.»1 下をなし、沿 ^ ;、して 


:lu 叱李神時代第十 --?: 滿洲 l/)A^/i び钠鮮のほ flu 
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之 V 」市に肆し、申欽、禅浚謙、朴東亮等を la 迷せ 

是陆、李爾 BRU 大北の M 魁にして，小北の m 袖•朴承。、柳希衔と7/.(:， 
へ bo 而して李 wg . 鄭仁弘等迨敁の計^を爲し、こと ffi 力な b と雖 
も、 柳朴二 氏は、 妃嬪の姻戚にして、殊に承.：：•ヤか廢 nt r - 尺射 ^ るを以て，爾 
瞻等も頗る躊躇せり。然る1:九年十ニハ希衔 W JT-. ハ判となり、大妃に^ 
謝の禮 k 行はざりしょり、爾 RR 、 許 K 答.念にその保 一 を敎誘し、大>*1:李^ 
副说學鄭造、大司諫尹訪は*まづ廢黜の論を於し*威を以て之 v ‘- .竹す，朝 ni 
惴々として人色なく、惴生も亦逃散せ b 上この泌を以て政府(:•卜す. 
如諮政奇0献酋として之 (:^斟したるを以て、疋{: 17 { '1 , . 飢銜九| , (三十 
餘人、宗室一 71 七十餘人をして.谷-总兑を上らしめし(--、成は胳黜を:- 1 :と 
し*或は 之に 從はす、李恒鰌 ® 弘 S. 金德滅等 の如き“、 たも之 (: 反射せし 
V 於々 たる 俗沬の徒は、率ね爾 {« の風 & を希 ひて， 之を ii 成せしかば、 ^ 
，:= 献及び 恒鲳、 弘 K fe 誠等を逮 K し、 十年：. II-:- 月、 右 S 政铋 -# 純 a 、 爾 « の衍 
嗾にょ\大妃の十罪を數へて之を啓す.闪て王|1大妃の竹號^去'た 
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大妃を鹿する 
の柚緒 


名を 書し、 國母を勤搖し 、罪 網常に關するを以て•摩を停ることを逯 し、® 
慍は 入りて之を王, U 啓せ しか ば•王 怒 b て嚴惺•か 職を通せ b 、 而 して 鄭 
造、尹訪も亦その職を削られ雙方共に，ての罪5:被れ50 

されども金悌男及び永12大君の敕されし後(:は、邪論益-蔽にして，七 
年 ZE は移りて吕德宮に 御し， 大妃を慶運宮に 留めて、 防守を嚴に し、鄭造、 
尹訪筇 は、 再び臺間に入れり。時に呪咀凶書の 二 事を 以て、 敎文を作り • 
中外に頒布す，呪咀とは、金應螢が大妃の命を承け^陵@)及び成陵に於 
て、 生猫を埋めし といへることなり•凶 書とは密に明人に訴へて 、凶 計を 


逞くせんとするの事な 


前領遴政李元翼は、敎文を見て、禍の大妃に 


及ばんことを恐れ，屢-笳 V 」上りて#を大妃に遊さんことを請ふ、王怒り 
て 元絜を切寅し、惡名を君上に歸し、美名を異：：：に沾 るとなし •且、元鉍•か 
荇を脅す は、 南以恭の慫露に出 でれ〇 として、元^以恭を m 逐せり〇是 
より 後、 或は、鄭造•尹 s 等を攻擊し•或は李元翼を 伸 救せし莕も尠からざ 
りし•か、大妃2:廢せん とする の論は、叙然として 起り， 金 俤 男を追刑して， 


iHia 李朝時代第十窣滿洲の入寇及び朝鮮の牌服 
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令悌かぬ - r 


永昌火外か殺 
す 


とし、 賴械を 備へんと欲するのみ%盜 V 」 なすに 非す と •因て妹應寅.朴東 
亮 、申欽、徐濱 等を 鞠し、 又悌男を捕へ て 之を 殺し、 應 S の罪を宥し 、永 H 大 
昔を江^(:幽せ-^時1:論者必す永昌1殺さんとせしが、領逯玫李德 
馨が之に従は ざるを 以て•爾瞻の 徒は、 逆に熬す として 攻擊 せしかば、 德 
訝は退て能律の別85?に歸6、食を絕ち疾を得て卒せ b。 その後江華府 
使鄭沆 は、 爾瞻が風旨を 承け、永 ハ大君を密室に® して 蒸 殺せり、 時に年 
八泼な副司葙鄭蘊之を 聞き、 江華に往き密に その 情狀5:探りて鉍 
り、 上疏 して 鄭沆を斬んと請 ふ、 是 (: 於て論劾伸救紛然として盛な b し 
が、 鄭截は遂に竄逐せられたり」 

初め金悌：男の獄起るや！8生李偉卿及び掌令鄭造 、尹 訝等 K 母后金氏 • 
内 巫•磨を なし、 外逆謀に施 じ、 母道旣に絕 ゆとして、 王と大妃 とを 別處に 
炤らしめんとす。然るに大司*祀有 源、 大苛諫李志完 等、 異議を唱 T 東 
學韬生趙慶 起、 李安具 等は、 上疏して批 造、 尹訪等の三賊を斬んことを請 
ひ、 檢閱嚴惺は ，承 文博士尹栓等 i 承文院に會 して、 李偉卿等二十人の姓 
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g 使-」相 S 時嚴一魁、篇坟 Q 二使に對して，多く白銀人^等の賄賂を g U るに 
ょりて、鸫 (: 取なきを扔たり S ょ.〇 先、 lyl に對して:;1系の辯 ^ 没び壬 
M 丁酉の救泼等、神々 ？ E 難の事ありしら、賄賂を贈ること U あらざれし 
•か、是，に至りて一たびその門を開きしょり後，残細の^も、 g 賂1:卵ざれ 
ば成らざること、なり、非常に困_せりといふ 

旣にして臨海^は其不軌を阈るをル：：ぐるものありて為桐に流され 
しが、鄭仁弘、伞爾瞅等は、之と殺さんと-:-|-;1ひ、个-/[:只卞$::榻、沈^漭^は、令 
g^t^^-f^^^v-t.hll-^o 然るに爾|«等は、仝恩を攻_して^逆1なし、又陰 
に縣砬李稷 (: 嗽して、臨泥パを殺 r, しむ 
,^爾奶は、乂永 U: 大れ域が A、S 母大妃企氏の flw にある1みて、之を 


殺さんこしケ V -- ぶりしが、代-朴應平徐卞！：<等•衆^の銀商を殺 


促へら 


れ、斬に處せられんとするを聞き.人をして應阳^嗾して^を小：げしむ0 
應犀-2-びてその一一 ri (: 從ひ、 獄中よ〇變を上りて 1-1 く、 延興府院 /',- 企悌男 
(州 ^ 永, , *, 大パを擁して-- fe となさんと欲す、我笠之と M じて 人 IV を^ん 


:•紀李种時代第十窣滿洲の人寇及び抑鮮の降 
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て 永. ,, , 大打を託せり。 半 爾 («• 鄭仁弘は •£( 逐の命を受けし も、 5[£ 幾に徘 
徊逗衍して-^だ配所(:向はざる|:、忽ちこの變あり、其邱を砰して召還 
せられた bo この時，宣祖_は、來常ょり進めし染飯(3霞_城れ)を贫し、久 
宣 in. % す しからすして焱せしが，微宵成浹入 b て 之を診せ しに、 玉！ gw^-wviv に 
して、頗る疑ふべきものありし とい ふ。これ^よ b 曖昧にして辨じ難 
きことな b と雖 も.當時小北 (_永) と大北 (15) との軋 If は t も 甚だしく、 
如何なる陰險陋劣の.手段を爪ふるも惲らざる-^*嵇なれば、必すしも不 
祥の事なしと いふべからざる な bo 

光海位 I 1 IUJ く かくて光海は位に即き、柳永慶、金火來、中弘老尨を m 迷し^で之を殺 
し、李元絜を領滿政とし李恒祕、沈忍#を左右逍政とし、鄭仁弘，ビ淡城判 
尹とし、李爾龄を S 6 曹判香とせ to 又延陵府院冇李好閲を Hii に遣し、宣 
祖の喪を俾げて承«を fi ひしも、明は長子臨淘れあるを以て Iri ちに承 

» c せし 



蹬 i 


趄海 / r 4> 殽す 


W 嚴一 魁、 萬愛民の二使に對して ，多く 白銀人海■等の賄賂を贘 b たるに 
よりて、 纔に事なきを得た b '、足よ〇 先、 l !) J に對して i •小系の辯^ a び壬 
M 丁酉の救採等、柿•々闲難の^ ありし も.賄賂を贈ることは あら ざ h し 
が、 是に至りて一たびその門を開きし よ b 後、 些細の 琪も、 賄賂(:亦ざれ 
ば成ら V 」ること ゞ な り、 非*;.-;に困雞せりといふ 

旣にして翰海君は如不軌を阍るを小：：ぐるものあ b て、爲桐 {: 流され 
し•か、鄭仁弘、李«奶等は•之を殺さんと？§ひ’,元絜、车恒覦、沈^1赛答は、全 
恩の說を主張せり 然るに爾略等は、♦•恩を攻媒して;1逆となし、又陰 
(: 縣監李稷 I :嗾して、臨海^を殺さし L 1 * 

李爾 B ^ は、乂永 l n , 火哲議'かその^大妃金氏の側(:あるを忌みて、之を 
殺さんこ1」を謀りしが、食-朴應眾’徐平 a - 等 SC 萊の銀商を殺して促へら 
れ、斬に處せられんとするを聞き，人をして應：：^を嗾して^を化げしむ〇 
應® Si びてその tc [: 從ひ、 g 中より：®を上りて r-I く、延姆府院パ金悌男 
(狀魏)永^,大”^擁して主となさんと欲す、我等之と 51 ! 1 じて大']-«-を取ん 
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て 永：： rl 大竹 V .- 託せ b 。 氺爾 g 、 鄭仁弘 はが 遂の命を受けしも，近畿(:徘 
徊逗留して，米だ配所に向はざる {; 、忽ちこの變あり:11: (邪を籽して召還 
せられた bo この 宣祖 一は、 衆^ ょ b 進めし^ 齡 | iv -ft し， 久 

宜 IA.IKT しか - e > すして溫せしが、饨宫成泱入4て之 V 】診せしに 、? H 體靑^1災 viv に 
して、頗る疑ふべきものありしといふ。これ^]ょり曖昧にして辨じ難 
きことな.^と雖も、當時小北 (I 永丫大北 (I W ) との礼櫟 ut も甚だしく， 
如何なる陰險陋劣の.手段を爪ふるも憚らざる有^なれば、必すしも不 
祥の事なしといふべからざるなり。 

光梅位 I 11 UJ く かくて光海は位に即き 、柳 永慶 ，金大來、 率弘老等を m 遂し ^で 之を殺 
し、 李元 m を領通政と し^ 恒 1 T 沈旮壽を左右譏政と し、 鄭 1.: 弘を淡 M 判 
尹とし、李 W 防を躔曹判畜とせヶ〇又延陵府院冇李奸阳を叫 {: 退し、宣 
祖の喪を； So げて承 II を ^ ひし も、 明は長子臨海 ¢5 あるを以て Ifc ちに承 
認を與 へす ，II に逸 m 都司嚴一魁 、知 州离愛 K を 造して、 情狀を調杏せし 
•か•朝鮮は再び m 府琪李德 5 ?t 遣して陳辩し•遂に冊封 k 許さる-この 
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官姐卅子^：:? 
ん i マ 


1 


宣駔は壬辰丁酉の «L を歷て•國步尤も截難の時に際しれれば*-位1: 
世子に傅へんとせしことあり〇されども其後.世子光海君の昏庸にし 
て鼷となすに足らざるを察し、且晚年に繼妃金氏の永 S 大君璞を生み 
たるを以て.殊に之を 鍾 愛し•世子を易へんとするの志 ib たれば、領璉 
政柳永慶は、王の意に順ひて、永|1111大君を拨立せんとす。又李山海の徒 
李爾瞻等は^て洪汝諄1權を爭ひて黷けられしょり、怨恨を懐き、 «(: 
光海呑1:託し，且鄭仁弘の山林にあ b 名望：あるを以て，之と結びて外援 
となし、今や王の疾に罹 b て癒えざらんとするを見、脅迫して位を光海 
丑に傅へしめんとせしかば•王怒りて爾瞻•仁弘等を竄逐し、大にその黨 
を治めんとせり◦然るに王の疾は俄に危篤とな b しが故、に逍敎を傅 
へんとして大1;1を召す。時に柳永度は鄭仁弘の5®劾1:よ卜、城外(:出 
でて罪を待つ、李：兀.翼、李 ts 馨、李恒籟、尹承動等、召(:應じて庇ち {: 至れば、 
氣絕ゆること巳に久し、た >妃金氏の命を以て、一封の嘗を世子(:輿へ、 
又一封の書を，柳永*韓應寅•申欽、許策•朴東亮•徐濱废謙の七 frlt : 與へ 
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叫の w 說 r -慼 

す 


致の力を以て•外國に敵す る 能は ざるは 勿論のことにして， 嚮 に講和を 
排斥せし論者 も •後には 今-く 沈默 せり 〇然のみならす、王は吕前の小康 
に 安んじ、 群 R の請 i : ょりて、 至誠大義格灭熙速の嘑號をも受 くる 程な 
れば 、講和の說も、終に決定 せらる、 に至 b しなり。 

n 本1:對しては、右の事情にょり、外面に於て和好を修ひと雖も、その 
內面に 於て、 怨恨を抱きしことは ^ 易 1: 忘却すべきに亦ざれば、この反 
照として •明の恩誼に成する ことは、 亦甚だ深し。思 ふに FI 本軍の撤回 
は、秀吉の薨せしよ b 起 b し 自然の結果にして、明軍の力によりて攘斥 
せしものに非ざれども•明が數十*の師を喪ひ.歎 H 萬の餉を费すをも 
厭はす•朝鮮の爲めに力を勞せ しこと、 亦頗る大なれば、明朝滅亡の後と 
雖も、 永く忘る、 能はざるなり。 


第十章滿洲の入寇及び耕鮮の降服 
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骨北と內北 


w 人朝1:滿つ 
北人と两人 i 

の^ 


初1 


その職を罷められ、李山泥相とな b - g 汝ぷ兵判となりし•か、二人 iL (: 權 
を^-ひしかば、汝^;.--,】主とす.るものを竹北とし.山海を:|-:とするものを 
肉北とす.中爾峤^又汝銲を論せしを以て>:兩つながら之を黜く、足に 
於て西人朔-に滿ち if !: ガ西巾西の n あり i いふ0 

玷ょ b 後また丙人を攻離すろもの 多く， 三十四 年， 鄭仁弘の門洛文： }*•: 
虎は、 M 澈、 成 §： が n ' 永狻を構殺せし如を 論じ， 大 VI 通黃愼 、執 a 半成 祿、 嘴 
令趙翊等はパ<の職を遞せられ、三十五 年、 柳永慶は吏判と なり、 鄧仁弘は 
大司逛とな b しが、 成渾を論す る もの益-多く*渾は遂に^爵を逍牴 せら 
る。 左， •通_政争恒福は 、成 ^を救はんとして、鄭仁弘の锇に排斥せられ、右 
議政尹承動は、中恒一脚を救ふを以て>鄭仁弘に論劾せられ、怕；釉、承動は、遂 
(: その 職を辭せ しが. 副司恥^ III - HR . J 郤苹设弘澍等は、乂 f :仏が桢 (: 威福 
をなすこと 4 V 1 論せ-^。 

朔 EI の間、紛々 ® 々として、 ' rL に相軋^し、己が身ある V 」知りて！：家あ 
るを知らす.政描の^^(:汲々たること‘ね此の如し'-されば.舉一:一 
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なれども、 H /5-15 II 默 7 は，決して絕ゆることなか o yrc ' IHJ して外/ fim 弛む 
(: 〒-れば、- JI - 虬忮 Ji 代時ょ0も ;11:\たし，ゝ、沿人北人の小(:於て、北人は分 
H て大北小北と^大北 ( ijji (: 分れて it 北肉北となれ bo 三十 I ハ斗、 

1サ南人 i :::本の師ン；;2し、後、如以恭 ( 1姑 r 卜：疏し一」、如攮政柳成砘*か、邪仏(:して 
和を-|-:とし、利.で岡る^の | ||-を論じて、之を!2||けんこ-*;を>1: | ;| ; |ふ、^仁弘も 
亦その® (: 嘥して^ nli を. t iK ; 斥す0足に於て.：卜：は：たび收北が職，ピ削 
りしかば、左議政个：：儿双は、今||初を枰ぶ(:、柳成诎(:#.ざれば仟すべき 
ものなしとて，，：：：：ら退くを求めてじます、心0^政^何福:^/禍その身(:及 
ばんことを恐れ、^を以て謝す，: K 乃ち命じて成 uli の rrtlu せ〇〇以恭、 
仁弘は北人(:して、成此、元双は南人な卜 

f 小北 ？商以 f , rf 洪汝：みを論劾したれば、乂分れて大北小北上な 
〇一山海 k 卞：とするも (>■> を 大北 とし、 伞«« 、 郛 {:. 弘•令大來、母 n 献 、亦 ^ 
洪汝 W 等之 (:« す， 柳 ：/ K 殷 ， 也以^ T 令^國ぶ を : 4: -こするものを 小北 try 
柳 希 街、 朴承へ小等之(: § す三十 ：£年、 个元筑 は、 成 -111 を救ひしが爲めに • 






i 約^て從來官と稱せ光#元年 aa & s - h 西)通商の約を淥し、己酉約條を定 
むるに 至りて、 二十餘年間紛紜決せざり し：：： 本の關係は 、始めて« 交 (: 
復せり。 

壬 M 以來'日本ょり被りし打擊は# {: 甚だしく、前後凡そ七年の間、猛 
將勇士の爲めに八道を蹂躪せられ^形の文物は、悉く破壤せられざる 
内部の装 はなく、餿锱雉疫.又その IIRt ; 行は. e , 锇嗲孚路 |: 榄 はる、 これ豈無前の慘 
寄といはざるベけんや U されば朝鮮人士の： z 本に對して愤激せしも 
のなき(:非ざれども. It に復替の#をなすこと能はざるのみならす、一 
たび=本の恐喝に遇へば、滿朝大に懼れ*犯陵の賊の- R ならざるは、 知ら 
ざるに非ざれども、始く之を以て口實ふなし.國辱を$ぐとして、和を講 
するに甲 b しものは、内部の事情、實 {: 之をして然らしめしな b 
明热 e 札！！ 當時內部は、獨 b 國力の疲弊せしのみ なら す、更1:1大洪-^- をなし、 
ものあ\朋戴の軋_是な6。朋黨の軋鑠は、壬 M 以前ょり行はれしも， 
外部の彫迫尤も甚だしき時に於ては'時少しく北聲を沿めしが如く 

il : . I 祀李朝晬代第九雄壬 . Ml 丁两の亂 三五七 
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明鮮通史 


三五六 


にして#て僧休靜に從ひて满兵將となり、又淸正 の 陣中に!1!入せしも 
のな 〇,その：：： 本に至るや、俘虏贝女三千餘人を朝鮮に S さしむ： 

然れども和逯容易に諧はざ b しが、柳永慶が領遴政となる1:及びて， 
兹智又和を求む、永慶以爲らく、家康 ® r . I 氏を廢して之に ft る、我*> 1.1(: 
非す、もし犯陵の賊縛送せば•和を許すべしと、遂に僉知金繼 f . l をして 
答寄を持して： z 本に往かしむ〇三十九年、•成)笼智二人を縛 
し’犯陵の賊と稱して之を送る:-^-大以をして之を通せしめしがノー人传 
二十餘歲の靑年なりしかば、李德齊李恒3|、尹承動、李廷锒等、この二人を 
以て犯腠の賊とするは._明を欺侮丄、倭人の詐術に陷るものな6とし 
て、 槻めて之を論せしも、王は永庚の遴に從 ひ、 二人 V 」市に斬5、使を明に 
遣して之を奏し、遂に和を許せ bo 永慶は嚮に王•か講和を忍ばざ〇し 
時には、極めて和議を排せしが、是に至 b て全く前通を更めた因て 
四十年 (I HS 竹 y ¥¥ •成) JE 月、食知呂祐<校理慶遂、佐郎丁好宽ヒ n 本に適 
し、も.通 fri - 使ふ稱するを嫌 ひ、 特に改めて回答使と稱し•嘗狀官を改め 
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明*'1¢泣ろ 


家康擋和：№1 
石 


僧惟政ケ：：：木 
1:退す 


に非ざれば*恃むに足るべきものならすと雖も•矜'秀ぃ !1 の^ 45 (: ょりて 
H 本は盗くその兵を撤したれば、戰卬は忽ちその： S を收めた b C 足に 
於て H 十こ年(脈砂 Aifffiw 斑•陳 IS - •麻 a •衆一元^.各- If -. ハをやゐて京城に 
還〇、尋で邠玢は四路の兵を領して两に a り - AV 山世 S ポ承玛杜游は兵二 
ffi 四千を統べて w く京城に駐すること、な bil )} ハキ九パに干 V りて、明 511 
U 全く撤還せり〇 

n 本(:ては師を班し、^年ょ•り.徳川家康パ•ぶ^矜!-して Ylj 鮮と和を 
ぷせしめんとして、赠•、使を m し、が、家康、 IBH > 以氏に代 bLK ; f ]- kl ) Hct : 
及び^智之を求ること益-切にして、もし和を許さ > れば、成 U 甸ハ小 ni\c 
を遣して禾稼を刈 b 取らしむべしといひ•成 a i 贼に及びて後(:交を 
絶たんなどいひて•恐喝 t ることも/)〇しが、：一：十七尔习；： ffil) (: [i 、 
又 ffl : 俘鹿と+»4りし金光なるもの1 iii して|||を--:|:.?じしめ*卞もし^(: 
ざれば、入寇せんとするの計 >* t - あることをも小：：げしむ-^に於-:•例廷 
大(:懼れ、泔惟一政を=木(:迠して、怙狀を探らしむ、悦政£111|1ち松丄火師 
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_ 籾鮮，史_ H 五叫 . I 

新茶 s 敗 軍を進めて泗川の新粢を攻めし v 大に满弘に破られ：死傷勝て計ふべ 
からす、一元僅1:身を以て免れたり〕足ょり明、朝鮮の人愈，石敁子( I )の 
|从|&し 兵威を畏れ- hfl •遊®茅^黑は竑弘と和を通し、その弟^國科を送りて 
質となし，劉诞も亦れ fi と和を遇し^天爵を rx となす(:至“り 
秀占薨す 是ょ b 先?5¢秀 fi は A 月十八： n を以て^せしかば、 ia --:* l I して喪を祕 
U 本：ヂ 5 S ろ し師を班さしむ•因て、：：：本®;は渐次1:營を撤し、陸給； S を波る。されど 
も HJJ 軍は泗川の敗に想り，敢て師1出さす、た V 陳瑶は之を聞て \ vv び，他 
に和 m を變じ、總兵®子褪及び李舜 K 1 と共に海 U を扼し、：：：本 JT £ の還る 
を邀へて•之を擊たんとす。 1¢ に 1 T 位は採 5:^ 弘 {: 求む、 笼弘之を拨 U 
李拜—死- T んとし^梁 {: 於て^能等 l : ft し、 X !:陬龙も劇烈を^め、子北、#111は^死 
し、兩軍俱に苦戰せしが義弘は終 {: 取を收め て i2 れ t この 時 左 ^ 政 
醉龍 5 洲 SS 李德馨は、上疏して明軍と共 1: 對•ぬを討ん こと VJ -:-1-: i ひ、 ffi 惯も亦 之と [.il 
4 .じき 疏 V ) 上-^し* > 、事遂に行はれざ b >0 

明人の義弘行^等と和を m せしは、雙方俱に全權 V 帶びてなしたる 
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遼河以東を取，'舊土を恢 m せんとする等のことを課吿す、是を以て. 

•王は右通政李恒鯧を明1:遣して'反覆その寃を辯明せり。 

足ょり先、明は更に董一元、劉铤陳璘等をして、水陸軍を率ゐて來らし 
めしが、慯鎬旣に罷められ X #巡撫萬世德代りて經理となる(:及び、兵 
萬 m 德挥 理と 凡そ十四萬を四路レ分ち、 麻^ は東路を主りて淌 JK に常り* * i 元は中 
-分つ 路を主りて袭弘に當 b 、 劉陡は西路を主りて行長に當り，陳璘は水路 VJ 
主りて應拨 I :備へ、朝鮮諸道の防薄使は•皆之に分扇し* 平安、 江 i 5 慶 - W 左 
道 U 東路に«し•京畿、黄 ； T * 尙右道は中路に«し、忠淸、全羅は西路に® 
せり。李舜 rr ! は元均敗沒の後、また統制使とな b 、 珍島に於て敵船を破 
りしが、是に至りて、陳璘が水路の®に璐し•また古今艮 g f |⑶⑽轉 Tr 
於て敵船を破れり。 

九月、麻 ' a は！ g ' u . H 牛伯英等$:率^て、淸.11-;を蔚山に攻めしも、克たざり 
し i - 以て、*を深くし曼を高，、し.座く守りて出です*劉铤 U 僞りて行 長 
と和を約し、誘ひ出して之を擒せんとせしも成らす*董一元は晋州ょり 
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も包圍益-嚴に、攻蒙益 I 急にして、糂贫缺乏 、©困 尤も甚だしかりし が、 三十 
一年 (15 だ!：. ,% -¥ 月， 長玫等の之を援ふ1:及び、楊鎬は大に懼れて、圍を 
解き鞔を撤す、城中亦拨軍の至るを知 b 、 門を開きて突出せしかば，三協 
の兵、器械粗食を委棄し•倉空として慶州に N 5し v 敵軍の更に來り襲 
S 京诚'し茨 はんことを廒り X 兵を撤して京 MUS れり。この役は、明箪の仝力を 
傾けて之を课りしものなるにも抅ら中、その功成る(:垂んとして'た 
び援軍の至る (:ょり、 急に兵を撤して逃れ W る， その怯弱 *(: 笑ふべき 

^ KVO . 

供斑 {ft めらる 是 に於て、 赞赉主事丁應泰 は、 楊鎬が二十你 邪を劾奏し、 縞は遂に その 
職1:罷め られ たり。楊縞が蔚山ょり is れ歸 りしは. 其罪洵 に 掩ふべ か 
ら戈 その 職を罷め られたるは、 當然なる こ i なれ ども T 應泰は甞て楊 
鎬と隙 あ b しを 以て、その 所謂二十朌罪の 内には、 誣罔 のこと も尠 から 
1 Ifts 寅备 ざれば、 王は陳奏使崔天健及び右議政李元翼を遣して之を辯せ 6。 然 
る 1:應泰は朝鮮. の 楊鎬を救ふを怒り、更に朝鮮の：：：本を誘ぅて入犯し、 
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w ul の戰 め、副總兵解生. 牛伯英•揚 登山等をして理山 (I I ) を守らし'黑田長玫等 
と素沙坪に戰ひて之を破れり。 

??^ 糜望 f り 先、 秀吉は旣に退軍の命を發し* 丑 天候漸く寒きを加ふるを以 
て、十月*： H 本軍は庚尙全雖の南邊に還り•淸正は蔚山に、長政は梁山に、行 
長は順天に，島#義弘は泗川に屯し•海岸に沿ぅて營をなす。蓋しこの 
退軍は固ょ b 秀吉の命に出でたりと雖も*稷山の一戰1:勝利1:失ひし 
こと•亦或は之を促し、なるべし〇是に於て、明軍は益•勢を得て•十二月 • 
邢玢は京城に留り、楊鎬、麻 - a は.その兵四萬餘人を分ちて三協となし•副 
總兵李如梅を左協と し •副總兵氟策を中協と し、 副緦兵李芳 生， 解春を右 
協と し、朝鮮の接伴使李德馨•都 7 C - 帥權僳等之 1: 從ひて S 州に曾し、大に 
1蔚山— 器械糧食を傭へ，遂に進んで蔚山を攻む。蔚山は淸正の屯する所な b 
しも •この時淸正は土木の亊を監して西生浦に あり、 明軍の蔚山を攻る 
こと急なるを聞き、直ちに船に乘じて、蔚山の島山城1:入る•島山は即ち 
餌城に て， 蔚山の東に あ 故に淸正は入 b てこの城を守れ be 然れど 
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を防*>しめ、右兵使金應瑞をして Hmr 駐して、茶山の路を防•かし 
む。而して全 II 兵使李福^防期使吳應井、助防將金敬老、別將申浩、南原 
府使任鉉、判官李徳恢等は、皆楊元に從つて南原5:守る。 

是時， n 本軍は、浮田秀家、毛利秀元等、 fj 長淸正を先鋒とし，路を分ちて 
K 尙道の南邊を略し、更に進みて全*道«:向ひ、九月.南原を圍み 7 K 陸の 
雨軍相合せり。楊元等圍を受ること累日•攻擊益-急にして M 中大に SL 
る、揚元麾下歎人と圍を * して走 b 、 僅に身を以て免れ•李 Msr 吳應井、 ♦ 
南旅陷る 敬老等皆死し•南 M 遂に陷る广時に陳愚衷は全州にあり•相距るこ i 逸 
からざ b しかば•楊元急を吿げ拨を乞ひしも、愚衷肯て兵を出さす、 m * 原 
全州憤ゆ 格るを聞くに及び.大に懼れて通走し•全州も亦戰はすして* m せり。 

南原旣に陷 b •全州以北のせしょ b 、 京*大に雳ひ•都民分散し•朝 
臣或は出避の策を獻するものあ b 、 因て王妃世子は，まづ遂安 in 海 ir 幸 
し，明軍は退て京城を守り、漠江の險に嫌る。楊鎬は久しく年»に留り 
前進せざ b しが、是に至りて.急に京 M に入 b •諸将の戰はざ ることを 資 
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各道の防架 


獨り水軍の收れしのみなら t 陸路に於ては、初め體察使李元 S 元帥 
權傈等，庚尙道の山城を修めて、敵を薄•かんとせし•か、一たび敵軍の來る 
に及び、元帥以下、みな風を祟みて通れ去る。た V 安陰睬監郭趦，前咸陽 
郡守趙宗道助防將&士霖等、安^||)の黃石山城を守4しが、敵軍之を 
攻ること一；1:±霖まづ遁れ.郭趑*趙宗道等、皆之に.死したれば、南邊殆ど 
敵軍(:抗するものなし0 • 

明は朝鮮の要求に ょり， K ちに右僉都御史楊鎬を經理朝鮮軍務とし、 
兵部尙書邡玢を總督 とし、 總兵宵麻 W を提 &とし、 副總兵楊 元、 吳惟忠、游 
擊茅阈器、陳愚衷等をして朝鮮を採はしむ、因て明軍は陸續鴨綠江を渡 
り、麻 - K はま r 京城に 至り、六月、 諸將を部分し.楊 一. 儿をして mK * (北1)を守 
らしめ、茅國据をして星州(|論)|1駐せしめ.陳愚哀^;して全州(於顏)に屯 
せしめへ吳惟忠をして忠州 SIY 守らしむ C 朝鮮は.初め李德餐 、金 晬等 
に命じ.復讎軍を俐谟し て、 兵を八道に募らしめ，又明の命によ b 、 將宵を 
分派し、慶尙左兵使成允門防頻使權應銖 をして、 慶州 {: 駐して烏嶺の路 
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李舜毘か烘;: 


元均敗死 - f 


んとせば之を喜ばす、弗敗るれば、また憐 t 大國に乞はざるを得す、その 
醜陋なること古來笊に此の如し C • 

且當時黨派の爭頗る盛なるが S めに、 國祺を せし ことも、 亦尠か 
らす。是ょり先、李舜臣は三道藏_|一水軍統制使となりしが ^に至\ 
間諜 あり 吿 •けて «く、敵船を海中に耍轚せば、必す勝を致すべしと>;備 
局諸 K と ^し、 密に舜 15 に詭 して 要擊 せしめしも舜 1:1 從 はす、 籾 ^ 頗る 
舜 ni を 咎め、 執へて獄に下す。初め.•几 均は、 舜 1:1 (: 附し名を聯ねて检を 
奏せしも、舜臣が統制使と なる (:及び、 その 下 {: あるを 耻ぢて、節制(: 遵 
はざりし v その後舜 1:1に 代 b 統制 使と なりて、 聞 111 ttt : あ 6、 淑く舜 1:1 
の約束を變じ、® を 嗜み色.(:溺れ、軍卒怨憤、故令行はれざりし かば、 藤堂 
髙虎、 脇 坂安治等と戰 ひ， 軍潰えて敗死せ-^蓋し氺舜染人にして、 
元均 U 西人なれば 、舜 P - を格れたるは、西人の所爲な6とい ひ、 或は東人 
中の北人な6 ともい ふ、兎1:角镍派の^阅ょりして、舜 ft を斥け、遂にこ 
の敗 M を致し、ことは明かな bo 





t 卑官を遘したる を 責め、黄* は 使命を傅 ふること を得ざ りしが、 十二 
月、 方亨、惟敬及び黄 18 等、 皆放還せられたり。蓋しこの和薄は、惟敬と行 
»1嫌敗ろ 長と苟 m 縫して事を成さんと 欲して、 使節の往復に空しく四年の歲 
月を费し/.も、«方の要求する所、太だ逕庭ありて、事竞に諧はざ6き。 
是に 於て、 黄 W はま づ人を 遣して、 H 本の封を受けざる事情を報せ しめ、 
京城に還るに及びて、又日本 *> 再睾の窓あるを陳したれば、王特に黃愼 
を嘉# に 瘠す、これ黄愼が勞を賞し P : その 使命を竣へざ svj 幸とする 
な bo 

第=節 丁酉の81及び li 和 

^再び牌4-和議の交涉旣に收 る、 是に於 て、 官：通三十年(5邱 ¥- 、作，關價)正月、=本は 
再び淸正行 長 等を して、 兵凡そ十四萬餘人を發 して、 朝鮮を 攻めし ひ。 

是ょり先、和好の成らんとするを以て，士： H の逃 cl > しもの漸く還りし 
が、再び軍旅の典る i 聞き、皋國大に懼れ、往々戰はすして逃る、ものあ 
b 、 王は頻に使を明に遺して、急を告げ拨を乞はしむ〇それ講和をなさ 
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一 U 四六 


の半を留るに至 b しかば、自画の力之を奈何ともすること能はざる U 
も拘らす、この紛爭 J : なすに至 b しな bo 

其後、明は愈，講和を成さんとし，廿八年(於⑽ Hrau 四月、都饼僉事李 W 
城、楊方享を日本冊封の正副使として、惟敬 i 共に來らしめ、九月、签山に 
至る. 0 宗诚は紈袴の子弟にして、 « 騃事を解せ t 或人之に吿げて 日く、 
顦くは海を遇ること勿れ、必ず復た還ることを得ざらん と、 宗城懼る、 
こと甚だしく、夜半に微服して通れ去&0因て廿九年(抑^|神、取)五月、 
明は更に楊方亨を正使とし、沈惟敬を副使として：：：本に遣し、朝鮮は又 
行長及び惟敬等に促されて、 ft 寧都正黄愼を正使とし、大丘府使朴弘技 
を副使として、之に隨行せし む、 是に於て淸正行長等の諸將 ，先 後兵を撤 
して還れ bo 

播方亨等日本に 到る、 秀吉之を大阪に延見せし に、 をの Is 命 1: 玆特封 V 
爾爲木國王一の語あ卜、地を割き女を納る、のこふなきを以て、その違 
杓を怒.〇、又朝鮮は镛に二王子を還したるも、王子をして來〇謝せしめ 
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廿七年(杖3!1一_一|、塊)ーー月陳奏使許頊を||))に55しゴ本の反极詐多くし 
て、講和の恃むべ からざることを B * ひ、兼て粟を發し饑を賑はん こと VJ 
請ひしに、明は畚將胡澤を遣して、講和の得策なることを說さしむ。王 
は尤も講和を S ばざりしが®述政柳成龍、左參费成®忠淸監司李廷醅 
等 ii 、 講和の已むを得ざることを主張し，臺諫金宇№1、柳永慶 、李 爾«鄭仁 
弘等は之を排斥して、議論如 i 盛なり。蓋し金宇恥、柳永庚、李爾鸣鄭仁 
弘等 は、 皆東人に して、 成渾 、李 廷蘸は西人な 〇、 柳成前は東人なれ ども、 是 
よぅ先、供汝諄は禹性傅を劾してその職を 削られ、 > lt 人中に於て南人北 
人.の分れしより、李爾瞻、鄭仁弘等は、成 rill と角立して TL :(: 相排擯せし時 
なれば、その議論の趨勢此の如きなり。その後、金宇顒等は、又鄭澈が祀 
永慶を殺し、罪を論せしよ\時論大に璲じ、金應南-鄭琢、相繼で相とな 
る。 是より 先、：：： 本及び明の大軍、內地に駐屯して雌雄を^ ひ、國勢の 危 
急尤も甚 rr しき時に於ては、黛派の^論一時屏息せしが如くな〇 しも、 
今や U 本軍は南邊に退き111]軍は途東に還り、劉維の軍は#び減じてそ 

:止祀李 朝時代第 九牮壬辰 丁®！の«1|三 N 




撤して i 5 b 、 た > 劉樹、吳惟忠、:1-;必迪等 、兵 蒗 S 人を率ゐ て、 星州に駐屯 t 
宋應 I 111も亦劾せられて去り、勘 a 總瞥顧^嫌之(:代り、兼て朝鮮の事を 
理む a 

李如松の還る や、 : T-: は黄州 e 梅 (r 如きて迎迖 し ^ みて海州 ar 次 \ 
i 城 m 王妃世子及び聪海、順和の；一王子も、亦來〇會す、十れ: KrA 城(:還 oJrl 陵 
洞の月山火君の你宅を以て行宮とす。時1:兵氰を經て、都中大|:飢矣 
偎尸相枕す、命じて五場を設け、粥を作りて賑給せしめ、乂泔を募りて，都 
一城內外の屍骸を收瘗せし む， 而して地方の餓饉 U 益-共： U しく、父子夫婦 
相食するに至る、是を以て、：土は己を恥するの敎畜を諸道に下せ bo 又 
背|64>钱る 國用 R 乏するを以て、官爵を W ることを許し、初め ri 石を 三 , V .とし* 二 十 
石を五品となし、が、後にはーニ十石を以て说奔堂上に阢すも、之を駔 
ふものなし。又斬首及第といへること ありて， 敵首一級を斬るものは、 
科第を許し、かば、飢民往々その首領を保つこと能は t 或は fi 級の W . 
買あり、價を宰ひ相 m へて、 二三品に陞〇しもの ありと いふ。 
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講和の薄は容易に纗るべきに非ず。然るに H 本は，六月、沈惟敬の還る 
烈 二王 子4. ふ 同時に、签山に ありし 朝鮮の二王子臨海君艏和君、 及び從臣侖贵榮 、黄 
廷或、黄赫等1:還したり。 

是時に當 b 、 朝鮮は講和を喜ばす と雖 も、和戰の決定は、 日本と明と に 
あれば、全く之に與ること!:得されば日本 U 、 明 i 諮和を遴しつ/1 
あるにも拘ら肀 、淸正、行長、長 政等に 命じて、 晉州を攻めし め 1前年肷縝の 
怨を報せんとし、劇戰數 D 、 終に之を陷れたれば、府使徐鶊元，金海府使李 
宗仁、湖南倡義使金千81、慶尙右兵使崔慶會 、忠 淸兵使黄進等皆敗死し、城 
中軍民死す S もの無*六萬餘人、その免る、>の歙人に過ぎ t 開诹以 
.來、その*烈なる こと 此の如きもの あらすといふ 0 

是より先、：土.は平壤收復の報告により義州を發し、肅川より永 fi } 
宜陵蜻陵の#に至りて、暫く駕を駐む。時(:京畿監司成泳、宣陵(??靖陵(|)9發掘せら 
れしことを報せしかば、王、百官を率ぬ’望哭して哀を璇す、又京城の收復 
李如松還ろ せしを以て、鄭澈、柳根を明に遺して之を謝せしむ。八月李如松は兵を 
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に至りて還 XV 、朝鮮兵の沿路にあるものも，敢て出でて擊つものあらす0 
- H , 本軍*供道 是に於て、日本祇は徐々として退き、蔚山、西生浦ょり東莱，熊川 M 濟に至 
る i で、凡そ十八屯を設け、城 i : 築き S を掘り、朝鮮の降民をしてその間 
に耕種せしめ、久愤の計をなして、宵て海を渡らす0 

明は又沈惟敬及び徐一貫、謝用梓をして n 本1:至らし ひ、 秀吉乃ち三 
和約 七？ 雄 成、 If 長 等を して 和約の條項を議せしめ，竟に七條を 定めて、 惟敬等に付 
し、內祺如安をして典に明に如かしひ。七條の自、諸軎載する所同じか 
らす、今毛利文香、南*寺铤記等に據れば、日く、明主の女を迎へて H 本の 
后妃に 賄 ふること、 日く、勘合の印を定むる こと、 日く、 明と H 本との大 r.l 
誓詞を交換すること、日{、朝鮮の四道を還す こと、日く、 朝鮮の王子一人 
及び大臣を質とする こと、！ H く、 朝鮮の二王子$:還す こと、 日く"朝鮮の大 
臣 、累世液る ことなき を誓 ふこ I 、 是當時 U 本ょり提出せしものな bo 
而して平 nl 錄、燃藜述、朝野輯要等に見えたる入貫、封王等の如％」は、沈惟 
«が唱へたることにて、雙方の要求する所の條件、旣に同じからすして， 
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るを悔いたいふ c . 

初め李如松は講和を S ばす惟敬を斬んとせし秤(: て、 •牛垅收復の後 
は 益：驕慢な りしが、 碧蹄の敗績に 及びて、 大 (: 挫折し、 朱應 t 11.) も亦氣を# 
はれ、 四 ;1 .また沈惟敬をして和を遴せしひ。この時京城近傍は、戰亂相 
雔ぎ 、農民 耕棟するを 得す、 餓嗲路 I :滿 ち、 七の悲慘の狀兌る1:忍びざる 
もの ぁり d 從 つて n 本軍も亦粮食缺 乏 、疾疫流行し ^ 壊敗 tt の後は、軍 
氣殊に徂喪せし時な れば、 一時中. ih せし ^ 和の說も/大 (: 歡迎 せられ、 石 
田三成 等は、 直ちに惟敬の言を以て秀 7/ (:報せし (:、秀7/ は糊食缺乏の 
情狀を 聞き、 和を許さんとして、まづ京城及び忠沾江原の芥地に駐屯せ 
し諸將に 命じ、 急に兵を收めて慶尙道の南邊に退かしむ。 

李如松は：3本眾の京城を去るを聞き、兵を提げて冏城に干：6，次で京 
城 (:入る、 減中 (; ては人比飢 t*f f :4 cM al ; 然 、荒 凉殊(: 祕 だし。柳成韶 、如 松 
に勸めて：=本軍を追はしめんとせしが、如松は之を沿ふに总なし.その 
遠く去るに 及び、 宋應 M I-I 始めて如松に之を追はしめし も、 如松俺に聞慶 

; lr . 紀李籾時代笫九箄 壬辰丁 m の SIH 四 
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_ —wlP 通史 I _ 一二 rn lo 

を殺し i のみ c 

李如松乃ち平墦に入り、頗る敵を輕んじ、益-取を進めんと欲し、開城に 
至り、梅兵 k 留めて親ら蜞沭を渡 bllw 館^| |南 U 進み、小早川隆螞 
1卿松»蹄の 立花宗茂-3と礪石褂に戦ひて大に收紐し^に坡州に還る〇時に如松 
はその收を隱すふ雖も、神氣沮喪殊1:甚だしく、•史に軍を退けんと欲す、 
左璣政柳成龍、右適玫僦涨、都：：几_金命-/[:等、之を乎へども、如松*れて逑 
Iに開城に還れり〇然れども其心なほ安んせす、史に北方 U 退かんとせ 
しも、朱 rr その機を徇V」りし V4r 沬言ぁり、淸正は咸鏡道ょり陽徳、孟山 
を踰えて平馕を盤はんとすと、如松乃ち平埭は根本の地.救11ざるべか 
らすといひて、二：：： r 副總兵: E 必迪を留めて開城を守らしめ、栩鮮の諸将 

蘑 

をして嗨 m を退かしめ、自ら軍を平埭 U 冋せり G 

是時、全羅巡察使播慄は水原(§*にぁ〇しが、明軍の京城に li * J ふと聞 
き、漢江を渡6て幸州山城 sff w »)3; F & r 陣し.增田^进等と戰ひて之を 
敗り、進んで坡州に軍せり。その後、李如松之 5 : 聞き、 ® る回軍の速沪な 
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m 紀李明時代 第 九箄壬 M 丁酉の乳 


巡邊使李溢、別將金應瑞等も、亦之に從へ卜。 

是ょ b 先、沈惟敬は五十日を期して還 b しも、期を遇ぎて至らざりし 
が故に，行長等之 i : 疑 ひ， 大に攻 M の具を修めたりしが、其後惟敬至り、明 
の和 5 : 許し、質子將に至らんとすることを言ひ、更に明ょり使者 1 : 遣さ 
んことを約し，去れて遼東1:至 b しに、李如松之を軍中に拘留し、益-軍を 
朝鮮に進めたり。然るに行長は嚮に降人金順良等四十餘人を間諜と 
して、各地の惝狀を探らしめし •か、 事露はれ順良等の殺されしを以て、明 
の大軍巳に粛川に至りしも、之を知らざ b き0 

旣にして李如 松は、 直ちに三協の軍を分ちて平埭城外を環ら しめ、 七 
星， 普通， 含毬の三円ょり之を 攻む、 跑聲地に透ひ烟氣天を蔽 ひ、 S 擊益 I 力 
めた れば、 行技支 ふること 能は す、 外郭を棄て、內城に入りし も、 死傷益、 
多く、 梭軍も亦來らざりし かば、 餘衆を率ゐ 、夜半、 氷に乘じ大同江を渡り 
て 京城に通れたり。 この 時柳成 illi は、 黄海道防禦使李時 言、 金敬老をし 
て行長等の歸路を要せしめしが、僅に飢袅且病みて後れしもの數十人 



1二三八 


i 


_宋瓤昌を轾 


1 


沐鴨— 


惟敬 行長に會し、封貫の議を唱へて、和好.の便を言ふ、 rr 長因て 朝鮮 五 道 
を割きて、日本 U 歸 し、 且速に明ょり使者を"本に遺さんことを求む、 惟 
敬乃ち本國に還り’五十 H を期して 處分 せんことを約す。因て木標を 
平*の西北斧山院に立て、日本人はこの外に出でて軍を If ることなく 
朝鮮人は この內«:人りて戰はざること、なしたれば、一時兵を 緩ぅす 
るの策は、その目的を達したり0 

明は更に兵郁右侍.郞宋應：€を耗略防海備倭軍務として•束方の事を 
掌らしめ、又行人薛藩を朝鮮に遺し大兵を發して救拨することを讒さ 
しむ〇されども應昌は遼東に留り、朝鮮ょりは頻に救拨を伲し、も、遂 
巡して進まざりしが、寧夏の«1旣に平ぎ"李如松の sb しを以て，如松を 
東 E 提！^とす。是に於て、如松はをの軍を分ちて三協となし、副總兵播 
元を左«大將 A し、 副雄兵李如柏1: 中 協大將 とし、 副嫌兵張世®を右協 
大將とし，兵凡そ四萬三千餘人、十二月、租綠江を波りしかば、王親ら迎へ 
て之を勞す、廿六年、 ( »xgv f 興)正月、如松が軍進みて平® U 達し、朝鮮の 
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IdL 求 gn!fl4 : 走す 


薦 

に*す 


援はしむ、承;1111は逡左の驍將と稱し、#て北虜 と戰ひて功ぁ〇しが故に， 
驕慢殊に甚だし。時に平壤の守將 rr 長は、城を中和(けは I 南) に築きつ 
、ぁれば平播の诚中、兵士甚だ寡し、朝鮮の斥候將黃理、之を金命 元に 報 
す〇承訓この報を見て大 (: 喜び急に義州ょり兵を進め、夜 U 乘 じて 平 
«に逼る、會-風雨晦限、城門 ra さす、守備 M る薄弱なりしも、城兵防戰甚だ 
力め、史懦、戴朝弁 等、 皆擊殺せられたれば，承訓鞭を揚げて まづ 通れ、 走 b 
て遼艰 に. 還れ り、 是に於て ？ ff 一回の救援は、空しく水泡に tt ; せ〇〇 

祖承訓の收報至る nil 廷大に 驚き、 令を下して益-海防を®にし、且嫌賞 
して朝鮮を恢復せん.とするものを募りしも、之に應するものなか b き〇 
石屋は初め:#ら救拨を主張せし•か、是に至〇てその策甚だ窮せし/;'*ば、 
遊說して兵を緩ぅせん者を iR む。沈惟敬は市井の無賴な b 、 機に乘じ 
て功を媸て 、富 •& を求めんと欲し、沈嘉旺•か#て U 本ょ b 逃れ祕卜しを 
以て嘉旺.に就き：：：本の悄狀を問ひ、石显に見えて之を說く、 星大に - S び、 
九月惟敬に神機三荮遊槊將取を授けて、朝鮮に到 〇. 行長に説かし む， 

H 紀李树時代第九箄壬辰丁® I の SL I 一一一一^ 
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外征の計赉を明に 報じ、 琉球の世子財寧も，亦使を道して之を 缶ぐ、 而し 
て 明は朝鮮の = 本を嚮導して來襲を圖るを疑ひし•か W 節使金應南の 
至る にょりて、 その疑稍释け f : り。 されども 一方 {: は、又咨を朝鮮に移 
して、之を通*するこ i もありしを以て>:は更に知事禅應逬を遣して、 
嚮導のことなきを疏辯せしか ば、 明は深く蹵となさす唯沿海 {: 命じて 
守備!:載にせしのみ。 

‘淇後 、： ！： 本軍の 一た び 海を渡卜しょ b 、 朝鮮 八道の 邵縣 M を ^ みて 瓦 
解し、 王は倉皇として京城を 出で、 流離困頓、纔に葙州に 遠した れば、使を 
遘して救援を逋ふこ1甚だ念7り0然る |:明は紀網漸く廢弛せしの 
みなら t 寧 s(g M I )の前副總兵哮拜の叛 ぁり、 總兵宵李如松は、兵を率 
ゐて之を 討じ、 西北邊は頗る多 * lv なりし を以て朝^多く 救 ふに及ばす 
となす〇獨 b 兵 部尙書石 星は、 取に兵を發 して 救はざるべからざる こ 
とを主張し、七月、遼東巡撫郝杰 V 」 して、 逯錤の兵五千を發 せしめ、 副總兵 
姐承 2 M の來掻 巧 承— を牵ゐ 、左* 將郭夢徵 、右* 將戴朝 弁、 遊擊史锚等と共に朝鮮を 
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掌令鄭仁弘あり、全羅道には僉枳高敬命、學詭柳彭老あり、前府使金千鎰 
あり、忠淸道には 、 Ilii 提督趙憲、僧靈圭あり、京畿道には、忠桊衡洪彥秀、その 
子洪李男あり、數月の間に於て■各 I 兵を操り黨を聚めて、四方に蜂起せり〇 
されども是等は大抵儒生の唱道せしものにて、國家の厄運に is 遇し、突 
然忠義の心 {: 救せられて、裔起せしものなれば、高敬命が馬に騎ること 
を習はず、左右抉けて之1:乘らしむれば、忽ち墜落するが如く、軍^上の 
知識及び訓練は極めて乏しくして、一たび戰に接すれば、率ね皆敗北せ 
しも-1百餘年敎卷の結果、士大夫の敵愾心は、未だ滅息せ t 是ょり後も、 
各道に於て義兵の蜂起するもの舉て數ふべからざる1:至れり。 

第11節明軍の救援及び和議の交渉 

明の內情 是時、明は神 K 位にありて、その初は、張居正、戚繼光等を相將とし、精を 
鋤まし、政$:爲し，尤も心を邊事 (: 留めて、國勢 M る胳なりし•か，その後妃 
嬪を寵し、宴遊に耽5，君臣否碉忠良擯斥せられて、紀辆漸く廢弛せり。 
會1 f 建の船商陳申は、琉球にあり、江右の人許依後は、**摩にあり、各 •« 本 

正祀李《醏代第九单壬辰丁酉の SL 三 三 五 
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_ 柄鮮虱—史_ I H - 三 四 _ 

® SS を作-^、その口を 銃 穴とし、 後に龜足を爲 り、 左右前後各 I 銃 穴あり， 兵 
士そ3中(:限れて、四面ょり 砲を發 し、 進退縱橫捷速飛ぶ •か如しと いふ。 
或はこの龜船は硪板を以て包むこと龜甲の如きものにて、朝鮮人は* 
に甲鐵艦の创造漭な b といへる說あれども、龜船は锇板を 用ひしもの 
に非す〇されども舜 K 1 の水軍に於て效 V 」奏せしは、この 龜船の力に賴 
ること多きは勿~論な bo 

灌樣李廷 f 又全羅 ® 制使權慄が 梨峙 lsl : slw ㈣ lulr 賊ひ、招^使李 廷鶸•か延 安城 
a 海)を守りて敵を却け、咸鏡北道評^鄭文孚 *> 鏡城を收復せし•か如き 
金時敏累域 は、皆一方面に於て功あるものな〇〇殊に晋州牧使金時敏が、晋州城(制 
IT 固守す，0が 如き、 細川忠 興、 毛利秀 X 等、 之を圍み、苦戰十进夜に及び 
しも、拔くこと 能 iit 時敏は終 {: 流九に 中り、數 "ならすして死せりと 
雖も 、ょく 南方の屛陆 となり、 敵軍をして進むことを 得 ざらしめしは、そ 
の功亦大な5といふべ し0 

各地の典兵 #他.各 g に義兵を起し、も G 、® ■には、 W 風の儀生郭再祐あり、前 
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を举ゐて加德 rrgJ U ) に rnj ひし •か、 倭船の辦を蔽ぅて至るを 見、 その戰船 
及び火砲軍器を海中に 沈め、 陸に费りてその鋒を避んとせし に、 稗將李 
英男 、李 •裳能等之を諫む。時に全羅左水使李舜ほ、右水使李® « t は、 舟師 
を率ゐて仝雖左水營の前洋にぁ-^しが、^前、舜 P の處に社き W 狀を陳 
して救を求む、舜 ra 等相顧みて憮然たり。光陽縣監魚泳潭、その決せざ 
るを見、奪然として之を救はん1請ひしに、舜1 , .1沈思して答へす、且水路 
の明かならざるを憂へし &ば、 泳潭自ら先鋒とならんことを請 ふ、 因て 
泳潭を水路の嚮導とし、舜臣•億*?等、側船數十隻を串ゐ、元均と II 濟前洋 
に會して、倭船を玉 M 及び唐项浦 、永 益浦1:破り、又之を閎山島の前洋に 
破りて. 滕堂高虎、 脇坂安治 等の 水 軍を防止せり。この 役、： 泳潭の功最も 
多 かりし V 舜 ttu 正恋を加へ、億@?，均に窈芮を加へたれども、泳^は堂 
上に R すに 遇ぎす、人皆 之を 惜しめ b といふ。 

舜1:!宵て組船を创造す、その制船上に板を鋪くこと龜背の如くにし 
て、上に十字の細路ぁりて通行すべく、その倚は逼く进釘を棟立し、前に 
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還る。 

又嚮に勸王の兵を召さんが爲めに出でし: +: 子臨海 君は、 咸鏡道に向 
ひ、 1 C 和 君は、 初办江原道にありし •か、 敵軍の入5しが爲めに、亦榑じて北 
道 {: 向へり。然るに淸正の軍は、旣に咸鏡道に入\北道兵他4¢克誠六 
錤の兵を举ゐて迎へ峨ひ大 (: 敗れしかば二王子は疾く馳せて摩天嶺 
( I 谳消 I ?¥踰ぇ、浚く會寧(域職)に 71 T 卜しが、府吏鞠敖仁もと：土を怨み 
しを以て、 二王子及び從111金 - a 榮 、黃廷成、 151 赫、 IH 兵他李瑛 ，會 寧府使文夢 
軒 II 城府使李銖等數十人を 縛して、 淸正に降れり〇是に 於て、 北道も亦 
悉く蹂躏せられしのみなら す、 王子二人をも敵手に委するに至れ bo 
签山の戰局飴 めて開け、 次で fl 城平埭の陷落せし ょり、 國王は流離播 
遷、止る所を 知らす、 形勢は：：：1:非にして Ja ^r 落 月、 殆ど滅 c r - 瀕せしが 
如くなれども、或る 一部分 {: 於て は、稍氣勢を挽回す る こと ^ き (:あら 
す。 

初め慶尙右水使元均は、 n 本軍の迚りに諸城を陷いる、を間き、舟師 
正紀李籾 叫代 第 九箄壬 辰 丁 ®I め亂 S 




三三〇 


王典州1:至る 


1 

走す 


海君は廨社主を 奉じて、 寧邊に向 ひ、； 土は遽に駑を促して發す。時に夜 
已に二更、天雨ふり路 暗く、 侍衞僅に数十 人、 人心の危愤する こと、 臨律の 
時ょ b 甚 -fr し、五更嫌に嘉山に 達し、定州、 能川を 過ぎて、 義州飩坍館に至 
\ 牧使の « る所を以て行宮と す、 減中の AK 皆散じ * 大亦空しく、殆ど 
荒山廢寺の如しといふ。この時に當りて 、恃む 所のものは唯明國のみ 
なる に、 拨軍は未だ 至らざれば、 頦 U 使を S 東に 遣して 之を促し、或は內 
附を請 ひ、 江を渡りて命を待つべし とい ふに至る。 

是ょ b 先、全羅道巡察使李洸は、兵を率ゐて入援せし が、 京城已に陷る 
と 聞き、退きて 全州に 還り たれば、その戰は すして回るを以て、 之を 咎る 
もの 多し、 恍 自ら 安んせ t 更に兵を 調へ、 忠淸道巡察使尹國薄 i 相 合し、 
庚尙道一巡察使金啐も、亦來り會 し、 14を刻して俱に 進む、 衆凡そ十萬と號 
し、 能仁 e » に至〜先诔將白光彥等をして 敵 壘を攻めし む、 敵軍大に呼 
んで突出し、 光齑等を 殺す、三 道の取之を ^みて、 一時に潰 «1し、 其聲山の 
崩る'か如く、軍資器械を委棄して路に滿 つ、 沈 •晬 、國 » 皆走りて本道に 
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| と t 李恒顆、李德馨等、極めてその危險なることを一 re ひ^州に抵り明兵 
を迎へんことを勸む、因て更に路を轉じて博川ょ b 義州に向へり〇是 
時、：：：本軍は，旣 U 路を分ちて諸道を 略し、 淸正は鐵嶺を踰えて、咸獍道に 
入れ b 、 もし北道に向はん とする も、亦旣に能はざるな bo 

かくて平埭 U 尹泽壽、金命元等之を守り、高彥伯をして敵を襲はしめ 
しが、その敗る、や’王城灘ょ b 大同江を涉りて還，りしかば、行長等その 
水の浚きを知り、衆を舉げて悉く渡る、濉を守る軍、一矢を發せずして皆 
敗走す、尹斗#等事の尨すべからざるを知り、遊く城中の老弱を驅 b 出 
平填 S ろ し、軍器火槳を池中に沈めて通れ去 b しかば、-牛 HI も亦守を失へり。當 
時、漢城*開城、平*は兰都と稱し、人民繁盛•物貨殷富にして、河山の固、天府 
の險あ5と雖も、敵軍一たび埴に至れば'矢を交へすして、潰«1奔竄、收 
三部&昭菝す 拾すベからす、開戰以來俺1:六旬に過ぎすして、皆陷落せ-^ 

初め：土の博川じある や、 深く己を 5 只 めて、 取國の 3 V を世子光海钉に委 
ね、 除拜爵 賞、 みな權 II 處斷せしむ。旣にして平 « の收報至 b しか ば、 光 
TF . IiEI 李朝時代第九萃壬辰丁®め亂 





« 鮮通史_ tlel 八_ 

ものなし J 

王は開城 U ぁり、 更に金命；兀に命じて、臨雄を守らしめし •か、 京城の陷 
るを聞き、急に開城を發して平埭に入る。時に大憲李恒顧、採を明に乞 
はんとす、尹斗* r - I く、我-か精銳、今方(:臨 g ： を守る、必 t ょく敵を朔•かん， 
三南北道の兵も亦來り援はん とす、 以て國家を恢復すべし*し援を明 
に乞は5•後必ず威に嫌 > 横暴して、公私を侵搔し、その兵に蹂躪せられ 
んと、 旣にして臨 m の收報至ゥ、衆みな措く所を知らす、 ？ K 即ち使を明に 
遣して、救援を乞はしむ。 

六月、王、諸^に命じて、去就を級せしむ、前政丞鄭澈は、平埭を避んとす 
るの淡を主とし、尹斗壽、柳成龍等は必す；牛垠を守らんとし、李©*沈忠 
謙等は鄭澈の？®に從ひて、北逍に往んとす。 W に敵軍旣に大同江32 :(: 
至り、勢猶豫すべからざるを以て、遂に北行の諮を決す、吏民 tfi 怨 « L をな 
さんとするものぁりしが、尹斗0、金命元、李元翼等1:命じて、平壤を守ら 
しめ、王は平墦を發して、粛川、安州ょ b 寧邊に至り、將に咸銳道に向はん 
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京域隅 


b て百姓に謝せんと。士人南以瓶 等は、 又李 山海、 金公諒の表裏事を用 
ふるは、王の淑嫒舍：氏に惑ふにょることを言ふ。王、巳むを得す - IIJ 海1: 
平海に m す、公諒は巳に江原道山谷の間に通れて、之を尋ぬれども得る 
こと能はす、當時内部の腐敗せしこと、率ね此の如し0 

李山海旣に竄逐せられたれば、柳成能を領議政とし、111興.源、尹斗毐を 
左右議政とす、%諫又成飩獨 b 國を誤るの罪を免るべからざることを 
劾す、乃ち成寵が官を罷め、興源、斗壽は次を以て陣し、愈泓を右議政とす。 
因て.己を罪するの書を八道に下して、義兵を召募す0 
■是時、行長淸 .IH 等は、忠州ょり分れ、行長は M 州、楊根を緙て褪律を渡り、 
淸正は竹山、龍仁を終て潢江を渡卜、長政も亦秋風嶺を踰えて、淸州、竹山 
よ b 進み、三路の兵、街京城に向ふ。金命元は漢江にあり、敵の至るを^ 
見して、敢て戰はす、悉く耶器を江中に沈め、服を變じて逃る、留郡大將李 
陽元漢江の軍潰ゆるを 聞き、 城の守るべからざるを知り、亦楊州に走り 
しかば、三路の兵皆京城に入りし•か、城中の E 、 已に散走して、一人の店る 


正圯李朝時代第九零壬辰丁西の亂 
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明—鮮通史 _ 三11 

從の人、終：：：飢拟に苦しみて*厨中に#1入し、攘你して之を食ひ>:に供す 
るものな きに 至りしかば、 n # 淵等•罪を獲んことを懼れて逃れ去る、四 
更始め て：: t に糲飯を供せし•か、世子以下は、转膳を闕き 、翌朝 {: 至りて纔 
に之 k 進ひ〇是 ょり 吏卒益 I 逃散し， 食を得ること亦撖かりし^:終に開 
MU 達せり 〇當時辛酸艱苦の情狀 ，殆ど 筆. r - l'l のょく 溢す所に非ざるな 
办〇 

五月， 王の開城に至る や、 府中の± K 相集り，大に呼 んで： H く， 殿下 K 事 
を念は t 禅ら後宮を富ますを事と し、 金公 ^ を存愛するが爲めに 、今 U 
あるを致す.何ぞ公諒をして敵に當らしめざるやと，或は一土に向ひて石 
を役す る もの ある も，侍衞微弱 ;: して、之を ^ すること能はす。 -* 諫金 
瓚等 日く、 李山海、金公 ^ と結託して心) H とな\洪汝^李弘老•趙挺•宋言 
愼等の諸人と共に毒を士林に流し、國を誤 b 小を敗る、京城を去るの 
身首相として留6こと能はざるのみなら t 反 b て速 r ; 出んと請ふ，公 
諒は賤隸の身を以て、百官を進退し•朝政を濁«1す，顋くはこの二人を斬 
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は號哭す、百官 多く 奔竄して、扈從するものは李 山海、 柳成 Hli 以下、 僅に百 
有餘人に遇ぎす。 

王の城を出るや、 9 LR 爭ひ入5、まづ棠隸院刑 W を焚く、蓋し公私奴婢 
文書 9 在&所なるを以てな り、 又内帑 ffi に 入り、 佥錢财物を掠め® 顧宮， 
昌德宮、： ： r-« 慶宮を焚き M 代の寶器及び文武樓、弘文館藏する所の書籍、承 
文院の n 記、传灰燼となる、又臨海打及び前兵曹判畜洪汝誶の家?:焚く。 
これ等は皆敵軍の至るを待たすして、已に内地«1以の焚掠に罹りしな 
bo 

:!-: の沙峴に到るや、東方漸く明く、城中を！1：顧 すれば、 火大に起り、炎燄 
:火を燭す•雨を冒して西行し•碧蹄驛 {: 抵 b しに、侍從杂冰，往々落後して 
至ら tM 陰嶺を過ぐるに及び-雨の下ること注ぐが如し、聪汴 U 到れば、 
渡船僅 I :五六隻 、上下 提亂して &ひ渡る，時に=已に杵く、色を辨するこ 
i 能はす、因て臨泷南麓の丞廳を焚かしめ、その火光を以て路を尋ねて 
行く。東坡驛に 到る、坡州牧 他 rr 晋、長偏府使具考淵、行厨を設けしが、雇 

正紀李朝時代第九箄壬£丁 H の亂 




は勤王に託して兵を領し、妻妾を求めて mt : 祕り、或は典を聚めて•成敗 


王子な^道1: 
分通彳 


王京城な出っ 


を mll し•一 も M 城を採ふものあらざりき0 

申砝が旣に出でしょり郡八=:俛その位報を^みしに、砬が收死の银 
至る (:及びて， 滿城战動す。'- >: 乃ち S に •：：： ;:; ヤ及び ^ 大 [II を召して之を 
議 す、 諸 1^ 皆：！ く、事勢此に至 る、 車菊 r / く 出でて；小' «{: 幸し拔を明に請 
ぅて 收復ヒ阍る べしと 。因て：上子を諸道に分 is して、 勤王の典 ir 召さ 
しむ•長子臨； g 君萍を咸鏡道に 遺し 、 m 府堪令 • S 滎、 漆溪れ ;«• 卓然をして 
之に， ■從 はしめ、 第六子順和对炷を江 M 道に ia し、^ 溪打 K 廷诚•通取黄赫， 
同知李鼪をして之に從はしむ，而して右述政乍陽/1;.都元帥金命.-*-几を留 
めて京城を 守らし 1;る こと、なし、 ^ 俄 {: して卞溢の狀啓 に、 賊今 IUJ 
H 當 I :邵诚に入るべし と あれし ょり、: -K は ^. 111!-. として 戍狠を ^け、 鞭 5: 
執 b て渴に乘 \ 世子光^矜等 i * に 窝門を出づ。時方に夜にして踗 
兩暗黑、咫尺を辨せす、互に 相抵觸 す、 王妃朴氏も亦侍女 数十 人と徒步し 
て窝を出で，都承旨 李恒福 、燭 V 」 執りて前導せし •か、 諸婢妾或は料倒し、或 
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稱せ しもの、 今や 之を 扼守 することを 知ら中 •徒らに 敵 雄の 播行； H 津に 
す’その爲すゐるに足らざること知るべきなり。 

王は敵軍の京城を突んことを懼れ、右！ S 政李陽元を守城大將とし、李 
锇、邊彥珠を京 M の左右衞將とし、商山界朴忠侃を京城の巡檢使として、 
城#を修めしめ 、 fll 北奂使金命元を起して都元帥とし漢江を守らしむ0 
時に王は出奔の意ぁり、領遴政李山泥と謀り，竊に細鞋及び白金等の物 
を貿易せしめたれば、觀るもの頗る之を疑ふ、%諫、山海が國を誤り禍を 
招くことを劾して、その官 i : 罷めんことを請ひしも王允 さ t *. s 親及び 
諸臣都城を棄るなからんことを請ふもの甚だ多し。然れども李鎰の 
敗報至る1-及び、京城の K 1 民、相繼で逃资し，間巷悉く狢しくして、城を守 
らんと欲すと雖も， ti に守るべきの人なし〇諸大 K 1 國勢の急なる 
を見て、儲君を逮て '人心1:繫威せんこ i を請ふ、王乃ち長子鸱海芯球 
の狂悖にして人^なきを以て.第二子光海君輝を立て 、世子と す〇又 
日に使を馳せ，諸道の兵5:徵して、京城を援はしめんとせし•か、或は外面 
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S 路の防* 




邊使として，中路に下し、成應吉を防禊使として、東路に下し、趙儆を右防 
« 使 I して•西路に卞し 9] 克良•邊璣を助防將とし、劉克良をして竹微を 
守らし め、 邊 _ を■して鳥嶺を守らしむ〇旣にして列邑の收報栩續で至 
\人心恂々たり、臺練二大 P . I : して髄察使に任じて諸將を檢膂せしめ 
んことを請 ふ、 乃ち柳成骷を都體察使とし，又申砬に命じ都巡邊使とし 
て®兵を引き溢•か後に從はしむ。時に金誠一は、庚尙右兵使たりしが、 
主は誠一に誤られりしことを 怒り、 之を拿して來らしめれれ ども、 亦其 
罪を敵して右道招譫使として敗を禊がしむ0 

然るに 李 S は、 尙州に 至 brf fi u 破られて走れ還 り、 申位は忠州に至 
卜、進みて鳥祿の險を保たんと欲し，數騎を從へて先發せしが、中途にし 
て鎰が敗を聞き大 I : 懼れ 、道險なるが 故 U 馳射に便ならすと して 引き 
還り、遂に李溢、邊«等を召して，俱に忠州に會せしむ。旣にして，行長淸 
正の 軍は聞慶 にて 相 合して進み、 忠州陷り，申砬は敗 死し、 李鎰は脫走せ 
bo 鳥嶺は東南 m 一の 天険に して、 一夫 關に當れば萬 夫も 開くな しと 
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行長淸 « F 幂兵 

?|— 


鳌山 I り京城 


b て •怨聲 路に滿ち、郡邑率ね文具$:以て JJ ;- を避るのみにして，必すしも 
作新の實 あらざるなり0 

® Ki 秀吉は"旣に朝鮮のその旨を本せざるを怒り、四月、小©行長.加藤 
淸 正、 黑田苌 政、 島津雜弘、小早 iii 隆最 等をして•兵凡そ二十离人を率ゐて、 
海を渡らし め、 別に九鬼嘉降 、膝党 高 虎等の 水 5¢ 九千 跄 A は、陬船を以て 
海上の應援に備へ しむ、 行 長等， まづ签 山よ b 上陸して、荃山.來萊を陷る0 
蓋し签 山よ6 京城に至るに、 凡そ 三路あ b 、 中路は釜山よ b 梁山、 m 道、火 
丘及び 尙州、聞度を綷て鳥嶺を蹌え、忠州を過ぎて京城に^す m 路ば、機 
張、蔚山よ5、慶州、永川を經て、安東、豐基を過ぎ、竹嶺を踰え•亦忠州に至り 
て 中路に 合す、 西路 は， 金 海より 星 州， 金 III を經て、秋 M 嶺を踰え、忠淸道1: 
出で•淸 州、 竹 山よ 卜京城 (: 達す0行 &は中路ょり、河正は束路ょり“政 
は西路よ b 進む*沿道の郡縣，風を错みて瓦解し.攸てその鋒に觸る、も 
のなく、殆ど無人の境を行くが如し0 

慶尙左水使朴视の變報、まづ京城(:至り.中外大に以ふ、乃ち李溢を巡 


正紀李柄阽代第九箄壬辰丁酉の亂 
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钥鮮通史 


1 1 三〇 


黃廷钱 U 、 斗壽の議 (: 同じ* 柳枨.朴東 , K 等•も亦奏聞せざるべからざるこ 
とを淪す0蓋しこの時、西人は奏聞の說を主張し，來人は卵奏聞の諕を 
執 b て II . に ^ひし •か、 柳 成能は 後に 至り、その , is k s じて •柳根が 使節に 
託してその槪略を奏聞す るの 說 に 從 へり: K 乃ち黄廷戍をして奏本を 
作らしめ、 贺節使金應南 V 」 •して 明に報せ しむ。 然る(:柳成能が著はし 
、懲毖錄に•成骷は初ょ5奏聞を主と する •か如く記せし は、 後來明 の關 
係の益*深か b しにょ， 〇、曲筆を弄して自己を回護せ しもの なり。 

旣にして邊報の=に急なるを以て、遽に防禊の策を^し，金^李*尹 
先覺を慶樹全羅忠淸の監司 i し •器械 5:備へ、 城池を修めし め， 慶尙道の 
如きは Vv の要街に當るを以て M を築く こと 尤も多し. w :+: は更に備邊 
司(:命じて、才將妯に堪ふるものを® { めしめ， 井 ti 縣監李舜111を报んで 
て、全羅左逍水軍節度使とす。又申砬、李鎰は、常時武將中1:於て、尤も m - 
名 ぁ b しか ば、 廿五年 (g _料轉、明 ¥溢を忠^全羅に遣し、申砬を京裝黄 
海に遣して、邊備を巡視せ しむ； 然れども中外安(:狃れ 、人民 勞役を惮 
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に 甚だし、 獨 5 許饯は、その 東人なるにも拘はら す，允吉 の： -1 C を是として • 
その 黨を譴 らざ5し•か故に、 當時頗る 之を 稱 せりといふ> 

金誠一は、又宣慰使•か對馬島主に答ふる兩書を擬作し'明の犯すベ 
からざることを極言せしが•辭語頗る痛切なり、王之を信じ•誠一を善使 
i して•堂上 1: 陞し，且、是 ょり 先 ® 道に命じて防備を なし、 もの ^ に至 
b て悉く之を罷ひ◦されども事實は決して誠一の言の如くならざれ 
ば，允吉が從官たりし黃進は憤怒(:勝へす，衆中(:於て誠一の誣罔を論 
じ、上疏して之を斬に處することを請はんとせしも、他人(:抑制せられ 
て果さ> b2so 

王又諸 P . をして、倭箝の枯狀を明に奏するの »«r 不；：を^せしむ、領遙政 
李山海日く•之を奏せば、皇明我が私に：：：本 i : 通するを罪せん*之を險諱 
せん {: は如かす、大司窻尹斗眷日く•明白に奏聞して•車大の誠を遨さ 3- 
るべから中、左|£政柳成褪日く、夷食恐勤0言遽 (: 天朝に奏して、 Q ら不 
實の譏を取るベから t 副提學金晬は•山海•成能等の說を赀し、兵曹判書 
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第九章壬辰丁酉の亂 

第 t 章壬 M の亂 

朝鮮の外寇に困しめられしこふ、古來甚だ多し、而して壬^丁酉の III 
は、その最も大なるものな bQ た >その事の我が：：：本との關係なるを 
以て、從來の箸書も尠からす，比较的 ii* に顯はれたれば、：：：本に站するこ 
とは成るべく之を省略し、主として朝鮮内部の事情を述ぶ'へし。 

S 祖の時に當 b て、日本にては豊 K 1 秀 Vi 、 夙に師を海外に用ふるの志 
ありしが、その國內を掃蕩し，顧權を掌握するに及びて、愈％ v の志を決し、 
路を朝鮮に假 b て明を伐んとす。是に於て廿一年 (§ 胸11は I 、明)宗袭 
智は秀吉の命を搴じ、その臣柚谷康廣を遣しス通信を求めしも*王た V 
その嘗を報じて使を遺さす〇廿二年’袭智また來り必す聘使を邀へて 
S らんとす:- F : 二品以上をして邁を獻せしめし(:、多くは通佾を以て便 
とせしが，謎軍李山甫等、之を不可とす。時に=木をして朝鮮の叛民を 

記李柄阽代第九草壬辰丁抨の SII 






李铒の上疎 


附し、李琪を詆毀して、李潑に諂附せし*:その叛逆を謀る(:及び，西人は 
掌を打ち大に喜びて、東人を迫 W し、李潑 、李浩 、白 惟讓、 柳 夢 井、 松永慶、鄭介 
淸等の如き，汝立に11係あるが爲めに、嚴刑を受けしもの甚だ多く、 領中 
樞盧 守 tK は李潑.白惟讓、 鄭汝立 を K めしを以て、その韈を罷めら れ ，東 人 
は大に打擊を受けたり〇されども又^山海が1«:子を定むるにょ^'て 
鄭澈を陷れ、澈及び白惟咸，柳拱 M 、 李^英、尹斗壽等を逆 m し 〆 根#、黃觫 
等の職を罷めたるは、東入の西人を排擯せしものなり。 

右の如く'事件の生するごとに、事理の當否曲 ifL を論せすして、た> 
黨派の同異を以て拨引排拚を垠 とするものは、 當時の怙弊な bo 半珙 
甞て上疏して日く、今 H の事を以て之を®へば、朝廷を和して弊政を 革 
むるものはその本なり、兵食を調して防備を W くするものはその末な 
り、末固ょ b 舉ぐべし*而して本尤も當に先んすべしと•これ實に時弊に 
的中するの金言な bo 而るに本太共に朱だ修るに及ばすして、更に 前 
古未曾有の大難に遭遇す、豈亦危殆の至に非すや0 


Digitized by Google 


Original from 

UNIVERSITY OF MICHIGAN 



Digitized by 


Google 


Original from 

UNIVERSITY OF MICHIGAN 


> て硪馬を納れ li を羝嶺に輸すものは、庶藝と雖も通することを許す 
の令を下し、允許 4: 俟たすして之を行ひ、又王命にょ b 内兵菩に到 b し 
も、病の爲めに政院に詣らざ5しかば、權柄を專揎にし、驕銮にして上を 
侵るとして、獮劾せられ^り。是ょ b . 後 •宋應微、朴謹元、許葑等 、李 班を攻 
ること益-急なるが故に李 51 は罪を請ぅて坡州 e *{: 下 bKK して職 
を辭すれども.王許さす、應紙，謹元，綺等を Et し、特 (: 李琪を拜して吏判と 
せし•か、十七年李珥は病を以て卒したれば、東西調和の^は^く絕えた 

KVC 

李琪の調和說は 、兩黨を 保合するにあゎと いへども、 西人に便利を輿 
ふること 鈔から ざり しかば.その卒するに及び， 東 人は頗る勢力を得て、 
領讅政度守惯 U 、 宋應槪 、許 ^朴謹元等 V 」宥さん ことを 請ぅて、之を放還 
し、 沈義 謙は、 その職を罷められ*趙憲は ST 上疏して 、時 事を痛論せし ♦か、 遂 
に吉州(如1 ) u 配せらる。鄭汝立は初め李珥に事へ、弟子の鱧を執りて 
西人となりし•か、李琪已に卒し、東人の勢力碰なるを見て、反 b て東 人に 
正祀李朝時代第八韋壬辰以前の外交及ぴ内政 



•を # する こと 能は ざり き。 

l :- fci 東四籯 是よ b 後は±類中分して、苟 j も特立«行、芳くは碌々無名のものに非 
ざるよりは、東西指目の中1:入らざるものなし。初め沈金二人を外官 
に補せし時には、西人少しく勝利を得たりしが、その後舉措當を失ひ、公 
論與せす.進取するものは，多く束人に入り、東を是 とし、 西を非とするの 
傾向； W 生じたり。されども李珥は復た入りて大司諫となり、上疎して 
調和の說を唱へしかば、東人は李珥•か陰に西人を助くるを疑 ひて， 或は 
之を害せんとするもの あり、 / £ 守 W 金字 S 等、 色を正くして之を 折く、 是 
よ b 東人搜に西人を攻ること能は t 金字«李潑等•因て澜和の論を發 
し•稍和平の错あ5。旣にして、吏曹は金孝元を以て司瘰1:擬せ しも、 王 
許さす •朴掉、李迅等、東西の說1:拘るベからざるこ とを いへ ども、 王終1: 
鞸然たらす。鄭仁弘、李爾 等は， 又李琪を見て沈義謙を論せんことを勸 
め たれば、 李 JS は袭謙の職を罷めんことを請ひし も、 王亦許さき。 
その後、 李铒 は、 兵曹判書となりし •か， 十六 年、 北邊の蒈報甚だ急なるによ 
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に算せ らる 、ものな bo これ畢竞文化料及の致す所に して， 私學の a 
盛、 書院の勃興は、益 I その勢を助長して，時論益'困難ならんとす。 

是時副提學李珙は，沈金の反目ょりして，朝廷の乖離するを憂ひ、兩問 
を調和して，之を錤定せんと欲し、右 m 政盧守惯に謝て^謙•孝元の二人 
を外官に補せんことを11む•守愼之を: t に告げれれば:+:#元(:富搴府 
使を授け^謙を開城留守に拜す〇李琪啓して U くボ元病®し J : 罪ぁ 
りて放逐する(:菲す、願はくは•内地の僻：巴を以て之[:授けんと，因て改 
めて三陟府使を授け、又義謙を改めて全州府尹とす。それ李餌が外補 
の說を唱へしは、兩人皆士類にして、黑白邪正の辨すべきものぁるに亦 
ざるを以て，®く之を浚ざけて紛紜を絕たんと欲せしものなり◦され 
ども m 粟は李 sf •か孝元を攻めざる k 秤めて，含糊不明なり i し、後輩は 
李现が孝元を用ひざるを怨みて’公論1:從はすと し， 王は又李珙を以て 
铄激にして;1]ふべきの材 I': 非すとす〇是を以て李 IJf は澌然宫を棄て 
、鄕里に歸 りしょり， 時論益'潰裂して救ふべからす、鈸定の ® も， その効 

iF . I 紀李栩時代第八窣壬辰以前の外交及び內政 



金字傾，盧守傾、鄭仁弘等、之 {: 羝す。左議玫朴淳 は、 滴名 m 錤あ b て、 fi 輩 
を 是と する•か故に，西 人の領袖と t 鄭澈、 金 繼輝、 洪聖敏 、李； g 蠢、 尹斗壽 ，尹 
根赛等之に te す、 これ實に東西黛の分裂な^^ 

それ金者元と沈褰謙との反：！ は、 その初袭謙が方元の尨 JI . ハを見たる 
に本づくと雖も、これね > 偶然1:その •# 機となりたるのみ、もしこの^ 
なしとするも.當時黧派の分裂は、到庇免れざる所なり。その由來する 
所、逢くは高鼹末に於ける元(:從ふものと、明に^へんとするもの1の 
争論あ b 、 近くは士林の禍 « - 起り，排擠構陷を - IV とせしことあ b て、 その 
反目爭論することは，殆ど習慣•火性をなすに至れり。た V 士林の禍は、 
士類と俗流との軋糅にして、東西黨は、士類中の軋礫なりといへば、稍そ 
の形式を變せしが如くなれども，所！ i 俗流にも、南衮の如き文名あるも 
の^.、その中に雜は卜、士類中にも亦俗流なきに#ざれば、士類と俗流と 
の區別は甚だ m 白ならざるが如し。されども束西®以後に至りては、 
笱も社會に立ちて政治を諭じ? IV 業をなさん A するものは、大抵士類中 
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に孝元は頗る文名あれしが、義謙はその寢具を見るに及びて，心 ffil : 孝 
元が權門に附くを鄙し む。 其後孝元は魁科に登り、文名 H に®なりし 
が故に、吳健之を薦めて銓郎となさんとす•時に義謙は吏曹參逯た b 、 孝 
元の前遇を引て\之5:徂遏す0其後數年を歷て#元は終に銓郎となり 
し •か、 義謙の弟忠謙を薦めて銓遝となさん i するものありし も、 孝元亦 
許さす。孝元は喜んで淸 aEt 引進せしかば.後輩士類、みな之を推重し、 
義謙は前に士林を扶譜.するの力ありしを以て、前輩士類、多く之を許す、 
義謙の徒は、孝元が報復の志あるを疑ひ、孝元の徒は、義謙•か: IK を害する 
を嫉む、是に由て±林の 間、 前輩後輩相協は す、 これ即ち李浚慶 •か 朋黧の 
漸あ b として 憂 ひし 所なり 0 

m 人 WA . 金孝元は齙駱条に居て東にあ\沈義謙は彰莪洞に焐て两にあり*故 
に孝元を 助く る ものを東人と いひ、 義謙を 助く る ものを西人といふ0 
宣祖八 年、 港 元は司諫とな り、 許曄は大司憲 となる、 |»は前紫と雖 も、 孝元 
を推許す るを以て、 年少の士類、之を尊びて東人の領袖と し、 李潑 ，柳成飩、 

正祀李朝眭代第八窣壬辰以前の外交及び內政 




これ固ょ b 王の*となすベからすと雖も、その起源は、實に王の初111:に 
あ.〇とす〇 

第四節東西黨論の分裂 

宣組五年•領中樞事李浚慶の卒せんとするや、遺笳を上 b て四條を陳 
す、 その第四に朋黨の私を破るの言ぁり 、 w 、 大臣を召してその笳を示 し、 
朋黨の誰たるかを問ふ、時に外遴洶々た b し•か、李珥の如きは、口を®め 
て浚慶を迸斥せしか ば、 淡庚の 攻擊益 I 甚 しく、 その士林に 禍 せんと欲す 
るにょ b て、 官爵を追輕せんとするに至る。浚慶の死に臨み、君國の爲 
めに惓々として、遺箚を上り朋黨を論ず、その忠愛，誠に嘉すべし、然るに 
その 攻擊 せらる、こと此の如きは決して平和の景象にぁら す、 JI : 後數 
年を緩'果して東西黨論の起るぁ bo 

是ょ5先、明^の時^人沈義謙 ®o« 紐)公事を以て領邊政尹元衡の家 
(: 至る、元衡の壻李肇敏は、魂謙と相知れるを以て、書室1:引見せし•か，室 
中に多く寢具ぁり、義謙之を問ひしに、その一は金#元の玖具なり〇時 
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所在を詳にせ t 各道より三峯な b として捕へ送るもの甚 fr 多炉 b し 
崔永* も、諸說紛然として•年歲貌色も明白なら ざり しが 、 m 永度の三^と號せ 
しより、永慶は即ち吉三峯なりとの 說、 西術に傳播せり。永慶は親に事 
へて考なり、司畜1:除せられしも、商ちに辭し還りて，淸介 自ら守り、 壁立 
千$、胸次激落にして、氣象風節.人ヒして畏敬せしむるものぁ卜。然る 
に全羅監司洪汝諄 は、 吉三峯の永®なることを密啓し、乂慶尙兵 ei 梁士 
瑩に通せし が、 士瑩は旣に永慶を逮捕せり、因て之を鞫問すれども永 庚 
服せす、遂1:獄中に死す。或は永® は1 もと三峯の號なし，永慶を三峯な 
b とすることは、鄭澈の造言せしもの {: て•監司の密啓も•亦その指嗾に 
]11でたり とい ふ。兎に角、 1 U 永^鄭介淸 等は、固より 逆謀に與 b しもの 
に 非ざれば、その後數年にして、永慶の職 VJ 復し，仁祖の時1: は、 又介 ffi の 
官«を追復して祠宇を建てたり。 

—當時の情狀は，此の如くにして、紀網漸く壤れしのみなら t 又その間 
1:縳綿附著して、無窮の*粜を貽し ゞ ものは、東西寐論の分裂足なり。 

正* e 李柄時代第八零壬 M 以前の外交及ぴ內政 30 . 1 . 




柄鮮通史 . _ 三◦八 

五：！民を濟ふべしとす、愚民之を聞て一時.；？傳せ bo 

安岳 S 梅¥守李軸は、汝立の弟子趙球が蹤跡常に毋なるを怪しみ、之 
を捕へて rsrfl し、悉く汝立の逆狀を知-*戈觀海)郡守朴忠呵3川(«郡 
守韓應黄等と•黄海遒監司韓準に報じ*密啓して變を 上る： : -K 大に笟き、禁 
府都事を分 迫して、 賊黛を逮捕せ しひ 〇汝立之を知り、その子玉男•及び 
班 汰苦殺す その CM 邊次、 朴瑯褪 等と钹安、 竹艮触 i) の山谷の間に 1^ れて a 殺す、 乃ち 
玉男^能等以下十餘人5:捕へて之を沫す〇 

この他汝立と交通し、或はその謀に與るとして囚へられしもの、* 彥 
信•鄭彥智、李潑 ，李 消 •白 惟讓 、柳夢 井等の 如き、 或は自遂し、或は杖下 (: 斃れ， 
往々冤#を被るものありし V その寃 3 P の^も甚 t :* しきもの U * 郯介沾， 
m 永慶の徙是なり0 

挪介坫 鄧介淸は¥問該博にして，湖南の大 a - と稱し、門徙頗る衆かりしが.そ 
の汝立と交り、又®袭を排する說を作るとして、慶源に配せられて歿せ 
bo 又嚮に池涵斗が揚言せし吉三峯なるものは、之を搜索せしも*その 
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けば、是非を問はすし' 滿座皆稱歎 す。世の將に错あらんとするを知 
b 、 時に 乘 じて <1 をなさんと欲し、全 州隣 邑の武士と契をなし、大同とい 
ふ。二十年(•砂触. t 倭變の時'たび號令を發せしかば m 传聚會せり、そ 
の軍を散するに及びて、他日變あらば•また來り會すべきことを約せし 
が£ 十二 年に至り •機 事頗•〇泄る、を見て、その計を決し^に部署を定 
め的束を^し•この年の末を以て二時*:^を皋げ * ltt ちに京城を犯さん 
とす。是ょ b 先、木子 cm 邑興の謠あ b . 木子は李にして莫：巴は鄭なり、 
汝立之を玉版に刻み、昝異山の石窟中に股かしめ、遊赏にょり之を得る 
に託して人に示す、遂に汝立を以て、時に應ずるの人となすものあり〇 

又天安(齡一 ) の私奴，吉三峯なるもの、勇猛絕倫にして獷賊となる、官軍 
之を捕へんとすれども得ること能はす、名聲國內に聞ゆ〇汝立乃ち池 
涵斗をして黄海道に揚言せしめて日く、吉三峯及びその弟三山、神兵を 
領して、或は智異山に入り、或は鷄锻山 (I ⑽純 g 公 r 入る、鄭八褪は當に 
王となるべしと。是に於て流言藉々、全州の地、當に锴人の興るありて， 

正祀李朝時代苐八箄壬辰以前の外交及び内政 . H 〇七 
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3 CM ハ _ 

大統を承くるもの、その生父を追奪して大院君となすことは、この時を 
以て始とす0 

其後宣* は、 渐く政に怠り色に溺れ、仁嬢金氏 U % 後宮を傾けて m 城 
君®を生み、王甚だ之を愛す、領逯政李山海、金氏の兄公諒と締結して、表 
裏事を用ふ。右遴政柳成褪、左遴政瑯澈，山海と m して 1 H : 子を定むるこ 
とを請はんとす*山海は外之と約して、陰に纔間を行はんと欲し、公諒を 
して鄭澈が it 子を定むるを請ひ、 a 城！ S 母子を滅さんとするこ t を金 
氏に吿げしめたれば、金氏之を聞き泣て王に訴へし(:、王頗る之を疑ふ0 
然るに 鄭澈は 毫も 之を知らす、他 U 經筵に於て、世 T-k 定めんことを請 
ひしかば、王大に怒りて撤が職を罷め、遂に之 S : 逮 gt せり。 

當時内部の腐敗せしこと、率ね此の如し、而して外間も亦決して平和 
なること能はす、鄭汝立の如きは、供1:叛逆を企てた bo 汝立は金州の 
人1:して^て修撰とな b しが、宵を棄て鄕に歸ゥ、學徒を招集して、名聲 
一道に重く、博學强記、紙傳を貫穿し^^魄«壯にして，議論風#し、口を開 
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すて生 
大父: 

i 尊 

なし 


宜駔の初政 


るな bo 

宣 m は恭儉慈仁にして•即位の初、頗る意を政治に用ひ、白仁傑、李课•李 
琪等を登庸して、學を講じ治を論じ、馐先錄を撰せしめ、近思錄.心經，小學、 
三網行實等の書を刊行し、且贛曹に申飭して、小學を勸課せしめ、沈通源 
の貪黷厭 C ことな{、賄賂輻湊するを以て、その官爵を削#し. M 光祖に 
議政を贈り、南袞の官爵を追粑し，又乙巳以來の寃枉を伸べ、;1:守傾、柳希 
春、金? Is 祥等の如きは、不次に之を擢用せり。然れども遒者往々乙巳の 
動籍を削んとして之を爭ひしも、王は容舄 (: 之を許さ > りしが、十年.恭 
懿 51-: 大妃 G 疾革るも、なほ乙巳の寃を忘る、こと能はざるを以て、王は 
始めてその意1:順ひ•李^鄭順朋、林 IJ * 鄭彥慾等の勸锊を削り.柳*柳 
仁淑 、尹任、 桂林芯瑠等の官爵を復せり。 これ 等は、传數十年の宽餺1:開 
き、 輿情の.抛 Mk 充せるものといふべし。その他德興苕を追«して大 
院君とし-王親ら帑1:その廟に行ひしが如き、當時或は之を#とせしも 
のありと雖も，必すしも 咎 むべきに非ざるなり〇蓋し旁支より人りて 


正|&李朝時代第八聿壬辰以前の外交及び内政 
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1110四 _ 

兼•ね•副提調は、吏戶禮兵刑五曹の判裘、各軍門大將及び兩都留守之を兼 
ねしかば、仁 m 以後に至りては•大小の鹿諮、悉く術邊司に^して、政 
府は遂に本：麻となり.賛成參賛は®病の坊となる1:至る。これ亦明宗 
の頃ょりして、旣1:大典制度變更の锱を開きたるを見るべし。 

第=節 宣祖の初玫 

slniir ; の薨やんとする や、 順懷世子 B に卒し、後顯未だ定まらすして，入 
心 危懼 t 領議政李浚慶、右讅政沈通源@1 ^ 入りて候せし |: >:已に言 
ふこ I 能は t た > 手を擧げて內に向はしむるのみ、®慶その意を知り、 
王妃沈氏 U 啓して指揮を釙ふ，沈氏乃ち王の意の思する 所、 徳興君嵋(| 
砂5?の第三子^ t にあることを言ふ、饺慶史宵をして之を迸せしめて王 
に奉せしかば、王之を頷す，因て吩を迎へて位に即かしむ&を貧胤とす0 
n . v に年 十六、 沈氏*を垂れて同じく政を聽きし •か、 幾 ばく もなくして之 
を還せり，、思ふにこの危疑の際 U 當りて 、嗣位 嫌に定まり、人心勤搖せ 
ざるものは"俊 B の 素ょ bmsf ありて之を僕するに由らすん li: あらざ 
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されども中宗の末年は、旣に足利氏の衰運に屬するを以て’：：：本海寇 
の橫行甚 fr しく、西南沿海の地•侵掠 k 被ること頗る多し、熊川海中に於 
て加德、天城等の錤を設けたるは之が爲なり。明宗十年£2|}倭船六十 
餘隻全 M 逍に寇し•達梁を陷れ，兵使元緖及び長興府使韓逭を殺し、叆岩 
郡守李徳堅を薄(: し、 連りに 鮪 浦、 ® 島•長興府の兵營*康律縣加5!浦 (gh 
細 ㈣ 秘⑽沿)を陷れ、殺掠甚だ多し、海南縣監邊協•獨ゎ孤 M に搡 り、固守し 
て降らす〇是に於て戶判李浚慶を都巡察使と し、 典翰沈守慶 ，吏 W 佐郞 
金貴榮を從事官 とし、 金景錫.南致勤を左右防耩使として、之を討せしむ。 
監司金澍馳せて靈嶎に到 b しも、計を爲す所以を知らす、或人澍に弗げ 
全州府尹李潤慶が將略あるを以て.入りて靈3 S を守らしむ、潤慶乃ち南 
致勸等と力を協せて賊を討ち.大に之を破り、賊遂 I :遁れ去る。 

此年^めて備邊司 (_? け w'ui ? の制 V 」定めて，中外軍國の機務 VJ 總領 
することを掌らしめしは、この邊键によれ b といふ。備邊司の名は、巾 
宗の時に始 b しと雖も•是に至りてその制漸く備り、郡提調は、^政之1: 

正 祀李朝 時代笫八箄 壬辰以前の外交及び 内政 三◦三 
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ること 能はす、識者联に歎じて日く、將驕 b て卒に紀律なし.何を以て賊 
を锻 •かんと、上下 腐敗の情*想ひ見るべきな り。 

對 M の交通•是に至りて一たび絶えしが、交通の絕ゆるは，即ち«^の 
中止1:て、對 K の最も不利とする所なれば、宗■硌は足利慕府にひ、僧 
猢中を遣して和を求めしむ〇中宗は之を許すを欲せざりし•か.成希顔， 
柳順 ir 等、反? g 力請して和を成んとし•對 Kk して賊徒を誅し货を函 U 
して贈らしめしかば、七年 ( H ) 绷小首級を持し來 b て和を求む。因て 
復た對馬と和を講じ、歲遣船五十隻を減じて廿五隻とし.三浦の W - 留戶 
を廢し•たゾ倭館を釜山に造 b て、使! II 接待の所とす。£より先、朝鮮は、 
M 利氏こ■於けると對馬に於けると、兩々自ら相關らざるが如くな b し 
V この時始めて足利氏の使によりて^馬と條約を定めたるは、外交上 
一新例を開きたるものなり。その後又對馬の蛇梁( I 職1:1^ Iflr 宼せ 
しよ b 、 交通を絕ちしが•典翰李潢 は， 上疏して和を許さんことを請ひし 
かば、明5二年(紐作邱啼天)1:至りて，また約條を定めたり。 
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して'签山浦禽浦 5:攻め、 荃山僉使李 友 曾を殺し#浦僉使金 世鈞を執へ* 
遂に路を 分ちて 熊川、東萊を圍む、熊川縣 S 韓份，城を棄て、通れ去り、熊 
川 遂に陷 bu ix ども、 東萊を圍むものは、兵少きを以て拔 くこと 能はざ 
りき 〇铸報頻に 至る、 朝廷大に鶩 き、 前節度使黃衡 ir 左道防锲使と し、前 
防禊使柳聃年を右道防羝使 i して、底ちに發せ しむ ^ で左譏 政柳順汀 
を 都體察 使とし、 兵曹參判安潤德 を •都巡察使 i す、旣にして！！ 體察 ffi 柳 
順汀を部元帥と し、 咸陽君朴永 文を 郡巡察使とし.安潤德を副： t -〇し、又 
右譎政成希顔を郡體察使とし、京幾、忠溃、江 原、 三道の兵を發し 、期 t 刻し 
て師1:赴かしむ。安潤德、柳順 汀、 成希顏等皆行く を 惲り、已むを得すし 
て後に發せしが、黃衡、柳聃年等、まづ進みて三道ょ b 夾擊し*础して之 
を平ぐ、之を三浦の»乂は庚午の變とぃふ。 

それこの役は.胳弘三百の兵と居留民との 典擊のみ、 然る1: その M 狽 
恐怖、乃ち此の如し。時に禁軍百餘人、左右防锎に分®せしが*白^に人 
の馬を攘弊し，京師の惡少年、之に乘じて恣に刼掠を行ひしも、^司禁す 


:土祀李 W 時代第八隼壬辰以前の外交及び内政 三〇 
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コー8 _ I 

ふるに由れりといふ。されども是ょり後•終に邊寇を絶つこと能はざ 
るは、武 ‘威 の-漸く衰へたるを見.るべきな 
第二節日本の關係 

= 本に於て は、 世 ^の 時、 對馬と好を修めしょ b 以来、使節の往來ぁ b 
しも ^ く总を 致さ .•?■ りし •か 成 ^ 五年 ^ ，申叔舟の卒せん とする 時•王 
その言はんと欲する所を問ひしに，叔舟對へて日く、願は くは 阈家：：：本 
と和を失ふこと勿れと、王その言に成じ、十年^ f 十)副提學李亨 元、 寄狀 
官金訢に 命じて、 好を修めし む， 亨元對馬に 至 り、風遘に K きて 疾を得た 
Rite れ ば， 上書して狀を吿 ぐ、 成 公 因て杳幣を對取に致さしむ。 u れょ4 
また使を遺さす、 H 本の使至れば、例 1: 依りて接待す るの み。 
i の fil 中 rr: 五年 (g 捕 I 断 1 )(: 至 bT w te の主*義碑朝鮮のその使を待す 
ること例の如くなら•さるを怒 bT 小盛弘 V 〕して兵三-. rrH を率ゐて海を渡 
み、三浦の居留民と謀りて tt 擊を行はしむ。是ょ b 先^將等の居留 K 
を待すること，暴戾殊に甚だしく、衆传之を怨みしかば•座弘の兵と相合 
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兵は凶事(:して®全を保ち難く，縱令勝つとも•また守るベからすとて* 
之を諫めし(:ょり、終に師を典さ > りき〇明^の時にも、或は野人を驅 
逐し、或は義州の B : 城を築きしことなきに非すと雖も、未だ士氣を振興 
する I :至らざるなり〇 

宣祖の 初、 野人の 神 長 尼陽 介，六镇に出入す、王乃ち之に宫祿を與へ 、接 
待頦る優厚な b しに•十六年 ( f 柳 •!- ) (: 至り、鎮將の待遇 宜しから V 」 るを 
尼 S 介の入效 以て、尼陽介遂に隣部の衆を聚めて入寇す。慶源府使金燧戰て收れし 
かば、 賊速りに 阿山、 安原等の偉 ^.| gTps る、 北兵使李濟は念を吿ぐ•乃 
ち吳一 1 3、朴宣を助防將 とし、 勇士八千 1 : 領 して、 まづ 赴拨 せしめ、 鄭彥 fa を 
都巡察使とし、李獻を南兵使と し、 金禹瑞 を 防襖使 i し、 W 畿以下五道の 
兵を調して赴かしむ、時に邦平 n 久しく、 民兵を 知らす、 猝に この 役 あ b 
しが故！ T 巷突の聲相聞.ゆ.といふ。賊更に進みて訓戎錤を圍む 、穩 城府 
1 野人な破 使申砬 U 富堪府使金義 賢、 ^使申尙節 等と之を破 b 、 遂に 豆滿江を 渡' 
その部落を掩擊し て 還る、當時六錤を 保つことを得た るは、 砬•か勇を 侣 

■ 正想李籾時代第八隼壬辰以前の外交及び内政 二九九 


Digitized by Google 


Original from 

UNIVERSITY OF MICHIGAN 




ば、王は有沼が師期に及ばざるの罪 VJ 治む。 

尹菊商野人か 韓明 it は更に銳師を出して速に之に赴かしめんことを淸ふ、述漭皆 
日く、 路險に雪 深く して 4? 皋すべ からすと，王 も亦之を^ £• ひしが、明 it 力 
請して 巳ます、 王乃ち左讅政尹弼商•節度使金嶠等に命じて、兵四千を領 
し鴨綠江を渡 b て、野人を征せしめ、俘獲を明に獻せしかば，明亦之を赏 
せり〇廿二年( II 檐)野人永安道に寇し、鎭將を殺 K 因て脱察使許掠に 
命じ.兵二萬を率ゐて之を討せしめし V 賊機を知りて遁逃し E : は一兵 
を交へすして還る。王は常に:£を關防に用ひ、諸道 (; 城を築％/大閱を 
なし、なほ先王の遺型を存せしと雖も、その威武の振揚は、世祖の時に比 
すれば*稍及ばざる の 成な き 能はす。 

中^十八年 (- M ㈣ J 5 野人來りて間延 xgnuKb 、 漸く部落をなすを以 
て， 兩界節度使1: 命じ、 兵を發して*逐せしことありし も、 廿三年、滿浦の 
欣思遜野人 •し 僉使沈思遜が、野人に殺されし時には%下の 十：、 みな散走して救 ti ざり 
しも之を罰せす、王怒りて師を出し野人を St せんとせ しが， 右議政李存、 
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住は明に板きしを以て，明は之 i : 討 じ、 朝鮮をして兵を出して之を夾擊 
せしめたれば•世組は、康純、魚有沼•南怡等に命じ、咸吉道ょり£ちに軍を 
移して建州衞 i : 討せしむ◦康純等乃ち兵离餘を率ゐ て、 鴨綠 、婆 豬の二 
江1:渡り、九 M 府 (f lnjxg 5•賴紋瓣1 S 5! の諸寨を攻め破\李滿住及 
びその子古納哈打肥刺等を斬ん人畜 i : 擒獾し、その旗舍賴聚を 焚き、 大 
榭を斫 b て之を白くし、朝鮮主將 •« 純， 左大將魚有沼 等、 «建州衞九獮府_ 
と書して、師を班せり。明兵後に到り、之を見て奏聞せし1:，明帝大に悦 
び、 勅を降し物を賜ぅて褒奬せり Q 世祖の北邊に於け る、 その武威を嫌 
かし、こと此の如し、平素軍政の講究、是に至りて、をの功空しからすと 
いふべし。 

成宗の時|:は、野人邊境を侵擾せしを以て、魚有梠を永安北道節度使 
ふして 之に備へ 、又 明 (: 告げて戒飾 せんこと を乞ふ〇 (_ 抓1 ) 十月 HI 1 は 
命じて建州衞野人を夾攻せしめしかば•魚有沼は兵を率ぬて滿浦鈸 (g 
抓 15 、f I 、)に至 b しが、 氷解け て 渡り難きに 託し、 兵を罷めて還りたれ 

II ;祀李軔時代 第八韋壬辰以前の外突及び內政 二九七 
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撫順 して 官爵を授けたり、)時に明は朝鮮の潜 U 建州と通する ことを 
聞き•之に注目せしが、朝鮮の董山に授けし正憲大夫中樞院使の制俗を 
獲た るを以て、 使を遣し來りて之を貴め、今ょり後私交を絶つべき こと 
を 戒めたり。 

世駔はもと武學に通じ•軍政を振作し•功名の念勃々たれば、徒らに* 
柔を務めて無爲に安んすること能はす、左賛成申叔舟を黄海：小‘安道體 
察使として北征の準備をなせり〇是ょ b 先、毛憐衞浪卜兄哈.久しく fr 
11 車(一 e に^6、編戶に異ならざりしが、五年( I 物3邊將がその«從を減 
せしが爲めに、怒 b て叛きたれば、捕へて之を殺せり。是に於て建州衞 
指揮 f ? 火檷赤は，報復を謀り•浪卜兒洽の子阿比卑は、竊に涊をなさんと 
nsr 人な せしに、邊將道を分ちて追*し盡く之を殺せり。尋で屮叔舟を江 M 咸 
吉都體察使とし*諸江益侧雌 g ) の野人を征せしめて之を破れり、蓋し 
野人の本據を覆さんと欲するなり0十二年(挪|化)*州の李»愛亂を 
爲 す、 因て m 純、 魚有诏、南怡等を して 之を ^せしめし V 是時建 州銜李滿 
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事成れば國に還办、 成ら ざれば 骨を 燕山(:埋るの計を爲し* 然る 後[:庶 
はくは事を成すべしと、當時人士のこの問題に就ていかに激昂せしか 
を 察すべし。，<:の後奏請使の至誠は，果して明廷を或動したりしか、多 
年の懇請は、終 1 :その目的を達するの機會に遭遇せ50 
廿一年^ U 奏請使兪泓の回る や， 明帝は勅諭5:降し、¢1修會典中、朝鮮 
の條の改正せしものを書して頒降せしか ば， 滿朝君 R の®悦は昝ふる 
に物な く、 王は親ら {; K 廟社稷及び文廟 U 告げ、 又敎を下して黹獸の域を 
變じて禮袭の邦と なす、 是東方再 造、® 疇復た叙す るの H なりと いふに 
至る。廿二年聖節使尹根壽の 回るや， 明は又僉典 全部を 頒降したれば、 
右饑政鄭琢を明に遣して皇恩を謝せしめ•又前後使 r . l の功あるものは、 
等 5: 分ちて券を賜ひ、光國功臣の勸を錄す〇是に於て前後二} 2 年に亙 
ち、使を遣すこと十数回に至りし問題 tr 始め r 解決5:見る1:至れ be 
，、野人の關係は、世祖以後に至 b て、 益 I 頻繁と なれ.^ 世祖の初には、野 
人歸胆して、建州衞李滿住の子•及び凡,董山等來朝せしかば、王は之を 

Hr 耙李朝咩代第八苹壬辰以前の外交及び内政 二九五 
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ことを 請 ひたれば、 明は之を 許せり。 然る1:中-；: •小 十三年 (5 Hn -: f ) 李璐孟 
が 大明會典を得て來 りしに、 朝鮮國の 注に、 李仁任及子李成桂今名旦洛， 
芦洪武六年一至 ! L . 一十八 年 『首尾 凡殺•王氏四王一而得 I 國云々 と あり、 四王 i は 
辛滿、辛 a •恭讓王及び恭讓王の世子奭 V 〕 指すな り。 因て |« 隽 李籽等 VJ 
遺して事實誤謬の IT 正を 奏聞せ しひ，明は その ^ を 允し、 も， 因循して 
改め ざ b しかば、 三十四年 (f AK l ) また奏請 使權播 ，仟榷を it して奏聞せ 
しに、 明は祖訓の言は 輕々 しく通す ベからす、この 後會 典® 修の時 ，奏聞 
の詞を附錄 すべき 由を答へ^り。その後 It 祖六 年— £5 奏請使李後 白、 
尹根» を 遣して之を 奏聞せ しと雖も、传典の31修將に畢ん として、 未だ. 
碩降 あら ざればその改正知るベから中〇是に於て•李 Jif の如きは慷嫌 
して日く，匹夫誣を受るも、なほ伸 S せんと 欲す、 安んぞ國冇评 を 受 くる 
こと 二百年にして伸びざる こと あらん や、 これ 使价その人を得ざるに 
由る•か故な b と。乃ち 啓して 日く、 主辱めらるれば 111 死す、:;* i 系誣を受 
くるは列聖の辱大なり、奏請の使は、當に至誠を以て天庭を成 動すべし、 
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して外交を振作することあり、或は外交の失策よりして內政を攙 ItL す 
ることあ b 、 或は內外俱に敗81して衰頹 t 招くことあ b 、 壬辰の«1は實 
に內政外交上に於ける一大變動の時期なれば、まづをの以前の槪勢を 
察せざるべからす〇 

p 以後明の 世祖以後外國の關係を見るに nil に於ては、王位更迭の際、册封を受く 
ることは，前 H I : 異る ことな か b しが、 た > 燕山 ^ 廢して Vv の弟懌( I )を 
立てし 時， 燕山は世子の夭 C せし r - よ\ 哀慟して疾をなす 1: 託し，國事 
. をその弟懌に付せんことを請ひし •か、 明は懌に命じ權に國事を治めし 
めて If 封を允さ > りき。因て更に成^の繼妃尹氏^ g の)の奏本を持 
し之を請ひたるを 以て、 中^三年に至始めて册封を 受くる ことを得 
たり。 これ 亦 « 阈の關係 上、 已むを得ざる所な り 0 
宗«の辨 S 又宗系の辨評に就ては尤も心を苦しめた り〇 初め太祖の 於、 一たび 
使を遣し、ことありしが、太^の時，趙沮•か明より冋5て ffl 訓の內に、朝 
鮮國王は李仁任の後なることあ b といへり、因て使を遣して改正せん 

正紀李朝時代第八鞏壬辰以前の外交及び 内政 二 九 三 
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抑‘如上列舉せし金 宗 iff 以下の諸人は悉く顯要の地位に店りしに非 
すと雖も、自ら社會を指導するの 力 ある ものな れば'これ等諸人の1 K 論 
行動にょりて、當時士林の風尙を卜すべし。その率ぶ所行ふ 所、 必すし 
も中正を得たりといふべからざるも，氓理を辨 じ、 世故に通するものも 
鮮からすして、論議辯難甚だ盛なりしかば S 等の徒•か小人の私利を營 
み、奸惡を濟さん とするに 於て、その妨害と なることは、亦 自然の勢なり0 
是に 於て、 士怵の * 禍は 、幾 回となく反！®せられて、空しく 數百 人の人材 
を殘殺せしは，或は士林の 自ら 招きし ことなき に非すと雖も、國運の發 
達に降寄を與へたるは、その幾ばくなる や. 殆ど測り知る «1らざ るもの 


あるな 


第八章壬辰以前の外交及び内政 


第一節明及び野人の關係 

阈迚の消長は、內政と外交との弛張如何にあ办、或は内政の整頓ょ b 
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朝鮮通史 


一九〇 


i 

非^ Kd す 


文宗成宗中宗 
转佛敢4排斥 
す 


斥し、世宗も亦専ら锚敎を奉せし•か、晩年に至り頗る佛敎を fa * じ、 僧舍に 
於て、親ら 忌祭らん とする に及び たれば、 持平許倜諫むれども聽か 
ざるを 以て、 吏隸を率ゐ御供を打破して之を ffl せしこ i あ bo 又内佛 
堂を造 >し吒集賢學士之を諫めしも聦かざりしかば、學士皆退き歸り 
て 集賢殿 之 •か 爲めに空し、 領纗政黃喜、遍く學士の家 U 往きて 懇請し、 終 
に出仕するに至れりとい ふ。世祖も亦深く佛敎 fcm せし* か、 許 ^ 鄭蘭 
/*-•• •小 等、 極めてその非を論じ*王の怒に觸る、をも厭はざりき。 

世宗世祖の如く、人主の佛敎を好みしことは、李朝歴代の諸王中稀に 
見る所にして、その後文 S は度傦の禁を申嚴し、成宗は乂永柔訓導權季 
同が、供佛を以て衆弊を救ふべしといひし1:ょリて、その r £ に背き佛に 
佞し、左道民5:惑はすとして、憲府に命じ之を laj せしめて溢 K せり、又大 
典度 ft の法を嚴にし、度牒なきものは還俗せしめたれば.寺刹多く空し 
きに至れ b といふ、中宗は又圓覺寺を撤し、忌辰齋を罷め、益 t 佛敎を排斥 
せ.〇〇 
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こと十九年、羅整庵の困知記を讀み、大に悟る所ありて，遂に人心道心の 
傳註を改作し、又大學章句を改定す、これ皆陸王の意に本づきたるにて， 
この後、學者槭學 V 〕雑ふるものあるは、守愼が之を啓けるなりといふ0 
守愼は宣祖の時、仕て相位(:居るこ i 前後十四年1:至る0 

其他、 鄭汝立が司馬沮公の魏を以て年を紀するは、其に直筆なり、灭下 
の公 物、 豈定主 あらん やといひ、又二君に事へ ざるは、 王锔死 U 臨みし！ 
啪介淸 時の3にして、帮賢の通論に非すといふが 如き95 介淸が東漢 節義、 晋宋 
i 淸詼說を著は して、 節義底の 人は、 その心天下を高視 し、 一世を傲睨し' 
赧義の规ょ b 出で、性命の 正を 府しとせ す、 天下の人をして* 皆自ら是 と 
して 人を非と する こと あらしめ， 終に群狡並び起り て， 神器を睥睨す る 
に至るといふが 如き、 當時思想の稍活氣を箱び たるを 見るべし。 され 
ども大體に 於て、 程朱學隆盛の時代なれば 、高 鹿末ょり盛な りし 佛敎排 
斥の議論は、常に士林の間に行はれたり〇 

初め太祖は佛敎を信せしことなきに非ざりしも±:;1は深く之を排 
芷耜李朝時代第七牮士林の XAI 




す所，太虛說、原理氣、鬼神死生論等ぁり、朴民献、朴：5!:，許哗阳純等その門ょ 
り出•つ。中ぶの時召せども起たす松郤の花^1:卜•的し， K に安んじ道 
を樂み、處士を以て終る。 

wfi 曹植，字は建中.南淇と號す.1| , 寧(賴|)の人なり。少ぅして殳贝不«，功 
名文章を以て C 一ら期し、好みて左傅柳文讚み、文； Hfi ること.奇峭、一:：: 
成守谍€1化と>-*^岳峯下に訪ひ、その世故を謝絶するを見て、心|:之を 
樂み.遂に鄕に歸 b て智異山下に 尻る、 中宗明 {'/ I ; ST 召せ ども ; 1 S たす。明 
:;•; の [ I.V 上疏して r - I く、 慈殿淵塞、ロハ是 •>: 中之一寡 締， 殿下幼 沖、 先王之 
一孤- P 也と、王怒りて之を罪せんとせしが•左 a 政尙边 Vv の•义歐陽修の 
;諸(:本づくとして之を救解せしかば5£に免る、を枒た60，ての平莊 
坶に近く ifrv 」 M れて*立し，志行 峻澥 、眞に一代の 逸民と いふべ し-その 
-■>:論風釆人を勐かすと雖も柘亦少からす、その門(:遊ぶもの竹«七何 
ぶ， 鄭仁弘 、姐、 水慶等のその屮ょり出づる も、 決して偶然に亦ざるなり。 

I憤 i£ 5•宇は S 悔、蘇! S と號す〇乙巳の難、珍 S に： S せられ、 a 中にぁる 
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栗谷集等あ bo 宣祖の 初、 仕て吏判兵判ょり右賛成1:至-^藤-上疎して 
時事 V 」論じ、痛快剴切、經世の略覲るべきもの甚だ多し。されども東西 
黨論を調和せんとして*頗る力を齑し ゞ が•終にその効を奏すること能 
はす、宣祖十七年 S ¥ JT . 十 ¥ す、 年四十九•文靖と諡 す。 

以上諸人は、皆當時の仰 r て泰斗となす所にして、その^間淺深あ b 、 
徳業優劣ぁりと雖も、その荸風は大抵相同じ。然れども鏘々たる士林 
の中に於ては，又徐敬德、曹植，盧守愼等の如き、稍面目を異にするものな 
きに非す、これ亦士林隆盛の徵となすべし。 

徐敬德 •字は 可久、花潭と號す、 松 郡の人なり。聰明 剛毅 斟ら窮格を以 
て事とし、天の理を窮めんと欲せ li :, H <0 字を壁上に畜し^(:窮むれば 
更に 他の字を 嘗す、その精思 力 求す るこ iA の 及ぶ所 1: 非 t 平生讀書 
を 事とせすして、専ら探索を用ひ、之を得る 1: 及びて後;:、四害六經性理 
等の寄を讀みて之を證す、その論する所氣を主とし、多く張横渠の說に 
出でて、程朱と趣を異にし、率ね自得の說にして、口耳 SII 剝の學に非す、著 

正粑李朝時代第七牮士林の蹋 二八七 
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嫌额斑狡 


人皆翹罔となさんと、遂に職牒を還されたり。されども是ょ b 後は、朝 
命®*下れども辭して就かす，或は ti むを得すして之に就くも•亦永く留 
らす、蓋し：自ら大事(:堪へざ•るを度^/又世哀へて爲すあるに難きを以 
てな b 、 ft 祖三年0 7 C 7 Cg ) 卒す、年七十、文純 ill す。初め中{ホの時 . s^ae 
郡守周世腾、先|£安裕 ( f 純1 M ) の故居に就き白#洞害院を^てしが、そ 
の漸く衰替せしを以て，明 rrl 五年、況は監司沈通源1:上寄して、朝廷ょり 
扁額を賜はり、書籍を頒降せられんことを請ひしかば、通源は朝に聞し、 
躭を賜はりて貂修書院といひ、且、三大全等を頒降せられた b 。 これ 所 
謂賜額書院の始にして*院の勃興は•實に此(:基せり。 

李珥字は 叔献、栗谷又は石潭と號す11:晓の人な〇。吊く怙恃 V 」失ふ、 
偶-释氏の害5:讀み、死生の說に威じ*金 W 山(:入トヘ，成 PI に從事 せし が、幾 
ばく もなくして％ V の學を 葉て、 锚に歸す〇少 ぅして 朴锕一 1 U 從て學 
を 受け•又李谋に謁 L 、 義理を論辨 す、その 學程朱を ^*;とし. 萵逮に鹜せす、 
卑近に沬れす、典知實践、聖人を以て自ら期す、著す所，港學輯要、擊菠要訣、 
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手(:卷を释てす、著す所、奉先雜依、求仁錄、進 修八規 "大學章句補逍 ■镄或 問、 
中庸九 經衍義 ぁり C 乙巳の難に當り、陰に士類を救はんと欲して、直言 
糊諫すること能はす、權奸に迫られて 推官 とな り、 善類を考訊して動を 
錄せらる.後に至り之を悔いて、權奸と揭を立て、終(:江界»|^譎せら 
れて卒す、亦大節1:於て缺くることめるを免れざる f;bo 
李漯，字は景消、退溪と號す、典 Bfa lv 人な b 。. 火資潁悟， tw く經傅を觀、 
尤も力を 性 理の學に视らにし、朱 子 全書を 讀 みて之を®び、一にその0111 
に遵ひ、諸家衆說の同揭得失•哲曲暢旁通して、朱子に折衷す、講究粘密，踐 
履純篤、その造詣する所甚だ深し、從遊して學を講するもの四方ょり至 
る、朝鮮五百年推して第一の懦宗とす•著す所、經書訂淡、啓变傳疑•理學通 
錄、自省錄、朱書節要、退溪集等あ卜。馮は中^の時及第し、進みて弘文館 
典翰とな b しが、乙巳の難に當 b て職を削らる、李 S の姪李 X 祿、索より 
m V」JE んせし V - 以て力めて e を諫む、林百齡も亦' A - uctii て r - l く，李淠の 
謹愼なるは人の知る所なもしこの人 V 3 罪せば、前：：：^を被 b しもの， 


祀李钥時代第七章4:林の « ft 二八五 
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犋鮮通史 


二八四 


は世の大禁となりて，人传之を誦せざる (■: 至りしといふ.) 

金安國宇は國卿$齋又は恩逸と號す城 aB の人なり」屮宗の時， 
慶尙道觀察使とな b 、 敎化 V 」 以て先とし、列：巴の鄕校、赀小學を敎へ、二偷 
行實を箱して之を刊布し、又慶州安東等に於て，苛^初知、口訣小,三網 
二倫行實、性理大全、及び正俗，«氏鄕約^香、街疹方’5痕方等の諺解を刊 
布せり。己卯の後、退て®州に居り學徒を敎授し•斯文 V 」興起するを以 
て己が任とし，弟正里§?と£供に惴林の宗匠たりし^;李彥迪.李谋’寶 
その廬を遇て，啓發の益あ b といふ。尤も詩文を^くし、：：：本の他僧硼 
中と酬唱し，又對瑪と往復す•著す所の慕齋集•我邦に關すること甚だ多 
し◦後來李溫が金宏弼、鄭汝 nT 趙光祖、李彥迪を推弇して四賢となすに 
及び，慕®の名始めて袞へたれども，亦文敎に功なき衣といふ可らざる 
な bo 

李彥迪，字は復古、晦齋ふ號す、慶州の人?; be 穎悟人<:出で、師傳な く 
して自ら衔ひ、淡明践履、力を致知诚意の地に用ひ、好て性理の宵を玩び、 
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みたるが故に、出でて安陰躲監1なる。性缁重沈 »、身 $:律すること甚 
だ嚴にして，交遊を喜ばす.獨り金宏弼を友とし、道を論じ畨を講するに. 
未： U 宵て相離れす、尤も大學中庸に精し、苔て庸學註疏，及び.4;客問答^ 
進修雑著を 著し ゞ が、 戊 午の絹起る1:及びて、 妻子 遵く之を火中に投じ 
たれば、世1:傅はるものなし0 

趙光鼷 趙光祖、字は孝商、靜菴と號す®陽の人な b 。 金宏弼熙川® 1一に誠せ 
られし時，之に從ひ學を受く、天^甚だ美 U して-!;心操堅確、世袞へ道微な 
るを見. ttt 然として道を行ふを以て己•か任とし、流俗指笑すれども、少し 
も徺ます、玉堂に入るに及び、常に道學を谱び人心を. in し、推賢に法り至 
治を興すを以て，反覆啓達す、中^;大に喜び ft 任して疑は t 光祖斯文の 
領袖となり、同志の±と君民を堯舜にせんと欲して.濁を激し W を揚げ’ 
三四年にして風俗大に變せし •か、 建白施設、稍急激に失し宿志忽ち蹉跌 
して、遂に己卯の艄を招け >。この時、事を共にせし金淨、金浞等の如き 
も、皆道學を祟奉せしものなれば、この膦あ b しょ b 後、 j 時、小學近思錄 

i] : . I 祀李期時代第七箄士林の Ml 二八 3 
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文粹、铕尊錄等ぁ b 。 

I * 金宏 K •字は大猷、寒 IK 堂と號す•瑞典(1?*)の人な b 、什て刑曹佐郎に至 
る。少ぅして豪逸不 K ， 旣に径じて發 W し、金 :; lifi に從ひ業を請ふ 、:; iifl 
小學を授けて日く，苟も學に志さば，此ょリ始むべし、光 M 綦月も亦此に 
外ならすと ， C ポ疽服膺して怠ら t :- w て內則に倣ひ，家範を作 b 锚節を制 
して子孫に示し、乂朔望、法を讀み訓を鹅，、の規ぁり，斯文を興起し•後也 
を訓迪するを以て>しが任となし、かば’速近の士子、風を聞き之に從ふ、 
趙光祖、李 S 坤、金正國の如きは、皆その萵弟なり。金京 ifiL 史曹參判とな 
b 別に建白する所なか b しヒ以て，宏弼詩を贈6て之 t 諷す、是ょ b {••小 
直と睽離すといふ。 

級汝 S 鄉汝昌字は伯筋-:盘と躭す、河東 (g I )の人なり〇成: K の時、成均館に 
涂して M 明かに行修るの士を求めたれば、館中、汝 N1.1 を摩げて第 一 とす、 
知館事徐店正引て|«經となさんとせしも汝吕肯て就かす〇燕山東宮 
にぁ b し時、汝 G 說書とな bIE 道を以て之を*導とせし•か、赛山之を忌 
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あるが爲めに、その焰嫉を受くること愈-甚だしきを以てな b o 思ふ 1 : 
太$讹。以來、學問奬勵の結果，文風火に揚0、士大央の間、冊を挾み書を 
讀むの徙四方に競ひ起れ學風は商賭末ょ b して、宋傜稅朱の說行 
はれ.大體はその範圍を出づることあらざりし•も、その學多くは®椟に 
して精微 V 」究るもの鮮かりし V 成^以後に至 b て•國勢漸く哀颠に趨 
きしにも拘はらす、學界は却て光明を加ふるの勢あり•今左(:をの尤な 
るもの數人を舉げて*當時の M 尙を示すべし。 

金^^、字は季日皿、佔倮齋と號す、善|11の人なり。弱冠[:して文名大(: 
振ひ、成朵文學の士を選ぶに • 直その太たり、仕て刑曹判畨に至り、學問 
文章、一代の® ■ 袖にして、四方の學求二たび rlnrl 題を經れば即ち佳士とな 
る。その門にあるもの、金宏弼 B 汝： ：H をの道學を繼紹し、佥邬孫、兪好仁、 
曹偉、その文章を承受 し、 南#溫、； § 格孫は、處士を以て著稱せらる，その他 
當時に名を成すもの甚だ多し。蓋し。 irl はその學未だ精傲を 究る (: 
至らざ b しも、人才成育に £ せし ものなる べし〇撰 する 所、靑丘風雅、東 
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かくて元衡は進みて相位に 発り、 生殺與傩の描を秉ること二十 年、 威 
锚旣に隆に して、 四方の賄賂、その門に輻湊 し、 服御の攒は 、大 内 1: 擬する 
に至 b ± 林頗る痛 W せしも，«て發するものなか b しが'一十年文定 ?H 
后の薨せしに因て，その勢力を失 ひ、 官爵を削-^ m 里に於 ^ せられて死 
せも0 

是ょり 先、 明•：•小は順懷世子の薨せし II.V •哀痛殊に甚だし歎じて 口く、 
乙巳の忠賢 、罪なくして 駢び戮 せらる、 予竹位に あ〇て、之を止むること 
能はす、我•か家安んぞ世-竹下： あることを 得ん やと。 然れ ども 之を奈何 
ともす る こと 能は ざ b しが，元衡の 死後!:〒； りて、漸く ^ I 释の路 を開き、 
特に命じて腹守«柳希游等を觉移せしことあ>と雖も、大に伸1をな 
すに 及ばす、花位 二十二年(: して 薨じたり。 

第四節 士林の風何 

士林の禍 ST 起りて、善煩の慘寄を被ること，前に述べたるが如くなる 
は、誠 U 悲しむべきことなりと雖も'方ょり之を®れば，亦±林の勢力 
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1:至り、年漸く長せし5:以て: 4£ 后は始めて政 $: 王に s した* oo され ど 
も王后は行はんと欲する所あれば、■害を以て錄し，中官をして之を外 
に宣せし む、 その行ふべからざるものは，王、柔聲婉辭を以てその便杏を 
陳すれば、王后概ち大 {: 怒りて日く^の君となるは•吾弟と吾との力な 
\ 汝今安坐して福を享け、反りて吾命 (: 逆ふか i •時に殿打を加 ふるこ 
とあ卜、その驕搜も亦甚だし i いふべし。 

尹元衡は久しく威福を擅にして、王は頗る之を畏れたれば、李概 k 擢 
用して之に歒せんとせり、李欉は王妃沈氏の父沈鋼•か婦の弟なり〇然 
るに樑も亦寵を怙み轎橫|:して、勢焰一時を熏炙し.利を嗜むの徒、靡然 
として趨附 し、 その 吏 判となるに及びて、 己 *> 淸逯に容 れられざらんこ 
i を恐れ、李戡等に嗾して±林の絹を起さんとせしかば A 々皆惴恐せ 
沈鍋頗る之を憂 ひ、 副提學奇大恒を 招て、 楔の失 5: 吿ぐ•大恒は初め 
榧の黨な b しが， 之を聞き大に悟 b 、 上前して撮の罪を論じたれば、王櫟 
等を竄逐せ b 。 

正«李籾時代第七尊士林の鍰 
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これ 即ち丁农の禍な bo 

具後に於ても、弘文博士安名世•か曾て史官となり、乙巳 H 記を修め、庇 
書して避けざるを以て殺されしが如き、李洪男がその弟洪胤の9{を街 
げし1:よ b て、洪胤は兵を起し事5:暴ぐるを^るとして殺されしが如 
き、種々の罪名を以て羅綵構陷し、一畤の名士•或は誅戮せられ•或は苡配 
せらる/•もの乙巳より以後、五六年の間にして、殆ど 71 人に垂んとす。 

大抵甲子の禍は•戊午より甚だしく、丁未の禍は 、また 乙巳より*なれ 
ども、 丁未は寅に乙巳の餘毒の潰裂せ しもの な b 。 嗚呼、朝鮮人の殘酷 
極 b なく、妄 b に殺載を肆にし#類を斯喪すること'(:何ぞ此に至れ 
る.•是よ b 士林*然として、元氣大 l:m 喪せりといふ。李珥铵て言へる 
こと あり、 乙巳の絹は.國を u ぼすに足ると雖 も、 «暦綿逮なる ものは、 良 
に M 2 積锶の餘慶に由るなか、志士の歎斯に於て極ると、 sf,i ならすや0 

蓋し乙巳以後の禍は、1£后政1:内1:主り，尹元衡、李 e 等，威椹を外に行 
ひしによるものなり、明^は幼沖にして與 b 知る所に非ざりし•か、八年 
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れど k ® 應も亦終に殺された 此の如くに して、 獄禍は益-蔓延し、或 
は誅竄せられ、或は職を削らる ゞ もの甚だ多し、而して鄭順朋、李£*.金明 
胤等*二十人は、定難の動を錄せらる J これ明*即位の初にして，即ち仁 
IW . ぷ元年乙巳なり、故 U 之を乙巳の難といふ。 

典後尹 元老は、 召 is せられて 敦寧都； 止とな b しが、 弟 X 衡と權 を^ぅ 
て相軋リ、且その S /] に參することを得ざるを tfi b て* 多く怨 a を發す。 
元衡乃ち族便 Jr-. ハ 曹佐郎尹春年に嗾し±疏 して 元老の^惡を論せしか 
ば•王后命じて之を资し、尋で死を賜 •へり」 

丁未の1«二年九月、副提學鄧彥怒、全羅道ょり還り、良才驛の壁普を進む、その文 
1: 日く、女王執.，政於上；奸 R 、 率 S 等、 P 補於下；國之將ヒ、可，立 ifn 待； S 不，基心， 
哉と、李芑，鄭順朋等日く，近來邪說行はれ、 S 人を指して誣服となし、動. R > 
を斥して功なしとな す、 今この壁咨を見て，誠に邪諭の騰る i : 知ると。 
因て罪すべき人を列書し、その輕 311 :分ちて之を啓し、鳳城君 tt •朱麟壽、 
李-若氷等を殺し、李彥迪、鄭磁、盧分惯、柳希春、 c 仁傑等二十餘人を m せり、 

正粑李籾時代第七牮士林の 鑷 二七七 
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く、 仁.大漸 の：！：、7** 任は介弟 (lvffi くこと を願は す、： S 林料瑠 (s y 卿 一 4 
1 ど V 援立せんと欲して、灌、仁淑等之を 肋けた b と、: K 后 乃ち密 3 pt 尹 
X 衡に降して^仁 W 灌等 を 3 n せんとす、 7 U 衡之♦で大司:«閔齊仁'大>3滅 
金光準に吿げしかば、兩司、中學に件して之を逍せし|:，界論紛然として 
決せす*元衡等 取 の濟らざらん ことを flfs れ、 面^^ --:1-: f ひ， 忠順常に於て I 1 ? 
•けて日.、、尹任 f り界志を菩へ.柳灌•柳仁淑、亦 It と•權撥、 S 迪、 
尹任 柳灌2 ft 仁傑等之を^へども:- F :: 后鹅かす.命じて片仟、柳灌、柳仁淑を K 逐し-4 

殺す 

で死を 賜へ り。 

李芑は、遂 (: ^遴政となり、林百齡は吏_となり、阳^仁は |1 训とな\ 
許磁は大司3?.となる〇京畿盘司汆叫胤 U * 桂林 YVM . 成 ■/!■ のその^を知 
れるを吿げしかば、從ち|:拃林打を殺し，又嚮(:パ仟の女^前注并^德 
應を捕へて、之を鞠間せしに.林百齡は璇くア任の逆^を吿^:せば死を 
免る•へしと て， 之 5:^# せしかば^應は之を fg じ•修撰^ *: 副學羅淑、參 
窣羅设、鄭希琴朴光佑.司練 V 15 珣 Jli 郎李中悦，李文楗等•十餘人を誣告した 
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尹元老を K す 之を南陽 e 金) に® す 0 

然るに元銜は±も姦邪狡猾1:して、盡く己に反する ものを 除かんと 
欲し、知中樞鄭順朋、兵判李芑 〆 判林百齡 、 H 判許磁等と共に、其計をなす0 
初め一兀衡 P 世子5:易へんとせし柳灌は大言 を 以て之を rr きたれば、 
元衡は甚だ之を恨め'旣にして李-»»-巳は兵判に擬せられし|:、柳灌之を 
a せしことあ5、林 T - f 齡は、尹任と妓妾玉梅 ff を^ ■ ひし ことあり、 鄭順朋 
は、素ょ6士林を愤疾して、其意を逞くせん ことを 思ひ、許磁は柔愿にし 
て進むを好ひを以て、他に脅制せらる、足を以て元衡 はこの 四 人と ^ び 
て心腹となり•刑判尹任、及び®議政柳灌•吏判柳仁淑等を除かんことを 
謀り、或は妖妾鲥貞をして内に入らしめて、兩宮 isvls - tiK 惑し，或は ci 
ら諺書を爲りて、尹任が恭懿殿(壯腺怒に上るが如 C にし.故ら U 闕庭 に 
墜して、文 /1£ 王后の心を勤かし、が-#中大位を ill 城君.^ A :! 3 .は第 ( r 移さ 
んとするの言あ. り， 風城 君は、 尹任の姪にして、聲# あるものな be 

かくの如く"內部の連動を，なすと同時に、外 (: 於ては更に宣 •一； f » して 日 

正紀李朝時代第七韋士林の鳎 
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t 蓋し文定 : K 后の心を慰めんと欲するなり。然るに大司患宋鳞*等 
論劾すること甚 fr - しく、元衡は遂に嘉善の Jf を*はれ、國柄を執ること 
を得ざ b し炉ば•竊 (: 王1:呪 m することもありしが、王は文定王后の意 
を得ること能はざる•か爲めに、爱窳して疾 J : 成し，在位纔 U 八 nu して， 
元年七月に薨じたれば•弟 III 一位に即く S 5: 明 <:!; とす。 -£(: 於て、 元衡等 
は、 冠を彈じて相贺 し， 意氣揚々たり。 

時に明 iilv は年十二、その幼なるを以て、文定王后簾 1 :垂れて政を聽き、 
尹元衡頗る事を用ふ。是ょり先，成^の初.貞 H 王后同じく坐して政を 
聽きしことあ b しも•未 fr 甚： u しき患あらざりしが、 S に至りて* Bt 后外 
戚專横の事始めて起れり。 

されどもをの初(:於ては•遊く王后の E の如くなる能はす，® Is 玫尹 
仁鏡、左逄政柳灌等は、軍器寺僉正尹元老*>、その情兇險、その心詭詐にし 
て肺腑に依激し、 n に妄言を造作して、灭親を離間するを以て、逢竄せん 
ことを請ひ、政府六曹、亦元老を誅せんことを請ふ、王后巳むを得すして、 
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李顆の如き、朴永文、辛允武の如き、柳聃年の如き、惯徒の锚生を評ふるが 
如き、萤蒙の兵を起すといふが如き，宋*逆が安處謙を吿 es が如キ/皆 
讒譖の言を信じて、妄りに罪を無辜に加ふるに非ざるはなし、これ豈不 
明の致す所1:非卞や。是^:以て中^は，|時大に侮悟して’流配の人を 
收叙し、乂遺逸の;1:敦十人を舉げしこともぁりし•か、終に〒一治を興す能 
はすして農せしは，誠に惜しむべきなり。 

第111節母后外戚郭横の禍-^ 

中.：；•小の末年に當りて、尹任は世子嵴の B にして、戶元老，尹元衡は、文定 
王后 i >^ の弟なる k 以て、各‘主とする所ぁり、元衡等は*世子を ^へ、文定 
:土后の子傾一を擁立せん i して竊に計策を運らせり〇足に於て尹任と 
尹元衡とは>:(:相抵排して、大尹小尹の11ぁ6、大尹は，任|:して、小尹 
は尹元衡なり。 

中宗の薨ずるや.位を世子蛣に馎 ふ、 是を仁 •：：ポ とす、 仁-: w> の 位に即きし 
は、 尹元衡等の尤も 3 ばざる所な b しが d ^ は元術を H W 參判に擢ん 
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せんと欲するの說あるに至る。 

是に 於て、文宠王后の叔父參判尹 安仁•稱に.+:后に小：げて日く、安考后 
に不利ならんことを 謀る、后大 I : 懼れて之を： -!-:{: 訴へしかば、：土戊怒し 
て、安老を洙せん i 欲せし が、 その權の艰きを畏れ、密 S を以て安仁 (: 付 
して 之を圖らしひ。安仁乃ち大司憲梁淵と Is し， 安老が子の婚儀を舉 
ぐるの ： nu 於て急に兵を發し、その第を圍みて安老を捕へ、又許泣.蔡無 
丁西の三^ I 擇をも捕へて•皆之 irm し、遂に死を賜へり、時に中 >*•:!; 三十二年丁. e なり、 
因て是を 丁酉の 三凶と いふ0 

中^の初志は、甚だ銳くして、政治亦観るべきものなきに非ざ b しも • 
己卯の禍起るに及びて、幾多の賢±を誅苡し、その後に於ても、三奸三凶、 
更る <琪を用ひて•一 權奸を除けば、更に乂一 他奸 t 生じ、譏邪常に天 
聰を奉-簌して±林の禍を受く灸殆ど絕ゆることなし、これ來货 ; K が姦 
邪の肺嘛を洞察するの明なきに由らすんばあらざるな bo 


されば王の一代は、薄獄を興し 


と殊に 多し、 金光 著， 趙光轜の如き • 
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卯の三奸といふ、その除かれしこと中宗二十六年辛卯にあるを以てな 

bo 

金安老が三奸を除きしは、所謂血を以て血を洗ふものにて，安老が奸 
邪狡猾なる三奸の上に出でたれば1其毒を擅1:すること愈’甚だし。初 
め安老の豊德 ょり 還る や、 司諫朴紹ま づその 奸狀を知りて、之を論せ ん 
とせし 炉ば、安老 が S 許沆に構陷せられて司成 i なり、 密陽府使李彥迪、 
代りて司諫 となりし•か、 彥迪亦安老の不可なる をいひて、 司^に左遷せ 
らる、李荇は初め安老を援 けし*か， 後に その 小人なる ことを 知り、領議政 
鄭光弼 と 供に安老が奸邪を陳して之を m せんこと を請 ひしが、 ^ U 反 
りて 咸從(削駐 rS せらる、光弼も亦安老に 疾視せられ，章 敬王后の陵を 
作りし H . V •總謎使として先后を不吉の地に奉安せ b とて弾劾せられ、遂 
に金海.(:竄せらる。金安老は此の如くにして、4:殺與^ の權を 擅にし' 
邙も己(:異なる もの あれば.之を放逐し、 その m を引て朝廷に布滿し、許 
沈、蔡無擇等. E 犬となりて±類を殘害すること尠からす、或は國母を廢 

ル祀李籾時代第七韋士林の鑷 




理想を實行せんとして失收せしものなり〇燕山の U . V には、再び士林の 
禍を經、士氣奄々として振はざりし•か*中 :;; の時に至 b て'たび之を振 
作すれば、そ CD 激品すること此の如し•風化の推移%か人力に非すとい 
はんや。た3.中 a は志なきの; i :(: 非すと雖も•その聰明未だ至らざる 
所あ-讒邪に惑はさる、ことを免れざ H ば rj 卯の後、三奸三凶は乂 
權勢を恣にせり'ぃ 

南袞、沈貞等は、その後朝政を报にし、金安老 U 史将判咨たりし*>、南袞 
は安老が政を«1るを以て S 德 e ift r 配せり。二十二年•南袞死するに 
辛 M の H 奸 及び、鄭光弼入りて颁謠政となる e 時に沈貞は个 3 /L •金克福と結びて死 
友となり，共に事を 用 ひし•か、安老は sti t : あ b て. IM た 用 ひられんこと 
を圖 b しかば.大|«李頻、東京(|干}に«りてその意を迷すべきことを敎 
ふ、安老大に悦び、その子觭が東宮の妹に尙せしを以て、減をして左遴政 
李荇に綠り之を計らしむ〇是に於て安老は二十六年(:召還せられ® 
た入 b て政に 與 り，沈貞、李?; L を殺し、 金克 福を斥く、負沆、克幅、世人之を辛 
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に下す、尋で安瑭を召し、に、塘亦之を諫む0 

この蹁作るの Hu 當 b て，館學諸生李若水、申命仁等、光化！：外に传す 
るもの一 T - 餘人、上疏して寃を訴へんとし，閉を排して»1入し、闕庭に號 
哭して，騍大內 (: 徹す，因て疏頭の生員李若水等數人を捕へしに，諸生先 
を^つて囚に就き、囹圄盡く湓つるに至る〇されども: E は光祖及び金 
淨、金採、金浞，朴世嘉、朴薰，尹自任、奇遒等を竄黜し，鄭光弼 V 】 ® 中樞 (: 左遷 
し、安瑭の職 i : 罷め、南袞、李惟淸を左右述玫とし、金銓を如議政とし， H 良 
科は•光祖等が羽翼を樹てしものなりとして之を滿め、遂 (: 光祖(:死を 
賜ひ、益 I その你を竄黜せり，その事中.：'.1>十四年己卯(:ぁり*故 {: 之を己卯 
の禍といふ0 

趙光祖はその人 A な 卜：火分甚だ高し と雖 も，死する 時， 年俺[:三十 八， 
才學未だ大成に至らす、或は過當の事な きこと 能は す、 之に附和 するも 
のに至りては、矯激益-甚だしく*光祖は之を裁抑せんと欲すれども、亦奈 
何ともすろ こと能は す、 要するに、 己 卯の禍は、朱子學の徒が、輕々しく其 
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^1 


貞、洪景舟等、兵曹判寄李長坤を欺きて、神武門外に來らしめ、奴舟は内 (; 
入り王に白して日く、趙光祖等交-相朋比し、己に附くものは之を進め、己 
に異なるものは之を斥け•上を1 S ひ私をれひ、1 g 忌あるこ A なし、後進を 
誘引し詭激砮を成し、少を以て長を奢ぎ、賤を以て: K を凌ぎ、國勢 傾倒、 朝 
廷をして：：：に非ならしむ•在朝の HH 、 浴に憤歎を懐けども^勢焰を畏れ 
敢て 口 を 開く ものな し、 事勢此に到る、人心をして浆からしむ、 -:1-: 一ふ有司 
に付して明かにその罪を正さんと、王の已に 厭 倦せし時に常5て、内外 
表*この譏間あり、その心安んぞ搖かざるを得んや〇乃ち命じて M 光 
祖及び右叁«李耔•刑曹判書金淨、都承旨柳仁淑 、左 副承旨朴世 蘇、 右副承 
旨洪彥^同副承旨朴薰，副提學金紱、大司成金浞等を闕庭に拿致せしむ。 
景舟等直ちに之を撲殺せんとせしが、李 ii 坤之 1: 知 b 大 I: 號き、反报極 
諫せしを以て、王の蓝稍弛み®讅政鄭光弼を召して之を議す、光弼涕泣 
し諫めて日く，年少の惴生時宜を知らす、妄〇に古を引き今に施さんと 
欲するのみ、豈他意あらんや、少しく寬货を垂れょと、乃ち光祖等を詔獄 
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を 以て，深く不平を 懐き、 nt : 光租等の隙 5: 伺 ひしに、 光祖等 下： {: 請ぅて， 
靖國功 KI の VI 濫なるものを削らん とするに 及び、 王、 初は之を許さ > り 
し•か、 諸臣の强講せし にょ 卜、 終に二三等の濫錄せる もの、 及び四等の全 
數七十餘人の勤を 削り、 沈貞も亦 その 中 U ぁりし かば、 尤も憤怨を懷け 
kvo 

111 趙光«|是に於て、南袞、沈貞等は.洪景舟が曾て賛成となりて論せられ、 r . v (: 忿 
恨を银きしを以て、與に交通し，最舟をしてその女熙嬪に敎へて、一國の 
人心悉く趙氏に歸す、今の功臣を削るは、漸く國家の羽芻を除きて、後に 
その意の欲する所をなさんとするものなりといはしめ，又山蟲の好み 
て木實の甘汁を食ふを以て'その甘汁にて走肯爲全の四字を禁苑の木 
葉上に寫し、山蟲をして剝食せしめ，符識の如くにして、之ヒ上らしひ、走 
肯は即ち趙の字なり〇又鄭眉壽の妾も內に入りて誣罔の言^なし、 
ことありといふ〇 

かくの如く、裏面の讒間、 ar 行はれたるが 上に、 衣面に於て U 、 又南袞•沈 

正祀李朝時代第七聿士林の - jlsl 



の. £ を励かし、®廷 a に定まるの議を飜へしたれば、人みな目を側たつ， 
王の光祖を：：；；3すること至れりといふべし Q 然れどもその昭格署(§心 
I 麵す Y /8 せんことを 3 r ふや、臺諫皆退きしに、光 M 獨り退かすして、論 
趙光姐 S 强 2ft 啓鵝鳴 |: 至るも止まざ>しかば、王已むを得す、翌22議して之を廢す、光 
組のその莊に於ける、强迫を以て意見を行はんとすること、率ね此の如 
し。且、當時諸賢の經席 U 侍する、一章を進講すれば II 理七引喻し、諸斑 
に出入し，朝講或は H の傾くに至る、王頗る之に倦み、欠伸して坐を勘か 
し、床上或は5然として*を作すことあ 雉激輕銳の徒に至 b ては 
益‘だしく、前の牧使金友曾±林を誣毀して廷訊せられし•か、光祖は友 
曾を窮治すること VJ 欲せざ b しかば、之を以て依逢因循として*光祖1: 
弾劾せんとするものあ形勢旣に此の如くにして、士林の論議太だ 
銳く、事をなすに漸なく、時を度 b 勢を a らす、妄 b に猛進せんとして'そ 
の君巳に厭你の心あり、これ誠に小人の乘すべき機#な bo 

是時に 當 り、 禮曹判 書 南« 都總管 沈貞等 tr 己が 淸瀵 に容れられざる 
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致さん4ひしに、 領淡政柳 S 通 政鄭光弼•右議政金應龙等 日く、- .5 
求る r . 闪て意見を陳 t その ti 中らすと雖も、之を罪して言路を防ぐべ 
からすと 、 n 方救解せ しも、 金 ^ 朴祥等 は、 終に K 配せらる。 

II-::n 趙光祖は、又李^等を斥けて□く、^諫の職は、 a 路を: It るもの(: 
て、反りて琪を言ふの人を罪するは.人主諫を拒ぐの漸を成すものなり 
-/王、遂|:李^權敏手を罷め、李長坤を大司患とし、汆安阐を大司諫とす0 
李長坤•金安國は、光祖がょく一一 r . 路を救ふを饺し、^令柳诫、金希 S は、櫬敏 
手，李荇を是とし . rfc 提學金安老は.又兩是の論を發して a く、光祖は 一一 r » 路 
の爲めに扶植し、權李は宗社の爲めに罪を請ふ、供に未だ非となさ t - と0 
是ょ b 朝論角立して 、: ft に是非を爭ひ、遂に己卯士禍の端を開けり0 
この時、安瑭は吏 W 判書た^'しが、慨然として奔躱の籽を革め、才を S 
b 職を授くる S 格に拘はらす、趙光祖.金促，朴薰等を舉げて，特に六. V ,',の 
中宗趙光 S 職に除す、尋で塘は会1&に任^念0?1£は殊に趙光祖^信任して、至 

信任す 

治を 興し、 風俗を JT . さんと 欲し、 副提學 ょり 大司:«に 進む， 十三 年、 光祖の 


Digitized by Google 


Original from 

UNIVERSITY OF MICHIGAN 




Digitized by 


Google 


Original from 

UNIVERSITY OF MICHIGAN 


第一一節 己卯の禍及び三奸三凶の誅 K 
中宗は齑 < 燕山の弊政を革め S 術を尙び、風化1:振作せ bo 初め中 
ネの位に即く や， 直ちに夫人愼氏を立て、王妃となし、 が、 その父愼守 
勸は、權勢を恃み、騙縱不軌なりしを以て、廢立の際、巳に*殺せられたれ 
ば、領議政柳洵、右壤政金壽童等、王に吿げて日く、守勤已1:殺さ^その女 
坤位にあれば、人心危疑して、^社に關することあらんと、王已むを得す 
|«卺廢 して之を廢せしかば.愼氏は僅に八 a にして、私第に遜れたり、因て章敬 
王妃尹氏を立て/'その後を承けしむ C 

十年三 m : に至.〇 •尹氏は元子畤を生み、數日にして薨せしが、時に淑依 
朴氏は、福城君嵋を生み、蒲後宮に冠たりしを以て、陰に非分の^：を抱き、 
坤位を親覬す〇淳吕郡守金淨•潭陽府使朴祥等、相議して m く、元子：朱 fr 
H ？ 襁褓の中にあり、朴氏もし坤位に陸らば、元子の地をなし難し、傾氏を復 
して無辜廢處の寃を伸るに如かすと、會-芏の言を求るに因り、上疏して 
之を論す。大司諫李^大司憲權敏手等，之を斥けて邪論となし、詔獄に 

正紀李籾時代第七军士抹の liftl 



I 期鮮■通 ■史_ 二.！ハニ 

とて，人^遣し之を諭さしめたれば、子光之幺聞き、馬に跨り戎服して之 
に趨く。初め禁中變を聞て、その故 i : 知らす，王、承旨を召して日く、此の 
如き太平の時、安んぞ他變あらん、恐らくはこれ興淸の夫、盗をなすのみ 
ふ。旣にして希顔等* Yf 官率&、景軀宮の門外に至り、命を慈順大妃尹 
•氏 (S 游)に請ひ、王を廢し燕山 fl * として、喬榈に移し、晋城大君を奉じて位 
に即かしむ、是を小 < 1 す。朴元. W 柳 m 汀，成希顏，及び柳- T- 光等百餘人* 
みな靖國の功^策せらる。 

蓋しこの舉は、希顏ょ b 出でて元宗に成り、！一を轉じ鯧となすに於て、 
偉大の功； g あ b しこ i は疑なしと雖も、希顏は資性果決にして學術な 
く Ms 汀は宽懦[:して操守なく、元^: a 麁厲にして稽據する所なし。>£ 
を以て賊 K 柳子光を容れて後日の絹を基ゐし、取々たる姻婭も、皆铤券 
を受け*賄賂の多寡を以て、功の上下を次第し、そ.の施措に於ては、殆ど il 
るに足るものなし、幸に奉する所の君主、其人を得たるに R て、嫌に廢立 
0目的を達することを得れるな- 
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もの，多くは文墨を弄し太平を粉飾するの徒(:過ぎす して、 其に忠愛の 
賢士に非ざ b しなるべし。 

然れども燕山の淀 虐無道は、 その極(:速せし •ょり、 竊に廢立を謀らん 
とする もの起れり。吏曹參判 成 希顏 は#て 燕山の怒 (: 觸れ、その職を 
罷められて家居し、慨然として反正の志 あ b しも、 與に謀るべきものな 
く，久しく之を憂ひたりし•か、時(:知中樞朴元. M その女弟月山夫人の横 
死にょりて，心常に怏々 たりし かば、希顔乃ち武人辛允武をして、微に之 
を諷せしむ、元:^大に 喜び、 遂に與に計を定む、乂吏判柳順汀が時^ある 
を以て、 その意を諭し、 に、 順汀始は颇る躊躇せ しが、 終に之1:從 へり。 

十二年 九月、 燕山は il : 湍 e « に遊ばんとす、希顏等その"に於て、 城門 
を B 1 ぢて枢 守し、成^の 第二子晋 M 大君懌ヒ推戴 せんとせしが、燕 山適- 
その行を停めたり〇然れども事機已に露 a れ、勢中止すべからざるを 

以て、 將士を訓竦院に會し，底ちに光化門外に至り、まづ任士英•愼守勤、憤 
守英等を轚殺す。又柳子光は多谍なるが故に知らしめざるべからす 


JT . 祀李軔時代笫七韋士林の 



くは 良•沿を採らし め、 成杓館を-®樂の所と なし， 弘文館を褪め . T .1 冰眈 VJ 
革め， 辟筵を廢し ，司 俣 寺： 掌樂院の宵を m し，麻 W 坊 を 後苑に 股き、 八 in の 
E 犬、 及び珍愈奇猷を * ひ«葱^を築き、衍舱宮を违て\荒遊の所とな 
し 、そ の 入 民に徵求 すること A : も 甚だしく、民淹殆ど通ん とす) 且燕山 
の涅媒 を 恣に するや， 或は士大夫の妻の内 -^ U 參するものを al し、 或 li 
•::'小室の女を 汚し， 月山大打の夫人朴氏の如きは«愧 して n ら死 する 1: 
至る、その人倫 V 」敗壤すること•亦甚だしといふべし。 

鳴 呼、 成 ^ の人材を愛餐し、多士濟々 1 して*出せ b i 稱する後(:於 
て、この涅虎の世|;逍遇したるに±大夫の間.成はーニ枝迤の哄を論せ 
しものなきに非すと雖も、社稷擁謎を以て己が任としゼ^:榀坪その丑 
を K 救せんとするもの {: 至 bT は， 甚だ本々 たり、 僅1:大 ;€ li'i - ri :^ 窗官 
fjlsi # 金處善をして、忠死の名を留めしむるのみ。 m の文武 tr 及び惴生の如 
きは、君主遊幸の際に於て、»夫とな b て，耻ることを如らす±氣の*頹 
すること、一に何ぞ此に至る〇果して然らば 、^:;1 IJSR の所！ g 人材なる 
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瓤風の刑 


龕山の范砰 


王后となし ii 當時廢死の論法に金し、又は使 S : 奉せしもの5:追罪し、尹 
弼商李克均.成®李世佐、權柱•金宏 ST 李宵等、數十人を殺し、妹致亨、 S 明 it 、 
鄧：：2孫、魚世謙、沈瀹，李坡、鄭汝111:、南考溫等は，旣に死せるに因り、棺を剖き 
て屍を斬り、骨を碎きて風に諷し•或は屍を江小に投じ*その子弟 (Til 族 VJ 
も，幷せて之を罪し•尹氏の廢死 I :關係なきもの(:ても、惡む所のものは 
之を誅せしこと鮮からす、慘酷鱗戾なること、之を戊午に比すれば*層 
激烈な9といふ。燕山の猜紧は、その天性に出で、奸邪の亞、又之を«き 
しかば、*#虐の禍を起し、と雖も*その母の寃死は•實に燕山をして r.v 
軌を逸すること益'甚しきに至らしめたる所以じり' 

されば燕山は、是ょり後、益-驕恣の念を 生じ、 內堅金子狼:#ら機密を掌 
り、您思して惡をなし、諸道に妓樂を設け.娼妓 三 TT 人を選びて内に入れ、 
U に游嫔 t 取とし、刺に名號を立て、樂ェを廣熙と稱し、^妓 V 」速.； 5- と稱 
し、又興淸、給紅等の E あり、その近に人るものを.地科興沾といひ、幸を經 
たるものを天科興淸とぃひ、又採江駿使、採靑埤を諸道に遣して、茁女苏 
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甲子の 


亦職を罷められしが、獨りその希塑を充たして、 意氣揚 々たるものは、 柳 
子光なり〇是より子光の威は，中外に行はれ、敢てその S に忤ふものな 
く、儡林氣を喪ひ、足を重ね目を側て、學舍*然として、數月の間、誦讀の稞 
なき(:至れり0 

戊午の艄ありしより後•六年を 膣て、 十年甲子に至りて•又慘虐の禍あ 
ぅ〇燕山は初め成^の繼妃貞顯王后尹氏を以て己が母とし•生母尹氏 
の 非命に死せしこと1:知ら ざりしが、 任士洪は、生母尹氏の廢せられし 
は、成51の淑儀嚴氏鄭氏の譏 1 :よれ h といひしかば、内庭 1 :於て、嚴氏鄭 
氏を撲殺し、その子安 陽 君桁， 風 安君撻を幷せて之を殺せ be 時に 仁粹 
大妃病床にあり、之を聞き遽に起坐して日く、嚴鄭二氏亦父王の後含な 
り、何ぞ此に至る やと、 燕山頭以て大妃を®きしが，大妃遂に臥して起 
たす、 幾 ばくもな くして薨せ り〇 旣 U して燕山は尹氏が淚を拭ひし斑 
血の手 巾、 及び藥を以て汚し、白 錦 衫を見て*大に悲 み、 時玫記 1: 取れて 
之を 誠み、 その廢死の 本末を知る に及びて 益<激怒し、廢妃尹氏を m して 
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a ら任 じ、 必すその罪を鍛練せんと 欲す、 細孫 U 甞 て 菜 ^金^ trL (: 5 け 
しものなれば、その史草に先王世®の事を誣錄し、又宗 IfL が義帝を吊す 
る文 1: 載するは、義帝を魯山に比し、世祖を誘謗せ しものにして.胡 孫の 
惡は、皆 ^ 直が誨へし所な b とし，.火逆不道を以て 論じ、。 [ g 及びその 門 
人等の關係ある ものは、 遊く處分すること、せり。 

この時、 {- I ; lrta 旣に死せるに因て、棺を剖きて屍を斬り、金邸孫及び權 
五®權景，裕、李 S 許磐等 a •好惡に黧し、先王を誣ふ.〇を以て之を殺し、妾 
謙、表沿沬，洪浒•鄭汝茂豊副正總、姜景叙、李守恭、鄭希 a 、 鄭承祖等は，或は 
舐言を犯し’或は亂言を吿げざるを以て杖流し、李{;1;準、枨}#、李1:^5 |: *金 
宏弼、朴潢柱、任熙诹、康伯珍•李繼孟，荽渖は^ is : が門徒にして、朋黛を結び 
國政を譏逯すとして杖流し，又修史官は、邸孫が史草を見て irl ち(:啓せ 
ざるを以て•魚世謙、李克墩、柳洵、尹孝孫、金銓等は、その職を罷む，この ''IV 燕 
山四年戊午七月にあ9、故に之を戊午の禍 I いふ0 

蓋しこの•禍の端を開きたるは、李克■域な〇、然れども、その姑果、克•域も 
正把李籾時代第七章士秣の S 二 JLI 七 
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して才能あ成^の時、奇論を以て功を建てんとせしも•用ひられざ b 
し•か故に、快々として不平な b しが，李克墩»>朝に當り樅を乗る1:見て、 
身を傾けて之に附 し， 深く相要結せり。子光又往て咸陽郡に遊びし 時 • 
詩を作り、郡守に ii し板1:鏤めて、之を壁に懸けし が、 金^直郡守となる 
に及び，之を撤去して焚棄せり。時に^!£は襯遇方に陸な b しかば，子 
光は交を納れて仵はざりしも•心甚だ恚很せり。是に於て*克墩は史草 
世 M の事を以て、總裁官魚世謙に告げしが、世謙答へす、因て之を子光に 
謀る、 子光大に喜び ii : ち 1: 成思 « 尹弼 商、 禅致亨に吿 ぐ、 思愤、 ® 商 は 、世組 
の瓶臣、致亨は宮掖の關係ある•か故なり，腹思慊等寶その意に從ひて、之 
を王1:白す J 

曾， 燕山は 學問を好ます して•尤も 文士を 惡み，名 乞耍め上 V 」凌ぎ、 我を 
して自由を得 ざらしむるものは この® なりとて、®々として 樂表す. 一 
たび之を綦 さんと 欲せし時なれば，子光等の啓する所を 以て、 國家に忠 
なる ものとなし' £ちに IB 孫等を傘して鞠間せしむ〕子光獄事を以て 
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成^薨じて世子燕山君位 U 即く、燕山君は•初め世子たりし時ゴに遊 
戯を事として、毫も心を學問に留めす、許琰、趙之瑞等心 t - 遜して補與す 
i 雖も、改悛する所なし、右賛成孫舜^;その負荷に任へざるを知卜备て 
御榻に陞り牀を撫して日く、この座惜しむべし、成{•.小日く、吾亦之を知れ 
ども、廢す るに 忍びす と. 嗚呼、 これ 後來 Q 慘禍 を 釀成する 所以なり〇蓋 
し燕山の初は、成^治平の後を承けたれば A 材彬 々として± 林颇る 碰 
なりしが、炎厄«,||ひ來りて，楝梁柱确の材.空しぐ摧折殘破の禍を被る 
(: 至る’その第一を戊午の禍といひ、第二を甲子の禍といふ0 

戊午の禍 は、また 之れを史禍 ともい ふ、初め金顯孫、春秋 館 1: ぁ b て、 李 
克墩が全羅の監司た b し 時、 成*の 喪に 香を京師1:進めす、 妓を 載せて 
行きし こと、 及び その 貪贓 のこと を 書し、 また世祖の 事を «し、 余ぶ K が 
義帝を 弔す る 文 V 」 收めた bo 史局を開き成 ^ 實錄を修るに 及びて、 克 
墩堂上官とな り、朗 孫が史草に 己•か惡を 書す るを 見て 火 1 :怒 b .、 n . その 
世祖の事 ぁるを 以て、此 に 因て 怨を 報いん と 欲す。 柳 子光は 性 ^ 險に 
II -1 I •祀李朝時代 m 七萆士秣 01 鳎 二五五 I 
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商の議にょり廢 して 庶人 となす。 尹氏旣に廢 せられ、：：： 夜號 泣す’： 土，崔 
者を して 之を伺は しめし1: •仁 粹大妃 笛者に敎へて•尹氏が妄 b に 艶 粧 
尹 氏な殺す を 施し •毫も 悔恨の意なきを以て 對へしめ たれば、王其讒を 信じ、^ を賜 
ぅて 自盡せしむ〇時に尹氏淚を拭 ひし 斑血の手巾を 以て、 その - nt 中氏 
に 付す、 申氏後にその手巾を燕山君腾に上 b しに•燕山之を見て、大に愕 
く、 尹氏又死に雎みて槳を呕き白銪衫を汚したれば•他：：： W 邸 その 衫を 
以て燕山に獻せ しに、 燕山その衫を抱きて悲號 し、 遂に心疾を なすとい 
ふ。是に由て之を觀れば 、他 =燕山の淫虎を恣にせし は、 燕山の罪惡な 
る こと 勿論なれ ども、 その 萠芽は、 成 a の時に基せ b 、 これ 豈外面の隆盛 
なると 同時に、その裏面には、旣に袞替の機の伏在す ることを 認むべき 
ものに非すや〇 

第七意 士林の禍 

第 I 節戊午甲子の絹及び廢立 
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ることは甚だ嚴 (: して*その子孫をも禁钿せしが*當時は政宽厚 V 」 尙び 
しかば、賄賂の^漸く行はれたりといふ、これ豈紀綱の頹弛に非ずや。 
成宗は酒を好み.内親多く、その宗室に努する、必中小酌を設け、妓樂を備 
ふ、甞て萆臣を宴する時、永興の妓、笑麻風をして酒を行らしめしに、春風 
才趄あ b 、 或は人をして怒らしめ、或は人をして笑はしめたれば，王大に 
稱賞を加へ、錦絹を賜ふこと甚だ多し•是ょり笑麻風の名 I 國を傾くと 
いふ、これ豈風俗の奢淫に非 t や。後來燕山君の宴樂に耽るは、耳目の 
習ふ所、自ら然らし 1 ; るものなりといふは.決して故なきに非ざるなり 
然のみならす、成宗の王妃尹氏を處蹬するに就ては细る遗«なきこ 
と能はざるものあ bo 初め尹氏は元子條( I 層 T 生みしが^瓿愛の隆 
なるよ b して、驕恣殊に甚だしく•た >諸縯を妬忌するのみならす、王に 
對しても樺めて不遜にして•或は王の顏面に爪痕ある i : 至る。仁粹大 
妃(如85之を聞て大 U 怒り、益 i の心を激せしを以て、：土將に之を廢せん 
とし、參贊許琼、 11 : 原監司孫舜孝等、1諫すれども聽かす遂に左述政尹弼 


11-紀李钥昤代 m 六芈•»%の本25及び火典め制- t - 


一五三 


Digitized by Google 


Original from 

UNIVERSITY OF MICHIGAN 





Digitized by 


Google 


Original from 

UNIVERSITY OF MICHIGAN 


_ 树®鮮—通史 _ I I . I _ 二 五 

藉田を耕し、明倫堂に坐して、養老乞 s の鱧を行ひ，又養老の宴5:宮中に 
#く人か用ふ 開き、外邑の諸1?:をして.群老を宴せしむ。その土を待し人を用ふる•尤 
も誠意を竭し•曹«申從濩，命好仁、金訢、成希顏等の如き、殊に隆遇を蒙る。 
守令邊將の拜辭に至りては、必ず一々引見して、まづその出身族派朋友 
を問ひ、次1:その宫に位み軍を撫し民を治め敵を羝ぐの方を問ひ、善な 
るものは嘉奬し、又從つて超遷し、その不善なるものは之を m く、是を以 
て任 1: 赴く 者、 自らその任に勝へざるを知れば、病と稱して之 $: 辭する 
に至る、もしその人大に用ふべきの才あれば、不次に擢用して、»格に拘 
はらす.その人材を鼓舞し、士氣を振作すること、雰人«の及ぶ所に非 
文亦太平の賢君といふべし。 

然れども盛衰相繼 ぎ、 隆菸互に行は る、 は、 理數の免れざる所に して， 
衰替の 萠芽は、 - M - に隆盛の時に發するものなり。殊に太平の盛世に於 
て、陷り易き弊害は、紀綱の頹弛と風俗の奢淫と {: あり、 果せる 哉、 成宗の 
SS 败 時にも、亦 この« 辙を践 まざるべからざる に至る 〇國初以來 M 吏 VJ 治 
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政に與るの弊を言ふものあ b 、 尹氏乃ち政を；土に a す c 

成{••小は、天性聰明寬 仁、 學を好みて献は t 經史百家(:通 m し•射®*迸 
も锊その妙5:極む。即位の 初、 弘文館 Tllii を DH きて、 集贤殿の舊制を 
復し 、尋で 勝地を卜し、能山東湖の北麓豆毛浦に書堂を建て、文 Ill の年少 
くして聰敏なるものを選び、暇を給ぅて書をその中 U 讀ましめ、佳節1: 
は郊外に遊ばしめ.洒樂 VJ 賜て之を寵榮せしかば.文名あるもの世:/:の 
時1:及ばすと雖も，亦頗る衆かりき JI : 後燕山の時*この制を廢せしが、中 
宗 n 至りて、また之を 設け、 名づけて湖堂といへり。又®經閣を 作り-签 
賢庫を設け、成均館及び鄕學に田を賜 ひ、 諸^士に命 じて、 東阈輿地勝 , a , 
東國通鑑、東文選、樂學軌範#王明鑑•后妃明楚等の諸書を辗芻せし む、 就 
中輿地勝覽通鑑の二害の如きは、後世を益すること鮮からす、又校書館 
に命じて、緙史詩文集の類數十部を印行して諸道(:頒ち、ゆ問を獎勵せ 
しこと甚だ多し0 

且王は身を以て率先して，四方を風化せんと欲し、)^1大學に幸し、親ら 

耙 李 籾 時代笫六# 世 M の 堆跋 及び大典の 制定 




朗 M 速出 


ib 


诱宗薨じ成宗 


王后政1:舆る 


治も、之に伴ぅて漸く陸碰 I :趨き、四民熙々として哲太平を；歌せ bo 
成宗は、世駔の長子障の第二子に して，その 次を M えて； # ^ の後 5 : 承 
けたり。初め容宗の時柳子光は、兵判南怡が才能名位の己が右(:出る 
を嫉み、之を讒せしが、南怡の鞫せらる、 や m 淡政 « 純 も 亦其謀1:•和る 
ことを吿ぐ〇因て南怡と康純とは皆 謀^を以て^せられ、 聞 粹は又 1 H : 
組實錄 1: 修め、史萃を改 K せしが爲めに：# せられしのみ r - て、 政治 上 何 
等の觀るぺきものなし〇且容 {ポは 在位僅に I 年 1:して ^じ、齲 子幼に 
して立つべからざるを 以て、 世祖の. 妃 .« 兹王后 5 k 氏、成 宗 の 幼少ょりし 
て凡兒に異なるを察し、その汛：：：山钉を舍て、成.：：.小を立つ、時に年十三な 
り、 尹氏 同じく坐して政を 聽く、 是 k:H 后 政に 與 るの ： g とす o 1! l*.;;li の 孫 
龜城君浚は'初め都總管と なりしも、 世祖の 時.。室然拉を典るベから す 
として罷め られしが、この時浚が不道の罪を治めんことを請ふものあ 
卜、 遂に寧海 (I I )に 安!？?: せらる、 蓋し主幼 ^るの 時に當り，或は 世祖 の 9 
に傚はんこと を恐れてなり◦六 年に 至り限 名書を 玫院に粘して，王 后 
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あ其他、内禁衛は，宿衞陪扈を掌'訓嫌院は.軍士の才を試み貉 i: « 
\武經習讀の事を掌る。 

西班の外官職は•各道1:兵馬節度 «i 水軍節度使•水¥節制使、兵馬水軍 
僉節制使、水軍茁戶等あり、忠淸、慶尙、全*永安、平安の五道には、兵馬虞候 
あり，忠淸、慶尙、全«には、史に水軍虡候あり、これ南倭北虏防锎の爲め、特 
に意を注ぎしものなるべし。，されども節度使、節制使、各'員なる時は， 
觀察使之を兼ね'一員以上なる時は、その一は觀察使之を兼ね、他は專任 
官を S くことなれば、文官以外に於て、全く獨立したるものには非ざる 
な50されば東班西班並び稱すと雖も、その賁は文を主として iK は之 
5 r •補くるに過ぎざるのみ 0 

.蓋し大典頒布の後.數回の修正を歷て、衙門の興#、定员の增減ありと 
雖も•その大體の組織に於て は， 變更する所あらざるなり。 

第四館成宗の治 

開國以來殆ど' rl 年を經て、成宗の時に至り，大典の頒布あり、： n 般の政 


正紀李朝時代第六聿世 M の琪踉及び大典の制定 
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と並立せり。 

束班の外羸 東班の外官職は、即ち地方官なり，各逍に州府郡縣の別ありて，道ごと 
»察使 に觀察使I人 t、 又監司ともいふ，これ實 {: 地方行政司法の主腦とな 
6ものにて、兼て兵權をも窣り、一道の生殺與街，みなその箪中にあ bQ 
其下は州府に府尹、牧使、大都護府使、都 m 府使あれども、府尹、牧使、大郡 m 
府使は各道悉くこれあるに非す、その各道に通するものは、獨り都%府 
使あるのみ。其他，郡には郡守 あり、 縣には縣令、縣監 あり、 郡守、縣令、縣監 
等に至 b ては、各道あらざる所なく，た > 區刺の多少1:因て、その. y 員同 
じからざるのみ〇 

11£京1 西班の京官職は. その 最高なる ものを 中枳府 といふ、 中樞府 は 、 jk ie mii 
衙門に て、 領事、判事、 知事、 同知事あれ ども、 唯文武 党 上货 の 任する こどな 
き者を待つのみに て 'の名春 ti - なり〇その 實榷あるものは，五衞都榭 
五 1 BTS 府 府なり•都總府 に 都總 管、 副總管 ありて、 袭興 、能^ 虎裒 、忠佐， 忠武•五衞の軍 
務を掌 5. 八道の 兵 悉く之(:琚す五衞に將、上 m 軍，大護；護軍、副護軍等 
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にして®通政•左右|&政ありて之を掌卜、左右货成•左右參 K ありて之を 
輔く。其下(:六 W あり、各曹共に- til 書、參判、參述あり、吏曹には文選司% 
勳司•考功司ありて、選叙、動封*考課 V 」掌り*戶曹には、版籍司、會計司、經费司 
ありて戸口、租税及び一般の財政を掌曹には、箱制司、典享司.典农司 
ありて，禮樂.祭®宴享、朝聘、學梭、科皋を掌り、兵曹には、武選司、乘輿司、武備 
司ありて二般の奂務を掌 b 、 刑曹には、詳稷司•考#司、掌禁司、掌隸司あり 
て、法律、訴訟及び奴隸を掌り、エ曹には罃造司、攻冶司、 III 澤司あ b て、山^ 
工匠、®繕、陶冶を掌る，これ咨六典の*を分掌するもの(:て、當時の行政 
機關はパ K にこの議政府と六曹 i に因て述轉せられしものなり0 

巩他義禁府は、王命 k 奉じて推鞠することを掌5、司憲府は、時政 VJ 論 
じ、 TS 官を糾し，風俗を正し、寃抑を伸べ'濫僞を禁することを掌卜、司諫院 
は^諍論駁を掌るものにて、皆要職な卜〇藎し當峙は行政苕ふ司法官 
との區別なきのみならす•又王室と政府との境界も明かならす、宗親府、 
忠動府、儀賓府、敦琅府.承政院の如き、王室に M するものも、亦他の諸衙門 

正耙李籾晬代 第 六 # tit 姐. の^跤及ぴ大典の制定 二四七 
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睹班釗 

n 

班 


堂上 , Hrs 下 , fir 

東班の京宥箱 

n 政府 


元の至. IK 條格、本朝の法令を取 b ， 參酌剛定して•新律を撰みて進めしこ 
と ffi 史に見えたれども，その後更に新律を撰定せしことなきが如し。 
エ與には橋路、镑钱、院字、舟車、栽楠、鐵場の^ぁりて、凡そ , nr 府に磘する W 
H は、皆此に收めたり。 

六典の載する所、槪略此の如し•この中に於て、その關係の尤も大なる 
は，吏典及び兵典の官制な b 。 宜制を分ちて東班两班とし、 5 K 班は文官 
西班は武職にして、その小又京官外官の別ぁ60凡そ它階は一品ょり 
九品に至卜、各，正從ぁりて十八階となる、而して各衙門に於て、その li : 宫 
の正一品なる^ V 正一品衙門といひ、その從一品なるものを從一品衙 
門といひ、以下皆之に從ひて、從六 rll 衙門に至る。東班にては、正三 rluu の 
通政大夫以上を堂上官とし、通訓大夫以下を堂下官とす、西班にては iF ; 
三口 I の rr 街將軍以上を堂上 t ： 一とし、薄侮將軍以下を堂下«とす 0 

東班の京官職、即ち中央政府にて、その重要なるものは，逯政府.六曹、袭 
禁府、司憲府•司諫院等な b 。 議政府は、百官を總べ、庶孜を平かにする所 
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く空文に終りしものに非ざるを證すべし〇た > 形式を尙ぶことは、朝 
鮮一般の風 ^ なれば、その中に 於て、 往々文の實に過ぎたることあるは. 
蓋し免れざる所なるべし0 

大典の精詳なる ことは’ 今之1:述るの暇なければ、唯その槪要を略說 
すべし。大典は吏戶纊兵刑エの六典に 分ち •吏典には•東班の 官制， 及び 
薦舉、除授、褒貶•考課 ® 諡等の事あ bx 典には戶籍 S 田、 祿科•職 田、田宅、 農 
桑、 魚鹽 、租税， 潸轉、進献、搖賦等の事 あり、 膾典 には、 科馨、儀 章、 學校 e、l S)、 
喪服•宴 享、 朝 儀、事大、 交！ T 祭 鱧、 婚嫁 、獎勸、度僧、 參謁 、官府 文字式等の事を述 
ベ*而して儀注は 五禮依を 用ふとあ b て、 之を載せす，兵典には西班の官 
制、 武科、兵船、 符信、 敎閱、城 僅、軍器、 廐牧等の事あり、刑典 (: は、決獄 N 限、®禁. 
推斷、禁刑、濫刑 、僞造、 恤囚 、逃亡、 才白丁圍聚 、捕 盜、賊盜 、元 惡鄕 吏、 銀錢代 用、 罪 
犯准 計、 吿耸 長、 禁制、 訴寃 、停訟 、賤妾、 賤妻妾子女、公賤 、私賤、 賤娶婢產 Q 二十 
三 目， 及び奴婢に關する規定 あり、 されども その 初に、用 律 用， 大明律，とあ 
りて、 大體は明律に本づきたるなり。高麗滅亡の 年、 鄭夢咫は明俅及び 

正把李朝蒔代第六#世 M の准蹟及ぴ大典0制定 二 PI -1 I 五 
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11喊 


五 86 儀を«成 


大典袖布後の 
修 1 E 補 if 


® 二廣 "竹李克增•右賛成魚世謙等に命じて、その足ら•さる所を補 ひ、 大 
典綾錄一卷を選せしめ、廿四年に之を頒布せ〇〇 

又五禮儀は，世宗の許稠等に命じて作らしめしものなれども， al : 後遴 
論一ならすして定まらざ b しかば.1&祖は巾叔舟、妾命孟等に命じて、之 
を改修せしめし•か、成宗は又申叔舟に命じ、之を完成せしめて刊行せり、 
これ亦掰國大典と相表衷して缺くべからざるものな り、 朝鮮の制度文 
物、 是に於て大に備はれ bo 

經國大典は、遠くは周涛1:本づき*近くは大明僉典に^ b 、 數十年の功 
を fa みて，完成せしものなれども•その後、又數回の修正補铪あり•中{•小の 
時に大典後镄铖一卷あり、肅宗の時1:受敎輯錄二窣、典 ， s 通考七卷あ\ 
英祖の時に續大典六卷あり. TF ; 祖の時に大典通辊六卷あり、李太:- H の初、 
大院竹柄政の時 (; 大典會通五卷あ卜。大典會通は、近世殆ど空文 r - 流 
てたるを以て、或は偁大典も亦空文ならんことを疑ふものなきに非ざ 
作ども•其頒布の後1:於て，歎回の修正補續あるょりして之を觐れば、全 
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翱！宗 

辟 S 大典成る 


大典の頒布 


ふは、太 M の* f , に從へるな bo その中にて、 P 典は五年に頒布し、刑典 
は六年に頒布したれども，その他は未だ完成を見るに及ばす、世組 (X 在 
位十三年にして薨じた bo 世祖薨する1:臨みて、位を第二子，晚に傳ふ、 
是を容宗とす、容宗元年九月に至りて、經國大典六卷は、怒修その功を攱 
へて進呈せ b と雖も.容宗は十一月に薨じたれば.未だ大典を頒布する 
に至らざりき〇 

成宗の初 {: 於て、 大典は旣 1: 成を吿げたりと雖も 、その 疎漏に して 未 
だ備はらざる所あるを以て、更に祀恒等 (:命じて、 修正^, 加へしめ、 一一 年 
(料*社細挪麟似挪 as に至りて、大典全部を中外に頒布せり〇是1:於て - i : 
M 世宗ょれ -lit 組に至るまで、數世の間拮据經#せし 一大 法典は世祖の 
力によりて、殆どその業を畢へ、成宗の時に至りて、全く その tl 的を 迷し 
たり。蓋し古代朝鮮よ な. 三国高麗を經て、制度典章の 觀る べきものな 
き 1: 非すと雖も、集めて 3:を 大成せ しこと M 國大典の如き ものあらす、 
これ 洵に嗦世の碰事といふべ し 〇されども成宗は之を以て ^ 足せす* 


正 IE 李 Ifl 時代第六傘佾砠の本蹟及び大典の制定 
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陣に入り，賊熬李珠、黄生等に諭し、 を以て、 李珠’黄生等、遂に施^:施合を 
李 tt 愛を斬る 縛して 來 り降る、乃ち之を陣前に斬 b .、 首を京師に傅へ しか ば、淡は僅に 
淮陽に至 b て， 賊已に平ぎ^り。是に於て咸吉道を分ち て 南北とし*淡 
及び曹鍚文等四十一人の勵を錄し、尋で淡を領讅政に拜せり。 

要するに、世祖 U 武功文動•俱に觀るべきものあ\而して文動は* HiJ に 
述べたるの外•經國大典の签修の如きは，特に表窣 :-hJ •さる可らざるもの 


世 Is 經國大典 
を ft 珍 tfL む 


第 11 In 大典の®修頒布及び其槪耍 
經國大典は、もと太祖の命じて簋輯せしめしものに て、 河崙の詳•冗を 
加ふる 1 :及びて、經國元典續典といひ*$は又六典滕铖を作りしも、皆 
未： U 完全に至らす。. = j その後 ST 敎»を降し、ことありて、科條頗る沽 
繁 .に 涉\前後牴牾せしこと もなきに 非 ざれば， 世駔 U 更に一大修正を 
加へ、斟酌會通し'萬世の成法となさんとし，寧城府院君机恒、右譏政金 
國光•西平苕禅雄禧等敢人に命じて、 m 修せしむ、名づけて經阈大典とい 
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虞ぁりしが故1:、浚が逡巡して進まざ0しは、世祖の密疔を受けたるな 
らんといふ〇當時•内外の形勢は.實に容易ならざるものぁり、嚮 (: 端川 
の•人也潤 孫、 朝に仕へしかば•之を遣して逆順を論さしめしに、潤孫反て 
施愛に附して、朝廷の•密事 V 」 以て盡く之を吿げた bo 施愛は 又沬 言を 
放つて日く，禅明瀹、權荸、申叔舟、皆内應をなす-/世祖乃ち三人を論して 
内に入直せしめ.海夕必中親ら往て洒を勸めし*>•その實は之を囚ふる 
なり二說には直ちに三人を拘禁すともいふ、兎に角、嫌疑の明瀹®諸人 
にか 、 b しことは明かなり、これ等穐々の事情は.豈浚が聲言を大にし 
て、速1:進まざりし所以 U 非すやご 

されども康純，許保等は，進みて大に洪原及び北靑に戦ひ、又茲嶺雜 
以蝻«に戦ひし•か、賊、高に乘じ險に據\我東上るを得す、魚葙沼潜 {: 小 
舟を以て精兵を載せ、海曲ょり木を攀ぢ崖に緣りて•賊の背に出で•夾み 
て之を攻めたれ•は、賊支ふること能はすして潰亂す、施愛走 b て*州に 
還み、毚く妓女財貨 S : 載せて、野人に走らんとせしが•本州の人許惟一 T 賊 
芷耙李朝時代第六車世)11の來蹟及び大典の制定 



ども，便宜上第八章に於て之を說くべし'し 

李施愛の a は、 世祖十二年 {: あり、 施愛は vf 州(城 ■) の人 1: して.竹て會 
祺府使とな b しが、喪に逍て家居し、竊 (: 與心を落へ、その弟施へ：：と atl : 
叛す。初め施愛は、本道の節度使が竊に諸鋲將と rn ] じく叛逆を煤ると 
猓言 し、 節度使康孝文 、及び* 州の牧使你笟新を殺し，その ;* を 3 S し上書 
して 日く、 各邑の人民壶{殺されんことを疑ひ • ^-•:->i 紛々たり、願くは本 
道の人を以て守令に 除し、 人心を定めんと、その兵を取ぐるや、咸興以北 
の州邵、宰ひて守令を殺して之(:應じ、觀察使中*は、咸興 (: 殺され、その 


勢甚だ熾な 


kv. 


世祖乃ち龜城荇浚を四道( I 辟^胸-0郡總^1」し：/*^1^錫文を副>-し* 
許惊を本道の節度使とし•康 純， 魚有 沼、 Ifi 怡を大將 として、 之を射せし め、 
六道の兵三萬を徵發して、戍興に fr せし む、 i . つ 傅錫文 ^ k 3fi して , k 典 
に赴かしめ•浚は大兵數十萬を領して後1-發し^•麻 {: 至〇し： v 世祖雎 
に之を促し、も、逡巡して速に進ます、時に南方又訛々 I I ぁり、頗る•後顧の 


Digitized by Google 


Original from 

UNIVERSITY OF MICHIGAN 






趙を開きたるものは世 M な^'。 

世通は、又射御に長じ，武學に通じて、親ら五衞陳法、兵將說 、兵法 大 S U 、 譫 
將篇等の兵書を撰し、或は武臣を召して射的をなさしめ、能くするもの 
は不次に職を陛し、或は御饌を賜て之を褒獎せし かば、 人皆勉勵せ b と 
いふ、且、五衞都總府を立て、專ら軍務を委ねて、兵曹に隸せ T 、 その^:政振 
興に意を用ひしこと知るべし。其人材1:登庸するに於ては、拔英試'登 
俊轼を設けて'親ら之を策し.文武の e 俊異なるものあれば、秩を越えて 
擢用せり〇た >その集賢殿を罷めしは、端宗の復位を圖りし六臣、多く 
集 賢 殿ょり 出でしを以てなるべし。又その佛 典に 通せしは、世宗の 命 
にょれりと雖も、№1通寺、圓覺寺を創逑し.大藏經を印し.傅法綷を行ふが 
如き li 々の佛取を螫み しことある U 、 おのれ 大罪 惡 VJ 犯し、に因て、 之 
を購はんとするの意なき {: も非ざるべし◦もしそれ平索講究せ し •« 
略を施す(:至りては、再び北方の野人を征せ しことあり、 又李施愛の «L 
を平げしこと あり， 野人の役は、世齟の功業 t : 於て特筆すべきものなれ 


: jl : . 耙李朝時代第-:ハ箄世驵の取躲及ぴ大典の制定 



籾鮮通 *. 


二三八 


金時?9筚团ろ 


S— 


成功せり，これ實に朝鮮王室1:一箇の汚點を加へたるものなりりされ 
ば金時 f?(wg3 兀癸•巾末舟.(I麟)尹 SIT 、 李孟専'安止、丁克仁等の如き、世 a 
に事ふるを愧 t; て隱れしもの尠からず。中にも金時習の如きは、跡を 
佛門に託して .m 狂放浪•一世を侮弄し.颇る奇行多し.著す所金蒎新話、亦 
离 S; の作な b。 蓋し世祖は一面ょり見れ、ば、 M に姦雄の魁にして、又他 
の一面ょり見れば、英主たることを失は个、说ふ次章(:於て、^立以後{: 
於ける施政の槪略を說かん〇 

第二 IsS 立後の施政 

世祖は、天性•梁遇明：敏に して. 經國の志 あ b . 慨然として唐- i : 宗を慕ひ 
漢高祖を薄んす。その位に即くや、民政を察し、刑獄を愼み、 S 田を爲 し、 
官制を改め，暇あれば學を講じ道を； a じ、尤も易理を究め•親ら周易口訣 
を作^'、諸懦をして論難せしむ。且 Iti 叔舟等に 命じて、 太 II .太宗、世牟文 
宗四朝の善政を凝集せしめ、名づけて國朝寶鑑 とい ひ、又命じて東 H 通 
鑑を撰せしひ，この二耆は、皆 後 來の接撰に ょ卜て 完成せ b と雖も .その 
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怫然として怒 b、 その子を殺し、ことを M るを夢みしが、 Jg き *! S めて大 
U 怒り、命じて昭陵 siIY 發掘せしめ、敕=にして、纪禮を以て水济に移 
葬せしむ。 

咨|||の ^ 初め©山の寧越にある や、 短句 5: 詠じて ！II く•月白夜蜀魂 * 含， M 情一倚- 
樓頭；爾啼悲我聞^無，爾猓-無。我悲：寄語世上苦勞ん、愼货せ诈三月- f 规樓， 
國人之を聞 T - 涕泣せざるものなしといふ。又^あり 1^-1 く.一自«念出- 
帝宮；孤身隻影藉山中、暇眠夜々眠無瞼、窮恨年々恨不治、浒斷晚岑歿=:白、 
血流春ハ介落花 紅、 天 BM 尙未，聞 fe ?? 胡乃愁人耳獨聰％ v の幽悶愤附の 侦、 想 
察せらるべし0その.死するや、屍を江中(:投じたりしが、戶位嚴典逍、竊 
に之を收めて葬 b し程にて、典® Is をも絕たれた.^其後小京の吠昭 
一陵を復し柘山の墓を祭るのことありしも、«山の後を立るの^は行は 

»山 S — れざりし•か、肅宗の時に至りて、六臣の官爵を復して!!:;:§旎を保し、乂® 

I て端宗と铖 

す 山の位を復して 、廟 を端宗と號し 411 宋氏を定顺王 B と猇し r : yf 餘尔冤 
爵の氣始めて伸ることを得たり〇世祖の^辉は.右の如く (; して、今-く 

11 -圯孪栩時代第六$卅犰の本 W 及び大 1111 :の Irfll 定 二三七 
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ヒ王 4- J & llltc 
1:降封 L 寧拯 
U 放つ 


銶戒大耵瞀 IU 
4•復せんをか 
这りて殺3ろ 


蟄山を殺す 



之を磔せ b •世人遂に三 問、 彭年、應年、 is . 緯地 、誠 源を稱して六 r . l といふ" 

其他權 CI 侬、令•文@等、七十你人、诗浊累にょりて^を被れり。 

世祖旣に六 [II を誅して 後、 上:1-:の母 ffi 徳王后 VJ 追廢して庶人と し、 乂 
上王の a : 謀を知れる を以て、 降封して科山打と し， 蹲越取 r 於ちた^^ 

足ょ b 先、上 -- K は錦城大れ瑜の家にぁ b し 5: 以て、偷も亦順興 a lu 
安. , F /: せられしが、瑜の至るや，府使李甫鈥と相坍して，慷慨流涕し、游に術 
方の人士に結びて、 W 山を极するの計をなす、二年九 A IIJ 欽を召して檄 
を草せしめ、將に兵を發せんとせしが、密にその檄文を蘇み、京に至りて 
狻を上るものあ5、瑜及び111-欽は殺され、順興の;/ fK は^く戡せられ，淡 
南君新、永 S 君琼(啸抑^¥は、传栎邊(:安貯して岱錮せらる。足|:於て 
科山は又廢せられて庶人となり.妃釆氏は沒入せられて哲婢となり、^ 


で抑山は縊殺せられた 


の處设をなし、ものは、大抵鄭麟趾，中叔 


舟等の策に出でたりといふ'一人は传深く ill - iij ; の浴愛を受けしものな 
るに、 そ Q 孫 (: 於け る、 殘虡暴埃なる こ と此の，如し、他祖は又顯徳：卜：后の 
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を以て進賜となす，汝我祿を食まざるか—*二問日く、我進賜の祿を食ま t 
もし信せすん ば、 我家を籍して之を計^世 M 怒ること甚だしく，武士を 
して M を灼てその脚を穿ち.=11肱を斷たしむ C 時に申叔舟•王の前にあ 
りしに、三問之を叱して日く、昔汝と同じく集賢殿に直せし時、英陵{|)元 
孫( I )を抱き庭中1:逍遙して 日く、 寡人萬歲の後、 W 等此兒を 念 ふべ しと • 
言なほ耳に あり， 汝之を忘れたるか、意はざりき、汝が惡この極 i : 至らん 
とは，叔舟座に堪へざるもの、如くなりしかば、王命じて之を避けしむ、レ 
彭年、亦世祖を稱して必す進賜といふ、世祖大に怒り武士をして其口を 
«1擊せしめて日 く、 汝旣に臣と稱して祿を食 む、 今' m と稱せすと雖も益 
なし、彭年日く，予迤賜 U 於て、未だ嘗て臣と稱せす、亦祿を食ます、乃ちそ 
の啓目を校するに、果して臣の字なく、哲且の字を睿し，その祿は一庫に 
封閉せり。應字、塏も宵灼刑を施し、が、緯地を鞠するに至 b 、 怒稍弛び 
て灼刑を施さ > りき。此の如くして，三問、彭年等は，皆殺戮せられしが， 
唯柳誠源は•時 U 成均館にあり、變を聞き自殺せしを以て，その屍を取て 
3 EI 祀李期時代第六箄世 ill の事》及び大典の Kill 定 二三五 
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一三四 


あり、盡 


の誅して上王を後せんこと-千載の一時、央ふべからす* 


成三131等の計 
盡敗る 


彭年固く之を止めて日く、萬全の計に非すと、應孚を. 11 :めて發せざらし 
ひ。嗚呼、これ他日應孚が書生與に事を謀るぺからすといひて駡 0 し 
所以なり、もしこの日、應孚の言に從はしめば、その事或は成就せんやも 
知るべからざる|:、因循躊躇、空しぐ時機を失へり 0 是に於て金硪及び 
揶昌孫 li 忽ち異心を發し、馳て闕下に至りて铋を上 h . しかば、三問等の 
計*は耋く敗れた b 。 

世組出でて便«に御す、三問承»を以て入侍せしかば、武士をして引 
下さしめて之を詰りし に、 三問隱さす、更に朴彭 年， 李塏、河緯 地、 棟誠 源、 S 
應孚等 皆， V の謀に輿&を 吿ぐ， 世祖 日く、 爾等何すれぞ我に叛 く H 問抗 
聲して日く、舊主を復せんと欲するのみ、進賜の)人の國家を盜み取 
る、三問•人臣として、君父の廢せらろ^'を見るに忍びざる故のみ*進賜平 
U 動もすれば周公を引く、周公亦この事ぁ b や、否や•世祖頓足して日く、 
禪を受くる時、何ぞ之を徂ますして、今予 U 背くか、汝臣-〇稱せすして我 
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を謀れ be 

铎，明の他來りしかば，元年六：：：：、- III - 祖 u =：を期して I 11 I 德宄 (: 於て使 p . 
を宴せんと t 、 成三問、朴彭年等、その：：！を以て事を寒げ、成勝•愈應孚を® 
剣^齡作 〇〇 K |卜-)とし、实方に酣なる時に當りて門，ど»)ぢ、虛く 111: 祖の 
羽 M を誅して上:-!-:$:復し、又尹鈴孫 k して巾叔舟を殺さしめんと、その 
計进旣に /E まれり0 

然るに娣明汾は、幾微の閗1'-於て、この密泷を察したれば、 |111 徳;-;の狹 
溢に して J 1 氣候炎熱なる•か爲め(:1|»:子 (I IJ 5 の裳に臨む ことを 罷め、 
雲劍も亦內に入ることなからしめんと沾ふ戒祖之に從ふ〇足を以て 
成勝は劍を佩て入らんとせし1:•明 ifi 之を.11:めて入らしめす、勝.應 -^u 
必す明渝等を*殺せんとせしが、彭^三问之を.1|:めて1-.1く1|1〒來らす、 
明濟を殺すと雖も益なし、もし世子;5:福 >v ょり .II-. ハを起さ ば， 成敗未だ知 
るべから t 他 n を俟つ (: 如かす、應孚日くボは神速を K ぶ.もし他"を 
俟たば*恐らくは泄.〇、ことあら.ん *tf: 子來らすと雑も^ 1;> 賊子^此 {: 

JF . •祀李胡時代第-:ハ窣佾 M のポ城及び大典の ailliii ••一一—三 
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結3 


外の^を總ぶ 、復ね 何の大任を傅 へんとするか、: l ; t:l く、 計已 {: 定まれり、 
改むベから すと、 乃ち- R 瑞をして大 a c を將ち來らしめたれば、諸 n » 色を 
失ふ*王、揉を召し1!:、揉趨り入0.俯伏泣涕して固辭せし炉ば、-1£手づか 
ら大 K を執て授く ，揉 fa 辭すれども許されすして、終 1 :その禪を受 く、 足 
を世祖とす〇 

蓋しこの禪位の通は、•械^:に始 io 郯麟趾に叹00といふ、端^をし 
て斷然この事を決行するに至らしめしは、禅々奸譎の運動をなし、も 
の ^ るべけれども ^ めて祕密の111:行はれたれ ば、 禅確等を始 i して、 
朝臣みな愕然たらざるものなし、その如何なる方法を川ひたりし や、 今 
W はらす、思ふ i : 醜穢 S ふ {: 忍びざるものあ-^しなるべし。 

世祖の位 (: 即きたる は、 竊に姦諶を速らし、叔父を以てその姪の位を 
笕ひたること右の如くなれば、慷慨忠袭の士の愤激せしもの鮮からす0 
中にも成三問及びその父勝，朴彭 年、 李塏、河緯地 、柳减 源、金 確、 愈應孚等は、 
端^の位を遜れ，上 :(£ として S * 康宵 (: あ6しを以て JI : 位を极せんこと 
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叔父孝友本•乎天性：忠莪出-於至 M ¥ 沖人*家不&运居•至親〖菩=無±之 
心；皇甫仁金宗瑞等、陰爲薄援：叔父齊發義勇 1: 舉迅 掃、 不，有•叔父¥焉^ 
玆 It 可，^托 fc 寄^社稷之臣『旣以，成王寅•周公一者▲貴•叔父；當，以、周公4¢ ㈣ 成 
王，者 Jf , 寡躬/ 

誠源は草し畢 りて 家に還り大に痛哭せ b といふ C 揉は この 敎耆を 
賜はるのみならす、又鄭蟒趾、韓明淆等三十六人と共に•靖難の動を錄せ 
らる〇 

李澄 r « の«咸吉道節制使李澄玉は*宗瑞が薦めて己に代らしめしものなれば，揉 
は朴好問を遣し*疾く馳せて澄玉に代らしむ、澄玉之を疑ひ*好間を搫殺 
し， 兵馬を部勒 し， 將に江を波りて大金皇帝と稱せんとせし •か、 鐘城に至 
るに及び.判官鄭惊、夜に乘じ突入して之を殺す。 

S 宗位な卅||かくて琛の威權はばに碰にして^宗は終に位を禪らざる可らざる 

|:譚る 

形勢となりたれば、三年関六月、宦官をして右議政韓確等に告げしめて 
日く、 今大任を以て領逯政に傅へんとすと’確等繁て 日く、 今領相悉 {中 

正紀李朝睇代第六箄世齟め本 Ml 及び大典の制定 





1 


so 


しめ、その死簿にあるものは、之を椎殺せし む、 皇甫仁及び兵判趙克 K 費 
成李 II 等以下，殺さる、もの甚だ多し•又鄭笨•趙遂&等を S し •« で之 VJ 
殺し、宗瑞等の首を市に鬼して其子孫を誅せ bo 乃ち敎を下して日く* 
姦 K 1 皇甫仁、金宗瑞等、安平大君瑢と交結して不軌1:闽る•巳に罪に伏せ 
しも、塔•か至親なるを以て、法に致すに忍びす、外に安- S す4®を江#-1: 
竄し、尋で鄭麟趾の潘にょりて，瑢に死を賜へり〇揉の殘忍躱戾なる、荷 
もその計策に妨げあるものは、敢て诬罔を恣にして.罪名を揑造し•先王 
逍託の臣を^し， IP 1 胞の弟を殺すが如き、如何なる手段 i : 用ふるも惮ら 
ざるな bo 

揉は旣 (: 宗瑞等 i : 殺し、 領議玫 、判 吏兵曹、兼内外兵馬都桄使、 m 國甫蜞 
に拜せられ、鄭麟趾を左 Is 政とし，幃確を右遴政とす。百官揉•か功を褒 
して、 周公に比せんことを請 ふ、 因て集賢殿をして敎書を草せしめんと 
せしに、諸學士皆 c げ去り、®り柳誠源のみ在りしかば•迫りて草を起さ 
しむ*その賂1:日く" 
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諸大钌は、競ぅて3 S 客を迎へしが、文人才子は壶く安平大 fru 祕し It 
士は多く首陽大 ?r に歸せ〇。韓 Hn if* ff て權窣 (: -MIIJIII て H く、いま主少く 
して國疑ふ 、聞く 安平 1^: (: 兄志を ^へ： IflJ して rl - 陽大矜典1:撥 al の才あ 
b と，子何ぞ辭を徵して その 志を齟ざる、時に It 陽大秸人才を權荸に問 
ひしに、 学麻ち (: 韓 11|] 汾を漱む 1|« ,汾少ぅして落拓、火志あり、首陽大打に 
謁するに及びて'見傅の 如く、 大に優遇 せらる、 * •に 策を 獻 じて E く、 1 H : 
道變 あり、 文人は用な し 、. s しく武士 [: 交るべしく闪て武士供遠 孫 、 sir 
等三十除人を as む。 

首陽火芯 rt 乃ち榦明说.描^等 i 密に訃策^一議しポを取げんとして 
日く'金：瑞最も®; i なり，先づ此人を诛せば、砍は•小ぐるに足らざるべし 
と〇端。元年十3:、揉<:1:ら武士を准ゐてぶ;1;瑞の家に：企0推幣して之を 
殺し、承旨«1佾を召して^瑞を殺すの111を；沿5、與に不を携へ入6て王 
に見ゆ，王笟き^て日く、ただ叔父我を活せょ«;:!:く、|;1當に之を處すべ 
し ん 禅明 i # をして 生殺 簿を持して 門 内に 迸せ しめ， 諸 宰を召して 入ら 




Digitized by Google 


Original from 

UNIVERSITY OF MICHIGAN 







1 . 弘皞位に即く是を端ぶとす“に年僅に十二.而して球以下七大 t ; の 
. 勢 ^ は頗る强盛に して、 みな叔父の尊 5: 以て之 (: 臨み たれば、1*] ょり幼 
沖の主のょく駕御する所 1; 非す。文 {<!; の ^明なる、その isrBt : 此に及 
びし•か故に、薨するに臨みて、特に領 g 政桌 l ^^仁、 yl •^政№®右述政金-:•小 
瑞に命じて之を輔けしめしに、南智娲を以て辭せしかば、左«成鄭笨之 
{: 代りて相たり。その他、集賢學士成三 I.HI 、 朴お年、；''1絳： TII * 权卅.位、柳 
M 源等も、皆世:;-*の付託を受けて左右協抒せり。 

是 !KV 憲府の誚にょりて爽躱を 禁じ， 政府党上及び諸大れに小 II ぐ 、 rj 陽 
大君 揉， 安平大君瑠と典に郴承旨娶孟卿 (: 闪り执政に小；：げて日く、奔競 
を 我等 {: 禁中る は， 我等を疑 ふなれ、いま 下：、 即 a の ^(: 常り我等を疑ふ 
は、これ自ら羽芻を剪つ のみ、 我等この危疑の際に： gT 、 大1:1と北(:_難 
を濟はんとす、豈反りて猜忌せ“る、ことを思はんや、^|1|仁等大に熵 
き、佯りて知らざるが如くし、答を; £ 府に歸 して 之を? 1む、 大パの勢力、旣 
に尋常ならざるを見るべし0 
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第六章世祖の事蹟及び大典の制定 

第 I 節世組の釕立 

世 iVI ; は男子十 A 人ありて世子 W 及び揉 I 瑢 t S 、 一 神 瑜、 棚 琳 、| 块、 w/k 
の七人は、妃沈氏の出(:して、揉以下は K 太召(:封せらる。 1 IL -:;1 の薨す 
文宗立つ るや、 饷嗣ぐ是を文^ とす、 文^は明毅仁恕#:友恭儉にして^を好み士 
を愛し•世子の位にあること三十年、先；土を左右せしこと甚だ多し。そ 
の位に即くに及びて、 K 路を開き節義を獎め、文^ X び武を®んじ、五衞 
を， «!: き，親ら陣法九篇を 製し、 度僧の然を申嚴し、成均四學に奴婢を增給 
し、' m 民皆至治を仰^せし Y 不幸にして在位二年、- S 三十九にして^じ 
^ り〇もし文 ^ をして中赛を保たしめ ば、 特に世:;;の業を侬弘して餘 
りあるのみなら t 王室も亦厄速を免れしなるべし」然るに文:;-;は中 
道 (: して薨逝し、幼沖の世子弘皞を立てざる »'r らざろ(: 至る、 これ實に 
世祖釕立の禍を開く所以な b 。 

正祀李 籾時代第.： ハ 章 世 IR の 事蹟 及び大典の制定 ニニ 七 
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靱鮮通史 


ニニ六 


魏| 


海東の a # 


宗 AS と條約を定めしむ〇この條約は、三浦5:開きて、毎歲朝鮮ょり與 
ふる所は.米豆幷せて二百石、貞盛の歲遺船は五十隻とし*もし已むを得 
ざる事あれば、別に特送船を遺すこと、して、質易を罃め50又大內氏 
の吐きは、久しく使を通せし•か、其後、 a 山、山名、斯波、溢川等の諸氏も、皆使 
を遣せ bo 然れども必す宗氏の文引を受けざれば•朝鮮 U 之を接待せ 
す， 是ょり 宗氏世々朝：鮮往-復の事を掌るに至れ bo 

太 ^ 世:; 1 の時に當りては*太®の遺業を恢弘 して、 lil 速益 I 险 a に趨け 
リ〇殊に世宗は內は學藝を興し，政治1:整へ、外は明 i U 本と U 於て，和 
好を修め、北邊はその地を拓きて•防備を固く し、 在位三十二年の間 « る 
べき もの.甚だ多く，時に海東の堯舜と稱す。當時もしこの二君の統を 
承ることなか b せば、太祖の業、成否未' fr 知るベから す、 然るに天の朝鮮 
に幸する、相繼で英明の後顯を得たるは、實 [: 數 n 年の基業を M くせし 
所以な bo 
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按を萤古(:求むるが如きことあるべけんや c - n . 钠鮮の 4 IYKV にて <i „ 
も蒙古と聯合の記#あることなく、蒙古にも亦; JI : (徴證あらざるな bo 
然るに 後世史家 •大抵 探題 注進 狀 S 聞御記等 {: 從ふものは、蓋し注進 W 
は當事之を防禦せしもの、報告にて、御記は記録の is 古なるを以ての 
故なるべし〇されども當時我邦未だ海外の形勢を審にせざるの みな 
らす、敵軍の 情狀 1: 報 fr することの、或は誤謡に陷るは、古今の免れざる 
所なり、況や傅聞の記織に於て*， v の JS 僞を究めずして、妄6(:從ふこと 
を得んや C 

對扔との交除は、是に於て一時阻絕せしと雖も1|±^は悉く；^本人を 
攘斥せんとするにも非ず、その三浦(態 IUMI I 、辦瞻 .1 ■ 1)(:住せんことを 
願ふ者數名は之を許したれば、年を逐てその數益-增加せしと以て，十八 
年 ( S 辄 > vfflflr は六十名.を留ること S せり。か{て n -: 來«站も flt :# 
な b しかば、その條約を定るの必要ょりして、廿五年 swHI - MgMfrtte -^ 
伸文®狀官申叔舟を遺し、{: e ； 料ザ|獅11 . f 娜 f ，記)乂夕 SS を®して. 

正 把李 明 時代 第五萆 太宗世宗の枱 鯖 ニニ 
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缞す 


をの議を赞す C 上王直ちに長川君李從茂を三軍都體察他とし.柳廷顯 
を三道都統使とす、從茂乃ち九節制使をして a 尙、全羅、忠淸，三道の兵船 
二百二十七隻，卒一萬七千餘人を率ゐしめ，馬山浦を後し進みて對 m を 
侵す〇初は突然の襲擊なれば•頗る勝利を得たりしが、^ I ' i 茂力を班し 
て防蛾し、漉川、少5¢、大友等の諸族兵を出して之 V - 援くるに及び、大に敗 
績して還れり0 

抑 I 此役は、從來邊疆の倭寇に困しみしが爲めに，對®人の虛に乘じて. 
其巢穴を覆させんと欲する 一 I 1 S 忽卒の計に遇ぎざるのみ。然るに我 
邦の文書記錄には、九州探題注進狀右聞御記以下、大抵蒙古朝鮮の聯合 
5 R とせ6。當時蒙古1:は阿魯台といへるものありて、)#--明<;抵抗せし 
が®宗元年の頃は.その*刺に迫られしが爲めに、姑く明に服從せし時 
なれば，遠く =本に兵を出すが如きことあるべからす〇朝鮮は明に服 
事して，この前後1:明の蒙古を征せし時には、 MJ を送り軍用を助けし程 
なれば © 令蒙古ょり绣導せらる、も、固ょ b 當1:從 liVJ るべきに，却て 
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の放還にあり•足利氏の求むる所は IKM にあ b て、 兩國政.府の間には、使 
節屢 I 往來し、交際渝 6 ことな かりき。 

對馬地方に於ける關係は稍同じから t 對坶は倭寇の巢窟な b とし 
教 S 擊9 て， 高鹿末にも師を出して之を擊ちしことありし，か、太祖五年^ |)十二 
月、都， 統使金士衡、都兵馬使南在に命じて、壹枝對馬を征せしめ、明年正月 • 
師を班し、ことあ bo 本邦にては、本朝通鑑( I 齡氏)諸家系圖赛等に、應 
永六年(威辟) U 犍靼の對馬を ft し i こ i 見えたり、恐らくは彼我何れか 
年代の錯誤せしものにて、太旭の末年頃に當 b て、 I 回對馮を侵し/.こ 
とありしは事賁なるべし0 

その後 tt 宗元年(城|廿) H 本人の支那に向はんとすといひて、黃海道 
海州に來 b . 海食を求めて去 b し者あ bo この!^±宗は旣に位を世宗 
に禪卜しも、なほ上王として兵馬の權を掌 b しかば、上王反び世宗は領 
議政柳廷顯•兵判趙末生、薄判許稠等を召し、虛に乘じて對馬を殄殲し，賊 
の還るを邀へんとすることを議す、衆みな之を不可とせしが、末生獨 b 

正紀李朝時代第五尊太宗世宗の治綾 




'ベ备抒 ^ r 王胜* iH 茅十 K 依 *r ガ.一 

在斧闥熬得遶智者在#見取如ナ 
，來阿昂訶三箱三彿晓奢利誇#如 
如意寶砵戰司^乎彼即自在座；^ 

一' f 而 if^r 者如是奢利弗菩蘸, 

1 tf & 無有‘一象生^^不與作寶争 
無有一 f 矸而不我作善稚乃 J j | —一 
•無為涅脉奢利弗哿靠.•李足人吾| P .'!... 
作摩尼弟子隨研唷 41 ^呼^思若^一 | 
«栻 e 光&膀 J - 知色棒 E 彼作珠 H 
人老攸争予當得多種冉千斯乘而 *.11 
一用活會が是奢黧：^一辛 M 酿隨~ | 


を搜索して之5:還し£ 
大蔵經の板を求めしに、 
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ふ所は倭寇の禁制、俘虜 


Digitized by Google 


Original from 

UNIVERSITY OF MICHIGAN 








Digitized by 


Google 


Original from 

UNIVERSITY OF MICHIGAN 


倭寇は•高鼯末ょリ以來、實に國家の難問題にし'其後少く袞へたり 
しも、未だ全く巳まざりしを以て•太祖即位の初、僧赍鎚を遣し•書を足利 
慕府1:致して、隣好を修めんことを請はしめたれば•足利莪滿、僧中律に 
命じ書を作 b て之に答へしむ。太祖又海港要害の興に葆戶及び水軍 
處礙使を. , a きて、防備を嚴{:し、穐々の手段を竭したり0七年3.3乂朴 
敦之を遣して好を通せしめしかば，大內義弘之を山口1:接待せしが、前 
將軍道義 (_) 魂弘に命じて海烏の殘寇を殲滅すべきを渝し.[ I 大藏經を 
求めしむ。此時、邊海沬賊の抄掠は、遜く絕つこと能はすと雖も、亦甚 rr 
しき患害をなすに至らざ b しは、必すしも太祖の處 S その當を得たる 
のみならす、：：！本に於ては、太祖二年に、南北兩朝0講和旣に成 b しを以 
て、流賊漸く衰へ、遂にその禍を減することを得たるなり。 

太宗九年 ^|十) 又使を日本に 遣す，足 利 義持、僧 周 Mv 」 ie して之に答 
へ、 几大藏緙を求めし む、 世宗の時に 至りて、 之を 求ること益<切な りしか 
ば、 五年(付料ョ)大藏經 5:贈り、俘虜を還さんことを？把ふ、道詮(|)乃ち俘虜 

正粑李籾時代第五幸 太宗世宗の治 綾 
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野人の入寇 


四邪か匱 • 


は、 一時籤く驩逐し難き事情の存せしものなるベけれども•東北 邊は， £• 
よ b 永く朝鮮の有となれ be 

初め建州衞婆豬江|| | j の野人李滿住 等， 遼東を麻掠せしが、軍民の 
捕虏となり艱苦に勝へす•逃れて朝鮮に至るもの•世宗五年より以後、五 
百六十餘名に 及ぶ、 王悉く之を明に送る。是より野人怨悄して、屢、邊境 
に寇 し、 十五年 a ^5 粒 ® 李滿住四15餘騎を率ゐて間延に入寇す、 王、 判中樞 
崔潤德 を 平安道都節制 使とし、 金#誠1:都鋲撫とし•兵一芘五千五百餘 
人を率ゐて之 ^ ^せしめし•か•潤德進擊して之(:勝ちし かば、 王 その 功 
を 赏して、潤德を右讅政と す。 

旣にして李滿住は人を遘して和を乞ひしも，其後野人じ、頻に閲延に 
寇せり。間延はもと咸吉道甲山郡に屬せしが、太宗はその遼遠なるを 
以て、之を割きて別に郡となし、世宗は更に之を平安道に«せしめ、茂爲 
虔 W 慈城と共に四郡を鴨綠江の南に - is て， 西北邊を防備せり、是に於て、 
北邊兩面の經賂粗定まれ卜。 
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世宗の初 M 敬復を咸吉道®制使 i して、野人を錤撫せしが、 十六 年、王 
は 孟哥 帖木兒父子 (狀醒 - tfo 5バ，の)の死せしに因て、 機 失ふべからすと 
なし、領議政黃喜、左遘政孟思誠を召して Is し’其虛に乘じて€ 1 隳を回復 
し3:滿江の：犬險を以て、疆界となさんとせしかば、黃喜•孟思誠等之を賛 
せ b •因て金宗瑞を成吉道都節制使とし、鐘城、會尊 S 源、慶興の四錤を® 
く。議满或は S 瑞、限りあるの人力を以て、成す* »r らざるの役を興す、其 
罪誅すべしといひて、寵城 a 醜〕槐作と)を以て疆界となさんと欲す、王 
日く、寡人ありと M も^瑶なければ Itb 事を辨するに足らす、^瑞ありと 
雖ももし寡人なければ、此事を主るに足らすと、固く執り.て變せす、又^ 
瑞をして意%を上らしむ、宗瑞萬言書を上りて、詳に北邊の情狀、備禊の 
方略を陳す 、王 その宵を覽て、大1:喜び、益-之(:委任し、南方諸道の人民を 
移住せしめ、二十二年、穩.城邵|:蹬き、三十|年、富寧府を設け、北邊の六鋲 
を定めた bo た > 豆滿江に沿ぅて長城を築きしも•富寧の東踰嶺の外 
(§ M ) の如き•江內の地にして長城の外にあるもの、皆之を野人に與へし 
正 IBI 李朝時代第五幸太宗世宗の治鐙 



北羿の變連 


易の性質 V 】箱び r : るものな bo 

朝鮮北方の境外は明の覊糜州にして、特に衞所の*名を存すろのみ 
にて、その政敎の及ぶ所にあらざれば、朝鮮の之に對する關係も•亦 ci ら 
明と異ならざるを衔す。且、明にては、建州衞、野人衞.毛憐衞等の名あり 
と雖 も、 朝鮮にては、總て之5:野人と稱せり、蓋し野人とはもと女具族を 
稱せしものに て、 明の衞に名づけしも、亦之に因りしなるべし。雄州衞 
は平安道に界し 、野人 衞、毛璐衞は咸吉道に接せしが如..、なれども al : 區 
畜甚だ明瞭ならす、又明にても建州衞野人な どと稱 せし こ ともあれば. 
野ん の名は廣き意味にも用ひられたるが如しリ 

咸吉 道 e « の地は、萵鹿の時ょゎ、種々の變遷 あ b しが、太 iiTi 七 年、 孔州 
{«* 地方は、 組 宗肇基の地 U して、且一一 陵 ( I 雜麟ぴ)の存する所なるを以て • 
慶源府を 置き、 ¥. 滿江までを奄有 し、 太宗九 年、 府治を蘇多老 3*1 I 3 I : 
移し、が，十年に至りて、女眞入寇し•防守捶めて難きを以て、二陵を咸州 
し、常寧 ( U ) 以北を棄てたり。 
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時の顏る苦心せし所な bo 明に於ては，國初より謹愼して之に事へ*太 
宗以來も、使節常に往来せしが、明の成祖は、太監黃®を遣して女子を求 
めしむ、因て女子を擇びて送ること數回、後宮に入りて 妃嫌 となるもの 
數 人に及べり，その後亦女子を求めて後宮に入れしめ、或は茶飯を爲る 
の女子を徵せしが，明の英宗位に即くに及び、婦女五十二人を送還して 
之を罷めたり。其 他 明よりは朝鮮に對して、.ぬ牛及び IK 犬の類を求め 
しかば，太宗は馬三千匹を進め，世宗の時には馬一萬匹若くは五千匹を 
進めしこと数回なりき。太宗九年.僙眉壽を遣し、金銀は本國の產する 
所に非ざるを以て、その歲；貫を免せんことを請ひし も、 許されざ b しが、 
世宗十一年、(酬轉德)恭寧君描を遣して，再び之を請ひしかば•遂に許され 
たり。又朝鮮の明 {: 求ひる所は書籍1:して、明より賜はるものは、書111 
の外、線段、磁器、藥材の類なり、丽して詰命冕服は、その尤も榮卷とする所 
なり。耍するに，朝鮮の明に對するは、所|1事大の禮を執るものなれば、 
その本 J ® の關係たるこ-」は勿論なれ ども、 その贷献と賜赍とは.贲に S 
正 祀李籾時代 笫五單 大宗世宗の 治拔 





b し炉ば、十九年、更に諸臣と反班 H 論して之を定む、その法麈尙、全羅.忠 
淸、三道を上等とし、京幾、江原、黃海ゴー逍を中等とし、咸吉、平安，二道を下等 
とし、其三等道の中に於て、又三等を分ちたり〇廿六年、田制詳定所を^: 
き•晋陽大君揉を都提調とし、河崔、朴從愚、鄭麟趾を提調とし田六等を分 
ち年六等を分つの法を定め、三十年、八道の田品を改定し、大帒を遣して 
K 察せしめ、又 aJg の敎を下し，農事 K 說を撰して*之を中外(:頒たしめ 
しが如き、その意を民政に用ひしを見るべし。 

錄科 二十一年，四孟朔頒祿の法を定め、正一品ょ4九品に至るまで十八 
科に分ち、米豆麥轴布楮货等を以て^•風秋冬の四季に給與す•之を祿科 

1 f 较の基 といふ〇蓋し經固元 典辕典の 後を承けて，六 典賸铖 k 作 他日锊圃大 
, 典完成の基礎を定めた るは、 賓 (::+: の時に ぁりとす、 これ世^の内治上 
に於ける功緖なり。 

第=節外國の關係 

明の M 係 太宗世宗の時1:於ける外國の鬮係は*大纷搔ぁるに非すと雉も•亦當 
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道 S ! の法を行 ひ、 德行才貉の衆に超ゆるものあれば、諸道の観察使に命 
じ搜訪して以聞せしむ。吏判黄3甞て太宗の讓寧を廢するを諫めし 
が故に、免せられて庶人となりしが、王之を召して穐判とし、遂に相位に 
陞せ 、之に 任す ること 二十餘年 、又 判事金 何の 如きは、特に その 漢語に通 
するを以て愛護甚だ至る、 その 人材を用ふるに、大小を禪ばす して.谷-そ 
の能を竭さしむること、率ね此の如し0 

又尤も刑獄を恤み、務めて之を輕減し、寃を含み恨を抱く^なからし 
め、禁府三极の法を立て、犴獄の圖を頒ち，笞背の刑を禁じ•老幼の笊身を 
除き、 m 致 雲(:命じて、律文を 講解せ しめ、 凡そ疑 f ( J あれば 必す 致 ^を召 
して之を議し•平反する所多し〕是ょり先、主の奴婢を殺すは、是非を問 
はす^奴を抑へて- i 主を佑くることな b しが'世宗は深く之を戒めて 
日く、奴婢は賤しと雖も天民な欠決して無辜を濫殺すべからすと、その 
譎見の尋常に超出するを見るべし。 

租税は、太 M の時、旣にそ の 數を定■めたれども、未だ整頓す るに至らざ 
正圯李籾時代第五牮太宗世宗の治狻 





文と對照する時は、其間に於て互に類似の點ぁれば、錢文はその梭範を 
八思巴文字に取りしことは疑な f かるべし。朝鮮人は之を篆文梵字に 
傚へ6といふ，蓋し八思巴文字は•その本源梵字ょ b 出でたれば、梵字に 
傚へり i いへる•は、必すしも謂れなきに非す、又その形體に於ては多少 
篆文に傚ひしこともあ b しなるべし〇然れどもその主とする所は、八 
思巴文字にして、明の黃瓒も或は八思巴文宇に通せしもの(:て•斟酌損 
益の際、その意見5:微せしには非ざる歟。もしそれ諺文を以て、我邦の 
所謂神代文字ょり出でた 6 とす5說の如き、今 rl に於ては、 その m 妄旣 
に明かにして、主た辯を俟たざるな60 

蓋し太^世宗の時には、瓶るべきこと尠からすと雖も、活字印刷と諺 
X 製作とは、實1:靱鮮五百年問の偉業にして、 文化史 上特筆大省すべき 
ものなり、これ豈朝鮮の最も； t 揚すべき所に非すや。 

世宗は又意を政治に用 ふること 頗る周到なり、七年、柳廷顯、許親等の 


議に より、 官吏久任の法を 立て、 八 年， 始て百官を 


對せしめ、こ十年 
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道®の法を行 ひ、 t!i 行才貉の衆に超ゆるものあれば、諸道の ft 察使!:命 
じ搜訪して以聞せしむ。吏判黃咨•甞て太宗の讓寧を廢するを諫めし 
が 故に、免せられ て庶人とな b し •か、 王之を 召して 9S 判とし， 遂に 相 位に 
陞せ 、之に 任す ること 二十 餘年、又 判事金何の 如きは、 特 U その漢語に通 
するを 以て愛護甚 rr 至る％ v の人材を用ふるに、大小を擇ばすして •谷-そ 
の能を竭 さしむる こと、率ね此の如し 0 

又尤も刑獄を恤み、務めて之を輓 減し、 寃を含み恨を抱く ^ なから し 
め、 禁府三視の法を立て•犴獄の圖 を 頒ち•答背の刑を 禁じ、 老幼の禁身を 
除き 、 m 致雲 (:命じて、 律文を講解 せしめ、凡そ 疑 flj あれば必す致雲 AJ-B 
して之を議し.平反する所多し。是ょぅ 先、 主の奴婢を殺す は、 是非 !: 問 
は t 其奴を抑へ て、 其主を佑くるこふなりしが、世宗は深く之 |: 戒めて 
日く、 奴婢は賤しと雖も天民な り、 決して無辜を濫殺すべからすと、その 
識見の尋常に超出す るを 見るべし0 

租税は、 太祖の 時、 旣に その 數を定 ■め たれ ども、 末： U _ 頓す るに至らざ 
正钯李期時代第五箄太宗世宗の饴綾 



文と對照する時は、其間に於て互に類似の點ぁれば，諺文は その 模範を 
八思巴文字に取 b しことは疑な^るべし。朝鮮人は之を篆文梵字に 
.傚へ6といふ、蓋し八思巴文字は、 f •の本源梵字より出でたれば、梵字に 
傲へりと いへ る.は，必すしも謂れな きに 非中、又 その 形體 に於て は多少 
篆文に傚ひし こともあ b しなるべし〇然れ ども その 主とする 所は、八 
思巴文字にして、明の黄！？も或は八思巴文字に 3111 せしもの (:て， 斟酌损 
益の 際、その 意見 5: 镦せしには非ざる歟。もしそれ 諺文を以て、 我邦の 
所謂神代文字より出で た b とす， 〇說の如き、今 H に 於て は、その 謬 妄旣 
に明かにして、また辯を俟たざるなら。 

蓋し太{ポ世宗の 時には、 觐る V きこと尠からずと雖も、活字印刷と諺 
文 製作とは， 實に朝鮮五? T 年間の偉 m にして、 文化史上特筆大零べき 
ものな*^、こ れ豈朝鮮の最も誇揚すべき所に非すや。 

H さ治 世宗は又意を政治に用ふること頗る周到なり、七年、柳廷顯、許稠等の 
議によ b 、 官吏久任の法を 立て、 八年•始て百官をして輪對せしめ、二十年、 
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1 古字 


音韵を質問せしめしこと十三回 U 及びたりといへども’黄瓒の事路は， 
明瞭なら すして•その 關係如何を詳か (:すること 能はす0 

r * rT 6 u 1 c レ U 丑ロスース<方亏 右傍1附したろ U - 今 

0 SA 、 一*—上卜丁ィ jitt - ttt ' :::用ひざる t の^-;;:.」 

それ諺文は、昔字 (:' して義字 1 :あら t 從來行はれたる漢字とは、その性 
質を異にして、尤も巧妙なるものなれば、必す他に摸倣する所なかるべ 
からす。蓋し高鹿時代は、久しく元に服《して、元の勢力は.高鹿半岛を 
風靡したれば、元の世祖の時に作りたるん思巴 X 字も、亦高鹿に 5 は\ 
元衰へ明興るに及びて、元ょり賜はりし蒙古文字の舖馬八道を明(:還 
し、ことあり、李朝時代に至りても、司譯院には蒙古學あり、又諺文作者 
の 一 人なる申叔舟の如きは、蒙古語にも通せりといへば、診文を作る時 
に於て、八思巳文宇を參考に供することは、事情の當に然るべき所な bo 
且•八思. G ' 文字は、西藏文字より出で®藏文字は■梵字より出でて•之を諺 


正* E 李籾阽代第五单太宗世宗の沧綾 
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遣して、北極の高度を a らしむ〇哚洲にて器械を以て雨 ffi を测定した 
るは、西紀一千六百三十九年に始まりたれば,'】の時ょり後れたること 
約二百年なり。 

1 y .^ の時に當り.文學技術の進步せしこと•旣 (: 此の如し.是1:於て新 
に文字を製するの必要起れり。抑 I 朝鮮 1: ては、 ^ 紀千三 W 五十年の 頃、 
新羅の薛聰 *> 作りし a :, 道とい一るものぁ b しが、是た > 淡字を借りて 
其者を寫し、或は之を歌詞に用ひ，或は漢文の間 U 揷入して、我邦の送假 
字の如く用ふる(:過ぎ ta その古代の製作1:出でて、廒く當時の川を 
充すに足らざりし4ば、世^廿五年、局を禁中に№1き、鄭螃趾•巾叔舟、成三 
1か作る 問 、 m 恒等 (: 命じて、新字を作らしめ、廿 A 年 ( f - i 細 I 代 T ね)に至りて成 
る是を諺-乂といふ、字母 二十 八字* f > りて、初中終の三猓に分て之を i!li 
合する時は、有らゆる裸音言語 U 於て寫すべからざるものなし0(1112 
則心1如|. 5.1: 祁けれ吟？齡则、的” 1:)是昨||)1の翰林學士黃槪、_せられ 
て S 東(:ぁりしかば、世宗は三問等に命じて遼東に往來し、瓚に就きて 
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:顼乃ち十二律を 成し、 新磬二架^ 一造り て進めし かば、王， 律を吹き聲を協 
へて 大に 喜び、 十七 年、 朝 祭に 始めて雅樂を用ふ••唆は律呂に精通し、播で 
大依 られて憤 習都監提調となヶ 、專 ら樂事を掌る。又大小 簡依， 渾儀•欽敬® 
仰 釜日暮、日 星 定時儀* 自鼙 漏を製し M る精巧を 梅む、 皆王の意匠 U 出で、 
百エょ くその 意を測るものな か b しが、 た >護 軍 蔣英實、其 指示を 奉じ、 
奇を運ら し 巧を 騁 せて 脗 合せざる ことなきを以て， 王 甚だ之を m んす、 
人皆 日く、 換 と英實 とは •皆 世宗-制作の爲めに 、期に 應 じて 生れたるもの 
|閗 ？ と〇欽敬開は I 千秋殿の西庭に小 MS て、 紙を糊して山為 b 閣 
中に置く、 高さ七•尺 許、內に玉 漏機 翰を設け、水を以て之を激し、鼓人、鐘 人、 
司晨 i 女を 作り、 人力(: 由ら すして 自ら* ち 自ら 行く、天 H の度、甚漏の 
刻 $ 釐を差へす、又 漏の餘 水を以て欹器を作 5 て、 灭道盈虛の珂を觀 、山 
の四方 1:四時の 景を作ち、木を刻みて人物鳥獸草木の形を 爲り， その 節 
候を 按じて 之を 布き、 民生粽穡の艱を見る ものな b といふ〇廿四年 a 
is 相 I 碰赔 i ! iV 顿祀)銅を 以て 測南 器を®して、 書雲觀に 履き、 且 諸道に 頒 
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五 jfi 嫌 

三網行焚 


資治通鏗制^ 


治平? E 8 H 
能飛御天肤 


高II史 


歷代兵怎 


樂律播象 


て S 事&說を S 次せしめ，十二年、五禮の未 u 備 U ら•さるを廒り•許！ g. 姜 
碩德等に命じて、洪武の诏制及び朝鮮の禮谈を採り、參酌祺益、王親ら之 
を裁して、五藉儀を任めしむ、十六年•古今の忠臣孝子烈女の法るべき も 
のを f-l 錄し、なほ愚夫愚嫌の通曉せざらんこと$:盧り、その圔形を附し、 
三網行實を作らしむ、 書中に 鄭夢周を以て忠臣 傅に 列せし•か如きは、そ 
の用意の公平なるを見るべし，十七年、尹淮、權蹈等1:命じ、集賢殿 (; 於て 
資治通鑑網目の訓義を作らしめ、王親ら讎正を加ふ，廿七年、鄭瞵趾 (: 命 
じ、周 R 以後、及び朝鮮の興廢存亡の法戒となすべきものを尨めしめ，治 
平要覽とい ふ， 又組^積累締造の®難なる こと. 後:+: 知らざるベからざ 
るを以て、權缇等に命じ、龍飛御天歌を撰して、稷組以後の事蹟を述べし 
む。諸書編纂の成 ふや、 皆之を中外1:頒布せ bo 其他高鹿史は、文.；；.小元 
年に至りて 成り. 歴代兵要は、 據 m 元年に 至りて 成れ 〇と雖 も， 转世.":-:小の 
命に出でしもの なむ 0 - 

王 又， 深 <ぐ詞 を 樂律府 象に用ひ、大提學朴 m に命じて、新餒を造らしひ、 


正 Ifi 李期時代第五窣太宗世宗の治績 
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孝行錄 


朝鮮通史 


二〇八 


第一 I 節 世宗の文治 

世 ^は太*^の鑒拔 {: ょり、 王位を 承け、 天性聰明にして學 を好み， 尤も 
精を文治に勵 まし、 二 年， 集賢殿を捩き X 藏書開.を其北に 建て， 文士二十 
人をして、專ら丈翰に 任じ， 今古を 討 諭せし め、 待遇 M る 優渥なり〇され 
ども 猶士 人の意を 講學 (: 專に する 能はざらんこI を慮り. 大提平卞季 
良に命じ、 年少の文 P- 才行 ある ものを擇び て ft 暇を賜 ひ、 山寺に ありて 
省^! 說 i! しめ、 官ょ b 供具を 給す、 是に於て文章の±•彬々として锻出せ 
b。 九年、^ 學 を 設け、 文行 ある ものを選びて博士と し ^親を敎へしむ、 
この 時尹群，金^金末、 金泮 等、 转敎育を 掌り， 陴く緙史に 通じ、 終 n E々A 
を誨 へて 倦まず•頗る作成の効ありといふ 〇 

王は諸 K1 に命じて、會 *s を編®せしめしこふ鮮からざれしが、その主 
なるものを舉ぐれば、十年、晋州の尼•父を弑するを以て、俣循に命じて孝 
行錄を改撰せしめ、十一.年、五方の風土同じからす、樹莪各 I その i 且ある^ 


以て、諸道の觀察使に命じ*老尨&に驗するの術を訪はしめ、鄭招に命じ 
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世子椅か縻す 
太宗位な ft 宗 


1 沈征 


遂に提を廢し廣州 S 5*) に放ちて，讓寧君 i し、第三子忠寧君如 i : 立て、 
世子とし，十八年八月、位を掏に II る、是を世宗とす0 

其後1 S 寧君の卒するや•世 M 命じて祠を立てしめ、至德賙と號す、蓋し 
籩寧君は，第三子掏の賢德な6を以て、太宗の意之に屬するを知 b 、 详狂 
自廢 I して、之?:讓りし ものな b i いふ、 その 磨せられし後の擧動を察す 
るに、 それ或は然らん。 

太宗は、旣に位を世宗に傅へ、上王として延髂宮に居 b しも，猶自ら軍 
政を總べし•か、時に讒者ぁ b 、 上王に吿げて日く，都總制沈证は，兵钠朴習、 
姜尙仁と栩語6 て 日く、就令の二處に出づるは'口に出づるに如かす 
と、上王之を聞て大に怒り，命じて之1:鞫せしめ、吿引すること十餘人、朴 
砮，沈征、妾尙仁、及び吏曹鑫遴李灌等を殺し、領讅政沈溫は、证が兄なるを 
以て、亦死を賜ふ、 これ 畢竟•上王の猜疑よりして、 この 寃獄を典し、 もの 
にてそ，の失政たる ことは 諭な きなり 。され ども太祖の 業は，實に 太宗 
の繼述によ b て、 規模漸く定まりしもの i いふべし0 


3-;紀李期時代第五尊 * 宗世宗の抟被 


一〇七 
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卍糠 U 叙マゐ 
な禁 T 


勿らしむること是なり〇その後、成宗の大典を定むる.亦これに依りし 
•か， この再嫁禁制1:均しき法令は、高藤の末 ft 紀頹敗し、或は夫を殺して 
他1:適くものありしより'時の 辑弊 策として之を定めしとの說もあ 
れども，却て之•か爲めに、奸穢の 變 は言ふに忍びざるの地より起#て、風 
俗を善くするに足らざることは•朝鮮人も旣に之を- 3 へり。 

其二は、右代苕徐選の言1:冈て、庶孳の+孫は東西班の正職に叙する 
ことなき の 制を定めて、*庶の分を明にせしこと是なり〇その後大典 
亦之に從ひ、姿希孟の註に，子孫を子々 孫々 とせし よ >、 一層嚴 m なるこ 
と、な b し•か、この法は古今天下未 ： u あらざる所なりとして、之を論せ 
しも のら頗る多かりしと雖 も、 容易に廢*に至らざるなり〇この二箇 
條の如きは，法を後世に垂れて、その宜を失へるものといふべし。 

王は初め長子楊を立て、世子•となし、が、提は猖狂放 lli にして、®色 
畋獵に阶\宗社を承くべからざるを以て.之を廢せんム欲せしに，吏判 
黄喜、李耧等、堅く執 b て不可とす，た S * 拂廷顯深くその嫌を®せしかば、 
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gls 


丽 i 

るか禁 T 


年間依然 i して iyi 態に安んじ、神速巧妙 (:至ること能はざ b . しは，誠に 
惜しむべきな卜 Q 

王は又深く圖識の妄誕.を惡み、禮曹は上元曾の樂章に、夢金尺、受寶籙 
を TS - とせしかば、諸 C 1 の爭ふをも顧みす、斷然之を斥け、又， v の後 tit を惑 
はさんこ i を恐れ、 十七 年、左議政朴響.知中趙末生に命じて、斑 ^ 觏に往 
き、陰陽書の妖誕不經なるものを索めて悉く之を焚かし め、 その民間に 
あるものも.亦官に納れしめ、違ふものは、妖書を^るの»に依 b て之を 
罪せしむ。 十八 年三月，第二子誠寧荇裀の薨せし n . 1 ? 、 書.宴 觀 U 陰陽禁忌 
I :拘はり±歲、王の本命を M する(:ょり' lm 年正パを以て葬らんとす^ 
亦その妄を斥けて從はす，又^災に遇へば僧巫を聚めて雨を a ること 
を非とし、 tg 祀を罷めて人事を修めしむ OS 等の^を II れば、王の^見 
の流俗に拘束せられざることは'迥に- ic 祖の上に ありと いふべしし 

た > その3 n 意は、風敎を維持せんと欲するにあれども Jt ? lf - は偏狭に 
陷るを免れざるものあ b 。 其一は®嫁の女の子孫は，比版に上ること 


JT : 祀李朝時代第五箪太宗世宗〇抬铅 
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明 ll ¥_ 通史—.. I _二〇四_ 

刻し活版を作りしは•その權輿な b と雖も*字旣に粮整ならす、又破碎し 
易し，元の畤1:は、木版活字の法あ h ,、 明の IF . 德中、毘陵( I 舰| _)の人は、鉛 
材を以て活字を作りしことあれ ども、蜂. 庚中に*無鍚 (g Ev <s 
御兗を印す るに， 五年に して 俺に十の 一二を得た b といへ の 乾 隆 
の時に至りて•戶部侍郞金簡、四庳仝書中の善本1:採び て， 印刷す るに 活 
字を用ひ、改めて聚珍版と いふ、 所謂武英殿聚珍版是な り、 支那の活字は 
是 {: 於て漸く«1るべきものあるに至れ も 〇我邦にて は、 足利氏の末に 
木製活字ありし-！) M より太宗の後にあり、脱して德川氏の初に、铜製の 
活字を用ひしは，文祿の役、朝鮮にて»たりしものな6。西洋に於ける 
活字の發明も.西紀一千四百五十年にして、 太 :; •: 三年よ b 後る、 こと 四 
十 - A 年なり。 

是に由て之を觀れば、朝鮮活字の發明は、支那よ b 後れたりと雖も、そ 
の早く進步せしことは、遙に支那の上にあ&、而して鋇製の活字は«に 
その創意に出でたりといふ。然るに其 後、 他國の進步せるに反し、數百 
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陰嘆論語等の寄|:出して宇本とし、その足らざる所は首陽大君柔に命 
じて、之を嘗せしめ、凡そ二箇月にして、大字の活字二十除萬1:作らしめ、 
是を甲寅^とい ふ、 是に於て文字始めて鮮明となれり〇文宗は又 •安平 
大君瑢に命じて書せしめしを壬#字といひ、其後世邇は荽希顏に命じ 
て耆せしめしを乙亥字といひ、鄭 W 宗 .{: 命じて香せしめし IT 乙酉字と 
いふ、成宗は又王荆公，歐陽公集の宇を用ひしを辛卯宇といひ、通鑑辋目 
の字を用ひし5:癸丑字といふ*皆その鍺造の年にょりて名づけし なり 0 
右の如く活字を改鎮することは、歷代の王、みな意を此に用ひ、且當味 { i 、 
印'行せし書籍に跟ある時は•監印官を杖するの规宠 なりし かば•絕 て鍩 
謬なしといへ bo され ども 世^ 二 年には、一日の 印す る 所 僅に 二十餘 
紙にして+六年には四十舱紙なりといへば、後世の迅速なる もの i 同 
日の諭にあらすと雖も，害籍の刊布に裨益あ b しことは、插めて大な b 
といふべし。 

更に之を支那に考ふるに，宋の度®中に、畢昇始めて膠泥を以て字を 
正 IBI 李明時代第 玉 孝 太宗世宗の 治績 二〇三 
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u bo 

字印 s 活字印刷の事は、恭讓王四年 (I h 妙 J» 籍院を ® き、 嫌宇を以て書籍 
を印行せしこと あ b 、 何人の創造せしかは、詳かな らざれども •高麗 末ょ 
b 旣にその8を開きし •か、 王は更に之を利用せんとし、三年 al TO + J t t 刚 
撕0~-纤|)二月，左右&,て日く，凡そ治を爲さんと欲せば，必す博く典籍 
を— II 1 て、 後 U 格致修齊治卒の效を致すべし、然るに 害 II 甚だ寡し，因て銅 
を鲭て字を爲り，得る所の耆を印行して、その傅を廣めんと欲すと。乃 
10 tfi F 所，府の銅を出して、¥司平府事李襄•知申事朴典命、右代 
一言李膺等に命じて、古注の詩書左傅を以て字本とし，活字數十萬を鶴造 
せしめ，是を癸未字といふ〇然れ ども その字樣未 tr 善からざるを以て、 
世宗一一年(叫賊竹ん ) 十一月、エ曹金5李藏に命じて，更に改»せしめしが、 
字樣稍小にして顔る精好な り、 是を庚子字と いふ、 世^はなほその字體 
織密にして、閲覽に便ならざるを以て•十六年 sif 3 七月•復た知中樞院 
事李藏 、及び 集»«直提學金设 、直 集賢 fs 金鑌等に命じて#瓶亊實、爲善 
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朝鮮通史 


二〇〇 


例となる、これ實に®圃の關係上、此に至りしもの1:て、朝鮮人の尤も榮 
春とせし所な b き〇然るに：！：淸®役の後、支那の li 束を離れ大稗帝國 
と稱するに及びて、明ょり受けし太祖以下歴代の湓號は、赛く之を削除 
せ -'bo 

第五 章 太宗世宗の治紐 

、 第|« 太宗の繼述 

太齓は王業を襴剡せ5と雖 も、 久しからすして位を避け、定宗も亦そ 
の位にあること甚 ； U 短し、 故に西般の枣朱だ整頓するに辛：らざりしが、 
太宗の時に至 b て、 粗その緒に就きた bo 

太{•小は、天資英敏にして才幹ぁゥ、讚啓を好み^胤の劍*を輔佐して 
その功甚だ多し。即位の後、頗る心を政治に用ひ、中聞鼓を設けて，下情 
1: 通せし め、 號牌 # A? LI : .f れバ f w»)l: c «v 作りて，戶口を明にし Am の 
州郡 ^ 定め、滯软を 戒め、 武備を愼み S を勸め俄を賑ひ、楮货を作 b て民 


Digitized by Google 


Original from 

UNIVERSITY OF MICHIGAN 



Digitized by 


Google 


Original from 

UNIVERSITY OF MICHIGAN 


祖鍉み見て怒氣面に形れ、御する所の彤弓白羽谙を以て、滿を引き之 V - 
射る、太 宗倉贲 として高柱に依卜しに，矢その柱に中 b たれば、太駔笑つ 
て日く，天な b と、遂に宴を開 C •择等密に太^に吿げて日く*1:期する 
時親ら獻すべから す、 宜く中官に授けて進むべし、太^亦之に從ひポ官 
をして®を進めしむ，太 組 飲み畢^'、笑ひて 袖 中よ^' 班 如意を出し座侧 
に S て日く、天に非ざるなしと C 是に至りて太祖は 外 その怨を释く*> 
如しと雖も，中心爵勃として不平&む能はざるの情想ひ見るべし〇そ 
れ父子兄弟の間，この不群のことあるは、拘に人倫の變にして、兄弟の爭 
閲よ b して、遂に父子の恩を傷る1:至る、太^は固より其黃を逭る、能 
はざる なり 〇 

太祖は是より後、なほ上王の位にあ h しも a た世事1:關せす，太 S 八 
年 as 付 〇* 抑!； Aftf) に至りて薨せり、享年七十有 四、 因て鄭擢を明に遣し 
て其喪を吿げしかば、明乃ち使を遺して弔祭し、諡を康献 I 賜へり。是 
より先、高 R 恭憨王は明より諡を賜は りしが、 今亦この事ありて、遂に常 
正班李期時代第四窣期鮮太 II の jn 業 一九九 



芳蕃，芳碩等は、前に述べたるが如く、兄弟の^奪にょりて、遂に非命に 
毚れしかば、太通の太宗に對する惡戚惝は.勃然として抑ふること能は 
太祖成*'1-奔 t その位を定宗に禪るや、東の方金剛山に遊び、遂に咸典に奔 b て還ら 
す〇是を•以て、太宗は屢-使を遺して安否を問ひしも、その使は皆殺載せ 
られたれば、其後往て還らざるものを稱して、咸興の差 ffi 员と日ふ(:至 


* 觝都1:還る 


成石磷は太*の傳交なるを以て、往て其意を回さん こふを 請ひしに、 
太宗之を許す、石礴乃ち往て人偷の變に處するの道を厢陳し、朴汶も亦 
請ぅて行き，反覆之を諷論す±ぶ又僧無學を索めて咸興に往かしめし 
が、 無學之を說くこと益-切なゥ 、太 ;;1が太祖の回鎏を請ぅ1:於ける、百方 
力 5 : 竭し/'こと此の如し。是に於て、太祖は終に都に還ること、なり 
しか ば、 太^は郊に出でて親迎 し、 S に帳慕を 設く、 河畨等日，、、上王怒未 
だ壶<释けざれば廑らざるべ炉らすゴを遮る高柱，宜く大木を用ふべ 
しと•太宗之に從ふ。相曾するに及びて、太宗冕脤を以て進見せし^:太 
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獲 塞 


萆俐の際，多少の紛後は免れざる所なゎと 雖も， 骨肉の間、*■この爭摩の 
禍 ありし は、 亦誠 1: 谯しむ べきなり。 

獨り定宗は、この間にあり，謹直方正. U して a 武略1:長じ#て太祖に 
從つて征伐 I 、藤-大功を立てしことあるにも拘はもす、開國の際に於て 
は、全く典謀に與らす、太祖の呵黃を受くるに至々しが•事變にょり、巳む 
を得すして王位1:登ること、なれり。されば即位の後(:も、盡く諸王 
子を迷ひ、髮を削り m となして、後患の至らんことを廉り、.王妃金氏も-亦 
M る賢 HJJ にして、 lit 子芳逾入見の時に於て、王を諫めて日く、殿下 M ぞそ 
の目を觀ざるや^く速1:位を傳へて、その心を安んすべしと、：土之1:從 
ひ在位僅 {: .二年にして、位を芳遠に傳ふ、赴を太宗とす。： 

定宗の.太宗に於ける旣に此の如し、故に太•：：>|>も亦友愛の近を^し、悉 
く諸：土子を還して節を賜ひしが、定宗は上王として別宮 (: 尻り、十五人 
の王子に訓勅して、寒士の家の子弟の如くならしめ、十冇九年の間、閑 K - 
して病 V 」 養ひ、終 1: 淸福を全うせり 0 


正 111 李朝 Bj > 代第四#朝鮮太姐の釗泼 
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㉟ 雜し朴 に芳幹を兎111(|海)に配し、又朴苞を£海(|賴)に流し、尋で之を誅せり0 
その後、芳遠位に即くに及びて、群 FJ 1 芳幹を誅せんことを as へども.王聽 
さす、芳幹遂に病を以て死せ bo 

SI の平ぐに及びて、河崙等啓して日く，夢周の%、祯安れなくんば、大事 
幾ど成らざらん、道傅の 81 、 靖安君なくんば，安んぞ今 I 1.あらんや J 1 昨 I I • 
奴事を以て之を觀れば、天意人心亦知るべし、 r | ふ；：十く位號を定めんと、 
作遠 g-T - と 定宗乃ち芳遠を策して世 T* とす 0 

抑-1®國以後、未だ十年ならざるに、已に二回の變讯あ.\邡逍5.朴茲等、 
亂を謀るといふ雖も、王子兄弟の間、もと軋櫟あるを免れす、芳逡の英 
通なる、太祖開國の業に於て，功緒尤も多く、その兄弟1:於ける'殆ど庚の 
世 K の建成、元吉に於けるが如し、芳器、芳碩及び芳幹等、功1:嫉み位を冀 
ひ、母后亦之を立んと欲するの心あり、芳遠は已む k 得すして之に應す 
るが如しと雖も•爵勃たる野心は掩ふベからざるものあり、然るに道傳 
朴苞の徒、その間にありて之を媒藥す、 lil 烏ん e 起らざるを栉んや、王* 
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を銜み «L をなさんこ i を謀り、锒安君芳 # の第に抵りし •*: 時1:亦篥天 
に見はる、苞日く、天に妖氣6り、宜く惯みて之を處すべし、芳幹日く、何を 
以て之を*せん^日く、兵を典らす、出入を謹み，衣 M を整へ、行止を重ん 
じ，前朝諸王の例の如くせば上策な b 、 芳幹日く，更にその次を言へ、苞日 
く、逃れて荆蠻 U 之くこと•泰伯仲雍の如 C , せょ、芳幹日 C 、 更にその次を 
言へ e 日く、靖安.君芳逮、兵強くして衆附けり、公の兵は弱く®きこと朝 
露の如し、早く擊て之を去るに如かす、芳幹之に從ひ兵を舉ぐ。範安料 
和，完山君天 {6(7 C * 龍1,せ芳浚の邸に至りて變を吿げ、之に應せんことを 
請ふ•劳逾日く、吾何の顏あ b て外人1:見ん や， 天佑乃ち芳遠を 抱き、 和は 
甲を以て之(:被らしめ、擁して.馬に上らしむ〇時に功臣は獨り苞と 花 
山君張思吉とのみ芳幹に從ひ、其餘は皆芳邋に從へ b •承寅李叔 * 先發 
力戰し•芳幹の兵大に敗れ^幹： T 矢を棄て 、臥したれば ¥:人之を擒に 
す。時に太祖は上王と して 松郡にありし•か、之を聞き歎じて日く、彼の 
牛の如き 人、 何ぞ此 に 至る や H 禅には -IIL* 家大族 多し， 予甚だ愧づと。遂 
正紀李 朝 時代 第 四 隼軔鮮太 1 RI の 創業 一九五 


Digitized by Google 


Original from 

UNIVERSITY OF MICHIGAN 







私兵、 « む 


して.冥軀を資くといふ。 

諸臣芳逮を立て世子となさんことを請ひしも•芳逮固く讓りて芳果 
(は卿 $Btv 立んとす。 «1の 時に當り て、 芳果は新 31 を以て昭格殿に 齋 
宿せし^:變を聞き徒步して城を蹌え民家に匿れたれば•諸臣之を招請 
し、 將に世子に封せんとす、芳果 日く， 開！ 一ょり 今： nl : 至る まで、 皆芳逡 の 
功な.^我世子と なるベから t 芳逮も亦固辭して受け ざり しか ば、 太祖 
芳果を立て、世子と し、 遂に位を傅ふ是を定宗とす、時に七年九月なり、 
是 ょり 太祖を稱し •て、 上 王と 云ふ。 

定宗の頃は、高 M 末の風を承け、諸功臣は各*私兵を擁せしかば、權近は 
嫌を上り兵馬を以て三軍府に*して公家の兵とし， 私兵を罷め *私門の 
直宿は悉く禁斯せんことを請ふ、定宗之に從ひ，悉く私兵を 罷めたれど 
も 未 tr 全く安靜 なるこ 1 能はす。知中樞朴苞は，功頬る多か b しも、諸 
臣の下に居るを以て、快々として不平な b しが、芳逮之を聞き定宗に啓 
して苞を竹州(は職獅道)に洗し、幾ばくもなくして之を召還せ bo 苞之 
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铘迸^南 la か 


芳蕃芳珥4殺 


#をして故らに矢を射て屋上に落さしめ、火 5: 縦つて之を焚く•道傅走 
b てその隣の判奉常阌富が家に^れしが^人入りて之を搜索し、執へ 
て芳逮の前に至る、道傅仰ぎて日 <.もし我を活さば、當に力1:盡して補 
佐すべし、芳浚日く、爾旣に王氏に； g けり、又李氏に負かんと欲するかと、 
立ころに之を斬る、南□潜に逃れ - f 2 れば、亦之を斬る〇芳碩の黨、軍を出 
さんと欲し、城に登りて之を觇へば、光化門ょり南山に至る まで* 鐵驕彌 
滿するを見、懼れて•敢て出です、その彌滿するものは•蓋し叔#が率ゐし 
所の軍なり。太祖移りて淸凉殿に御す、俊等百官を率， Q て道傳 la 等の 
罪を啓し、且世子を改め封せんことを請ふ太祖芳碩に1 pfl て日く.汝に於 
て便な りと、 芳碩辭し 去る、 又芳蕃を出さんことを請 ふ、 太祖芳蕃に？ i て 
P く，汝出で去るも何ぞ妨げん と、 芳蕃西門を出で しに、 芳逡邡手を執て 
日く、汝吾言を聽かすして此1:至る、好し去れ好し去れと、叔#諸軍を部 
分し，芳蕃，芳碩等を撲殺す、太祖大に怒り W 衞を率ゐて出で討せし•か ;X 
りて叔蕃等に肷ら る。 太祖深く二 A の死を悼み m 、 m 舍に幸し佛に供 
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ベからす，.5£しく諸兄に逾して戒愼すべしと。卜莕安愼.道傳(:||<||て日 
く、 世子の異母兄•大命 ある もの一に あらす、 道傅 日く、 即ち之を 除くべし、 
何ぞ憂ふるに足らんと、蒸安界和之を知りて密に芳浚に ft ぐ e 七年八 
月、 太祖疾に寢 す、 道傳移御を li する に託して諸王子を 召し 、 W て IIL をな 
さんと 欲す。時 <: 芳遠は諸兄と勒政門外に宿せし が、 闕に至れば，小甘 
あれ内ょ b 出でて 日く-主上 病重し、 ^ を避けん と 欲す、諸王子盡 く 入り 
來れと、宫§：常に燈を設けし V 是夜燈なきを以て A 益，之を疑ふ〇芳遠 
乃ち益安君芳毅 、 w 安忍芳幹と迎秋門を出で A を 逍して政丞趙沒 、金 士 
衡等を召し、之に 1 一て日く、公等李氏の社稷を憂へ ざる かと、俄にして朝 
1:1來 b 赴くもの多し、芳逮、法等をして 7 r 官を召集せしめしかば、费成柳 
茲殊、散騎常侍卞伸良等至 b しが、その芳碩に黨す るを 以て之を斬る。 

是ょり先&淸道觀察使河崙 は、 安山郡事李叔蕃 の 大事を街すべき を 
以て•之を芳逮に蓝めしが故に#に叔蕃を召して至らしむ。時に芳逮、 
武士を率ゐて道傳等を覘ひしに、道傳等南 gr か妾の家に曾せしかば、叔 
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朝鮮開國 Q 初は，王業嫌に成れりと雖も、骨肉の間、血を蹀むの禍«，起 
王室未だ鞏固な b といふべからす〇太祖はもと男子八人ぁ b て、 芳 
雨、 芳果，芳毅，芳幹、芳进、芳衍 は、 神懿王后韓氏の出にして、芳蕃、芳碩は M 徳 
王后康氏の 出な bo 太組甞て裴克廉、趙浚等を内殿に引き、世子を立ん 
ことを議せしに*克廉等日く*時平なれば嫡を立て、世«1&れば有功|:先 
にす と、 その意蓋し芳逢を立んと欲するなり。時に韓氏旣に薨 じ、 康氏 
坤位 U ぁりしが、潜1:この通を聽て、哭聲外に聞ゆ iK 廉等遂に罷めて出 
づ。他日、又克廉等を召して遴せしも、また嫡を立て功を立んといふも 
のなし、克廉等退て議して 日く、 康氏必す己が出を立んと欲すれども，芳 
«は狂悖にして立つベから す、 其季弟は稍可なりと遂に請ぅて芳碩を 
封じて 世子と す 0 

是に於て鄭道傅、南間等、芳碩に附し、諸王子を忌みて之を去らんこと 
を謀り、密に啓して明朝封王の制に依諸王子を谷道に分遣せんこと 
を請ひしが、太祖答へ す， 因て芳遠に I 1 W て 日く、 外間の m 汝が輩知らざる 
正 IEI 李 朝時代第四韋朝鮮 太 ULI の 則菜 





業とし、遂に平民となる。 

右の如く革命の後に於て、其節を守りて屈せざるもの甚だ多し•又革 
命以前に於ても、王氏の爲めに忠節を盡して、身命を犧牲に供せしもの 
も亦尠からす。蓋し高 M 時代は、檻學佛敎並び行はれ、佛敎尤も®な b 
しが、其末に及び佛敎漸く袞へて、宋®程朱の學大に典り、士大夫の間、頗 
る宋時の習氣に^染して、辨難爭論盛に行はれたれば•風俗頹廢せ b I 
雖も，名敎未だ全く衰へす、且高鹿五百年の恩澤の人心に^染せしこ, 
も、亦淺し i いふべからす、これその忠節の士輩出せし所以なるべしリ 
是時に當りて、王氏の社稷を冥々の裡に®はんとす，固ょ b 容易の事に 
非ざれば、その反對するものは，旣に稀々の名義を以て，率ね之を誅竄し 
又王 氏の 遺族を殲滅せりと 雖も、徒らに 節を山林に守りて抵抗の患な 
きものは、 特に誅竄を加へ ざるの みならす反りて之を褒美せ、り•亦以て 
當時政策のある所を 見るべし C 

第五節 王位繼承の紛爭 
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南乙珍 


不明峴杜門洞 


正紀李铋時代第四隼朝鮮太 m の則業 


f f 料|11) 1: 入る、太祖戶曹典書に拜 して 之 5: 招けども m 從はす、仍て名 
VJ 改めて犯といふ、宇犬に從ふ 、犬， , C の主V 」 嫌ふの袭に Ja る、なり 〇頭流 
山ょり轉じて淸溪山は川)に入 b 、{ .- lvl : 最高 WU 登 b 、 開京を望み 
て痛哭す、人その審を指して^京峯といふ、太祖其節を嘉みし•賓主の禮 
を以て見ん ことを 請 ひしに、 猸出で、會 見し、 揖し て拜 せす±祖 命じて 
淸溪の一曲に封 じ •石室を築きて與へ しも、 ■終(:之 (:« らす、 移りて楊 
州の松山に住し " E て自ら松 山 i 號すといふ0 * 

南乙珍は沙川の人な b 、 商麗の時、參知政事となりしが、其 C ぶるや遁 
れて糾嵌(||:»^ W 城}の岩窟巾に入る、- ic 祖その屈すべからざるを知り， 
山の四面を環らし，之を封じて沙川伯と號せしが、乙珍受けすして終に 
公窟の中に死す。 

JI : 他開京の不朝岘 、社 £：洞は皆商煺の互帘世 家、 李氏に以服するヒ欲 
せざるもの、留 M する所にして、不朝岘には五十偷家ぁり、杜門洞には 
七十二の忠臣 i 稱するものぁりて、科寒に赴かす、子孫皆商 M を以て生 




元天親 


S その 節義を 嘉み し、 優藉して之を還し、命じて其家を復せしむ、 世:;1 亦 
敎を下して之を褒す〇監司南在1 a 再に贈る詩に日く、高鹿五5獨先生 • 
I 代功名豈足^、凍々淸風吹，六合：朝鮮噔栽永嘉郫0 

元天錨宇は子芷、転谷と號す、原州の人なり。舉問該博，高鹿の末、政の 
亂れたるを見て、雉岳山 (I fl :) の下に隱居し.躬耕して親1:養ふ#て試 
に 赴き， 進士1:中りしも背て仕ヘキ、退て鄕 3 LI : M り、李 ^ 諸公と往來酬 
唱せ b 。 太， r ,-; 微賤なりし時.*を受けしを以て、^-召せども赴かざりし 
が•太:;1東遊して: JC . M を訪ひしに、天錨避けて見す，太^溪石上に下\當 
時の炊婢を召して食物を賜ひ al : 子涧を基川の監とす，後人その溪石を 
名づけて•太 5; 臺といふ。 

趙犯初の名は涓 、平 馕の人 (:して、 浚の弟な \ 萵 KU 仕へ て 知巾 事と 
なる。兄浚が李氏を輔けて功業をなさん とする の志 ある V 」知り、泣て 
之を諫む•後その志の榨ふべからざるを知り、按廉使と して嶺 南を按せ 
しめしが、未だ還る に 及ばすして商鹿亡び たれば fr ; 痛哭. して 頭流山 (I 
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て、 其心櫥の陰險酷唐なること尤も惡むべし。蓋し右の諸人は•其爲す 
所稍强硬なるを以て、忌まる ゞ こと殊に甚だしく、終に其生命を保つ能 
はざるな bo 若しそれ超然として其身1:汚さす、淸風高節、軒冕を泥塗 
とし、山林に隱伏して•餘生を送 b しもの亦甚だ多し、今その重なるもの 
數人を寒ぐべし0 

吉再字は再 父、 冶隱と號す、善州海平 [ M 職1:*腦3の人な り。 辛彌の時 
登第し、辛 a の 時、 門下注#に拜せられ、恭讓王の立つに及び、官を棄て、 
善州に歸 り、 ょく其母に事へしか ば， 鄕熬をの孝を稱す。®#て李穡の 
門に學ぶ，國の將に C びんとする5:知 b 、 去就の莪を穡に問ひし一 r 樯日 
く、我輩大氓は國と休戚を同じくするが故に去るベからす•爾は去るベ 
しと、 再乃ち去就を决す i いふ。李芳遠少時再と同じく書を讀み.情義 
甚だ篤し、定宗二年、芳遠東宮にぁ b し時、令を下して再を徵し、に、再堅 
く臥して起たざりしを以て、州官之を促し道に就かしめたれば、再巳む 
を得すして京に至 b しが、奉常博士を授くれども、上疏して之を辭す、定 

正紀李朝時代第四箄朝鮮太 ail の創業 一八七 
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穑宇は潁叔，牧隱と號 す、 天資明敏 1: して華畲を博免し詩文に長す、离腌 
の時、元 1 : 如き擧に應じて對策せしが、考官歟陽玄、拔擢して第二甲|:踨 
く、 還る • (• 及びて密直堤學兼大司成と なり、 常 1: 明儉堂に坐して莱ヒ授 
く、是ょり性理の學始めて典り、鄭夢周 、權 近、吉苒•李崇仁、鄭道傅等みな其 
門ょ b 出づ〇 

穡が子種學 、及び 李崇 仁は、 俱に鄭夢周•か黑に坐せられ'種學は長沙@ 
細織度) に 杖流せられ しが、 敎畜使孫輿宗 は、 鄭！道傳 ，南 間が旨を承け種學 
を 杖せし-も、死せざり し5: 以て、終に之を縊殺せり。崇仁字は子安，陶踣 
と號 す、 道傳と同じく李穡を師 とし、 才名相齊 し、 道傅甚だ不平な •りしが、 
崇仁♦か银南に*さる、 や、 孫興宗之を杖すること數百棍なりし も、 なほ 
死せざるを 以て、 縛して馬に載せ、 g 驅 して旁邑に送り、遂に潰煽して死 
す、亦道傅 •か 旨を承け たるな-〇とい ふ。 

鄭道傅は李穑の門よ b 出でたりと雖も•高麗の遺臣を殺し、は，大抵 
その計.策よ b 出で，金震陽，禹玄寶等の如きも、亦陰に之 i : 殺し、ものに 


李稽毕 

李 m 仁 



I 


李榜龙1:遇ふ 


罹りて，空しく非命に斃れしものあり、或は IU - 林に潜伏して、其身を汚さ 
>るものあり、其形迹に於ては一稔ならすと雖も、要するに毅然として 
忠義の節を全くせし.ものも亦»から个。 

李朝の毒手 {: 罹 b て非命に斃れしもの、李穡、李種學、李^仁等の數人 
あ6。李穑は嚮に驪興に貶せられしが、革命の 後、 長興に移され、尋で韓 
州 (|崎獅迸)の故鄕に放歸せら6。與後太祖累りに中使を遣し、手蒈を 
以て之を召す、墻至り、長揖して拜せざ b しかば*太祖御榻を降り、寶禮を 
以て接す、俄にして侍講次を以て進みたれば、太祖還 b て御榻に R りし 
に、糟昂然ふして起て日く、老夫坐する處なし、太祖 m く、願くは敎を承け 
ん*穡日く 、 t 國の大夫は#を圖るベからす、た >當にこの骸骨を以て故 
山に歸葬すべきのみと、遂に[1!づ。五年、 al 典に忭て采を避けんと S ひ， 
騮江よ b 舟に乗じて江に泝る、護送の中使あり、貧醞を賜ひし v 消心樓 
の下流燕子濉 U 至5て暴(:歿したれば、人みな*道傳趙浚のなす所な 
るを疑へりといふ、太祖後にその死を怪しみ、 S 時の按察使を殺せ 


ky. 
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問は ざりしか ば， 臺諫又王氏を誅せん ことを 請ひたれ ども、 王亦許さす. 
文^も亦王氏を待する こと 古に如かざる は、 謀臣の所爲に して、 太祖の 
意に非すとい ひて、 廟殿に號を賜ひ银義® と 日 ひ， 顯宗の泫孫王循禮を 
索め て 副使と し、 其 li を 奉せ しむ 0 

それ 王氏を海に沈めた る 時 U 當 h . て、太祖之を知らざる ことな かる 
べきに、 一言の M-K を 加へ たるを も間かざれば•徒らに太通の本意に非 
すといふ も^惡を掩 ふこと を得ざるなり。太:;;、世^、賢明な b と雖も， 
未だ王氏に對して恩禮を施した る ことあらす•文{••小に至卜始めて«敬 
g 氏—の 刻 を加ふるのみ.李氏の；土氏に於け る、 何ぞその刻薄なる。蓋し李氏の王 
位を得た るは、 熟柿の落る を 俟たす 、その 根を搖か し、 其枝を携.まして•嫌 
に之を提取せしものなれば 、その後 患の起らん ことを 恐れて、豫防の] H : 
に至れるも、亦巳 IJ * を 得ざるなり。 

高 H の迨臣 又高麗滅 d の 際、 其舊臣に して、 李氏を扶けて功業をなし、もの甚だ 
多しと雖 も 、I 方には また 終始心を高麗に Yr - し、 或は終に李朝の棄手に 
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麻田 aft ) に建て、又敎を下して王氏を優遇せしと II も，これ特に一時の 
事にして、三年、臺諫は王康、王承«、王承贵、王鬲を海島に徒さんこと VJ 請 
ふ•諸臣議して 日く、 除かすんば必す後患あらん、之を殺すに如かすと。 
されども其名なきを惡み、舟人をして舟5:具へしめ，諸王に譫して 日く， 
敎書今下 b 、 諸君を海島中1:置て庶人となすと、諸王犬に喜び、争つて舟 
王氏を * 1:沈 に登 b しに、舟岸を距るに及び、潜に之を蘑ちて海底に沈まし む、 これ實 
に鄭道傳の策に出でたりといふ。唯恭讓；王の弟王瑀は•その女を以て 
李芳蕃 S T -8 BL J 5 の夫人となし、1: 因て、 歸義荇に封せられ、璃一が子坦 も、 亦 
その封を襲 ひ、 麻田の廟祀を奉する，) とを 得た リ〇 恭讓王は嚮に原州 
ょり杆诚茲原 r 移され、太祖四年に 至り 疾 を 以て卒せし が， その子孫 U 
詳ならす。その他王氏の逃匿して民間にあるものは，其姓を改め、或は 
一點を添て玉氏と なり、 又一點 を 添て田氏となるとい ふ、 その淪落する 
こと 此の如し〇太宗の 時、 王氏の靡子民間にあるを吿るもの あ > しが、 
王は高麗の宗姓保全することを得ざるは、太祖の本意1:非中といひて 

正祀李籾時代第四窣籾鮮太 II の 削業 一八三 
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に關す.る一種の迷信ありて、深く人心に泣染せしかば、都を®陽に通す 
の遴は、 is ; ちに決定せられた be 漢陽は百濟の舊都にして、三國以來茗 
名の地なりしが、道誅の秘記に、代3-:«李、當 fekp の語あるに因て、高鹿 
の時には，多く李樹を植糸、をの茂盛なるに至れば、梅ち斬伐して之を壓 
せり i いふ。太祖又深く僧無學を尊 fa せしかば、人を遣して之を訪求 
せしめ、待するに師鱧を以てし、部を定むるの地を問ひしに、無學亦漢陽 
を 善しと す。それ漢陽の地た るや、 古來ょ卜巩名旣に著れ、且迷信上の 
條件あるのみならす A 道の中央に位し， It 山之 5: 環ら し、 形勢亦以て優 
{; 王城となすに足れり、これ太祖の都を此に莫めたる所以な bo 

三年、鄭道傅、南閎•李稷等に命じて漢陽の地を相せしめ、十二月役を起 
し， 四年九月に至 6て、 太廟社稷及び宮殿は成を吿げた b 、 因て鄭逍俜に 
命じて新宮の諸殿に名づけし む、 道傅乃ち名を撰し幷せてその撰する 
所の意を書して進む、景一脚宵及び康寧、延 生、 慶成 、思 政、勤政の諸殿あり、乃 
ち新廟に於て享禮を行ひ、群 K 1 を新宮に宴す、又文廟を 造り、 尋で成均館 
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界 k 定め、後又都宣慰使鄭道傳を遣して，郡縣の地界を劃/ E せしめたり。 
其官制1:於ける、高顧の制を參酌して£府を說け，郡評議司は國政を掌 
\義興三軍府は軍政を掌と判 of 議司事は三軍府 i :® し、取國の大亊、皆 
之をして決せしむ C 四年*道傅 i : 命じて經國大典を®輯せしめ MIS 
の六哲に倣へ、分ちて治典•敎典、禮典、政典、刑典、事典とす、尋で河崙に命じ 
て更に詳定を爲さしめ、名づけて經國元典禎典といふ、されども草削の 
際にして、未だ十分整頓するに至らざるなり。其後、袭興三箪府の啓に 
ょりて、符信の制を定め H : そ兵を徵する時は、符1:以て之を發し、符なき 
ものは揎發を以て論する こと、し、 又有備庳を. , S : きて 5 Kui に供せ しむ， 
その 意を軍政に用ひしを見るべし◦定^1は又河褡に命じて宫制を改 
め、 都評議司を議政府と し， 中樞院 V 」 三眾府 とし、 其他改正する所 多し、 こ 
れ皆後來修整の端を開きたるものなり〇 

都城は al : 初め髙鹿の铤，都開 M :!: ぁ b しが、 革命の際に於て は31 郡を 
なして天下の耳 n を一新するの必要ぁるのみならす、朝鮮には又土地 
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に iB 還せ b s よ 5 情意漸く通じて詰责を免る、を得た bo 蒼し明は 
その强大を恃みて，朝鮮の弱小を侮り、此の如く種々の難題を設けて之 
を困めたれども K に事大を以て主蒸となしたれば、一 S 恭順•唯その命 
に從へり。 

求大主茂 朝鮮は地理的の關係上、常(:北方の侵掠を被り•數百年間*事大主莪を 
以て養成せられたれば、稀には ffi 瑩の如き强硬なる論者ぁりと雖も、到 
庇當時に容れらる ゞ こと能はす0されば太祖が明|:$ふるの方針を 
定め•事大を以て國是となしたるは•よく人望を收る所以にして、是より 
以來ピの思想は*益-固結して M くべからす、英偉超車の±ぁりと雖も，亦 
この範園を脫すろこと能はざるに至れ-®'〇 
內汾な赘ふ 且それ王業を百世に傅へんと欲せば、內治を整 ひ， 法個を修めて、國家 
永遠の計をなさ > るベからす〇是を以て太祖はまづ政府六 W 焱31に 
命じて、賢良遺逸を舉げしめ、開阈功 Fri 益安大君芳毅等三十九人の S1J を 
策し.經筵を開き、虎«を求め、印份を改鍺し、科舉考課の法5:立て/\路の 
IF . I 祀李树時代第 ra 章籾鮮太祖の eii I 業 ーモ九 
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植近明1:使 -T 


邊將を誘ひ、且女眞を導き潜に鴨綠江を渡りて入寇せんと欲すること 
を K めたれば、王 U 炎を上 b て之れを辯明せし•か、明は其表辭の据傲な 
b とて衾，怒\遼東に命じて朝鮮の使を納ることなからしむ〇因て更 
に靖安哲李芳遠及び趙脾 ，南 在を遣して之を謝せしめしに、その敷奏詳 
明なるを以て、明帝之を優禮して還らしめ、朝聘の路を通せしむ。四年 
( uf 廿)柳珣を遣して明年の正旦を贺せしむ"明又その表箋に戲侮の字 
あるを詰寅す，珣日く、我文は鄭道傅の撰せしものなりと、遂に道傳を執 
へて 送らしむ、道傅疾乏 稱 して行かざ b しを以て•賛成事權近代 b 柱き 
謝して 日く •小國の大に事ふるは、表文に依らざれば情を遠することを 
得す，而るに臣等海外に生れ、 學問 その方 r - a せす、 我 王の忠誠をして明 
e ならしむる能はざるは、誠に臣等の罪な b と、 明帝その言を然 b とす。 
因て題を命じて詩を賦せしむ、楢近乃ち詩十八篇を賦せしかば、帝嘉嘆 
して巳ます、文淵開に往き翰林學士劉三吾、許觀等と相周旋せしむ，權近一 
常に大に事ふるの誠意 5: 言ふ*帝聞て之を嘉みし、®' 老寅 秀才と 稱 し、遂 
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宗系の辨述 


明朗鮮 A 資む 


る所に非ざるを Ja て、もしよ C 天道に順ひ、人心に合し，邊 S を啓か t 使 
命往来せば、實に爾が國の福なり、我又何ぞ貴めんといひて、之を承認せ 
b 。 其後趙琳の nil よ b 還るや、明は國號改定の事を速に裉吿せしめし 
かば、密直司事韓尙質を遣し，朝鮮、和寧等の號に就て裁锋を請はしむ，朝 
鮮は箕子の»號.和寧は咸餚道永興の一名にして太祖の生地なる1:以 
てなり〇明の太祖、朝鮮の稱は美にして ii その由來の浚きを以て、定め 
て朝鮮とす、是より高賭、を改めて朝鮮と稱す〇二年(測鹆1)使を遣して 
馬九千八' ff 餘匹を進め、又方物を貫し、幷せて高麗の印 a を納れ，成桂の 
名を更めて旦といはんことを請はしむ，明亦之を許す0 

此の^^—一々明の承認を求めて•、鹰國の禮を遊したれども、なほ明を 
して滿足せしむること能はす〇嚮に尹彝李初•か明に至りし時 ± M を 
以て李仁任の子とす，明人之を信せしかば，#聞してその誣罔を辯じた 
れども•この問題に關しては、容易に解決に至ら t 是より後、二 i r l 年間に 
及り、使を遣すこと數十回1:及べり〇明は朝鮮が布帛金銀を3てその 
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面軍以後明. 
の H 係 


5の i 求 


すして、王氏の社稷 i : 衽席の上に怒ひて其國を開きし所以なり0 

革命の業旣に成 b たれば、まづ支那の承認を經ざるべからす、これ特 
に隣邦の交際 t : あらずして，即ち事大の禮を行ふ所以なり〇是ょり先、 
鴨綠回軍の.後に於て、明は铤嶺以北疆界の事は、萵鹿の 71 ふ所その理あ 
るを以て、锘嶺衞を立ることを罷め、高麗は又使を迫して、辛踽位を遜れ 
及び祀塋逯を攻るの罪を S めて之を誅せしことを吿げ、 a の親朝を請 
へ bo 然れども明は恭愍王弑せられて後•王氏を假ると雖も、異姓1:以 
て位を繼ぐは ' 二韓世守の良謀 {: 非ざることを貴め て、 a の親朝を許さ 
ず。其後昌を廢して恭讓王を立るや，尹彝、李初等，明に往きて李成桂そ 
の姻親を立て、兵馬を動かし上國を犯さんことを謀るを吿げて、明の兵 
を發して來り- It せんことを請ひし V 明 U 其連妄を知 b て#初を如せ 
b ， 是ょ b 後、明 l : FS 事して怠ら ざり き〇太駔の位に即くや、&ちに中樞 
院事趙胙を n ;] r . 遣し、都評議司の畜を掰らして之を吿げしむ、是實にそ 
の承認を求めたるものな bo 明の太®高鹿は東隅に僻瘅し•中 H の治 
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この事 あるを 思は んや、 予もし牛康なれ ば、 單騎にして避くベかりし に、 

今、 疾に罹り手足自由なること能は中して此に至る•卿等宜しく各"爾の 

心 力を一にして 凉德を 輔くべしと、 乃ち前朝の中外大小の臣僚に命じ 

て、* に仍りて事を親せしむ〕其夕又趙浚を臥內に召して 日く， 卿•淡文 

帝.が代邸ょり入卜て，夜、宋吕を拜し衞將軍として南北軍を錤撫せしむ 

趙汝4- 都— るの ^を 知る かと、 因て都* fe 使の ^ 1 印を賜 ひ、 五道 ( I 、1 の兵馬を 

掌らしむ•其用意の周到なること此の如し0 

— wi 位の 情 抑-太祖の王位に即 きしは S 讓に 非す、 弑逆に 非す、 K- 々の中に權力を 
狀 

占有し^君の暗弱なるに乘じて之を廢放し、遂に群 K 1 に推戴せらる、其 
謀亦巧なりといふべし。蓋し辛踽、辛 S を廢するは、即ち恭讓王を廒す 
るの先例を■開くものにて*滿朝の士大夫•旣1:廢立に狃れ、恬として怪ま 
ざるに至る。而して忠を王氏に遊すものは、種々の罪名を羅織して•誅 
戥竄逐至らざる所なく，文武の大權は，皆其黨の手に歸せり、一旦六蒲に 
乘すと雖も.誰か敢て之を拒まん、これその一兵を®かさ t 一矢 i : 發せ 
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て國亊を镋せ しむ、 裴克廉等國人を率ゐ傅 0 の«を奉じて成桂の邸 |: 
詣 ()1 傲哲に塡咽せし •か， 閔開獨り悅ば す、 首を歌て、言はざりしかば.南 
|1之を轚殺せんとせしに，芳逢力めて之を止む、開開は曩に黑白瑚倒の 
疏を上 b しものなれば* 固ょり 李氏を悅ばざるものに非ざりしに、今や 
此の如きは、蓋し a 心の 明， H ら忍び難きものありしなるべし。裴克廉 
等の到る や、 成杜門を閉ぢて納れ す、 克廉之を排して茈ちに 入り、 贫5:廳 
事の上に S き、 M 拜して鼓を擊ち千歲と呼び、辭を合して勸進す，成桂固 
く拒みて 日く， 古ょり王 # の興るは、天命あるに非んば不邛な卜、予 M に 
否徳何ぞ敢て之 1: 當らんと、大小 KI 僚耆老擁衞して退か t 百官* UFJ 門 
の 西に班迎す、成桂捣ょ4下り步行して，#|'42宮の正殿に入り位に即く 
是を朝鮮の太祖と す、 實に恭讓王四年(俩雖1 )七月 1: して、即ち我後小松 
帝 明 德三年なり〇 

士祖御座1:避けて楹内に立ち、群口の贺を受け•因て六曹の判耆以上 
に命じて S に上らし め、！！ て 日く •予首相たるも猶 * 勵を懐け^'•豈今 H 
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す，聖人の惡む所な^'、列固同组の如きは古より之あり-^錐も^- o ! s と 
同盟することは*經籍故事の搡るべきなし•王日く JL 之を草せよ、庸•芳遠 
と成桂に就て王の敎を傳ふ•成桂日く，予何をか云はんや、汝當に王の敎 
によりて起草すべし、庸退き草して日く、不^^卿¥焉至此•卿之功與 fe . 予 
敢麥諸、皇天后土、在±在，旁、世世子孫“相害，也.予所％舞，於卿考有 4 U ■此盟， 
一と、乃ち草を王に進む、王：日く可な b と、これ果して何たる現象ぞや〇 

是よ卩先、芳逾、南⑶は計を定めて、密に趙仁沃及び趙浚 ® 道傳•趙璞等 
五十二人と力を協せ，成桂を推戴せんとせ しも、 憚りて敢て吿げざりし 
が、芳逮その母康氏に白して達せしむ〇是に於て侍中裴克廉等、定妃 (: 
白して日く、今王 •»_■(: して 社道已 (: 失し•人心巳に去 b、 社稷生11の主 
となすべからす、請ふ之4:廢せんと*南^鄭熙啓、定妃の敎耆を搿らして 
i 王备マ-北泉洞の宮に至り'王の泥を 數へて 之を廢し、 M 州に放つ〇王素より柔 
儒にして爲すあること能はすと雖も、また ！ f 惡大卯あるにあらす、當時 
數ふる所何ものなるかを知らざるなり〇定妃乃ち敎を下し成桂を し 

_ - 
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以上舉ぐる所四條の方略、旣にその0的を逐したるの時は、即ち革命 
の機熟したるの時な bT : 氏の社稷ざれ安んぞ永存する ことを 得んや0 
第四節太通の即位及び其諸政 

鄭夢周旣に 殺され、 形勢一變せ し 後に於て は、 王室の危きこと洵に風 
前の燈火の如く•李氏と恭讓王との關係 は、 旣 (: 尋 V.-V 君 R 1 の問 (: 於け る 
が 如き ものに非ざるな bo 

恭讓王は、一 H 成»::の第に幸して疾を問 ひ、 股洒して言て 日く、 予 /?- く 
報ゆるこふ能はすと雖も、何ぞ徳を忘る、(:至らんやと、因て涕下る、遂 
に飮宴して歡を盡し、罷むに及びて琴瑟等の樂器を以て成找に遺りて 
日く、病中耳目を*ふべし•速に治療して募人が爲めに出でて^を親ょ 
と。 尋で趙後を判 三 司 rv とし、金士衡•李芳果を 三 司左右使とし•南□を 
同知密直司取とし、成石礴を資成事とし、鄭熙啓を門下 評 理とす〇旣に 
して又李芳遂及び司蘸趙庸を召して日く、予將に李侍中と同盟せんと 
す•卿等侍中の言を鹅き翌香 J : 草して來れ.庸對て日く、盟は fi ぶ {: 足ら 


Digitized by Google 


Original from 

UNIVERSITY OF MICHIGAN 




を門下侍中とせしが、成桂は香を上 b て之を辭す〇旣にして揶道傅、南 
徵を召還し S 浚を京畿左右道節制使とし、南 Li を庚尙道節制使とし，各 
道にも皆節制使を置て•其道の兵馬を常らしむ、是に於て李氏の勢力旣 
に內外に扶植し，牢乎として拔くベからざるに至る。 

是時に當り、李黨の琢橫縱恣にして、其言論の黑白正邪を媚倒せしこ 
と、鹿を指して馬とするょ b も甚だし，今、大司憲閎開の上疏を見るに，數 
月を出ですして 王 氏に代らんとする成柞 k 稱して•秉/心忠莳といひ、王 
氏の爲めに一身を犧牲に供して Ih 稷擁謎の任に當り ^ 忠赫々天 HVJ 
貫かんとする鄭夢周を稱して、欲，以:#袱自恣 Mk $亂、离一得 k •其 iff :#* 
擅國柄；則不陁獨 SL 朝廷：將，必傾-危社稷：禍存不測 1' いへる•か如き、其媚倒 
果して如何ぞや、もし成桂を稱する言を以て夢周を評し、夢周を稱する 
言1:以て成桂に當てば、典當を得るに庶し。然るに滿朝一人の之を非 
讅するものなく、反りて禹玄寶等の罪を論すること愈、甚だし、當時の大 
勢知るべきのみ，其勢力の 扶植此 1:至る、これ 實に李黧經煢 の？？ 四な り〇 

正紀李期時代第四窣朝鮮太 M 0 削業 I 七一 


Digitized by Google 


Original from 

UNIVERSITY OF MICHIGAN 



Digitized by 


Go 




れども、王聽.かす、李黨の危急益-甚だし、この®に r 終過せんか、其勢力は 
晨星落 月， 次第に傾側せざるを得す、これ豈袖手傍觀の時ならんや 。 S 
に於て救急の方策は盡せられた bAJ : 射んとせば i づ馬を射る，反對 
黧の勢力5:殺*>んと欲せば、その主謀を除くに如かす，李芳浚乃ち芳果 
等と議して日く、夢周は殺さ V るべから t 我當に其答に任せんと，趙英 
珪を召して日く*李氏の王室に忠なるは國人の知る所な今夢周に陷 
いれられんとす、一人の李氏の爲め U 力を效すものなきか、英珪日く、願 
くは力を盡さん、遂に英珪をして夢周を擊殺せしめ、劳果をして王に啓 
せしめて日く、夢周•か*を問はすん ば， 請ふ K 2 等を罪せょと •：:£ 巳むを得 
す金震陽等を巡*の獄に 下し、 之を遠地に流せり0 
1 : AII パ內 是ょり形勢一變して、復た李氏に反抗するものなし，乃ち趙泼等を召 
還し、 裴克廉 を 守 門下侍中と し、 趙浚を饺成事と し、俣 長番を判 三 司事 i 
し、李元紘、金士衡を三司左右使とし•李豆蘭を知 n 下府事とし、李芳果 5: 
制密直司事とし•聞開を大司憲 とす、 尋で沈锶符を判門下府事とし、成桂 
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の印章を收めたれば、兵權旣に 其 手にありし•か，是に 至 b 三軍都趙 « 使 
とな b て名實俱に完く•且その股肱とする所の三人を三軍總制使とし 
て之を輔けしめたれば、勢力益 t 鞏固なるに至れ bo され ども 成桂は*- 
箋を上りて其職を辭し、王は又己の力の爲すあるに足らざるを以て、成 
桂に賴 b 安寧を面らんとして、成杜の歡心を求ること甚だ切な是 
時に當りて、 李 氏に*す.るものと、然らざる者とに於て、 冥々 の間•軋鑠箏 
鬪せしこと蓋し勝て數ふべからざるものあるべし〇是を以て成桂の 
威望： a に盛にして、鄭道傳は李熬中猙々たるものなる(:も拘は ら す、遂 
に竄逐せられ、 李穡、 禹玄弯 李赍仁 等の如き、 李 氏に 從はざ るもの、 亦漸く 
頭を搭げんとするの勢あり。 

尋で鄭夢周は李黨に對 して 一網打盡の計を爲さんとし，金尨陽等を 
指嗾 して， is 浚、 鄭道傅 、南 閑尹紹宗等 1: 彈 劾し， 遂に 狡、 間、 紹宗を遠地に流 
し、 又浚•道傅を誅せんとす。成桂將に朝に詣りてその課枉を辯せんと 
せしも•會-病みて起つこと能はす〇因 て芳與 e -ffi is 等を して 啓せ しむ 
正紀李朝時代第四牮朝鮮* iil の fin 雄 一六九 
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日く、 裏諫の諭中る所は Ki 等が知る所に非す、人此を以て ® を臣等に歸 
す•签し禍昌の黨•臣等を疾みて言を遣り謗を興すのみ、 e 等 請ふ位を避 
け謗を弭めて性命を保たん と、 遂に円を閉ぢて出で t 王乃ち行を淸州 
に流す。所謂踽 S の黨とは•即ち李氏に阿附せざるものに て、 必すしも 
讒說の徒1:非す i 雖も、當時成桂等の勢力甚だ碰なれ ば、 王も亦之を奈 
何ともす 6 こと能は ざ b しな be 

其後王は成桂を領三司事とし Itt 夢周を守門下恃中とし、池湧奇を制 
一‘一一司^とし、裴克 * 僳苌壽、趙浚を門下费成事とす £• に於て李*の有力 
者 U •旣に要地に占據せ bo 憲府又上言す らく、 今中外の取 土は、® 三司 
事李成桂•旣に之を都總 せ^、 請ふ悉く諸元帥の r-p 章 V 收めんと、王之に 
從ふ〇尋で成桂を円下侍中とせし •か、 成桂、 31 を上りて辭すれども：土允 
さす。三年，五軍を省きて三軍都總制府となし，中外の軍 W を統べし め、 
£111!!^ 成桂を都總制使とし*裴克廉を中軍®制使と し、 趙浚を左軍總制使 とし、 
揶道傅を右軍總制使とす〇是ょ b 先、成桂は八道の軍馬を領し、諸元帥 






iHla 李朝時代第四窣籾鮮太%の別業 


の比する所1:非ざる なり 〇尋で成桂をして八道の軍馬を領せ しめ， 軍 
營を苻き、分- 3 更宿せしめて，軍資を 1M 給せしか ば， 八道の 兵 搠，成桂の手 
に歸し て、 勢力 益， 碰なるに至れ bo 

是 n.v に當 b て、李黨の跋扈その極に ii せしょ. C 、 王及び諸人の惡む所 
とな b ' 道の暗流は、確1:李黨排斥の傾向を生じたゎ、尹紹宗の禪劾尤 
も甚だしき1:以て言官を罷められ、遂に放逐せられたるが如きは、實に 
•之•か徵證を示したるものな6。是に於て，李成桂 U 庇ち {: 疾を以て職 
を辭 す、 これ幾分か其威情を和げんとするの策なるべし。されども王 
は尨請を允すべきに非ざれば、中宮を成桂の猫に遣して疾乞間 ひ、 强て 
之を起さしめ•敎書を九功臣に賜て之を褒美し•宴を内殿に設けて之 VJ 
慰安す。時に臺諫は李糖、禺洪番等の罪を論す、知申寧李行啓して日く、 
臺諫の論する所、安んぞ功 K 1 の意に非ざることを知らんやと、行が 71 は 
實に李黨の内情を抉镝せしものなる V 」 以て、 臺諫行•か事を:#にし蒙薇 
することを劾せしか ば、 王已むを得すして行を罷む。成桂等上書して 


八迸の兵禳李 
成柱 U 歸す 

李薄排斥 tf ら 
ろ 



ひ政令を取ぐべきことを論じ•又官職を m し、諸政を！ K ふべきことを論 
じ、孰れも堂々數 TJ 千言1:して、剴切詳悉、時弊(:適巾すること尠からす、 
實 I :當峙の俊才なり，遂に知門下府事となリ、大司憲を兼ること故の如 
し。その後諫官は率ね李氏の ml: して、司憲府は又趙浚の掌る所なれ 
ばペ B 論の職は皆李黧勢力の中にあ bo されば兆51劾論駁す る 所は、往 
々偏陂に pab て、李氏に從はざるものは、次第(:朝廷を去る {: 至れ bo 
辛1]2二年、李成«:の王を廢して恭讓. : 1*:を立るや、其事を共(:するもの 
は、所甜九功 Kl t: して、鄱蔘周1:除くの外は、皆李氏の黛 ® i なり、故に廢立 
を 1r ふに於て、易きこと掌を反す*>如し。 ?1 : . 乃ち辛调、辛||1を誅するを 
以て太組の廟に吿げ 、九 功 n « を莨し，成 H : を 奮 忠定雖 K 很较理佐命功吳 
和寧郡開國忠義伯として、食邑一千戶、食實封三百戶、田二打結、奴婢11 十 
口5: 賜 ひ、 沈德符を 靑城郡忠袭伯 i して、 田 |百 五十 結、 奴婢十五 口を 賜 
ひ、 都 夢 周、 僳長 S 等七 人は、並に 忠義 君として、各 •田 一百結、 奴 S 十口を 賜 
ひたるを見£ば、同じく九功臣 i 稱すと雖も、成桂の地位は、固ょ b 他人 
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を市街に焚きしかば•王嘆息沫涕して日く、 M 宗私田の法*人の身に至 
6て遽に之を革む、惜いかなと、其强制的に之^,遂行せしを見るべし0 
蓋し£室世族の勢力 5 r 殺がんとするに念なるょりして、この暴畢 {: 出 
でしこと疑なし•これ實に李鸹經營の第三なり0 
辟氏勢力 S 扶 第四、李氏勢力の扶植李成桂の軍を回し、後に於て、反货 ® の勢力 
を殺ぐに務めたると同峙(:、其狨の勢力を扶植せしことは、年を逐ぅて 
益，甚だし。趙浚は甞て 王 氏の嗣を絕ちしことを憤り、尹紹宗、許錦、趙仁 
沃、柳®廷、鄭地等と結びて友とな-^、密に興復の志ぁりしが，成桂は淡が 
器宇凡ならざるを見.與に事を論じて大に悦び、之を待すること舊識の 
^桂現ミ 如し。軍を回すに及びて、成梓は右侍中となり、浚を舉げて知密 K 司事 
兼大司憲ふし、事、大小となく悉く之?:咨ふ、後も亦經世を以て己が任と 
し，知 b て言は ざる ことなし、密直司は 出納 宿衞軍機の政を掌り、司!$府 
は糾察彈劾を 掌る、 而して浚兼て之が長たり〇辛 I-I M の立つや、趙俊は上 
普して田制を正して國用を足し民生1:厚くし，人材を擇びて紀網を振 

1 F . I & 李 朝時代第四隼朝 35太 ||の fill 業 
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す.鄭夢周は兩間に依逮せり。乃ち各司 5: して革復の利^を m せしめ 
しに、讓者五十三人にして、革めんと欲する^十に八 九、 革むるを欲せざ 
る#は巨室の子弟なりといへ bo 然れども如 R 對漭は•必ずしも無學 
庸劣の M 室世族のみに非す、隱然として李成桂黨とその反對派との^ 
闘の如きの觀あり、これ豈李 m •かこの問題を假り、巨室世族の勢力を削 
称して、其欲す所を濟さんとするの方略に出でしに非ざるか。然らざ 
n ば、田制の坺れたるは，一朝一夕のこと U 非すして、是ょり先.未だ®て 
之を論せしものあらざりしに，辛：：1恭讓王即位の初に至り、突然勃然と 
して趙浚の口ょり之を發し、劈頭第一に回軍の主將曹敏修を放逐し、李 
檣、李琳•禹玄 ¥ f •邊安烈等と乎論し、意氣 If . 然，必中之を遂行せんと欲する 
もの、豈偶然といふべけんや。田制改革は當時紊舐の經濟を整理 t る 
に 於て、 必要なることは勿論なれども*その踩徑來歷を等ぬれば、亦其想 
のある所を知るに難からざるなり〇されば初1:は私田の租は其半1: 
收むるの折衷說ありて之を行ひしも<恭讓王二年1:.至りて 7 A ム私の田籍 




sl THi 


田制坎苹1:對 

10 ^ 


物0或る！定の*«か»べ务氰«の名 muL て*その面積 It 上途の C 
瘠|:1'各《その康鱗4-異|-す、蓋1地投«課の供.$上;1]ひ来0|:る 

«-- 料城0«。 T 受くべき者も.立錐の地なきに至と田制の紊軋亦甚だし。 

是に於て，趙浚等、#*上 M して私田の革めざるべからざることを絶叫 
し•其論する所，堂々數百千言、誠に痛快剴切なりといふべし，然るにその 
間 稍疑 ふべきものあるは何ぞや C 曹敏修 •李成桂 等の辛踽を廢して UM 
を立てしは、辛禍十四年六;1にして.：：2の位に即くや.直ちに敎を下して、 
聚强兼併し田制大に壊れ1:れば、其救弊の法を^すべきことを命せ^/ 
これ»に李成枝、趙浚，鄭道#等の怠見1:出でしなり〇而して七月には、 
趙浚始めて上疏して私田を論じ、又曹敏修が私田を革むるを ia 格せし 
ことを彈劾して之を竄逐し. 李 行、黄順常、許應等も相繼で上書し、それょ 
り 恭讓王 即位の初に至るまで、趙浚は 上書 兩回に及べり。當時 この 改 
革に澍する«否の趨勢を見るに、都邡遴侦司に於て，田制を_せし時，鄭 
道傅、尹紹^等は、後が讅に贷成し、李稿及び權近、柳伯濡は粍々しく蜇法 
を改むベからすとして之に反對し•李琳离玄¥?、邊安烈亦皆改革を欲せ 
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田制の玟箏 
高 M の田制 


田制 S 紊亂 


け， 漕速を 便にする i > 如き、皆其經査 せし 所な 死する 時年五十六〇朝 
鮮太 :;1 の時その節義を 哀し、 領逯政を贈 b ， 文忠と盘 す、 詩文集四卷紿錄 
三卷あり、圃隱集といふ〇 

右の如く m 瑩 、曹敏修 、李 穑、鄭夢 周 等の如き有力の大臣1:誅 M するは、 
反對黨の勢力を殺ぐ所以 1:して、 これ宽に李黨經®の第二なり。 

第三•田制の改革。大臣の誅 £( とは*その形迸同じからすして，其趣旨 
の同一なるものあれ•私田改革論の如き是なり。抑-高魇には文武西 {'Q 
ょり府兵閑人に至るまで、科に隨ひて墾田を授け、又樵採の地を給する 
こと あり，是を田柴科といふ，その墾田は即ち公田にして、身沒すれば公 
に納る、者な b •又租税を官に納れすして -£ H 民の私宥とする*あり、之 
を私田といふ。田柴科は景^の時に始まり、其制次第に備はりしが、其 
末に至りて、收授の法漸く垠れ•兼併抜無の風大に打はれ、已 U 仕へ巳1: 
嫁する者、なほ閑人の田を食み、行¢ 5 :を践まざるもの軍田を 0 貧し、父は 
私に典子に授け、子は隱して公に還さ t 或は宰相にして田三} a 結 (g m 
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•誅 S せられ、成桂に阿阳するものは、次第に進用せられて、高 K 滅 t のボ 
旣に成れり、夢周死して後三箇月 {: して高麗亡ぶ•社稷の存 C 、 线 ••■夢 周 
一人に係るといふ も 不可な きな ， CSO 

夢周字は達可 n 隱と號す‘ 
慶 尙道延 H 縣の人なり。人 
となり 朵邁絕倫 1:して、 忠考 
の大節ぁり，幼ょり學を好み 
て倦ます、朱®性理の赍を精 
研して深く得る所ぁ b 、 講說 
發越、人の怠表に出•つ、推して東方性理學の祖とす3成扑と 同じく 相位 
にあり、® 家 多故、 機務浩繁 の時に當 O K 大事を處し*大疑を決して、聲色 
を 勤 かさす、左酬右答して皆その當に適ひ、施設す る 所多し. Ilf に王 佐の 
才と稱せれといふ。又內に五部の學堂を建て、外に鄉校を設けて儒術 
を興し、其 他 ®1}陟5:嚴にし、出納を愼み、義倉を立て、窮乏を振し、水站!:設 
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赃夢周を殺 T 


梭，道傅、闇及び尹紹宗、南在、趙璞等が罪狀を論じて明かに典刑を正さん 
ことを請ふ、この歎人は皆成桂の*にして、之を劾するは實に成桂の羽 
翼を殺がんと欲するな bo 王、侍中沈锶符、鄭夢周を召して遴し.汝を速 
地に流し，閒、紹 K 、 在璞•か職を削りて、亦逮地に沫す、省郎憲府交，上 el して 
浚道傅を誅せんこと AJ 請ふ。夢周遂に成桂を H らんとせし V 李芳逮 
これを探らんとして、宴を設け夢周を招請し、其意の存する所を知り，遂 
、に之を除かんことを議す。會*その謀を夢周に洩すものぁり、夢®一日 
成桂の邸に至り病を問ひ，且變 I :觀んと欲せしに、成桂之を待すること 
平生の 如し、 夢揭歸る時•故の酒徒の家を過ぎ，連りに數大椀を傾けて出 
•つ、 時に芳遠は機失ふべからすとし•趙英珪等をして路に要せしめ、善竹 
橋に 至り、 終に之1:擊殺して夢周が首を市に枭し ，榜を 揭げて 日く、 虛邡 
?:钸臺諫を誘 ひ、 大臣を害せんことを謀 り、 國家!:擾«1 すと。 芳逮又 
夢周が黨を罪せん ことを 請 ひ、 金震 陽、 李*等を速地に流し•廢して庶人 
とし、又赛周が家產を籍沒す〇是に於て李成桂に反對するものは、悉く i - 





JTIE 李朝時代第四牮朝3 £ 太%の創業 


げんとするに非ざれば、革命以前はその生命を全うすることを得たり 


嫌夢周 


免苡喵笛李成 
桂の羽 R な殺 

P 乂 iv~ 


鄭夢 周は、 初め李成桂の慕下にありし •か、 其後賛成 事となり、 李成 tt tt 
锶符、池湧奇等と謀りて辛：： n を廢し恭讓王を立て•所謂九功臣の一人と 
なり、 忠義君の封號を受く， 二年、 經筵官 を置き、 沈德符，李成桂•か經筵の事 
を ® するや，夢 周は 知經筵 事とな \其後成桂の領三司 事と なるや、夢 周 
は守門下侍中と なり、三年、 成桂徳符と同じく安社功臣の號を賜はれり。 
されども尹彝李初の黛を治むる時•其罪の明白ならざるを陳し•又上疏 
して賞罰を公に すべきを 論せ b、 蓋し李成桂黨•か其意に從は ざる もの 
を經陷することを 疾める な bo 

四 年、 世子奭の明ょり還る や、 李成桂出でて之を黄州 sis 海 r 迎へ 、馬ょ 
b 堕ちて病篤し、夢周之を聞て喜べる色あり。時に成桂の威徳： n に盛 
U して、中外心を 歸し、 趙 後、 鄭道傳 、南 聞等•か推戴の意あるを 知ぅ、 臺諫を 
使嗾して之を劾せしむ。 因て、 左笟侍金震 陽， 右常侍李*右諫遴李來 等， 
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穡服せすして日く、辛昌を立てしは、曹敏修が問に因て敢て違はざるの 
み，之を勸めしに非す、又辛踽を迎へ立んとするの議なしと。其後杂諫、 
屢> 穑及び敏修の罪を論じ•穑を咸最|雜)に徒し、•か•王昉.趙胖等の明ょ 
9 逋 るや、 檣等數十 人、 尹彝李初を明に遣し'李侍中が恭讓王を立て兵 
馬を勘かして明を犯*んとすることを訴へしと謂ひて，樯等歎十人を 
沽州^:|)の獄(:»ぐ、會-淸州大水ありし*>爲めに、諸囚を放ち、稽を麻し 
便に任して居住せしむ。其後また召還せられし Y 四 年、 鄭夢周の殺さ 
る、や、夢周の满金霞陽等を鞠せしに、その辭穑及び其二子補學禅善に 
速なる、 王、 穡に吿げしめて日く•卿が二子罪を朝に得た b •卿それ去れ、兩 
江 ( S 55 の外、た > 卿が 適く 所のま、な b と •遂に衿川(前* lr 貶せられ、尋 
で騮典に徙さる。蓋し穑は學問聞錤甚だ 高く、 巩出®行事に於て は、 譏 
すべきこ i ありと雖も、決して李成杜の下風に立つものに非す、故に成 
杜の蔴は之を忌みて，® r 放沫竄逐し、或 U ® 刑を加へん i するものありこ 
然れども亦鄭夢周の 如く， 激烈なる運動1:なして、飽まで成桂の謀を妨 
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幾あらんことを S - れ、成桂の第五子芳遠を請ぅて從行せしむ〇辛昌二 
年(§ S 師讓¥官吳思忠等、李崇仁•か穡に從て入朝し、親ら賣貝せしこと 
を劾して之を流す、稽因て退かんと請ひしも王允さす、されども遂に長 
溢 e * の別莱に歸 b しかば、王、李行を遺し慰諭して事を親せしめしも* 
穡起た中。成桂等吕 k 廢し恭讓王を立るに及びて、穡畏湍ょ b 闕に詣 
りて貧す、王召して 内に 入らしめ、床を下り待ちて 日く* 願く は 卿我を輔 
けょと、復た穡を以て判門下府事とす〇嚮に穡の長湍に歸るは、 M る機 
を見るの明あるが如し、然るに辛昌を立てしは穡♦か貧せし所なるにも 
拘ら す、 其廢せらる、やまた來朝し*晏然として職に 就く、 その何の心に 
出でたる や、殆ど 鰣すべからざるなり。是を以 て 吳思忠 、趙璞 等*直ち(: 
上疏して穡が罪を黃ること甚だ嚴なりし かば， 王命じて穡父子を罷 め、 
遂に之を流す。恭讓王二 年、 憲府諫官上疏して穡が曹敏修と逯して辛 
昌を立^又辛踽を迎へ還さんとせしを 以て、！ 一刑に! , S かんことを請ふ • 
乃ち穡が職を削 b 長湍に徒す〇尋で吳思忠を遣し穑を鞫せしめし •か、 
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るべから t 然るに空しく李黑の棄鋒に罹りて*る ffii に惜むべきな bo 

曹敏修 曹敏修は，李成桂と共!:軍を回し、其地位は成桂の上にありしが、其廢 
.立をなし、翌月には、大司憲趙浚、敏修が貪婪を肆にし私田を革めんこ 
とそ ift するを劾せしに因て、遂に a 窣 (I g 職道)に流さる〇敏修果して 
回 3 t 廢立の主謀なりとせば、安んぞ遽にこの貶黜に遇ふことあらんや、 
その進退行動、特に傀儡とな b て成桂に翻弄せられしに遇ぎざるのみ、 
其用を濟し、後に於て廢棄せらる/'も亦宜なり〇是を以て其後廢せ 
られて庶人とな'又迎 b に邊地1:徒されしが、盛諫屢'之を論せしに因 
て，恭讓王三年、遂に籍沒せられた卜，何ぞ追窮するの甚だしきや，その李 
黨の桷陷に出でしこと疑なし0 

李榜李穡は鵪綠回軍の時には^1三司事として m 煢李成桂と同じく政房 
にあり、且當時の大儒にして頗る名镇ありしが- ai 瑩 W 敏修等の沬され 
し後には，穡は門下侍中とな b 、 成桂は守門下侍中となれ b 。 會-穡は密 
直司事李崇仁と明に往て正を«す、時に成桂の威德»に盛にして、或は 





當時李黨の眼上の瘤となし、ものは、崔煢曹敏修，李 sr 斑夢周な b 。 
幸-1:瑩は外交問題に就て意見を異にし、®綠の回軍にょりて之を竄逐 
せしが、辛 H 元年、趙仁沃等上疏して之を斬らん i 請ひたれば、王之に從 
ひて遂に斬に處す、時に年七十三〇瑩は銕原@3の人、風姿魁偉#力人 
に遇ぎ、剛直忠淸、陣に臨み敵に對する每に，神氣安閑として、矢石左右に 
交れどもほ >懼る、色なく、大小西職、 rro ふ所功あり•將相となること三 
十餘年、務めて大體を持して細理を究めす、民の一毫をも取らざりしか 
ば、人皆その淸廉に服せり。尹紹宗論じて日く，功一國を鉴ひ•罪天下に. 
滿つと、當時以て名言となせりといふ.所謂罪とは遼を攻るの^を指す 
な bo 然れども是即ち外交上に於ける異見の異同にして•登が祖^の 
土地1:棄るに忍びすして師を興し、 は、 亦一種强•破の政見なれば、未： u 
遽に罪となすことを得す。丑その刑に臨みて辭色變せ t 死するの：：： 
都人市5:罷め，違近の聞ぐもの街童菴締1:至るまで皆流涕せり i いふ0 
斯人にして存せしめば、高麗の社稷、或は少しく命脉を延べたるやも知 
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子を誅して 4 ¢ び王室を M さしむることなからし.めんと請ふ〇是に於 
て知申事李行に命じて敎耆を降し、徐鈎衡を江陵に遺して禍 t 栽さし 

辛！！辛—殺 め、柳珣を江華に遣して a を殺さしめた bo これ誠に尹會宗のいへる 
が如く、預め他日擁立の禍を防ぐ所以な b と雖も、辛踽父子は十餘年の 
間滿朝の士皆奉じて苕となし、所な 1旦廢して之を殺すこと殆ど 
孤豚を屠る•か 如し、 これ常人の忍ぶべき所にあらす•然るに.人の異議 
を唱ふるものなきは、當時紀網の頹廢せしこと亦想ひ見るべし。蓋し 
この廢立殺 »を 擅にするは、即ち王氏を廢するの素地 t 爲す所以に し 
て、これ實に李*經罃の第一な b 。 

大— 第二、 大臣の誅竄〇廢立屢'行はるれば、王播益'衰へて、大臣の威權益丨盛 
なるは勢の自然な b 、 故に李成桂に於て、 - iE の威權は旣に畏る、に足ら 
ざれとも、唯その*ふ.べきは*大臣の地位勢力己の上(:あるものと、己と 
均く して 軋樣抵抗の恐あるものとにあり、之れを除くに非ざれば•終に 
その 妨害 i : 免れ II し、 これ 李黨の尤も苦心せし所な b 0 




辛 S を if-f 
恭 a 王^立つ 


正祀李朝睁代解四隼朝鮮太姐の創業 


君の不可なるを言ふ、乃ち啓明®に詣 b 、 太祖に吿て薄を探らしめしに， 
定昌君の名を得た卜、是に於て李成桂、沈德符等、王を磨し恭讓王を立て、 
踽昌?: 廢 して庶人とし •李琳 等を逢地に洗す◦王憂懼し夜に方ぅて 眠 
らず、その大廟に享し即位?:告げ、膿.畢 b て宮に還るや、推讓して南面に 
坐せ中、李穑進で日く、上、巳に即位を吿げ、今又南面せざれば、臣民の鑒に 
答ふることなし*王之に從ひて南面し、成桂德符等に謂て日く、余もと梅 
なし、再辭すれども能はす、大位を忝くすることを得、卿よく之を圖れと、 
潜然として涕下る。王の此に至りしは、實に驭外の事なれば、其心に安 
ん也ざること此の如し、馬んぞ權柄を己に收めて K ! 下を統御するを得 
んや〇是時に當ヶて英明の主， V 以てすと雖も，頹 勢 5:挽回するは、決し 
て容易の事に非 t 況や 王の 柔懦 にしてその位に居る，王室の 益-微 にし 
て振はざるは*誠に巳むを得ざるなり。 

李 成桂等の 勢力 旣に此の如しと 雖 も、辛踽辛昌の存するは、之を除く 
の憂なきに如かす，故に元年十二月、司宰副令尹會宗は、疏を上 b 辛踽父 
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辛！*^.成桂を 

突 - tf ん i-f 


總せしむ、是に於て文武の櫬盡く成桂の手1:歸せり0 

前王辛網は、其後騮典にあ b しが、金佇、鄭得厚潜に*興に往て禰に謁 
見す^、得厚は皆璺が族なり、綱泣て日く、爵々として此に居り、手 k 歎め 
て死に就くに堪へす、但一力士を得て李侍中を害せば吾志濟るべし、吾 
素ょり藉儀判害郭忠輔に善し、汝往て忠輔に逢て之を園れと、因て一劍 
を忠辅に遒る、忠辅佯り諾し奔 b て之を李成杜に吿げたれば、佇得厚、成 
桂の邱に詣るに及び、門客に執へられしが、得厚は自ら刎ねて死す、因て 
佇を巡軍に囚へて、之を拷問せし|:’佇日<邊安烈，李琳、禹玄寶、禹仁*!王 
安德、离洪毒、共に驪典王を迎へて內應を爲さんことを謀ると、因て禍を 
江陵に遷す。李成桂乃ち？：三司事沈徳符、贽成 TV 池湧奇、鄭夢周、政堂文 
學僳 長*、 評理成石！ r 知門下府趙浚•判慈惠府事朴蔵 、密直 副使鄭道傅と 
典國寺に會し 、大 に兵衡を陳し籤して日く、櫬と昌とは王氏に非 t 宗* 
1: 奉ずべからす、又天子の命 あり、 當に假を廢して 其5: 立つべし•定昌君 
瑤は神王七代の孫にして其族*最も近し會に立つべし と，後、 石！ r 定：=2 
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が 
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辛昌を .Ifo 


敏修は嫜山君李捨と謀 b、 辛踽の子 EE を立んとす、成桂敏修に湖て日く， 
回軍の時言ひし所を如何せんと、敏修色を作して日く、元子の立つこと 
韓山君已に策を定めたり、何ぞ違ふべけんやと、遂に昌を立つ。そ.れ昌 
を立つるは、曹敏修、李穡等の意に出でたりとするも、是時に當りて，成，桂 
の威 S は、優に二入の心を動すに足れ >、然るに敏修の怒に因て、遽に其 
王氏を立るの意見を棄て、之に從ふものは、成桂も亦陰に^が王氏の 
統に非ず，且をの幼弱 {: して動かし為きを利するの心ぁりて*強て其意 
見を主張せざるに非ざるか、然らざれば成桂の威^と智力とを以て、其 
意見を遂行すること能はざるの理なし、これ以て當時の事愤を察すべ 
きな. CVO - 

辛：：日旣に 立ち、 曹敏修を楊庚全羅慶尙西海交州道都統使とし、辛成桂 
を m 北面朔方江陵道都統使とし、敏修成桂に忠勤亮節宣威同德安社功 
由の號を賜 ふ、 成桂疾を以て辭すれども允さす。尋で敏修を放逐し、李 
穡1:門下侍 中と し、 成桂^守門下 #中と し、 成桂をして中外諸軍事を都 
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1一宗霊 


辛 is を麻 - r 


城に入 b て會讅し、諸道1:城を築き及び兵を徵すことを fl む、尹紹^軍 
前に Si b 、 鄭地に因りて成桂に見えんことを求め、霜光が傅を懐にして 
献ず、成桂.趙仁沃をして讀ましめて之を聽きし(:•仁沃また王.氏を立る 
の漭を搔陳せしかば、成桂之を然りとす。廢立は固ょり成社等.の計盡 
せし所なれども，衆に先ちて之を唱道せしものは、實に紹宗仁沃な bo 
時に王、官竪八十餘人と甲を®:き馳せて、成桂及び曹敏修，邊安烈，が第 
に至 b 之を害せんとせしが、諸將皆軍門の外に屯して家に あら ざ XV し 
が爲めに、其目的を违せすして S る。諸將«仁門に贫述し李和、趙仁璧 
等をして 11 に諸らしめて*悉く宮中の兵仗鞍馬及び卑妃を出さんこと 
を請 ふ、 王日く、もしこの妃を出さば予當に偕(:出づべ しと C 足に%、て 
諸元帥兵を節して闕を守り，王に江苹に如かん ことを 請 ふ， 王 a ひを得 
す出でて嫌を執り鞍に據て日く、：：：巳に暮れた b 左右俯伏して涕下 
b •之に應する者なし•遂 <■ 寧妃と共に出でて江蒂に遜る。初め回軍の 
時に於て、成桂は王氏を立ん i し、 曹敏修 も 亦之 5: 貧せしが、是に及びて， 
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李芳逡に吿 ぐ、 芳逮日く、これ大事なり、輕々しく言ふべからず〇されど 
も南^等は時に或は稠人廣坐の中に於て揚言して日く*天命人心已に 
* する 所 あり、 何ぞ亟に勸進を なさ V ると、これ固よ b 當時の輿論に非 
すと雖も、亦以て一部人士の趨向を 察すべき なり 0 
第三節 李黨の 經縈 

回軍の時に於ける狀況は 、旣に 前(:述べたるが如し、されば是より以 
後、 李成桂及び其黨類に於て苦心綷罃せし こと 甚だ多し^一は辛 氏王 
氏の，廢立、第二は大臣の誅竄、第三は田制の改革.第四は李氏勢力の扶植 
是なり、是等の方法によ b て•李成桂の事業は着々步武を進めて、益，基礎 
を固ぅするに至れ b 、 請ふ序1:追て之を說かん0 

第 r 辛氏王氏の廢立。祀瑩旣に出されし 後は、 復た洪武の年號を行ひ， 
明の衣服を襲 ひて 胡服を 禁じ、 曹敏修 、李 成桂を左右侍中と し、 趙浚を簽 
書密直司事兼大司窓とし、嚮に官職を削られし諸將は その 職に復せ b , 
蓋しこの改革は、皆成桂の方寸よ b 出で しものなるべし 〇回軍の諸將. 
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遂に瑩を拉して去る〇兩都統使及び三十六元帥 eH に諸り拜謝して軍 
門の外に還る。 

蓋し回軍の摩は、古今非常の事變にして、名は君側の姦を除くといふ 
と雖も* ni を以て君を脅すの罪亦甚だし，然るにその之を爲すこと掻め 
て容易なるは何ぞや。李成桂の m 蜇は、二十餘年の閱歷にょりて•旣に 
將士の心?:服するのみならす、事大主義を以て數百年來養成•せられた 
る高麗人にぁりては、遼を伐つ事の如き、尤も恐懼措く能はざろ所なれ 
ばなり〇是時 U 當り位、成桂の上にぁ^'て、成桂の最も畏惲するものは 
獨 b 崔瑩のみなりし•か、圖らすも外交問題に於て，成桂と瑩とは其方針 
を異にせり〇而して成桂の執る所は、卑屈柔儒なる高鹿人の S - ぶ所な 
れば、是 k 以て人心 5: 收攬し、この問題を假りて其最も畏憚する者を除 
くは，成桂に於て利便是より大なるはなし，成桂の雄心勃々たる，安んぞ 
この好機食を逸すべけんや、 これ 斷然回軍を決行せし所以な bomj 南 
間、趙仁沃等の如き、此時に於て、旣に密に成桂を推戴せんこ i を議して 


回軍の容站な 
る W 以 


成柱4推戴ゼ 


r 王 i 


李劳逡に吿ぐ、芳浚日く•これ大事な々しく言ふべからず。されど 
も南 Is ) 等は B $ l : 或は稠人廣坐の中に於て揚言して日く、天命人心已に 
® する所あり、何ぞ亟に勸進を なさ > る と、これ 固より當時の輿論に非 
すと雖も、亦以て一部人士の趨向を察すべきなり。 

第=節李黨の經脊 

回軍の時に於ける狀況は、旣に前に述べたるが如し•されば是よ b 以 
後、李成桂及び淇羝類に於て^心経煢せしこと甚だ多し^一は辛氏王 
氏の廢立、第二は大臣の誅竄、第三は田制の改革•第四は李氏勢力の扶植 
是なり、是等の方法によ b て•李成桂の事業は着々步武を進めて、益-基礎 
を固ぅするに至れり、請ふ序を追て之を說かん0 

第1、辛氏王氏の廢立 ofll 瑩旣に出されし後は、復た洪武の年號を行ひ. 
明の衣服を典ひて胡服を禁じ，曹敏修、李成桂を左右侍中とし、趙浚を簽 
酱密直司事兼大司葱とし、無に官職1:削られし諸將はその職に復せ^/ 
蓋しこの改革は、皆成桂の方寸より出でしものなるべし。回軍の諸將、 
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® 草の容坫な 
る W 5 以 


ん とす 


遂に璺を拉して去る U 兩都統使及び三十六元帥，闕に詣り拜謝して軍 
門の外に還る〇 

蓋し回軍の来は、古今非常の事變にして、名は社側の姦を除くといふ 
と雖もポを以て君を脅すの罪亦甚だし’然るにその之を爲すこと極め 
て容易なるは何ぞや。李成桂の威 S - は£十餘年の閱歷にょ b て、旣に 
將士の心 i : 服する a > みならず、事大主義を以て數 rl 年來茭成•せられた 
る高 K 人にぁりては•遼を伐つ事の如き、尤も恐懼措く能はざろ所なれ 
ばな bo 是時に當 b 位、成桂の上にぁりて、成桂の最も畏惲するものは 
獨 b 崔瑩のみなりし♦か、圖らすも外交問題に於て，成桂と瑩とは其方針 
を異にせり。而して成桂の執る所は、卑屈柔懦なる高麗人の喜ぶ所な 
れば、是を以て人心を收抵し、この网題を假りて其最も畏惲する者を除 
くは，成桂に於て利便是ょり大なるはなし、成桂の雄心勃々たる•安んぞ 
この好機會を逸すべけんや、これ斷然回箄を決行せし所以な boiL 南 
傲、趙仁沃等の如き，此時に於て、旣 I :密に成桂を推戴せんことを諶して 



嵌仁 ra ょ b 城(:入^/左軍と椅角して進む、 M を守るの軍拒ぐ者 ぁるな 
く、都人士女审つて酒漿を持して軍士を迎へ勞し•老弱城1:登りて之を 
$ み # 呼 SJS 躍す、敏修黑大旗を逑 て 永義橋に 至 b 、 登*> 軍に破らる。俄 
にして成 H : 黃砘の大旗^建て、善竹橋ょ > 刃山に澄る，塵埃天 U 漲り、 
鼓 M 地に！？ふ^が麽下の兵、旅を^みて奔潰せしかば^勢の窮するを 
知り、 奔 b て花園に入る。成柞遂 (:>';- 房寺の北嶺に 登りて、 大螺を吹か 
しむ.諸軍乃ち花園を圍む こと 數百單大に呼んで瑩を出さん ことを-': - i:prj 
ふ C 是听諸將皆螺を用ひざ b しが、 成杜獨りぬ前に於て螺を吹かしむ、 
故1:都人螺猓を聞て皆喜ぶ〇王寧妃及び笠と八角殿にぁり、泣 J H て出 
です、吹蝶赤宋 安、 墻に费りて螺 k 吹くこと一通、諸取一時(:垣^毀ちて 
崔莹を&;く 庭 {: 閲入し、郭忠辅直ち1:殿中に入りて^を索めたれば、瑩王と泣て別 
れ•再拜して忠辅に隨て出づ。成社瑩に！ i て日く •此の如き事變は、吾本 
心(:非ず、然れども逸を攻るの舉は、惟大義に逆ふのみ1:非す、國家寧か 
らす、人民勞 困し、 寃怨天に至る，故に B むを得ざる な b と、相對して泣き、 
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止めて日く、予毎に軍士を戒む、汝•か輩もし乘輿を犯さば.必す爾を赦さ 
す^の一瓜 !:'■# ふも亦罪1:抵すべしと、故らに師行を緩くして人を殺 
す ことなから しむ。王平壤に至 b 、 貨寶を收め、大同江 ^ 渡りて夜•十和 
(舒攸)に至る、諸軍の巳に近づくと聞き、間道ょ b 疾く馳せて岐濉(城順 U 
从)に至り•詰朝に開京に還 b 花園に入りしが、從若纔 U 五十槠騎に通ぎ 
す、枨瑩拒ぎ戰はんと欲し，百官に命じ兵 ft を以て侍衞せしむ。六月•諸 
軍來 b て近郊 U 屯す、王諸將に敎を下して之を 3 S む•されども文中1:君 
臣之大義、實古今之常規、卿好讀 *• 豈不知把の句ぁるを見れば•その專ら 
李成桂を指し、こと明かな bo 諸將進で.都門の外1:屯す、東北面の人 
民及び女典の素ょ b 眾に從 は ざりし者も、成桂の軍を回すを 聞き、 ql つ 
て相聚 b 奔りて至ろもの千餘 < 王乃ち兵を諸道に徴して入援せしめ、 
又府庫の金帛を發して兵を•蘇り數十人 t 得たるも、皆111井奴隸の徒な 
b 〇而して敏修、成桂等が官爵を削 b 、 m に勝して日く、敏修等の諸將を 
執 i . る ものは、官私奴牌を諭す ることなく、 大に爵賞を加へんと。成桂 
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後、豈復た此の如き人あらんや。時に霖潦數 W なぅしが、水故らす、師旣 
に渡5て大水驟に至り、全島塾溺す A みな之を神とすといふ0 

この時曹敏修は左軍都統使にして、李成桂は右軍都統使たり，勢均し 
く力敵して、敏修の地位は成桂の上にありと雖も、この回軍の計を決せ 
しは、敏修にあらすして成桂1:あり。他 n 王橥開始の基礎は、 K に是ょ 
り定まりしものにて，成桂の即位 1: 先 rr つこと僅に五年、冥々の中、豈期 
待する所なからんや。後世、朴世采之を論じて日く、回軍の*は、大義を 
假りてその家を化し國となすの謀を濟さんとするものにて、^たしも 
中國を奪ぶの誠心に出でたるにあらすと、これ誠にその衷情を洞察す 
るの論といふべし0 

是ょ b 光、王は成州(解職職道)の溫泉に如きしが、大軍の a r- 安州に至 
ると聞き、馳せ遺 b て夜、慈州 (鮮 g 獅道)に 至り •令を 下して日く fE に 赴き 
し諸將、擅に自ら軍を回す、 W 大小の軍民、心 i : 镟して之を®げ、必す大に 
賞赍を加へんと。回軍の諸將急に防锎の者を追 はんと 請 ふ、成桂之を 
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四 

四 


是時 、旣に 洪武の年號を 停め、 國人 をして， 胡服を服せ しめ， 明に背きて 
北元に從ふ ことを示し、 又裴厚を北元に 遺し、 夾みて逨東を攻めん とす0 
され ども 北元の脫古思帖木兒は•巳に袞« して 沙滇に通れたれば 、之を 
引て援となさんと欲するも，固より能くする所に非ざるな. 〇〇 

左右軍都統使更に人をして m 瑩に詣らしめ、速に師5:班す5:許さん 
ことを請へども、瑩意とせす〇是 H 軍中訛3あり、李成桂庵下の親兵を 
率ゐて東北面に向ひ•巳に馬に上れりと? t 中钩々たり〇成杜乃ち諸將 
に譫して 日く、 もし上國の境を犯し、罪を天子に獲ば^社生民の禍立ろ 
に至らん，予順逆を以て上書して師を班さんと請へども王省みす瑩义 
老耄して聽かす、何ぞ卿等 i 共(:王に見えて親ら禍福を陳し? f 惻の惡 
を 除き、生靈を安んせざるベけんゃ、諸將皆 日く、 吾東方社稷の安危、公の 
李成桂军な囬 一身に あり、 敢て唯命 1: 從は ざらんや io 是 に 於て軍を IB 1 し鴨緣江を 

す • 

溉る，成桂白馬に乘 じ、 彤弓白羽箭を御し ^1: 立ち軍の畢く渡るを待つ， 
軍中望み見て相謂て 日く、 古より以來未： U 此の如き人あらす、今より以 
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儀、 安東元缽崔 ® 助戰元帥枨公 « 八道都統使助戰元绅趙希 古、 安 麾 王 « 
之に* す、 李成桂を右—軍都 ^ 使とし、安州道都元婶®地 ± 元呻池湧奇 、副 
元帥皇甫琳，東北面副元帥李彬 、江 原道副元帥具成老、助戰元帥尹 虎、 袤克 
廉，朴永忠.李和、李 ¥. 蘭， 金 賞、 尹師德 、慶補、 八道都統使助載元帥李元桂•李乙 
珍， 金天莊 、之に* す、 左右軍合せて三萬八千八百三十 人、 慊從一萬一千六 
百三十四 人 •馬二萬一千六百八十二 E 左右軍平壤を螢 す、 衆十萬と號す。 
瑩王 1:白して日く、今 大軍途に あり、 もし淹留 する こと 旬月な れば、大事 
成らざらん、臣猜ふ往て之を督さんと、王聽さず。而して王は屢-大同江 
に如き胡樂を張り、倡優をして百戯を呈せし^淫樂 殺戮： 3に甚だし。 
五月、 左右 取鴨綠 江を渡り威化島 (!:« 祕 g 中) U 屯せしが， 逃 C するもの 道 
に相屬せし i : 以て、王各地に命じて之を斬らしむれども、止むる こと 能 
はす。 左右軍都統使上畜 して 師を 班さんことを請ひしも， 王及び塋從 
はす， 宦者金完を遺し督 して兵を進めしめしに、 軍 中完を留めて 還 さざ 

hv 


Original from 

UNIVERSITY OF MICHIGAN 




Digitized by 


Go 


りと、 王 m る之1:然办 とす 〇夜•登人て啓す らく、 願く は 他言を納る 、こ 
と勿れ.明4王、成桂を召して日く、巳に師を典せり、中止すべからす、成桂 
日ぐ•必ず大計を成ん と 欲せば、宜く駕^!西京に駐め 、秋 k 待て師を出す 
べし、末®野に 被り、 大軍食足ら ば、 鼓行して進むべし •今師 を出すべき時 
に非 t 遼東の一城を拔くと雖も ，雨水 方に降ら IX 軍進退することを得 
t 師 老い粮乏しく •まさ 1:禍を速かん のみ，；土日く、 卿李子松を見す や、 成 
桂日く、 子 松死せりと雖も、美名後世に 垂るば 等生け b と雖 も、巳に 計ヒ 
失へ\何をか爲さ ，んやと， 王聽& す， 成桂乃ち退て歎じて 日く、 生民の禍 
此ょ b 始まらんと。 

王遂に進で平壤に次\諸道の兵|:|:徴し、浮橋を«躲江に作り、大護 
軍裴矩をして之1-馎さしめ，林廉等•か家財を平壤に運搬して軍賞1:充て、 
^ 0 ^^ 乂中外の僧徒を*して兵と し、 崔瑩に八道都轶使を 加へ、 a 城府院君’曹 
At * 敏修を 左 軍都棘使と し、 西京都元帥沈德符、副元帥李茂.揚廣遒都元绅王 
安！ T 副元帥李承*1慶尙道上元胂朴 蔵， 全羅道 si 元绅崔雲海 * 林元绅慶 
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所披靡し，遂に大に之を破る。十四年、林堅味 K 典邦を誅するや、 m 登、李 
成桂 等與 b て力あ b 、 签は門下侍中とな6、成桂は門下守侍中となれ bo 
右の如く成杜は回軍以前に於て、摩'武功を顯はして人心を收價し，遂 
に政房の耍地を占るに至_る〇是時に當 :v て二大間 題の起るあ6、即ち一 
明に於て 锇 檄衞を立ることの 報 吿是な b 。 是 ょり先、明は锇嶺以北を 
遼東に屬せしに 因て、 王及び祖瑩は 、遼を 攻めんとして八道の兵を徵 す、 
公山府院君李 TF 松ざの不可を SS せしかば，瑩その堅：味に寐附する1: 
託して之を殺せり。旣にしてこの報告に接するや、十四年三月-王は世 
子及び諸妃を漢陽山诚に徙し、賛成事禹玄«に命じて京城を留守せし 
め、親ら西海道に如きし•か、搴紀及び m 瑩之に從ひたり、四：：；、風州 01® 
に次り、登及び成桂1:召して日く、逸陽を攻んと欲す，卿等宜く力を盡す 
v し、成桂日く、今師を出すこと四の不可あり、小を以て犬(:逆ふ、一の不 
可なり、夏月兵を發す、二の不可な b 、 國を擧げて浚く征せば.倭其虛«:乘 
せん'二の不可なり，時暑雨に方り、弓弩膠解け大軍疾疫せん、吗の不町な 
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安邊の泊4-献 
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b 益、盛なり〇八年、逸東の胡拔郡、東北面の人民を虜掠して去る，成桂 lit 
々その道の軍務を管し、威 C 2 素ょり著る ゞ を以て，東北面都衍揮使とし 
て柱て之を慰撫す、九年，胡拔都又來りて雄州 (S ■ 綱3に寇す、成柞之を 
破 k •胡拔都遂に通る。乃ち安邊の策を獻じて日く、北界は我國要访の 
地： な b •早く之が計をなさ5•るべからず、第一は、兵を竦 b 辛を訓へ，約束 
I :嚴 (: し、號令を明か1:し、事機を失ふことなかるべし•第二は師旅の命 
は糂餉に係る、其税を权むる、宜く耕田の多寡を以て之を科して公私に 
便すべし、第三は、軍 R の統餡を明かにし，其心を固結すべし、第四は、守令 
と將帥とを擇ぶべしと、 言々 皆货綮に中れり。十一年九月、倭人洪 M 北 
靑等に寇し、諸元帥皆敗れ、賊勢益，®な時に成杜は東北面都元帥たれ 
しが、咸州に至り、諸將を部署し、直ちに賊の屯する所の兎兒洞に向ふ、賊 
遙に螺聲を聞き鷲て日く、これ李成杜の碑磲螺な b と、成桂乃ち倭詰を 
解する者をして之を諭さしめたれば、賊酋之に從はんとす、成桂その息 
るにょりて之を擊ち.身士卒 U 先だちて、賊陣に出入すること 數 回、 向ふ 




むこと ft 重、成桂歎较1圔を突て出で、左右を■きて日く、怯なる者退 
け、 我將 に賊の S めに死なんとすと，將士®激して、勇氣百倍し，人々殊死 
して g へどち賊植立して動かす。 I 賊將 t 、 年嫌に十五六、 容貌！ 
にして驍勇比なし•白馬に乘じ槊を舞して馳突し、向ふ所披靡して敢て 
當るものなし、軍中 larR + w ^(_ l*.a - t ( i 料脱抓 Ms |紐城 V UY 稱し爭つて 
之を避く、成桂 K を躍らしてその兜牟を射落し、 a 蘭遂に之を射殺した 
れば、賊氣始めて挫折す。成桂乃ち身を挺して*擊し、諸軍勝に乘じ鼓 
謀して大に之を破る•馬を獲ること一千六? f 餘匹、兵仗算なし、この役や 
賊兵甚だ衆か5しが、率ね皆戰歿して唯七十餘人智異山|:奔0しのみ0 
成桂の 振 旅して還る や、 崔瑩百 W を率ゐ ，綵棚雜戲 を設け r 班迎せし に， 
成桂坶を下りて再拜す、瑩も亦再拜して成粍の手を執り、涕を揮つて日 
く、公に非んば%かょく然らんや•成桂謝して日く、謹で明公の指揮を奉 
じ、 幸にして捷5: 得たり、 予何の功かぁらん、瑩日く、公か公三禅の再 ST 
この 一#にぁ b 、 公なか b せば國はた何をか恃まんと、成桂の勢望是ょ 
正祀一李 ■«! 代第 S 孝朝鮮太祖の«|業 iHI 九 
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之を破り，九月ヌ海州^海}|:_て之を*す0六年八月，成桂を楊廣全羅 
慶树道都巡察使とし、貧成事邊安烈を體瘵使として之に副とし、王顧命、禹 
仁烈、都吉敷、供.仁桂等を元帥として、脊成桂の節度を受けしむ。是時裴 
克康等九元帥，敗綾し，朴修敬、裴逢の二元帥は戰死し、倭人遂に咸陽 a 街) 
を屠り、九月南垠(松§)山城を攻めて克たす、退て雲峯縣3)を焚き引月驛 
に屯す、*言すらく馬を光州(触 8) に餐ひて 北上 せんとすと、中外大に m 
ふ〇成桂、裴克廉等と南原に會 し、 諸將を部署して、東の方雲峯を» え、 賊 
を距ること 數里、 菜山の西北に至る、成桂賊の奇銳を* r るに£十餘* 弦 
U 應 じて II れざるものなし、賊乃ち山に據 b て固く守卜しかば、成桂士 
卒を指择し、仰で之を攻めしに、賊死力を出して銜突す、成桂復た螺を吹 
き兵を整ひ蟻附して上り賊陣を衝炉しめたれば、賊將ぁ火槊を引て直 
ちに成桂の後に趙く甚だ急な b しが ii 將李豆蘭射て之を殪せ bo 是 
時、 成桂の馬•矢に中 b て仆れ 、乘 矢また成桂の左脚に 中る、 成桂矢を柚て 
氣益*壯に戰益•急なりしかば•軍士その供つく i : 知るものなし、賊之を圍 



山^ ££ 棘 !:«*?»)< ftT 保せしが、俄に甲を案て、來 b 降る、高安慰なほ城 
に據りて降らざりしが、我師之を圍みしかば.安慰，城に槌して夜通れ*諮 
山城風を^て皆降る、戶を得ること凡そ萬餘、獲る所の牛二千餘頭、馬百 
餘四を悉くその主に還し、を以て北人大に悦ぶ•その後、李吾魯帖木兒 
名を原景と改め成桂に事ふ〇是ょり先、奇赛因帖木兒元に仕へて平章 
となりし•か、元の衰ふるに及び、逍衆を招集し、東寧府に割據して北邊に 
寇す。八;]>:李成桂等に命じて東寧府を擊たしめたれば、成桂袭州に 
至り.鴨綠江を渡り、裨將洪仁桂等をして、輕騎三千を領し、進で逸城を襲 
はしむ^城は蓋し東寧府のぁる所なり。旣にして大軍繼で至り、急に 
攻めて之を拔き、赛闶帖木兒遁れ去5しかば，其餘黨を捕へて之を誅す〇 
是ょり成桂は漸く昇進して、二十年八 J1 、 知門下府事となる、門下府は Y1 
揆の庶務を掌る所なり。 

辛®の時には、倭寇漸く域なるを以て，李成桂等をして兵を東西江に 
嫌し T i 之 . に， {s : へし trH! 年 ^ 月， 成挫倭人を慶尙道に擊ち 、转異 山に戰て 
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一 .は，必す由來する所なくんばぁらす、之を究めんと欲せば•まづ回軍以前 
一 に於ける李成桂の勢力如何を察せざるベから中-。 

00 初め李成桂は，恭慈王九年、 (-7 c ?¥ m ) ハ X :の後て東北面上? i 芦とな\ 
. 十一年、紅賊の京城に據るや、總兵官鄭世•雲に從ひ先益して之を破る。 

乂：兀の納咍出は瀋陽發_永}に»有し、行省丞相ふ稱し、兵數洱を領して 
北邊に寇 す、 李成桂大に之を破りたれば、納哈出敵すべからざる5:知 
散辛を收めて遁れ去り，其後人をして好を m せしむ、蓋し之に般せしな 
り。十三 年、 元兵義州を侵し•李成杜之を IR ぐ、 會‘女眞の三善三介等•虛に 
乘じて東北より入寇し、咸州、和州を陷る，成社西北面よ b 軍を引て至 b 、 
進擊して大に之を收り、悉く和 州、 咸州を復せしかば•王倚賴益- - jfl く、成桂 
を密直副使と し、 端誠亮節翊戴功 P - の號を賜ふ。十八年、東北面元帥と 
なる•是時元袞へ明興るを以て東寧府を擊て北元を絕んとす•十九年正 
月、李•成桂 t 北面よ b 黃草崔 ( |:«城 fVJ 雪寒 * け槐2 V 蹌えて進んで 
囑綠江を渡る.東寧府同知李吾©帖木 a 、 成桂の至るを聞き、移りてテ1 
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を問ふ、無學日く、萬家の*鳴くは高貴位な b 、 身三椽を負ふは王の字な 
\蒼し雞鳴の聲は、高貴位と音相近し、故にしかいふなり、太 M その言に 
成じ，寺を土窟に建て鞸王寺と號寸。又人の太祖の門に到り、智異山耑 
石の中に得た b i 日ひて、異書を獻 t るものあ b .、 中に木子乘一豬下：©正，， 
三韓境；の句あ bo 太祖人をして迎へ入らしめんとすれば*已に去6て 
之を尋ぬれども得るこ i 能はざり合、藎し太祖は乙亥の歲の誕生な欠 
故に木子乘”猪下一の句あ b といふ。又圖讖中に早明の文あり、その兼5: 
曉るものなかりし•か，國號を改めて朝鮮といふに及びて始めて明かな 
b しと。この類の事なほ甚だ多し、當時迷信の深きこと率ね此の如く 
なれば «] 業の主、或は之を假 b て人心を收攬するの資となし ゞ ことも 
なきに非ざるべし、英雄人を欺く*豈獨り古のみならんや。 

第 II 節梅揉の回軍 

太祖李成桂が則業の端を開きたるは、實に鴨緣の回軍にあり〇然れ 
ども當時にありて君命に背くをも厭はすして，斷然之を決行せしもの 
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坐して死に當す、太祖之を救はんと欲すれども能はざりしかば.甚だ之 
を悼み*諸孤を撫育して之を婚嫁し、開困の後には、其子に高爵を授けた 
bo 

是時に當 b て、 風水鮮瑞圖藏等の說は 、社 會一牧の Irt する所なりしを 
以て、太 m も亦之を^せ b ◦桓駔の喪(:未 fr 葬地?:得ざりしが， 1U 機 
薰あ b , 長少二人の僧の山にあるを見る•長漭 日く > の 地は將相に遇ぎ 
す•上は王侯を生むべしと，樵童之 $: 聞て太祖に吿 ぐ、 太組急 (: 追て二僧 
を請ぅて俱に歸り、一善地5:得んこふ i : 願ふ r : 僧遂に太胤と その 111(: 
往き吿 て 日く、 第一{八は王侯の地な\第二穴は將相の地なりと ± 駔第 
一を取らん とす、 長者 rl く，太 だ遇ぎたる こ i なからん や，太 組 日く， 凡そ 
人間の 事、 上を卜せん と 欲して僅に下を得る故の みと、 二僧遂に 去る、 蓋 
し長者は馕翁、少者は無學にして，俱に當時の名僧なり。太*甞て安邊 
( I 麯)にあ b し時、离家の戴一時に鳴て破屋の中に入り、三株 i : 負て出づ 
と夢む。時に傦無學 ，安 邊の雪峯山下土窟の中にありし •か， 太*往て之 
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文學1:通 T 


九族を敦睦 T 


はしめ、原 S をして論さしむれども、亦從は t 太胤又その脚を射たれば. 
處明矢に中りて退き 走る、 因て之を諭さしめて日く、汝もし降ら中んば 
汝が面を射んと、處明遂に As を下ヶ叩诹して降^次後、處明恩(:成じ、矢 
痕を見るごとに必す嗚姻流涕し，終身左右に隨侍せ bo 太.組の射術巧 
力 兼ね至る、故にその人を服する こ i 此の如し。 

文學も亦その一斑に通せり、宵て詩あり0く •引蘿上鉍峰；一庵萵 
臥白雲中•若將，眼界，爲 lut I 土；楚越江南豈不运と、又 I 聯を占して日く、三尺 
紉頭安^ h 稷，と•推瑩之に績で日く-:條概末定■乾坤，と、亦以てその M 象の 
雄大を見るべし Q 

:大性仁厚にして九族を敦睦し、之を撫すること甚 tr 篤く •庶兄元栉 (I 
1 )庶弟和と友愛®めて至る•和が母金氏を京邸に迎へて之に事ふるこ 
i 甚 frIS めり。桓祖薨せし時、元 a 自ら嫡嗣なりとして心に太祖を忌 
み，窃に讯.をなさんと欲せしが、太祖更に意に介せすして、之を待するこ 
と初の如し〇元杜は又高麗に仕へて、將作判事とな b し•か、人を殺すに 
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咸興にあ b し時•大牛の相鬪ふものあ衆人之を止むることを得ざ b 
しに、太祖兩手を以て之を持すれば、牛鬪ふこと能はざりき〇射術に於 
ける尤も其妙を究む，好で大萌鳴®を用ひ、椹を以て幹となし、竹を用ひ 
す、«8翊の闊くして長きものを羽となし*庵角を用ひて稱となし，大さ榮 
實の如し•鏃 m くして幹長く常矢に類せす、弓力も亦層常1:情す。甞て 
洪原( I 賴)の召浦山に獵す1二瘅あ卜鮮を爲して出でしに、太 M 先づ一獐 
を射て之を斃し£獐並び走るを逐ひ、又一發して之を® S し、矢枯木に 
着きしかば、李 M 景その矢 5: 取 b て來る、太祖日く、汝來ること何ぞ遲き 
や、原煨日く、矢、木に固著し拔け易からずと，太祖笑て日く、もし三獐 なら 
しめば、乃公の矢力亦洞貫するに足らんと。辛踽に從て獗せし 時、 左右 
に！ 一て日く、 今日 獸 を射る 盡くそ の脊に中つべしと•是 H 鹿を射ること 
四十にして皆脊に中れ b 、 人 皆その 神に服せ b といふ。又元の.奇赛因 
帖木兒北邊に寇せし•か^將處明驍勇なり、太祖李原景をして之を； SL - 
.て洚さしむること再三なれども從はず、太祖故らに射てその兜牟を拂 
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考を忝むること勿れと•明年又來朝す、王又頑民 i: 綏撫するの勞 1: 謝す。 
桓祖遂に東北面兵馬使柳仁雨と力を協せ»城を攻め破り、咸州以北の 
地を收復して高麗に* せしむ C 六年、千手衡上將軍に進み、開京に於て 
第一區を賜>て之に居る、九年355?51一月.榮祿大夫判將作監事5:以て、 
出でて朔方道萬戶兼兵馬使となる、四月病を以て歿す、年四十六、王訃を 
聞て悼むこと甚だしく±大夫皆東北面の人なきに至れるを歎じたり 
i いふ〇 

相組三子あり、長を元桂、次を成桂、次を和といふ、元桂と和と U 庶出.成 

桂は正妃崔氏の出にして、即ち太祖な b 、 高麗末の衰運に際して典智勇 

を奮ひ•遂に王位に即くこと4:得たるは、薇祖以來東北面に於て人心を 

收攬し^に桓祖の北境收復に功ぁりしが如き.之が基礎をなし、なる 
べし0 

太祖は天姿奇侓 、神 釆英 * 丈髙くして聳え、耳大にして甚だ異なり、年 
太姐 II 力めり I 居 V?; に目を閉て坐す、之を错むに凍然として畏るべし、亦頗る勇力あり， 
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供鮮遒史 


一三〇 


孛氏興 R の始 


來 b て雙城@に屯し|總管府を S き •咸州 (I g I )以北み な 元に！8 せしめ、 
勢甚だ搔なりし|:以て、稂組は元|:降\五千戶所達魯花赤とな'東北 
の 人 皆之に脤 し， 李氏の興隆せ しこと 是ょり始れ 卜〇 
-親組の子名は行 里， 是を*駔とす 、翼 祖父の*を II て千戶となる。元 
の世祖两を U 本に 出し、 兵船 »* に會 せし 時•翼祖亦元の命1:以て東北 
ょ b 來^/忠烈王に見えれれば 、王 甚だ之を嘉す 。翼 租威德漸く® にし 
て•女具地方諸千戶钸下の人皆心を31せしかば•諸千戶翼祖を忌みて之 
を 害せん ことを謀る， 翼 M 乃ち舟に乘じて豆滿江^ J 5 U 瓶つて下り# 
島 (ml |)に至- 陶 穴して居 b 、 後、德源に通 b 又咸典に徒る。 翼 祖の 
子名は椿，是を度 M とす、蒙古の諱は學顔帖木兒、亦元に仕へ、忠肅王の時 
來朝す，王之に賜ふこと甚だ厚し。度組三子あり、長を子興、次を子春•次 
を子宣といふ 、 i 字は子春，之を桓組とす、蒙古の諱は吾魯思不花•亦父 
の職を#!て千戶となる〇恭愍王四年(作！ S 极)來朝す，王日く、乃£乃父身 
は外にありと擊も、心は乃ち王室にあり我胤考實に之}:嘉せり、今爾祖 
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正靶李朝睁代第四#朝鮮太|10«業 


正紀李朝時代 

第四章朝鮮太祖の創業 

第 IIS 太 ffi の來歷及び性行 

朝鮮の一太龃は、即ち.李成杜にして、字を仲縻といひ、後(:名は旦，字は^ 
晋と改む*その松軒と號するは、成興(I麗)宮®の後に太祖手植の松五株 
ぁるを以てな bo. 高麗忠肅王•後元四年(イ找綠賴1 +7CS4S3 十月十一 
日、朔方道(I鏡)永興の黑石里に生る C 父を李子春といひ、母を m 氏とい 
ふ、李氏はもと全羅道全州ょり出で«羅の珂空李翰を以て始祖となす 
と雖も、その事路詳な ■ &す、十八世极祖に至 b て稍考ふべし osjlll は 
安社•成桂の高里父なり、性豪放にして四方の志ぁ b、 初め全州に^り、後， 
«方道に徙 b ， 宜州(I職 S の兵馬使となる〕是時は高麗商 a の/ k に 
して、元兼宗は ar 高麗を®し、かば、® M は之を薄ぎしが、元の散吉大王 



るも'-®聊かをの形式を粧飾する1:過ぎす〇楚に於て太祖王建♦か新羅 
敢順王の降を受けしょ b 以來、王氏三十二王，四百四十二年，辛氏二世十 
四 年、 合せて四15五十六年間雔 S せし 高麗の社稷は、全く傾现 して、 李氏 
朝鮮は之に代れり。 
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たるものにて、 何等の威權 あるにあらざれば、た 3 .拱手して そ 0 意に 順 
はほ線 制麻 從す るのみ〇而して 三軍 都總制府を立て、中外の班事を 統べし め、李成 
桂を都總制 使とし、 **]1 rt 中軍總 制使とし磁浚を 左軍緦制 使とし， 鄭 
道傅を 右軍總制 使と する1: 至りて、 大權旣 に李成桂の手 1: 歸して ，威 堅 
n に 盛な b しか ば、 is 道傅*南間、趙浚、尹 紹宗 等、 密に 之を推戴 せんとす る 
の 意あ bo 獨 b 瑯夢周は、 忠義を 以て自ら# ひ、守 ra 下 侍中となるに 及 
びて、 尹紹宗 ，南聞、 鄭道傅等を黜 け、 成枝を迸 せんと 謀りしが•成桂の子芳 
細 夢周な f 遠(砂卽2如- fw さ)趙英鞋をして夢拘を路に要して殺さしむ〇尋で夢周 
の* 煲長番、李 茂•禹玄寶等數 十人は 流 M せられ、忠を •十： 氏に逝さんとす 
る もの， 皆朝廷5:去れり。 & て、守門下恃中袭 克廉 等、定妃の敎を奉じ.:+: 
を廢して原州 ^^ に放っ、時|:恭讓王四年 <:して、皇紀二千0五十二年 
なな0 

要するに 、辛：：一日、 恭讓王の 如きは、 當時權 K が一時便宜の爲め1:擁立せ 
しものなれば.その廢置は固よ A 自由にして、た >定妃が一片の敎書な 
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辛晶み立 <> 


1 


敏修諸將の己が意に違ぅて、王氏を立んことを恐れ、魄山矜李穡は、時の 
名儒にして重 ^ ある i : 以て*密1:檣に問 ふ、 檣も亦 I 1 , 1 !を立んと欲して•日 
く，前王の，子を|立っべしと、遂に定妃(郷|3の)の敎を以て«を立っ、時に 
年九.歲なり。この時.李成桂の勢力は、漸く硌にして•辛 M 即位の 後、 nil も 
なく諫官諸 KI の言にょ b て、曹敏修 t 沬し•李仁任の子孫を禁錮し 、 m 登 
を殺せ bo 辛踽はその後 il 華ょ b 驪典( II 道)に遷りしが、憂憤に佻へ 
す、密 U 成桂 5:* せんとせしかば、成桂は踽を江陵に遷し、も、なほ^足 
せす、更に？：三司 ^ 沈德符、資成寺池湧奇 ，鄭夢 周，政堂文學傑長番 、評 理成 
石！ r 知門下府趙狻、利慈惠府事朴親、密直副使鄭道傅等と遜して、定妃の 
敎を奉じ*20を江帮に放ち.神宗の逾孫定 fi 贫瑤を立つ、是を恭讓王とす。 
王は即位の 初、 曹敏修を廢して庶人 とし、 李墻，李崇仁等を流し、辛禰父子 
I を， 誅ぜり。この胩に當 b て、群 E 黛を分ちて相邻ひ ，上 疏して時 ff k 論 
じ、 玫法を遴すろもの甚だ 多く、 獄禍里延して、將相大臣、或は*され、或は 
殺さる、もの、》て計ふべからす*されども、王は元來權 R に樣立せられ 
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財政の棄亂 
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辛祺4-挺す 


漕迷も亦通せすして、地方の米殺を京師に楡す能はざるを 以て、 國庫は 
益ノギ竭して Yr . w の祿体•時を以 て 給與する 漉は ざるに至る。然るに軍 
•旅ぁり、貫獻ぁり、諸殿供上の物亦甚： u 多 C , 豫め三年の貢物を徽すれど 
も，鹆足らすして又橫效 VJ 加ふ、財政の紊舐も亦是に至りて極れ bo 
この時に當 り、 國家安危の關する所 U して、 まづ決定せ ざる可らざる 
ものは、 鐵嶺問題な り ◦然るに辛踽 は、 崔瑩が明に反抗す るの 葸見に從 
ひ•左軍都統他曹敏修、右箪都統使李成桂等をして、逯東を攻めし む、 而し 
て 諸箪旣に鴨綠江を渡りし が、 成桂諸軍 帥と 共に軍を回し•犬邦を犯す 
の不可なる •$: 陳して m 瑩を M けんこと を請ひたれども、王納れす。成 
挫 等， 乃ち城を圍 み、 ^瑩を執へて.高姿縣 (I fsu 流し:- t を廢して江^ 
t: 放つ.。王は 在位十四 年の久し さに 及 b たれ ども、その 廢せられた る 
に;,]:りて崩號な し、後世た >辛碼 と稱 す。 

是 1:於て、 曹敏修は李.仁任•か己を鴉拔せしことを念 ひ、 謹妃李氏の子 
辛. ai ' 立んこと;?: 謀る、 謹妃は仁任が外兄弟李琳•か 女なる 5:以てなり 《 
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く、 林廉政を執る め：：！ 久しく、 凡そ 士大夫皆 その*げし 所な b 、 今た 2. 才 
の賫否を問はんの ふ、 安ん；て旣往を存めんと、登聽かす。其 後又聲味•典 
邦等が妻を拷掠して•皆獄中に死せしめ、淇黨類の子孫|:眾1まで殆ど 
王室の孤立 孑遺な く、 苛酷暴戾尤も甚だし 3 E 室 是 より 漸く孤に.して羽 S 摧殘し、ま 
た振起する こと 能は ざる {: 至れりといふ、 朋黨 排擠、 殮忍 酷虐は、實に朝 
鮮固有 の 病根な bo 

且 元に 事へ しより 以來、その誅求は 厭く こ A なく•朝 ®® 遣國贐 等の 
事により^歎多端にして、國力旣 I :袞耗せし のみなら す、權臣は田 K を 
横*- して私利を鬪り•田制は太に腹れて * 田の租額は 、次第に減少し、 そ 
の橫奪せしものは、州郡を連ねてその田を占 ft し、 山川を 標 して、 その領 
竦を劃し A 民よ h 租を徵 する に -: 歲或は；與 三(: 至る ことあり、又は一 
の田地 ■!: 兩三人の^ T 有主 あ b 各、その租を徵 する こ i あ b て，&府も人 
民も共に窮墘に陷れり〇況や沿海の州郡は、倭寇によ b て耕 si - 期を愆 
り*收穫候を失 ひ、 その租税を免除せざる可らざる こと あるのみならす、 
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slarl 古明鮮三 H 寐麗時代供三鞏*高痛の W 亡 


仁 任 堅味の言に從ふ 。是に 於て仁任 ^味、 興邦は深く相結託し、中夕の 
要職その私人に非ざるものな く、 官を賣り爵を餺 ぎ、 公私の土田奴婢を 
奪 ひ、 專橫尤も 甚だしく， 上下共に困め ぅ 0 JU 登■李成桂其爲す所 }: 憤り， 
心を同く し力を協せ、 王を導きて堅 味、 興邦等を除きし かば、 國人大 に 悅 
ベ b し尋で 田民辨正都監を遛き、堅味等が称ひし田 K を考 M し•安撫使 
を諸道に 分遣し、 免味等の家臣惡奴を捕へて之を誅すること一千餘人 
に及べ 办と いふ〕 

李仁任蘅に權を秉 ること =久 しく、 務めて柔怅を以て A を悅ば しめ、 
忠良 1 : 評 •陷し、 無辜を殺戮す。林堅眛廉典邦の課せらる、 時、 言 ふこと 
あらんと して、崔瑩が第に至りし も、 瑩辭して見す。然れども瑩は仁任- 
が甞て己を助けし ことを 德と し， 王に白して 日く、 仁任謀を決して六に 
事へ、國家を鈸定 す、 功過を掩ふ べしと， 因て仁任を赦して京山府 (§|« 
に安. , §:し^: 子弟を幷せて皆之を宥 す、 國人嘆じて a く、 林*の , * 渠魁網 
に 漏ると C 很 瑩盡く 林廉が 用ひし 所の人を all けんとせしに李成桂 日 
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詐、官を賣り獄を鬻ぎ、又人に官爵を遙授し代りて其祿を受く、誅せらる 
、に及びて人皆之を快とす0 

然れども當時權 m の橫暴なること獨り池 -M のみならんや〇初め廉 
典邦の家奴李光、前密直副使趙胖が田$:辉ふ、趙胖李光1:詣りて哀諫せ 
しも，光益-縱虐なりしかば、胂は憤怒に勝へす光を白州( I 海)に斬る、典邦 
之を聞て大に怒 k 胖が謀叛を誣ひ3£に勸め令を下して胂を瞵捕し、拷 
掠すること終：：！、胖が誣服せんことを欲すれども、胖 B 辱して少しも屈 
せす。後數=にして王は崔瑩が第に如％/左右を避けしめて胖•か獄を 
|£し、命じて之を释さしめ、典邦を巡軍に下し、又 m 瑩及び李成娃に命匕、 
林1 兵を陳ねて宿-衞せしめ、林堅味等を獄に役じ、遂に之を誅す。 

す 

初め仁任國柄を竊 i んことを謀 b 、 辛镧 k 拨立し•一 國の威福- Jt 掌握 
にあり、林堅味その腹心 i な b 、 文臣!:.•恐みて放鸚すること甚だ衆く，興 
邦も亦その中(:あ b しが、後に堅昧は興邦が世家大族なるを以て、姓を 
なさんと請ひしに、典邦亦前口の沬貶|:«り，身を全くせんと欲し、た> 
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也窃か誅す 


，前紀古朝鮮三阏髙鼸時代第三隼高魔の興亡 


襟 喉な >、盾亡ぶれば歯寒し、救はざ &■ ベがらす是が 爲め に举々たるの 
み H 宰 この逮 を抗せば•吾何ぞょぐ爲さんと、遂に徑 ちに 出づ •復興 走 b 
追て仁任を止めしかば a 頓首して之を謝す、これその軋櫟の始な bo 
其 後 仁任病を以て家1:あるに及び、潑その門を 過 ぐれども訪はざりし 
かば、人始めて 池李 •か隙あるを 知れり。 時に判 典 校寺李悅 、左 常恃華之 
元、 右副 代言 金承 得、 知中事金允 升等、 朋 3 S を結び、 SU 諂事して 遷擢 せら 
れんことを希 ひ、 自ら池門の四傑といふ。仁任、誦が黨を剪んと欲し、朝 
政を誹謗するに託して 悅 .之 元、 承得 等 5:' 流® す讀大に 懼れ •王に白し復 
興仁任等が大事を阑らん i す i - ir 誣ひて之を 殺さんとせし が、林堅昧 
裔を執へ て 巡軍の獄 に 下し 、 M 及び その 黨金允升等二十餘 人を 誅す。 
菊は行伍ょ b 起 bar 軍に從て功あ b 、 遂に 宰輔に至り、王の乳 姐 張氏に 
通じ夤緣 して 瓿あり、 をの 跋扈を恣 にし •己に附く者は 之を 用ひ、己に異 
なる 者は之を 斥け、 其腹心を 以て 臺諫に分 S し，大に威福を張り、多く姬 
妾 ^ 列する こと 幾 ど 三十人、 It 富める 者を 取りて 色を 以てせ t 貪淫 0 
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* にして 自ら守り、 賢を薦めんと欲すれ ども、 他人 (:$* 制せられて^す 
あること 能は ヤ 。その後、池 菊は 門下登成 ?IV ど ^' りしが、同 H 宵に除す 
るもの、宰樞五十九人に至\李仁任池肅以下各"その*を m て，基諫將帥 
守 令、 皆をの親戚故舊にし.て、市井工匠に至るまで夤躲除拜せざること 
E 戶政 なし.時人之を煙戸政と いふ、 蓋し煙芦 ある もの锊恩澤を被るの诹なヶ〇 
瓶李の RI 李仁任池_‘は深く相結託して.威福を衍にせしが，端なく終に粱隙を 
開け卜。三年倭人全州 {: 尨するや•都堂元帥を採ぶに其人を難んじ、李 
仁 任、 池蒱 in 瑩 等、 庚 復興が笛に會して之を遴せしに久しく决せす時に 
池裔が 子益 謙を遣らんとする 者 ありし が、 窳心に之を 不平と-し、 部^厲 
し - r 日く、判三司公¢1)可な b 、 签怒りて日く#旣に楊廣道を分管す、豈他 
に之くベけんや、 - E 進んで仁任に吿て 日く、 侍小 ( t 仁)事を謀りて未： u 決 
せず、侍中往くべ し， 又其逯を 徺 まさんとして 日く、 倭賊何邊 境を摄るの 
み，もし明の大軍定遼衞に根據せば、後來必す®り II し•今の計を爲す一 r 
• i づ師を移じて遼を攻むるに如かす、仁任勃然として日 C 、 全州は國の 
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前紀古期鮮三！！高麗時代第三箄高竄の興亡 


ば、皆之を沫竄す〇この時三司右使金治 命は、 太后の近戚なるを以て，專 
ら宮中の事を緦べ、淸直にして敢言し、人皆之を憚る〇甞て病を以て私 
第 1: ぁりしが、慶復典、李仁任、池瀹等往て之を問 ふ、 給命日く，今の宰樞祿 
VJS み位を尸して心の正しからざる こと 我 1: 如くはなし仁任 日く、 公 
の心正しから中んば誰をか JE とせんや、®命日く*予都堂に伴食し•凡モ 
事を署するに心に非とし口に是とすること！ s か我 U 如かんやと， m 典 
等之を聞て默然た り。 續命の 言は、 實に當時朝 R の衷情を抉摘せしも 
のなれば，池■李仁任深く之を街み、遂に不敬の罪を劾して之を流斑す， 
時人頗る之を惜め b といふ0 

時に慶復興•李仁任•池 潑、 政權を掌握せ しに、 池■李仁任威 5: 揸にし* 
5: 植て 、皋 國趨附 す、 銓注の KI 人の賄賂の多少•伺候の勤怠を視て升黜を 
なし， 官或は足らざれば•多く添設職を 置き、 或は數十=批を下さす して 
貨賄の來るを俟つ ，之^ 隱批といふ〇祀瑩•か倭寇を鴻山に破る や， 戰功 
を論赏 T るに、 軍に從はすして官を得るもの甚だ衆し〇慶復興獨5廉 





或は宮女 fc 率ゐて川に至り同浴して！§れ、或以|^.下の第に至卜て其女 
を取 ら、淫« 至らざる所な し。 李仁任甞てその婢堺趙英 VI の女風加伊 
.を王に献せしに、王之を II し、 ar 仁任の猫に至りて宿す、王#て仁任 VJ 稱 
して父とし，仁任が蒌朴氏を尊びて母とし、仁任が；土を待すること^壻 
の如しといふ。王の狂妄淫洗、人君の徳度なきこと率ね此の如し。然 
れども當 US 內部の腐敗は獨 b 之に止ら す、 朝 F?. の 間、 專横縱恣勝 て tl ふ 
ベから ざる ものあ-^ 〇 

初め恭愍王は tt 臣大家の盤根締結して互に相欺蔽するを患 ひ、 僧辛 
吨微賤ょり拔きて®政1:授けし•か、後に其弑逆の謀あるを以て之を 
誅せり。 され ども王は又晚年に及び、志を喪 ひて 弑逆の禍 に 罹 bJa 年 
の弊習は、終に之を除くこと能はす。且宰调の立つや李仁任の援立に 
賴る、其威權なき誠に巳むを得ざるな bo 
任— の 李 仁任旣に拨立の功 V 〕挾み、賛成事池誦、亦仁任に黨 して •頗る威福を 
肄にし、俱に明に背きて元に從はんとし•苟も其遴に從はざるものあれ 



儒にして國家?:思ふの心なく、兵卒は何等の訓辕なき烏合の衆に過ぎ 
ざるのみ。其內部一般の腐敗に至りて UT 文に述ぶるが如くな 11 X ば、 
倭人は東西 M ® 無人の境を行くが如し、僅に崔瑩、鄭地、李成杜の 如きも 
の之を破ることありと雖も、容易(:掃琪の功を奏するに至らざる なり0 
是時に於ける內部腐敗 C 9: 狀態は如何、殆どその極度に達せ b 〇恭愍 
王弑せられて辛踽の位に即くや1來歷素ょり正しから t 如年齡又幼少 
なりしも、初は稍意を學間に用ひたりしが、李仁任、池^、林堅昧等、镒を S 
ばす - M ぅて珍玩を以て之を導くに及びて、漸く放肆なりしも，末だ甚だ 
しきに至らざ b き。然るに•六年二月*明徳太后の蕤せしょ b •忌憚する 
所なく、或は里巷に出でて雞犬を射殺し、或は出遊して美女に遇へ ば 報 
ち淫虐を 肆 {: し、：！： {: 畋獵 遊戯に耽 b しか ば、 左司 ^ 白 君 寧、 守侍中 m ^ 
等 . Sr 之1:諫むれ ども* 更に改悛する ことなし、 是 に-於.て •宰樞 は王の 狂 妄 
H に甚しく人に M •ざる VJ 以て•祭 Vi 惠 g 殿 ( f 随 K 及び玄陵 s I )に rr ひ 
て 之を結るに至る。然れ ども王の狂妄は是 に山れ て已む べきに 非す、 
前把古 朝鮮 三阈商 M 昧代第一ーー窣苽 M の興亡 一一七 
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他の方略な く、 大 I : 錤兵の法 席を中外の » 寺.に設 くるのみ1: て、 その多 
きこと 7-1 五十. 一简所 に及び、供我勝て 計 ふべからざるに至る〇倭人は 
⑽人成銳道じ 更に成鏡道(:聞入し、干一年3|)倭船74五十艘.咸州.既巧北靑(|_減)等 
の處に寇し、人民を殺虜して殆ど re んとす、元帥沈德符―徽等洪原の大 
W 嶺の北に職ひて皆敗れ，賊勢益，蛾な b しが、東北面都元帥李成桂往き 
擊て大 に 之を破る0 

是ょり後、東北邊は稍褎へたぅと雖も、度尙全羅等は询倭寇の巢窟な 
••(> しかば、十三年 SS 55 海道元帥四道都指揮使鄭地は、上書して自ら對踔 
蝥な擊つ 重岐を征せんことを請ふ。辛. , : , ,二年 (2) に至り•庚何道元帥朴蔵、兵船 
一百艘を以て對馬を擊ち、倭船及び傍焊を燒く、蓋し鄭地の策を行ひし 
«なるベけれども，宗賴茂に破られ.て還り、未だ敵を威すに足ざるな bo 
僂寇を*ぐ能 锣寇の猖镢なること此の如くにして、終に之を澳ぐ能はざるは、その 

はざる «|由 

原因果して安くにかあ VO 、 內部の腐敗と軍政の修まら'?るとにあり0 
蓋し當時の軍政は、 X - 帥甚だ多くしてその號令統一せ t 將校は槪ね怯 
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前8 e 古朝鮮 SH 高 M 時代第一一一®:高 II の興亡 


入り、恣に焚掠を行ひ、屍山野|:«ふ。羅世、«1茂宣等’錤浦に至り，茂宣が 
始めて製する所の火砲を用ひて其船を焚きしに、烟焰天に歯 b 賊燒死 
殆2盡んとし，海に赴て死する者甚だ衆し。茂宣は元の焰馆匳李元 i 
里閛を同くせしを以て、麻に al ; 術を問て之を試み、前年建白して火熵都 
監を股きしものなり〇倭人はこの敗北ょりしてのち•益-郡縣を陷れ、殺 
掠を肆にし、九勢愈-織1:して、三道沿海の地禍を受ること甚だし〇是に 
於て李成杜を楊廒全羅慶尙道都巡察使とし、邊安烈を體察使として之 
に副とし•王顧命、禹仁烈等を元帥として、成桂の節度を受けしめ、大に倭 
寇を荒 IIIICI 職1-* ㈣ f)u 破る。九年 (■ 織 HIU 特)海道 一 兀帥鄭地•支た倭船を 
鹿海縣 (§ 尙 ){: 擊て大に之を破る。されども州郡騷然として K ; 转山谷 
に奔竄 し、 將帥は率ね環視して戦はす、賊勢 rj に碰な bo 而して倭人は 
'•. 次第に北進して IE 陵、金化、楊 口 (I S に寇し，淮陽¥康 ( lis * 州 S 5 龍 
棚)を PS れ、體视使鄭承可.前政常：南佐時等皆敗績し，その安邊 (2 韻¥谷 (§ 
道)に寇するや1/_4出して虏椋すること尤も猖镢を栎む。然るに钥廷は 


Original from 

UNIVERSITY OF MICHIGAN 



に 至り、 古今交瞬の利害を極陳せ しに、 錤西探題今川貞世厚く之を待す。 
四年、夢 周の遺る や、 俘虜數百人を 還し、 又僧信弘を遣した (X Irm 弘 は、 兵 
六十 九人を率ゐて 、倭寇と 兆陽浦に戰ひ 、一艘を 獲て盡く之を斬る。旣 
に して 又.版國判畜李子 * 、前司宰令韓國柱を U 本に遣して賊を禁せん 
ことを 請 ふ、 五 年、 國柱の還る や、 大內袭弘 、朴居 士をして兵百八十•六人 1: 
率ゐて共に來 らしむ 〇是時倭人慶州に寇せしか ば、 // i 士兵を率ゐて與 
に戰ひしが'兀帥河乙 fit 逗留して救はす ® 士の渾大 (: 肷る ，朴« 土とは 
何人なるか詳ならす0 

此ひ如く使を遺して賊を禁也んことを M ひしは'再 r - 止らすと雖 
も、：：：本も亦南北爭«1の時にして- A - 力禁する能はざ b き〇是に於て二 
箇の方法 も、 空しく靈餅 U 思したれば 、铰 掠の患は進む こと あるも減 t 
ることなし〇是ょ b 後は他の方法なく PE 統一節制なき^兵弱卒を以 
て、 僅に防 «する に遇ぎ す、 左に其槪略を叙せ ん。 

六年 (減 柳)倭船五百艘 、铱浦口 (於 3 r 入り、 遂に擇«: 登 b 散じて州邵に 
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'.，古 朝 w 三 w 高*時代笫三窜髙魔の興亡 


使^日本 ！ia 


败夢用 


姑息の策たるを免れすと雖 も、 當11$の 事情、 已むを滯ざるな bo 

都を内地 (: 遜さんとするの逮は、辛踽二年ょり始ま bA を遣して そ 
の地を相せしむる こと 数回に及び、當時崔瑩の如 さは 頗る反對の意見 
を述べたりしも，五年十月に至る i で數年間に涉りて，其議堪，起 b しが、 
終に實行を見るに至らすして止みたり0 

使を14本に遺して倭寇の禁制を請ふことは、恭愍王の防.旣に一たび 
之を行ひて其功を奏せざりしが、辛禍元年、判典客寺事羅興儒、上普して 
U 本と好を修めんことを請ひしかば、興镒を通 f , i 使として之を ia る、足 
利兹滿その陰謀ある，て疑ひ、之を獄に繫ぎしが、會-晋州の僧 a 柔、歸化し 
て U 本1:あり oi : 諜者に非ざることを證せしを以て之を釋す、明年典，® 
の還るや、良柔をして高麗に報せしめ、贈るに彩段畨屛拉剣等の物を以 
てす〇三年 i た判典客寺辜安吉祥を遣し賊を禁也んこ i を^ふ-: L ; r 4 .p 
W 本.(:至りて.祸死せしが、口本は僧13弘をして來 b 報せしむ〇因て前 
大词成漱夢周を遣して報聘せしめ、且賊を禁せんことを請ふ、夢®博多 


Original from 

UNIVERSITY OF MICHIGAN 



方馎 


Diaitized by 


Goodie 


Original from 

UNIVERSITY OF MICHIGAN 


嚮に瑩 i > 逐はる、 V 】聞き货す所を知らす 3£ は急に出で避んと欲して、 
百官裝束し闕に會して待ちしが、捷報至るに及びて京城解嚴す、朝廷瑩 
•か功を賞して安 jot 功臣の號を賜ふ。其後•倭人靈光、光州 ( S 怒等に寇 
し、巡問使池湧奇、兵馬使鄭地追て之を破 b しが、此戰鄭地が功頗る多し、 
されども 五年益卿)順 天、 兆陽®額 l:is 财 3 等に S せし S •鄭地 與に戰 て大 
に敗績せり。時に 慶復典 ，黄裳、 禹仁烈 、俱 に W 瑩•か第に 至 b しに、瑩 日く、 
倭寇侵播此の如く甚だし•諸相何ぞ爱*せざる*の鄭 m 勇と雖も•それ 
衆寇を如何せんと、諸相渐る色あ b といふ0 

倭寇の狀德、槪ね此の如く、時に一二の勝利を得た b しことなきに非 
すと雖も 、 W 瑩の剛强なるを以て、社稷の存 t この一戰に決すといへる 
を見ても、其恐怖痕狽の狀想ひ見るべく•到底當時の武力を以て遊く之 
•1.對する を揋斥すること能はざるなり〇是を以て高麗の朝廷に於て、二個の方 
法を案出せり二は都を內地に遷すにあり'は使を U 本に遣して禁制 
を請ふにあり、この方法によ b て目前の禍を緩めんと欲するは、固より 




して水に投じて死す。 この 時元帥裴克廉又倭人と 戰ひ、 賊魁親家蕞 s 
戶 S : 斬る、摒家臺萬戸は、蓋ん博多の賊#なり。倭人又江華より楊廣道 
濱海の州郡 1: 攻め 格れ， 殺傷 せらる ゞ こと計 ふべ からす、 然るに元帥 王 
安徳怯懦にして峨 は ざぅしを 以て、 水原 e * より陽城、安城@に至る迄、 
歎十里の 間、® 然として 人烟な しとい ふ。 

® i 年(酿1 )倭人德豊、合德等の縣に寇して都巡問使の營1:焚き、又大1: 
窄梁1:集 b •昇天府 i : 入り、聲言すらく、將1:京城 U 寇せんとすと、中外大 
に霞ふ0因て諸軍に命じて、出でて東江(成|:»^|德)西江(|55|:屯せし 
め•闕円を守 b 、 賊の至るを待ち、诚中恂々たヶ〇祀瑩諸軍を督して侮® 
( IVJ に軍し，賛成事揚伯淵之に副たり•賊之を覘ひ知り、瑩が軍を破らん 
と欲し、諸屯を葉て、度ち1:中軍に向ふ、瑩日く、社稷の存 C この一戰に 
決すと、遂に進みて之を擊ちしに，賊軍强碰にして瑩逃げ奔りしが、李成 
粗精騎を率ゐ、伯淵と合擊して大に之を破る•瑩乃ち賊の披靡するを見 
て、 鼸下を率ゐて傍より之を擊ちしかば、賊殆ど璇き、餘黨夜速る〇城中 

前紀古朝 鮮三阙 高 KI 時代 第三 隼 高 Ml の 利亡 
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ば•海明にして盡の 如く、 死する者千餘 人、 京城大に笾ふ。又江華府に寇 
せしに、萬戶金之瑞、府使郭彥龍、摩利山^ fIlu 通れたれば，賊遂 I :大に 
掠めて去る。判開城府事羅 I 世‘兵を提げて江華に入り、擊て賊を走らし 
めんと請 ふ、 王其志を壯として，厩馬二匹を賜ひ、遂に%世及び李元桂等 
を遺して倭人を江帮に撃たしめ.都統使 m 琴また昇天府 ( ggg ) u 次 b て 
之に備ふ、賊乃ち江，華を葉て、通 g 、 童城 UMlg ) 等の縣 I :寇 し，® る所 If ' 然 
た bo w に童子あ b . 賊 中より 逃れ M 卜 て日く、賊常に言 ふ、 畏るべきも 
のは唯牝莴芦のみと， ill 萬戶は即ち栉瑩な bo 

旣にして慶樹道元帥禹仁烈報じて日く、倭賊對 K よ b 海を飯ぅて來 
り，帆楢相踅む、已に兵を遺して要衝を分守せしむれども、賊勢方に張り、 
防戍甚だ多し請ふ助戰元帥を遣して要害に備へしめよと〇時に江華 
の賊•京城に逼近し、備薄暇あらざる に、 又この報を得たれば、大に羝懼 し， 
急に諸道に令し僧を募 b て诹艦を作らしむ〇其後.倭船五十艘又金海 
(■1)の南浦に至る，麻使朴蔵，伏を兩岸 r - 設けて之を擊ちしかば、賊痕狽 




羅 、楊 廣 、度尙、 笟海の州 郡， 遊然として空し。大抵歲ごとに数十回その禍 
を被らざる^となく、諸將をして之を拒がしむと雖も*其毒を肆にす〇 
こと益-甚しく、攻擊爭鬪•勝て數ふベからす。されども皆 f ?;1 々別々の g 
鬪に して， 必す しも 統一ぁる.1:非す、盡く之を學げんとせば.殆ど其煩に 
堪へざるものぁり、今その重なるもの數件を述ぶべし〕 

辛 s 一一年(一1 ?) 倭人扶餘 ( sr 宼して公 ¥ a )( :至る•牧使金斯革戦つ 
て 敗績 し， 公州遂1:陷りた れば、 又進んで石城 3 U 寇せ しに、 元帥朴仁桂 
迎へ戰つて之に死す。判三司事 til ,®, 之を聞て自ら倭を擊んと51 ひし 
•か、 王及び諸將瑩 •か 老いたるを以て之を JI : めしに、 登 日く、 盗爾たる倭賊 
暴を肆にする此の如し、今を失ぅて制せざれば、後に圖り難しと，請ふこ 
と再三に至り遂|:之を許す。乃ち楊廣道2.£^都巡問使很公哲，助戰元 
帥1~氷 、兵 坶使叫 # I 和 等と鴻山 ( S ) に 至る、 倭人まづ險 K に據 b たるを 
以て， 諸將畏怯して 進まざり し •か* 筆身士卒に先だち.銳を遨して突進し， 
遂1:之 ir 收る。三年、倭八.夜^梁0俄)に入り、戰艦五十餘艘を焚きしか 
W > EI 古朝鮮三 W 高 M 蛄代第三章高鼸の興亡 1C 九 
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て、 朝親を通せんことを請ひしが、皆逡東に 至り 入るを得すして還る。 
かくて 間もなく、 遼東邡 司は、 頓緣江を 波り、 榜を張らしめて 日く、 班擻以 
北以東以西は、もと眼原の所管に M せしものな れば、 その 地(:住す6軍 
人、澳人、女 真， 達々^鹿は皆遼東に® せし むと， これ 級嶺以北を悉く m に 
馬せん i するな bo 姐 瑩乃ち諸相と定逸衡5:攻 むる i 和を請 ふとの 
可否1:議す 、衆 皆和議に從はんとせし が， 王獨 り祀 瑩と遼を攻めんこと 
を 譏す〇巳にして明は遼東の百戶王得明を 遺し、 班嶺衞を立る k 传げ 
しむ、是 ょり 後、高魔と明との關係は益：困難なるに至れ bo 
■〈’ 獨り 北方支那に於け，〇 のみなら す、所, is 倭寇の侵掠は、辛踽の時を以 
て最も甚しとす。元年(热挪 一|特¥原經光といふ者、衆を率ゐて來 b 投 
ず、 因て之を順天(龄 g¥ 岐3)等の處に居らしめ .ft その資糗を給す。旣 
にして 全 M 道元帥金先致に諭して之を誘殺せしめんとせし に， その謀 
漏洩し、經光衆を率ゐ•海に浮びて逃れ去りたれば、僅に三人を殺し、の 
み。是ょり倭人大に激怒し X 宼する毎に締女罌孩、屠殺して遺さす， 全 




く明 


還す。十一年 ㊉ 戒 I )門下評理尹虎を遣して恩を謝し^及び承襲を^ 
はしめたれ IrllII の周悼®英等來 h 過を冊して王とし X 先王に諡を恭 
愍と賜ふ。因て判門下府事曹敏修を遺して恩を謝し、且鞒 nw 驗を請 
はしめ、前元の铺馬 ( III ) 蒙古の文字八道を納れしむ。十二年鄭夢周を 
遣し、便服及び陪臣の朝11便服を請はしめ，仍て歲貢を蠲減せんことを 
乞はしむ。この時夢周の奏對詳明なるにょりて、歲貢の常数を減じ*一一 
年に.一たび朝し、良騎五十匹を貢することとなりしかば、数年以來の { 伯 
a 始て達し、•稍その負擔を輕減するを得たり。 

然るに其後、逸東ょり逃.れ來るものあり’都堂 U 吿げて日く、明帝將1: 
處女秀才、及び宦济牛 K を求めんとすと、都堂之を憂ふ〇是時に當りて’ 
高61の明に於け る、 國力^竭して之に奉事せしも、猶その J ; に滿6こと 
能はす、明は»-錐題5:出して之を困めたれば、門下侍中怅盌は大に憤槪 
して日く、果して此の如くならば、兵を興して明1:擊んこと可なりと。 
されどもなほ鄭夢周を遣し，十四年(側4 I )正月、又密直司使趙琳を遣し 

前耙古明鮮三園离麗時代第三# 高 ft の 興 -tl 10 七 
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東守將之を明帝に奏す、帝命じて誼を執へて南京 si 味 1 Tu 南)に至らし 
め、歲貢約の如くせば、使を殺すの罪を赦さんことを居ぐ。^後*，使を 
遺し、も、或は歲貢定額に滿たす、或は定額に滿つるも•數年零碎の物 t 
集めたるは誠ならす i して、皆速東にて拒絕せらる。因て，九年 (I f I ) 
賛成事金庾をして海路よ b 往かしめしが、明は其期節に遇ぎねるを以 
て、 之 1 :法司に下し、且吿げて日く、高 Be もし明に事ふることを願は V 、五 
年より今年に至る i で、五箇年間未進の歲貢、•ぬ五千匹、金五百斤、銀五萬 
兩五萬布匹を以て一時に貢献せよと〇是に於て，進献盤繮色 ( IIW 5 
t れ城憎 T 膜て歲貢に備へ、十年 ( f 婦喊)、鄭夢周を遺して聖節を S し，盘 
及び承典を請はしめ、又連山君李元紘を遣して、歲貫の馬一千匹を献せ 
しむ 〇當時 國 庫空乏な b しかば、六品に 至る 迄、金銀を 出さしめ、 又諸道 
を括斂し，或は魯國公主の殿の金銀器 t 取りて之1:補ふ1:至るも、猶五 
年の歲貫を完濟せんとす、其明に事ふる勉めた b とい ふべし〇鄭夢周 
の至るや，明太祖、その節 H に及ぶを喜び、特に慰撫を賜ひ、*鱧して之5: 



夢炎は別に旨1:錄し示して 日く、 前王の言に從ひ、今歲、貢する所の馬一 
千は、執政の陪臣を遺し、半を以て來朝せしめ、明年には金一百 斤、 銀一茁 
» 貢 兩、良馬百 匹、 細布 一 萬匹を貫して、歲貢の常例となすべしと。この時明 
の奏袭邵壘は德符に從て來 b し•か、甜水站 (I f |謹)に至6.、高艇の文天 
式を北元に使せしむと聞き、高 Be に達せすして還る。思ふに朱夢炎の 
示し、歲貢は，明の高麗に對する一難題1:して、之1:ょ b てその明に於 
ける誠否を試みんとするものなり〇 

是時北 元にて は、 昭宗旣 に 崩 じ、 その子 •脱古思帖木兒 立ちし を 以て、 五 
年， 食院甫非を 遣して 天 元と 改元せ しこと を吿 げしめ、 尋で禰 を冊して 
大尉と せ bo され ども 旣に專ら明に 事 ふるの方針を定めたれば、その 
明に 於け る 益-忠悃を竭 し、 門下評理李芳を 遣して、 歲貢を 進め、 承典を 請 
はしめし•か、 貢物 約の如ぐならざるを以て拒絕せられ、登州 5a 1 J ょり 
還 6。 六年(|球|¥敬尹周誼を逸東(: 遣し-金 義 •か 使を 殺し、は、 本國 
の關り知らざる所なるを辯じズ朝を訐容せんことを請はしめし1:、遼 
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渚を問ひしに、尙哀 等、 判宗簿寺栉源を薦む•仁任之に從 ひ、 辛踽元年、 m 源 
をして明に如て喪を吿げ、誌及び承»を請はしむ。されどもその後朴 
尙衷は殺され、鄭夢周等は流竄せられて•元に從 U んとするもの勢力を 
得るに至りしかば、二年、李之富をして定逡街に如て好を通じ、且事變を 
伺はしむ。旣にして定遼衡秋に乘じて來 b 侵さんとする 5:聞き， 使を 
諸 mr . 遣し、兵を點じ簡閱して之に備ふ ，幾 ばくもなくして、北元の冊封 
を受け，其年諕を行ひ、專ら北に事ふることとなれ bo 然るに四年三月、 
又判耩エ寺事柳藩をして明に如て恩を謝せしめ、禮儀判書周誼をして 
观の年繁行 諡及び承典を請はしめしも、未だ允されざ b し*>、九/-|に至り、復た明の 
年號を行へり。抑*國論のかく屢，勤搖せしは、畢竟各人の意見跖々にし 
て，甲黨勝を制すれば，明に事へ、乙派勢を得れば元に從ふのみに^必す 
しも深き因由の存するには非ざるな bo 

五年 ( m ) 沈德符の明ょ b 還ろ や、 明太祖手詔を 賜ぅて、 使者を殺す 
の罪を责め.歲貫を納る/•こと約の如くならしむ。而して鱧部尙書朱 
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は細故に非す i 。 是に於て 策、 伯英を獄に 下し 、 m 空池裔を して 之を鞠 
せしめし•か、その 辭田祿生，朴尙衷 に i!li り、 皆獄に逮 す、 m 瑩•か 之を鞠する 
こと 甚だ®酷にして、遂に之を杖沫し•又鄭夢周•金九容 、李崇 仁等が己を 
害せんことを謀るを以て、皆之を流す。是に於て、一時の名±李仁任等 
に 反對 するもの、 率ね流 m せられて、 元 {: 亊 ふること、な b しか ば、 三年 
(■ 挪辦钟 r ) 北元は翰林承旨孛刺的^遣し®を册して開府儀同三司征 
東行省左丞相高麗國王 とし、 又使を遺して敬孝大王(碰想}を祭らしめ 
たれば、是ょ b 北元の年號を行 ひ、 三司左使李子松を遺して冊命を謝せ 
しむ。北元は又宣徽院使徼 M 帖木兒を遣して定遼衞 ( n - Las 減 iT 夾 
み攻めんことを請 ふ， 乃ち晋川君姜仁裕をして北元に如かし め、 北元と 
の關係は益*接近する(:至れり。 

明に 對し ては、金義その使を殺し、 ょり、國人询 懼 して、敢て使 5 : 通せ 
ざり し*:鄭夢 周は速に使を遣すべき ことを 謂ひ、朴尙衷•鄭道 傅、 i た宰 
相に 謂て日く、宜く 速に 使を遺し、喪を吿ぐべしと、李仁 任 その使すべき 



籾鮮通史 


一〇二 


に艰ふ、今北元に亊ふ可らすといひて、名1:署せざ〇き〇旣(:して北元は 
使をして來らしめて日く，伯顏拈木兒王紅)我に背て明に^す、故に爾 
が國の王を弑する W を敵すと。時に率仁任、池齑は•元の使 t 迎へんと 
欲せしが11一司左尹金九容 、典 理總郎李崁 仁、 及び鄭道傅 等、 都堂に上杏し 
て日く^し元の使 k 迎へば、一國の liiK 传亂賊の邪に陷らん、他：：：何の面 
0.ありて支陵 ( S 想)1:地下に見えんやと。されども門下侍中慶復典及び 
仁任は、をの寄を却けて受けす、遂に道傳をして元の使を迎へしむ。道 
傅、復興が第に諸 b て日く、我當に使の首を斬て來るべし*然らざれば縛 
して 明に送らん と ilf 頗る 不遜なりし かば® 典、 仁 任怒 b て 道傅を 會栉 
(ImBlr 沫す〇成均大奇成鄭夢周•判典校寺朴財发も、亦上書して明 
に背き元 {: 事ふるの不可なる女極陳せしかば，遂に賛成事黄裳を江界 
(£技 に遺して、 元の使を慰還せり。献納李裔 JE 3 全伯贫誶は上疏して 
李仁任池竊の罪を數へて之を誅せんことを請ふ〇雎揚軍上護軍禹仁 
烈、親從護軍餌理は 、仁 任の意 {: 阿り上害して日く，諫官の宰相を論する 
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古 w 鮮三 H 高 M 晬代第三隼萵麈の典亡 


愍王は•元に背きて W に從ひし^;幾ばくもなくして惠宗崩じ、其子昭{••小 
(«_闕)継で立ち、和林(潜 f-fc#r-ws 5 )に居*-、擴廓帖木兒は丞相とな b て 
之を辅く、辛祇四年 ( i-Mf |)昭宗崩じ•その子脫古思帖木兒之に代 b 、 なほ 
北 7 C |北方にありて明と乎へり、之を北元とす。 

初め恭愍王の弑せらる、や、或人守侍中李仁任に謂て日く、國 fr 弑せ 
らるれば•宰相まづ其罪を受く、 nn 帝もし先王の故を聞かば、必す問罪の 
師を典して、公必す免る、こと能はざらん、元と和親するに如くはなし 
と、仁任頗る之を然りとす。是ょり先，明の禮部主事林密、孽牧大使蔡斌 
|等、來りて耽羅®11 V 馬を進めしむ、因て、同知密直司事金義をして As 五 
百匹を遼東に謹送せしめしが、察斌等至る處遲留し•常に金蕺を殺さん 
とす C 任乃ち安師琦をして.陽に蔡斌等に饯すと言はしめ、密に金義に 
論して、斌等を殺さしむ、金義開州站に至5、斌及び巩子執を殺して北元 
に奔る〇李仁任又百官 ai 名の畜を爲りて將に北元の中書洛 I :呈せん 
とす，左代言林樸、典校令朴 -W 衷，典儀副令鄭道傳等は、先王策を決して明 





辛！ S 立っ 


躭21說 



元*へて明利 
る 


時 (: 太后及び侍中度復典 は、 宗親を立んと欲し、李仁任は隅を立んと欲 
して、議論未だ決せす0永寧君瑜、密直王安德等、仁任が意を希ひ、大 --->1し 
て日く、 王旣に大君を以て後と す、 之 k 捨て、何をか求めん と •仁任遂に 
百官を率ゐて踽を立つ、時に年十歲 な、 り〇踽は旣に王氏に非ざるのみ 
ならす、又人君の徳な きものなり， 前して今や:- f : 位(:即く 、これ «(: 商麗 
衰亡の機運を促したる一大原因なり0 
.踽•か來歷 1:就て、 更 U 1說あり、 ^ は典に恭愍王 の 子に して， 辛吨の子 
に非すとするもの是なり。 この 說は 、元 天錨を宗 として、 李^金時 a 中 
欽 、宋 昉烈等、皆之に從ひ re れ ども、 固ょ b 想槺揣摩の3(:して，確乎たる 
瀝據 あるにあら ざれば、今之を取らす〇辛踽の 時は， S に國歩 艱難、 紛 fll 
巳むことなかりし •か、 當時朝廷の最も心を苦しめた るものは、 外國の關 
係にして、 明と 北 元と に於け る 向背と*所謂倭寇との二問題な り。 

元衰へて、®宗は北の方、上都開平府 ( li 宜)に通れ、又應晶 gg 難)に 
奔りたれば•明太祖 a 燕京1:入 b * u . 代りて帝位1:即 <。是に於て恭 




家に產也しむ•之を牟尼奴といふ•その後、能； 8* か家 tt めて之を*ひし V 
數月にして其兒死せしかば、能祐吨に责められんこ•と1:恐れ、稱に他人 
の子の貌類するものを取りて之に代ふ二年を經て、吨之ビ家に®ひし 
に.般も亦その兒に非ざることを知らざりき。時に王嗣子なきを以 
て、 { VIVI : 之を求む-:日微行して吨が家に至りし時、帥その兒を疳して日 
く、願くは殿下 II 子として後を立てょと、王笑つて答へ •さりし も、心には 
之を許せ bo 巩後•純は自ら跋扈の甚しきを知り、王の之を忌まんこふ 
を恐れ、遂に不軌を謀 b しが、事露はれて誅せらる〇され ども 王は，牟尼 
fe を召して明德太后 (1 莊の)の殿に納れ，守門下侍中李仁任に; Ai し H : 
日く、类婦吨が家にあ b 、 其子に宜きを聞き、之を幸してこの兒ありと、0 
て牟尼奴を嗣となさんとせし•か、太后の欲せざるを以て果さす〇遂 {: 
牟尼奴に名を，_と賜ひ院.大君に封じ，政堂文學白文寶に命じて、 
之に傅たらしめ、® q 0 l 宫人骑|抝の出と稱せしむ〇王の弑せらる、に及 
び•太后.遇を率ゐて內に入 b 、 三：：：にして踽、宰樞と喪を發して哀を舉ぐ。 
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辛 A の來歷 


の瞧を持して本に 到り、 之を禁せん こと i : 請ふ〇將軍足利義詮謂へ 
らく •九州海賊の爲す所にして、禁令の及ぶ所1:あらすと，遂に報せす。 
この 倭寇は、 是 より 後益，盛にして，高*衰亡の一原因となれ b 、 そは 後章 
に 於て、 之を述ぶべし0 

第五節高 K の衰亡 

.^恭慈王は’その初頗る精を勵まし治を闽るの志あ卜し^^妃得國公主 
の 難產 によ b て赛せし よ り、 哀慟志を喪ひ、 政を 妖 泔辛_に委ね、锄贽を 
放*:! し* 大 U 土木を 典して民怨を 歛む、又 其子な き V 憂ひ，洪儉•韓安等を 
して諸妃と通 t む。 一 S 者姐 萬.生、 王に 從て厠に往き、密に益妃王 
氏 •か 共 «と 通じて孕める ことを 吿ぐ、王乃ち偷を殺して其口 V 」 滅し、幷 
せて 萬生をも殺さん とせし に、薄生大に 懼れ、其 夜 倫 等と王の 大醉に乘 
じて 之を弑す、時に 二十 三年(摘雜武)な bo 

是よ卜 先、王の政を辛吨に託するや、深く之に佶任し， ar その家に幸せ 
,00吨甞て私#般|葙5:' : 納れ振めることあ\伴僧能祐に屬して、其母の 





古^ S 11 一 n 高 II 時代 第三孝高覷の和亡 


林堅味の訊問によりて，遂に之を誅 a せ bo 然るに元は、旣に德興君を 
立て、王とし ^ 濡之を舉じ‘兵一萬を率ゐて鴨緣江を渡り、義州を攻 む、 
乃ち崔璺、安遇慶等をして之を拒•かしめ、擊て之を破る〇旣にして 1 W 思 
監、朴不花罪を得て竄遂せらる、によ b て、元は王の罪^きを知り、王$: 
して位に復らしめ.崔濡を執へて送 b しかば•王は之を誅せり〇是より 
後、 元益-衰へて、その 跡 係渐く薄し、 十七 年 (巧找 啼特 JK ) 明の太祖燕京に 人 
るに及びて、元帝は遂に北走し、高麗始めて元の制滕を免る/.を得/2卜0 
=本との關係は、一!烈王が元を助けて侵掠せしよ.り以來、久しく絶え 
た5しが，忠-惠王の時(则_3±.|)よりして、また所^倭寇の起るぁり0こ 
の時、日本は南北兩朝並立して、戰亂巳まざりし?:以て，鎭西無頼の徒.高 
麗及び元の M 海を侵すものぁりし V その姓名詳ならす、故に當時總て 
之を倭寇と稱す〇これ固より IJ 本政府の與ゎ知る所(:ぁらす、亦禁制 
すること能はざるものなぅ。^ 1 愍王の時には、歲としてその禍を被ら 
ざることなか办しかば、十五年宛11-±1^前典義分金逸は7£の中書省 
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て、頗る殘虐を恣 にし、 更に進みて IR 州 ^ Kcr も陷れ し が、總兵官 » 世# 
は、安祐、李芳實 ，金 得培等の諸將を® し、 開京を 困み、 大に之 V 」 破〃 て、 沙猁 
關先生等 VI 斬 b 、 遂に京城を回復せり。然る1:平 章 金鏞は、世雲を妬み， 
且、安祐等が功ありて瓶せられんことを恐れ王命を矯めて、安祐をして 
世雲を殺さしむ、旣にして又安祐及び芳寫得培を殺し/'も、王は金鏞•か 
姦計を察せ t 敎を下して安祐等•か罪を開示せしは， 當時壅 蔌の甚だし 
きを 見るべし〇 

是ょ b 先、崔濡は罪を得て元に奔 b 、 丞相搠思監，及び佞者朴不花に諂 
事せし•か、金鐮を以て內應とし、王を 廢し て忠.宣王の 庶子德興 料を立ん 
ことを謀る。十二年 ( • tt-TCHMg 王は尙州ょり歸りて、なほ 诚南興 王寺の行 
宫にありし•か、金鐮はその黨を遺して，行宮を圍ましめ、王を弑せ•んとせ 
しに*宦者安都#なるもの、王に代りて殺赉せられたるが爲めに、王は纔 
1:その钃を免る、 會 I 密直使 崔签、副使 禹磾等 兵を率ゐて 至 \賊を擊て之 
を平ぐ。 ■? ルども王はなほ、金鏞に惑ひて之を敌さんとせし•か、 大謨軍 
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前祀 i 鮮三阚高 M 時代第三韋髙麗の興亡 


奥！*府4.破る 


伊板 a 以南^ 


紅頻軍入寇す 


恭想王南幸' r 


東搴府を罷めて、*陽に遷し•西北の諸诚を高麗に還し、鴨綠江を以て境 
界となしたれば、印璁は K ちに兵を引て、鴨綠江を渡り•婆娑府 (§ 關|連) 
を攻め破れ6。又柳仁雨1:東北面.兵馬使として、雙城を陷れ、地圖を按 
じて 伊板嶺〇 §天}以南の八州五錤を高麗に M せしめ、高宗の時ょ卜、凡を 
九十九年間、元に沒せしもの、全く之を收復せ bo 是に於て•元は斷事官 
撤廸罕 を遣して、之を責めしに•王は印瑙を斬.りて之を謝せし も、 東北の 
地は、我が舊疆なることを辯じて、をの占領を繼績せ bo 
是時，元の 喪 «1は年を逐ぅて甚だしく、 紅 頭 軍(酬 fAaulliLL »- l 峨純 
ta-fT «} の起る や、 兵勢大に振 ひ、 八年 十二月、 その渠帥毛居敬は、鴨綠江を 
渡り、義州、靜州等を敗 b . 遂に進みて西京を陷れしが、西北面元帥安祐•上 
將軍李芳實等、擊つて之を卻く。十年 { H 5 S - 潘誠、沙劉，關先生等 X 衆十 
餘萬を率ゐ、長驅して進み、6!嶺の«を破り、形勢甚だ危急なり、因て王は 
まづ南幸して«1を避けんとし、太后を奉じて開京を出で、道路間關、福州 
is 麟 i 迸)に至 b 、 遂に尙州(種麯)に趙く。時に賊¥は l ! fc に開京に a 入し 
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恭想王*ハ 
元哀ふ 


らる、に當りて、百官及び國老は、上書して王の罪を教さんことを讅は 
んとせしも、之 5: 爲すに及ばすして止みた b といふ〇王の人 S を失せ 
しこと甚だしきは，言ふ迄もなけれども•當時上下の關係の冷淡なりし 
こと想ひ見るべし〇 

その後、忠殺、忠定の 二王は， 皆幼沖にして位を H ぎ、 母后、制を內に專に 
し•姦臣外戚、事を外に用ひしが£定王は又 狂 惑無道な b しを以て、元は 
之を廢して、忠惠王の母弟願を立つ、 是 を恭愍王とす。王の時に當 b て、 
元は國政旣に袞へて•豪傑四方に起りし•か、丞相脫脫が張士誠を高郵 (g 
締■靡府)に討するや-高魇は政丞柳灌 、廉 悌臣等をして、兵二千餘人を率 
ゐて之を助けしむ。されども王はもと元に屈從することを欲せざれ 
ば、 奇轍•盧頊 、權 謙の徒 •か、 姻を元室に連ね、その威を挾みて本固を陵礫し、 
五年 ( JE7C +15 減神) に至 b て遂に反逆を 謀 b しか ば •悉く之を誅殺し、征東行 
省理問所を 廢し、 一兀の年號を停め、舊官制を復し、印琯、姜仲卿を西北面兵 
馬使として、西北界を討せしむ。是ょ b 先、忠烈王の時、元は旣に高麗の 




思 £ 王推 m 蚝 


太保伯顔は，燕帖木兒•か楢を弄するを惡みて，王を持することも亦鶊あ 
らざりし•か、燕帖木兒の死するに及びて益-甚だし。是を以て•忠肅王の 
裏す るに至りて， 使1:元に遣して•位を教 ふこと 1:求めたれ ども、 伯顔之 
を 留めて， 奏せす〇時に政丞曹嶁は兵を舉げて王宮を圍み ，軍 敗れて殺 
されしも，國內頗る騒擾せしかば、元は斯事官頭鳞を遺し•王を執へ還ら 
しめて之を訊問し、伯顏は陰に 曹_ が黑を助けしが、 會 ，伯顔の貶 911 せら 
る、によ^/王は释されて位に復る ことを 得た bo され ども 王は克淫 
縱恣 にして、惡小を信任し^無道なるこ-^殆ど言語に絕せ b 、 是を以て 
或は元に上害して、行省^立て、百姓を安ん せんこと を請ふものあり0 
因て、 元は郊教の詔 k 頒つを 名と して、大卿朶赤 5: 遣したれば、王は朝服 
して之を迎へしに、朵赤は急に王を蹴て之を縛し、一 A 6 に載せて馳せ歸 
れ b 。 王は燕京に着するや a ? ちに檻車を以て揭陽縣 (g _赚3に謨送 
せられしが，一人の從行するものなく、寂寞慘澹たる旅程の途次、岳陽縣 
(£ 細刪南)1:て薨せしも B 人之を聞て悲むものなし。又•初め王の執へ 
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忠惠王立 <) 


•忠宣王の吐蕃にある時に當ゥ、忠粛•土は元に如きて、赞成事權漢功等 
•か，上王の時ょり權を招き賄を納る、ことを吿げて、之を逮島に*せり〇 
是を以て•漢功等王を怨み*を元に上 b 、 王 fc 廢して瀋王^を立てんこ 
とを謀り、又柳淸 R 等は、征東行省を立て、高麗の國號 I :罷めて、內地に比 
せんことを請ひしも皆行はれざれぎ〇淸臣等は，な (1 も%謀を逞くし、 
王*>窗聾喑啞にして.政事を親らせざることを元に奏せしを以て、元は 
平章政事買驢を遣して、之を視察せしめしが 、 ri 驢はその誣罔なること 
を知れ bo されども S 時に當りて、王は何等の威權なく、その位地の不 
安なること此の如くなれば、常に深殿に居て、忽々 として 樂ます、遂に位 
を Inr 子に 傅 ふ、 是 を忠惠 王と す。 忠惠 王は 即位の 後、た > = に 遊畋に耽 
b しのみなれば、一年餘にして •元は 忠肅王に 命じて、位に板ら - L むと 雖 
も5£ も亦嬖幸を親 fu して、國事を顧みす、何等-0 施設す る ことあらすし 
て薨せり〇 

忠惠王 は世子たりし時、元に朝し、 丞相燕 帖木兒と甚だ親しかりしが • 
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禹倬忠宣干：も誠むろに-. C 衣^若•斧^持し**席^ 15 へ* «|*-詣^:て上疏す*然み|:左右疏か橥む|:|||;,り. 

筘を厲まして之を叱我ぜしグ^、左右遨慄し*王慙る色め“とぃふ*後，汲宠する|:及ぴて*忠镅王< 
5¢ 冬 ^ みし*苒ぴ 召せ ど t 起；；す、 忠種王三年 卒 -T * 年 八十 IO 
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るの有様な b き o 

又高 II にて，宦者は腐刑に罹 b しものを用ふるに あらす して•襁褓に 
あ b て狗の爲めにその勢を啗はれしものを以て、使役 ！: 供したりしが， 
官 S 元に 獻 寶 塔實憐 公主、甞て宦潘數人を元の世組に献じて、姐る恩诹を受けしょ 
j b 、 人皆歆慕してその勢を割き、元に入りて宮掖に仕へ、威福を擅にせし 
;もの甚だ多し、伯顏禿古思、方臣祐、李大順、高龍普等の如きは、その尤なる 
ものな b 。 殊に伯顏禿古思は、元の仁宗の藩邱に事へ、佞險にして 不法 
|のこ i 多 か b し •か 故に、忠宣王は深く之を嫉めり、禿古思は之を知 b て 
王を中傷せんと欲せしも、仁宗の王1:待すること厚きが爲めに、その機 
を得ざ b しが t 宗崩じて英宗立ち，班木迭兒事を用ふるに及びて， «- 之 
|宜土吐蒼1::を讒せしかば，王は遂に佛經を學ぶを名として'吐蕃*思吉(は桷招*)に 
流されたり〇その後、崔誠之•李齊賢等、百方諸願せしにょ b て•朶思麻© 
城11:)に量移せられ、吐*に在ること凡を四年にして、泰定帝の立つに 
及び、大教に遇て歸燕®1:薨せり。 
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商 MfF . 室の結 

嫿 


1 


當時、高 R は元の保護 H の如き閲係にて、往來甚だ避なりしかば，元の 
文化 U 高班に波及し、白頋正なるもの甞て元 U ありて，程朱の學を治め 
て録り、之を李齊賢•朴忠佐等に傅へ、禹倬は程氏易傅に精しくして生徒 
に 敎授せしょり、宋®性理の說始めて行は n、 忠粛王は博士柳衍を江南 
に 遣して、經躇一萬八 -ff 卷を膝 ひ、 元の仁宗も 亦、 宋の秘開の藏せし所の 
書籍四千三百七十一冊を賜はりしことあり。又高麗の王室にては•從 
來近親と婚を通するを以て定制 とし、 光宗の大穆 后、 徳宗の敬成后•文{'小 
の仁平后の如きは、皆その姉妹(:して王后に冊立せられしも•外面には 
之V」諱みて、外家の姓を稱せしことありしが、忠宣王は元帝の旨を奉じ 
て•名族十五家を襌びて，王室と婚を通することを定め、宗親文武兩班の 
同姓を娶ること k 禁せられたり〇されども忠 K 王以後四世は，元室の 
女5:娶 b て王后とし、その名族ょり納れたるものは、妾滕の類に過ぎす、 
H. 忠烈王以來は'般に開剃辮髮して、胡服を襲ぅこと、なれり〇され 
ば、蒙古の風俗と元代に於ける m 人の文化とは、殆ど高麗半 ft を風靡す 
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忠官■王立つ 


Kliil 




く前王 1: 歸せ bo 既にして、王 u 元より還り薨じたれば ，前 王亦還りて 
位を繼ぐ、是即ち忠宣王な bo . 

忠宣王は、世子たりしよ b 久しく元 U あその蒙古の諱を益智禮普 
化といひ•頗る才幹あ b て、元の朝玫をも與 b 聞き•元帝の®遇を受け.そ 
の位を繼ぐに及びて、復た燕京に往き滯在せり。然るに，元の武宗崩じ 
て、仁宗之に代るに及び、忠宣王の本國に歸らんことを欲せしに、王はそ 
の意あらざれば、位を忠粛王に俦へ、姪延安君れを其世子とせ bo され 
ども•元はな (i 王の朝廷に留まることを許さ > りしが故に，上王2软}は 
巳む5:得すして一時本國に還れり。それより後は、萬僧會を開きて (7 
八萬僧に飯し， 71 八萬®を點せんとし、又自らその德十餘條を記し、ほ下 
をして*を上り«を陳べしむるが如き、財力を费し虛名^,貪るの所爲 
に汲々た bo 旣にして復た元に如き、离卷堂を燕邱に構へ、李齊 R 5: 召 
してその府に居らしめ*間復•桃*.趙孟頫、虡集等の學士を招致して之と 
從遊し*史を考究するを以て自ら娱めり。 
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こと能はざるを いふ、 因て復允征東行省を 立て、 瞄里吉思 ^ 以て征東行 
省 平 章 事と す。闊里吉思の高诞に至るや，奴婢の法を革め んとして 反 
對を受 け， 且權を揸にし贿を納れ、好惡公なら す、 人民を和輯する こと 能 
はざるを 以て罷めら る。 この時•前王 S 宜)は燕京に あ b て宿衞せし •か、 
吳祁 、石 天 補、 宋璘 等、 間1:乘じて、王の父子を讒構せし炉ば•左中赞洪子藩 
等 i 宮を圍み、吳祁を執へ て、 元に送れ S -。 され ども 王は，なほ讒人の謀 
に惑ひ"前王の國に還ることを沮み、又寶塔實憐公主を瑞興侯 mi : 改め 
嫁 せんとす •因て、 元は刑部尙書塔察兒をして來 b 論さしめし •か， 塔察兒 
遂に宋璘等を W ふ、 その後、 王の元に朝して前王の邸に寓する や、 群小ま 
た*-前王を讒せ bo 時に元の成宗崩じたれば、前王は成宗の«愛育黎 
拔力八達 武^ 5: 立て、 帝と し •その 功を以て，瀋陽 王に 封せら 60 
因て愛育.黎拔力八達の旨を奉じて、王を慶毒寺1:遷し i の 任使せ しも 
のは悉く之を罷め* その 親任せしもの i : 以て之に代へ、瑶興侯及びもろ 
もろの 讒者 5: 誅せしも、王は手を拱して之を制す 6 こと能は す、 國政盡 

.«|6古期鮮三 M 高 II 時代第一一一韋高麗の K 亡 八七 
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尋で 、王は 公 主と 共 u 元に如き、 征 東の事宜を奏せんとせし も、 世 M は疾 
元 世組35 す 旣に篤くして、見ることを得す、程なくして崩じたれば、多年の計遒も、是 
に 至6て 全く#散蘇消せし^;是よぅ後、：：；本との通商往來は永く絶え 
た bo 

忠烈王.は、その後、使を：兀に遣して.世子の婚を請ひし|:’元は晋王甘麻 
刺の女寶塔實憐公主を以て、之1:妻はすことを許せり。因て、王及び公 
主、世子は、皆元に如き、世子は元の成宗、太后及び晋王に各，白 M 八十一匹 
を献じ、@大なる儀式を睾げた b しが、公主は元よ b 還 b し後，間もなく 
薨じたれば•世子は宮中巫蠱の爲めなりとして、宦者及び瓶幸の宮人無 
11 比等、數十人5:殺せり〇是よ b ハ义子の間漸く乖離し >:は爵 t して樂 
ます，遂に元に請ぅて位?:世子に傅ふ、是を忠寊王とす。然るに元は忠 
宣王•か、舊章を更改して專擯なるが爲めに、数月にして忠烈王をして位 
U 復らしむ〇是よ b 以來、王は群小に狎れ、宴樂に耽 b て政治1:憂へざ 
りしが故に'兀の使哈俄の高 R より還るや，王がその衆.?:服從せしむ6 
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的祀古朝鮮三阑尚通時代第三孝- srgMi の興亡 


軍僅に通れて高 K の境1:至る、元の兵はもと十三萬赊人にして、死する 
もの十萬餘入、高!&の兵は一萬にして，死するもの七千餘人なりといふ C 
實に忠烈王七¥|:|して•皇紀 I 千九 W ' 四十一年 ( f 、 幹砂持 w f 四 A 月なり0 
元はこの敗績にょりて'時征東行中書省を罷めた b しも、尙未だそ 
の念1:絶つこと能はす、再擧の計を爲し、高鹿に命じて、戰艦を修め、軍糂 
を備へしめ•まれ征東行中書省を立て、王を以て征東行省左丞相とし、更 
に江淮の米百萵石を速漕して、<：：浦に貯へしめ、百般の準備を爲せり。 

會 «兀1:は 諸王乃顏 の rx するあ6、 世祖 自ら 將 として之を平定せしも，そ 
付 古 1の g 黨晗 丹は、 商鹿(:® 人し、 锇嶺 (mg ll:i 城 g 道 V 踰え楊根 (棘 級 V 陪 
る。是ょり先、王は兵を避て江華に入り、師を元1:乞ひしに、元は那»歹 
大王及び辟間干等に命じて、»*&丹を討せしむ、高廣の軍、共に力を八：：せて 
之を破りしかば、哈丹は 遁走せ り〇か 、る事情の 爲めに 、征東軍の出發 
も 追々遷延せしが、王は自ら征討に 從ひ撖 勞を効さん i て、 ま づ監察御 
史金冇成を IJ 本に遣して、招諭せんとせしが、拘留せられて還らざ b き 0 




暴こし'或 U 怒りて: +: を擊つことなどあ b しも、 王は之を制すること 
能はず*公主1!其に元に朝して、 H 本は 一 S 夷.のみ、險を恃み來庭せすし 
て、 敢て王師に抗 す、 願くは船を造 bM を積み、罪 1: 聲し討を致さんとい 
ひて、ロハ管，世祖の意を逢迎せ bo 世組も亦巳に宋を滅ぼし、勢に乘じて 
四方を併呑せんとせし時な れば、 霞ち t : 征東行中書省を高麗に11 き、 王 
を 以て開府儀同 三 司中 *左 丞相行中 *省琪 とし'戰艦軍糂器仗等、 一 
切の#を掌らしむ〇是に於て、高魇は僉議中寶金方庚を 都 元帥として、 
元の征東元帥忻 都、 右 丞洪茶丘等に從はしめ，蒙潢 及び高 鹿の軍 fr せて 
四离人、戰濫九百艘 V 」以て合浦ょ-^發 し、 王 も 亦親ら合浦に臨みて之を 
送る 。元の右丞范文虎は、別 に江 南軍十谛羝人，戰艦三千五 H 艘を率ゐ 
て、 度 元®釀腑 H ) 定海 ( I 11) ょり #す。 全軍凡そ十四萬餘 人、 壹岐を 
集合 tlii として之に會し ，まづ 我•か九州の沿岸を® す、 肥筑海上舳艫相銜 
み，攻戰奮鬪，六十.餘=2に及びしが、會'»風大に起り、海水簸揚し，戰艦の拽 
沒するもの頊る多し。 U 本の兵之に乘じ て、 掩擊 甚だ急な^'しかば，餘 
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古朝鮮3阀萵餚垛代铒三尊 


谢||府 せんことを請ひたれ rr 蒙古は之 k 許し、西京を改めて東寧 府と號 し•慈 
*嶺(| SV ® して界と す， 是に於て高麗の北部は悉く蒙古の所有とな 
れ bo 元宗は廢立事件の爲めに、蒙古の保謎に頼り^-蒙古|:往來せし 
にょり、 その命に違背す ること 能は ざるの 事情 あり、 然のみならす、蒙古 
は旣に都を燕京 <:定め、 國を元と號し、國勢 H に®なりしかば、十五年 (_ 
i 狭 - T 肺酞蘇 Tct l t、 1 -¥ 元帥 WI 都•右副元帥 ifti 茶 1 丘、 左副元帥劉復亨等に命じ 
て、 U 本を侵さしめ、高麗は都 ff 使金方麾左軍使金侁、右取使金文庇を三 
巧 f 我 军 筑 5 IC として之を 輔けしむ。蒙漢の？ 一 萬 £- 千， 高麗の軍 ル千， g 艦凡そ 
九百艘、慶何道合浦(1:1||«ょり發し、我對馮壹岐及び肥筑の沿淘を侵し 
、が、 職利あらす して、 劉 復亨は 流 矢に 中り たれば•軍を引て還らん とせ 
しに、夜大風雨に 遇 ひ、 g 艦は 多く 破れ， 金优は 溺死し、その 軍を合浦(:還 
すに及びて、一萬三千五百餘人を喪へりといふ C 
忠烈王立つ ■時に元宗旣に费 じて， 太子眶立 つ、 音忠烈： 土とす。•土は 太子たり し 
時ょ b 元に 如き、元の ill - 祖の 女齊國大 fi 公 主を娶りしが-公主は M る縱 
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はぁらざりしが、高宗、元宗の時.日本の邊民或は州縣を侵掠するものぁ 
b 、 因て高鹿は使を遺し和を修めて、之を禁せんことを請ひしも，その患 
はなほ息まざりき〇是時、蒙古は未 tr 朱を滅ぼす1:は至らざれども，旣 
に高麗を服®せしを以て、日本をも亦朝貫せしめんと欲し、元宗七年^ 
_賴ぼ MHH ，® 兵部侍®5,黑的等を國 ® 使として， H 本に遣し、商鹿は樞 
密院副使宋荇叟 k 嚮導として之に従はしめし•か、黑的等巨濟岛に至ん 
風濤の險を畏れて引き還る，明年又黑的を高麗に遺し，高鹿をして日本 
を譫して入朝せしめんとす0元宗乃ち起居舍人潘阜をして、蒙古の杳 
及び國書を搿して日本 U 使せしむと雖も、日本は之1:報せざりき〇こ 
の時蒙古の書中には，以至角^、夫获所紅といへるが如き、恫喝的文句を 
用 ひ、 その後も ar 使を日本に遣して，百方之を招かんとせし •も， その意 ir 
達すること能はざ b しを以て、蒙古は到底兵力を用ふるに非ざれば la 
本を服屬すべからざるを知り’高鹿に命じて軍^-を備へしむ〇旣にし 
て西北面兵馬使 ffi - 坦は、西京を以て蒙古に內附し、その兵を以て、之 i : 錤 
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命せしも•崔瑀の子^誼、相雄ぎて權を執り、その命に從はざ . 0 しを以て， 
褎古は也窟、車羅大等をして來り铉さしめしこと、前後幾回なるを知ら 
す、人民の殺«せらる、もの、亦勝て計ふべからす，四十五年(就姑纯)趙暉 
等、遂に和州 (I |棚 J 5 以北の地を以て、蒙古に内$せしかば-蒙古は雙城 
總管府を和州に置き、趙暉を以て嫌管とし、その歷迫を加ふること愈-甚 
tr し•因て太子侠を遺して朝見せしめ、又江華の城廓 5: 毀ちたり〇旣に 
して高宗蘿 じ、 太子遺りて位(:即く、是を元宗とす。是年 eff 卜 軒九¥ 
古の世組忽必烈立つ、是ょ卜以來高麗は常に蒙古に服場して，その封冊 
を受け，姦邪の徒、亦その間に往来し•或は蒙古の命を以て土物を徵索し 
て，己その欲を逞くし、或は蒙古に勸めて、 U 本に通せんことを求めしも 
のもありて，蒙古の勢力は、愈-東方に伸張せしかば，高鹿は その 命を本 じ 
て•船を造 b 兵を調し、蒙古の日本侵略に於ては，頗るその力を迩したり 
き。 

日本は高麗の初よ b 通商往來せし ことあ b しも.使聘を修めし こと 
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八 
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殺し、その餘 U 降伏せり。 

是に 於て、 契丹の患は除きたり i 雖 も、 是ょり荣古 i : 貫物を獻せざる 
ベからざる こと、 ^ りて， 蒙古の使莕は^ T 來りて®幣を徴 し、 高 II は颇 
る之を苦しみたり〇十二年3咕敕祖)蒙古の使*著古輿の高朦ょ b 還 
る や， 中途1:て何者にか殺害せられたれば*蒙古は髙鹿人の所爲なるを 
凝ひたれ ども、 當時は專ら西域又は支那方面 U 兵を用ひし際なれば、高 
鹿に對しては姑く之を放過せ bo 然る1:太祖崩じて太宗立つに及び、 
十八年(錄將軍撤禮塔を して 高麗を侵さしめ、1¢!者を殺すの罪を* 
む、 撤禮塔は北界 ょり 進んで王京に 至り、 又兵を，縦* P て忠州 fs 州を侵し • 
遇ぐる所殘滅せざるなし〇是に 於て、 王は原く: 1: 物を贈り Ji 使 k 遣し 
表を上 b て1?-と稱せしかば、蒙古は達®花赤( I 鮮 - r 0 s S IV -.1: て，之を 
治めしむ。されども崔瑀は王を舉じ、都を江帮に遷して、之を避けしが 
爲めに、蒙古の兵®'來 b 侵せ b 、 因て族子永寧公辉を王子と稱し、蒙古に 
遣して質子たらしむ。その後、蒙古は使を遣して*京に復 らんこと を 
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ふるに至れり0 

第四 16 蒙古及び：：：本の關係 

蒙古は支那の北部に起れ、皇紀一千八百六十六年 ( sfr 至 b て、太 
祖锇木典幹難河(赂1姑 W 北)上に於て帝位に即き、成吉思汗と號し*力を 
四方に伸べて、勢甚だ熾なり。高宗三年、契丹の餘黨耶厮不は、蒙古に叛 
き自ら大遼と稱して、その將乞奴、聪兒は蒙古の.兵に破られ、東に向ひて 
鴨緣江を渡り、北界 (I 安)ょり進みて、忠州 S 難¥州 jm 醜顧 TS し、轉じて 
咸鏡道を掠め、頗る王京を13駭せり。兵馬使金就礪等、攻棚數回、或は之 
を敗ることありと雖 も. 當時驍勇の士は、皆 W 忠獻父子に占有せられ、官 
軍は率ね老羸にして戦に堪へざる者のみなれば、賊軍には内01頻に起 
り、主帥は*-變更ありしにも拘らす、なほ北界に跳梁せ5。この時、金の 
宣撫蒲鮮萬奴は、高麗の北境に據りて、東眞と珑せし•か、五年 + iH * 111)蒙 
古の元帥哈眞は，東眞と共に兵を率ゐて來り援けしかば、元帥趙沖、及び 
金就礦は、蒙古東眞と力を協せて、江東城 <; KT 攻むるや M 帥 M 拾は G 
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御史中丞洪文系等、三別抄に逾して惟茂を執へて之 5:斬る、 中外大に悅 
びて，都を舊京に復せり。三別抄は、左右別抄及び神袭軍にして，元來諸 
處を巡行して暴を禁する ••IV- を掌るものなり、崔瑀の時.始めて之を設け 
しょり、その体祿を肜くして£を後遇せしを以て、常に權 nl の爪牙 >- な 
纥その力を遊せり、金仁俊•か崔迮を誅し•林衍•か金仁俊を誅せしが如き 
も、皆その力に藉れるなり。王の骼京に都するに及びて，三別抄は頗る 
疑贰を懷きしが故に、將軍裴仲孫、處永觭等、三別抄を率ゐて、江華に»り 
て反せん因て金方慶を追討使として、蒙古の兵と共に之を討せしむ、賊 
通れて珍 arrs 腳 f 进) (: 入-^又轉じて濟州 3) に人-•險を恃みて猖撅な 
b しが、 方慶等終に之を平げたり。 

それ權臣の專橫 よみして、 之に繼ぐに武 Ki の跋扈を以て. し '^旣に 
去りて 一 #又 生じ、 國王は徒らに虛器を擁すること百五十 年、 是に至り 
て纔にその害を®除せり C されども當時蒙古の勢力は、旣に內部に沁 
入せしかば、王室亦その權を保持すること能は t 終 U 蒙古の塵迫を被 


都を舊京1-復 
す 

三別抄 
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金仁 te か殺す 

抹衍の麻立 


ありしを以て、 M る， v の恩德を恃みとせしも•家 IU 諸子は^つて聚斂を 
事として.横暴なりし •か 故に A の怨を受くることも亦多 か5き 〇時に 
林衍は樞密副使たりし •か、 仁俊と隙あり、且、王の仁俊を忌 If を知 b 、 宦者 
崔 斑等と謀 b て、仁俊を殺し、諸子及び その 黛を補へて、皆之を斬る0 
林衍旣に仁俊を誅して、勢朝野を傾く、宦官金鏡.松摁等が己を阃るを 
疑ひ、捕へて之を斬り、侍中李藏用と謀り、王の弟安慶公'; B を奉じて王位 
に即かしめ、王に通りて別宮に遷らしむ。時に世子謀•蒙古ょり還らん 
とせし が、 途にして高鹿の變あるを 聞き、 復た蒙古に入 b しか ば、 蒙古は 
兵部侍郎黑的を遣して廢立の事を贵めしむ、林衍懼れて答ふる所^知 
ら す、 黑的因て林衍に勸 めて、 王位を復せしむ。旣にして>:は蒙古に如 
かんとせしが、林衍はその廢立の nv -' を泄さ んことを 恐れて、その子惟幹 
をして王に從はしめしに.蒙古にては旣にその 1 W 情を知 b しかば、衍 U 
之を 聞き 憂悶して死せ bo 王の還るや、蒙古の: S ; を 奉じて，都を 1 S 京に 
徙さん とす， 林衍の子惟茂、父 {: 代りて權を執り、その命を拒ぎて聽かす、 
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崔庆圃か擅-1- 
- r * こ i 四世 
六十餘年 


元宗立つ 


高 R は旣に蒙古と好を結びし •か、その後、 蒙古は大联して來し、か 
ば， 十九 年、 璃は王を脅して都を江華に遷す〇かく國家多雛の 際なる に 
も拘らす、輝は 廣大 なる 私第を罃み: K を享し宰樞を宴す るに、 膳懷歌 吹、 
皆 その 豊类を極む。琐死し、その子 i / L 之(:繼ぎて ，枢密院 副使吏兵部尙 
耆とな 卜、尋で 門下侍 中に進みて、亦 威 福を愤にし.その; m に稱 はざるも 
のを 誅竄 すること 甚だ多し〇沆死して拖之 (: 代るに及び，速は年少賠 
劣にして賢士を疎んじ、庸隸輕躁の徒1:親 f , i し、又大司成柳 傲、 別將金仁 
俊等と相善からざ b しを以て、 欺、 仁 俊 及び 郡 颔郎將林衍等、 相 謀 b て馆 
を誅して、政を王に復せ50初め«1忠獻の國を楢にせしょ b 足に至る 
まで、 四世六十餘年の久しき {: 及 り、 商宗は即位以來，常1:權 nlu 制せら 
れしかば，誼の誅せらる、に及び、大に之 v 」3 びた be されどもその明 
年、 王は在位四十六年にして薨じ、太子供位に即くゼを元•：•小とす。 

元宗 Q 時、金仁，俊は功あるを以て•大に任用せられて侍 中と なり、海陽 
侯に封せら60仁俊は猙て椎 K を誅し、答 ffi を發して、人 V 救ひしこと 




マ立崔 

宗縻崔 

て忠 

かし忠 

二獻 

立康献 

王四 

〇宗神 

か王 

及宗 




怨み、廢して江華に遷し，太子 It を仁川1:放ち W 宗の子貞を迎へて立つ、 
是を康宗とす。幾くもなくして•康宗薨 す、 忠獻高宗を舉じて位(:即か 
しむ〇忠獻は國を擅にすること旣に久しく、専ら荒淫を事として、國政 
を 恤へす。この 時， 契丹の遺族、金山、金始の二王子の侵入ありし ♦か、 之を 
侮 b て備を設けす、且常に功あるものを貪せざれし t 以て，賊勢益.盛1: 
して、各地を蹂躏せ， I 忠獻は初め卒伍ょり起 b て、 驟に政權を秉卜、朝 
K 1 を殺戮し、人民を茶^し•その殘忍暴虐尤も甚しく，四王を立て 二 •!-: を 
廢すと雖も®仲夫等の如く^逆を行ひたることなし。されども熙{•.小 
の首節を保つを以て、己♦か仁恕な b として、公') (* するに至6ては、その大 
逆も亦捶まれりといふべし0 

忠獻 卒してその子瑀は、 忠獻 •か 占 ^する 所の公私の B 、 及び 人民を以 
て各 t その主に還し，多く寒士を登用して人^を收め、遂に 參知 政事 吏 兵 
部尙 書と なり、政房を私第に 澄き、 百官は皆瑀が私第に至りて、政簿を上 
〇、六品以下のものは、党下に再拜し、敢て仰ぎ視ざるに至る。是ょ b 先. 
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恩 n 相 w 


之を止むれ ども Is かす、遂に兵を治め 相 攻めて、 忠粹を 殺す〇尋で 、忠獻 
は三重大匡守大尉上柱國とな 5、 自ら縱呆にして變の不測 1: 生せんこ 
と5:恐れ，文武の士及び軍卒强有力の者をしてその家に庇宿せしめて 
都房と號し•出入する時は、之をして謹衞せしむること•■陣に赴くが如 
し•又政柄を專にし、賄賂を納れ、官爵を蹂ぎたれば、一時の名流、琴儀、李奎 
報、李公老、崔滋等の如きも、皆靡然として之に従へ b 。 

神宗薨 じて 子熙宗 立つ、 忠獻を守太師門下侍郎同中宵 I * 1 ]下平章事と 
爲し、その擁立の功あるに因り、臣禮を以て待せす、呼びて恩門相國とし、 
冊して晋康侯とす〇忠獻 その 冊使及び諸王を私第1:宴す るに、 設備の 
盛なること、古來人 K 1 の 家、未だ曾て有らざる所な b といふし王は 旣 に 


いふし王は旣に 


忠獻によ b 立つことを得て、事ごとにその制を受け、徒らに麻：位を擁す 
るのみに て、 動静號令意の如くなら す、外、 腾遇を施すと雖 も、内、 實に瑙ふ 
ること 能はざ b しか ば、內侍 王 f § 明 等 之を 知 b て、王の 爲めに 謀ん 竊に 


倌兵を K せて、忠歎1:殺さん i せし•か，事終に敗れた bo 忠獻因て王1: 
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以て意に介せざ b しかば、奔競風を成し、贿賂公行して^宫威糴を弄し 
內外を濁 ftl すること*毅宗の時よ b . 甚だし。されば鄭伸夫等を除きた 
りとも、之が爲めに政治の肅淸を致すは、得て期すべからざる^り〇 

殊に王は武 CI の意に違ふことを恐れ、上將軍祁世輔を同修國事とし 
て、 修國史文克謙 ^ >書せし毅宗の弑せられし記事を改竄せしめて、武臣 
拭逆の罪を掩はしむ、又李義收は弑逆の賊なるにも拘らす、之を誅せざ 
るのみならす、その«1を爲さんこ i を畏れて，優侍せしかば、義收は益^！; 
虐を肆にせり。是を以て、將軍枨忠獻襄吹を殺してその三族を爽げ、そ 
の奴隷及び黨附するものをも盡く誅戮せ bo 足よ氏の威權は H 
に盛にして、その横暴兇險なること•族吹よりも甚だしく、一家四世栩繼 
ぎて玫を悤にせ- 

崔忠獻旣に李莪吹を誅し、且多く朝臣を 殺し、 遂に王を H 樂宵に幽し、 
をの 弟踔を迎へ 、て 位に即か しむ、 是を神宗とす。忠獻は初め弟忠粹 i 
事を共 1.: せし が、 忠粹が その 女を以て東宮に配せ んとする1:及び、 忠獻 
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位规が兵進みて開京に逼れり II 方大に怒りて自ら之を*破し，勝1:乘 
じ 逃るを逐ぅて大同江に至 b しも、亦敗紐せ5。是に於て尹鱗 SR は、抑 
び 命を受けて西京を 攻め、 城を圍みて持'久の針を爲し、を以て、位蕺は 
食盡きて頗る窮困せ bo 因て使を金に逍 して S 嶺以北の四十你城を 
以て內璐し、その拨助に賴らんことを乞ひしが、金主許さす，その使を執 
趙位窆斯ろ へて來 b 送れ bo 媾 瞻 遂にを の窮困に 乗じて 之 ^攻め、 位蕺を擒して 
之を斬殺せ ho 

是ょ.り先、李義方は その 女を東宮に納れて 、甚だ 專横な b しが m 仲夫 
の 子筠に殺された bo 而して鄭伸夫は門下侍中と なり、 益，跋麗して貪 
焚厭く ことな < s 及び宋有仁 等、 表棄事を用ひ、家僮門客 も皆、 勢に依り 
I て橫恣殊に甚だし 〇將軍慶大 升 . VV; に之を討せん とせし•か、 會’筠が公主 
に尙せんとして*王 の 之を患ふるを知り、まづ勇士をして筠を寂廬に殺 
粧仲夫衾す さしめ*大升 自ら 死士を 率ゐて 宮中に 入り、 仲夫 •有 仁等を捕へて之を殺 
せヶ〇され ども 王は 元來柔懦 にして 燕 安に 溺れ*遊戯を 事とし、政治を 
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族方等を討じて^王を復せんことを謀 \ 張純餳柳切俊を南路兵捣使 
として兵を癸せしむ。因て純錤'寅俊等は巨濟に至\前王を本じて出 
でて庚州に居らしむ。然るに安北都謹府は、甫當を執へて開京1:送 b 
しかば、#方は之を鞫殺せ5。術當死に臨み'文 .£ H «， V の aj £(: 與れ5 
といひたれば、大に朔 frl を殺し、前 UQ 禍に免れしもの、是に至りて殆ど 
孑遊なし。又將軍李義收は、仲夫の命を受けて慶州 (: 往き、前王を携へ 
て坤元■寺の北淵上に至〇、脊骨を拉きて之を弑し、淵中に役せ bo この 
二回の«1を經て•文 P の勢力は仝く失 M し、11一京(細^|0四都里 SI 明) 
A 牧; 鐘ゼ f が)ょり. 郡縣館 II の 任に至る まで、 皆武人を用ふるに至る、而 
して當時 ，書を 讀み文を學ばん とするものは、 僧侶に就て之 VJ-11I ふとい 
へる 有様に て、 文敎は愈-衰頹 し、 逆臣叛將踵を接して起れり、」 

その後.西京の留守趙位蒲、兵 t 起し仲，夫，兼方を討せんとして、檄を東 
北兩界に傅へしかば、 HH 嶺 sm ¥ 北の四十餘城皆之に應せゥ。乃ち 
半章^尹鱗瞻に命じて之を伐たし めしに、 S 嶺に至りて敗北し たれば、 
前№1古朝鮮三 HI 高 Ml 時代第三辈高濰の典亡 
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毅宗立 o 


の美德も舒からざ卜しが、その子毅宗の立つ {: 及び、徒ら U 文 W 風法に 


8 S ® 明死す 


濃宗奢体か尙 


惑溺して，又武人の專橫を招致せり〇 

毅宗は初め太子たりし時、侍讀鄭盤明、心を遊して調護しざの位に即 
くや、襲明は仁宗の顧 te を受けて， K 救頗る力めたるが故に，王は襲明を 
惲 b て聊か謹愼せり。然るにその後、講者の rl を聞き，襲明が職を罷め 
しかば II 明は憤慨し藥を仰ぎて死せり〇是ょ b 王は.. b !; を荒淫に縱に 
して、臺省諫宵諫むれども聽か t 宦者鄭誠を權知間門祇候となし、が、 
鄭 M は頗る事を用ひて、交構讒妬至らざる所なか b % o 王は更に離宮 
を大内の東に作 b 、 多く池臺亭 g を構へて、侈麗を窮極し®-幸諸 III と詩 
を賦して唱和し、 U 夜酣歌流速の樂を爲す、然のみならす道敎或は佛敎 
を崇窣して、齋醮遊幸の费用頗る多か b しかば、 S 幸の徒、 K に割刹して 
供給すれども、廷臣一人の之を諫むるものなく、群01$:見る所のものを 
以て鮮瑞として之を}5し、正月には王自ら UI 僚の贺及を製して W 1 T に 
宣 >1<し、 林宗植，韓賴の 徒、 又文藻 ^ 華を以て諂佞を ^ i せり。さればそ 


前* E 古朝鮮三«高 li 時代第三窣 -.V I .-.1 麻の我亡 
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_ ^朝鮮通史 _^_ 

して 門下#郎平章 事と な b 、をの 弟俊 P 1 と共に 事を用ふ，吳卓等之を疾 
み、軍を率ゐて宮に入 b 、 まづ俊. h T l を殺す。俊京事の急なるを見て、軍卒 
を 召集し、宮門を破りて入り、火を縱つて之を 焚く* 王はその寄せられん 
ことを 恐れて*位を资謙に禪らん とする 1:至りしが*平章事李**>之を 
折くにょりで、 その事 遂に Jh み f : り〇されども ? f 謙は 王を己•か宅1:遷 
し、 左右皆 その黨を用ひ、王は 殆ど幽囚の如くな りし も、なほ慊らすして 
.毒を進め之を害せんとせし が、 王妃は詐り隳 きて 之を没へし、その危難 
を 救濟せ be 旣にして俊京は資謙と漸く隙を生せしを 以て、 王は俊京 
に 翁して力を王室に効 さしめ たれば•資謙が兵を舉げて闕を犯す に 及 
び、 俊京は資謙を拘囚 して、 遂に之を雀光 (I I )に 流したり。その後•俊京 
は功を恃みて次第に跋扈せしかば、王はをの前罪を资めて、亦之を览逐 
せ bo 思 ふに， 李資謙の專横な りしは、 外祖を以て幼沖の主を冊立せし 
U ょれりと雖 も、 仁宗の優柔不斷 も， 亦之を助長せ しこと なきにあらす0 
さ ル ども 仁宗は學を好み師を禮 し、 節儉を嵚び疸寺を省きし•か 如き、 そ 
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明鮮通■史_ . 六六 

侯章を高鹿に® し、 兵を出して金を討せんことを求めたりしが、王は天 
災流行、府庫焚蒗して、急に兵を出し雛き ことを 答へ rl 6。旣 U して金 
眾は {T 南進し、 徽宗、欽宗0二 帝、 金(:闪はれたれば、朱は刑部尙軎楊應誠 
を高越に遣して二帝を迎ふる ことを 拨けしめんと欲せしが、萵魄は之 
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として 兵を請 ひしことあ b しも•之に應せざ りき 〇王は初め疆域を拓 
くの志あ b しも、九 M 迓付の後は，頗る兵を用 - J , るの難きを知り、武を偃 
せ文を修め，孤を恤み老 を 養 ひ、 學を興し敎を立て，：：： に 儒臣と六蘸を講 
論して、淸平の治を致せ bo されども逸の袞ふ るに 乘じて、保州 1: 取り 
改めて義州とし、始めて® 綠江を 以て界 となし、は、なほ 當時の意氣を 
失はざるな bo 

この時、宋の徽宗は、大晟樂を高麗に賜ひしかば、王は李資諒を追して 
之 1: 謝せしめしに%宗は高 II の金と境を接するを以て、資諒に讁して 
後年來朝の時、金人を招引して來らしめんとせしが、資諒は金人の强狡 
にして交るべからざることを言ひて還る〇又宋の醫、楊宗立等が离鼷 
ょ b 還るに當王は之に託して金に通するの不可なるを言はしめし 
が、徽宗聰炉す、海路ょり使を金に遣して相約し、央みて遼を攻め、之を滅 
ぼした.れば、金の勢力は益，增加し、朱に向つて更に倭略を試みたり〇仁 
宗三年(妙5和)歎宗は遂に位を欽宗に禪卜しかば、欽宗はま た閤門祇候 

前紀古鞴鮮三 B®K 時代第三韋高甅の 興亡 六五 
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gl 


女 gi 闽膏打立 

•〇 

女真 H 雄^金 

と改む 


女其は旣にその巢窟を失ひしかば*誓つて之を報復せんと欲し、諸部 . 
に號令して、連年來り爭ふ。尹灌、吳延瓶等之 i : 截ぎて大に敗れ、高鹿の 
兵喪失するもの頗る多し。且九城甚だ逡逮にして守 b 難く、屢*兵を調 
して中外騒然た bo 女 JI も亦兵を用ふるを厭ぅて•四年*®弗を遺して 
地を還し和を修め•永く親好1:全ぅせんことを請はしむ。是に於て王 
は宰樞及び文武三品以上を會して之を讅せしめしに、皆その還付に贊 
成せり。因て承宣崔弘正を遣して、咸州門外に於て女具の居慰伊と餐 
はしめ、九城を撤して戰具資糧を內地に輸し、その地を女具に還し、都連 
浦の石诚を以て界となして之を增築せ bo た>宜州は石城以南にあ 
るを以て、恐らくはこの時撤去せられざりしなるべし。 

その後，女其は烏雅束卒してざの弟阿骨打之に代りし が、 容宗十年 
麟棘潮駐”战天)に至 b て、 國號を金と改めて皇帝 I 稱 し、 圃勢 H に盛な 
bo されどもその志遼を取らんとするにあり、故に務めて和親1:高] 3 E 
に求む。而して高 R は金と遼とに於て、皆その好を修め、逸が金 5 : 伐ん 
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組宗の出る所なりとして、顔る好意 1: 表せ bo 偶*內 tlu ょ b て ' 驗兵を 
發して定州(就賴賴道)關外に來り屯せし炉ば、邊境の吏、商|||:窺伺す^ 
ものなりとして報吿せ bo . 是に於て、門下侍郞林幹に命じて之を伐た 
しめしに、幹は大に敵將 石適献 に破らる。因て更に 樞密院使尹瓖 をし 
て之に代らしめしに、®又敗綾せ bo 王 乃ち發憤して天地神明 {: 吿げ 
再擧を圖りしが，その志を果さすして薨せ 

容宗の立つ に及びて、 精を 勵まし 治を 圖 b ， 考課を行ひ直言を求め、又 
1 fls . 4- 先王の志を紹述 して£年， 尹璀1:元帥と し、 吳延寵を副と して、 兵十七萬 
を領し、 女眞を討伐せしむ。尹灌等大に之を 破り、 女眞を驅逐 し， 諸將を 
分遣して 地界 5: 盡定 し、 英 (1 口) 11(1 顺 3 雄(脈？ g g 3 吉 ($ J 5 
咸(雌類_3の諸州•及び公險錤 (21 S f 5 )に 城を 築き、 碑を公橡に立て、 
又宜州 ( Ig |道)及び通泰($一 ㈣ 南)平戎(一は謂)の一一錤1:城を築きて，北 
界の九城と號し•南界の民を徙して之を充實 し， 悉く高句麗の « 地 ?: 回 
復せ bo 

前 fa 古軔鮮三圃高 81 時代第三傘高 K の興亡 六三 
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は悅びて之を優待し'一十四年 ({II f «) 民官侍郞金悌を宋に遣し、表を奉 
じて貢を入れしむ。三十一 f 年(威1豐)朱の左諫議大夫安囊等•か詔を餅 
して來るに及びて，舉國大に歡迎せ b 。 時に契丹は.國號を遼と改め± 
風は稍柔惰に陷るの傾向なきにあらすと雖も、未だ衰頹するに至ら•さ 
れば，高鹿は逸と宋とに於て、共 U 好を修めたるも、封册はなほ速ょ b 之 
を受けたり〇然るにその後、宋は女眞と力を® せ、 遼を攻めて之を滅ぼ 
したるが故に、女輿は 益， 隆興して、高 II と女具との關係は•愈•複雑に趙け 

KVO 

女真は今の咸鏡道の東北境及び滿洲吉#黑桃江二省の地に住居せ 
しものなり0も1秣鞴の遺種|:して，統一する所なし、た>黑龍江近榜 
に居るものを東女典といひ％ v の西方に居るもの5:西女眞 i いふ。成 
宗の頃ょり、或は使を遣して方物を貢し•或は邊境を侵し、ことあ b し 
も，文宗の時にはその部族の內附せしもの顧る多し。粛宗の世に至办 
て、東女其の#長盈歌、烏雅束相繼ぎて最も强か b し•か、高 K を以てその 







懸— 


文®漸く進步 


德宗の時、契丹の內%ぁるを幸として好?:絕ち、北境の關防 fc 置き、® 
綠江口ょり寧逮(解1 ) 和州 (I s S ) を歴て、定平の都連浦に至るまで 
石城を築きたり。因て靖宗の初、契丹は牒を移して之を貴めし•か•高糜 
はその他意なきを辯じて、また使聘を修めたゎ。 

文宗は、靖宗の後を承け M る心を政治に用ひて、節儉を崇び W 獄を審 
かにし、也齊顔、崔沖を召して時政の得失を論じ•軍務を蒸り、諸道の撫問 
使を遣し，長吏の勸慢を按驗し、百姓の疾苦を訪問して、內政次第に整頓 
せり。然のみならず - ffi 沖其他儒臣の徒を立つるもの十二人ぁり、世之 
を十二徒と稱せしが、沖が徒最も盛にして、時に海東の孔子といへり Q 
王も亦親ら國子監に詣 b 孔子を再拜し百王の師として、之を尊崇し，文 
運漸く進步せ b 。 是時、宋は仁宗、英宗、神宗の世に當りて、英賢輩出し，文 
物頗る盛な b しかば，王は頻に之を羡慕し、大船1:造りて朱に通せんと 
せし•か、契丹を憚りて之を Jh むるものあ. o ' しが爲めに、果さ > りき〇さ 
れども二十二年 af 寧)宋の神宗は黃愼をして來り譫さしめしかば、王 


前紀古朝鮮三 K 高麗時代第三#高) KQ 興亡 
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1客 


契丹人寇す 


:の正朔を 


契丹に遺して師を班すことを謝せしが、契丹は王をして親ら朝せしめ 
んとせしに、王之に從はざりしを以て、契丹は興化，通州、龍州(肝赃 g 道)鐡 
州 (s S 道)郭州(鮮|職3龜州(£§獅道)の六城を索めて巳ます、且通州、郭 
州等を攻む。是時 U 當りて，高 K は契丹の®迫に苦しみ、更に侍郞郭元 
を宋に遺して援を乞ひ、七年(蘇姑1觯)ょりして復た宋の年號を行へり〇 
K 麗の方針，旣に此の如くなりし*>故に、九年(I研1 ) 契丹の東平郡 
王蕭排押兵を率ゐて入冠す。王乃ち妾邯瓒1:上元帥とし、姜民瞻を副 
として之を辋がしむ、邯瓚等筝州に屯し、進みて興化に至り大に 
之を敗る。排押兵1:引て直ちに開京に趨く，民瞻等、又之を敗りしかば、 
排押は兵を回し、|:、邯瓚又之を龜州に邀へて眘擊し、値尸野を蔽^鴕 
馬甲仗等を*ろこと勝て計ふべからす、無前の大捷を奏せしといふ0 
されども契丹の終に敵すべからざるを知り、使を遺し表を上り、藩 i 稱 
して貫を納れ、十三年(碑？5料)ょりして契丹の正朔を奉じ，その後にも使 
聘常に往來せし は、 朱の tK 弱にして恃むに足らざるが爲めな bo 
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前 52 古朝鮮 111 » 高*時代第三箄高*の塊 t : 


綠1 の 明 


H 宗南幸マ 


ぢに間罪の師を興し M 宗元年 ( ff 伙 f 1)0 ら大軍を率^て、袭箪天兵ふ 
號し、進みて頓綠江を渡ん興化錤 (I は| g 典 V 圍む〇王乃ち康祀、安紹 
光等をして之5:薄•かしめしかば、康兆兵を引て通州(餅順 g 道)に出づるや、 
契丹* cr > 兵康兆を執へて之を斬卜、勝に乘じ進みて西京を攻む〇是ょ b 
先、王は中郞將智蔡文をして和# 1(1 ■職迸)に錤して東北に備へしめし^: 
康兆の敗る、に及び、蔡文に命じて西京を援はしめしに*蔡文奔り還り 
て西京危急の狀を奏す〇時に群臣契丹に降らんこと VJ 讅せしも、姜 0 
瓚獨 b 王に勤め、南行して銳鋒を避け、徐に興復を阑らんとす。王之に 
從ひ、王后及び禁軍五十餘人と開京を出發し、智蔡文等扈從せ^〇旣に 
して契丹は 西 京を攻むる も拔く 能はざるを以て、更に轉じて開京 i : 陷 
る'。是時、王は楊州(^*¥州{捐)ょり公州茲想を經て，羅州(齡_)に入りた 
れば、聖宗.は其道路の甚だ逮きを聞ぎ兵を收めて退きし•か、屢 I 楊規等に 
要擊せられ、且大雨に因-^鴕馬疲乏する5:以て、遂に鴨綠江を渡りて去 
ぁ〇是に於て、王は二简月餘にして，都1:還ることを得た bo 乃ち使を 




_ 朝鮮 速 IIt _ _ 五八 

家せしむ。而して己が致陽に私して生める所の子を立て、王となさ 
んとし*王の疾する1:及びて、謀を爲すこと益"急な bo 王之を知り、給事 
中蔡忠顒等をして宣微利官皇甫義に命じて a & J を紳穴寺に迎へしめ、西 
北面都巡檢使康兆を徵して入街せしむ〇時に中外恂々として、王は旣 
に薨せりとの風聞なりしかば、康兆は兵を舉げて國難を靖んせんと欲 
し、卒五千を領して平州( I _職)に至る。然るに王は未だ薨せざること 
を聞き、意氣大に ffl 喪せし•か，騎虎の勢中止すベからす、遂に意を廢立に 
•决し、別に人を遣はして大良君を迎へしむ〇而して大良君詢は、旣に命 
義と共に宮中に至りしかば、康兆は詢をして位に即かしむ，是を顯宗と 
す〇康兆遂に穣宗を廢して、讓國公とし、致陽を斬〜太后及びその*を 
康蠢宗&«.1.、遂に穆宗を拭す0臣民皆之を憤槪せしも.顯宗は未だこの事情を 
知らす II 兆を以て吏部黹書參知玫事とし、た >燃燈八關の會に汲々た 

_兆弑逆の 報、 契丹に達する や、 契丹の Sf 宗は 、好機 乘すべしと なし、 直 
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太后政^攝マ 


ら西京 ( «5u 幸し•將に進みて安北府 ® 棘 1 ) に次んとす。時に契丹の兵 
勢頗る®にして、我が先鋒の破らる i を聞き、王は群臣を會して之■を議 
せしに，或は重臣をして降5:乞はんといひ、或は西京以北を割きて之に 
與へんといふ〇時に王は地を割くの議に從はんとせしが、徐熙獨ぅ之 
を不可とす，因て徐熙をしてその事1:措辨せしむ〇徐熙乃ち契丹の詧 
に至 b ， 恒德と抗禮爭辯して屈せす、遂に地を割くに及ばすして和を逮 
し兵5:罷む。されども契丹の正朔を奉せざる可らざること5なりた 
るを以て、更に使5:朱に it し、師を乞ひて契丹に報世んとせし•か、宋は之 
?:聽かざりしかば、是ょ b 宋と交を絕ちて、專ら契丹に從へり0 

成宗薨 じて穆宗位に即 き、 太后 皇甫氏 政を攝 す、 后の外族1:金致陽と 
いへるものあう、密に后と通せしかば、揉1:遷 b て閤門通事舍人とな.〇/ 
國政を掌提し，后は中に居て事を用ひ親黨を並び植て、權威一國に震 
へり〇時に王は未： UK 子あらす、太 m の諸孫も率ね死亡して•その存す 
るものは、獨う大良君詢 ( H 肺 gs のみなれば、后は之を忌み、逼りて出 


前紀古朝«三 K 高 K 時代第三辈高 H 0 興亡 
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契丹來寇す 


されども當時に於て、尤も困難なりしものは、外交問題なり。高«開 
画の時•支那は恰も五代更迭の際なれば，相績ぎて唐晉漢周の正朔を奉 
じ、その封爵を受け、宋の之に代るに及びても、亦その例 U 沿ひたりし V 
成宗の時に至ぅて は、 宋と契丹との關係のみなら^、女 具 も亦平安道の 
北境に ffi 踞して 、漸く 頭を播げんとするの勢ありしかば®北邊は是ょ 
b 益，多事に趙け bo 

第一 I 節契丹及び女奠の役 

契丹は景宗 、壅 宗の頃には， ST 宋と爭ひしが•宋の太宗、契丹を伐ちて燕 
薊の地を收復せんと欲し*成宗四年 ( S 热 V 察御史韓國華を高麗に遣 
し、その 兵を出して掎角の勢を張らん ことを 命せ bo されども 高麗は 
依違して之に從はざ b しが，十11年(義 fl 統)契丹 東京( I 議) の留守、通 
恒德、兵を率ゐて來 b 寇 し*高典が高句*の舊地を侵掠し、且海を 越えて 
宋に事 ふること を 責めた bo 王乃ち侍中朴良柔を上箪使と し、 內史侍 
郎徐熙を中軍使と し、 P 5 下侍郎崔亮5: 下 軍使 i して、 之 ir fK がしめ、 又 親 
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前把古朝鮮三»高*時代笫三犁高魔0興亡 


VJ 掌る。又御史臺は糾察彈劾を 掌り、 國子監は僅學敎誨を 掌り、 秘書省 
は綷鐯規疏を掌る。その他、衞尉寺、禮賓省以下の諸司あ-^宰相は六部 
を 統べ、 六部は 諸 司を 統べ、 簡なるもの*を 制し、 卑なるもの尊に承け し 
む〇义地方の制度を定め- h 道®劾" I 細〔_咖韻，)を分ち^縣：を® 
き、十二州 {f: 明|:明|:_:)の節度使を設け、百般の制作大に備はれり C 
iiSVM 然のみなら t 王は頗る意を風敎に留 S ■、宗廟を立て社稷を罃み 、五 服 
給暇式を 定め、 孝節を旌 し *老を問 ひ、 賢才を求め人民を恤み 、州縣 をし 
て學舍を興し之に田莊を給せ しめ、 敎を下して學問を獎勵せしこと一 
再に J 1: まらす、太祖の業は是に至り、始めて鞏固な一る基礎を建つる こと 
を得たり0 

殊に成宗が即位の初に當 b て、 その闕失 あらんことを恐れ、 京官五品 
1老の上疏 以上を して： iS 事を 上 纥時政の得失を 論せしめしに、上 柱國崔承老•か 上 
疏數百千 言は、 祖宗行事の美惡を 論議し、 且、 時務二十八條を列皋 せし•か 
如きは、 率ね抗直剴切の言に して、 朝廷の 間、 頗る活氣 ありと いふべ し。 



動 R 宿將、率ね誅戮に免れす、景宗淇楂 k 承る(:及びて ffiK の存するも 
の 僅に S 十餘人な b しといふ。是に於て讒耆を焚き無辜を敌し•沈滯 
を拔き租調を減じて•中外大に悦ベ bo されどもその晚年に及びて耽 
樂を事とし、君子を遠け小人を親みて，政敎亦衰へた bo 要するに、*宗 
以後四代の間は、百事草創にして，君主亦往々失德を免れす。僅に光宗 
の科寒を^き、百官の公服を定め、景宗の職散官各品の田柴科(び_®!"純 
|け乂 U 樵娜5 fo) を定むる•か如きことあ b と雖もどの有様にて經遇 
せんか，高鹿の王橥は，果して安全なりや否や，未だ知るべからざるなり〇 
成宗1 然るに、成宗の立つに及び、精を勵して政を爲し、大に官制を定め、官に 
常守 あ り、位に 定員 あり、 內史門下省は百揆の庶務を 掌 k 御事都省は百 
官を 總領し、三 司は中外の錢穀出納 會 計の務を 掌^'、 中樞院は出納宿衞 
軍機の政を掌る。次に 六部を 設け、 吏部は文 S 動封の政を 掌^'、 兵部は 
武選 '軍務 •儀衞、郵驛を 掌り"戶部は 戶 口、 貫賦 、錢 親を 掌り、 刑部は 法律、 詞 ffi 
を掌 b 、® 部は} S 儀、 祭享 ，朝會 •交聘 、學校、 科舉を 掌り X 部は山澤 、工匠、 # 造 


Digitized by Google 


Original from 

UNIVERSITY OF MICHIGAN 



契丹と境を接せ bo 而して渤海の世子大光顯及び將軍中德、躇部鄕大 
和鈞等 •その 餘衆を率ゐて高鹿に來り奔りし もの、 前後數萬戶 なぅとい 
ふ。その後、契 丹は 使を遣し、 棄鞄 五十匹を遺 b て好を修めし めしが、太 
祖はその渤海を滅ぼし/1 ことの無道なる を 惡みて•之を拒絕せり〇是 
に 於て契丹と高魇とは、早晚街突を免れざる形勢な b しも •契丹は支那 
方面の多事なる が 爲め、未だ手を高鹿に伸ばすに 至ら ざりしなり。 

太祖薨じて子惠宗立つ、時に大匡王規はその女太祖の第十六妃とな 
りて一子を生みしを以て之を立てん とし、 王の弟堯及び昭の異圖 ぁる 
ことを 1 PH して之 ?: 除ん I せされ ども 惠宗はその誣罔 5: 察して二弟 
を：遇する こと 益，厚 か b しかば、 王規は又王を弑せんとせしが，王は® {: 
移 b て その禍を免れた bo かく 宮中に讒 _ 陰謀の 起りしょり、 王は疑 
忌する所 多く、 中外頗る憂懼の念を抱けり〇定宗は王規を誅せりと雖 
も•佛事を好み阃識を信するのみにて，何等の施設なく、光宗は其初政觀 
るべきものなきにぁら ざれ ども、 中年以後に 至れて、 譏を 信じ 殺を好み、 

前把 古 朝鮮 三 國高廉 時代第三 聿高覷 の 興亡 五三 
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せ b 。 是に於て四海復た王命に抗するものなく，高麗一統の世となれ 

KVO 

太組の砷劍を討じて還るや•臣子を勵すに節義を以てせんとして、政 
誠一卷、百僚を誠むる書八篇を製して中外に頒ち、又大匡朴述熙を召し 
て訓要十篇を授く、その意後嗣の情を遂げ欲を律にして、耦紀を敗 8 L せ 
んことを恐れ、永く龜鐙を示すにあ bo その述ぶる所、或は國家の大業 
は佛法加譙の力に資6ものなりとし、又道誅(|_姑«0“5*1::^、5 1 ^) 
が地理の說1:唱道せし•か如き、その弊害も亦之なきにあらす〇されど 
も太祖は雄深%厚 {: して*自ら人心を服するに足るものあり、故に1く 
王業を開くことを得^るなり。 

この時，支那は五代提 al の際にして、その力は固よ b 東方に及ぶの暇 
なかりしかば、契丹の太祖阿保機、支那の東北方に起 b て自ら天皇王と 
號し•勢頗る强碰な卜〇高鹿の太祖九年 ( gu 3 契丹は渤海を滅ぼし 
て 東丹困と し、 その子突欲を人皇王として之を 錤 せしめたれば•高麗は 


百* 3 V 滅むる 

r 


K 丹 f 


Is 



惠恭王は寧ろ下代に M す a の穩當なるに若かざるが如し0 

第三章高麗の興 li 

第一®离廣の創業及び守成 

，高麗の太祖王建 U 、 漢州松嶽郡(随龍道)の人にして、金城太守隆の子な 
bo 初め弓裔に從ひて諸州 V 征伐し、威名： n に碰なりしが、弓裔は無道 
を行ひて，人心日に離れしかば、新羅の景明王二年、王建が騎將洪儒、裴玄 
駐5触 ffirififf 齡 a ? r 申崇謙•卜智謙等相謀り、建を推戴して王となす〇乃ち國を高麗と號 
して、功を論じ賞を行ひ、明年*都を松嶽に定めて開州とし、宮闕を創め、三 
省六宫九寺を设き、市塵を立て坊里を辨じ*五部を分ち六衞を fs : き、祖考 
を追諡して、建國の基礎粗定まれり〇 

是時 、弓 裔は旣に殺害せられ、高麗の勢力は益'®なりし かば、太 M 十八 
年、新羅の敬順王は lii 籍を奉じて來 b 降り、後百 濟の甄 J 2 も. 亦その子 神 
f 劍に幽せられ、潜に逃れて來りしが nri 年、太祖親ら神劍む討じて之を降 

^~I ^ 
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新羅の世4-分 
ちて三代 i -1 


時勢旣に去\到瓱之を維持すること能 U ざれば.王は使を遣して降を 
高麗|:請はしめ|8で百僚^率ゐ、王都を發して開京^微3に入る。高 
麗王515こ出で、之を迎へ、長女樂浪公主を以て之に妻はせ，樂浪王 U 契 
じ"新羅固を慶州とし^を賜ぅて食邑とす、新羅是 U 於て C ぶ。時 {: 敬 

瓶 王九年 1: して* 皇紀一千五百九十五年な り。 

舊史によれば、新羅は朴氏十王、昔氏.八主、金氏三十八王、合せて五+六 
1 T ル-ち九 wi 九十二年な bo 文武王の時，百濟高句*を滅ぼし、 後、 半島 
の南部を統一しざの間往々萎傲.振はざるの眩あ b と雖も，なほ二百六 
十八 年の命脉を保つものは、その恩澤の人心に浹洽するもの深きに由 
らざるを得んや C 國人もと新羅の世を分ちて三代とす、始祖より眞德 
女主に至るまでの二十八王を上代といひ、武烈王よ b 惠恭王に至るま 
での 八 王を中代といひ，宣德王よ b 欺®王に至るまでの二十王を下代 
とい ふ。 之を一日に替ふれば、上代は午前にして’中代は n 中 T 代は午 
後な bo 蓋し國運の# 降、 政治の盛衰、その界限大略此の如くなれども 
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益 t 加は >± 地益， 廣て、殆ど全國三分の二を有する1:至りたれば、遂 
王 嫌 に 國號を 泰封と改め、自ら彌 勒佛 ■と稱して、 驕暴 日に甚だし d 王建 ii 初 
め弓裔に從ひて頗る信用せられ、*-諸州を伐ちて功勞ぁ b しも、禍のそ 
の身に及ばんことを懼れ、深く諶愼して人心を收むることを務めたる 
•か故に，最明王 二 年に至りて、群臣に推戴せられ，弓裔に代りて王ふな火 
國を高麗と號せしかば、弓裔は騖き逃れて遂に殺害せられた ^ VO 

景明王は、高麗の國勢益-碰なるを以て、使を遣して之に聘し、殆ど對等 
の禮を用ふるに至る〇景哀王之に継ぎ、その愈，袞弱せるにょ b 、 援を高 
I . ，請ひしか ば、後-1?濟の甄萱は、高麗に先んせられんことを恐れ、突然 
立つ 王都に侵入して王を弑し、王の族弟金傅を立て、王とし、王族宰臣を虜 
にし、子女珍寶を掠めて還る、金像位に即く是を敬順王とす〇是時、四方 
の土地盡く他の有となり、國弱く勢孤にして、 自ら 安ん - T - ること能は す、 
因て M は高麗に降らんことを謀りしが、王子獨れ之に反對して日く、當 
に忠臣義士 i 謀り、民心を收合し.死を以て國を守るべしと Q されども 

前 IG 古勒鮮三國商麗時代第二車三@の分立及び桄一 四九 
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新羅益 W ふ 


後百！6と搏マ 


§L 


b し W 故に、當時の君臣，優游玩愒して、琴瑟詩賦を以て相樂み，互に相稱 
春して晏然自ら肆に し、 奄も瞥戒する所なし。されば、その外面ょり之 
を見る時は、頗る泰平の碰世なるが如くなれども、その內部は巳に腐敗 
せること甚だ多し〇定康王位を女弟眞戡に傳ふるに及びて、女主恣に 
淫穢を行ひ•佞幸を進め、賞罰を紊 b 、 時政を譏謗するものは之を狱に下 
し、かば、盗賊は各地に蜂起して、州郡貢賦を輸さす、國用益 I 窮乏して、奈 
何ともすること能はず#恭：王に至りては，益、微にして振はす、國家の衰 
頹是に於て極れり〇 

配纪はもと 尙州農家の子に して 將軍 とな b し•か、 朝政の紊亂せるを 
見て•其聖王六年、亡命を嘯聚 し、 武 珍州茲 1§3を«ひ自立して王と な 
り、後に都^完山(较 si ) に 定め， 後百濟と稱して南方に割據せ \' o 弓裔 
も亦憲康王の庶子に して、 その志を得ざるを憤り•賊に投じて地 5: 略せ 
しが、 孝恭王五年に至 b て， 自ら王と稱し、遂に國號を立て、廉震といひ、 
都を班圓 ( S 腿1 )に定めた 是ょり後，諸州風を望-みて來り降り，兵力 
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礙尙北逍 « 州1:め 
り、荇德女主卞•パ年 
(皇 521 千三百〇七 
§ 年〕の杻築1:して* 
商さ三十尺七寸， 
In iagr 下部 1 :於て 
I 十七尺二寸、上部 
術1:於ペ十尺六寸丨 
資 その南面1:方三尺 
料 四寸の開口 ib リ、 
: 花崗石な以て之な 
B 作*、內部 u ^: 傲 
{ にし- C 中-*り^降 
U し•大文4.候ひし L 
のな〇、上部井桁 
の上 l : uM 形の如 
4>1のわ”し^ろ 
べし。 


又位に即く是を元聖王といふ。是よ b 後、數世の問、王位の^蔣姑»行 U 
れ，哀莊王、信康王の如き、皆弑逆の禍に罹 b しが、文茁®文、.1?.康の諸王の 
時に至 b ては、 叛老純を接して起ると雖 も、 皆速に誅せられて•稍平康な 


前紀古利鮮三 W 高 M 時代第 
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Mi 


1 ^ 


王を«してね 
立マる1の多 


頗る廣大なる地を有せり〇而して »- 我 lii と使聘を通じて尤も誠款を 
極む〇又新 II と境を接せりと Ml も，兩國互に噩域を爭ふこともあらざ 
りしかば、新羅も亦安全を保ちて、內治1:整頓することを得12り。 

思ふに新羅は，善德王の時、建築せし瞻星臺の如き， 神 文王の時、辟 聰 •か 
作-し吏道 (3 4 r »T s II lllim 癸如き、新*文化の遺物 
として.今 U に存在せるを見れば#文王の國學を立て、最楢王の諸博士 
を S き、又 九州 (S 飾 S 及び郡縣を定め、官號を改め、制度文物の一新 
せしは、必中しも空文のみにはあらざるべし〇されども外形の整頓す 
る LJ 同時に、内部に幾分の缺陷を生するは.往々免れざることなるが、景 
檄— 王の時には •綱紀 尙存して未だ 亂 る、1:至らざるも •叛賊 時(:起りて、 
稍衰微の兆候なきにあらざるなり。 

景德王の子、思恭王の立つ1:及び，大恭、金融、金^居，廉相、金志良等の叛 
者更るぐ起りしが、上大等金 a 相は伊浼金敬信と mU 兵を睾げて金 
志貞を討じ，遂に王を弑して自立す，是を宣德王といふ。.王薨じて«:信 
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前祀古籾鮮三阈高 II 時代 第二聿 三通の分立及•ひ統 


日本は嚮に百濟を按けたれば，新羅は之と敢せしも•旣に百濟高句麗 
を滅ぼし、後は、頬に讕物を貢し、使聘を通じ、 n 本に結託すること甚だ 
切な b しは，畢竞唐に背きて百濟高句麗の故地を H 食せんが爲めなり0 
されば塾，德1王の時、唐より湏江 S 3 以南の地を賜は b ， その志望の粗達 
せられし後に至りては、 H 本に對してまた傲慢の態度を執るに至れヴ〇 
當時新羅の外交に於ける、その操縱に意を用ひしこと此の如し*よく半 
島の南部を統一したるは、決して偶然にあらあらざるなり。 

•されども VM 江以北の地には、當時旣に渤海の起るあり〇渤海はもと 
粟 末 株.親といへるものに て、 高句鹿の北に あ b しが、 高句麗の u ぶる や、 
その你衆之に歸して 漸く^ ub しか ば、 欺徳王十一一年 HI 桃111 J 21 T の 
會大祚榮•自ら II 國王と猇せ bo 唐の#宗因て祚榮を拜して左驍衞大 
將軍渤海郡王；とす，是よ5秣鞮の號を去りて、#ら渤海と稱した00そ 
の 後、 武 _ 仁秀の 如きは、 益•土地を 開き、 五 京， 十五 府、 六十 二 州 ありて、 南は 
大同江よ b 北は黑褪江に抵^'*西は開原( I 細斑 Tb 東は n 本海に達し. 
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-の師を出さんことを請ひた^'き。故に隋の煬帝、唐の太宗、高宗の二國 
5:攻むる時に於て、新雜は常に兵を出して之が 應援 を爲さ V ることな 
武烈土 し0殊に武烈王春»は、甞て日本(:質とな-^又*に使して頗るその才 
文武王 略を奮ひ•文武王法敏も亦親ら戎馬の勞に脤し、金鹿信は 兩 朝を輔絜し 
て、 苦心 經營、三 gi の 間に 周旋し、遂に 唐 i 力を協せて 百濟髙句鼸を滅 し 
たり〇されども新羅の素志は、 唐の 邯縣の 永く 半島に 存在す ることを 
新8|§の故 欲せざれば •漸く 百濟の故地を取り、 又 高句麗の叛 衆を 納れたり。* を 

地を取る 

以て唐は臆-之を責めしも、新羅は服せすして之と抗辯し、遂に兵を接す 
る {: 至る。されば唐の高宗は、大に怒 b て王の爵を削り、劉仁軌として 
來り討せしめしかば*王は使を is して罪を謝せしめしも、終に高句麗の 
南境に至るまでを州郡となしたれば、その版圖は次第に擴張せられた 
り0後.世に於て、朝鮮南北部の悉く合一せられしじ、端5:この時(:發せ 
しものなり Q , 

袖|&古軔鮮三 B 高 M 時代第二箄三 W 0分立及び統一 «三 


Digitized by Google 


Original from 

UNIVERSITY OF MICHIGAN 





むる もの頗る多し。思ふに當時 は、 金居柒夫等に命じて國史を修めし 
めしことなど あ b と雖 も、 儒 學の影響は、大概制度文章の上に 止まりて、 
精神界を支配せしものは•專ら佛敎にありしが如し。典平王の 時， -15 山， 
箒項の二 人、 僧圓光 r _ 就て敎を乞ひしに*圓光は之に敎 ふるに 世俗の五 
戒 ( S 、 1 ass バ^ 1 ss - rT ^^、 s 5公 以て 
せしかば， 貴 山 等終に節に 死す， 亦その世道に補あるを見るべし。眞平 
王の 後、善德，其 德の二王は、皆女子を以て王統を嗣ぎ 、壤 •百濟の攻擊に遭 
ふと 雖も ，その文化は未だ甞て衰 へす， 武烈王の立つに 及びて、 國運益 t 隆 
昌に趙け bo ' • 

新羅の文化は，支那に本づきたるものなれば，典興王以來*1使を南朝 
に遣して方物を貫せしは、之を慕ふの餘に出でた b . と雖も、當時新羅の 
領域は、大關嶺以東皆之に®し、薄海の地は咸興(舰顯)にまで達せし程な 
れば、 外面に向つて經賂を試みんとするの意氣は年と共に旺碰なり0 
されば隋 S の際に至-^ ては、 高句 ig 百濟の侵凌するを患へて之が 征討 
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第111節新羅の統一及び衰 U 


1肇定 


i め年 


佛敢の S 典 


新羅は三國爭«の時代に於ても、徒らに力を戰間に«すのみにあら 
すして，又頗る心を內治に用ひたれば、文化の進步は，迥に他の二國の 
上に出でたり〇抑-新羅は、開國以來斯羅又は斯庞と稱し、又居西干、次次 
雄、 尼師今•麻立干等の名を用 ひて、 一定の稱躭あらざりし •か、* I 大路に至 
りて新羅國王と稱し•法度を制し、州郡縣を定め、その薨，るに及び謚し 
て智證といふ。これ支那文明の影響を受けたること尤も著しきもの 
なり。法^；—壬、耳之に繼で律令を頒ち•官制を定め、年號を稱し、百般 
の制度 K るべきもの尠から す、 典平王の時に tf 官制益：備りて、綱紀愈-整 
へり。蓋し新羅の使を支那に通せしは、髙句麗、百濟の二國に後れた b 
と雖も、辰韓以 來、 旣に發達の要素を具へたれば、一たび支那文明の曙光 
に接する時は、 その 進步の急速なる、二國の比にあらざる なり 〇殊に法 
興王以，來，佛敎の隆興せし こと 著る しく、 贵興王は高旬鹿を 伐ち、 法師惠 
亮を獲て歸 b 、 亮を以て ft 桃と せし よ b 锋梁陳及び隋に入 卜 て法を 求 


«(1祀•古箱鮮三國离 * 睁代第二萆三 K の分立及び统 
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和睦せざるのみならす、男生の降附せしは、唐に於て尤も好機會なり、是 
を以て二十五年9§封¥は男生に特進遼東大都督兼孕»道安撫大使 
1: 授けて鄉導 i なし •李 »を以て行箪大嫌管とし、新羅王及び劉仁願等 
に命じて 動が 節度 5: 受けしめ、諸道の軍各地の城を破 b 、 皆會して®錄 
の相に至る。高句麗の兵拒ぎ戰ひしも、 動 之 5: 敗. 〇、 遂に平馕を 圍 むこ 
と一月餘，王支ふること能は t 勅に詣りて降る〇是に於て安東都護府 
を平埭に. , 5き、蔣仁貴を以て都謎とし、五部、百七十六城、六十九萬餘戶を 
分ちて•九都督府、四十二州，百縣士し.都護府をして之を統べしむ。時に 
寶臧王廿七年 (2 章)にして、皇紀一千三百二十八年なり〇 

右の如く百濟高句麗は、僅に八九年の間に於て皆唐に滅ぼされて郡 
縣 i なりし•か•新羅は獨 b その圃勢益-盛な b しは，地勢の便 T £ と國力の 
充實ふにょるは勿論なれども、武烈王、文武王が尤も外交の才略に長じ、 
巧 1:換縱 を爲したることも亦輿か b て力 あ b たれば•是ょ卜後、 新羅は 
益* 發展 に趙け bo 
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其後，百濟の王族 ®! rr 浮屠道琛と周留城⑪ g 州) に據りて# 
兵を皋ぐ。この 時， 王子豊は H 本に質た b し •か、 迎へ立て、 :' Ei とし、劉仁 
願を槪撖城に圍む。されども福信は權を專にし®と漸く相猗疑せし 
を以て S は之を斬り、更に使を高句鹿及び H 本に遺して師を乞へ bo 
是を以て：：：本は兵を出して之を援 け、 唐將劉仁軌と fi 江( I 職 §) に戰 
ひて肷績せしかば、©は逃れて高句麗に奔\將相以下：：：本に歸化せし 
もの頗る多し0是に於て西濟回復の業は，全く失敗に了れり0 

唐の高宗は旣に百濟を滅ぼしたれば、その餘威に乘じて一舉高句賭 
をも殲滅せんとし 、 ef 威王廿年(鎌 f M ) 契®何力，蘇定方、等を行軍大總管 
とし道を分ちて高句麗を伐たしむ。蘇定方等進みて平*を圍み、新羅 
の兵亦之に會して軍 II を平壤に楡す^然れども風雪冱寒甚だしく A 
捣多く疲勞せしを以て、唐は已むを得す、兵を收めて還れり〇旣にして 
1泉蓋蘇文死し•その子^;生代りて莫離支となりし•か、弟男逑、男產等之と 
播を爭ひしかば、男生走りて國內城に據 b 、 遂に唐に降る。かぐ內部の 


前組古朝鮮三5:高鼸時代第 
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他 rf 


是ょり先、百濟は威德王.惠王、法王、皆徳政の人心を維持することなか 
b しに.武王に至りて强を恃み驕慢にして ar 新羅を侵掠したれば•唐は 
使を遺し之を譫して兵を息めしひるも從はす、而して般樂怠傲その欲 
を逞くし、義慈王之に繼ぎて，騙奢淫佚、國事を恤へす、妖婦を a じ MR 1 を 
殺す〇然のみならす兵を出して新羅の邊疆を掻すこと殆ど虛歲なく、 
又高句 II に結びて新羅が唐に朝貢するの路を絕ちしかば、新羅の武烈 
王は金仁問を康1:,遣して、 H 濟 k 伐んことを請ふ。この時，唐は*高宗位 
にありしが、百濟の形勢此の如くなりしを以て^慈王二十年 eg * 蘇 
«方，^!彡れ—軍^:管とし 7 X 陸の—軍，十 H ! 萬を串ゐ、萊州ょり海を渡 b て百 
濟を 伐たしむ。 新羅は又，太子法敏、大將軍金庾 m 等をして、之 •か 聲援を 
爲 さしめ、 兩國の軍直ちに^;泚(作合 钟於齡 、賴於11職)を 圍む 。百濟力 
を竭して之を防薄せ しも， 唐の軍勝に乘じて益，進みしかば、遂に定方の 
陴眘に諧りて降る〇定方乃ち王及び太子隆以下八十節人を執へ て 長 
安に送\その國を平ぐ るに K : そ五部、 三十七州 H . 百五十縣、二十 四 萬戶 


前祀古翱龄三一:萵 M 時代第二章三 W の分立及び統 
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三六 


( S とな b て/國亊を擅にし、唐は使を高句魔に遺して新羅と和せしめし 
に^蘇文之を囚 へた bo 是時 、唐の聲威は諸國を 霞 惜して甚だ盛なり 
しか ば、 寶威王 三年 ffi 从£5太宗 親ら將 i なり，諸眾を指揮して高句麗を 
伐ち、新羅、奚 ( sg ) 卽丹(誠1杏)1:命じ•兵5:出して之を助けしむ。行軍 
大總管李世 効、副 大總管 江 夏 王道宗 等、進みて遼河を滩〜 鉴牟 ( f 賴麟？ 
5 Y 拔きて蒼州とす。 太宗亦 自ら進みて逸東•白巖 U 2 S 咖 035 J 5 の 一一 城を 
拔きて州となし、更に轉じて安市 ( ml ') o ) を攻めしに*安市の城主@ 
く 守^/唐軍力を盡して之を攻むれ ども 技くこと能 U す 〇時に 遼東地 
方は天候漸く寒く、草枯れ水•凍りて±馬久しく留り雛く J : 糂食將に茧 
んとするを以て、太宗は遂に師钇班し、かば、振蓋蘇文の驕横は益‘甚だ 
し。唐は又*-偏帥を出して疆域を侵掠し，高句鹿をして奔命に疲れし 
めんと欲し•莱州 ( IS 1) よ > 海を渡 b て之を伐 n しむ，又前役は力を陸路 
に專らにして失^せしを以て®に木を伐り船艦|:迎りて、大舉の計1: 
S し、•か、太宗の崩 - t るに會して果さ V b き？ 
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ら c 

焰帝は前役の失敗せしが爲めに、明年再び師を興して逸東城を攻め， 
百方力を盡せども拔くこと能はざ b しに、會-楊玄威が’謀叛せ しとの 報 
吿に接したれば，內顧の憂 二 日も猶豫 する ことを得す、 急に 軍を收めて 
別 き 還れり、是に於て第二役も亦失敗せ. 〇〇され ども煬帝は なほ も初 
念を期すこと能は す、 その明年三たび師を興し、かども、高句鹿も亦困 
弊せしを以て降を乞 ひし かば師を班せ り〇 その後.隋は®陽王をして 
入朝せ しめんと せしに，王は之に從はざりしが故に、更に後舉を閫りし 
も、海內漸く%れて群雄蜂起し.程なく唐の世となりたれば、隋は询北統 
一の功を爲し ゞ も，高句麗を併すこ，と能はざりき0 

嬰陽王農じて、異母弟榮留王立ち、使を唐1:遣して和親を結びたりし 
が、王の末に至卜て唐の使陳大德•高句鹿ょり還り、具さに其虛實を陳せ 
L かば太宗陰に之を取らん とす， るの意あ bo 旣にして; il 蓋蘇文なる 
もの、王を弑して王の姪臧を立つ、是1寶臧 王と す。蓋蘇文 自ら獎 離支 
•抑 1 C 古 朝鮮 三 B 髙 M 時代 第二 箄三 S の分立及び統 I 三五 
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兵士を欲* し、 廿三年( I 姑集)帝親ら六師を總•ベ、勒して廿四軍となし二 

一^パ號す、左右に分ち進みて遼河を渡り*逸東城 ( HV 圍む、時に逸 
河4_は高句麗に屬する1:以てな bo 諸軍更に進みて鴨綠江の西に 
會す、®陽王敵の虛實を探らんとし、大臣乙支文槪を敵祭に遣して詐 b 
降らしむ、隋の將軍千仲文之を執へんとして果さ t 文 ti 逃げ歸 b て敵 
を誘ふ. 0 于仲丈及び宇交邋等、遂れ進み’薩水を渡り、平*を去る I 數 
里にして#を爲す〇されども其诚險固にして容易に拔く可らざるを 
以て、文德•か詐 b 降るによ b , 兵を收めて還らんとせしに，その薩水 V 渡 
る**文 德後よ b 之を追擊せしかば•諸軍皆撗»せ bo 是よ b 先、隋は劣 
譲 a ' をして別に江淮の水軍を率ゐて海路よ b 平埭を攻めしめしが亦 
敗北して引還せり。是に於て煬帝征鹿の第一役は、全く失敗に終れり。 

是時 •& 濟の武王は使を隋に遺して、高句麗を討んこと1:請ひ L 力じ 
場帝は百濟をして高句鹿の動靜を伺は‘しめし•か、武王は潜に髙句麗と 
通じ，兵を«上に嚴にして睛を助くと聲言し、寅は兩媳を持して觀 S せ 
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し、大に敗れて終 !; 擊殺せらる？威镱王の初にも j たび高句魇 と戰ひ 
しことあ b しが，程なく支那は隋の世 i な b たれば，東方の形勢も之が 
爲めに一變して、高句睡との爭は、全くその跡を絕ちたり〇 
第一|節暗唐の來寇 

.高句鹿 51 年 (SSK AH P ) 支那にては晴の文帝， 周に 
代りて 帝位に 即 き、 尋で染を 廢し陳 を滅して南北を統 | せり〇 高 句鹿 
は久しく南北兩朝に好 5: 通じ、平原王は使を隋に遣して 朝貢し、® 陽王 
も亦舊例 I :循ひ.隋の封爵を受けたり。然るに王の九年™ Ai : I )秣鞴の 
衆 5 : 率ゐ て！たび遼 西を使し、かば、隋の文 帝 大に怒 b ® 王諒等に 命 
じ 水陸の 兵を 率ゐて來り 伐たしめしが、偶-水 i » に 遇ひ粮食繼炉 中、 又疾 
疫 ありしを以て、遂に師を還せり〇是に於て王は使を遺し罪を謝せし 
も、その後朝貢は前 E の 如くならざれば，必中しも畏服せ しには あらざ 
るな り〇 

されば隋の煬帝が帝位に即くに及び、高句 M 5: 討滅せん I して、犬に 
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ら兵三萬を率ぬて來 b 攻め、王都潢诚を園み、七日1:して之を拔き•王1: 
桃して之を殺せり。城の圍まる、や、王の弟文周は救を新羅に求めし 
が、 その援兵を得て還るに及びて、城破れ王死したれば、文周は遂に位に 
即き，都を^ 1:(1 祕湖) U 徙した b 、 この WTI 濟は深く U 本に倚 M したるを 
以て、王の殺されしも社稷の亡びざるは*1:=本の保謙に由れりとい 
ふ 0 文周王は旣に立ちしも、そのほ解仇は權を报にし法を 1 | 1 5しに.王 
はこれを制する能はすして遂に弑せられた60王の子三斤立つて解 
仇を殺し、も、程なく薨じ、東城王の立つ (- 及び•益-微弱にして兩圃の兵 
帝も亦絕えたりし •か、 高句鹿が新羅と骶ひし 時、 兵七出して新 M を救ひ 
しょり高句朦の文咨王亦來り侵せり〇然るに王は臨流開 k 起 L 、 池を 
穿ち囿を设き，宮門を閉ぢて諫者を拒ぎしか ば、 終にその臣苜加に弑せ 
らる。是ょり 後、 武寧王聖王の時には、高句魔の文咨*安滅、陽原の諸王と 
職ひし•か、聖王は新羅と兵 VJ 合せて高句麗を伐んことを謀 b しかども、 
新羅の典興王從はす 、反りて 尚句 KU 通せしかば、费王怒りて新羅を佼 
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新籮任那を诚 


三十四年 fiHto f W 5) その邊將を*し、より«句 K の長*王は、怒りて 
邊疆を侵せ b 。 是より後新 M と百濟とは聯合して髙句 K を敵として 
之1:當ること/.なれり。故に百濟の文周王の殺されし時•救を新*に 
請ひたれば、新81は援兵を出せり。然るに新羅の其典王•か、一たび百濟 
の請に從はざ b しより、兩國の交又大に破れて、載関常に巳まざり^。 

日本は神功以來、任那に H 本府を遼き、重臣常に駐前して諸韓の事を 
統制せり、され ども その新羅 {: 接近するが爲めに、一 T 侵掠を受けし •か、 典 
興王の時に至りて，任那は終に新羅に併呑せられたり。 

百濟は阿花王より直支王、久爾辛^毗有王に至るまで®句 M に對し 
てその怨は解けざりしも、兵を用ふるには至らざりしが、签鹵王の初に 
及び將を遺して高句 II を®し、又使を魏に遣し、その師を出して高句麗 
を伐んことを乞ひたれ ども， 魏は從はざり.き。高句鹿の長壽王 は、 又浮 
屠道琳をして百濟に至らし め、 益鹵王に勸めて宮室樓閣を壯大にし、妄 
に不急の土木 1: 興さし め、 倉庾虛く人民窮し、國勢甚だ危き U 及びて、自 
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滿洲盛京贫料安辟制 1*1: もり•四角形の花闽石|:して、商5一丈八尺*南北の 

兩 Ifliu 廣5五尺六七寸 " mN の：2:曲|1、四尺四五寸*四面|:转字4»刻せ：=、.»1?|句 

twfts 策，/ T ン 

故長薷王二年(皇紀 一 千〇七十四年)の迸立な OC 

いふ。 是ょ b 先、 ？ I 濟 iu 稀1:邊疆の^ぁりしも ^ 祗の 時ょ b 以後; i 
そ|1二十年問は和親を繼綺し、又萵句跋んも久しく好を逻めたりしが. 
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原の諸王を 腫て、® 陽王の 初に至るまでは、 支那に對 して 專ら年和主義 
を 取れ卜〇 これ 畢竞南の方新羅百濟に向つ て、 大に侵略 1: 爲さんとす 
るが爲めな bo 

新羅の舊史に は、 倭人の邊疆を侵し、 こと， 乂は倭國と交通せしこと 
は ®- 見えたれ ども、 我•か砷功皇后の征射は 、をの 何れの時代に當れるか 
肌確•には 言 ひ難し。され どもその 事は百濟の近 ff 古王の時1: して、 樂 
浪の旣に高句鹿に併せられたる後なるベければ，必す訖解尼師今以後 
にあるべし 〇奈勿尼師今の 時、 高句鹿と好を修めて質子實聖を送りし 
ことありし•か•高句麗の廣開土王、大軍を出して H 本兵の新羅に駐在せ 
しものを *ちて 之を破り新羅1:援 けしは， 神功皇后征討以後の事なる 
が如し〇 

その後實聖は還りて王となり、奈勿•か己を外國に質とせしを怨み、そ 
の子訥祗を殺して怨を報せんとせしが、反りて訥祗に弑せらる◦訥祗 
&て自立して麻立干と號す、麻立干は ㈱ にして位を表するの稱なりと 
古朝鮮三 H 高 fl 時 1 N . 第二孝三國の分立及び統 


Digitized by Google 


Original from 

UNIVERSITY OF MICHIGAN 




1,1' イ 
>•卜 • 


キ4 
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乃ち枕流王の子阿花を立て、王とす〇この時、高句麗は故國壤王の子 
廣開土王位にありしが、躬ら水軍を率ゐて百濟を伐ち、その五十賒城を 
攻陷せしかば*王は大に兵馬を激して、高句鹿を伐んと欲せしかども、人 
民之を苦みて、多く新羅に奔りしにょ b 果さざ b き。 

是ょり後、五十餘年間、兩國の蛾爭は中!!:.し、且高句鹿の西北方には、® 
容垂再び起 b て後燕と稱し、高句麗と多少の带はあ b しも、廣開土王の 
子良 S 王の時は、後燕も亦袞へて北燕となり、燕王弘は逃れ來 b て高句 
賭(:て殺されたれば、燕の患は全く消滅せ卜。是時に當 b て、支那は四 
分五裂せし諸國も、次第に袞頹し、北方にては後魏獨り勢力を擅にして 
南朝と對立せ be 長壽王も亦頗る雄强な b しが、後魏 I 和親を修め、使 
を遺して朝貢せしこと幾十回なるを知ら t 後魏にても之を優待し*諸 
國の使邸を蹬くに、齊を第一とし高句鹿之に次ぐに至る。而して商句 
躱は南朝の宋齊 I :對しても、亦使を遣して好を修めた bo 要するに高 
句麗は、長籌王十五年都1:平*に徒しゝ•か、その後文咨，安威，安原、陽原，平 
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始めて害餌ぁ > とい ふ， 高典は蓋し潢人なるべし。枕流王元年(棘科$ 

1?§【?！_¥-) には晉より胡僧摩羅難庇といへ6もの來 b しかば、王 
は之を迎へ宮內に致して II 敬し、明年佛寺を漢山に創立して僧十人を 
度せしことぁ bo これ百濟佛敎傅來の始にして、高句麗より後れたる 
こと十二年、而して前者は南方よ b し、後者は北方よ b せしものな bo 
た > 新羅の佛敎は是より四五十年の後、高句鹿よ b 傅來し•且その使を 
棄に遺 し、 も、 奈勿尼師今廿1一年 (lt -TS B H 7 fc 付- tH u l : して、 百濟よ b 
後る，0こと五年なりしは、地理の關係上固より然るべきなり〇兎に角， 
當時は職爭の 繼續 と共に、一般に活動的氣象に常み たれば、その 文化も 
亦舊時の面目を一變せし•か如し0 

されどもその爭%は之が爲めに少しも減することなく，答國の關係 
は愈，紛錯せ bQ 百濟は近宵古王の時、我が神功皇后の新羅を征せしよ 
b 以來、日本に服屬せしが、辰斯王に至りてその鱧を失へり。因て日本 
は紀'角を遺して之を貴めしめたれば、國人王を弑して之を謝す、紀ノ角等 
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r - te ^ 使 


拒ぎ流矢に中 b て薨せり〇是に於て百濟は軍を引て退き、都を北漢山 
(I)に移した bo 是 ょり後、高句睡には小獸林王、故國壤王相繼 で立ち、 百 
濟には近仇首 王、 枕流 王、 M 斯王相繼で 立ちし が、 兩國怨 を 結ぶ こと 甚だ 
し{、互に兵を出して侵伐せり〇 

是時、支那は五胡十六國が中原を攪亂し、髙句魔百濟も亦戰鬪に忙殺 
せられし時なれ ども、 支那との交通は次第に開けたれば、谷地方ょり文 
化の輸入せられたるもの尠からす0 

高句麗は小獸林王二年 (I T - T £ oafH 7 c + A ){: 秦王苻堅使 VJis して浮 
屠瓶道及び佛像經文を送りしことあ^',尋で僧呵道も亦來りしかば W 
門寺を创立して順道を溫き、伊弗蘭寺を削立して阿道を遼けり，これ高 
句 K 佛敎傅來の始な bo 之と同時に大學を立て/•子弟を敎育し、律令 


I :頒つことをもなした- 


百濟は•是ょ b 先•支那に使を通せし ことあらざりしが、 近肯古王计七 
年 (I £ 执 H) 始めて使を晋1:遣して朝貢し三十 年， 博士高興を得て 
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激洛建！一の年代は，舊史に漢の光武帝建武十八年651料再)となし、 
は必ずしも信するに足ら t - と雖も、我國史の記載せし所よ b 見るも，そ 
の舊國な b しことは疑なし〇且その疆域の狭小なる U も拘らす，音樂 
なとの新羅百濟に比して頗る進步したるを見れば、必中 : 1 : *のもの(: 
あらす、海外より漂流し來リて國を開きしなるべし- 

駕洛任那はな li 存在せりと雖も、その他の諸小國は大抵 滅亡し、 樂浪 
は高句麗に，箱方は百濟に、大關嶺以東の地は新羅に併せられたれば、三 
國はその 11 域を接せり。然るに高句麗の如き、樂浪以南に その 勢力 5: 
伸ばすこと能はざるものは、巳むを得ざる事情の存すればな be 
.高 句鼯の西北に M 起せし慕容氏は 、烽上 王の頃より ar 來 g せし が、美 
川王の子故國 M : 王の時に至りて^容庵の子鱿は都を M 城11减祕關)に 
定め燕王 i 稱して益-强盛な be 因てまづ高句 M を取り、後に字文氏を 
滅ぼさんとして、故國 M 王十二年35|拉3就自ら勁兵四萬を率 ， Q て南道 
連 g 墦离句 H に出で、長史王离をして一萬五千を率ゐ北道に出でしめて高句鹿を伐 
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»洛 はその始祖を金首貉といふ、金首露が龜峯に登り駕洛の九村1:望 
みて、始めて國を開きたるは、今の慶尙南道金海郡1:して，伽耶 、加 羅、狗邪 
などと いへるは皆同語異譯なり〇その同族五人 あり、 各-五 伽 耶の主と 
なる、 阿#伽耶(§|_道)古寧伽耶 ( S 道¥山伽耶 e 1®大伽耶(一 
S 商)小伽耶 (§ 是なり。これ等を總稱して亦 M 洛と いふ， 即 
ち古の 弁韓 にして、我邦に て 後に任那十國といひ r 2 るものなり。その 
圃新羅の西南にあ b て埴を接したれば、新羅とは或は和し或は戰ひて 
その 關係 尤も多し〇大伽耶は又任那ともい ふ、 この國は我邦との關係 
殊に 深く、 崇砷帝の 時、 蘇 那曷叱知 5: 我邦に遣して錤將を乞ひしかば、帝 
は 鹽 乘津彥命を以て錤守 とせし ょ b 以來 ，稀々 の事ありし も、 我國史に 
詳な るを 以て今省略に從ふ。要するに 駕洛 とい ひ任那 といふ も、 共に 
その 指す所廣狹の二樣あ b て、 或は一部 i : 指すこと あり、 或は 全部を指 
す こと もありて， その 言ひ方は同じからざれども、その地方 a 大槪同一 
2 る も 0 な bo 


古朝鮮三 fl ili H 時代第二孝三 W の分立及び铳 
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ず。 その 建國の 年代は、 舊史に漢成帝鴻嘉三年 (I 竹# 1 ) とせり。 

溫祚王の時には、初め樂浪 i 好を修めたりしが、後1:和を失して^^^ 
へり。是に於て都を31山(I慊道 )U 徙し、使を馬韓に遺して、顆域を定め 
減 -r たりしも•馬禅王の微弱なる(:乘じて終に之を滅ぼせ bo されどもこ 
れた >箕氏の裔を滅ぼしたるのみにて、馬韓全部を統Iしたる {: あら 
す、 その 國勢 はな ほ 微々たるものな b しが如し。さればその後多®王、 
己赛王、益*王' 宵古 3 *; 仇首 王、 古爾王、貴稽 王、 汾西 王、 比流 王、 契王 1 : 至るま 
で三百餘年の 間は、 甚だ®るべきことなし 〇古爾 王の如きは、魏の nt 丘 
儉が樂浪带方の太守と力を協せて高句91を伐ちし時*その虛に乘じて 
樂浪を襄ひたりしも、その志を達せざりき。 然のみ なら今 K 稽王は滇 
兵に害せられ、汾西 王は樂浪 太守の刺客に殺されし稃なれば.纔に，ての 
國を維待せ しのみ にて、未だ振興する (:至らざる なり。 

右の三國の•間に介居せし小國小 部落は、 次第に 斛滅 せられたりしが、 
その中尤も後世まで存在し、且、我邦と關係あるものは 58 洛、任那 な bo 
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狀顿3•ほ娜 § 从1:)を侵し、樂浪を伐ちて、終に之を併呑せり。されども 
慕容氏との關係は、是ょ b 後益-祺雜に趨けり。 
gl 始—齚 百濟の王家は、高句麗ょり分れしもの1:て、始 M 溫齚王は高句麗王都 
牟の子な bo 初め都牟は卒本扶餘に至り、その王の女を妻とし二子を 
生み、 B : を沸流といひ、次を溫#といふ，然る(:鄗牟♦か扶餘の本國にあり 
し時の子類利を立て、- ic 子となすに及び，二子は相容れざらんことを 
恐れて南に奔り、負兒嶽 B 角 r 至りて その 地を相し、沸流は彌都忽 wlr 
gb 、 沮祚は慰^城^“心は^に^りしに“韓王はその東北百里の地 
を割き之に與へて保護を加へた bo その後沸流は彌都の土地卑錕に 
して安居することを得ざるに、慰禮は都邑旣に定まり、人民安堵せるを 
見て憤死せしかば、その E 民みな慰鱧に歸して、溫祚の勢力 (一 T 漉な bo 
乃ち國を百濟と號 し， その世系は高句鹿と同じく扶餘に出でたるを以 
て、 扶餘を氏とす 017 濟とは捣韓五十四國中の伯濟にして、又百殘とも 
. 書せ り、 我邦にて之を「クダラ」といひたる は、 いかなる意義なるか詳なら 
前祀古朗鮮三 W 高 18 時代第二箄三 W の 分立及び铳 




龍1り 


1£1來 


魏の幽州の刺史母丘儉は、兵一萬1:率ゐて來 b 侵せり。王は逆へ戰ひ 
て大に之を破りしが、最後に及びて竟に敗績 し， 九都城を攻陷せられ 、密 
友の力戰と紐由の殉應とじょみて、嫌に身を以て免れたれば母丘儉は 
石を刻し功を紀して還りし•か、魏軍の退くに及びて、王はまた九都に還 
れり〇 されどもその^ずる や國人哀傷せざるなく、自殺して殉するも 
の甚 tr 多しとい ふ、 亦その凡庸の君に非ざるを見るべし C 

中川王の時、魏一たび來卜侵し、も、程なく魏は哀へて晋之に代れり。 
西川王の頃ょりして、晋の北方1:は鮮卑種族の起るあ >、 烽上王の時に 
は、 鮮卑の慕容庵®-來り侵し、且饑饉頻に至り人民所を失ひしも•王は之 
を顧みす、大に土木を起し、かば，役に苦しみて流亡するもの 益， 多し。 
是に於て國相倉助利之1:廢し、王の弟咄固の子乙弗を民間に迎へて立 
つ、是を美川王とす。この時支那は、五胡 (I 制1 *6# )並び起りて中洱 I :猾 し、 
司 iri 氏漸く衰へて西晋將に鼴れんとする苻樣なれば ，其 政令は東方に 
行はれ t 故に高句鹿はこの機に乘じて S 食の計を逞くし i 雍 (H 
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部な九都1:徙 


美孫樓使を遺 

す 


夫に弑せらる、群臣因て王の弟伯固 5: 迎へ立つ、之 1: 新大王といふ。新 
大王の子故國川王は、* 士乙巴素を聘 して 國栩とし，且窮民を撫愴し賑 
貸の法を立て、頗る英明の主と稱せられし•か•その薨ずるや王后于氏は 
遺命を矯めて王の弟延«を立つ、是を山上王といふ*于氏亦立つて后と 
なる◦この時、王は都を 九 都に徙せり、 九 都も亦 鴨綠 江の西岸 洞 溝の 西 
北なる板石嶺上に ありて 舊都と相距る こと 甚だ逮から ざるな bo 
山上王の子、東川王の時は、 31 旣に t びて三固の世と な b •吳の孫權は 
使を遣し詔を宣せしめしが、王はその詔命を受け表を奉じ臣と稱して 
貢獻せ bo 思ふに王も亦頗る英明の主なれ•ば、逢く南方の大國に通じ 
て 隣 敵を制せんとせしものなるベけれ ども 、 R の幽州の 剌 史の諷旨を 
受く る1: 及びては躊躇せ ざるを 得す、遂に吳の使を 斬 b てその首1 : a 
に傅へ吳と交を 絕ち、 而して魏の司馬懿•か公孫淵を討するに當 b ては* 
兵を遺して之を助けたり〇然れ ども 王はただ魏の命にのみ從ふこと 
能はす、兵を出して遼東の西安平(？？娜|東)を||ひしかば+.九年(?^始) 


Digitized by Google 


Original from 

UNIVERSITY OF MICHIGAN 




王 


1高句 ft な 岸にして、滿洲®京省洞溝附近にあもこの時、漢の王莾は高句*の兵 

を發して句奴 t 伐たしめんとせし•か、王はその命に從はざ >しかば、王 

莽は更に嚴尤を遣し來り侵さしめしに、王尙從はす、却つて漢の邊疆に 

寇すること益-甚だし。是より後*數世の間は.近傍を侵略せしこともあ 

りしが、 慕本王の如きは、尤も暴戾不仁にして％ V の臣杜魯に 拭せられた 
飧0 

然るに太祖王宮の立つに及び、頗る雄壯桀黯にして、東沃沮を伐て境 
を拓き、東は滄海 e 本 uii し、南は薩水 si 川 U 至 biM に寇し it 東を侵 
して、國勢愈、豳なり〇これ固より王の勇武の致す所なりと雖も•漢も亦 
和帝より安帝の頃に至6し時代にして、その勢力は光武中興の日と同 
H の談にあらざれば、太組王にありては.好機會を與へられた6 ものと 
いふべし〇王は深く弟遂成を信任して威鲳を 揸 にせしめしに、遂成、田 
獵1: 荒み，陰に異心を懷きしか ども， 王は老耄して察すること能はす、遂 
に位を遂成に傅ふ、之を次大王とす。次大王は頗る兜逆にして，明臨答 

前紀古妫鮮 M 一 w.t,i£ 時代第二 # 三 S の分立及び ^| 一七 
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王金蛙の妻、 H に照されて孕めることあ^'、一大卵を生みしに，男子殼 k 
破りて出でし•か、骨相甚だ偉にして、尤も射術を善くす*之を都牟と名づ 
く、兄弟その材能を忌みて之を殺さんとせしかば、 Isn 牟禍を恐れて柬南 
に走> I 大水に遇ふ、濟らんとするも梁なかりしに、魚 le 忽ち並び浮び 
枝?£|*て梁を爲せ4、遂に渡-^て卒本扶餘(|は|)沸流水上(|能^支)に都 
を定め、固を高句鹿と號し、高を氏とすと。都牟は又朱菠とも東明とも 
いひ、我邦の省に都慕又は仲牟といへるも皆同音異譯なり。これ亦荒 
誕の談た1ことを免れすと雖も，扶餘王の子が東南に走卜て國を雄て 
たることは事實なるべし〇扶餘は今の滿洲吉林省長春府附近にあり、 
漢代にありては頬る開けたる國にて•その禅•族の南遜せしことは•この 
以前にもありし•か如し。且高句 ffi といへる名稱 も、 旣に漢の郡縣の中 
に見えたれば，揶牟はその湛名に沿ひたるものなり。その建固の年代 
は、银史に澳の元帝建昭11年3找齡5丫せり尸 
11 m 妬牟の子瑠璃王の 時、 都を國內诚に徒せり、國内城は鸭綠江の上沫西 
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羅 一祥'の風習な b といふべし0 

以上の諸王は、大抵心を民事に用ひて，内政を整理し、漸く近傍の諸小 
國併吞せしかば、次第に隆蹙に趨きしが如し。且、昧妬尼師今よ b 基 
臨尼師今の頃に至るまでは•なほ樂浪帯方二郡の存在せし時にして、新 
羅は獨り東邊に僻在し •高 句麗の如き强敵と境を接せ t その與に爭ふ 
所のものは、區々たる小部落1:過ぎざれば、その國力 VI 養ふ1:は^めて 
好機會なりしなり〇 

新雜建國の年代は、 || 史に前潢の宫：帝五鳳元年(§|私 71 )とぁれども. 
それより幾分か降りしもの、如し〇されども新羅は地理の關係上、支 
那 との 交通の少きより、上代に於ては秦人の移住せ しことあ. 〇しにも 
拘ら す、 漢史に見えたるは•他の諸國より後れ ^ b と雖も、大槪前漢の末 
頃より％Vの基を開きしものにて、髙句麗の建國と大著-なかるべし'し 

高句魇の地は、大抵、今の：中安道の北部よ b 遼東の東部(:至-^鴨綠江 
の東西に跨 b しものなシ〇傅へ3ふ，その北に國あ b 扶餘といふ、その 


的 ttl 古朝鮮三 W 萬鼴時代第一 


|阑の分立及ぴ統 
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S 班‘嫌袜. 

吹む 


企味 W 立つ 


の二姓は年長を以て位を嗣げと C されども儒理は脫解•か德錤ある， •£: 
以て之を讓りし|:、脫懈，は辭して受けす、因て聖智の人は齒多しとい 
へる諺(:よ b て、兩人各 I 餅を噬みて之を試みしに.傜现の齒理多かりし 
かば，遂に«理を立て、尼師今と號す、尼師今は M 語歯现の義な b とい 
ふ〇是より後，*期尼»今に至るまで十六代の [III 、 皆尼師今と號す〇 
儒理薨じて赀脫解位 {: 即く.この時國躭を雞林と改む•相傳ふ城 S の 
始林1:、金植樹梢に懸 b て白雞のその下に鳴くあり、脫解その概を]) B く 
に一小 ^ a を 獲たり、 因て金閲智 ( I 純 ？ ii と名 づけ、 始林を改めて難林 
といひしより起れ b と〇これ等の ことは， 具僞 Mm して悉く a すべか 
らすと雖も、是よ5婆^祗 * 逸欺‘阿 ii * 伐休、奈解•助«沾解の八尼師今 
を歷て、助«の女壻金*都に至 b 、 金脚智の裔孫を以て沾解の後を承く， 
是に於て金氏始めて王統を®ぎたり。されば新羅の王家には，朴晋金 
の 三 氏 ありて、 更 るぐ 王統を雔撩せし こ i は、 事實なる ベけれども，こ 
の三氏の間に於て3£統の氓あ b しこと絶えて史乘に見えざるは、亦新 
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三 M の位 a 


11 


び 起る あ bfe !: 三國 分立の 時代といふ。又前代の名稱に循ひて、三® 
を 三韓と もいへることあり 〇然れ ども初ょり朝鮮の全部を 三分して 
その疆域を劃せしといふにあらず〇新羅は東に百濟は西に高句麗は 
北にあ b と雖も、その問には漢魏の郡縣 •及び他の 諸小國も 介在して|« 
々の紛审を 生せ しこ i 鮮から す、 その 全く三國の統轄に歸せしは、數1? 
年の後に あり。 

新羅は、もと辰韓十二國中の斯虛ょり 出でしもの(:て、その建國の傅 
說には •頗る 荒誕なる こと <5 ぅと 雖 も-今 左に その槪略を述ぶべし 0 

始祖を 朴雜居 世といひ、居西干と號す•居©.干は辰韓語にて王の義 W 
りといふ、その都は金城にて今の縻尙北道慶州なり〇始龃薨じて m 解 
次次雄立つ、辰語にて巫を次次雄といふ•これ若主と巫とを同一にせし 
ものに て、 當 時の鬼神を尙びしことを見るべし〇南解の時、昔脫解なる 
もの 海外より來り芮せし が、 南解は大に之を m 用し，妻はすに益女を以 
てす〇薨するに臨みて、その子懦理及び女壻脫解に道言して日く*朴昔 


古 M - W 三' W 高»|時代第二車三 W の分.1*/.及び統 
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るを見るべし。 

馬韓は後に百濟とな\辰韓は後に新羅とな\弁韓は後に加羅、任那 
i な b し•處 にして，漢江以 南別に 一 K 域を爲せ bo 或は箕準の馬禅王 
i なゎ、秦民の辰韓を開きしことありと雖も，北部朝鮮の箕氏銜氏の制 
を 受け、又は潢魏の郡縣 となりた る ものと 同日の談 U あらす〇而 して 
1 以我邦と 三韓は、北部朝鮮ょ b は寧ろ我邦との關係多き •もの、 如し。殊に辰韓 
の我邦と質易を爲し ^ d 槍の歸化せしが如き X は素盞嗚 奪、 稻冰命の 
新羅に渡りしが如きことの史乘 I :昭々たるを見れば、確1:彼我往來の 
迹あるを激す るに 足れり、日韓の關係 は、その 由來する所誠に 邃しとい 
ふべし〇 

第二章 三國の分立及び統一 

0 

第一節三國の分立及び爭軋 

潢の郡躲を建てし ょ b 後、 百年內外にして 新羅， 高 句麗 、百濟 の三圃並 
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なる、その後你に辰韓をも制して，政治上の勢力は、三韓中之に及ぶもの 
なかり き。 辰韓 は、 秦の IIV に當 り、 その人 W の苦役を避けて、禅國に來 b 
しもの多かりし かば、 梅韓はその東界の地を 割きて 之に與 へて 居らし 
む、 故に或は之を名 づけて 秦韓 i もい へ bo されば 辰 禅は 海外より韓 
地に移住して、その保護に頼りしものな れば ，自ら 立つ て 王となること 


を得ず、その王たるものは、皆 Ms 皞人な 


いふ C 政治上の I^J 係は、右の 


如.くなるにも拘らす、辰韓は人文の開けたる ことに 於ては、遙に坶禅の 
上にあ b しが如し。馬韓にては-1:室(:起臥し、綿布 VJ 作るのみなりし 
に、辰韓にては家紐を築き«布を織り乂硪貨5:.'范りて近份諸_と贸易 
をもなし、ことあ-〇〇弁韓は最も小なるものなり、辰韓と雜 W する•か 
故に弁辰といふとの說もある程なれば、I般の事は辰韓と報相似たる 
ものにて：別に取り出して宵ふべき取なし。大抵•取緙と辰韓とは H;S 
風俗大に同じからすして M 緙には秦人の語の泥 Iff せしもの尠から す、 
これ移 11-: 民の多數を占めたるが爲めなり、以てその進歩0偶然ならざ 


油祀古栩解三 W 高 籠辟代 第 一 聿古栩« の W 狭 
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盛の際に於ても、その郡治の間には高句麗.歲 、©.東 Rm (誠 難_逆) 北沃 m 
(f 口 1 )等の諸部落介居して、必すしも V 7; に潢の政令を奉せざるのみなら 
す、 高句 191 の如きは旣にその國を建てたれば、邶縣 0 政治は北方一般に 
行はれた る ものにあらす。殊に潢江以南に於ては三韓 あり、 稀 1: 樂浪 
に 通す ることなき(: 非ざれども、大诋邵縣政治の範圍外1:ありしもの 
な bo 

三韓は古の辰國 にして， 分れて Mi 韓 M 韓 、弁 純となる O IKT 韓は西にあ 
b 今の京%道の南部、及び忠淸全羅の南北 M にして， その中に五十餘國 
あ bo 辰 韓は東にあ b 、 今の麈尙南北道の東北 部 1: して 十二國あ bo 
弁韓は南にあ b 、 今の慶尙南北道の西南 部にして亦 十二國あ bo 弁韓 
は 古代に於て は， 弁 M といひし ものにて、弁緙 i いへるは誤なるべしと 
もい ふ、 今始く普通の名稱に從ふ。 

馬韓は，三韓の 中最も太なるものな b 、 初め K 难の衞滿に 破らる、や、 
その 餘衆を ® ゐ て、 海路•ぬ韓の金 M 郡(较咖糖道)に至 ヴ、 自立して韓王 i 
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その他の降將5:封じて侯とせ h 。 その後， 廿六年2:歷て、昭帝の始元五 
年、典番を支蔸1 r 臨屯を樂浪に併せて二郡 i し 、 i 荼郡治を眞番の故地 
に徒せ bo これ 昭帝の時は、總て緊縮主義を取りたるが爲めな bo 潢 
の末に至 b て、 一一 郡は公孫氏の所領と なりし が、樂浪地方に住^せし韓 
嫌諸族は强豳にして、郡縣の 力、 容易に之1:制する こと 能はざりしか ば、 
公孫康は更|:樂浪の南界を割きて«方郡5:1:き、叛者を討伐せり0こ 
の*方郡の管轄せし區域は、帶水£5^附近なれば、大槪漢江以北にあり 
しなるべし〇 

漠の武帝が、初めて四郡を s き、朝鮮の地 r . 殖民せしょり後，或は二郡 
となり 又三郡と なむ，その 疆域は、時代に ょりて 多少の變更 ありと 雖も， 
後漢及び魏を歷 て、 晋の初に至るまで、凡そ四百年間は繼績せ b 。 晋の 
惠帝以後に 至りて、 支那內政の紊«1は•到底隔遠の地を制すること能は 
ざるのみなら t 東方諸純族の 勢力 も，次第に增加 すること、 な b しか 
ば、晋は終に三郡を放棄す るの 巳むを得ざるに至れ b 。 思ふに漢代隆 
前祀古朝鮮三 Ml 高 Ml 時代第一車古期鮮の朗寶 




渐氏亡ぶ 




眞番(_州趣)辰國( 55 等の漢|:通せんとするものをも阻抑せり。曾，淡の 
武帝は雄才大路を以て四方を親#せし時なれば®を遣して之を躲さ 
しめしに•右渠はその使を殺せり〇是に於て潢は樓船將眾暢僳をして 
海路よ5し、左將軍荀彘をして陸路逸柬よりして王險1:攻めしむ◦右 
渠は堅く守 b て屈せざりしが、苟彘の攻擊急なるに及び、右渠钇殺して 
降るものあ b 、 衡氏終に亡ぶ〇衞滿の箕趴を逐ひしより，是に至りて凡 
そ八十七年なり0 

第 II 節漢魏の郡縣及び三韓 

漢の武帝は，右渠の宋： u 滅びざる時に當り、彭吳をして道を^舰職) 
貊(时順! B に通せしめしに、逮れ南間等’衆を率ゐ、速東(:至りて內*す。 
武帝乃ちその地を以て滄海郡となし\か、その甚だ僻速にして治め難 
きによ b •數年の後之を罷めたり〇 

然6に旣に右渠を滅すに及び，機敎邊陬に達せしかば、その地を分割 
して樂浪 ( S & 屯 sir 醜1)玄茱(|雌|通)具番の四郡とし><右渠の子張唂 
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箕子の正統な b や否やは.詳ならざれども、兎に角その接を承けしもの 
なる V し。 

箕否死して，その子準立つ•數年にして秦は陳涉項梁等の兵を起す.ぁ 
b て大に «1れ、燕齊趙の地方ょ b 逃亡して準に歸するもの多し。漢の 
初、盧 y が燕王 i なる に及び， 準は 燕と 洪水 ( I 缺) を以て 界とな し、 が，; I 
給が漢 I :叛きて句奴に入るや、燕人衞滿は t 命して朝鮮に至卜、永く西 
界に居て藩屏とならんと請 ふ、 準之を fa * 用して西鄙を守らしむ。然る 
に滿は益'その黨類を招集して勢力を養ひ，急に準を»ひしかば、準は陬 
ひて敵すること能 ut その 餘衆を率ゐて南に奔 b 、 海1:浮びて馬緙 {: 
至る、箕氏の靱鮮は是 (: 於て亡ぶ、時に皇紀 四1? 六十七年な b 。 

衡滿は旣に箕準を逐ひ、之1:•代りて王とな b 、 王除に都す、王險は今の 
平埭な b ? 是時、漢は初て定ま b しのみなれば，手を朝鮮地方に伸ばす 
に 暇 ぁら ざりしかば、衡滿は漢に約して外炬 とな b •近傍諸部落を服廊 
せし V 衞滿の 孫、 右渠の時に 至5 て01の t 命 者を誘致す ること益' 多く、 
古鞘鮮三 S 高 16 時代第一窣古籾鮮の M # 七 
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より、 佯狂して奴となりしが、周の武王が M を伐つて之を c す(:及び、そ 
の治下に立つを欲せす、逮方塞外の地に奔りしことは、事情の常にセり 
得べき所なり〇潢史に究子を朝鮮に封すといへるも、その出奔により 
て之を存股せしまで(:て’必すしも封爵の命ありしにはあらざるべし0 
思ふにこの時、長白山の近傍には、#愼人も店りたれば、.®子の奔〇し所 
は、決して荒滇無人の地にあらすして、栩當1:人民の蕃殖せしものなる 
ことは明かな bo 當時の所謂朝鮮は、今：：：の疆域とは全く同じからす 
して、大抵今の遼 東よ， CV 朝鮮の北部まで t 含みしもの、如し•而して箕 
子の 來 b 住せし は、 恐ら{は 遼東 地方なる.べし. 0 

是より後數百年、箕子の子孫は、いかなる狀況な b しか、舊史殘缺して 
詳に知るベからすと雖も、その部族は次第に南遷して，平安道に入りし 
*> 如し。周の未に至 b ては、燕の彫迫を受く6ことあ b しも、なほ之と 
對時せし^:秦の始皂が六國を統一し、長城を築きて逸東に至るに及び • 
箕子四十餘世の孫>•稱する箕否は、秦を畏れて之に服 M せり〇究否は 
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前紀古朝鮮三國高麗時代 
第一章 古朝鮮の開發 

第一節箕氏衞氏の興 C 

古代に於て朝鮮の起>しは，支那の影饗を受けた る こと勿論に して， 
寧ろ漢民族の力にょりて開拓せられたりともいふべきものなり。思 
ふに支那は東亞の最舊國にして、少なくとも今を距ること四五千年を 
下らざるべし。朝鮮は固ょり之に及ばすと雖も亦三千年以上にある 
ことは疑なし。舊說 (: 支那唐堯の時(:當 b て•神人の太伯山 (11111*3 
檀木の下に降るもの あり， 因て之を檀君と いふとは、 後世佛敎家の附會 
にして信す るに 足らざる ことは 明かなれ ども. 殷の箕子が地を朝鮮に 
避けたりといへるは、必すしも無稽の談にはあらざるべし。 

箕子は紂王の近親にして，王の淫虐 日に 甚 しく，その 意見の行はれざる 

前 le . 古朝 hr 三 M 萵 Bit 時代第一箄古剁鮮の間我 






りと雖も、その人民は常 (: 自主の精神に乏しく、國民の統八 '•*. 國力の 充實 
を圖ることを知らす、徒らに强大に事へ、又は强大を欺瞞す るを 以て at 
國の國是となすもの、如し•これ 豈具 に獨立國の資格あらんや〇丑近 
111に於ける世界的變化に、大洪水の天に漫るが 如く、 落々 i して 山を 包 
み陵に上るの勢あり.而して波瀾は常にこの半島ょ ba 起して、 動 もす 
れば 逆浪怒漶 は， 東洋の 全面を覆 はんとす、これ今：：：に於て併合の巳む 
を得ざる所以なり〇 

抑-この併合せられたる朝鮮は、實に悠 々たる 三千年の歷史を^し、之 
を詳叙せんには、到底小冊子の ょく 癡す所にあらす•是に 於て，® も 今：：： 
に接近せる李朝五'¢1年間を主として、正紀とし•比較的詳密に之を述べ、 
箕氏朝鮮以来、高91時代に至るまでは、前紀として之を略叙し、李朝の淵 
源する所 S : 明かにせんとす〇庶 幾く は、我が新領土に於ける、過去の狀 
態に通曉 し、 併せて將來の參考に資するに足らんか。 
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も 鴨緣江 以西は*旣にその^]にあら tfwV 咸鉸道方面は、この時代ょ b 
して、*く狻撫に就んとするの傾向あり。 

李庇朝鮮 李朝の崛起するに至りて®び朝鮮の稱を用ひ、西は粗躲江、東北は阔 
們江を疆界として、半島の全部1:奄有し、五百餘年を粗績せしが，その末 
に至り三禅の铒稱に本づきて、國號を大韓と改めたれども、程なく n 本 
に併合せらる、に及びて•また朝鮮の*號に復した.〇、されば朝鮮の名 
は、貢に' W の土地と終始を相爲すものな bo 

面積及び合 現代に於ける朝鮮は.面 a 約 一 ffi 四千方里、人口約一千三百蔑なり•さ 
れども，上代 (: 遡る 1: 從ひ*その人口の少败な^'しことは- 一 fl ふ迄もなし。 
而してこの人- K は H 千年以來禎々の活動をなし，古 i ^ に於ては.夙に支 
那及び印度の文明を吸收して•枏應の發達を爲し、我邦の如きも•その餘 
澤を被りし•か、物搀り星移卜、彼我の位. , S 顚倒して•その阈-1:は我が領打 
Li 歸 し， その人民は我が統治を受けざる可らざるに至るものは何ぞや。 
その地勢が，强大國の壓迫を受くベく 0然に作られたる1:ょることあ 
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箕氏衢氏 


馬韓 M 嫌弁鞾 


茈句臟新鑲 Tr 


いへること Jft に近し C 箕氏衞氏の時には、皆この稱を用ひ、その賴域は、 
逸東地方より漸く平安道黄海道の方面に延 fi せしもの、如し〇而し 
て潢魏時代の郡縣はどの中及びこれよ b 以南にも設立せられしが、漢 
江以南に^;三韓穐族の住するぁ\之を渴韓.辰韓，弁韓とぃふ。その後、 
M 韓より起りて新羅となり、北方の扶餘«族は、南方に發展して高句 K 
とな 欠高句 81 の I 族は•又 m 進して百濟となり*その他にも樂浪帯方 .ri 
禅、任那等の郡國なほ存在せしが、次第に孅滅せられ、遂に高句麗、新羅、西 
濟の三國となれり。この三國の疆域は、時代によ b て多少の變更あ b 
と雖 も、 大槪新5 i は、 慶尙道及び江原道を^し， II 濟は全羅、忠 消、 京畿の三 


道を妞し•高句 lg は、黄海：牛安よ b 速東に遠せ 


而してその間に於け 


る肢箏角逐は>數百年の久しきに1: りしが、 '|7濟高句朦は、皆唐に滅ぼさ 
れ•新 li は 遂に百濟の故地を併せて•統 一 の m をな し、 も•大同江以北に 
は、 旣に渤海の起る あれば、 新羅の統一は、た >半 a の南部に止るのみ0 


高麗の新羅1:代る(: 及び、 南北を統合して渤海の南部をも诹冇すと雖 
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朝鮮通史 

林 泰 輔編 

緒首 

朝鮮は亞細亞大陸の東陲に 位し， 创闢以來三千冇餘年、そ.の國名耦域 
及び内外の情 態は、 规多の變遒 k 經過し、 近時：！： 本に併 八 一するに至りて、 
兹に一段落を吿げた り〇その 間に於ける治%盛衰興廢存 C の情狀は- 
尤も錯綜紛擾を極む、これ本書に於て、聊か その 梗槪を述んと欲する所 
のものな bo 

$鮮の£ 名 その國名の 始めて 朝鮮と 稱せられしは、蓳し 支那 {: て命名したる も 
のな6、舊說にその國の東方にありて•日まづ明かなる•か故に名づくと 
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第十 I 章 黨派の軋撖 . 四一 O 

第 I 節東西南北の紛爭 ..，. 四 IO 

第一 I 節老論少論及び南人の軋櫟 . 四 二 Q 

第111節辛壬の：士耦 . 四三 A 

第四節叛黛の誅戮及び热論の調停 . 四四へメ 

第十一 I 童 文化の復興 . S ハー 

第 I 節學校學風の變遜及び書籍の算修 . 四六一 

第一一節文物の輸入 . 四七八 

第=節英祖正祖の治綾及び大典の修正 . 四八ーニ 

第十三章 外戚及び王族の專恣 . 四九一一 

第 I 節王 gc の袞微 . 四 ij 

第一一節趙氏金氏の:#横 . 四九九 

第=飭李太王の即位及び大院君の新政 . …五〇五 

第十四章 諸外國の關係 . 五二四 


















第八萤壬辰以前の外交及び内政 . U 九二 

第-節明及び野人の蹦係 . 一一九二 
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一大缺陷にあらず や。 頃 者、 書肆富山房主 A 吉田博土を介し 
て 余に その t !5 2を編述 せんこと を 求む。？ れども余は旣 (: そ 

の硏究を中止せしを以て之を群せしが、その懇請已み難きも 
のあり。因て前年朝鮮史刊行後、某人の爲めに起草せし舊稿 
を取9出して之に修正を加へ、更にその足らざる所を 補 ひ、開 
創ょ9併合に至るまでの事を略叙し、名づけて朝鮮通史と い 
ひ、之を印刷に付すること、せ9。事情旣に此の如くなれば、 
斬新なる創見の誇るべきものある(: あらず、 た ゞ 一般の|«卷 
に 向つ て、 朝鮮 史の 梗槪 1: 紹介 せんと欲するのみ。されば大 
方識翁 の譏を招くことは砂からざるべき も、 若し或は之(:ょ 
9て今日の要求に應ずろことを得ば、余の至幸之に過ぐ ろな 
し。他 R 完全なる倍史の出づる あら ば、この編の如きは宜し 



90 これ洵に疎 M 杜撰のものにして、今ょり之を ii れば 、慚愧 
に椹へ•さるものぁりと 31 も、本邦近時(:於けろ朝鮮史硏究の 
率先たる ことは、 余の竊に自ら信ぜし所な 9 。されども 111 來 
率先 ^は 必ずしも成功希(:ぁらず、況んゃ純劣余が如き i の 
に於て をや、 その成功 f . f て^ • むべからざる ことは 勿論な9。 

H 疋を以 て、 姑く世の眞摯 なる 研究 ^の 手を藉りて 、その 功を党 
ぅする {: 如かずと思惟し、余は聊か他の方1!に力を川 ふるこ 
と X せり〇因て朝鰥史に關する材料は、總べて“!閣に東ね、 1 M 
/: 之を Mfi みざること數尔な^' き。 然るにその後* ^ ? f の fej 面 
次 ？ n に變遷 し、 朝鮮は終に我が領土となりて、袴その歷史の必 
要を感ずる {: 至りたれ ども、 111 : の硏究漪は 4>|?|--1 惯 is の態度を執 
り、 敢て筆を下して その 需用に應ずるものな し、 これ ^昭 ft の 
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自字 

朝鮮は明治 四十三卬 八月二十九 R の詔勅にょりて、我が邦に 
併合せられたれば、その歷史は即ち.我が新領土の歷史にして、 
從來の俺に' Mi 洋史中の一隅を 占め/: るものとは、太にその趣 
を異にせり。されば我が國 ivi /: る^は、何人にてもその歷史 
の梗槪を知らざる•へからざることは、近時に至りてその必要 
を感ずること愈* -uj なるものあ SN 。 思ふに、朝鮮はもと^«/: 
ろ一小邦にして、]|{汁の咽喉{:店り、大國必爭の衝に當り、その 
安危存-じは、直ちに我が邦の^失消 S に賺するものある.を以 
て、 その歷史の攻究も、亦決して忽諸に付す•へからざるが故に、 
余は夙(:その研鑽に從，し、明治二十五半、朝鮮史五册を蕃は 
し、 尋で三十五 年、朝鮮 近 111; 史二册を著は して、 共に之を刊行せ 



i6 

フ 
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